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１.国立大学法人・大学共同利用機関法人の概況
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教育基本法（昭和二十二年法律第二十五号）（抄）
第二章 教育の実施に関する基本
（大学）

第七条 大学は、学術の中心として、高い教養と専門的能力を培うとともに、深く真理を探究して新たな知見を創
造し、これらの成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。

2 大学については、自主性、自律性その他の大学における教育及び研究の特性が尊重されなければならない。

学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）（抄）
第九章 大学

第八十三条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳
的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

２ 大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供することにより、社会の発展
に寄与するものとする。

国立大学法人法（平成十五年法律第百十二号）（抄）
第一章 総則

第一節 通則
（目的）

第一条 この法律は、大学の教育研究に対する国民の要請にこたえるとともに、我が国の高等教育及び学術研究の
水準の向上と均衡ある発展を図るため、国立大学を設置して教育研究を行う国立大学法人の組織及び運営並びに
大学共同利用機関を設置して大学の共同利用に供する大学共同利用機関法人の組織及び運営について定めること
を目的とする。

国立大学等の法律上の目的・役割
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（令和7年4月1日）
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国立大学法人等の構成
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障害

畜産

海洋
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芸術

外国語

社会

医学

工学

教員養成系

３学部

４学部

５学部

６学部

７学部以上

８１
法
人
・
８５
大
学

総
合
４８

そ
の
他
３７

北海道、東北、※筑波、千葉、東京、
※東京科学、新潟、富山、信州、
静岡、名古屋、京都、大阪、神戸、
島根、岡山、広島、山口、愛媛、
九州、長崎、熊本、鹿児島、琉球

弘前、岩手、秋田、茨城、
埼玉、横国、岐阜、三重、
大分、宮崎

山形、宇都宮、徳島、香川、高知、佐賀

群馬、 ※金沢、福井、
山梨、和歌山、鳥取

北海道教育、宮城教育、東京学芸、上越教育、愛知教育、
京都教育、大阪教育、兵庫教育、奈良教育、鳴門教育、
福岡教育

東京外国語③

東京芸術②

鹿屋体育

東京海洋③

帯広畜産

筑波技術③

お茶の水④、奈良女子④

政策研究、総合研究、北陸先端科学技術、奈良先端科学技術

室蘭工業、北見工業、東京農工②、電気通信、長岡技術科学、
名古屋工業、豊橋技術科学、京都工芸繊維、九州工業②

旭川医科、浜松医科、
滋賀医科

小樽商科、一橋⑤

※福島、滋賀

・※は学群等制度を持つ大学
・○の中の数字は学部数
・赤字は医学部を持つ大学

専門
３１

女子大学

大学院大学

東海国立大学機構
名古屋
岐阜

北海道国立大学機構
小樽商科
帯広畜産
北見工業

奈良国立大学機構
奈良教育
奈良女子

大学共同利用機関法人（４法人）
人間文化研究機構（博物館等3、研究所等3）・自然科学研究機構（研究所等5）・高エネルギー加速器研究機構（研究所等2）・情報・システム研究機構（研究所等4）

国立大学等の種類・規模
令和7年4月
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国立
8,608 
38％

公立
797 
4％

私立
13,208 

58％

（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和7年度：速報）より作成

国立
85

10％
公立
103
13％

私立
624
77％

学校数
●合計812校

国立
435,621 

16％
公立

149,758 
6％

私立
2,060,686 

78％

学生数

国立
96,959 

55％
公立

11,918 
7％

私立
67,095 

38％

学士課程
●合計264万6,065人

国立
54,075 

68％

公立
5,695 

7％

私立
19,793 

25％

修士課程
●合計17万4,972人

専門職学位課程
●合計2万2,613人

博士課程
●合計7万9,563人

我が国の学校数は813校（うち、私立624校（76.8％））であり、学部学生数は約265万人（うち、私立約206万人（78％））。
修士課程・博士課程の学生数は、国立が占める割合が高い。

7

国公私立大学学生数（学部、修士、博士）



重要事項については
議を経て学長が決定（※）

教育研究に関する
重要事項を審議
【学内者で構成】

経営に関する
重要事項を審議

【学外者が過半数】

議長として主宰 議長として主宰

代
表
者
（
学
外
者
）

代
表
者
（
学
内
者
）

学外者と学内者同数で構成

学長選考・監察会議

基準に基づく選考・解任の申出
業務執行状況の確認

学
外
者
の
参
画

文部科学大臣 国立大学法人評価委員会

国立大学法人の
業務を監査

国立大学法人の
業務を総理

学長を補佐し、業務を掌理
（学外理事は原則二人以
上を設置義務とする）

国
立
大
学
法
人

・評価・中期目標提示、中期計画認可
・学長、監事の任命

・中期目標原案、中期計画作成
・学長候補者の申出

学長

理事理事
（学外）

理事

経営協議会 教育研究評議会

監事

役員会

監事
（学外）

（令和４年４月以降）

※運営方針会議を設置している法人にあっては、運営方針事項（中目・中計等）について、
学長も参画する運営方針会議において決定（令和６年１０月～）

国立大学法人のガバナンスの仕組み
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○我が国の学術研究の水準の向上と均衡ある発展を図るため、大学共同利用機関を設置して大学の共同利用に
供する法人とされている。（国立大学法人法第1条）

○大学共同利用機関法人４法人のもと、１７の大学共同利用機関が設置されている。

大学共同利用機関法人について
大学共同利用機関法人とは

○個々の大学に属さない大学の共同利用の研究所（国立大学法人法により設置された、大学と等質の学術研究機関）
○個々の大学では整備できない大規模な施設・設備や大量のデータ・貴重な資料等を全国の大学の研究者に提供する
   我が国独自のシステム
○各分野の研究者コミュニティの強い要望により、国立大学の研究所の改組等により設置された経緯
○平成16年の法人化で、異なる研究者コミュニティに支えられた複数の機関が機構を構成したことにより、新たな学問領域の創成を企図

大学共同利用機関の特徴

○外部研究者が約半数を占める運営会議が人事も含め運営全般に関与
○常に研究者コミュニティ全体にとって最適な研究所であることを求められる
（自発的改革がビルトインされた組織）

○共同研究を行うに相応しい流動的な教員組織
（例：大規模な客員教員・研究員枠、准教授までは任期制、内部昇格禁止等）

大学共同利用機関の組織的特性

○大規模な施設・設備や大量の学術データ等の貴重な研究資源を全国の大学の
研究者に無償で提供

○研究課題を公募し、全国の研究者の英知を結集した共同研究を実施
○全国の大学に対する技術移転（装置開発支援、実験技術研修の開催）
○狭い専門分野に陥りがちな研究者に交流の場を提供（シンポジウム、研究会等）
○当該分野のＣＯＥとして、国際学術協定等により世界への窓口として機能
○優れた研究環境を提供し、大学院教育に貢献（大学院生の研究指導を受託、総合研究大学院大学の専攻を設置）

大学共同利用機関の取組内容

【参考：国立大学法人法】
第１条 この法律は、大学の教育研究に対する国民の要請にこたえるとともに、我が国の高等教育及び学術研究の水準の向上と均衡ある発展を図るため、国立大学を設置して教育研究を行う

                      国立大学法人の組織及び運営並びに大学共同利用機関を設置して大学の共同利用に供する大学共同利用機関法人の組織及び運営について定めることを目的とする。
  第２条第３項 この法律において「大学共同利用機関法人」とは、大学共同利用機関を設置することを目的として、この法律の定めるところにより設立される法人をいう。
第２条第４項 この法律において「大学共同利用機関」とは、大学における学術研究の発展等に資するために設置される大学の共同利用の研究所をいう。

大学共同利用機関Ａ 大学共同利用機関Ｂ

設 置

※外部の関連研究者
の参画を法律に規定

参画 参画

研究者コミュニティ

※外部委員が
1／2程度参画

運営会議（※）運営会議

経営協議会教育研究評議会（※）役員会

大学共同利用機関法人（機構）

①研究課題の設定、②共同研究の実施方法、
③施設･設備や学術資料の整備･収集方針、
④研究者人事等について、コミュニティの意見を反映
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【主な共同利用の研究設備】
・低温実験施設 ・二次イオン質量分析計
・スーパーコンピュータシステム（統計科学、遺伝研）
・SINET６

【主な共同利用の研究資料・データ】
・極域関係資料（アイスコア、隕石等）
・日本人の国民性と国際比較調査データ
・モデル生物リソース（ﾏｳｽ、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ、ﾋﾄﾞﾗ、ｲﾈ、大腸菌等）
・DDBJ（日本DNAデータバンク）

【主な共同利用の研究設備】
・Ｂファクトリー（スーパーKEKB＋BelleⅡ測定器）
・J-PARC （大強度陽子加速器施設）
・PF/PF-AR（放射光科学研究施設）

【主な共同利用の研究手段】
・放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子の利用研究
・代行測定･解析（放射光）
・加速器関連技術の支援（超伝導、低温他）

【主な共同利用研究設備】
・すばる望遠鏡（ハワイ島 ） ・アルマ望遠鏡（チリ）
・大型ヘリカル装置LHD ・UVSOR（放射光施設）

【主な共同利用の研究資料・データ】
・災害に備えた生物遺伝資源の保存・管理(ﾊﾞｲｵﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
・天文観測アーカイブ
・LHD実験データベース
・ﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｲｵﾘｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおけるメダカ、霊長類等

【主な共同利用の研究設備】
・高分解能マルチコレクタICP質量分析装置
・安定同位体比測定用質量分析装置等

【主な共同利用の研究資料・データ】
・統合検索システムnihuBridge（歴史学、国文学、民族学等の資料・研究成果）
・言語資源「コーパス」（大規模なテキスト・音声のサンプルデータベース）
・書籍（和漢書、古典籍、古文書等の原本・写本・マイクロフィルム等）
・標本資料（民族学、文化人類学、歴史学、考古学、民俗学等）
・映像音響資料 （日本映画、伝統芸能、民族文化等）

各大学共同利用機関法人（４法人）の構成

高エネルギー加速器研究機構

情報・システム研究機構

人間文化研究機構

自然科学研究機構

研究分野：人間の文化活動並びに人間と社会
               及び自然との関係に関する研究

設置する大学共同利用機関(６機関)：
●国立歴史民俗博物館（千葉）
●国文学研究資料館（東京）
●国立国語研究所（東京）
●国際日本文化研究センター（京都）
●総合地球環境学研究所（京都）
●国立民族学博物館（大阪）

研究分野：天文学、物質科学、エネルギー科学、
               生命科学その他の自然科学に関する研究

設置する大学共同利用機関(５機関)：
●国立天文台（東京ほか）
●核融合科学研究所（岐阜）
●基礎生物学研究所（愛知）
●生理学研究所（愛知）
●分子科学研究所（愛知）

研究分野：高エネルギー加速器による素粒子、原子核並びに
               物質の構造及び機能に関する研究並びに高エネ
               ルギー加速器の性能の向上を図るための研究

設置する大学共同利用機関(2機関)： 
●素粒子原子核研究所 (茨城)
●物質構造科学研究所 (茨城)

研究分野：情報に関する科学の総合研究並びに当該
研究を活用した自然科学及び社会における
研究諸現象等の体系的な解明に関する研究

南極観測【国立極地研究所】

設置する大学共同利用機関(４機関)：
●国立極地研究所（東京）
●国立情報学研究所（東京）
●統計数理研究所（東京）
●国立遺伝学研究所（静岡）

研究教育職員 263名
技術職員 26名
事務職員 245名

研究教育職員 485名
技術職員 244名
事務職員 231名

研究教育職員 410名
技術職員 173名
事務職員 206名

研究教育職員 358名
技術職員 104名
事務職員 232名

SuperKEKB / BelleⅡ実験

大強度陽子加速器（J-PARC）

すばる望遠鏡 【国立天文台】

SINET６
【国立情報学研究所】

大型ヘリカル装置【核融合科学研究所】

※職員数は令和6年5月1日現在
事業規模は令和5年度決算による

日本語の歴史的典籍事業規模：121.7億円（うち運営費交付金 114.0億円）

職員数： 534名

職員数： 960名

事業規模：312.5億円（うち運営費交付金 242.4億円）

職員数： 789名  

事業規模：298.8億円（うち運営費交付金 168.0億円）

職員数： 694名

事業規模：284.7億円（うち運営費交付金 214.7億円）
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国立大学法人化以後の流れ

第１期 第３期第２期 第４期
平成28年度～平成16年度～ 平成22年度～ 令和４年度～

新たな法人制度の
「始動期」

＜国立大学法人化の意義＞
自律的・自主的な環境の下
で国立大学をより活性化し、
優れた教育や特色ある研究
に積極的に取り組む、より個
性豊かな魅力ある国立大学
を実現

法人化の長所を生かした
改革を本格化

持続的な“競争力”を持ち、
高い付加価値を生み出す国立大学へ 機能拡張により公共を担う経営体への転換

大学改革実行プラン
（平成24年６月）
社会の変革のエンジンとなる
大学づくり
・大学の機能再構築
・大学ガバナンスの充実強化

国立大学改革強化推進事業（平成24年度～） 国立大学経営改革促進事業(平成30年度～)

機能強化の推進
・運営費交付金による重点支援

３つの重点支援の枠組みによる重点支援
学長裁量経費の導入
客観・共通指標による配分（令和元年度～）
※第3期期間中は同額程度を確保

• 指定国立大学法人制度の創設
• 経営と教学の分離、一法人複数大学制の導入

国立大学経営力戦略（平成27年6月）
「社会変革のエンジン」として知の創出機能
を最大化
• 大胆な発想で、学長がリーダーシップとマネジ
メント力を発揮し、組織全体をリードする将来
ビジョンに基づく自己改革・新陳代謝を実行

• 確かなコスト意識と戦略的な資源配分を前提
とした経営的視点で大学運営を行うことで経
営力を強化
３つの重点支援の枠組みを新設
機能強化のための組織再編
学長の裁量による経費（仮称）によるマネ

ジメント改革
「特定研究大学(仮称) 」「卓越大学院(仮

称) 」「卓越研究員(仮称)」

国立大学改革プラン
（平成25年11月）
• ミッションを踏まえ、改革を
改革加速期間中に実施す
る大学に対し、国立大学
法人運営費交付金等によ
り重点支援

• 大学発ベンチャー支援会社（VC）への
出資を可能に

ミッションの再定義
各国立大学と文部科学省の意見交
換により、各大学の強み・特色・社会
的役割を整理

国立大学改革方針（令和元年６月）
知識集約型社会において知をリードし、イノベーションを創出する
知と人材の集積拠点としての役割。「国立大学こそが社会変革
の原動力」
地域の教育研究拠点として、各地域のポテンシャルを引き出し、
地方創生に貢献する役割
1. 徹底的な教育改革
2. 世界の「知」をリードするイノベーションハブ
3. 世界・社会との高度で多様な頭脳循環
4. 地域の中核として高度な知を提供
5. 強靭なガバナンス
6. 多様で柔軟なネットワーク
7. 国立大学の適正な規模
⇒手厚い支援と厳格な評価の徹底、規制緩和と体制整備

自律的な経営環境の確保
• 学生への修学支援・ポスドク等への研究助成等に
対する個人寄附への税額控除導入

• 評価性資産の寄附に係る非課税要件緩和
• 土地等の第三者貸付対象の範囲拡大
• 余裕金の運用対象の拡大
• 大学債・長期借入の対象拡大

改革加速期間
(平成24～27年度)

国立大学法人と国の自律的契約関係
• 中期目標・中期計画の在り方の見直し
※国が示す大枠の方針（中期目標大綱）から法人が
自らのミッションとして位置づけるものを選択

• 評価全体の効率化、年度評価の廃止
• 学長選考・監察会議の権限追加、監事の体制強化
• ガバナンス・コードの適合状況の積極的な公表
社会のステークホルダーとのエンゲージメント
• 運営費交付金に「ミッション実現戦略分」を導入、社会
的インパクトの創出に向けた取組を後押し

• 大学の大きな運営方針の継続性・安定性を確保し、ス
テークホルダーと共に継続的な大学の成長を支えるための
運営方針会議の創設
経営裁量の拡大を可能とする規制緩和等
• 大学債・長期借入の対象拡大
• 土地等の第三者貸付につき計画の一括認可を可能に
• 個人寄附の税額控除対象を、障害学生支援や留学生
宿舎建設目的の寄附にも拡大

ガバナンス改革
• 教授会等の組織の規定の見直し
• 学長選考の透明化

• 大学ごとに法人化し、自律
的な運営を確保

• 民間的発想のマネジメント
手法を導入

• 学外者の参画による運営
システムを制度化

• 能力主義人事の徹底
• 第三者評価の導入による
事後チェック方式への移行
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２.国立大学法人等の財源の多様化
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・長期借入金の借入や債券発行経費の対象拡大
・不動産の第三者への貸付手続きの簡素化(複数計画の一括
  認可が可能に)
・障害者の修学支援や留学生受け入れ環境整備を目的とした
  寄附にも税額控除を拡大

2004 予算・人事等に関する大学の裁量拡大
学外者の経営参画が法定
TLOに対する出資の可能化・寄附やライセンス対価として株式を取得できることを明確化

・国立大学が法人化

・国立大学が実施できる「収益を伴う事業」を明確化
・修学支援を目的とした寄附に税額控除

・教育研究活動で生み出された成果物の一般販売収入
・教育研究活動の成果を活用して行った技術支援や法律相談
の対価

・施設・設備へのネーミングライツ収入
・大学の博物館の入館料、展覧会・発表会の入場料

⇒ 全て可能

・不動産の第三者への貸付け対象が拡大
・寄附金等を原資とする余裕金を、より収益性の高い金融商品
への運用を可能化

大学の業務に関係ない用途であっても、将来的に使用予定があ
るなど特定の要件を満たせば、文部科学大臣の認可を得て、貸
付けが可能に。 （これまでは×）

・評価性資産の寄附をした際のみなし譲渡所得税の非
課税要件を緩和

・指定国立大学法人制度創設：指定国についてはコンサル、
研修等を実施する研究成果活用事業者への出資が可能

国立大学に対して現物を寄附する際に、税務署で
受ける非課税承認を受ける期間を短縮。
また、寄附された資産を別の資産に組み替えられるようになり、
             寄附を受け入れる大学にとっても資産の管理が柔軟に。

・大学発ベンチャー支援会社への出資を可能化
※TLO：Technology Licensing Organization（技術移転機関）
大学の研究者の研究成果を特許化し、それを企業へ技術移転する法人

2005
2013

2016

2017

2018

2020
・学生やポスドクへの研究助成・能力向上を目的とした寄附に
税額控除の対象を拡大
・長期借入金の借入や債券発行の対象事業の拡大や償還期
間の延長

対象事業を附属病院や施設移転等に要する土地の取得等に
限定していたところ、先端的な教育研究の用に供するための土地
の取得等も対象に。これにより、国立大学における教育研究機
能の一層の向上を可能に。2022

・コンサル、研修等を実施する研究成果活用事業者への
出資を全ての国立大学法人等について可能化
・指定国立大学法人について、テック系の大学発ベンチャー
への出資を可能化
・教育研究に係る施設等の管理及び利用促進に係る事業
者への出資を可能化

2021
・共同研究や受託研究についての企画・あっせん及び実用
化を目指した民間事業者との共同研究や受託研究を行う
事業者に対する出資を可能化
・大学等との共同研究に要する費用等について法人税控除

2024

国立大学法人における自律的な経営環境の確保・財源の多様化①
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国立大学は、大学の活動から離れて、収益を上げることを目的とした事業はできないが、
大学の教育研究成果を活用することで収益を得ることは可能（平成２８年にその旨の解釈を通知）。

また、法人法を改正し、平成２９年４月以降それまで国立大学では規制されていた、

・大学に関係のない用途で利用するための不動産の第三者への貸付け
・一定の収益性の高い金融商品の運用 による自己収入の確保が可能。

教育研究成果を活用した
収益の獲得

▮ 企業の技術相談や法律相談

▮ 教育研究活動の成果物の販売

九州大学
バイオ有機肥料

宇都宮大学
牛乳

▮ 教員・学生の教育研究成果の
  展覧会・発表会

大学の資産を活用した
収益の獲得

▮ キャンパス・ツアーの実施

▮ 学内の施設(ジム、保育所等)
の一般利用者への供与

▮ ネーミングライツの施設等
への設定

山形大学
ニクニドーム
やまがた

神戸大学
NTTDATA
 IT Room

▮ 大学が保有する不動産を業務
に関係のない用途で第三者に貸し
付け ※文部科学大臣の認可が必要

不動産の貸付けによる
収益の獲得

▮ 2024年3月末時点で26法人
（40件）が認可

長崎大学

老朽化した
テニスコートを
第三者利用の

駐車場用に貸付け

金融商品の運用による
収益の獲得

▮ 無担保社債、投資信託、外貨
建債券などの収益性の高い金融
商品の運用

※運用の原資は寄附金等の自
己収入のみ

※運用体制を確認するため文
部科学大臣の認定が必要

▮ 2025年3月時点で41法人が認定

※大学の用途に関係のある貸付けは従前より可能 ※国債、地方債等の安全資産の運用は従前より可能

※指定国立大学法人9法人
は特例で認定免除

※国立大学法人は法人税法上の非課税法人であり、それとの関係からも収益を目的とすることは困難。

平成16年度の法人化以降可能 平成２９年度の改正法人法施行以降可能

平成２９年４月以降、認可・認定を受けた大学において、
具体的な貸付け契約の手続や運用等が進められている

取組・収益実績は各大学において様々であるが、
例）京都大学：２．７億円 (H16) ⇒ ２０．０億円 (R3) ※

※財務諸表上の「財産貸付料収入」「入場料収入」「講習料収入」「版権料・特許料収入」
「農畜産物収入」の合計

国立大学法人における自律的な経営環境の確保・財源の多様化②

１１ ２ ２
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Aグループ（大規模） Bグループ（理学生＞W文） Cグループ（文学生＞W理） Dグループ（医のみ）

Eグループ（教のみ） Fグループ（院のみ） Gグループ（病有複学） Hグループ（病無複学） Iグループ（共同利用機関）

1.7倍
1.0倍

3.8倍 1.4倍

1.4倍

1.7倍

1.4倍

1.3倍
1.4倍

 寄附については、大学全体で受入件数は約2.3倍、受入額は約1.6倍に増加。
 Cグループ（文学生＞W理）は寄附金額が大幅に増加、Cグループ（文学生＞W理）、Eグループ（教のみ）は寄附件数が大幅に増加。
 他の全ての類型で、寄附の受入件数が伸びている中、Fグループ（院のみ）の受入件数は減少。受入額は、Bグループのみ横ばい。一方、

Bグループは受託研究や共同研究契約が著しく伸びており、寄附から契約形態への移行も推測される。

全体

1.6倍

2.3倍
2.7倍 2.2倍 6.2倍

1.5倍

5.5倍

0.8倍

1.5倍 2.1倍

1.7倍

寄附の状況
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 土地の貸付については、令和6年度までに、46件（28法人）が認可されている。
 主な貸付用途としては、駐車場、共同住宅・マンション、社会福祉施設等。
 貸付期間は、用途により数年から75年まで様々であり、所有する土地の状況に応じた活用が行われている。貸付額も、

面積や所在地により様々であるが、年額で数十億の収入が生じる物件（東京都23区内）もある。
 グループ毎の認可件数は、Aグループ（大規模）が24件で全体の52%を占め最多。
 全国の貸付地のうち、東京都内に所在する土地の割合は34.6%を占める。東京都を除く3大都市圏（※）については

30.8％、その他の都道府県については34.6%。（※）埼玉県、千葉県、神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県

 グループ毎の1法人当たりの平均認可件数は、Aグループ（大規模）が1.71件と最多で、次いでHグループ（病無複
学）が0.7件。

土地の貸付の認可状況

グループ毎の認可件数
（グループ、件数、割合）

グループ毎の１法人当たりの平均認可件数
（グループ毎の全認可件数/グループ毎の全法人数）

件数
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※上述の方法により資金運用が認められている業務上の余裕金は以下の通り：
①寄附金 ②動産・不動産収入 ③研究成果の普及展開業務の対価 ④出資の配当金 ⑤運用利子・配当

② ①のほか、文部科学大臣の認定を受けた場合には、以下の方法・金融商品による資金運用の
実施が可能（なお、指定国立大学法人については、当該認定を要せず運用の実施が可能）

【自家運用】

① 全ての国立大学法人において実施可能な資金運用の内容

【委託運用】

ー国立大学法人法第35条の2において独立行政法人通則法第47条を準用ー

金融商品全般の委託運用が可能

• 貯金、預金（外貨預金等）

• （外国）投資信託の受益証券
• 外貨建ての有価証券
• 投資証券／新投資口予約権証券／

投資法人債券／外国投資証券

• 国債
• 地方債
• 政府保証債

• 文部科学大臣の指定する有価証券（A以上の格付けを取得している担保付普通社債
等）

• 預金（銀行、信用金庫等）
• 金銭信託

ー国立大学法人法第33条の５に規定ー

• 有価証券
• 無担保社債券
• コマーシャルペーパー
• 資産流動化法に規定する特定社債券

（生命保険相互会社が発行する基金債等）

資金運用制度の概要

17



1

3

10

A（大規模）

未取得 基準１ 基準２ 基準３ 基準４の１ 基準４の２ 全基準

（令和６年１月末現在）

 グループ別で見ると、Aグループ（大規模）は全法人がいずれかの基準の運用が可能となっている。
 B（理学生＞W文）、E（教のみ）、F（院のみ）、Iグループ（共同利用機関）では半数を超える法人が認定未取

得となっている。
 指定国立大学については、特例により認定を受けることなく全基準による運用が可能となっているため「全基準」に区分さ

れている。

62

1
1

B（理学生＞W文）

3

1

1

1

C（文学生＞W理）

1

1

1

D（医のみ）

8

2

E（教のみ）

4

F（院のみ）

5

12

4

2 1

G（病有復学）

5

2

2

1

H（病院無復学）

3

1

I（共同利用）

グループ毎の認定状況（認定を受けている法人数）

基準の数値が上がるほどリスクがある運用を行えることに加え、必要なガバナンスを求めている。

18（令和7年3月時点）

余裕金の運用に係る認定状況



 長期借入については、令和7年4月までに83件が文部科学大臣の認可を受けている。
 グループ毎の認可件数は、Aグループ（大規模）が30件で全体の36%を占め最多。
 グループ毎の1法人当たりの平均認可件数は、Aグループ（大規模）が2.1件と最多で、次いでHグループ（病無複学）

が1.2件。

グループ毎の認可件数
（グループ、件数、全体に占める割合）

グループ毎の１法人当たりの平均認可件数
（グループ毎の全認可件数/グループ毎の全法人数）

長期借入の認可状況①
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※ 附属病院の用に供するために行う土地の取得等・先端的な教育研究の要に供するために行う土地の取得等（令和2年に対象に追加）
については、認可実績なし。

長期借入の目的別の認可件数（件数、全体に占める割合）

長期借入の認可状況②

 主な用途としては、学生の寄宿舎、職員の宿舎等に要する土地の取得等が54件（65％）と最多。
 借入額（1件当たりの平均）については、施設の移転：約55憶円、寄宿舎等：約7.5億円、産学連携施設：約

6.9憶円、附属動物病院：約2.8憶円となっている。

20



 ７法人により総額1619億円の大学債が発行されている。うち、5法人が償還期間を最長の40年に設定。
 使途は、研究プロジェクトの実施、キャンパス整備、教育研究拠点の整備、産学連携施設の整備等。
 投資表明者は、保険会社、資産運用会社、自治体の共済組合、自治体、財団法人、一般企業、地元企業、学校法

人等が挙げられる（各法人HPより）。

債券発行の状況

21

認可日

発行日

年限

金額

格付け
（発行体）

発行利率

発行手数料

事業

使途
※事業の一部に調
達資金を充当予定

ハイパーカミオカンデ 200億円 ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｷｬﾝﾊﾞｽ 50億円 イノベーションコモンズ 60億円 ITF. Forum 191億円
すずかけ台キャンパス
再開発事業

261億円
サイエンスパーク整備
関連事業

70億円
世界トップ研究者の集
う知の梁山泊

100億円
多様な"大志"が結集す
る共創拠点の整備

67億円
卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計
画の推進）

776億円
卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計
画の推進）

776億円
卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計
画の推進）

776億円
卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計
画の推進）

776億円

アタカマ天文台 50億円 ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 150億円 Well-being拠点 120億円 未来社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ棟 26億円
教育研究インフラの整
備

119億円
フラッグシップラボ拠点
整備関連事業

25億円
インクルーシブな人材
育成拠点整備

30億円
サステナビリティ／グ
リーン社会を目指す教
育・研究環境の整備

GX・DXの推進
（次世代型空間・情報イン
フラ構築）

95億円
GX・DXの推進
（次世代型空間・情報イ
ンフラ構築）

95億円
GX・DXの推進
（次世代型空間・情報イン
フラ構築）

95億円
GX・DXの推進
（次世代型空間・情報イン
フラ構築）

95億円

フィジカル工学インフラ 150億円
海洋生物研究教育拠
点整備　ほか

30億円 量子科学研究拠点 120億円 SPORT TOMORROW 34億円
最先端大型研究、産学
官連携関連の設備の
整備

45億円
川内コモンズ（仮称）の
新営

30億円
創薬シーズ開発・育成
拠点の整備

20億円
地域と世界の結節点と
なる拠点の整備

ダイバーシティ＆インク
ルージョンの推進
（D＆I棟の整備）

90億円
ダイバーシティ＆インク
ルージョンの推進
（D＆I棟の整備）

90億円
ダイバーシティ＆インク
ルージョンの推進
（D＆I棟の整備）

90億円
ダイバーシティ＆インク
ルージョンの推進
（D＆I棟の整備）

90億円

老朽施設整備　ほか 70億円 スポーツ施設　ほか 150億円
上記に係る設計費・什
器の調達費・専門職員
の人件費等

13億円
教育研究に専念できる環
境の整備
（教育研究基盤の強化）

69億円
教育研究に専念できる
環境の整備
（教育研究基盤の強化）

69億円
教育研究に専念できる環
境の整備
（教育研究基盤の強化）

69億円
教育研究に専念できる環
境の整備
（教育研究基盤の強化）

69億円

償還財源

全体188億円
・寄附金等運用益78億円
・財産貸付料36億円
・産学連携等収入40億円
・新設棟からの産学連携等収入15億
円
・法人債引当特定資産運用益
19億円

全体106.1億円
・寄附金等運用益14.6億円
・財産貸付料31.8億円
・産学連携等収入30.3億円
・共創拠点の新設による財産貸付料
収入15.3億円
・法人債引当特定資産運用益
14.3億円

全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第3回債の償還財源を
合算したもの

全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源
を合算したもの

全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を
合算したもの

全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を
合算したもの

全体603億円
・研究支援経費338億円
・寄附金運用益120億円
・財産貸付料77億円
・新たな土地活用68億円

全体932億円
・研究支援経費668億円
・寄附金運用益123億円
・財産貸付料81億円
・新たな土地活用60億円

＊償還財源は第1回と第2回債を合算
したもの

全体653億円
・産学連携392億円
・余裕金の運用益128億円
・寄附金運用益108億円

全体430億円
・産学連携305億円
・財産貸付料45億円
・余裕金の運用益37億円
・寄附金運用益28億円
・新たな土地活用16億円

全体1,280億円
・田町土地活用事業1,080億円
・宿舎跡地等土地活用事業69億円
・財産貸付料131億円

全体212億円
・寄附金等運用益41億円
・入構負担金収入64億円
・新たな土地建物活用73億円
・産学連携等に関する経費26億円
・法人債引当特定資産運用益8億円

知とイノベーションのコモ
ンズ創成事業

北海道大学Excellence
and Extension事業

UTokyo Compass
推進事業

UTokyo Compass
推進事業

UTokyo Compass
推進事業

UTokyo Compass
推進事業

東京大学FSI事業 東京大学FSI事業
大阪大学生きがいを育む
社会創造事業

筑波大学社会的価値創
造事業

キャンパス・イノベーショ
ンエコシステム構想2031
の実現

グリーン未来を創造する
イノベーション・プラット
フォーム整備事業

0.5億円（0.5％） 0.26億円（0.5％） 0.75億円（0.6％） 0.07億円（0.7％） 0.44億円（0.6％） 0.62億円（0.7％）1.4億円（0.7％） 0.7億円（0.7％） 2.0億円（0.7％） 1.4億円（0.7％） 2.0億円（0.7％） 0.7億円（0.7％）

1.187% 1.942% 2.877% 2.437% 3.128% 3.516%0.823% 0.853% 1.169% 1.619% 1.800% 1.879%

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AAA（JCR)

AA＋（R&I)
AA＋（R&I)
AAA（JCR)

100億円 33.7億円 110億円 10億円 75億円 90億円200億円 100億円 300億円 200億円 300億円 100億円

２０年 ３0年 40年40年 40年 40年 40年 40年 40年

令和2年10月16日 令和3年12月22日 令和4年4月28日 令和4年10月19日 令和4年12月16日 令和5年2月3日

20年 20年 40年

令和6年11月29日 令和7年6月3日 令和7年6月3日 令和7年6月3日

第3回
東京大学債

第４回
東京大学債

第５回
東京大学債

第６回
東京大学債

令和5年6月2日 令和6年11月29日 令和6年12月23日 令和7年6月20日 令和7年6月20日 令和7年6月20日

令和2年8月31日 令和3年12月2日 令和4年4月21日 令和4年6月30日 令和4年9月29日 令和4年12月26日

第1回
東京大学債

第2回
東京大学債

第1回
大阪大学債

第1回
筑波大学債

第1回
東京工業大学債

第1回
東北大学債

第1回
東海国立大学機構債

第1回
北海道大学債

令和5年5月19日 令和6年9月6日


資料 (7年度)





				第1回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウダイガク サイ				第2回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第1回
大阪大学債 ダイ カイ オオサカダイガク サイ				第1回
筑波大学債 ダイ カイ ツクバ ダイガク サイ				第1回
東京工業大学債 ダイ カイ トウキョウ コウギョウ ダイガク サイ				第1回
東北大学債 ダイ カイ トウホク ダイガク サイ				第1回
東海国立大学機構債 ダイ カイ トウカイ コクリツ ダイガク キコウ				第1回
北海道大学債 ダイ カイ ホッカイドウ ダイガク サイ				第3回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第４回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第５回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第６回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ

		認可日 ニンカ ヒ		44074				44532				44672				44742				44833				44921				45065				45541				45625				45811				45811				45811

		発行日 ハッコウビ		44120				44552				44679				44853				44911				44960				45079				45625				45649				45828				45828				45828

		償還日 ショウカン ビ		58519				58883				59247				59247				59247				59247				52384				52930				59981				53133				56783				60346

		年限 ネンゲン		40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				20年 ネン				20年 ネン				40年 ネン				２０年 ネン				３0年 ネン				40年 ネン

		金額 キンガク		200億円 オクエン				100億円 オクエン				300億円 オクエン				200億円 オクエン				300億円 オクエン				100億円 オクエン				100億円 オクエン				33.7億円（50億円の発行予定であったが、３３．７億円の発行となった） オクエン オクエン ハッコウ ヨテイ オクエン ハッコウ				110億円（300億円の発行予定であったが、１１０億円の発行となった) オクエン オクエン ハッコウ ヨテイ オク エン ハッコウ				10億円（第4回から第６回債あわせて１９０億円の発行予定であったが、１７５億円の発行となった） オクエン ダイ カイ ダイ カイ サイ オクエン ハッコウ ヨテイ オク エン ハッコウ				75億円（第4回から第６回債あわせて１９０億円の発行予定であったが、１７５億円の発行となった） オクエン				90億円（第4回から第６回債あわせて１９０億円の発行予定であったが、１７５億円の発行となった） オクエン

		格付け
（発行体） カクヅ ハッコウタイ		AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)

		予定利率 ヨテイ リリツ		0.767%				0.884%				1.037%				1.029%				1.119%				1.449%				1.211%				1.792%				2.549%				2.393%				2.957%				3.473%

		発行利率 ハッコウ リリツ		0.823%				0.853%				1.169%				1.619%				1.800%				1.879%				1.187%				1.942%				2.877%				2.437%				3.128%				3.516%

		発行手数料 ハッコウテスウリョウ		1.4億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				1.4億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				0.5億円（0.5％）				0.26億円（0.5％） オクエン				０．７５億円（0.6％） オクエン				０．０７億円（０．７％） オクエン				０．４４億円（０．６％） オクエン				０．６２億円（０．７％） オクエン

		事業 ジギョウ		東京大学FSI事業				東京大学FSI事業				大阪大学生きがいを育む社会創造事業				筑波大学社会的価値創造事業				キャンパス・イノベーションエコシステム構想2031の実現				グリーン未来を創造するイノベーション・プラットフォーム整備事業 ミライ ソウゾウ セイビジギョウ				知とイノベーションのコモンズ創成事業 チ ソウセイ ジギョウ				北海道大学Excellence and Extension事業 ホッカイドウ ダイガク ジギョウ				UTokyo Compass推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass推進事業 スイシン ジギョウ

		使途
※事業の一部に調達資金を充当予定 シト ジギョウ イチブ チョウタツ シキン ジュウトウヨテイ		ハイパーカミオカンデ		200億円 オクエン		ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｷｬﾝﾊﾞｽ 		50億円 オクエン		イノベーションコモンズ		60億円 オクエン		ITF. Forum		191億円 オクエン		すずかけ台キャンパス再開発事業		261億円 オクエン		サイエンスパーク整備関連事業 セイビカンレンジギョウ		70億円 オクエン		世界トップ研究者の集う知の梁山泊 セカイ ケンキュウシャ ツド チ		100億円 オクエン		多様な"大志"が結集する共創拠点の整備 タヨウ タイシ ケッシュウ キョウソウキョテン セイビ		６７億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン

				アタカマ天文台		50億円 オクエン		ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ		150億円 オクエン		Well-being拠点		120億円 オクエン		未来社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ棟		26億円 オクエン		教育研究インフラの整備		119億円 オクエン		フラッグシップラボ拠点整備関連事業 キョテン セイビカンレンジギョウ		25億円 オクエン		インクルーシブな人材育成拠点整備 ジンザイ イクセイ キョテン セイビ		30億円 オクエン		サステナビリティ／グリーン社会を目指す教育・研究環境の整備 シャカイ メザ キョウイク ケンキュウカンキョウ セイビ				GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン

				フィジカル工学インフラ		150億円 オクエン		海洋生物研究教育拠点整備　ほか		30億円 オクエン		量子科学研究拠点		120億円 オクエン		SPORT TOMORROW		34億円		最先端大型研究、産学官連携関連の設備の整備		45億円 オクエン		川内コモンズ（仮称）の新営 カワウチ カショウ シンエイ		30億円 オクエン		創薬シーズ開発・育成拠点の整備 ソウヤク カイハツ イクセイ キョテン セイビ		20億円 オクエン		地域と世界の結節点となる拠点の整備 チイキ セカイ ケッセツテン キョテン セイビ				ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン

				老朽施設整備　ほか		70億円 オクエン						スポーツ施設　ほか		150億円 オクエン																		上記に係る設計費・什器の調達費・専門職員の人件費等 ジョウキ カカワ セッケイヒ ジュウキ チョウタツヒ センモン ショクイン ジンケンヒトウ		13億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン

		償還財源 ショウカンザイゲン		全体603億円
・研究支援経費338億円
・寄附金運用益120億円
・財産貸付料77億円
・新たな土地活用68億円				全体932億円
・研究支援経費668億円
・寄附金運用益123億円
・財産貸付料81億円
・新たな土地活用60億円

＊償還財源は第1回と第2回債を合算したもの				全体653億円
・産学連携392億円
・余裕金の運用益128億円
・寄附金運用益108億円				全体430億円
・産学連携305億円
・財産貸付料45億円
・余裕金の運用益37億円
・寄附金運用益28億円
・新たな土地活用16億円				全体1,280億円
・田町土地活用事業1,080億円
・宿舎跡地等土地活用事業69億円
・財産貸付料131億円				全体212億円
・寄附金等運用益41億円
・入構負担金収入64億円
・新たな土地建物活用73億円
・産学連携等に関する経費26億円
・法人債引当特定資産運用益8億円 オク オク カツヨウ オク オク オク				全体188億円
・寄附金等運用益78億円
・財産貸付料36億円
・産学連携等収入40億円
・新設棟からの産学連携等収入15億円
・法人債引当特定資産運用益
19億円 エン エン エン エン エン				全体106.1億円
・寄附金等運用益14.6億円
・財産貸付料31.8億円
・産学連携等収入30.3億円
・共創拠点の新設による財産貸付料収入15.3億円
・法人債引当特定資産運用益
14.3億円 エン エン エン キョウソウ キョテン シンセツ エン エン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第3回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン

		投資家
（銀行・保険・証券・資産運用会社） トウシカ ギンコウ ホケン ショウケン シサン ウンヨウ カイシャ		（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
三井住友DSアセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				朝日生命保険相互会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メディケア生命保険株式会社				アセットマネジメント One株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社あいちフィナンシャルグループ
アセットマネジメントOne株式会社
株式会社かんぽ生命保険
株式会社十六銀行
住友生命保険相互会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
中部日本放送株式会社
株式会社名古屋銀行
日本生命保険相互会社
株式会社山梨中央銀行				日本生命保険相互会社				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ

		投資家
（その他事業会社） トウシカ タ ジギョウ カイシャ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				シップヘルスケアホールディングス株式会社
ダイキン工業株式会社
日本コルマー株式会社
ピアス株式会社												イシイ株式会社
カンタム情報システム株式会社
株式会社ケディカ
JX 金属株式会社
株式会社バイタルネット
陽光ビルサービス株式会社				アイカ工業株式会社
株式会社青山製作所
株式会社アタックス
尾畑長硝子株式会社
菊水化学工業株式会社
興和 株式会社
ＣＫＤ株式会社
中部日本放送株式会社
名古屋鉄道株式会社
株式会社日東
富士ホイスト工業株式会社
株式会社マキタ
株式会社美鈴工業
ラクオリア創薬株式会社				池下産業株式会社
曲〆髙橋水産株式会社
株式会社ムトウ				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社

		自治体 ジチタイ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				蒲郡市								蒲郡市								安城市
可児市
蒲郡市
北九州市
熊本県
関市
名古屋市
目黒区				熊本県
札幌市				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市

		その他
（上記以外） タ ジョウキ イガイ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				一般財団法人恵済団
一般財団法人阪大微生物病研究会
公益財団法人山田科学振興財団
東京西南私鉄連合健康保険組合				今川医療福祉グループ				JA共済連（全国共済農業協同組合連合会）
滋賀県市町村職員共済組合				医療法人社団菊地胃腸科内科医院
滋賀県市町村職員共済組合
宗教法人瑞巌寺				愛知県市町村職員共済組合
愛知県信用保証協会
医療法人いさな会中京眼科
岡山県市町村職員共済組合
岐阜信用金庫
ぎふ農業協同組合
さいかつ農業協同組合
瀬戸信用金庫
たじま農業協同組合
東京信用保証協会
鳥取県信用保証協会
長野県信用保証協会
名古屋市信用保証協会
公益財団法人服部国際奨学財団
三重県市町村職員共済組合
公益財団法人矢橋謝恩会
山形県市町村職員共済組合				公益財団法人世界人権問題研究センター
たじま農業協同組合
長野県信用保証協会
一般社団法人北海道CGCみどりとこころの基金
公益財団法人北海道消防協会
北海道信用保証協会
北海道農業共済組合
医療法人社団室蘭なかじま皮膚科クリニック
林野庁共済組合				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
岐阜県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人放送文化基金
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ
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資料 (R7機能強化検討会参考資料）





				第1回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウダイガク サイ				第2回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第1回
大阪大学債 ダイ カイ オオサカダイガク サイ				第1回
筑波大学債 ダイ カイ ツクバ ダイガク サイ				第1回
東京工業大学債 ダイ カイ トウキョウ コウギョウ ダイガク サイ				第1回
東北大学債 ダイ カイ トウホク ダイガク サイ				第1回
東海国立大学機構債 ダイ カイ トウカイ コクリツ ダイガク キコウ				第1回
北海道大学債 ダイ カイ ホッカイドウ ダイガク サイ				第3回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第４回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第５回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第６回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ

		認可日 ニンカ ヒ		44074				44532				44672				44742				44833				44921				45065				45541				45625				45811				45811				45811

		発行日 ハッコウビ		44120				44552				44679				44853				44911				44960				45079				45625				45649				45828				45828				45828

		年限 ネンゲン		40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				20年 ネン				20年 ネン				40年 ネン				２０年 ネン				３0年 ネン				40年 ネン

		金額 キンガク		200億円 オクエン				100億円 オクエン				300億円 オクエン				200億円 オクエン				300億円 オクエン				100億円 オクエン				100億円 オクエン				33.7億円 オクエン				110億円 オクエン				10億円 オクエン				75億円 オクエン				90億円 オクエン

		格付け
（発行体） カクヅ ハッコウタイ		AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)

		発行利率 ハッコウ リリツ		0.823%				0.853%				1.169%				1.619%				1.800%				1.879%				1.187%				1.942%				2.877%				2.437%				3.128%				3.516%

		発行手数料 ハッコウテスウリョウ		1.4億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				1.4億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				0.5億円（0.5％）				0.26億円（0.5％） オクエン				0.75億円（0.6％） オクエン				0.07億円（0.7％） オクエン				0.44億円（0.6％） オクエン				0.62億円（0.7％） オクエン

		事業 ジギョウ		東京大学FSI事業				東京大学FSI事業				大阪大学生きがいを育む社会創造事業				筑波大学社会的価値創造事業				キャンパス・イノベーションエコシステム構想2031の実現				グリーン未来を創造するイノベーション・プラットフォーム整備事業 ミライ ソウゾウ セイビジギョウ				知とイノベーションのコモンズ創成事業 チ ソウセイ ジギョウ				北海道大学Excellence and Extension事業 ホッカイドウ ダイガク ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ

		使途
※事業の一部に調達資金を充当予定 シト ジギョウ イチブ チョウタツ シキン ジュウトウヨテイ		ハイパーカミオカンデ		200億円 オクエン		ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｷｬﾝﾊﾞｽ 		50億円 オクエン		イノベーションコモンズ		60億円 オクエン		ITF. Forum		191億円 オクエン		すずかけ台キャンパス再開発事業		261億円 オクエン		サイエンスパーク整備関連事業 セイビカンレンジギョウ		70億円 オクエン		世界トップ研究者の集う知の梁山泊 セカイ ケンキュウシャ ツド チ		100億円 オクエン		多様な"大志"が結集する共創拠点の整備 タヨウ タイシ ケッシュウ キョウソウキョテン セイビ		67億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン

				アタカマ天文台		50億円 オクエン		ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ		150億円 オクエン		Well-being拠点		120億円 オクエン		未来社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ棟		26億円 オクエン		教育研究インフラの整備		119億円 オクエン		フラッグシップラボ拠点整備関連事業 キョテン セイビカンレンジギョウ		25億円 オクエン		インクルーシブな人材育成拠点整備 ジンザイ イクセイ キョテン セイビ		30億円 オクエン		サステナビリティ／グリーン社会を目指す教育・研究環境の整備 シャカイ メザ キョウイク ケンキュウカンキョウ セイビ				GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン		GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン

				フィジカル工学インフラ		150億円 オクエン		海洋生物研究教育拠点整備　ほか		30億円 オクエン		量子科学研究拠点		120億円 オクエン		SPORT TOMORROW		34億円		最先端大型研究、産学官連携関連の設備の整備		45億円 オクエン		川内コモンズ（仮称）の新営 カワウチ カショウ シンエイ		30億円 オクエン		創薬シーズ開発・育成拠点の整備 ソウヤク カイハツ イクセイ キョテン セイビ		20億円 オクエン		地域と世界の結節点となる拠点の整備 チイキ セカイ ケッセツテン キョテン セイビ				ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン		ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン

				老朽施設整備　ほか		70億円 オクエン						スポーツ施設　ほか		150億円 オクエン																		上記に係る設計費・什器の調達費・専門職員の人件費等 ジョウキ カカワ セッケイヒ ジュウキ チョウタツヒ センモン ショクイン ジンケンヒトウ		13億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン

		償還財源 ショウカンザイゲン		全体603億円
・研究支援経費338億円
・寄附金運用益120億円
・財産貸付料77億円
・新たな土地活用68億円				全体932億円
・研究支援経費668億円
・寄附金運用益123億円
・財産貸付料81億円
・新たな土地活用60億円

＊償還財源は第1回と第2回債を合算したもの				全体653億円
・産学連携392億円
・余裕金の運用益128億円
・寄附金運用益108億円				全体430億円
・産学連携305億円
・財産貸付料45億円
・余裕金の運用益37億円
・寄附金運用益28億円
・新たな土地活用16億円				全体1,280億円
・田町土地活用事業1,080億円
・宿舎跡地等土地活用事業69億円
・財産貸付料131億円				全体212億円
・寄附金等運用益41億円
・入構負担金収入64億円
・新たな土地建物活用73億円
・産学連携等に関する経費26億円
・法人債引当特定資産運用益8億円 オク オク カツヨウ オク オク オク				全体188億円
・寄附金等運用益78億円
・財産貸付料36億円
・産学連携等収入40億円
・新設棟からの産学連携等収入15億円
・法人債引当特定資産運用益
19億円 エン エン エン エン エン				全体106.1億円
・寄附金等運用益14.6億円
・財産貸付料31.8億円
・産学連携等収入30.3億円
・共創拠点の新設による財産貸付料収入15.3億円
・法人債引当特定資産運用益
14.3億円 エン エン エン キョウソウ キョテン シンセツ エン エン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第3回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第６回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン

		投資家
（銀行・保険・証券・資産運用会社） トウシカ ギンコウ ホケン ショウケン シサン ウンヨウ カイシャ		（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
三井住友DSアセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				朝日生命保険相互会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メディケア生命保険株式会社				アセットマネジメント One株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社あいちフィナンシャルグループ
アセットマネジメントOne株式会社
株式会社かんぽ生命保険
株式会社十六銀行
住友生命保険相互会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
中部日本放送株式会社
株式会社名古屋銀行
日本生命保険相互会社
株式会社山梨中央銀行				日本生命保険相互会社				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ				（第1回乃至第6回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
アフラック生命保険株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア セイメイ ホケン カブシキ カイシャ

		投資家
（その他事業会社） トウシカ タ ジギョウ カイシャ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				シップヘルスケアホールディングス株式会社
ダイキン工業株式会社
日本コルマー株式会社
ピアス株式会社												イシイ株式会社
カンタム情報システム株式会社
株式会社ケディカ
JX 金属株式会社
株式会社バイタルネット
陽光ビルサービス株式会社				アイカ工業株式会社
株式会社青山製作所
株式会社アタックス
尾畑長硝子株式会社
菊水化学工業株式会社
興和 株式会社
ＣＫＤ株式会社
中部日本放送株式会社
名古屋鉄道株式会社
株式会社日東
富士ホイスト工業株式会社
株式会社マキタ
株式会社美鈴工業
ラクオリア創薬株式会社				池下産業株式会社
曲〆髙橋水産株式会社
株式会社ムトウ				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社

		自治体 ジチタイ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				蒲郡市								蒲郡市								安城市
可児市
蒲郡市
北九州市
熊本県
関市
名古屋市
目黒区				熊本県
札幌市				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市

		その他
（上記以外） タ ジョウキ イガイ		（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				一般財団法人恵済団
一般財団法人阪大微生物病研究会
公益財団法人山田科学振興財団
東京西南私鉄連合健康保険組合				今川医療福祉グループ				JA共済連（全国共済農業協同組合連合会）
滋賀県市町村職員共済組合				医療法人社団菊地胃腸科内科医院
滋賀県市町村職員共済組合
宗教法人瑞巌寺				愛知県市町村職員共済組合
愛知県信用保証協会
医療法人いさな会中京眼科
岡山県市町村職員共済組合
岐阜信用金庫
ぎふ農業協同組合
さいかつ農業協同組合
瀬戸信用金庫
たじま農業協同組合
東京信用保証協会
鳥取県信用保証協会
長野県信用保証協会
名古屋市信用保証協会
公益財団法人服部国際奨学財団
三重県市町村職員共済組合
公益財団法人矢橋謝恩会
山形県市町村職員共済組合				公益財団法人世界人権問題研究センター
たじま農業協同組合
長野県信用保証協会
一般社団法人北海道CGCみどりとこころの基金
公益財団法人北海道消防協会
北海道信用保証協会
北海道農業共済組合
医療法人社団室蘭なかじま皮膚科クリニック
林野庁共済組合				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
岐阜県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人放送文化基金
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ				（第1回乃至第６回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
公益財団法人岩手県林業労働対策基金
岐阜県農業共済組合
滋賀県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
たじま農業協同組合
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
長野県信用保証協会
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人犯罪被害救済基金
公益財団法人放送文化基金
防衛省共済組合
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団 コウエキ ザイダンホウジン イワテケン リンギョウ ロウドウ タイサク キキン シガケン ノウギョウ キョウサイ クミアイ ノウギョウ キョウドウ クミアイ ナガノ ケン シンヨウ ホショウ キョウカイ コウエキ ザイダンホウジン ハンザイ ヒガイ キュウサイ キキン ボウエイショウ キョウサイ クミアイ



&"BIZ UDゴシック,標準"&20大学債の発行一覧（令和7年3月時点）		




r資料 (R7機能強化検討会参考資料）





				第1回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウダイガク サイ				第2回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第1回
大阪大学債 ダイ カイ オオサカダイガク サイ				第1回
筑波大学債 ダイ カイ ツクバ ダイガク サイ				第1回
東京工業大学債 ダイ カイ トウキョウ コウギョウ ダイガク サイ				第1回
東北大学債 ダイ カイ トウホク ダイガク サイ				第1回
東海国立大学機構債 ダイ カイ トウカイ コクリツ ダイガク キコウ				第1回
北海道大学債 ダイ カイ ホッカイドウ ダイガク サイ				第3回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第４回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第５回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第６回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ

		認可日 ニンカ ヒ		44074				44532				44672				44742				44833				44921				45065				45541				45625				45811				45811				45811

		発行日 ハッコウビ		44120				44552				44679				44853				44911				44960				45079				45625				45649				45828				45828				45828

		年限 ネンゲン		40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				20年 ネン				20年 ネン				40年 ネン				２０年 ネン				３0年 ネン				40年 ネン

		金額 キンガク		200億円 オクエン				100億円 オクエン				300億円 オクエン				200億円 オクエン				300億円 オクエン				100億円 オクエン				100億円 オクエン				33.7億円 オクエン				110億円 オクエン				10億円 オクエン				75億円 オクエン				90億円 オクエン

		格付け
（発行体） カクヅ ハッコウタイ		AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)

		発行利率 ハッコウ リリツ		0.823%				0.853%				1.169%				1.619%				1.800%				1.879%				1.187%				1.942%				2.877%				2.437%				3.128%				3.516%

		発行手数料 ハッコウテスウリョウ		1.4億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				1.4億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				0.5億円（0.5％）				0.26億円（0.5％） オクエン				０．７５億円（0.6％） オクエン				０．０７億円（０．７％） オクエン				０．４４億円（０．６％） オクエン				０．６２億円（０．７％） オクエン

		事業 ジギョウ		東京大学FSI事業				東京大学FSI事業				大阪大学生きがいを育む社会創造事業				筑波大学社会的価値創造事業				キャンパス・イノベーションエコシステム構想2031の実現				グリーン未来を創造するイノベーション・プラットフォーム整備事業 ミライ ソウゾウ セイビジギョウ				知とイノベーションのコモンズ創成事業 チ ソウセイ ジギョウ				北海道大学Excellence and Extension事業 ホッカイドウ ダイガク ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ				UTokyo Compass
推進事業 スイシン ジギョウ



&"BIZ UDゴシック,標準"&20大学債の発行一覧（令和7年3月時点）		




資料





				第1回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウダイガク サイ				第2回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ				第1回
大阪大学債 ダイ カイ オオサカダイガク サイ				第1回
筑波大学債 ダイ カイ ツクバ ダイガク サイ				第1回
東京工業大学債 ダイ カイ トウキョウ コウギョウ ダイガク サイ				第1回
東北大学債 ダイ カイ トウホク ダイガク サイ				第1回
東海国立大学機構債 ダイ カイ トウカイ コクリツ ダイガク キコウ				第1回
北海道大学債 ダイ カイ ホッカイドウ ダイガク サイ				第3回
東京大学債 ダイ カイ トウキョウ ダイガク サイ

		認可日 ニンカ ヒ		44074				44532				44672				44742				44833				44921				45065				45541				45625

		発行日 ハッコウビ		44120				44552				44679				44853				44911				44960				45079				45625				45649

		償還日 ショウカン ビ		58519				58883				59247				59247				59247				59247				52384				52930				59981

		年限 ネンゲン		40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				40年 ネン				20年 ネン				20年 ネン				40年 ネン

		金額 キンガク		200億円 オクエン				100億円 オクエン				300億円 オクエン				200億円 オクエン				300億円 オクエン				100億円 オクエン				100億円 オクエン				33.7億円（50億円の発行予定であったが、需要不足により当該額での発行となった） オクエン オクエン ハッコウ ヨテイ ジュヨウ フソク トウガイガク ハッコウ				110億円（300億円の発行予定であったが、需要不足により当該額での発行となった) オクエン オクエン ハッコウ ヨテイ ジュヨウ フソク トウガイ ガク ハッコウ

		格付け
（発行体） カクヅ ハッコウタイ		AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)				AA＋（R&I)
AAA（JCR)

		予定利率 ヨテイ リリツ		0.767%				0.884%				1.037%				1.029%				1.119%				1.449%				1.211%				1.792%				2.549%

		発行利率 ハッコウ リリツ		0.823%				0.853%				1.169%				1.619%				1.800%				1.879%				1.187%				1.942%				2.877%

		発行手数料 ハッコウテスウリョウ		1.4億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				1.4億円（0.7％）				2.0億円（0.7％）				0.7億円（0.7％）				0.5億円（0.5％）				0.26億円（0.52％） オクエン				1.8億円（0.6％） オクエン

		事業 ジギョウ		東京大学FSI事業				東京大学FSI事業				大阪大学生きがいを育む社会創造事業				筑波大学社会的価値創造事業				キャンパス・イノベーションエコシステム構想2031の実現				グリーン未来を創造するイノベーション・プラットフォーム整備事業 ミライ ソウゾウ セイビジギョウ				知とイノベーションのコモンズ創成事業 チ ソウセイ ジギョウ				北海道大学Excellence and Extension事業 ホッカイドウ ダイガク ジギョウ				UTokyo Kompass推進事業 スイシン ジギョウ

		使途
※事業の一部に調達資金を充当予定 シト ジギョウ イチブ チョウタツ シキン ジュウトウヨテイ		ハイパーカミオカンデ		200億円 オクエン		ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｷｬﾝﾊﾞｽ 		50億円 オクエン		イノベーションコモンズ		60億円 オクエン		ITF. Forum		191億円 オクエン		すずかけ台キャンパス再開発事業		261億円 オクエン		サイエンスパーク整備関連事業 セイビカンレンジギョウ		70億円 オクエン		世界トップ研究者の集う知の梁山泊 セカイ ケンキュウシャ ツド チ		100億円 オクエン		多様な"大志"が結集する共創拠点の整備 タヨウ タイシ ケッシュウ キョウソウキョテン セイビ		６７億円 オクエン		卓越した学知の構築
（ハイパーカミオカンデ計画の推進） タクエツ ガクチ コウチク ケイカク スイシン		776億円 オクエン

				アタカマ天文台		50億円 オクエン		ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ		150億円 オクエン		Well-being拠点		120億円 オクエン		未来社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ棟		26億円 オクエン		教育研究インフラの整備		119億円 オクエン		フラッグシップラボ拠点整備関連事業 キョテン セイビカンレンジギョウ		25億円 オクエン		インクルーシブな人材育成拠点整備 ジンザイ イクセイ キョテン セイビ		30億円 オクエン		サステナビリティ／グリーン社会を目指す教育・研究環境の整備 シャカイ メザ キョウイク ケンキュウカンキョウ セイビ				GX・DXの推進
（次世代型空間・情報インフラ構築） スイシン ジセダイ ガタ クウカン ジョウホウ コウチク		95億円 オクエン

				フィジカル工学インフラ		150億円 オクエン		海洋生物研究教育拠点整備　ほか		30億円 オクエン		量子科学研究拠点		120億円 オクエン		SPORT TOMORROW		34億円		最先端大型研究、産学官連携関連の設備の整備		45億円 オクエン		川内コモンズ（仮称）の新営 カワウチ カショウ シンエイ		30億円 オクエン		創薬シーズ開発・育成拠点の整備 ソウヤク カイハツ イクセイ キョテン セイビ		20億円 オクエン		地域と世界の結節点となる拠点の整備 チイキ セカイ ケッセツテン キョテン セイビ				ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
（D＆I棟の整備） スイシン トウ セイビ		90億円 オクエン

				老朽施設整備　ほか		70億円 オクエン						スポーツ施設　ほか		150億円 オクエン																		上記に係る設計費・什器の調達費・専門職員の人件費等 ジョウキ カカワ セッケイヒ ジュウキ チョウタツヒ センモン ショクイン ジンケンヒトウ		13億円 オクエン		教育研究に専念できる環境の整備
（教育研究基盤の強化） キョウイク ケンキュウ センネン カンキョウ セイビ キョウイク ケンキュウ キバン キョウカ		69億円 オクエン

		償還財源 ショウカンザイゲン		全体603億円
・研究支援経費338億円
・寄附金運用益120億円
・財産貸付料77億円
・新たな土地活用68億円				全体932億円
・研究支援経費668億円
・寄附金運用益123億円
・財産貸付料81億円
・新たな土地活用60億円

＊償還財源は第1回と第2回債を合算したもの				全体653億円
・産学連携392億円
・余裕金の運用益128億円
・寄附金運用益108億円				全体430億円
・産学連携305億円
・財産貸付料45億円
・余裕金の運用益37億円
・寄附金運用益28億円
・新たな土地活用16億円				全体1,280億円
・田町土地活用事業1,080億円
・宿舎跡地等土地活用事業69億円
・財産貸付料131億円				全体212億円
・寄附金等運用益41億円
・入構負担金収入64億円
・新たな土地建物活用73億円
・産学連携等に関する経費26億円
・法人債引当特定資産運用益8億円 オク オク カツヨウ オク オク オク				全体188億円
・寄附金等運用益78億円
・財産貸付料36億円
・産学連携等収入40億円
・新設棟からの産学連携等収入15億円
・法人債引当特定資産運用益
19億円 エン エン エン エン エン				全体106.1億円
・寄附金等運用益14.6億円
・財産貸付料31.8億円
・産学連携等収入30.3億円
・共創拠点の新設による財産貸付料収入15.3億円
・法人債引当特定資産運用益
14.3億円 エン エン エン キョウソウ キョテン シンセツ エン エン				全体3235億円
・寄附金運用益1571億円
・研究支援経費1270億
・財産貸付料342億
・土地活用53億

＊額は第1回から第3回債の償還財源を合算したもの エン ガク ダイ カイ ダイ カイサイ ガッサン

		投資家
（銀行・保険・証券・資産運用会社） トウシカ ギンコウ ホケン ショウケン シサン ウンヨウ カイシャ		（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
住友林業株式会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
住友林業株式会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア				朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
三井住友DSアセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				朝日生命保険相互会社
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
ソニー生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メディケア生命保険株式会社				アセットマネジメント One株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
第一生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社				株式会社あいちフィナンシャルグループ
アセットマネジメントOne株式会社
株式会社かんぽ生命保険
株式会社十六銀行
住友生命保険相互会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
中部日本放送株式会社
株式会社名古屋銀行
日本生命保険相互会社
株式会社山梨中央銀行				日本生命保険相互会社				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日生命保険相互会社
アセットマネジメントOne株式会社
SBI生命保険株式会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
住友林業株式会社
セゾン自動車火災保険株式会社
ソニー生命保険株式会社
SOMPOひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社
大樹生命保険株式会社
大同生命保険株式会社
太陽生命保険株式会社
株式会社大和証券グループ本社
東京海上アセットマネジメント株式会社
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
ニッセイアセットマネジメント株式会社
日本生命保険相互会社
プルデンシャル生命保険株式会社
三井住友海上あいおい生命保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友DS アセットマネジメント株式会社
三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社
明治安田アセットマネジメント株式会社
メディケア生命保険株式会社 ダイ カイ ナイシ ダイ カイ ア

		投資家
（その他事業会社） トウシカ タ ジギョウ カイシャ		（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社				シップヘルスケアホールディングス株式会社
ダイキン工業株式会社
日本コルマー株式会社
ピアス株式会社												イシイ株式会社
カンタム情報システム株式会社
株式会社ケディカ
JX 金属株式会社
株式会社バイタルネット
陽光ビルサービス株式会社				アイカ工業株式会社
株式会社青山製作所
株式会社アタックス
尾畑長硝子株式会社
菊水化学工業株式会社
興和 株式会社
ＣＫＤ株式会社
中部日本放送株式会社
名古屋鉄道株式会社
株式会社日東
富士ホイスト工業株式会社
株式会社マキタ
株式会社美鈴工業
ラクオリア創薬株式会社				池下産業株式会社
曲〆髙橋水産株式会社
株式会社ムトウ				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
朝日紙業株式会社
JSR株式会社
JX金属株式会社
株式会社シノテスト
住友林業株式会社
大栄鋼業株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社竹内調剤薬局
東洋アルミニウム株式会社
日本電気株式会社
日本ペイントホールディングス株式会社
山口重工業株式会社
吉本興業ホールディングス株式会社

		自治体 ジチタイ		（第1回乃至第3回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市				蒲郡市								蒲郡市								安城市
可児市
蒲郡市
北九州市
熊本県
関市
名古屋市
目黒区				熊本県
札幌市				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
蒲郡市
新富町
飛騨市

		その他
（上記以外） タ ジョウキ イガイ		（第1回乃至第3回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
岐阜県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人放送文化基金
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
岐阜県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人放送文化基金
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団				一般財団法人恵済団
一般財団法人阪大微生物病研究会
公益財団法人山田科学振興財団
東京西南私鉄連合健康保険組合				今川医療福祉グループ				JA共済連（全国共済農業協同組合連合会）
滋賀県市町村職員共済組合				医療法人社団菊地胃腸科内科医院
滋賀県市町村職員共済組合
宗教法人瑞巌寺				愛知県市町村職員共済組合
愛知県信用保証協会
医療法人いさな会中京眼科
岡山県市町村職員共済組合
岐阜信用金庫
ぎふ農業協同組合
さいかつ農業協同組合
瀬戸信用金庫
たじま農業協同組合
東京信用保証協会
鳥取県信用保証協会
長野県信用保証協会
名古屋市信用保証協会
公益財団法人服部国際奨学財団
三重県市町村職員共済組合
公益財団法人矢橋謝恩会
山形県市町村職員共済組合				公益財団法人世界人権問題研究センター
たじま農業協同組合
長野県信用保証協会
一般社団法人北海道CGCみどりとこころの基金
公益財団法人北海道消防協会
北海道信用保証協会
北海道農業共済組合
医療法人社団室蘭なかじま皮膚科クリニック
林野庁共済組合				（第1回乃至第3回を合わせたもの）
医療法人蒼会
学校法人市川学園
公益財団法人井上科学振興財団
岐阜県農業共済組合
静岡県市町村職員共済組合
島根県市町村職員共済組合
一般財団法人住宅改良開発公社
学校法人上智学院
生活協同組合全国都市職員災害共済会
全国漁業信用基金協会
学校法人田中千代学園
東京西南私鉄連合健康保険組合
宗教法人徳雲院
新潟大栄信用組合
西美濃農業協同組合
公益社団法人日本食肉協議会
学校法人日本女子大学
公益財団法人放送文化基金
公益財団法人北海道在京学生後援会
北海道市町村職員退職手当組合
学校法人明治学院
公益財団法人山田科学振興財団



&"BIZ UDゴシック,標準"&20大学債の発行一覧（令和7年3月時点）		






近年、国立大学法人等が、保有する研究成果や教育研究施設等の資源を社会に還元するとともに、自ら投資を呼び込み、成長し続け
る経営モデルを実現するための規制緩和として、出資の範囲を拡大している。（< >囲いは対象事業者への出資が可能となった年）

22＜平成16年・国立大学法人発足時＞(TLO法の公布は平成10年)

＜令和４年・法律改正により新設
＞

指定国立大学法人

 大学の技術に関する研究成果の提供を受けて、商品やサービスを開発・提供する
大学発ベンチャー

５. 指定国立大学研究成果活用事業者

○○大学株式会社
研究の成果

提供

出資

災害時に作業する移動ロボットの販売

その他事業者等

移動ロボット
の開発

【対象：全ての国立大学法人等】

２. 特定大学技術移転事業者（承認ＴＬＯ）

国立大学法人等
（産連本部・知財本部）

民間事業者等

大学・研究者
等による出資に

基づき設立
研究成果の提供

技術移転先の探索
特許権等の実施許諾実施料収

入

承認ＴＬＯ
（特定大学技術移転事業者）

収入の
還元

＜令和４年・法律改正により拡大＞４. 研究成果活用事業者
 大学の研究成果を活用したコンサルティング、研修・講習等を実施する事業者
国立大学法人等 ○○大学株式会社

研究の成果
出資

提供
データサイエンススクール（研修・講習）

社会人

【対象：全ての国立大学法人等】

【対象：指定国立大学法人】
＜令和４年・法律改正により新設
＞

 大学が保有する教育研究施設等の資源を社会に還元するため、教育研究施設
等の管理と他の研究機関等による利用を促進する事業を行う事業者

【対象：全ての国立大学法人等】６. 教育研究施設管理等事業者

 大学における技術に関する研究成果を特許権の実施許諾等により民間事業者
に移転する事業者

国立大学法人等
利用 大学

研究機関
研究者等

研究設備のメンテナンス、技術補佐員による利用サポート

○○大学株式会社
委託

出資

保有
共同利用

設備

＜令和４年・VC等認定指針・出資認可基準改正＞ (産業競争力強化法の公布は平成25年)
３. 特定研究成果活用支援事業者 【対象：全ての国立大学法人等】

 大学発ベンチャーに投資・支援等を行う認定ＶＣ・ファンド

出資

投資・支援等

誘発された民間投融資（呼び水）

認定大学ＶＣ
（特定研究成果活用支援事業を実施する法人）

出資

国立大学法人等
発ベンチャー

国立大学法人等

民間企業（金融機関・ＶＣ等）

ＧＰ出資・運営
認定ファンド

（投資事業有限責任組合）

【対象：全ての国立大学法人等】

 大学が民間事業者との共同・委託研究の形で行う、大学の技術に関する研究
の成果を実用化するために必要な研究等を企画・あっせんする事業者

１. 成果活用促進事業者 ＜令和３年・政令改正＞

 民間事業者との共同・委託研究の形で、大学の技術に関する研究の成果を
実用化するために必要な研究を行う事業者

（例：大学が創出したシーズを元に企業等と共同研究を行う研究所）

国立大学法人等
出資対象法人

成果実用化事業者
（民間事業者等）

研究の成果 共同研究

出資

提供

提供

実施 実施

委託受託研究
研究の成果

（例：大学の有するシーズと企業のニーズをマッチングするＯＩ機構）

国立大学法人等

研究の成果

受託研究
研究の成果

共同研究

出資
出資対象法人

成果実用化事業者
（民間事業者等）実施実施

企画・あっせん

企画・あっせん

委託

提供

国立大学法人等による出資の範囲
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 様々な事業者への出資が可能となった結果、出資先件数は累計51件。
 特定研究成果活用支援事業者（VC・ファンド）への出資認可が18件と最多。
 全体のうち約7割（38件）をAグループ（大規模）が占めている。

国立大学の出資先件数（内訳）
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教育研究施設管理等事業者

指定国立大学研究成果活用事業者

研究成果活用事業者

（コンサル ・研修）

特定研究成果活用支援事業者

（VC・ファンド）

TLO

成果活用促進事業者

Aグループ（大規模） Bグループ（理学生＞W文） Cグループ（文学生＞W理）
Dグループ（医のみ） Eグループ（教のみ） Fグループ（院のみ）
Gグループ（病有複学） Hグループ（病無複学） Iグループ（共同利用機関）

（2025年6月時点）



○ 国立大学法人等については、資力は弱いが有望な大学発ベンチャーに対する育成支援を行うことが
できるよう、科学技術・イノベーションの活性化に関する法律に基づき、特に必要と認める場合には当該
支援を無償等とし得ること、また、その際において株式や新株予約権を取得・保有することができる。こ
れにより、大学発ベンチャーは、当面の事業活動に必要な現金を確保しつつ、大学からの必要なサービ
スを受けることで事業の発展に取り組みやすくなり、研究成果の社会実装の進展が期待されている。

○ 国立大学法人における新株予約権の取得・保有状況については、取得・保有している法人数が増
加傾向にあるとともに、各法人における保有件数も増加傾向にある。

R元 R2 R3 R4 R5
東京大学 18 29 37 44 48
大阪大学 6 7 11 12 17
東海国立大学機構 10 11 13 12 15
京都大学 3 3 5 5 5
九州大学 3 7 7 4 5
筑波大学 2 2 2 3 3
東北大学 1 1 1 2 2
東京医科歯科大学 0 0 1 2 2
東京工業大学 1 1 1 2 1

出典：各年度の財務諸表の有価証券の明細より文部科学省が作成。

（参考）新株予約権の保有件数

国立大学法人等における新株予約権の取得・保有の現状
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３. 授業料等
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文部科学省令（国立大学等の授業料その他の費用に関する省令（平成16年３月31日文部科学省令第16号）において
「標準額」を規定（省令第２条）。留学生及び海外分校における授業料等については、標準額に関わらず、外国人留学
生の受入環境の整備や現地の他の大学の授業料などの事情を考慮して設定可能（R６年度から）。

国立大学の授業料等「標準額」

「標準額」から上回る授業料等を設定している大学
省令第10条に基づき、各大学は「標準額」の120％を上限に、その範囲内で学則等においてそれぞれ授業料を設定。

なお、下限は設定していない。

【令和７年度標準額】
・授業料： 学部・大学院 年額 535,800 円

：法科大学院 年額 804,000 円

【令和７年度以降の各大学の授業料等の設定状況】
（１）授業料：
・特定の研究科等において標準額を上回る額を設定する大学 ２大学

○東北大学 大学院経済学研究科 会計専門職専攻（専門職学位課程） 589,300 円
○一橋大学 大学院経営管理研究科 642,960 円

・標準額を上回る額を設定する大学 ７大学 ※対象の入学者は学士課程（政策研究大学院大学を除く）
○東京科学大学 ◆理工学系((旧)東京工業大学)（令和元年4 月以降入学者～） 635,400 円（平成30 年9 月公表）

◆医歯学系((旧)東京医科歯科大学)（令和2 年4 月以降入学者～） 642,960 円（令和元年11 月公表）
○東京芸術大学（令和元年4 月以降入学者～） 642,960 円（平成30 年10 月公表）
○千葉大学（令和2 年4 月以降入学者～） 642,960 円（令和元年6 月公表）
○一橋大学（令和2 年4 月以降入学者～） 642,960 円（令和元年9 月公表）
○政策研究大学院大学（令和4 年4 月以降入学者（大学院の過程）～） 642,960 円（令和3 年6 月公表）
○東京農工大学（令和6 年4 月以降入学者～） 642,960 円（令和5 年10 月公表）
○東京大学（令和7 年4 月以降入学者～） 642,960 円（令和6 年9 月公表）

（２）入学料：標準額を上回る額を設定する大学 １大学
○東京芸術大学 学士課程・大学院の課程 338,400 円

・入学料： 学部・大学院 282,000 円
・検定料： 学部 17,000 円

：大学院 30,000 円

運営費交付金と「標準額」の関係
国立大学法人運営費交付金の算定には「標準額」を使用することとし、授業料等の改定（値上げ）は運営費交付金に

影響しない仕組み。

 学生の経済状況に左右されない進学機会を提供しつつ、各大学が独自の工夫により学生の教育の充実を図ることができるようにする
観点から、法人化時、授業料の標準額を定めた上で、その110％（※）を上限に各大学が授業料を定めることを可能とした。

 令和7年6月現在、「標準額」を上回る授業料を設定している大学は7大学。 ※H19年度に上限を120%に引上げ

国立大学の授業料の仕組み
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国私立大学の授業料等の推移

年度 国立大学 私立大学
授業料 入学料 授業料 入学料

円 円 円 円
昭和 50 36,000 50,000 182,677 95,584 

51 96,000 ↓ 221,844 121,888 
52 ↓ 60,000 248,066 135,205 
53 144,000 ↓ 286,568 157,019 
54 ↓ 80,000 325,198 175,999 
55 180,000 ↓ 355,156 190,113 
56 ↓ 100,000 380,253 201,611 
57 216,000 ↓ 406,261 212,650 
58 ↓ 120,000 433,200 219,428 
59 252,000 ↓ 451,722 225,820 
60 ↓ ↓ 475,325 235,769 
61 ↓ 150,000 497,826 241,275 
62 300,000 ↓ 517,395 245,263 
63 ↓ 180,000 539,591 251,124 

平成 元 339,600 185,400 570,584 256,600 
2 ↓ 206,000 615,486 266,603 
3 375,600 ↓ 641,608 271,151 
4 ↓ 230,000 668,460 271,948 
5 411,600 ↓ 688,046 275,824 
6 ↓ 260,000 708,847 280,892 
7 447,600 ↓ 728,365 282,574 
8 ↓ 270,000 744,733 287,581 
9 469,200 ↓ 757,158 288,471 

10 ↓ 275,000 770,024 290,799 
11 478,800 ↓ 783,298 290,815 
12 ↓ 277,000 789,659 290,691 
13 496,800 ↓ 799,973 286,528 
14 ↓ 282,000 804,367 284,828 
15 520,800 ↓ 807,413 283,306 

 国立大学の授業料標準額の改訂は平成17年度が直近。

16 520,800 282,000 817,952 279,794 
17 535,800 ↓ 830,583 280,033 
18 ↓ ↓ 836,297 277,262 
19 ↓ ↓ 834,751 273,564 
20 ↓ ↓ 848,178 273,602 
21 ↓ ↓ 851,621 272,169 
22 ↓ ↓ 858,265 268,924 
23 ↓ ↓ 857,763 269,481 
24 ↓ ↓ 859,367 267,608 
25 ↓ ↓ 860,266 264,417 
26 ↓ ↓ 864,384 261,089 
27 ↓ ↓ 868,447 256,069 
28 ↓ ↓ 877,735 253,461 
29 ↓ ↓ 900,093 252,030 
30 ↓ ↓ 904,146 249,985 

令和 元 ↓ ↓ 911,716 248,813 
2 ↓ ↓ 927,705 247,052 
3 ↓ ↓ 930,943 245,951 
4 ↓ ↓ – –
5 ↓ ↓ 959,205 240,806 

年度 国立大学 私立大学
授業料 入学料 授業料 入学料

円 円 円 円

（注）①年度は入学年度である。
②国立大学の平成16年度以降の額は国が示す標準額である。
③私立大学の額は平均である。
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4. 附属施設等
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中期目標

別表1（学部、研究科等）

学
部

法学部

医学部

工学部

研
究
科

法学研究科

医学研究科

工学研究科

別表2（共同利用・共同研究
拠点、国際共同利
用・共同研究拠点）

○○研究所

○○研究センター

○国立学校設置法の規定に基づき、附置研究所（施行令）、附属研究施設・センター（施行規則）を法令で位置付け。
○附置研・センター等の設置改廃は、国の予算編成を通じて決定。

○ 国立大学には、特定分野の研究を継続性をもって長期的に進める附置研究所や、これに準ずる研究センター等が設置されており、学問の動
向や社会の要請等に対応しつつ、高い研究水準を維持するとともに、若手研究者の育成等に貢献することが期待される。
法人化前

第１期（H16～21年度）：
○附置研究所及び全国共同利用の研究センターについては、教育研究

上の基本組織として､文部科学大臣が定める各法人の中期目標（別
表）に位置付け。

※附置研究所の新設等については、科学技術・学術審議会において妥当性を審議。
○他の研究センター等については、各大学の判断で、自由に設置改廃が
   可能。

第２～第３期（H22～R3年度）
○共同利用・共同研究拠点等＊の認定を受けた附置研・センター等を、

文部科学大臣が定める各法人の中期目標（別表）に位置付け。
＊共同利用・共同研究拠点、国際共同利用・共同研究拠点(H30～)

○他の附置研･センター等については、各大学の判断で、自由に設置改 
   廃が可能。

第４期～（R４年度～）
○共同利用・共同研究拠点等の認定を受けた附置研・センター等を、
   文部科学大臣が認可する各法人の中期計画（別表）に位置付け。

法人化後

第1期 第2～3期

国立大学の附置研究所・研究センター等の位置付けの変遷

＜平成20年7月＞
附置研・センター等を「共同利用・共同研究拠点」に認定する制度を創設

中期目標

別表（学部、研究科等）

学
部

法学部

医学部

工学部

研
究
科

法学研究科

医学研究科

工学研究科

附
置
研
究
所

○○研究所

○○研究所※

※は全国共同利用の機能

を有する附置研究所

中期計画

別表1（学部、研究科等

収容定員）

学
部

法学部

医学部

工学部

研
究
科

法学研究科

医学研究科

工学研究科

別表2（共同利用・共同研究

拠点、国際共同利
  用・共同研究拠点等）

○○研究所

○○研究センター

第4期~
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国公私立大学を通じた「共同利用・共同研究拠点」制度について

共同利用・共同研究拠点として
3つの類型の拠点を認定
① 単独型拠点
② 拠点ネットワーク

複数拠点の研究ネットワークにより構成
③ 連携型拠点

大学以外の研究施設(大学共同利用機関
や国立研究開発法人の研究施設等)が「連
携施設」として参画

国際共同利用・共同研究拠点
国際的にも有用かつ質の高い研究資源等を最
大限活用し、国際的な共同利用・共同研究を
行う拠点を別途「国際共同利用・共同研究拠
点」として認定（平成30年度～）

〇 個々の大学の枠を越えた共同利用・共同研究は、従来、国立大学の全国共同利用型の附置研究所や研究セ
ンター、大学共同利用機関を中心に推進

〇 我が国全体の学術研究の更なる発展のためには、個々の大学の研究推進とともに、国公私立を問わず大学の研
究ポテンシャルを活用して研究者が共同で研究を行う体制を整備することが重要

〇 このため、国公私立大学を通じたシステムとして、文部科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定制度を
創設（平成20年7月）

我が国の学術研究の基盤強化と新たな学術研究の展開

制度の趣旨等

制度の特徴

研究者コミュニティから
拠点化の要望

国公私立大学
〇〇研究所

学長が
申請

拠点として
認定

科学技術・学術審議会

文部科学大臣

専門的意見を
聴取

研究者
コミュニティ

制度の仕組み

〇 認定期間は原則6年間
    〇 認定後、科学技術・学術審議会において中間

評価、期末評価を実施
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〇東北大学
金属材料研究所

〇東京大学
医科学研究所
宇宙線研究所

〇北海道大学
遺伝子病制御研究所
人獣共通感染症国際共同研究所
ｽﾗﾌﾞ・ﾕｰﾗｼｱ研究ｾﾝﾀｰ
低温科学研究所

〇帯広畜産大学
原虫病研究ｾﾝﾀｰ

〇東北大学
加齢医学研究所
電気通信研究所
先端量子ビーム科学研究ｾﾝﾀｰ
電子光理学研究部門

流体科学研究所
〇筑波大学

計算科学研究ｾﾝﾀｰ
つくば機能植物ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究ｾﾝﾀｰ
ﾋｭｰﾏﾝ・ﾊｲ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ先端研究ｾﾝﾀｰ

〇群馬大学
生体調節研究所

〇千葉大学
環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ研究ｾﾝﾀｰ
真菌医学研究ｾﾝﾀｰ

〇東京大学
空間情報科学研究ｾﾝﾀｰ
地震研究所
史料編纂所
素粒子物理国際研究ｾﾝﾀｰ
大気海洋研究所
物性研究所

〇東京外国語大学
ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ言語文化研究所

〇東京科学大学
総合研究院・難治疾患研究所
総合研究院・ﾌﾛﾝﾃｨｱ材料研究所

単独型(国立大学):27大学63拠点

単独型(公立大学):7大学11拠点
〇札幌医科大学

附属研究所
〇会津大学

宇宙情報科学研究ｾﾝﾀｰ
〇横浜市立大学

先端医科学研究ｾﾝﾀｰ
〇名古屋市立大学

創薬基盤科学研究所
不育症研究ｾﾝﾀｰ

〇大阪公立大学
数学研究所
都市科学・防災研究ｾﾝﾀｰ
附属植物園
全固体電池研究所

〇一橋大学
経済研究所

〇新潟大学
脳研究所

〇金沢大学
がん進展制御研究所
環日本海域環境研究ｾﾝﾀｰ

〇名古屋大学
低温ﾌﾟﾗｽﾞﾏ科学研究ｾﾝﾀｰ
未来材料・ｼｽﾃﾑ研究所

〇京都大学
医生物学研究所
ｴﾈﾙｷﾞｰ理工学研究所
経済研究所
人文科学研究所
生存圏研究所
生態学研究ｾﾝﾀｰ
東南ｱｼﾞｱ地域研究研究所
複合原子力科学研究所
防災研究所
野生動物研究ｾﾝﾀｰ

〇大阪大学
社会経済研究所
接合科学研究所
蛋白質研究所
微生物病研究所
ﾚｰｻﾞｰ科学研究所

〇鳥取大学
国際乾燥地研究教育機構
乾燥地研究ｾﾝﾀｰ

7拠点ネットワーク
:18大学27拠点、4連携施設

共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点一覧（令和7年4月現在）
国際共同利用・共同研究拠点

(国立大学):5大学8拠点

単独型(私立大学):14大学15拠点
〇自治医科大学

先端医療技術開発ｾﾝﾀｰ
〇慶應義塾大学

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｰﾀ設計・解析ｾﾝﾀｰ
〇昭和医科大学

発達障害医療研究所
〇玉川大学

脳科学研究所
〇東京農業大学

生物資源ｹﾞﾉﾑ解析ｾﾝﾀｰ
〇東京理科大学

総合研究院火災科学研究所
〇法政大学

野上記念法政大学能楽研究所
〇明治大学

先端数理科学ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ

〇立命館大学
ｱｰﾄ・ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ

国際共同利用・共同研究拠点
(私立大学):1大学1拠点〇早稲田大学

各務記念材料技術研究所
坪内博士記念演劇博物館

〇東京工芸大学
風工学研究ｾﾝﾀｰ

〇中部大学
中部高等学術研究所国際GISｾﾝﾀｰ

〇藤田医科大学
医科学研究ｾﾝﾀｰ

〇大阪商業大学
JGSS研究ｾﾝﾀｰ

〇関西大学
ｿｼｵﾈｯﾄﾜｰｸ戦略研究機構

国立大学が
中核の拠点

拠点数
計 単独型 拠点

ﾈｯﾄﾜｰｸ
国際
拠点

78 63 7 8

※★印は中核施設
【学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点】
〇北海道大学 情報基盤ｾﾝﾀｰ
〇東北大学 ｻｲﾊﾞｰｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ
★東京大学 情報基盤ｾﾝﾀｰ
〇東京科学大学 情報基盤ｾﾝﾀｰ
〇名古屋大学 情報基盤ｾﾝﾀｰ
〇京都大学 学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ
〇大阪大学 D3ｾﾝﾀｰ
〇九州大学 情報基盤研究開発ｾﾝﾀｰ

【物質・デバイス領域共同研究拠点】
〇北海道大学 電子科学研究所
〇東北大学 多元物質科学研究所
〇東京科学大学 総合研究院・化学生命科学研究所
★大阪大学 産業科学研究所
〇九州大学 先導物質化学研究所

【生体医歯工学共同研究拠点】
★東京科学大学 総合研究院・生体材料工学研究所
〇東京科学大学 総合研究院・未来産業技術研究所
〇静岡大学 電子工学研究所
〇広島大学 半導体産業技術研究所

【放射線災害・医科学研究拠点】
★広島大学 原爆放射線医科学研究所
〇長崎大学 原爆後障害医療研究所
〇福島県立医科大学 ふくしま国際医療科学ｾﾝﾀｰ

【放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点】
〇弘前大学 被ばく医療総合研究所
〇福島大学 環境放射能研究所
★筑波大学 放射線・ｱｲｿﾄｰﾌﾟ地球システム研究ｾﾝﾀｰ
＜連携施設＞
〇福島国際研究教育機構第5分野地域環境共創ユニット
〇環境科学技術研究所

【触媒科学計測共同研究拠点】
★北海道大学 触媒科学研究所
〇大阪公立大学 人工光合成研究ｾﾝﾀｰ
＜連携施設＞
〇産業技術総合研究所触媒化学研究部門

【糖鎖生命科学連携ネットワーク型拠点】
★名古屋大学・岐阜大学(共同設置)

糖鎖生命コア研究所
〇創価大学 糖鎖生命ｼｽﾃﾑ融合研究所
＜連携施設＞
〇自然科学研究機構生命創成探究ｾﾝﾀｰ

〇岡山大学
資源植物科学研究所
惑星物質研究所

〇広島大学
放射光科学研究所

〇徳島大学
先端酵素学研究所

〇愛媛大学
沿岸環境科学研究ｾﾝﾀｰ
地球深部ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ研究ｾﾝﾀｰ
ﾌﾟﾛﾃｵｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ

〇高知大学
海洋ｺｱ国際研究所

〇九州大学
応用力学研究所
生体防御医学研究所
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

公私立大学が
中核の拠点

拠点数
計 単独型 拠点

ﾈｯﾄﾜｰｸ
国際
拠点

27 26 0 1

〇名古屋大学
宇宙地球環境研究所

〇京都大学
化学研究所
数理解析研究所
基礎物理学研究所

〇大阪大学
核物理研究ｾﾝﾀｰ

〇兵庫県立大学
自然・環境科学研究所天文科学ｾﾝﾀｰ

〇北九州市立大学
環境技術研究所先制医療工学

研究ｾﾝﾀｰ／計測・分析ｾﾝﾀｰ

〇佐賀大学
海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所

〇長崎大学
高度感染症研究ｾﾝﾀｰ
熱帯医学研究所

〇熊本大学
発生医学研究所

〇熊本大学・富山大学(共同設置)
先進軽金属材料国際研究機構

〇琉球大学
熱帯生物圏研究ｾﾝﾀｰ
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公私立別

		共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点一覧 キョテンオヨコクサイキョウドウリヨウキョウドウケンキュウキョテンイチラン

								2019年4月1日現在 ネンヘイネンガツニチゲンザイ

		【共同利用・共同研究拠点数】 キョウドウリヨウキョウドウケンキュウキョテンスウ

				分野 ブンヤ		合計 ゴウケイ		備考 ビコウ

		国立大学 コクリツダイガク		理学・工学系 リガクコウガクケイ		30

				医学・生物学系 イガクセイブツガクケイ		27

				人文・社会学系 ジンブンシャカイガクケイ		10

				小　計 ショウケイ		67		・27大学67拠点（部分拠点1含む） ダイガクキョテンブブンキョテンフク

		公立大学 コウリツダイガク		理学・工学系 リガクコウガクケイ		4

				医学・生物学系 イガクセイブツガクケイ		4

				人文・社会学系 ジンブンシャカイガクケイ		1

				小計 ショウケイ		9		・6大学9拠点 ダイガクキョテン

		私立大学 シリツダイガク		理学・工学系 リガクコウガクケイ		6

				医学・生物学系 イガクセイブツガクケイ		6

				人文・社会学系 ジンブンシャカイガクケイ		8

				小　計 ショウケイ		20		・18大学20拠点 ダイガク

		ネットワーク		理学・工学系 リガクコウガクケイ		4

				医学・生物学系 イガクセイブツガクケイ		2

				人文・社会学系 ジンブンシャカイガクケイ		0

				小計 ショウケイ		6		・16大学6ネットワーク型拠点24研究機関 ダイガクガタキョテンキカン

		合　計 アケイ				102		･55大学102拠点 ダイガクキョテン

		【国際共同利用・共同研究拠点数】 コクサイキョウドウリヨウキョウドウケンキュウキョテンスウ

				分野 ブンヤ		合計 ゴウケイ		備考 ビコウ

		国立大学 コクリツダイガク		理学・工学系 リガクコウガクケイ		5

				医学・生物学系 イガクセイブツガクケイ		1

		合　計 アケイ				6		・4大学6拠点 ダイガクキョテン





拠点一覧の表

		

				分類 ブンルイ		分野 ブンヤ		拠点数 キョテンスウ						分類 ブンルイ		分野 ブンヤ		拠点数 キョテンスウ				計 ケイ

										国際 コクサイ		ネットワーク								国際 コクサイ

				国立 コクリツ		理・工 リコウ		37		(5)		(3)		公私立 コウシリツ		理・工 リコウ		10		(0)		47

						医・生 イセイ		29		(1)		(2)				医・生 イセイ		10		(0)		39

						人・社 ヒトシャ		7		(0)		(0)				人・社 ヒトシャ		8		(1)		15

						異分野 イブンヤ		5		(0)		(2)										5

						計 ケイ		78		(6)		(7)				計 ケイ		28		(1)		106





Sheet1

		

				国立大学が
中核の拠点 コクリツダイガクチュウカクキョテン		拠点数 計 キョテンスウケイ										公私立大学が
中核の拠点 コウシリツダイガクチュウカクキョテン		拠点数 計 キョテンスウケイ

								単独型 タンドクガタ		拠点ﾈｯﾄﾜｰｸ キョテン		国際拠点 コクサイキョテン								単独型 タンドクガタ		拠点ﾈｯﾄﾜｰｸ キョテン		国際拠点 コクサイキョテン

						78		65		7		6						27		26		0		1





分類 分野 拠点数 分類 分野 拠点数 分類 分野 拠点数 計


理・工 35(1) 理・工 10 理・工 4 49


医・生 28(1) 医・生 10 医・生 2 40


人・社 10 人・社 8(1) 人・社 0 18


73 28 6 107 計 計 計


国立 公私立


ネット


ワーク






大学病院の位置付け・役割

教 育 医学部生の臨床教育、卒後の初期・専門研修等を行う医師をはじめとするその他の医療従事者
の養成機関。
→ 採算に関係なく、幅広い診療科・部門が必要。

新しい診断・治療法の開発、難治性疾患の研究等を行う高度な研究機関。
→ 様々な疾病治療のための研究に多くの投資が必要。

○ 医師及び歯科医師の養成を行う大学医学部及び歯学部の教育研究に必要な施設として設置されている病院
（大学設置基準第３９条）。

○ 高度な医療の提供、高度な医療技術の開発・ 評価、研修の実践にあたる「特定機能病院」に承認されている
病院（医療法第４条の２）。令和６年１０月１日現在【７９病院】

■大学病院の法令上の位置付け

研 究

■大学病院の使命・役割

診 療 臓器移植や高額薬剤の投与など高度な診療を行う高度医療機関。
→ 採算性の低い分野（小児・産科・精神・重症治療等）への支援や高度医療に対応する

ための高度な機器や人材の体制整備が必要。

地 域
貢 献

地域の医療機関への医師の輩出等を行う地域の中核的な医療機関。
→ 様々な診療科を具備し、地域の幅広い医療ニーズに応えるための人的リソースの確保が必要。
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4.6%
1.3%

7.1%

87.0%
（720,972）

（58,970）

（10,612）
（37,926）

13.0％
（107,508/828,480）

大学病院の現状

0.6%
0.2%

1.4%

97.8%
（7,845）

（111）

（19）

（47）

2.2％
（177/8,022）

◆ 病院数（8,022病院）
【大学病院：2.2％（177病院）】

出典：国立大学病院・・・・・国立大学病院長会議「国立大学病院資料」（令和７年６月１日現在）、
公私立大学病院・・・文部科学省医学教育課調べ（令和７年６月１日現在）
大学病院以外・・・・・厚生労働省「医療施設調査」（令和７年５月末時点）

※「常勤医師数」「常勤看護師数」は令和５年10月1日現在

◆ 常勤換算看護師数（828,480名）
【大学病院：13.0％（107,508名）】

国立大学病院 公立大学病院 私立大学病院 その他

8.8%
2.0％
10.3%

78.9%
（205,496）

（26,716）

（5,229）
（22,909）

21.1％
（54,854/260,350）

2.2%
0.7%

3.8%

93.3%
（1,362,253）

（55,337）

（9,771）

（32,345）

6.7％
（97,453/1,459,706）

■全病院における大学病院の占める割合

（）：床

（）：名（）：名

（）：病院

◆ 病床数（1,459,706床）

【大学病院：6.7％（97,453床）】

◆ 常勤換算医師数（260,350名）
【大学病院：21.1％（54,854名）】

■全国大学病院数一覧
（令和7年４月１日現在）

区 分 国立 公立 私立 合計

医系大学病院 42 17 89 148 

本 院 42 8 31 81 

分 院 0 9 58 67 

歯系大学病院 1 1 17 19 

その他大学病院
（附置研究所、保健医療系

等）

4 1 5 10 

合 計 47 19 111 177 

■大学病院を持つ大学の割合
（令和７年５月１日現在）

出典：文部科学省令和５年度学校基本調査報告書

区 分 大学数 うち医系病院を置く
大学数

国立大学 85 42（49.4％）

公立大学 103 8（ 7.8％）

私立大学 624 31（ 5.0％）

計 813 81（10.0％）
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47%

8%
2%

43%
(24)

(4)
(1)

(22) 57%
(29/5160%

2%

18%

20%

(3,418)

(132

(1,036

(1,118

80%
(4,586/5,704

31%

6%

20%

43% (39)

(7)

(26)

(57) 57%
(72/127)

22%

3%

16%
59%

(39)

(6)

(29)
(106)

41%
(73/180)

18%

5%

20%

57%

(20)

(6)

(22)

(64)
42%
(48/112)

32%

10%
24%

34% (16)

(5)
(12)

(17) 68%
(33/50)

○ 大学病院は、7９病院が特定機能病院に指定されているほかにも、臓器移植登録施設やがん診療連携拠点病
 院、高度救命救急センター、総合周産期母子医療センター、難病医療拠点病院等の医療施設としても承認されて
 おり、我が国の医療に大きく貢献している。また、救急医療体制においては、各地域の実情に応じて救急患者のうち、
特に重症な救急患者の受入れを行っている。

出典：厚生労働省調べ
(令和７年11月１日現在)

出典：（社）日本臓器移植ネットワーク調べ
 (令和８年２月１日現在)

出典：難病情報センターウェブサイト
(令和８年２月1日現在)

◆ 臓器移植登録施設（127施設）
（うち大学病院 72施設（57％））

出典：厚生労働省調べ
(令和７年４月1日現在)

出典：厚生労働省調べ
(令和７年４月１日現在)

国立大学病院 公立大学病院 私立大学病院 その他

*難病医療拠点病院、難病診療連携拠点病院、難病診療分野別拠点病院の合計

◆ 都道府県がん診療連携拠点病院（51施設）
（うち大学病院 29施設（57％））

◆ 高度救命救急センター（50施設）
（うち大学病院 33施設（68％））

◆ 総合周産期母子医療センター（112施設）
（うち大学病院 48施設（42％））

◆ 難病医療拠点病院等*（180施設）
（うち大学病院 73施設（41％））

◆ 脳死臓器移植件数（5,704件）
（うち大学病院 4,586件（80％））

出典：（社）日本臓器移植ネットワーク調べ
(平成11年2月28日から令和8年2月2日現在までの脳死移植累計)

【臓器移植の内訳】 角膜、心臓、肺、肝臓、膵臓、腎臓、小腸
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国立大学病院における臓器移植件数（生体・脳死）

出典：国立大学病院長会議「病院機能指標」
※ R06年度のデータは速報値

国立大学病院における救命救急患者数
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出典： 国立大学病院長会議「国立大学病院資料」

100,117

大学病院の診療機能
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※1：文部科学省『国立大学法人等の決算について』別紙資料集「附属病院セグメント情報」及び「附属病院セグメントにおける収支の状況（キャッシュ・フロー計算書の形式を使った病院収支の状況表）」を元に医学教
育課において作成

※2：令和6年度の金額については、国立大学病院長会議調べ
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16,204 
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
経常収益 経常費用 経常損益 （単位：億円）

【経常損益】（単位：億円）【経常収益・費用】（単位：億円）

事項 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
経常収益 10,370 10,753 11,117 11,520 11,938 12,418 12,584 13,006 13,375 13,866 14,275 15,257 15,473 15,657 16,204
経常費用 9,813 10,307 10,710 11,224 11,745 12,151 12,270 12,710 13,134 13,651 13,816 14,535 15,087 15,716 16,490
経常損益 556 445 407 296 193 266 313 296 241 214 459 722 386 ▲60 ▲286

診療規模の拡大と経常利益率の低減
◯ 国立大学法人化以後、自己収入の獲得、経費の節減努力が求められ、増収と経営効率を追求した運営を実施するものの収入が増えた分、支
出も増加し、増収減益の傾向。R5年度は経常損益が初めてマイナスとなった。

◯ コロナ前は、損益ベースで年平均約320億円程度の利益が生まれており、得られた利益を老朽化した施設・設備の更新や借入金の返済に充て
るなどして、大学病院として求められる教育・研究・診療活動を維持してきた（ただし、その投資額は十分ではなく施設・整備の更新が滞る傾向に
あった）。R6年度は経常損益がコロナ前の平均と比較して、約606億円減少した。

コロナ禍前の経常損益
平均約320億

▲606
億

各大学病院の経営状況（国立大学病院の経常損益の推移）
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平成24年度と比較し
建物価値残存率は20.2％低下
医療機器等価値残存率は10.5%低下

令和6年度末の建物は1兆5,332億円（取得価格ベース）

令和6年度末の医療機器等は9,698億円（取得価格ベース）

平成24年度と同じ価値残存率を維持するためには、
建物取得価格で3,097億円不足
医療機器等取得価格で1,018億円不足
合計4,115億円不足

建物・医療機器等の更新を抑制し借入金を返済した
ことにより、借入金の残額は平成24年度と比較し
1,200億円減額となっているが、その結果、建物・
医療機器等の老朽化は急激に進んでいる

10.5%
低下

20.2%
低下

※令和6年度中の2大学再開発により、建物の価値残存率は上昇
※令和6年度途中に統合を行った大学は算出方法の変更により除外 【参考】平成16年度と比較し借入金の残額は2,915億円減額

66.4 
64.5 

62.4 
60.5 

57.3 56.6 
54.1 

51.3 50.2 
48.1 

46.1 
43.8 
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32.0 

29.8 
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

価値残存率

建物 医療機器等

価値残存率は病院長会議事務局の保有データで最古の平成24年度から記載

※

出典：（一社）国立大学病院長会議 令和７年７月９日 記者会見資料

医療機器等の老朽化（国立大学病院）
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（１）運営改革
【検討項目】
 自院の役割・機能の再確認※

・医学部の教育研究に必要な附属施設と
しての役割・機能

・専門性の高い高度な医療人を養成する
研修機関としての役割・機能

・医学研究の中核としての役割・機能
・地域医療構想等と整合した医療機関と
しての役割・機能

等
※改革の基本方針として記載が必須

 病院長のマネジメント機能の強化

 大学等本部、医学部等関係部署との
連携体制の強化

 人材の確保と処遇改善

 その他運営改革に資する取組等

大学病院改革プランの策定（大学本部と一体となった改革の推進）

（２）教育・研究改革
【検討項目】
 臨床実習に係る臨床実習協力機関との

役割分担と連携の強化

 臨床研修や専門研修等に係るプログラム
の充実

 企業等や他分野との共同研究等の推進

 教育・研究を支援するための体制整備
・人的・物的支援

等

 その他教育・研究環境の充実に資する
支援策

【検討項目】
 都道府県等との連携の強化

 地域医療機関等との連携の強化

 自院における医師の労働時間短縮の
推進

・
 医師少数地域を含む地域医療機関に

対する医師の輩出（常勤医師、副
業・兼業）

 その他診療改革に資する取組等

（３）診療改革 （４）財務・経営改革
【検討項目】
 収入増に係る取組の推進

 施設・設備及び機器等の整備計画の
適正化と費用の抑制
・自院の役割・機能等に応じた施設・設備・機器等
の整備計画の適正化

等

 医薬品費、診療材料費等に係る
支出の削減

 その他財務・経営改革に資する
取組等

 改革プランの対象期間中の各年度の
収支計画

大学病院改革プランの概要

※下線部は、文部科学省及び厚生労働省において財政支援等するもの。

持続可能な大学病院経営の実現

我が国の医学教育・研究の維持発展 地域ニーズに応じた診療の確保

 大学病院を取り巻く現状と課題等（医師の長時間労働、教育・研究時間の減少、大学病院の機能低下、増収減益の財務状況、医療提供体制の確保等）がある
中、2024（令和６)年度から医師の時間外・休日労働の上限規制が施行された。

 このような現状と課題等を鑑み、各大学病院は、地域医療確保暫定特例水準（B水準、連携B水準）の解消が見込まれる2035（令和17）年度末に向けて、
2029（令和11）年度までの期間（６年間）に取り組む内容を、 「大学病院改革ガイドライン」を参考に４つの視点（運営改革、教育・研究改革、診療改革、財
務・経営改革）に整理して自院の実情に応じた大学病院改革プラン（以下、 「改革プラン」という。）を策定し、当該プランに基づき改革を推進して、持続可能な経営
基盤の確立を図る。

 各大学病院は、策定した改革プランを自院のウェブサイトにて公表。また、社会情勢の変化等に応じて改革プランを適宜改定するとともに、年１回程度自己点検を行って
改革プランを推進する。なお、改革プランの推進にあたっては、大学等本部等と連携するとともに、自治体、医療機関、医師会等の関係者等とも意見交換を行う。

※文部科学省は、各大学病院が改革プラン策定時の参考となるように「大学病院改革ガイドライン」を策定するとともに、改革プランの取組に応じた継続的な財政支援（令和５年度補正予算（最先端医療
設備の整備）、令和６年度当初予算（高度な臨床・研究能力を有する医師養成促進支援））等を行っている。
また、改革プランの進捗状況について、４年目の2027（令和９）年度及び2030（令和12）年度に確認予定。

※自院の実情に応じた大学病院改革プランを策定
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２．教員養成系の大学院（修士課程・博士課程）

１．教員養成大学・学部

教員に求められる高い資質の育成等を行っており、現在４５大学４５学部（うち単科大学１１）が設置されている。

大学数
入学定員

教員養成課程 新課程 合計
４５大学 １０，９２１ 人 １，５１８ 人 １２，４３９人

出典：文部科学省高等教育局専門教育課調べ

 課程・入学定員（令和７年度）

※教員養成課程：教員養成を目的とし、教員免許状の取得に必要な単位の修得が卒業要件となっている課程。平成１７年度までは定員抑制の対象であった。

※新課程：都道府県教育委員会の教員採用数の減少などによる教員就職率の低下に伴い、昭和６２年度から教員養成課程の一部を教員以外の職業分野の人材や高い教
養と柔軟な思考力を身につけた人材を養成することを目的とした課程として改組したもの。新課程の定員は平成１２年度をピークに拡大し一定規模を保ってきたが、
教員の大量退職の増加による教員採用数の拡大にあわせて、平成１７年３月に教育分野に係る大学等の設置又は収容定員増に関する抑制方針を撤廃したこと
により、教員養成課程への定員の振り替え等が進み、国立の教員養成大学・学部においては、初等中等教育を担う教員の質の向上に目的を特化させるため、原
則、新課程の廃止を進めている。

【修士課程】
国立の教員養成系修士課程における高度専門職業人としての教員養成機能は原則として、教職大学院へ段階的に移行することとしている。

大学数 研究科数 専攻数 入学定員
１６ 大学 １６ １８ ８０５人

 設置状況（令和７年度）

【博士課程】
教員養成学部自ら各教科の専門や教科教育学の分野における実践的かつ高度の研究能力を有し、将来教員養成学部の教員となる人材を養
成することなどを目的として設置。

 設置状況（令和７年度）
 連合大学院 東京学芸大学（入学定員：30名）、兵庫教育大学（入学定員：36名）
 共同教育課程 静岡大学・愛知教育大学（入学定員：4＋4名）

北海道教育大学・大阪教育大学・福岡教育大学（入学定員：4＋4＋4名）
 単独設置 広島大学（入学定員：50名） ※広島大学では教育学、心理学、教科教育学等が統合された教育学習科学を構築するとともに、

その理論的・学際的・開発的・先端的な研究・教育を推進し実践する人材を育成。

 設置状況
山形大学において令和８年４月に教育学部（入学定員145名）を設置予定のほか、福島大学において令和９年度に教育学部（入学定員235名）を設置する構想あり。
佐賀大学と熊本大学において、令和８年４月より共同教員養成課程を設置予定。

国立の教員養成大学・学部及び大学院の現状
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２．教職大学院の特性（既存の修士課程との違い）

３．現状

① 設置大学数【令和７年度】 ： ５４大学（国立大学４７校、私立大学７校）
② 教員就職率（※）【令和６年３月修了者】： ８７．８％

（参考）国立教員養成大学・学部の学部新卒者の教員就職率：６９．０％（令和６年３月卒業者）
（※）現職教員学生を除く教職大学院修了者のうち教員に就職した者（臨時的任用を含む）の割合を指す。

③ 入学定員充足率【令和７年度】 ： ８５．３％ （前年度より０．３％減）
④ 志願者数【令和７年度】 ： ２，６７０人 （前年度より２２人増）
⑤ 入学者数【令和７年度】 ： ２，１６９人 （前年度より９人減）

（現職教員：８４４人（３９％）学部新卒学生等：１，３２５人（６１％））

１．教職大学院の目的及び機能

平成１９年度に、高度専門職業人養成としての教員養成に特化した専門職大学院として制度化。（平成２０年度から開設）
① 学部段階での資質能力を修得した者の中から、さらにより実践的な指導力・展開力を備え、新しい学校づくりの有力な
一員となり得る新人教員の養成。

② 現職教員を対象に、地域や学校における指導的役割を果たし得る教員等として不可欠な確かな指導倫理と優れた実践
力・応用力を備えたスクールリーダーの養成。

教職大学院 教員養成系修士課程
修了要件 ４５単位以上 （うち１０単位以上は学校等での実習） ３０単位以上

修士論文の作成（研究指導）
教員 ４割以上は教職経験者等の実務家教員 大半が研究者

授業方法 ①事例研究、現地調査、双方向・多方向に行われる討論・質疑応答
②学校実習及び共通科目を必修とした体系的な教育課程

研究指導が中心

学位 教職修士（専門職） 修士（教育学）

出典：文部科学省高等教育局専門教育課調べ４．最近の振興策

①令和５年６月に、専門職大学院設置基準を改正し、学部と連携した５年一貫コース等の設置を可能にするとともに、②
令和６年５月に、教職大学院を修了し教師となった者を中心に大学院在籍時に貸与を受けた奨学金の返還を免除する制度
を創設。これらにより、①時間的制約の緩和の支援、②経済的な支援、を可能とし、「教職の高度化」（質の向上）と「教師志
願者の拡大」（質的確保）を実現。

教職大学院（専門職学位課程）制度の概要
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３．使命・役割
〇実験的・先導的な学校教育 〇教育実習の実施

実験的・先導的な教育課題への取組 大学・学部の教育実習計画に基づく教育実習の実施
地域における指導的・モデル的な学校としての取組 教員を目指す学生に対し、体験的な実習を実施

〇大学・学部における教育に関する研究への協力
現代的教育課題（特別支援、いじめ、不登校など）に対応 した教員養成の在り方に関する研究への協力

２．法律上の位置付け
〇国立大学法人法第２３条（平成１６年４月１日施行）

国立大学に、文部科学省令で定めるところにより、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援
学校、幼保連携型認定こども園又は専修学校を附属させて設置することができる。

〇大学設置基準第３９条（昭和３１年１０月２２日文部省令第２８号）
次の表の上欄に掲げる学部を置き、又は学科を設ける大学には、その学部又は学科の教育研究に必要な施設として、それぞれ

下欄に掲げる附属施設を置くものとする。

学部又は学科（上欄） 附属施設（下欄）

教員養成に関する学部又は学科 附属学校又は附属幼保連携型認定こども園

１．設置目的
附属する国立大学、学部における児童、生徒、幼児の教育又は保育に関する研究に協力し、当該国立大学、学部の計画に従い、学生の

教育実習の実施に当たる。

【参考】

●旧国立学校設置法施行規則第２７条（昭和３９年（1964年）改正、平成１６年（2004年）廃止）

附属学校は、その附属学校が附属する国立大学又は学部における児童、生徒又は幼児の教育又は保育に関する研究に協力し、
及び当該国立大学又は学部の計画に従い学生の教育実習の実施に当たるものとする。

上述の廃止された施行規則、「国立大学附属学校の新たな活用方策等に関する検討とりまとめ（平成２１年）」、「国立教員
養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する有識者会議報告書（平成２９年）」等を踏まえ、現在、使命・役割を以下の
とおり整理。

国立大学附属学校について①（使命・役割）
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区 分

令和７年度（速報値）

学校数
(校)

学級数 
(学級)

児童生徒数（人）
(R7.5.1現在)

教員数（人）
(R7.5.1現在)

幼 稚 園 47 210 3,916 343

認 定 こ ど も
園

1 5 92 10

小 学 校 66 1,110 34,612 1,523

中 学 校 67 750 26,353 1,539

義務教育学校 6 149 4,311 264

高 等 学 校 15 204※ 8,018 557

中等教育学校 4 39 2,855 196

特別支援学校 45 486 2,789 1,495

計       251 2,953 82,946 5,927
出典：令和7年度学校基本調査（速報値）

（※）学校基本調査では集計していないため、専門教育課調べ

国立大学附属学校について②（学校数等の現状）
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出典：学校基本調査
文部科学省高等教育局専門教育課調べ

国立大学附属学校について③（規模の推移）

参考：直近１０年間（H26→R６）における幼児児童生徒数の変化

国公私立学校：15,162,936人 → 13,875,469人 （-8.5%）
国立附属学校： 92,707人 → 83,876人 （-9.5%）
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５. 再編統合・連携等
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平成14年10月に統合した大学 （2組4大学）
◆ 平成15年4月学生受入

○山梨大学と山梨医科大学（→山梨大学）
・医学・工学を中心とする学際領域への対応
・地域貢献（共同研究等に関する窓口の一本化）

○筑波大学と図書館情報大学（→筑波大学）
・情報系をはじめとする諸分野との融合による図書館情報学の更なる発展

平成15年10月に統合した大学 （10組20大学）
◆ 平成16年4月学生受入

○九州大学と九州芸術工科大学（→九州大学）
・工学系をはじめとする諸分野との融合による芸術工学の更なる発展

○神戸大学と神戸商船大学（→神戸大学）
・海事・海洋に関する学際領域への対応

○東京商船大学と東京水産大学（→東京海洋大学）
・「海」を基盤とする教育研究の発展

○香川大学と香川医科大学（→香川大学）
・医学・農学・工学等に関する学際領域への対応
・地域貢献（複合的な教育研究拠点として地域社会へ貢献）

○宮崎大学と宮崎医科大学（→宮崎大学）
・学際領域に属する生命科学分野に特色を持つ大学の創造
・地域貢献（地域の発展に寄与する教育研究活動を展開）

○大分大学と大分医科大学（→大分大学）
・医療・福祉等に関する学際領域への対応
・地域社会への貢献を積極的に推進

○佐賀大学と佐賀医科大学（→佐賀大学）
・医学・工学等に関する学際領域への対応
・地域密着型大学（共同研究等の推進、地域医療の充実）

○高知大学と高知医科大学（→高知大学）
・医学・理学・農学等に関する学際領域への対応
・地域社会との連携の強化

○福井大学と福井医科大学（→福井大学）
・医学・工学等に関する学際領域への対応
・地域社会への一層の貢献（教育、学術、医療の中核的拠点）

○島根大学と島根医科大学（→島根大学）
・医学、工学、生物科学等に関する学際領域への対応
・地域社会の発展に貢献（教育・研究・文化の知的拠点）

国立大学の再編・統合について
（令和７年４月）

平成17年10月に統合した大学 （1組3大学）
◆ 平成18年4月学生受入

○富山大学、富山医科薬科大学及び高岡短期大学（→富山大学）
・生命科学を中心に関連分野（医学・薬学・理工学）を融合
・科学、芸術文化と人間社会の調和的発展

平成19年10月に統合した大学 （1組2大学）
◆ 平成20年4月学生受入

○大阪大学と大阪外国語大学（→大阪大学）
・国際社会の中で日本の果たすべき役割を担い得る有用な人材を養成

●一法人複数大学制度を導入（令和2年4月学校教育法改正）

令和2年4月に統合した法人 （1組2大学）
◆ 令和2年4月学生受入

○岐阜大学と名古屋大学（→東海国立大学機構）

令和４年４月に統合した法人（2組5大学）
◆ 令和4年4月学生受入

○小樽商科大学、帯広畜産大学及び北見工業大学（→北海道国立大学機構）
○奈良教育大学と奈良女子大学（→奈良国立大学機構）

令和6年10月に統合した法人・大学（1組2大学）
◆ 令和7年4月学生受入

○東京医科歯科大学と東京工業大学（→東京科学大学）

平成14年10月に4大学（2組）、H15年10月に20大学（10組）、H17年10月に3大学（1組）、H19年10月に2大学（1組）が統合。
（H14年4月：101大学→ H15年10月：89大学→ H17年10月：87大学→ H19年10月：86大学→R6年10月：85大学）

H14年4月 101大学

H14年10月 99大学

H15年10月 89大学

H17年10月 87法人・87大学

H19年10月 86法人・86大学

R6年10月 81法人・85大学

R2年4月 85法人・86大学

R4年4月 82法人・86大学
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 経営基盤の強化と効率的な経営の推進等のため、「国立大学の一法人複数大学制度等」の導入が閣議決定文書
や中央教育審議会における議論の中で提言。
 「大学の組織再編等を促進するため、国立大学においては、国立大学法人法を改正し、一法人の下で複数の大学を運営できる制度を導入する。」 （経済財政運営と改革の基本方

針2018）
 「経営基盤の強化と効率的な経営の推進のため、国立大学の一法人複数大学制の導入、経営と教学の機能分担等にかかる国立大学法人法等の改正について次期通常国会への

提出を念頭に作業を行う。」 （未来投資戦略2018）
 「文部科学省は２０１９年度中に国立大学法人法を改正し国立大学の一法人複数国立大学経営を可能化する」 （統合イノベーション戦略）
 「複数の大学等の人的・物的リソースを効果的に共有できるよう、一法人一大学となっている国立大学の見直し･･･など･･･大学等の連携・統合を円滑に進めることができる仕組みや、これ

らの取組を推進するための支援体制の構築など実効性を高める方策について検討することが必要である」（今後の高等教育の将来像の提示に向けた中間まとめ（平成３０年６月
中央教育審議会大学分科会将来構想分科会）

 制度の設計等について必要な検討を行うため、「国立大学の一法人複数大学制度等に関する調査検討会議」を設
置。同会議の検討の結果を踏まえ、一つの国立大学法人が複数の大学を設置できるよう、令和２年４月に「学校
教育法等の一部を改正する法律」により国立大学法人法の一部を改正。

統合前の法人名 統合後の法人名 統合時期

1 国立大学法人岐阜大学、国立大学法人名古屋大学 国立大学法人東海国立大学機構 令和２年４月１日

2 国立大学法人小樽商科大学、国立大学法人帯広畜産大学
国立大学法人北見工業大学 国立大学法人北海道国立大学機構 令和４年４月１日

3 国立大学法人奈良教育大学、国立大学法人奈良女子大学 国立大学法人奈良国立大学機構 令和４年４月１日

国立大学の一法人複数大学制度について

経 緯

これまでの制度の活用状況
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▮ 法人の判断により、教学と経営の長を分担し、新たに理事長職を置けることとする（同時に一法人複数大学制度も導入）
▮ 学外理事について、原則二人以上を設置義務とする

一法人複数大学制度の導入に伴うガバナンスの見直し
（学校教育法等の一部改正：2020年4月1日施行）

法人の長

大学の長

国
立
大
学

国
立
大
学
法
人

「学長」

改正前 改正法施行日（2020年4月1日）以降

一法人二大学の場合（例） 一法人一大学の場合

法人の長

大学の長

「学長」

法人の長

大学の長
「大学総括理事」

「理事長」

国立大学法人の判断で、以下の体制を選択できるような仕組みを設ける
一つの国立大学法人が複数の大学を設置することができる
大学の長を分担して置くことができる

現行は、国立大学法人法上
法人の長と大学の長を兼ねる
「学長」を置く体制のみ

※改正前

「大学総括理事」

「理事長」
法人の長

大学の長 大学の長
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大学等連携推進法人について

（一般社団法人）○○地域大学ネットワーク機構 文
部
科
学
大
臣

②認定

・ 意見具申
・ 業務の実施状況
の評価

連携推進法人に関する
重要事項の決議

社員総会 大学等連携推進
評議会

理事会
（理事３人以上、監事１人以

上、
代表理事１人）

法人に関する重要事項
の決議 ※学識経験者、産業界等で構成

法人の業務を執行

①申請

（例）国立大学法人 （例）公立大学法人

国立大学

（例）学校法人

公立大学 私立大学

・ 研究開発法人
・ 高等専門学校
・ 関係自治体

等

「社員」として参画 「社員」として参画 「社員」として参画

参加法人（大学を設置する者）

「社員」として参画

大臣による認定基準（例）
 大学等連携推進業務を
主たる目的とすること

 大学等連携推進業務に
必要な経理的基礎及び
技術的能力を有するこ
と

 大学等連携推進方針を
策定し、インターネッ
トの利用などの適切な
方法により、公表して
いること

 参加法人の有する議決
権の合計が総社員の議
決権の過半を占めてい
ること

※ 法人には、毎事業年度終了後に事業報
告書や計算書類等の提出・公表を求める

大学等連携推進方針
 連携の推進を図る意義、大学等連携推進業務に関する事項
 連携開設科目の開設・共同教育課程の編成（大学間の役割分担含む）などの連携内容とその目標 等
大学等連携推進業務（例）
 教育機能の強化：大学間における教学上の連携に係る管理（協議の場の運営等）
 研究機能強化：産学連携・地域との協働に関する事業の共同実施、研究施設の共同管理、知的財産の共同管理
 運営効率化：FD・SDの共同実施、事務の共同実施、物品・ソフトウェアの共同調達
大学等連携推進法人における教学上の大学間連携
 連携開設科目の開設、連携開設科目を活用した教職課程の共同設置、共同教育課程（共同学位）での各大学修
得単位数の引下げ 等

法人の業務執行の決定

※評議会の設置は任意

※全学的な参画に限らず学部単位、学位プログラム単位での参画も可能

 18歳人口の減少やグローバル化の進展など高等教育を取り巻く環境が大きく変化する中、大学は、他の大学や地方公共団体、産業界などと
幅広く連携協力し、強みを持ち寄り、人的・物的リソースを効果的に活用しつつ、教育研究の充実に取り組んでいくことが求められる。

 そこで、大学等の緊密な連携を効果的に推進するために、大学の設置者等を社員とし、連携に係る協議調整や連携事業を一元的に実施す
るなどの業務を行う一般社団法人に対し、文部科学大臣が大学等連携推進法人として認定する制度を設ける。

 併せて、大学等連携推進法人の社員が設置する大学間において、大学が自ら開設することとされる授業科目について、他の大学が当該大学
と緊密に連携して開設した連携開設科目を当該大学が自ら開設するものとみなすことができる等の特例措置を設ける。

制度趣旨

（令和3年2月26日公布・施行）
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大学等連携推進法人・複数大学設置法人の下で
新たに可能となる授業科目の連携開設について

 各大学で開設される授業科目について、
大学設置基準第19条において、「大学は、・・・・教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開設し、体系的に教
育課程を編成するものとする。」とされている（自ら開設の原則）。

 質の保証にも留意しつつ、継続的に緊密な連携が期待される大学等連携推進法人及び要件を満した複数大学設置法人の
下で、他の大学が当該大学と連携して開設した授業科目（連携開設科目）を当該大学においても自ら開設したものとみなす
特例措置を設ける。

概要

大学等連携推進法人

社会ニーズ等に機動的に対応していくためには、各大学が強みを持ち寄り、
資源を有効活用しつつ、教育研究を行う在り方へ変化することが必要

＜連携開設科目のイメージ※学士課程の場合＞

自ら開設する科目 自ら開設する科目

A大学 B大学

124単位 124単位

＜得られる成果＞
①各大学の強みや特色を生かして、
・充実した教育プログラムの提供
・弱点分野の相互補完
・地域が求める人材等を連携して
育成

②各大学の教育研究資源を有効
活用することで、

・きめ細かな指導や少人数教育の
実施

質保証の要件
 大学等連携推進法人が教学上の連携を図る意義・目標、実施計画等を共有、明確化するための「大学等連携推進方針」を策定し、文部科学大

臣へ届出
 参加大学間で連携開設科目を適切に運営するための教学管理体制を構築（授業内容や授業計画、成績評価の基準等を協議、調整する場）
 連携開設科目で修得できる単位数の上限を設定（学士課程：30単位を上限）
 連携開設科目の科目名、授業計画、成績評価の基準等の情報公表を義務付け 等

A大学に通う学生が卒業に
必要な科目はA大学が自ら

開設するのが原則

Ａ大学に通う学生が卒業に必要な科目のうち、30単
位を上限にＢ大学で開設された科目をA大学において

も開設されたものとみなす（連携開設科目）

自ら開設する科目

124単位 124単位

A大学

自ら開設する科目

B大学

30単位

理事会

30単位 ⇒例えば、地域の大学が連携し
て数理・データサイエンス・AI教育
を実施することや、教養教育を充
実させることが可能に。
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令和２年10月30日公表

※地理的観点からのアクセス確保の観点からは、都市から地方への動きの促進等を通じた地方創生の推進も重要。

B大学

【大学間連携推進パターン】
地域アクセス確保に資する
共同での教育研究・組織運営
例：多様な学生の受入れ支援、

共同調達等

地方公共団体 産業界・
金融機関等

【産官学連携推進パターン】
左記に加え、地方創生に資する

産官学連携の取組実施

 連携開設科目の開設に加え、地域構想推進プラットフォーム（仮称）等
での議論を踏まえ、地域のアクセス確保・人材育成のための研究・教育の
連携（※）に取り組むことを推奨

地域における大学等間の連携枠組みの強化

地域研究教育連携推進機構（仮称）

 地域の将来ビジョンや大学等の研究・教育の構想・
推進策を地域全体で情報共有・共通認識

 大学等、地方公共団体、産業界等の地域関係者
が一体となって、国と連携しながら地域のアクセス確
保等の取組を支援

地域における協議体の実質化

・地域ごとの高等教育へのアクセス確保を図るための司令塔機能の強化（「地域大学振興室」の新設）
・関係省庁や地域の産官学金等関係者と連携した、地域の高等教育へのアクセス確保・人材育成や地方創生の取組の推進文部科学省

※地域により、地域の範囲の設定や、協議体の構築方法、協議体と大学等連携推進法人との関係・取組の進め方は多様であることに留意。

大学
短大
高専等

労・言等
地域関係者

地域のアクセス確保・
人材育成等の

在り方・取組を議論

県
市町村
担当部署

産業界
金融機関

コーディネーター配置

従来

今後

従来

今後発展

連携開設科目を中心とした大学等連携推進法人(※)の取組

発展

地域構想推進プラットフォーム（仮称）

※地域連携プラットフォームの発展による構築等既存組織の活用も推奨

連携
強化

複数の大学等が地域関係者と恒常的に対話し、
連携を行うための地域連携プラットフォームの取組
※国による「ガイドライン」策定

国
支
援

※入試、多様な学生受入れ支援、キャリア支援等の業務、大学関係施設の共同管理・運営、
事務システムの共同化、共同調達などが想定。また、そのために必要な支援策についても検討。

※文部科学大臣が認定

※支援対象となる地域研究教育連携推進機構（仮称）の位置付けを検討

コーディネーター
配置

コーディネーター
配置 国

支
援

A大学 A大学 B大学

C短大

地域の高等教育へのアクセス確保を図るための仕組み（イメージ）
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６. 学内組織の見直し等
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学内組織の見直し①
 法人化後、社会情勢を踏まえた教育研究の活性化を図るため、運営費交付金による組織整備のための支援や、「大学・

高専機能強化支援事業」による高度情報専門人材の確保に向けた体制強化への支援等を通じて、学内の教育研究組
織の見直しを促進。

 平成16～令和7年度に廃止・転換された学科数は1,028件であり、平成16年度時点からその大半が見直されている。

40

68
59 

85 

27 34 30 
38 

28 26 

42 

157 

114 

72 

49 

24 

37 

22 
14 

33 29 

3.5%

9.3%
14.4%

21.7%
24.1%27.0%

29.6%
32.9%

35.3%
37.5%

41.2%

54.7%

64.5%

70.8%
75.0%77.0%

80.2%82.1%83.3%
86.2%

88.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

改廃された学科数 見直しのシェア

平成16年度における国立大学の全学科数：1,159
平成17～令和7年度に改廃された学科数計（延べ）：1,028

※同じ学科が複数回改組された場
合、改組毎に1件とカウント
※学部の改廃については、当該学
部を構成する学科数をカウント

（平成17～令和7年度に改廃された学科数/
平成16年度における全学科数）

見直し率

①学部・学科の見直しの状況
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改廃された学科数 見直しのシェア
※同じ専攻が複数回改組された場合、
改組毎に1件とカウント
※研究科の改廃については、当該研
究科を構成する専攻数をカウント

改廃された専攻数

平成16年度における国立大学の全専攻数（修士）：1,415
平成17～令和7年度に改廃された専攻数（修士）計（延べ）：1,596

 研究科については、修士、専門職、博士の全てにおいて、平成16年度時点からその大半が見直されている。

②研究科・専攻の見直しの状況（修士）

見直し率
（平成17～令和7年度に改廃された専攻数/
平成16年度における全専攻数）
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改廃された学科数 見直しのシェア改廃された専攻数

平成16年度における国立大学の全専攻数（専門職）：30
平成17～令和7年度に改廃された専攻数（専門職）計（延べ）：54

見直し率

②研究科・専攻の見直しの状況（専門職）

※同じ専攻が複数回改組された場合、
改組毎に1件とカウント
※研究科の改廃については、当該研
究科を構成する専攻数をカウント

（平成17～令和7年度に改廃された専攻数/
平成16年度における全専攻数）
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改廃された学科数 見直しのシェア

平成16年度における国立大学の全専攻数（博士）：992
平成17～令和7年度に改廃された専攻数（博士）計（延べ）：1,027

見直し率

②研究科・専攻の見直しの状況（博士）

改廃された専攻数
※同じ専攻が複数回改組された場合、
改組毎に1件とカウント
※研究科の改廃については、当該研
究科を構成する専攻数をカウント

（平成17～令和7年度に改廃された専攻数/
平成16年度における全専攻数）

学内組織の見直し④
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＜近年の主な学部・研究科等の改組の傾向＞
 分野横断型学部等の設置

【例】九州大学 共創学部(H30)、金沢大学 融合学域（R3）

 データサイエンスに係る人材養成
【例】滋賀大学 データサイエンス学部(H29) 、一橋大学 ソーシャル・データサイエンス学部（R5）

 地域の課題解決や産業の活性化を支える学部等の設置
【例】 高知大学 地域協働学部(H27)、大分大学 福祉健康科学部（H28）、富山大学 都市デザイン学部（H30)、島根大学 材料エネルギー学部（R5）

 国際連携専攻（JD）の設置
【例】名古屋大学・アデレード大学国際連携総合医学専攻（H27）、東京医科歯科大学・チュラロンコーン大学国際連携歯学系専攻（H28）、

              広島大学・グラーツ大学国際連携サステイナビリティ学専攻(R2)

 複数大学による共同課程の設置
【例】岩手大学・東京農工大学 共同獣医学科(H24)、宇都宮大学・群馬大学 共同教育学部（R2）

 学部・研究科等連携課程の設置
【例】長崎大学 プラネタリーヘルス学環（R4）、静岡大学 山岳流域研究院（R5）、茨城大学 地域未来共創学環（R6）

 複数学科・研究科（専攻）の大くくり化
【例】岡山大学 環境生命自然科学研究科（２研究科→１研究科）（R5）、鹿児島大学 農学部(3学科→1学科）(R6)

 その他
【大学間で人材養成について役割分担した例】島根大学、鳥取大学（両大学間の協定に基づき、島根大学が教育学部を強化し島根・鳥取両県の教員

養成を担うとともに、鳥取大学が教員養成学部を一般学部（地域学部）に転換）（H16）

(参考）大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）の活用による定員増
【R6年度】学部：365人、修士課程：418人、博士課程：26人
【R7年度】学部：入学定員340人・編入学定員28人、修士課程：458人、博士課程26人

 近年の主な学部・研究科等の改組の傾向として、①分野横断型、理工系の人材養成や地域の課題解決など、
社会ニーズを踏まえた学部等の設置や、②JD、共同教育課程、学部・研究科等連携課程など、組織間連携
による学部等の設置、③複数学科・研究科の大くくり化等が挙げられる。

 また、令和６年度から、「大学・高専機能強化支援事業」の支援を通じて、高度情報専門人材の養成のた
めの定員増や改組が行われている。

学内組織の見直し⑤
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７. 人事給与マネジメント改革
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二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
四
年

二
〇
一
四
年

第1期 2004~ 第2期 2010~

活力に富み国際競争力のある
国公私立大学づくりの一環として

２．国立大学に民間的発想の経営手法を
導入する。
○ 大学役員や経営組織に外部の専門

家を登用
○ 経営責任の明確化により機動的・戦

略的に大学を運営
○ 能力主義・業績主義に立った新しい
人事システムを導入

○ 国立大学の機能の一部を分離・独立
（独立採算性）を導入

第3期 2016~

自主的・自律的な改善・発展を促す仕組みの構築
１．社会の変化に対応できる教育研究組織づくり
２．国際水準の教育研究の展開、積極的な留学生支援
３．大学発ベンチャー支援、理工系人材の戦略的育成
４．人事・給与システムの弾力化
５．ガバナンス機能の強化

二
○
一
三
年

二
〇
一
五
年

達成2015年度末までに年俸制
適用者 １万人目標

国立大学法人等人事給与マネジメント改革の流れ

二
〇
一
九
年

大
学
（
国
立
大
学
）
の

構
造
改
革
の
方
針

二
〇
二
〇
年

二
〇
二
一
年

国
立
大
学
法
人
化

国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン

年
俸
制
導
入
促
進
費

導
入

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
の

基
本
的
枠
組
と
留
意
点

国
立
大
学
経
営
力
戦
略

人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
の

基
本
的
枠
組
と
留
意
点
（
追
補
版
）

人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
追
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２．自己変革・新陳代謝の推進
（１）機能強化のための組織再編、大学間・

専門分野間での連携・連合等の促進
（２）学長裁量経費によるマネジメント改革
（３）意欲と能力のある教員がより高いパ

フォーマンスを発揮する環境の整備
（４）経営を担う人材、経営を支える人材の

育成確保

第4期 2022~

更なる
改革の
促進
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業績評価、処遇への反映 年俸制の見直し クロスアポイントメント制度の活用

人事給与マネジメント改革ガイドライン

 中長期的に目指すべき理想の
年代構成や職位構成に関する
目標の設定

 持続可能な「中長期的な人事
計画」の策定及び運用

 教員の意欲や能力を引き出すこと
を目的とした業績評価と、その評価
結果を適切に処遇へ反映した制
度設計

 硬直的な給与制度からの抜本的
転換を図り、厳格な業績評価に基
づく柔軟な給与制度の実現

 優秀な人材が組織の壁を越えて活躍することが可能
となり、技術の橋渡し機能が強化

国立大学法人等人事給与マネジメント改革に関するガイドライン（概要）

 組織全体で若手研究者のポス
トの確保と、若手の育成・活躍
促進を後押しし、持続可能な研
究体制を構築

 人材の多様性の確保

全学的な人事マネジメントシステムの構築 雇用財源に外部資金を活用

 競争的研究費、共同研究費、寄附金といった多様な外部資金を人件費に
充当し、捻出された学内財源を若手ポスト増設や研究支援体制の整備など
に充てる取組

テニュアトラック制
の活用

 将来への安定的なキャリアパ
スの可能性を明示することで
高い研究成果を期待

教育研究力の向上に資する魅力ある人事給与マネジメントの構築へ
若手教員が安定的に研究に専念できる雇用と教育研究環境の確保 年齢・職位のバランスを考慮した雇用計画とキャリアパスの構築等

外国人の雇用促進と国際化の推進 優秀な外国人人材の獲得、海外で学位を取得した日本人の雇用、サバティカルの制度化等

女性教員の雇用促進 女性教員数の目標設定、ライフイベントに応じた制度設計や学内託児所等の支援体制の充実等

流動性の向上 優秀で多様かつ最適な人材の育成・確保につながる頭脳の好循環を実現する流動性の在り方の検証等

教員のインセンティブの向上 外部資金の獲得を処遇に反映するとともに若手ポスト確保や全学の研究支援体制強化

○各国立大学が取り組む人事給与マネジメント改革をさらに進める上での基本的な考え方や検討すべきポイント、参考事例を
掲載したガイドラインを平成31年2月25日にガイドラインを策定した。

○さらに、令和3年12月21日には、教員の意欲を向上させるとともに多様で優秀な人材を確保することにもつながる様々な取組
の具体的な取組事例を掲載したガイドライン（追補版）を策定した。

58



テニュアトラック制の活用

導入状況

テニュアトラック制とは、優秀な教員・研究者が、一定の期間任期付きという競争的環境を経て、公正で透明性の高い審査を合格することで、任期のない安定的な職（テ
ニュア）を得ることができるようにする制度である。特に若手の教員や研究者にとっては、任期付きの雇用形態でありつつ将来への安定的なキャリアパスが可能性として明示され
るほか、あわせて多くの場合に充実した研究環境が提供されることで、意欲をもって経験を積み研究に集中することができ、結果として高い研究成果が期待できるものである。
（国立大学法人等人事給与マネジメント改革に関するガイドライン（平成31年２月25日）より）

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
と
は

テニュアトラック教員 テニュア教員博士課程修了後の研究者

国際公募 テニュア審査
テニュアトラック
教員への応募・
選考

テニュアトラック
教員として採用

テニュア教員
として採用

《
活
用
イ
メ
ー
ジ
》

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
実
施
状
況
調
査

教授 准教授 講師 助教 合計

3 115 110 316 544

教授 准教授 講師 助教 合計

6 127 35 181 349

2

57

17

原則5年

原則4年

その他

テニュアトラック期間

令和5年度 新規採用テニュアトラック教員数

令和5年度 テニュア付与教員数

テニュアトラック教員数とテニュアポスト数の関係

導入率は84％（75/89）
期間は原則5年が多い（57/75）

助教への活用が多い（採用 316/544、付与 181/349）
テニュアトラック教員数とテニュアポスト数は
同数が多い（69/75）

機関数

人数

人数

テニュアトラック教員への研究活動支援策

研究活動支援策の実施、導入効果の発現

研究支援経費の措置
メンター教員や研究支援員の配置
研究スペースの確保
実験設備等の優先使用
教育・管理運営業務の負担軽減
その他
共同研究実施支援、事務代行事務職員の配置、
研究環境充実支度金の支給、教育能力開発プロ
グラムの受講義務化、科研費の申請前査読など

65
60
58
13
30
23

テニュアトラック制の導入効果
研究の活性化
大学組織の強化
優秀な人材の確保
教員の流動性の向上
教員の競争性の確保
教員のモチベーションの向上
その他

52
30
63
12
15
28
10

公正で透明な評価に基づくキャリアパス整備、テニュ
ア審査による将来性に期待した挑戦的な人事など

出典：文部科学省国立大学法人支援課調べ（86国立大学・4大学共同利用機関法人を対象、令和6年4月1日現在）

機関数

機関数
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2 12

導入済み

導入予定
導入検討中

現時点では
導入未検討

機関数

69

6

同数

異なる場合がある

機関数



「国立大学改革プラン（平成
25年11月 文部科学省）」に
おいて、人事・給与システム
の弾力化を目指し「１万人規模
で年俸制・混合給与を導入」
を提言

平成26年度予算から、適切
な業績評価に基づいた給与体
系の構築を目指すとともに、
退職手当の配分方法を見直し、
運営費交付金において「年俸
制導入促進費」を措置。退職
手当の分割・前倒しを実現

「統合 イノ ベー ション 戦略
（平成30年6月18日 閣議決
定）」において、「厳格な業績
評価に基づく給与水準の決定の
仕組みによる年俸制の（段階
的）完全導入」を明記

現行の年俸制の仕組み（年俸
制導入促進費の措置を含む）
を見直すことで、業績評価と
その処遇への適正な反映を徹
底

人事給与マネジメント改革の
推進（ガイドラインの作成、
運営費交付金への反映等）

年俸制適用者数が
約6.7万人中

目標の1万人を達成
より実効性ある制度を目指して
年俸制を見直し・完全導入

従前の月給制に加え
「年俸制」を推進

（国立大学改革プラン）

※外部資金等で雇用された教員、外国人教員を含む
（文部科学省調べ）

年俸制適用者は平成30年5月1日
現在で16,270人

目標を達成し一定の役割を果た
した一方、分割・前払いにより
全教員を年俸制に移行するため
には、追加的財政支出が発生

教員ポストの高齢化、若手教員の減少
→ 総じて若手教員のキャリアパスにつながる流動性の向上が課題

一律な給与体系のため、業績の反映度が低い
背景

＜年俸制適用教員数（90法人）＞
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年俸制の見直し ～年俸制の導入について～
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月給制(従来型)

複数年ごとに実施する業績
評価の結果を基本給に反映

基本給

諸手当

業績給

基本給
（俸給月額×12か月）

諸手当

賞与
（期末・勤勉手当）

• 基本給の昇給は年功序列型
• 評価結果による賞与の変動は限定的
• 若手教員比率の低下が課題

毎年度実施する業績評価の
結果を業績給に反映

基本給

諸手当

業績給

年俸制モデル(例)

• 複数年の評価に基づき基本給も変動
• 厳格な評価を業績給にメリハリを付けて反映
• 若手教員の雇用確保・比率の向上に寄与

1000万円
800万円

1200万円
円

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

7,000,000

35 40 45 50 55 60 65
年齢月給制（従来型）における俸給月額×12ヶ…

＜教授職 基本給モデル＞

※昇給抑制を想定

（例）基本給は５年ごとに、その間
の業績評価に基づき、昇給を判断

①年額の給与（年俸）が設定された上で、それが一年の中で分割されて支払われていること
②基本給や職務給に加え、「＋」「－」の成績率のある業績給が設定されていること
③退職手当を伴うものであっても、在職期間の長期化により必ずしも処遇が有利になることとはならないもの（退職手当の分割・前払いを伴わ
ないものも含む）

新年俸制の定義

① 合理的かつ安定的な運用のため、退職手当額を分割・前払いはせず、退職時支払い。
② 業績評価の結果が、給与等に反映される合理的かつ実効性ある給与体系を構築。
③ 新規採用教員は原則導入、シニア教員についても導入を促進し、段階的にすべての承継教員への適用を目指す。（既存の教員について

は、同意を得ることを前提）
④ 月給制から年俸制への入れ替わりには、一定期間かかることを想定。
⑤ 厳格な業績評価や多様な任期制などとの併用により効果的な運用を実現。

運用のイメージ

※国立大学法人等人事給与マネジメント改革に関するガイドライン（平成31年2月25日）

年俸制の見直し ～新たな年俸制の仕組み～
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導入済み
未導入

（令和２年度以前）
対象職位：教授、准教授、講師、助教

（令和３年度以降）
対象職位：学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手
クロスアポイントメント制度適用教員の扱い：

派遣型は人数計上、受入型は人数不計上

従来の年俸制に加え、令和元年度以降は、新年俸制の導入が順次拡大している。
（参考）国立大学法人等人事給与マネジメント改革に関するガイドライン（平成31年２月25日）（抄）

今般の年俸制の見直しに当たり、「年俸制」とは下記３要件を満たす給与制度と定義している。
① 年額の給与（年俸）が設定された上で、それが１年の中で分割されて支払われていること
② 基本給や職務給に加え、「＋」「－」の成績率のある業績給が設定されていること
③ 退職手当を伴うものであっても、在職期間の長期化により必ずしも処遇が有利になることとはならないもの（退職手当の分割・前払いを伴わないものも含む）

年俸制の見直し ～国立大学法人等における年俸制の導入状況～

◆年俸制適用教員の割合 ◆新年俸制の導入状況

出典：文部科学省国立大学法人支援課調べ（対象：86国立大学、4大学共同利用機関法人）

◆令和６年度本務教員数内訳 年俸制/月給制別 ◆令和６年度年俸制適用教員数内訳 新年俸制/その他別

82機関
7機関

＜未導入7機関の内訳＞
令和6年度に導入予定
未定

1機関
6機関

62

6,979 10,731 
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16,270 16,276 
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36,021 

10.5%
16.0%

20.0%22.4%24.4%25.0%28.9%
32.6%

38.5% 42.3%
45.8%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H26.5 H27.5 H28.5 H29.5 H30.5 R1.5 R2.5 R3.5 R4.5 R5.5 R6.5
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クロスアポイントメント制度とは、機関間の協定により、大学教員等がそれぞれの機関で「常勤職員」としての身分を有し、それぞれの機関の責任の下、必要な従事
比率（エフォート）で業務を行うもの。給与、社会保険料等については、両機関のいずれかが一括して研究者に支払う等、基本的な枠組みを整備することにより、研
究者本人も不利益を受けることなく、それぞれの機関で業務に従事することが可能となる。

期待される効果
◇大学、公的研究機関、企業等の組織の壁を超えた人材・技術力の流動性の向上
◇相手機関から優秀な人材を受け入れることにより、大学の教育研究活動のアクティビティーを高め、教育研究基盤の強化・発展に寄与
◇対象教員にとっては、現職を離れることなく、双方の身分を持ちつつ柔軟に教育研究活動に従事することが可能

導入イメージ

クロスアポイントメント制度適用教員数等の推移 H27～R6

国立大学法人等

クロスアポイントメント制度の活用

クロスアポイントメント制度適用教員数（相手機関別） R6.10

クロスアポイントメント制度適用教員数（専門分野別） R6.10

出典：文部科学省国立大学法人支援課調べ（対象：86国立大学、4大学共同利用機関法人）

相手機関
協定

給与はいずれか一機関より一括支給

教員（研究者）

雇用契約 雇用契約
従事比率50％ 従事比率50％

※ 従事比率は一例

「在籍型出向」の形態により一機関から一括で給与を支給することにより、
教員（研究者）が医療保険や年金で不利益を被らないよう対応可能

派遣型 受入型

派遣型 受入型

国立大学法人等
営利法人
外国の大学・研究機関等
国立研究開発法人等
公・私立大学、国立高専
その他
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その他
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任期の有無別、年齢層別の教員数の推移（全体の傾向① ）

【任期の有無別】
○本務教員数は平成19年度と比較して令和5年度は微増。
○任期付き職員の比率は平成24年以降は35％~38％で安定。

【年齢層別】
○若手（40歳未満）教員数とその割合が減少傾向。
一方で、シニア（40歳以上）教員数とその割合は増加傾向。
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職位別の教員数の推移（全体の傾向②）

【本務教員数の推移（職位別） 】
○法人化前は教授・准教授の職が増加傾向であったが、法人化以降はほぼ横ばい。
○助教・助手は法人化以降は増加傾向。

本務教員数の推移（職位別）
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８.高等教育政策の方向性に関する論点
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現在も子供・若者のデマンドに対応できていない高校・大学の教育システム

理系学部定員の少なさとジェンダーギャップ
○義務教育終了段階では、比較的高い理数リテラシーを持つ子供は約４割いるにもかかわらず、
高校段階では普通科理系が２割、大学入学時には理工農系学部の学生は約１割に半減し、修士・博士と先細っている状
況。

○特に女子の理系離れは深刻であり、学士の理工農系進学は女子全体のうち5％にすぎず、大きなアンバランスが生じている。

※ 出典：総合科学技術・イノベーション会議「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」
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将来の産業構造は、①製造業X（エックス）、②情報通信業・専門サービス業、
③アドバンスト・エッセンシャルサービス業がカギ （経済産業省2025/5）
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品

鉱
業

①製造業X（エックス）：GX、フロンティア技術で差別化、DXによるサー
ビス化等で新需要創出による高付加価値化により雇用拡大・賃上げ
②情報通信業・専門サービス業：新需要開拓で新たな付加価値を創出
他産業を上回る賃上げ
③アドバンスト・エッセンシャルサービス業：省力化設備・サービスを使いこ
なし、賃上げ

（総労働時間）
868億時間

2021

時間当たり賃金
＜円/時間＞

（総労働時間）
967億時間

※名目賃金=雇用者報酬(個人事業主・家族従業者を含まない)

2040新機軸ケース

③アドバンスト・
エッセンシャルサービス業

①製造業X（エックス）

②情報通信業・
専門サービス業

（注）産業別の数値は民間の動向を政策的示唆に活用するため、市場経済を念頭におき公務を除く
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2040年問題ー職業間・学歴間のミスマッチ

団塊ジュニア世代が高齢者となる2040年には、
①少子高齢化、②地方の過疎化が一層深刻化、③生産年齢人口の減少による働き手不足（特にAI/ロボット等の理系人

材の不足）により、我が国の社会経済構造は新たな局面に。こうした局面を打破するため、人材育成の強化により、社会・経済の
持続的な成長を実現する必要。

※ 「2040年の産業構造・就業構造推計について」（2025年5月 経済財政諮問会議武藤経済産業大臣提出資料）より引用
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地域別就業構造推計（地域別ミスマッチ × 職種内訳）

（万人）

余剰

不足

（注）職種分類について、「専門職」は、日本標準職業分類上の専門的・技術的職業従事者を指す。また、そのうち「AI・ロボット等利活用人材」は、日本標準職業分類上の機械技術者やその他の情報処理通信技術者等の職種を集計。また、「現場人材」は、
日本職業分類上の生産工程従事者、建設・採掘従事者、サービス職業従事者等の職種を集計。地域ブロックは、経済産業局所管区域に沿って設定。なお、関東は一都三県/一都三県以外で二分し、沖縄県は九州に統合して集計。

地域ブロック 関東
(一都三県) 近畿 中部 中国 四国 北海道 東北 九州 関東

(一都三県以外)
ミスマッチ数 193万人 7万人 16万人 3万人 -6万人 -41万人 -53万人 -31万人 -89万人

• 東京圏では全体が余剰となり、その多くを事務職が占めている。一方、AI・ロボット等利活
用人材を含む専門職はほとんどの地域で不足。また、地方では現場人材も大きく不足。

その他

事務職

専門職 現場人材

暫定版（数値精査
中）

日本成長戦略会議人材育成分科
会

（第１回）（令和８年１月26日）
資料２ 抜粋
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関東
(一都三県)

近畿 中部 中国 四国 九州 東北 北海道 関東
(一都三県以外)

ミス
マッチ
数

-24万人 -39万人 -24万人 -12万人 -7万人 -31万人 -27万人 -15万人 -49万人

-60

-50

-40
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0

-50

0

50

100

150

地域別就業構造推計（地域別ミスマッチ × 学歴内訳）

（注）学歴分類は、学校基本調査上の学部学科コードを元に分類。また、学歴分類は主要な項目のみ掲載しているため、上表のミスマッチ数の合計はゼロにならない。地域ブロックは、経済産業局所管区域に沿って設定。なお、関東は一都三県/一都三
県以外で二分し、沖縄県は九州に統合して集計。

地域別ミスマッチの学歴内訳（大卒・院卒理系等）地域別ミスマッチの学歴内訳（大卒・院卒文系等）

（万人）

余剰

不足

（万人）

余剰

不足関東
(一都三県)

近畿 中部 中国 四国 九州 東北 北海道 関東
(一都三県以外)

ミス
マッチ
数

110万人 22万人 17万人 6万人 1万人 -3万人 -11万人 -13万人 -21万人

• 特に東京圏に大卒・院卒文系等の余剰が集中する一方、一部地域では不足に。

• 大卒・院卒理系は東京圏も含めて、全ての地域で大幅な不足。工業高校、高専の不足も顕
著。

大卒・院卒文系

高卒(普通
科)

大卒・院卒理系

高卒(工業科)

高専卒

暫定版（数値精査
中）

日本成長戦略会議人材育成分科
会

（第１回）（令和８年１月26日）
資料２ 抜粋
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保健
８万人
（１

７％）

理工農系
１４万人

（２２％）

保健
８万人

（１３％）

人社系
２９万人（４６％）

その他
１２万人
（１９％）

学士

高校

2024年

2040年

（※）高校の文理の内訳については、公益財団法人日本理科教育振興協会
「令和６年度 高等学校 理系文系進路選択に関する調査結果」を使用

約63万人

約46万人

約65万人

2024年

2040年

理系
２６万人（３９％）

文系
２０万人（３１％）

専門
１７万人
（２６％）

総合学科
３万人
（５％）

理系
２６万人（２７％）

文系
４５万人（４７％）

専門
１９万人（２０％）

総合学科
５万人

（５％）

設置者別の分野別大学入学者実数

国立 約10万人

約3.6万人

約49
万人

保健
（１２％）

人社系
（２０％）

その他
（２２％）

公立

私立

理工農系
（４６％）

理工農系 保健 人社系 その他

国立 ４．５万人 １．２万人 ２．０万人 ２．２万人

公立 ０．９万人 ０．８万人 １．４万人 ０．５万人

私立 ８．８万人 ６．１万人 ２５．３万人 ９．１万人
理工農系
（２４％）

保健
（２２％）

人社系
（４０％）

その他
（１４％）

理工農系
（１８％）

保健
（１２％）

人社系
（５１％）

その他
（１８％）

約95万人
（※）

理工農系
１６万人

（３５％）

人社系
１６万人（３４％）

その他
６万人

（１４％）
（※）大学における理工農系、保健の数には、その他区分のうち理工農系・

保健に関連する者の推計を含む。

少子化に対応するための高校・大学における文理分断の改善イメージ
（仮に、現在の高校普通科理系・専門高校、学士理工農系＋保健のシェアを増大するとした場合）
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日本の高等教育の構造

教 育 研 究

1-100

101-200

201-250

251-300

301-350

351-400

401-500

501-600

601-800

801-1000

1001-
1200

1201-
1500

1501+

東京大（26）
京都大（61）

東北大(103)、大阪大(151)、
東京科学大(166)

名古屋大

九州大

北海道大、筑波大

広島大、
神戸大

慶應義塾
大

会津大

早稲田大

和歌山県立医科大

千葉大、浜松医科大、
金沢大、熊本大、

岡山大

藤田医科大、日本医科大、
東京医科大

京都府立医科大、横浜市立大

岐阜大、一橋大、
九州工業大、長崎大、
新潟大、滋賀医科大、
信州大、電気通信大、
徳島大、東京農工大
豊橋技科大、横浜国立大

愛知医科大、法政大、
兵庫医科大、関西医科大、
近畿大、久留米大、
東京慈恵会医科大、東海大、
東京理科大、産業医科大

名古屋市立大、大阪公立大、
札幌医科大

秋田大、愛媛大、群馬大、弘前大
茨城大、香川大、鹿児島大、高知大、
京都工芸繊維大、三重大、室蘭工業大、
長岡技科大、名古屋工業大、
お茶の水女子大、大分大、佐賀大、
埼玉大、島根大、静岡大、東京海洋大、
鳥取大、福井大、宮崎大、琉球大、
富山大、山梨大、宇都宮大、山形大、
山口大

青山学院大、千葉工業大、中部大、
中央大、獨協医科大、同志社大、
神奈川大、関西大、北里大、工学院大、
関西学院大、明治大、名城大、日本大、
岡山理科大、大阪工業大、
大阪医科薬科大、立教大、立命館大、
龍谷大、埼玉医科大、芝浦工業大、
上智大、帝京大、東邦大、東京都市大、
東京電機大、東京農業大、東京工科大、
東洋大高知工科大、東京都立大、富山県立大、

兵庫県立大、静岡県立大

THE World University Rankings 2026

世界大学ランキング（Times Higher Education）
における日本の大学

順天堂大

明治期から１９５９年までに創設された
「第１世代大学」

私学平均 29.9％ 26.2％
国立平均 59.5％ 96.9％
国公私平均 37.7％ 49.7％

入学定員：
約３６.７万人（５８％）
（国9.0万:公1.2万:私26.5万)

約１３.０万人（２１％）

約７.３万人（１
２％）

約６.２万人（１
０％）

１９６０年から１９７４年までに創設された
「第２世代大学」

１９７５年から１９９７年までに創設された
「第３世代大学」

１９９８年以降に創設された「第４世代大
学」

理系比率※ 数学必須
           比率※

学生の家計年収
・450万円未満：29.8%
・850万円以上：29.6%
大都市圏の大学の学生

：58.1%
女子学生の割合.54.7%

（※）

学生の家計年収
・450万円未満：32.3%
・850万円以上：28.7%
大都市圏の大学の学生

：53.4%
女子学生の割合.56.0%

（※）

学生の家計年収
・450万円未満：26.3%
・850万円以上：40.1%
大都市圏※の大学の学
生

：92.6%
※ 大都市圏は、東京・神奈川・
埼玉・千葉・京都・大阪・兵庫・
愛知

女子学生の割合：46.0%
（※）

学生の家計年収
・450万円未満：32.4%
・850万円以上：33.1%
大都市圏の大学の学生

：63.9%
女子学生の割合：49.1%

（※）

私学平均 34.2％
国公私平均 34.7％

私学平均 36.7％
国公私平均 37.7％

私学平均 49.8％
国公私平均 50.3％

理系比率

理系比率

理系比率

※数学必須比率は、一般選抜
の募集人員に対する個別テス
ト又は共通テストにおける数
学を必須とする募集人員の比
率

※理系比率は、入学定員に
占める理、工、農、保健系
学部の募集人員の比率

※大学の分類は濱中義隆（国立教育政策研究所 高等教育研究部）「学生調査から見た私立大学の学生・教育」（私
立大学等の振興に関する検討会議（２０１６年４月１３日））（以下「濱中資料」）による。

※学生の家計年収の割合のデータは、（独）日本学生支援機構「令和4年度学生生活調査」のデータ（私立大学
対象）を使用して算出。
※女子学生の割合のデータは、濱中資料における２０１４年のデータ（私立大学対象）を使用（第１世代大学に
ついては、１０校のデータ）。
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１. 現状は

 デジタル化、生成AIの飛躍的進化のなかで、文理分断型の教育を受けたホワイトカラーは２０４０年に３２０万人余剰となる一方で、数理・デジタル分野の専門
人材（同３３０万人不足）、地域の社会や経済を支えるエッセンシャルワーカー等（同４５０万人不足）は圧倒的に不足すると指摘されている（※）。

２. 今後の社会は

３. 大学教育の構造は

４. ２０４０年の教育は

①徹底した高校教育改革
（ⅰ）デジタル化による理数の学びへの潜在的な関心を活かし、理数を中心に学ぶ生徒を確保。

（例：コンピュータグラフィクスには行列やベクトルの理解が不可欠で生徒の潜在的関心は高い）

（ⅱ）地域の社会や経済を担うアドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成のため、工業、農業等

の専門高校の機能強化を支援。

②大学教育の構造改革
（ⅰ）大都市の私立大学の理工農・デジタル分野の重視、人文・社会科学系学部の入学定員の

ダウンサイジングによるST比（※学生教員数比率）の改善や理数分野併修を通じた教育の質の向上

（ⅱ）知事と学長が人材需要を共有し、地域企業の支援や大都市大学との連携などにより

地域に不可欠な医療や福祉分野等の人材を育成し、地域の高等教育へのアクセスの確保

方策を協議・実行

（ⅲ）公立の高専（※高等専門学校）の設置を促進し、地域のインフラを支える人材を育成

    ※これらの取組において、ポスドク・助教等の活用、リスキリング、博士課程の充実など国立大学が全面的に支援

５. 高校・大学を通じて大転換するには

背景には、保護者や社会の間に「高校はとにかく普通科」「女子だから文系」「理数科目は早めに捨てて偏差値を上げて大都市の有名大学に行けば
生涯安泰」といった意識が横溢。

（※）経済産業省「2040年の産業構造・就業構造推計」、冨山和彦「ホワイトカラー消滅」（NHK出版新書、2024）

 設立時期による分類（第１世代（明治期～１９５９年）・第２世代（１９６０年～１９７４年）・第３世代（１９７５年～１９９７年）・第４世代（１９９８年以降））

・第１世代大学（学生の５８％が所属）の特徴：大都市に位置し、理工農・保健系や女性の比率が比較的低く、高所得世帯の学生が比較的多い。

・第３世代、第４世代大学の特徴：地方の立地も多く、小規模。理工農・保健系や女性の比率が比較的高い。

 高校３年生は６５万人（２０２４年：９５万人）、大学入学者は４６万人（２０２４年：６３万人）
 ３で示す構造が変わらない限り、大学入学者数の減少は、理工農・保健系や女性の比率が比較的低い都市部の第１世代大学に比べて、地方の立地も多く、

理工農・保健系や女性の比率が比較的高い第３・第４世代大学への影響が大きく、２で示したギャップがますます拡大。

 高校生の7割が普通科でその7割が文系（全高校生の半数が普通科文系）。工業、農業等の専門学科はわずか２割。

 大学生は半分が人文・社会科学系。

 このため、①現状でも普通科理系の高校生数に比べ理工農・保健系の入学定員が不足、②高校文系生徒の多くが早々に理数科目から離れてしまう文理分断、
③ホワイトカラーの余剰と理工農・デジタル分野の人材やエッセンシャルワーカーの不足という人材需給のミスマッチという課題。

高校教育改革基金
を都道府県に造成（※）

２,９５０億円
※将来的には新たな交付金を創設

成長分野転換基金に
２００億円追加
既存分と合わせて

約１,０００億円で推進
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９.国立大学法人等改革基本方針
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と
り
ま

と
め
ら

れ
た
。
 「
知
の
総

和
」

向
上

に
向

け
て

は
、

長
期

的
な

視
野

に
立

っ
て

価
値

の
軸

の
変

化
を

予
測

・
先

導
し

た
り

す
る

観
点

と
、

真
理
の

発
見
や

原
理

の
解

明
な
ど

新
た
な

知
識

の
獲

得
や
実

用
化
に

向
け

た
応

用
・
利
用
を

行
っ

た
り
す

る
観

点
を
踏

ま
え

、
大

学
が
人

類
や
地

球
社
会

の
普

遍
的

な
価
値

を
探
求

す
る

役
割

を
果
た

し
て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ
り

、
デ

ィ
シ
プ

リ
ン

に
基
づ

く
大
学

の
独

立
性

や
自
由

を
確
保

し
つ

つ
、
新
し
い

状
況
に

適
応

す
る

戦
略

性
や

効
率

性
を

備
え

た
組

織
的

な
取

組
に

つ
い

て
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

な
が

ら
進

め
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ

る
。

 

文
部
科

学
省
に

お
い

て
は

、
こ
う
し

た
点
に

留
意

し
つ
つ
、
 「
改

革
の

方
針
」
を

踏
ま
え
、
以
下
の

と
お

り
、

「
国
立

大
学
法

人
等

改
革

基
本
方

針
」
を
策

定
し
、
第
５
期

中
期
目

標
期

間
（

令
和

1
0
～
1
5
年
度
）
に

向
け
た

組
織
業

務
や
運

営
費

交
付

金
等
の

見
直
し

の
具

体
化

を
は
じ

め
と
し

て
、
国
立

大
学
法

人
等
の

改
革

を
進

め
て

い
く
こ

と
と
す

る
。

 

１
．

国
立

大
学

法
人

等
の
機

能
強

化
の

視
点
の

明
確
化

 

 
我

が
国
が

コ
ス

ト
カ

ッ
ト
型

経
済
か

ら
脱

却
し

、「
知
・
人
へ

の
投

資
」
の
好
循

環
を
生

み
出

し
、
S
T
E
A
M

に
代

表
さ

れ
る

サ
イ

エ
ン

ス
や

ア
ー

ト
と

い
っ

た
知

的
資

産
へ

の
投

資
と

そ
こ

か
ら

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ
る

新
た
な

価
値

の
創

出
、
現
在
の

産
業

構
造
を

前
提
と

し
た
人

材
育

成
か

ら
の
転

換
に
よ

る
人

材
の

ミ

ス
マ
ッ

チ
の
解

消
を

図
っ

て
い
く

に
当
た

り
、
大
学

等
は
重

要
な
役

割
を

果
た

し
て
い

く
こ
と

が
期

待
さ

れ

る
。
ま

た
、
A
I
、
I
o
T
等

に
よ
り

人
々
の

生
活

様
式

が
飛
躍

的
に
便

利
で

豊
か

な
も
の

に
変
わ

る
デ

ジ
タ

ル

社
会

の
到

来
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

を
経

た
複

雑
な

国
際

環
境

、
脱

炭
素

と
い

っ
た

地
球

規
模

課
題

の
顕

在
化

、

我
が
国

に
お
け

る
少

子
高

齢
化
の

想
定
以

上
の

急
速

な
進
展

と
い
っ

た
、
激
変

と
も
言

え
る
事

象
が

国
内

外

で
発
生

し
て
お

り
、
今
後

も
こ
の

よ
う
な

社
会

の
大

き
な
変

化
は
加

速
し

て
い

く
こ
と

が
想
定

さ
れ

る
。
こ

の
よ
う

な
外
的

環
境

の
変

化
を
踏

ま
え

、
国

立
大
学

法
人
等

が
こ
れ

ま
で

に
果

た
し
て

き
た
役

割
も

考
慮

し

た
上
で

、
改
め

て
、

国
立

大
学
法

人
等
の

全
体

の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
と
し

て
、

以
下

の
３
点

を
示
す

。

①
不
確

実
な
社

会
を

切
り

開
く
世

界
最
高

水
準

の
研

究
の
展

開
と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
の

牽
引

②
変
化

す
る
社

会
ニ

ー
ズ

に
応
じ

た
高
度

専
門

人
材

の
育
成

③
地
域

社
会
を

先
導

す
る

人
材
の

育
成
と

地
域

産
業

の
振
興

第
５
期

中
期
目

標
・
中
期

計
画
の

策
定
に

当
た

り
、
各
国
立

大
学
法

人
等

に
対

し
、
こ

の
よ

う
な

全
体

の

ミ
ッ
シ

ョ
ン
と

自
ら

を
取

り
巻
く

環
境
を

踏
ま

え
つ

つ
、
自
ら
が

ど
の

よ
う
な

ミ
ッ
シ

ョ
ン
に

重
き

を
置

く

の
か
、
ま
た

、
そ
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

に
基
づ

き
、
何
を

す
べ
き

か
と
い

う
点

ま
で

掘
り
下

げ
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン

の

実
現
に

向
け
て

取
る

べ
き

ア
ク
シ

ョ
ン
を

具
体

化
し

て
い
く

こ
と
を

求
め

る
こ

と
と
す

る
。

そ
の
際

、
各
国

立
大

学
法

人
等
に

お
い
て

は
、

 

・
各
法

人
を
取

り
巻

く
様

々
な
ス

テ
ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の
対

話
等
を

通
じ

た
自

ら
の
役

割
や
ミ

ッ
シ

ョ

ン
の
客

観
的
な

検
証

・
ミ
ッ

シ
ョ
ン

や
機

能
強

化
の
方

向
性
に

沿
っ

た
取

組
の
検

証
が
可

能
な

適
切

な
指
標

（
K
P
I
）
の
設

定

・
自
ら

の
リ
ソ

ー
ス

だ
け

に
頼
ら

ず
、
他

の
国

公
私

立
大
学

や
国
立

研
究

開
発

法
人
等

と
の
連

携
等

を

76



2 

通
じ
て

ミ
ッ
シ

ョ
ン

の
実

現
を
目

指
す
と

い
っ

た
視

点
か
ら

の
検
討

 

を
行
う

こ
と
を

求
め

る
。

 

２
．

機
能

強
化

の
方

向
性

に
沿

っ
た

財
務

戦
略

、
人
事

戦
略

、
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
体

制
の

抜
本

的
強
化
 

 
各

国
立
大

学
法

人
等

が
設
定

す
る
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
に

沿
っ
て

、
各
法

人
は

自
ら

の

教
育
・

研
究
及

び
社

会
貢

献
の
パ

フ
ォ
ー

マ
ン

ス
を

最
大
化

し
て
い

く
こ

と
が

必
要
で

あ
り
、

そ
の

た
め

に
は
、

自
ら
が

有
す

る
経

営
資
源

の
棚
卸

し
を

行
っ

た
上
で

、
ど
の

よ
う

に
機

能
強
化

の
方
向

性
に

沿
っ

て
資
源

を
活
用

し
て

い
く

か
、
ま

た
、
ど

の
よ

う
な

経
営
資

源
を
充

実
さ

せ
て

い
く
か

と
い
っ

た
経

営
戦

略
を
構

築
し
て

い
く

こ
と

が
必
要

と
な
る

。
こ

の
経

営
戦
略

は
、
（

１
）
財

務
戦
略

、
（

２
）

人
事
戦

略
に

区
分
さ

れ
、
そ

れ
を

支
え

る
（
３

）
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制
の

構
築
が

必
要

で
あ

る
。
こ

の
た
め

、
各

国
立

大
学
法

人
等
に

対
し

、
具

体
的
に

は
以
下

の
よ

う
な

内
容
に

留
意
し

、
構

築
す

る
こ
と

を
求
め

て
い

く
こ

と
と
す

る
。

 

（
１

）
財
務

戦
略

〇
法
人

内
の
資

金
の

流
れ

を
一
元

的
に
把

握
す

る
体

制
の
構

築
等
、

管
理

会
計

的
視
点

に
よ
り

現
状

の

財
務
状

況
を
詳

ら
か

に
把

握
す
る

仕
組

み
の
導

入
 

〇
資
金

に
加
え

、
自

ら
が

保
有
す

る
土
地

や
建

物
等

の
現
物

資
産
、

知
の

資
産

の
棚
卸

し
 

〇
ミ
ッ

シ
ョ
ン

・
機

能
強

化
の
方

向
性
に

応
じ

た
法

人
内
で

の
資
産

の
活

用
や

学
内
配

分
の
最

適
化

 

〇
自
ら

の
教
育

・
研

究
や

社
会
貢

献
と
い

っ
た

活
動

の
高
度

化
に
向

け
た

知
の

資
産
の

価
値
化

 

〇
ミ
ッ

シ
ョ
ン

・
機

能
強

化
の
方

向
性
に

応
じ

た
共

創
拠
点

化
の
推

進
、

現
有

施
設
の

機
能
や

使
い

方

の
見
直

し
 

〇
自
法

人
の
財

政
状

況
に

つ
い
て

の
構
成

員
へ

の
適

切
な
情

報
共
有

の
仕

組
み

の
構
築

 

〇
法
人

化
以
降

に
規

制
緩

和
さ
れ

た
制
度

等
を

活
用

し
た
共

同
研
究

や
社

会
実

装
等
の

推
進
に

よ
る

、
法

人

活
動
を

継
続
的

に
維

持
・

発
展
さ

せ
て
い

く
た

め
の

新
た
な

財
源
の

確
保

 

（
２

）
人
事

戦
略

〇
ミ
ッ
シ

ョ
ン

・
機

能
強
化

の
方
向

性
に

応
じ

た
、
強

化
す
べ

き
機

能
の

特
定
と

そ
れ
に

必
要

な
知

識
、
経

験
、
ス

キ
ル

、
人

数
な
ど

の
人
員

と
組

織
の

体
制
の

具
体
化

 

〇
教
員

の
み
な

ら
ず

、
事

務
職
員

や
研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
人
材

、
技

術
職

員
等
の

専
門
人

材
を

含

め
た
人

事
計
画

（
法

人
内

に
お
け

る
人
員

配
置

の
仕

方
や
人

数
の
バ

ラ
ン

ス
の

見
直
し

等
）
の

策
定

 

〇
教
育

や
研
究

へ
の

専
念

等
、
業

務
分
担

の
見

直
し

や
エ
フ

ォ
ー
ト

の
重

み
付

け
等
、

教
育
・

研
究

及

び
社
会

貢
献
な

ど
の

パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス
を

最
大

化
す

る
環
境

の
構
築

 

〇
他
法

人
と
の

連
携

に
よ

る
リ
ソ

ー
ス
の

共
有

化
や

一
部
機

能
の
統

合
の

検
討

 

〇
専
門

人
材
の

採
用

、
育

成
、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

の
構

築
 

〇
人
事

評
価
に

つ
い

て
、

ア
カ
デ

ミ
ッ
ク

な
業

績
の

み
な
ら

ず
、
法

人
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

に
応
じ

た
教

育
、
産

学
連
携

、
社

会
貢

献
、
地

域
振
興

な
ど

必
要

な
観
点

を
入
れ

た
評

価
の

仕
組
み

の
構
築

と
処

遇
へ
の

反
映
等

、
教

職
員

に
期
待

さ
れ
る

役
割

や
意

欲
、
能

力
を
高

め
る

仕
組

み
の
導

入
 

〇
そ
の

他
、
「

国
立
大

学
法
人
等

人
事
給

与
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

改
革
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
」
（
※
令

和

８
年
度

前
半
を

目
途

に
見

直
し
予

定
）
を

踏
ま

え
た

人
事
給

与
制
度

の
見

直
し

な
ど
人

事
給
与

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
の
高

度
化

 

（
３

）
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

〇
理
事

長
や
学

長
が

リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
を

発
揮

し
、

各
役
員

等
が
経

営
戦

略
に

基
づ
き

経
営
全

体
を

俯

瞰
し
つ

つ
、
明

確
な

役
割

分
担
と

有
機
的

な
連

携
が

図
ら
れ

る
役
員

体
制

の
構

築
 

〇
理
事

長
や
学

長
、

役
員

の
担
務

に
応
じ

た
必

要
な

知
識
や

経
験
、

資
質

の
明

確
化

 

〇
機
能

強
化
に

向
け

た
経

営
戦
略

の
内
容

や
法

人
の

規
模
に

応
じ
た

経
営

と
教

学
の
分

離
、
C
F
O
や

プ
ロ

77
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ボ
ス
ト

と
い
っ

た
経

営
と

教
学
そ

れ
ぞ
れ

に
責

任
と

権
限
を

付
与
し

た
ポ

ス
ト

の
設
定

、
運
営

方
針

会
議
の

活
用
の

検
討

 

〇
法
人

の
社
会

的
信

用
を

失
墜
す

る
事
案

を
含

む
経

営
の
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

の
実

施
、
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

に

お
け
る

学
長
選

考
・

監
察

会
議
や

監
事
の

活
用

、
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
の

結
果

に
応

じ
た
理

事
長
や

学
長

を
は
じ

め
と
す

る
役

員
の

責
任
の

明
確

化
な
ど

、
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
体

制
の

強
化

・
改
善

 

３
．

機
能

強
化

の
方

向
性

に
沿

っ
た

組
織

の
見

直
し
 

我
が
国

の
少
子

化
は

避
け

る
こ
と

が
で
き

な
い

も
の

と
な
っ

て
お
り

、
国

立
大

学
に
つ

い
て
も

、
1
8
歳

人
口
が

減
少
す

る
中

に
お

い
て
、

日
本
人

学
部

学
生

の
規
模

の
縮
小

は
避

け
ら

れ
ず
、

現
在
の

学
部

の
規

模
や
組

織
の
在

り
方

に
つ

い
て
も

１
．
で

示
し

た
「

知
・
人

へ
の
投

資
」

の
好

循
環
を

生
み
出

す
に

当
た

っ
て
の

大
学
等

へ
の

期
待

や
社
会

の
大
き

な
変

化
、

及
び
自

ら
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
に

沿
っ
て

見
直
し

を
図

っ
て

い
く
こ

と
が
不

可
欠

で
あ

る
。
一

方
、
国

立
大

学
法

人
等
に

は
、
総

体
と

し

て
、
地

域
社
会

を
先

導
す

る
人
材

の
育
成

と
地

域
産

業
の
振

興
と
い

う
ミ

ッ
シ

ョ
ン
を

果
た
す

こ
と

が
期

待
さ
れ

て
お
り

、
特

に
高

等
教
育

機
関
が

不
足

す
る

地
域
に

立
地
す

る
国

立
大

学
に
つ

い
て
は

、
他

の
高

等
教
育

機
関
の

状
況

等
を

考
慮
し

て
学
部

の
規

模
や

組
織
の

在
り
方

に
つ

い
て

検
討
を

行
う
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。
第
５

期
中

期
目

標
期
間

に
向
け

て
、

各
国

立
大
学

法
人
等

に
対

し
、

以
下
の

よ
う
な

観
点

に
沿

っ
て
、

組
織
の

見
直

し
を

求
め
て

い
く
こ

と
と

す
る

。
 

（
１

）
教
育

・
研

究
組

織
等

〇
１

．
で
示

し
た

「
知

・
人
へ

の
投
資

」
の

好
循

環
を
生

み
出
す

に
当

た
っ

て
の
大

学
等
へ

の
期

待
や

社
会
の

大
き
な

変
化

、
自

ら
の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
・

機
能

強
化
の

方
向
性

に
沿

っ
た

、
現
在

の
学
部

の
規

模

や
組
織

の
在
り

方
の

見
直

し
 

〇
ミ

ッ
シ
ョ

ン
・

機
能

強
化
の

方
向
性

に
基

づ
く

、
学
部

か
ら
大

学
院

へ
の

収
容
定

員
・
資

源
の

シ
フ

ト
、
大

学
院
修

了
の

標
準

化
を
視

野
に
入

れ
た

観
点

か
ら
の

検
討

〇
多

様
な
留

学
生

の
受

入
れ
に

伴
う
環

境
構

築
に

係
る
コ

ス
ト
負

担
の

観
点

も
踏
ま

え
た
、

学
内

の
国

際
化
の

検
討

 

〇
附

置
研
究

所
等

に
つ

い
て
、

既
存
の

附
置

研
究

所
等
の

新
陳
代

謝
や

再
編

な
ど
、

研
究
力

の
強

化
に

向
け
て

必
要
な

見
直

し
を

図
る
仕

組
み
の

導
入

 

〇
一
定

の
規
模

を
確

保
す

る
観
点

か
ら
の

教
育

・
研

究
組
織

の
大
括

り
化

や
統

廃
合
、

他
法
人

と
の

連

携
等
の

検
討
 

 

〇
事
務
組

織
や

研
究

開
発
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

人
材

等
の
属

す
る
組

織
に

つ
い

て
、
教

育
・
研

究
及

び
社

会

貢
献
の

活
動
を

効
果

的
か

つ
効
率

的
に
実

施
す

る
体

制
実
現

に
向
け

た
見

直
し

 

〇
事

務
組
織

に
つ

い
て

、
法
人

内
の
複

数
部

局
や

他
法
人

と
の
連

携
に

よ
る

リ
ソ
ー

ス
の
共

有
化

、
デ

ジ
タ
ル

・
A
I
等
を
活

用
し
た
効

率
化
な

ど
、

既
存

の
法
人

内
の
ル

ー
ル

に
縛

ら
れ
な

い
効
率

的
な

仕

組
み
の

構
築

 

（
２

）
附
属

施
設

〇
附
属
施

設
（

附
属

学
校
、

附
属
病

院
、

農
場

、
演
習

林
、
家

畜
病

院
、

飼
育
場

又
は
牧

場
、

練
習

船
、
養

殖
施
設

、
薬

用
植

物
園
等

）
の
規

模
等

に
つ

い
て
、

機
能
強

化
の

方
向

性
に
沿

っ
た
見

直
し

 

 
〇

附
属
病

院
に

つ
い

て
、

 

・
附
属

病
院
の

診
療

科
別

の
収
支

分
析
の

さ
ら

な
る

推
進
、

大
学
病

院
の

貸
借

対
照
表

の
作
成

な
ど

資
産
状

況
の
把

握
の

在
り

方
の
検

討
、
将

来
の

地
域

で
の
医

療
需
要

を
見

据
え

た
診
療

規
模
の

適

正
化
な

ど
、
経

営
基

盤
強

化
の
推

進

・
地
域

の
医

療
提

供
体
制

に
つ
い

て
自

治
体

を
含
め

た
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
と

の
対
話

と
コ

ス
ト

負

担
を
含

め
た
必

要
な

リ
ソ

ー
ス
分

担
の
積

極
的

推
進

等
を
通

じ
た

持
続

的
な
病

院
経
営

の
実

現
に

向
け
た

方
策
の

推
進
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4 

〇
附
属

学
校

に
つ
い

て
、

各
法
人

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

機
能
強

化
の
方

向
性

、
社

会
か
ら

の
期
待

を
踏

ま
え

た
在
り

方
の
検

証
や

、
設

置
さ
れ

る
附
属

学
校

の
数

、
種
類

、
規
模

等
に

つ
い

て
の
整

理
と
必

要
な

見

直
し
及

び
そ
れ

に
併

せ
た

教
員
養

成
大
学

・
学

部
の

在
り
方

の
見
直

し
 

（
３

）
再
編

統
合

・
連

携
等

〇
自
ら

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

達
成
、

法
人
や

大
学

等
と

し
て
の

一
定
の

規
模

の
確

保
、
教

育
・
研

究
の

質

や
機
能

の
強
化

、
効

率
的

な
法
人

・
大
学

等
運

営
と

い
っ
た

観
点
か

ら
の

法
人

統
合
や

大
学
等

統

合
、
大

学
等
連

携
の

検
討

 

〇
一
定

の
規

模
が
機

能
強

化
に
有

効
と
考

え
ら

れ
る

産
学
連

携
・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ
創

出
・
成

長
支

援

機
能
、

汎
用
性

の
高

い
研

究
基
盤

設
備
、

共
通

事
務

や
各
種

シ
ス
テ

ム
の

共
用

化
の
実

施
、
地

域
の

様
々
な

ス
テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と
の

連
携
や

戦
略

的
な

施
設
の

共
有
に

よ
る

共
創

拠
点
化

な
ど
、

機
能

面
に
応

じ
た
連

携
の

検
討

 

４
．

教
育

の
質

の
向

上
 

 
国

立
大
学

法
人

等
は

こ
れ
ま

で
も
我

が
国

の
知

の
基
盤

と
し
て

、
地

域
に

お
け
る

高
等
教

育
の

機
会

均

等
、
博

士
を
は

じ
め

と
す

る
研
究

人
材
の

養
成

等
に

大
き
な

貢
献
を

果
た

し
て

き
た
。

今
後
と

も
こ

の
よ

う
な
役

割
を
果

た
し

、
変

化
す
る

社
会
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た
高

度
専
門

人
材

の
育

成
や
地

域
社
会

を
先

導
す

る
人
材

の
育
成

等
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
総
体

と
し

て
果

た
し
て

い
く
に

当
た

り
、

各
国
立

大
学
法

人
等

に
対

し
、
自

ら
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
に

応
じ
て

、
教
育

の
質

の
向

上
に
向

け
、
以

下
の

よ
う

な
取
組

を
進
め

る
こ

と
を

求
め
て

い
く
こ

と
と

す
る

。
 

（
１
）

教
育
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

〇
ミ

ッ
シ
ョ

ン
・

機
能

強
化
の

方
向
性

に
沿

っ
た

、
国
内

外
か
ら

の
多

様
な

教
職
員

の
採
用

や
事

務
組

織
等
を

含
め
た

学
内

シ
ス

テ
ム
見

直
し
な

ど
大

学
等

の
国
際

化
の
推

進
 

〇
世
界

最
高
水

準
の

研
究

の
展
開

と
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
牽

引
を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
す
る

法
人
に

お
け

る
、

研
究
者

の
処
遇

改
善

、
言

語
の
壁

の
撤

廃
な
ど

、
多

様
な
バ

ッ
ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
持
つ

者
が
快

適
に

教

育
・
研

究
を
継

続
で

き
る

環
境
の

構
築
な

ど
一

層
の

国
際
化

の
推
進

 

〇
多
様

性
・
流

動
性

を
確

保
す
る

観
点
か

ら
、

性
別

や
年
齢

、
特
定

の
国

・
地

域
に
偏

ら
ず
幅

広
い

学

生
・
教

職
員
等

が
集

ま
る

多
様
な

場
の
実

現
 

（
２
）

博
士
等

の
高

度
人

材
の
育

成

〇
ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
機

能
強

化
の
方

向
性
に

沿
っ

た
、

大
学
院

修
了
の

標
準

化
を

視
野
に

入
れ
た

検
討

や
、
博

士
後
期

課
程

へ
の

進
学
に

よ
る
経

済
的

不
安

を
取
除

く
取
組

の
充

実
・

強
化

 

〇
博
士

課
程
に

お
け

る
教

育
内
容

に
つ
い

て
、

企
業

と
の
共

同
課
題

に
取

り
組

む
P
B
L
（
P
r
o
j
e
c
t
 
B
a
s
e
d
 

L
e
a
r
n
i
n
g
）
の

実
施

や
産

学
が
連

携
し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
展

開
、
外

国
の

大
学

等
環
境

が
異
な

る
場

へ

の
学
生

派
遣
な

ど
の

取
組

の
実
施

 

〇
キ
ャ

リ
ア

支
援
の

た
め

の
組
織

的
な
支

援
体

制
の

整
備
、

イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等
の

機
会
の

創
出

、
修

了
後
の

進
路
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル
の

把
握
・

公
表

等
の

取
組
を

通
じ
た

博
士

課
程

修
了
者

が
社
会

に
お

い

て
広
く

活
躍
で

き
る

環
境

の
整
備

 

（
３
）

社
会
に

開
か

れ
た

リ
カ
レ

ン
ト
教

育
の

実
施

〇
法
人

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

強
み
・

特
色
に

応
じ

て
、

社
会
が

抱
え
る

人
材

ニ
ー

ズ
等
の

調
査
と

分
析

を

踏
ま
え

た
、
社

会
人

教
育

を
行
う

体
制
の

整
備

 

〇
リ
カ

レ
ン
ト

教
育

に
必

要
な
リ

ソ
ー
ス

や
魅

力
的

な
環
境

を
確
保

・
構

築
し

つ
つ
、

受
益
者

へ
の

適

切
な
コ

ス
ト
負

担
に

よ
る

持
続
的

な
体
制

の
形

成
・

発
展
に

向
け
た

取
組

の
実

施
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（
４
）

教
育
の

質
向

上
に

向
け
た

大
学
等

間
の

連
携

〇
公
私

立
の
大

学
・

高
等

専
門
学

校
の
数

や
種

類
が

限
ら
れ

た
地
方

に
所

在
す

る
国
立

大
学
に

お
い

て
、

地
域
産

業
等
の

中
核

と
な

る
高
度

専
門
人

材
、

地
域

活
性
化

の
担
い

手
と

な
る

地
域
中

核
人
材

の
育

成

な
ど
、

地
域
の

人
材

育
成

イ
ン
フ

ラ
の
ハ

ブ
と

し
て

の
機
能

の
発
揮

 

〇
公
私

立
大
学

を
は

じ
め

と
し
た

地
域
の

高
等

教
育

機
関
と

と
も
に

、
オ

ン
ラ

イ
ン
も

活
用
し

つ
つ

、

地
域
の

大
学
に

所
属

す
る

学
生
へ

の
、
よ

り
多

様
な

教
育
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

提
供

で
き
る

仕
組
み

の
整

備
 

〇
地
域

に
お
け

る
知

の
拠

点
と
し

て
、
大

都
市

に
所

在
す
る

大
学
等

と
の

連
携

強
化
に

向
け
た

ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク

形
成
・

強
化

等
の

取
組
を

推
進
し

、
よ

り
多

く
の
教

育
コ
ー

ス
を

提
供

で
き
る

体
制
の

構
築

（
５
）

教
育
の

価
値

付
け

と
コ
ス

ト
負
担

〇
教
育

コ
ス
ト

の
可

視
化

と
と
も

に
、
卒

業
後

の
学

生
の
便

益
の
可

視
化

と
学

内
外
へ

の
積
極

的
な

発

信
 

５
．

研
究

力
の

強
化
 

 
国

立
大
学

法
人

等
は

こ
れ
ま

で
も
我

が
国

の
多

様
な
研

究
の
基

盤
を

支
え

て
き
た

。
今
後

と
も

そ
の

よ

う
な
役

割
を
果

た
し

、
不

確
実
な

社
会
を

切
り

開
く

世
界
最

高
水
準

の
研

究
の

展
開
と

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
牽
引

を
総
体

と
し

て
果

た
し
て

い
く
に

当
た

り
、

各
国
立

大
学
法

人
等

に
対

し
、
自

ら
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
に

応
じ
て

、
研
究

力
の

強
化

に
向
け

、
以
下

の
よ

う
な

取
組
を

進
め
る

こ
と

を
求

め
て
い

く
こ
と

と
す

る
。

 

（
１
）

研
究
の

幅
の

確
保

〇
世
界

ト
ッ

プ
レ
ベ

ル
の

研
究
拠

点
と
し

て
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

が
期
待

さ
れ

る
法

人
に
お

い
て
、

い
わ

ゆ

る
ス
モ

ー
ル
ア

イ
ラ

ン
ド

型
の
研

究
領
域

へ
の

積
極

的
な
投

資
な
ど

研
究

の
多

様
性
の

確
保

 

〇
学
問

の
進
展

や
新

た
な

学
問
分

野
・
融

合
領

域
に

迅
速
に

対
応
す

る
研

究
体

制
を
構

築
す
る

た
め

の
シ

ス
テ
ム

改
革
や

、
高

度
な

研
究
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

（
研

究
開
発

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
・
技

術
職
員

等
の

専

門
人
材

、
施
設

・
設

備
・

機
器
の

共
用
等

）
の

体
制

構
築

〇
大
学

や
大

学
共
同

利
用

機
関
同

士
、
他

機
関

と
の

連
携
に

よ
る
研

究
の

多
様

性
の
確

保
や
、

確
実

か

つ
継
続

的
・
安

定
的

な
研

究
推
進

体
制
の

構
築

 

（
２
）

若
手
研

究
者

・
研

究
開
発

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
等
の

育
成
・

確
保

と
国

際
的
流

動
性
の

確
保

〇
若
手

研
究

者
の
構

成
割

合
向
上

に
向
け

た
、

年
齢

構
成
の

バ
ラ
ン

ス
見

直
し

や
研
究

パ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
向
上

の
観
点

か
ら

の
業

務
分
担

の
適
正

化
、

優
秀

な
若
手

研
究
者

の
P
I
（
P
r
i
n
c
i
p
a
l
 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
）
と

し
て

の
登
用

な
ど
、

慣
習

に
縛

ら
れ
な

い
、
能

力
に

よ
る

適
切
な

評
価
・

処
遇

と

ポ
ス
ト

の
配
分

 

〇
若
手

研
究
者

へ
の

支
援

強
化
・

処
遇
改

善
に

加
え

、
若
手

か
ら
ト

ッ
プ

研
究

者
に
至

る
ま
で

意
欲

あ

る
研
究

者
へ
の

魅
力

あ
る

研
究
環

境
の
提

供
や

安
定

し
た
環

境
で
挑

戦
的

な
研

究
に
打

ち
込
め

る
環

境
の
整

備
 

〇
若
手

研
究
者

等
の

活
躍

の
機
会

の
拡
大

や
流

動
性

確
保
に

向
け
た

、
外

国
の

大
学
等

へ
の
挑

戦
機

会
の

提
供
、

企
業
等

と
の

組
織

的
な
連

携
・
協

力
や

共
同

研
究
等

の
推
進

、
ク

ロ
ス

ア
ポ
イ

ン
ト
メ

ン
ト

制

度
等
を

活
用
し

た
人

材
交

流
等
の

取
組
の

推
進

 

〇
医
学

の
分
野

に
お

け
る

、
地
域

の
中
核

的
な

病
院

等
で
臨

床
を
主

た
る

業
務

と
す
る

若
手
医

師
が

継
続

し
て
研

究
に
携

わ
る

こ
と

が
で
き

る
環
境

の
醸

成
等

、
若
手

医
師
に

関
す

る
人

事
の
仕

組
み
の

工
夫

 

〇
研
究

開
発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人
材

や
技
術

職
員

等
の

活
躍
を

促
進
す

る
た

め
の

処
遇
改

善
、
職

階
制

度
や

人
事
評

価
等
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス
構

築
、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

実
施
な

ど
に

よ
る

計
画
的

な
育
成

と
確

保
 

〇
世
界

最
高
水

準
の

研
究

の
展
開

と
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
牽

引
を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
す
る

法
人
に

お
け

る
、
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諸
外
国

か
ら
の

優
秀

な
人

材
招
へ

い
の
た

め
の

国
際

研
究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に
向

け
た
、

機
関

の

枠
を
超

え
た
国

際
頭

脳
循

環
や
国

際
共
同

研
究

の
推

進
、
企

業
研
究

者
や

若
手

研
究
者

、
女
性

研
究

者
、
外

国
人
研

究
者

な
ど

多
様
性

に
富
ん

だ
研

究
環

境
の
構

築
 

（
３
）

研
究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
強

化

〇
世
界

最
高
水

準
の

研
究

の
展
開

と
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
牽

引
を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
す
る

法
人
に

お
い

て
、
多

様
な
研

究
大

学
等

と
の
連

携
強
化

と
、

研
究

の
ハ
ブ

と
し
て

の
機

能
の

発
揮

 

〇
大
学

共
同
利

用
機

関
や

共
同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
に
お

い
て
、

そ
れ

ぞ
れ

が
目
指

す
機
能

強
化

の
方

向
性
に

基
づ
く

組
織

間
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

強
化

や
、

組
織
・

分
野
を

超
え

た
連

携
・
人

材
流
動

の
ハ

ブ

機
関
と

し
て
の

機
能

強
化

に
よ
る

研
究
の

幅
や

裾
野

の
拡
大

 

〇
各
大

学
共
同

利
用

機
関

の
意
義

や
成
果

、
課

題
の

整
理
・

検
証
を

通
じ

た
、

組
織
改

革
も
含

め
た

在

り
方
等

の
見
直

し
と

具
体

的
な
検

討
 

〇
大
規

模
集
積

研
究

基
盤

の
整
備

・
運
用

、
集

積
さ

れ
る
設

備
等
の

自
動

化
・

自
律
化

・
遠
隔

化
等

、

情
報
基

盤
の
強

化
や

A
I
 
f
o
r
 
S
c
i
e
n
c
e
に
向

け
た

機
能
を

有
す
る

大
学

共
同

利
用
機

関
に
お

け
る

、

共
同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
や
研

究
開
発

法
人

等
と

の
連
携

を
含
め

、
既

存
の

枠
組
み

を
超
え

た
機

能
強
化

 

〇
世
界

最
高
水

準
の

研
究

の
展
開

と
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
牽

引
を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
す
る

国
立
大

学
法

人

等
に
お

い
て
、

先
端

的
な

共
用
研

究
設
備

等
と

技
術

専
門
人

材
に
よ

る
共

用
拠

点
の
形

成
、
共

用
の

場
を
活

か
し
た

研
究

の
進

展
を
牽

引
す
る

先
端

計
測

・
分
析

機
器
等

の
開

発
推

進
 

（
４
）

研
究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ
・

研
究
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の
確

保

〇
コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底
及

び
危
機

管
理

体
制

の
機
能

の
充
実

・
強

化
、

研
究
開

発
環
境

が
グ

ロ

ー
バ
ル

に
変
化

す
る

中
に

お
け
る

経
済
安

全
保

障
と

オ
ー
プ

ン
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
両

立
 

〇
安
全

保
障
貿

易
管

理
や

研
究
イ

ン
テ
グ

リ
テ

ィ
の

取
組
の

徹
底
に

よ
る

経
済

安
全
保

障
上
の

重
要

技

術
の
流

出
防
止

、
研

究
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
の

確
保

に
係

る
取
組

の
高
度

化
推

進
 

（
５
）

研
究
の

価
値

付
け

と
コ
ス

ト
負
担

〇
研
究

コ
ス
ト

の
可

視
化

と
と
も

に
、
共

同
研

究
等

の
便
益

の
可
視

化
と

社
会

や
直
接

の
ス
テ

ー
ク

ホ

ル
ダ
ー

へ
の
積

極
的

な
発

信

６
．

１
．

～
５

．
を

踏
ま
え

た
文

部
科

学
省

に
お

け
る

取
組
 

各
国
立

大
学
法

人
等

が
前

述
の
１
．
～
５
．
の
改
革

の
推
進

を
支
え

る
た

め
、
文
部
科

学
省
に

お
い

て
は

、

以
下
の

取
組
を

進
め

る
こ

と
と
す

る
。

 

（
１
）

各
国
立

大
学

法
人

等
の
機

能
強
化

の
促

進
に

向
け
た

取
組
等

〇
第

５
期

中
期

目
標

期
間

に
向

け
た

組
織

業
務

の
見

直
し

の
議

論
の

ス
キ

ー
ム

に
お

け
る

法
人

と
文

部

科
学
省

と
の
対

話
を

通
じ

た
、
１
．
で

示
し

た
「
知
・
人
へ
の

投
資
」
の
好
循

環
を
生

み
出
す

に
当

た

っ
て

の
大

学
等

へ
の

期
待

や
社

会
の

大
き

な
変

化
を

踏
ま

え
た

各
法

人
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能

強
化

の
方
向

性
の
明

確
化

 

〇
第

５
期

中
期

目
標

期
間

に
向

け
た

組
織

業
務

の
見

直
し

の
議

論
の

ス
キ

ー
ム

に
お

け
る

各
法

人
が

再

編
統
合

・
連
携

を
行

う
に

当
た
っ

て
の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
の

実
施

 

〇
事
務

職
員
や

研
究

開
発

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

人
材

、
技

術
職
員

等
も
含

め
た

人
事

給
与
体

系
や
評

価
の

仕
組

み
の

構
築

に
向

け
た

「
国

立
大

学
法

人
等

人
事

給
与

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

改
革

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

の
見
直

し
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〇
各
法

人
が

 「
知

」
の
高

付
加
価

値
化
を

進
め

る
に

当
た
っ

て
の
制

度
的

あ
い

路
の
点

検
と
規

制
緩

和
も

含
む
適

切
な
見

直
し

 

〇
各
府

省
の

政
策
課

題
に

国
立
大

学
、
大
学
共

同
利

用
機
関

の
力
を

活
か

し
て

い
く
た

め
、
関
係
府

省
と

の
対
話

を
含
む

有
用

な
情

報
の
共

有
の
在

り
方

の
検

討
 

（
２
）

各
国
立

大
学

法
人

等
の
機

能
強
化

の
促

進
に

向
け
た

財
政
的

支
援

方
策

等
の
検

討

〇
各

法
人

に
お

け
る

教
育

コ
ス

ト
と

便
益

の
可

視
化

を
踏

ま
え

た
、

公
財

政
支

援
の

在
り

方
の

検
討

と
、

現
在
実

施
し
て

い
る

高
等

教
育
の

修
学
支

援
新

制
度

に
よ
る

効
果
な

ど
も

考
慮

し
た
個

人
・
保
護

者
負

担
の
軽

減
 

〇
産
業

界
や
個

人
か

ら
の

投
資
を

促
進
す

る
た

め
、
現
在
の

研
究
開

発
税

制
や

寄
附
税

制
の
優

遇
等

の
措

置
の
効

果
検
証

と
と

も
に

、
様
々

な
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
か

ら
投
資

を
得

る
た

め
の
促

進
策
の

検
討

 

〇
機
関

等
向
け

の
競

争
的

資
金
に

つ
い
て

、
教

育
・
研
究
を

支
援
す

る
こ

と
だ

け
に
留

ま
ら
ず

、
採

択
の

条
件
や

配
分
の

仕
組

み
な

ど
に
お

い
て

、
１
．
～
５

．
で
記

載
し

た
よ
う

な
各

法
人
の

改
革
が

進
む

よ

う
な
仕

組
み
の

導
入

の
検

討
 

〇
基
盤

的
経
費

と
競

争
的

資
金
の

役
割
を

踏
ま

え
た

フ
ァ
ン

デ
ィ
ン

グ
の

在
り

方
の
見

直
し

 

〇
近
年

の
物
価
・
人

件
費

の
上
昇

等
も
踏

ま
え

つ
つ

、
国
立

大
学

法
人
運

営
費

交
付
金

や
施
設

整
備

費
補

助
金
等

の
基
盤

的
経

費
の

着
実
な

確
保
の

推
進

 

〇
附
属

病
院
に

つ
い

て
、
現
下
の

深
刻
な

状
況

や
地

域
医
療

の
最
後

の
砦

と
し

て
の
役

割
を
踏

ま
え

、
大

学
病
院

が
担
う

教
育

・
研

究
等
の

強
化
と

い
っ

た
観

点
か
ら

の
支
援

の
推

進
 

〇
地

域
に

お
け

る
様

々
な

機
関

に
お

け
る

人
材

の
供

給
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

引
き

続
き

果
た

し
て

い

く
に
当

た
り

、
地

域
構
想

推
進
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
お
い

て
中
心

的
な

役
割

を
果
た

す
た
め

に
必

要

な
支
援

の
推
進

 

〇
基
盤

的
経
費

に
つ

い
て

、
適
切

な
イ

ン
セ
ン

テ
ィ

ブ
設
計

の
下

、
各
法

人
の

改
革
を

促
進
し

つ
つ

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強

化
の

方
向

性
に

沿
っ

た
活

動
を

安
定

的
に

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、

第
５

期
中

期
目

標
期

間
に

向
け

て
運

営
費

交
付

金
の

在
り

方
に

関
す

る
会

議
体

を
設

置
し

、
「

改
革

の

方
針
」

に
お
い

て
例

示
さ

れ
た
基

本
的
な

視
点

※
も

踏
ま
え

検
討
。

 

※
 「
国
立
大
学
法
人
等
の
機
能
強
化
に
向
け
た
検
討
会
」
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
 「
改
革
の
方
針
」
で
は
、
基
盤
的
経

費
の
在
り
方
の
見
直
し
の
際
の
基
本
的
な

視
点
と
し
て
以
下

が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

・
各

法
人

が
掲

げ
る

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能

強
化

の
方

向
性

に
沿

っ
た

活
動

に
安

定
的

に
取

り
組

む
こ

と
で

き
る

よ

う
、

基
盤

的
経

費
の

配
分

額
に

つ
い

て
中

期
目

標
期

間
中

の
見

通
し

を
立

て
や

す
い

明
快

な
配

分
ル

ー
ル

を
構

築
す
る
こ
と

・
上
記
の

考
え
方
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
各

法
人
が
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
機
能
強
化
の
方
向
性
に
応
じ
た

取
組
の

成
果
に
つ
い
て
、
指
標
等
を
基
に
何
ら

か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た
せ
る
仕
組
み
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の

成
果
を
測
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
き
な

改
革
を
進
め
る
観
点

と
、
シ
ン
プ
ル
な
評
価
の
仕
組
み
と
す
る
観

点
を
持

つ
こ
と

 

・
最
低
限
必
要
と
考
え
ら
れ
る
教
育
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
た
経
費
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に

左
右
さ

れ
ず
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
物
価
等
の
変
動
に
対
応
さ
せ
る

観
点
も
含
め
、
安
定
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
た
仕
組
み

と
す
る
こ
と
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改
革

の
方

針
 

令
和
７

年
８
月

２
９
日

 

国
立
大

学
法
人

等
の
機

能
強
化

に
向
け

た
検
討

会
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２
．

今
後

の
国

立
大

学
法
人

等
の

機
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強
化
に
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け
た

改
革
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①
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①
基
本

的
な

考
え
方

②
機
能

強
化

に
向
け

た
経

営
戦
略

の
構
築

（
財
務

戦
略
の

構
築

）

（
人
事

戦
略
の

構
築

）

③
規
制

緩
和

さ
れ
た

制
度

の
活
用

と
更
な

る
規

制
緩

和
の
推

進

④
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
体

制
の

見
直
し

（
３

）
機

能
強

化
の

方
向
性

に
沿

っ
た

組
織

の
見

直
し

 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 1
1
 

①
教
育

・
研

究
組
織

や
事

務
組
織

の
見
直

し

②
附
属

施
設

の
見
直

し

③
再
編

統
合

・
連
携

等

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 1
5
 

①
教
育

の
グ

ロ
ー
バ

ル
化

②
博
士

等
の

高
度
人

材
の

育
成

③
社
会

に
開

か
れ
た

リ
カ

レ
ン
ト

教
育
の

実
施

④
教
育

の
質

向
上
に

向
け

た
大
学

間
の
連

携

⑤
教
育

の
適

切
な
価

値
付

け
と
便

益
を
受

け
る

主
体

間
で
の

負
担
・

投
資

の
考

え
方
・

留
意
点

（
５

）
研

究
力

の
強

化
に
向

け
た

取
組
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 1
8
 

①
研
究

の
幅

の
確
保

②
若
手

研
究

者
・
研

究
開

発
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
人

材
等

の
育
成

・
確
保

と
国

際
的

流
動
性

の
確
保

③
研
究

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の

強
化

④
研
究

イ
ン

テ
グ
リ

テ
ィ

・
研
究

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

⑤
研
究

の
適
切

な
価

値
付

け
と
便

益
を
受

け
る

主
体

間
で
の

負
担
・

投
資

の
考

え
方
・

留
意
点

３
．

国
立

大
学

法
人

等
へ
の

支
援

の
考

え
方

 

（
１

）
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

た
運

営
費

交
付
金

等
に

よ
る

支
援
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 2
2
 

（
２

）
地

域
社

会
を

先
導

す
る

人
材

の
育

成
と

地
域
産

業
の

振
興

を
行
う

国
立
大

学
へ

の
支

援
 .
.
.
.
 2
3
 

（
３

）
大

学
の

機
能

強
化

を
促

進
す

る
た

め
の

施
策
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 2
4
 

（
４

）
政

府
を

挙
げ

た
大
学

支
援

策
の

検
討

 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 2
5
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1 

１
．

趣
旨

 
平
成

1
6
年
４

月
、
全
て

の
国
立

大
学
・
大

学
共
同

利
用
機

関
（

以
下
「
国
立

大
学
等

」
と
い

う
。
）

は
、
国

立
大

学
法
人
・
大

学
共
同

利
用
機

関
法

人
（

以
下
「

国
立
大

学
法

人
等

」
と
い

う
。
）
と

し
て

、

国
の
一

機
関
か

ら
国

の
一

定
の
関

与
を
残

し
な

が
ら

も
、
独

立
し
た

経
営

体
で

あ
る
国

立
大
学

法
人

等
へ
と

そ
の
存

立
基

盤
を

大
き
く

変
え
、

新
た

な
ス

タ
ー
ト

を
切
っ

た
。

こ
れ

は
、
明

治
期
の

大
学

の
創
設

、
昭
和

期
の

学
制

改
革
に

次
ぐ
第

三
の

改
革

と
も
言

え
る
べ

き
大

き
な

改
革
で

あ
っ
た

が
、

そ
れ
か

ら
2
0
年
が
経

過
し
、
本

検
討
会

に
お

い
て

は
、
国

立
大
学

法
人

等
は

当
初
目

指
し
た

目
的

が

達
成
で

き
て
い

る
の

か
、

ま
た
、

達
成
で

き
て

い
な

い
と
す

れ
ば
真

の
経

営
体

と
な
る

た
め
に

ど
の

よ
う
な

課
題
が

あ
る

の
か

と
い
う

観
点
か

ら
、

国
立

大
学
法

人
等
の

現
状

の
分

析
を
行

い
、
こ

れ
を

踏
ま
え

た
課
題

を
整

理
す

る
と
と

も
に
、

機
能

強
化

に
向
け

た
対
応

策
の

方
向

性
に
つ

い
て
本

年
１

月
に
論

点
整

理
1
を
行
い

、
議
論

を
続
け

て
き

た
。

 

法
人
化

後
の

2
0
年
間

は
「
失
わ

れ
た

3
0
年
」

と
も
い
わ

れ
る
我

が
国

の
低

成
長
下

の
期
間

と
も

重
な
り

、
我
が

国
全

体
が

リ
ス
ク

を
避
け

た
コ

ス
ト

カ
ッ
ト

型
の
経

済
に

陥
る

中
、
国

立
大
学

法
人

等
に
お

い
て
も

同
様

に
コ

ス
ト
カ

ッ
ト
型

の
経

営
に

な
ら
ざ

る
を
得

ず
、

結
果

と
し
て

諸
外
国

と
の

研
究
力

の
格
差

や
財

政
基

盤
の
格

差
の
拡

大
を

招
く

こ
と
と

な
っ
た

。
我
が

国
の
潜
在

力
を
活

か
し
、

新
た

な
世

界
秩

序
の

中
で

オ
ー

ル
・

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

社
会

を
実

現
し

て
い

く
2
た

め
に

は
、
コ

ス
ト
カ

ッ
ト
型

の
経

済
か

ら
脱
却

し
、
 「
知
・
人
へ

の
投
資
」
の
好

循
環
を

生
み

出
し
て

い
く
こ

と
が

必
要
で

あ
り
、

大
学

等
に

つ
い
て

は
、
S
T
E
A
M

に
代

表
さ
れ

る
サ
イ

エ
ン

ス
や

ア
ー
ト

と
い
っ

た
知

的
資
産

へ
の
投

資
と

そ
こ

か
ら
の

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ
る

新
た
な

価
値

の
創

出
、
現

在
の
産

業
を

前
提
と

し
た
人

材
育

成
か

ら
の
転

換
に
よ

る
人

材
の

ミ
ス
マ

ッ
チ
の

解
消

を
図

っ
て
い

く
こ
と

が
期

待
さ
れ

る
。
ま

た
、

我
が

国
の
潜

在
力
を

活
か

し
、

我
が
国

へ
の
投

資
を

呼
び

戻
し
て

い
く
こ

と
も

必
要
で

あ
り
、

大
学

等
が

中
心
と

な
り
、

地
域

活
性

化
に
必

要
な
人

材
の

育
成

や
、
地

域
の
新

た
な

産
業
の

育
成
を

進
め

て
い

く
こ
と

が
期
待

さ
れ

、
こ

れ
ら
に

向
け
た

社
会

か
ら

の
投
資

を
高
め

て
い

く
こ
と

が
必
要

と
な

る
。

 

国
立
大

学
法
人

等
は

、
我

が
国
の

高
等
教

育
、

学
術

及
び
科

学
技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
を
牽

引

す
る
と

と
も
に

、
世

界
の

知
に
貢

献
し
て

き
た

機
関

で
あ
り

、
国
と

国
立

大
学

法
人
等

は
、
こ

れ
ら

の
機
関

が
我
が

国
の

未
来

に
大
き

な
責
任

を
有

し
て

い
る
こ

と
を
改

め
て

認
識

す
る
と

と
も
に

、
現

在
、
国

内
外
の

社
会

が
大

き
な
転

換
期
に

あ
る

こ
と

を
踏
ま

え
、
将

来
的

な
社

会
の
変

化
を
見

据
え

て
、
法

人
化
と

い
う

第
三

の
改
革

に
続
く

、
第

四
の

改
革
を

今
ま
さ

に
、

未
来

に
責
任

を
持
っ

て
、

ス
テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー

か
ら

の
信
頼

を
得
つ

つ
、

共
同

で
行
っ

て
い
く

と
の

断
固

た
る
意

志
を
持

ち
、

1
 
「
国
立
大
学
法
人
等
の
機
能
強
化
に
向
け
て
の
論

点
整
理
」（

令
和
７
年
１
月

1
5
日
 
国
立
大
学
法
人
等
の
機
能

強
化

に
向
け
た
検
討
会
）
 

2
 
第
６
期
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計

画
」
（
令
和
３
年
３
月

2
6
日
 
閣
議
決
定
）
の

P
５
「
は
じ
め
に

」

に
お
い
て
、
「
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
に
よ
っ
て
、
地
域
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
言
語
、
文
化
の
多
様
性
を
尊

重
し
、
互
い
の
自
由
と
信
頼
と
い
う
原
則
を
共
有

で
き
る
国
々
と
と
も
に
、
新
た
な
世
界
秩
序
の
中
で
オ
ー
ル
・
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
を
実
現
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
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2 

実
行
す

る
こ
と

が
求

め
ら

れ
る
。

 

国
に

お
い

て
は

、
今

後
の

国
立

大
学

法
人

等
の

機
能

強
化

に
向

け
て

、
こ

の
よ

う
な

認
識

の
下

、

国
立
大

学
法
人

等
の

改
革

を
進
め

る
と
と

も
に

、
特

に
、
第

５
期

中
期
目

標
期

間
 （
令

和
1
0
～
1
5
年

度
）
に

向
け
た

組
織

 ・
業

務
や
運

営
費
交

付
金

等
の

見
直
し

を
具
体

化
す

る
に

当
た
っ

て
は
、
本
 「
改

革
の
方

針
」
の

方
向

性
に

沿
っ
て

進
め
る

こ
と

を
要

請
す
る

。
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3 

２
．

今
後

の
国

立
大

学
法
人

等
の

機
能

強
化
に

向
け
た

改
革

の
方

向
性

（
１

）
2
0
4
0
年

を
見

据
え

た
機

能
強

化
の
視

点
の
明

確
化

①
社

会
の

大
き

な
転

換
点

に
お

け
る

大
学

国
立

大
学
法

人
等

の
機
能

強
化
に

向
け

た
改

革
の
方

向
性
を

示
す

前
提

と
し
て

、
ま
ず

、
今

大

学
を

取
り

巻
く

社
会

そ
の

も
の

が
大

き
な

転
換

点
を

迎
え

て
い

る
こ

と
に

常
に

意
識

を
持

つ
こ

と
が
不

可
欠
で

あ
る

。
平

成
1
6
年

の
法
人

化
以

降
、

2
0
年
の
間

に
大

学
を

取
り
巻

く
環
境

は
絶

え
ず
変

化
し
て

き
た

が
、

今
日
、
A
I
、
I
o
T
等

に
よ

り
人
々

の
生
活

様
式

が
飛

躍
的
に

便
利
で

豊

か
な
も

の
に
変

わ
る

デ
ジ

タ
ル
社

会
の
到

来
、

グ
ロ

ー
バ
ル

化
を
経

た
複

雑
な

国
際
環

境
、

脱
炭

素
と
い

っ
た
地

球
規

模
の

課
題
の

顕
在
化

、
ま

た
、

我
が
国

に
お
け

る
少

子
高

齢
化
の

想
定
以

上

の
急
速

な
進
展

と
い

っ
た

、
激
変

と
も
言

え
る

事
象

が
国
内

外
で
発

生
し

て
い

る
。
こ

の
よ

う
な

社
会
の

大
き
な

変
化

は
今

後
も
加

速
度
的

に
進

む
こ

と
こ
そ

あ
れ
、

大
き

く
後

戻
り
す

る
こ
と

は

考
え
に

く
い
。

 

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
到

来
は

、
大

学
の

存
在

そ
の

も
の

に
も

大
き

な
変

化
を

も
た

ら
し

て
お

り
、

今
後
と

も
、
大

学
の

在
り

方
に
大

き
な
う

ね
り

を
も

た
ら
す

こ
と
に

な
る

と
予

想
さ
れ

る
。
大

学

が
知
の

拠
点
と

し
て

の
役

割
を
果

た
し
て

き
た

背
景

に
は
、

大
学
に

知
が

集
積

さ
れ
、

そ
こ
に

集

ま
る
教

員
と
学

生
と

の
相

互
作
用

に
よ
っ

て
新

た
な

知
を
生

み
出
す

「
場

」
と

し
て
機

能
し
て

き

た
こ
と

が
挙
げ

ら
れ

る
が

、
デ
ジ

タ
ル
社

会
の

到
来

に
よ
り

、
人
々

は
、

莫
大

な
量
の

国
内
外

の

情
報
を

容
易
か

つ
瞬

時
に

入
手
、

共
有
、

ま
た

活
用

す
る
こ

と
が
可

能
と

な
り

、
新
た

な
知
や

価

値
も
、

物
理
的

な
「

場
」

を
持
た

ず
し
て

創
ら

れ
得

る
状
況

へ
と
変

化
し

て
き

て
い
る

。
大
学

の

中
に
も

、
こ
う

い
っ

た
社

会
的
な

変
化
の

上
に

成
り

立
ち
、

キ
ャ
ン

パ
ス

と
い

う
物
理

的
空
間

を

持
た
ず

、
教
職

員
と

学
生

等
が
オ

ン
ラ
イ

ン
上

に
お

い
て
の

み
交
流

を
行

う
こ

と
を
基

本
と
す

る

形
態

や
、

時
間

と
空

間
を

共
有

し
な

い
オ

ン
デ

マ
ン

ド
型

の
授

業
の

提
供

も
進

ん
で

き
て

い
る

。

こ
の
よ

う
な
新

た
な

授
業

形
態
を

全
面
的

に
取

り
入

れ
る
大

学
の
登

場
に

伴
い

、
全
都

道
府
県

に

立
地
す

る
国
立

大
学

は
、

キ
ャ
ン

パ
ス
や

建
物

な
ど

、
リ
ア

ル
に
人

が
集

ま
る

こ
と
が

で
き
る

環

境
そ
の

も
の
の

価
値

や
強

み
を
改

め
て
認

識
し

、
学

生
や
研

究
者
の

視
点

で
、

そ
こ
で

行
う
教

育

研
究
の

価
値
を

ど
う

高
め

て
い
く

か
を
考

え
、

実
行

す
る
こ

と
が
求

め
ら

れ
る

。
 

ま
た
、

デ
ジ
タ

ル
化

社
会

の
到
来

に
伴
い

、
知

の
修

得
と
い

う
観
点

か
ら

は
、

国
境
の

ボ
ー
ダ

ー
レ
ス

化
も
加

速
度

的
に

進
展
し

て
い
る

。
学

生
は

様
々
な

情
報
に

触
れ

、
知

的
好
奇

心
を
大

い

に
満
た

す
リ
ア

ル
な

経
験

を
求
め

、
自
国

以
外

で
の

学
び
の

経
験
を

得
る

者
が

増
え
て

い
る
。

世

界
に
お

け
る
留

学
生

の
数

は
、
平
成

1
2
年
当

時
に

は
1
6
0
万
人

で
あ
っ

た
が
、
令

和
５
年

に
は

6
4
0
万

人
に
ま

で
増

加
し

て
お
り
、
ま
た
、
留
学
生

の
受
入

れ
国
も

多
様

化
し

て
き
て

い
る

3
。
こ

の
よ
う

な
変
化

は
、

も
は

や
大
学

が
自
国

の
人

材
の

育
成
を

自
国
の

人
材

の
み

の
環
境

で
行
う

の

3
 
平
成

1
2
年
当
時
で
は
上
位
７
か
国
で

7
5
％
を
超
え
て
い
た
が
、
令
和
５
年
に
は

1
3
か
国
で

7
5
％
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
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で
は
な

く
、
如

何
に

海
外

か
ら
優

秀
な
人

材
を

惹
き

つ
け
、
D
E
I
4
が
確

保
さ
れ

た
環
境
に

お
い
て

、

国
内
外

の
個
々

の
学

生
に

と
っ
て

価
値
の

あ
る

教
育

や
経
験

を
提
供

し
て

い
く

か
と
い

う
、
グ

ロ

ー
バ
ル

な
視
点

を
持

つ
こ

と
を
求

め
て
き

た
と

言
え

る
。

 

例
え
ば

、
脱
炭

素
と

い
っ

た
地
球

規
模
の

課
題

は
、

新
た
な

知
、
技

術
、

ま
た

、
こ
れ

ら
が
社

会
で

実
装

さ
れ

る
上

で
必

要
と

な
る

新
た

な
ル

ー
ル

や
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

形
成

等
が

お
互

い
に

影
響

し
合

い
、

社
会

が
受

容
で

き
る

形
で

進
化

し
な

け
れ

ば
乗

り
越

え
ら

れ
な

い
も

の
で

あ
る

。

そ
の
た

め
、
多

様
な

知
と

、
知
を

生
み
出

す
人

が
リ

ア
ル
に

集
結
す

る
公

共
的

な
場
で

あ
る
大

学

に
は
、
D
E
I
を

体
現

し
、

知
を
ベ

ー
ス
と

し
た

社
会

シ
ス
テ

ム
の
変

革
の

エ
ン

ジ
ン
と

な
る
こ

と

が
期
待

さ
れ
る

の
で

あ
る

。
こ
う

い
っ
た

期
待

に
応

え
る
役

割
を
積

極
的

に
果

た
し
て

い
く
こ

と

を
志
向

し
、
行

動
す

る
大

学
は
、

そ
の
営

み
を

エ
ン

カ
レ
ッ

ジ
す
る

文
化

、
ガ

バ
ナ
ン

ス
、
フ

ァ

イ
ナ
ン

ス
の
仕

組
み

な
ど

を
つ
く

り
、
学

内
外

の
人

々
と
知

を
共
創

し
、

ダ
イ

ナ
ミ
ッ

ク
に
活

動

を
展
開

し
て
い

る
。

 

ま
た
、

近
時
に

お
い

て
は

、
国
内

外
の
社

会
状

況
の

変
動
を

背
景
に

、
学

生
や

研
究
者

の
日
常

的
な
学

び
と
研

究
の

環
境

が
急
変

さ
せ
ら

れ
る

と
い

う
、
未

だ
か
つ

て
な

い
事

象
も
顕

在
化
し

て

き
て
い

る
。
大

学
は

そ
の

活
動
の

持
続
的

な
発

展
に

向
け
て

、
改
め

て
、

社
会

に
対
し

て
謙
虚

な

姿
勢
を

持
ち
つ

つ
、

そ
の

活
動
を

広
く
社

会
に

発
信

す
る
と

と
も
に

対
話

を
重

ね
、
そ

の
活
動

の

基
盤
を

ゆ
る
ぎ

な
い

も
の

に
し
て

い
く
努

力
を

続
け

る
と
と

も
に
、

高
い

レ
ジ

リ
エ
ン

ス
を
備

え

て
い
く

こ
と
も

求
め

ら
れ

る
。

 

各
国
立

大
学
法

人
等

も
文

部
科
学

省
を
は

じ
め

と
す

る
関
係

機
関
も

、
こ

れ
か

ら
の

2
0
年
が

こ
れ
ま

で
の

2
0
年
と

同
じ
よ
う

な
環
境

に
は

全
く

な
い
と

い
う
こ

と
を

念
頭

に
、
今
、
大
き

な
時

代
の
転

換
点
に

あ
る

と
の

認
識
を

強
く
持

つ
と

と
も

に
、
現

状
維
持

あ
り

き
と

い
う
意

識
を
捨

て

去
り
、
現

状
を
直

視
す

る
と
と
も

に
、
未
来

に
向

か
っ
て
、
変

革
の
歩

み
を

進
め
る
と

き
で
あ

る
。
 

こ
う
い

っ
た
環

境
に

お
い

て
、
改

め
て
、

国
立

大
学

法
人
等

の
全
体

と
し

て
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン
を

整
理
す

る
と
、

大
き

く
以

下
の
三

点
と
な

る
。

 

①
不
確

実
な
社
会

を
切

り
開

く
世
界

最
高
水

準
の

研
究

の
展
開

と
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
牽

引

②
変
化

す
る
社
会

ニ
ー

ズ
に

応
じ
た

高
度
専

門
人

材
の

育
成

③
地
域

社
会
を
先

導
す

る
人

材
の
育

成
と
地

域
産

業
の

振
興

世
界

最
高
水
準

の
研

究
の

展
開
と

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
牽
引

に
当
た

っ
て

は
、

そ
れ
ら

か
ら
生

じ
る
知

を
ベ
ー

ス
と

し
た

新
た
な

価
値
や

市
場

の
創

出
、
そ

し
て
そ

れ
に

伴
う

新
た
な

資
金
の

流

れ
の
創

出
ま
で

を
国

立
大

学
法
人

等
が
担

う
こ

と
と

な
る
。

ま
た
、

変
化

す
る

社
会
ニ

ー
ズ
に

応

じ
た
高

度
専
門

人
材

の
育

成
や
、

地
域
社

会
を

先
導

す
る
人

材
の
育

成
と

地
域

産
業
の

振
興
に

当

た
っ
て

は
、
我

が
国

の
産

業
や
地

域
の
多

様
な

基
盤

を
支
え

る
人
材

の
育

成
に

向
け
て

、
域
内

の

行
政
機

関
や
高

等
教

育
機

関
と
の

連
携
を

通
じ

、
未

来
を
見

据
え
て

取
り

組
む

こ
と
が

国
立

大
学

4
 
D
E
I
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
多
様
性
、
エ
ク
イ
テ

ィ
：
公
平
性
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
：
受
容
性
）
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法
人
等

に
は
求

め
ら

れ
る

。
そ
し

て
、
国

に
お

い
て

も
、
国

立
大
学

法
人

等
が

そ
の
よ

う
な

役
割

を
果
た

す
こ
と

が
で

き
る

よ
う
、

支
援
の

在
り

方
を

抜
本
的

に
見
直

し
て

い
く

こ
と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

そ
の
上

で
、
各

法
人

に
お

い
て
は

、
上
記

の
国

立
大

学
法
人

等
の
全

体
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

と
自
ら

を
取
り

巻
く
環

境
を

踏
ま

え
つ
つ

、
重
き

を
置

く
ミ

ッ
シ
ョ

ン
の
特

定
と

と
も

に
、
何

を
す
べ

き

か
が
見

え
る
形

ま
で

ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
掘
り

下
げ

て
言

語
化
し

、
ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

実
現
に

向
け

て
取

る
べ
き

ア
ク
シ

ョ
ン

を
具

体
化
す

る
こ
と

と
な

る
。

そ
の
具

体
化
に

あ
た

っ
て

は
、
従

来
型
の

教

育
や
研

究
の
ア

プ
ロ

ー
チ

や
考
え

方
か
ら

の
脱

却
、

ま
た
、

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
含
め

、
大

学
の

活
動
を

支
え
る

強
固

な
ガ

バ
ナ
ン

ス
の
構

築
な

ど
、

こ
れ
ま

で
に
な

い
リ

ソ
ー

ス
や
考

え
方

を
貪

欲
に
取

り
入
れ

て
、

大
学

の
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

の
最

大
化
に

向
け
た

変
革

を
断

行
し
て

い
く

こ
と

が
求
め

ら
れ
る

。
 

 
そ
し

て
、
文

部
科

学
省

は
、
各

法
人
と

丁
寧

に
対

話
を
重

ね
な
が

ら
、

関
係

府
省
や

産
業
界

等

の
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
と

も
連
携

し
て
、

法
人

の
取

組
を
後

押
し
す

る
有

効
な

施
策
を

講
じ
て

い

く
こ
と

が
不
可

欠
で

あ
る

。
 

②
機

能
強

化
を

進
め

る
に
当

た
っ

て
の

留
意
点

 
各
法

人
に
お

い
て

、
ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
明

確
化

及
び
ミ

ッ
シ
ョ

ン
を

果
た

す
た
め

に
必
要

な
強

化

す
べ
き

機
能
の

具
体

化
、

そ
し
て

、
ア
ク

シ
ョ

ン
へ

の
落
と

し
込
み

を
行

う
に

当
た
っ

て
は
、

法

人
を
取

り
巻
く

様
々

な
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と

の
対

話
を
し

て
い
く

こ
と

が
求

め
ら
れ

る
。
法

人

を
取
り

巻
く
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ
ー

と
し
て

は
、

教
職

員
や
学

生
と
い

っ
た

内
部

の
構
成

員
だ
け

に

留
ま
ら

ず
、
立

地
す

る
自

治
体
、

卒
業
生

、
共

同
研

究
先
の

企
業
や

団
体

、
国

内
外
の

研
究
コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
な
ど

多
岐

に
わ

た
る
関

係
者
が

想
定

さ
れ

、
自
ら

が
ど
の

よ
う

な
役

割
や
ミ

ッ
シ
ョ

ン

を
果

た
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
か

を
客

観
的

に
検

証
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た
、

ミ
ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強
化

の
方
向

性
に

沿
っ

て
各
法

人
が
適

切
に

取
組

を
進
め

て
い
る

か
を
検

証
で
き

る
よ

う
、
適
切
な

指
標

 （
K
P
I
）
の

設
定
も
こ

の
プ
ロ

セ
ス

に
組

み
込
む

こ
と

が
求

め
ら
れ

る
。
こ

の
よ

う
な

指
標
の

設
定
に

つ
い

て
は

、
国
立

大
学
法

人
評

価
委

員
会
に

よ
る
中

期

目
標

・
中

期
計

画
の

達
成

状
況

の
評

価
5
を

行
う

に
当

た
っ
て

も
有

効
で

あ
り

、
大

き
な

改
革

を

進
め

る
観

点
と

シ
ン

プ
ル

な
評

価
を

可
能

と
す

る
観

点
を

踏
ま

え
て

設
定

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る
。

 

さ
ら
に

、
こ

う
い

っ
た
プ

ロ
セ
ス

に
お

い
て

、
期
待

さ
れ
る

役
割

や
ミ

ッ
シ
ョ

ン
を
今

の
法

人

だ
け
で

は
果
た

し
て

い
く

こ
と
が

困
難
、

又
は

効
果

が
限
定

的
で
あ

る
場

合
も

想
定
さ

れ
る
。

ま

5
 
国
立
大
学
法
人
法
に
基
づ

き
、

各
国
立
大
学
法
人
等
は
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
中
期
目
標
・
中
期
計

画

の
達
成
状
況
の
評
価
を
中
期
目
標
期
間
４
年
目
終

了
時
、
中
期
目
標
期
間
終
了
時
に
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
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た
、
各

法
人
が

現
在

の
組

織
形
態

で
期
待

さ
れ

る
役

割
を
果

た
し
て

い
こ

う
と

し
た
結

果
、
ど

の

役
割
も

中
途
半

端
な

こ
と

に
な
っ

て
し
ま

う
可

能
性

も
あ
る

。
こ
う

い
っ

た
こ

と
を
踏

ま
え

れ
ば
、

現
状
維

持
あ
り

き
と

の
意

識
を
捨

て
去
り

、
各

法
人

に
お
け

る
特
色

や
強

み
を

明
確
に

し
た
上

で
、

後
述
す

る
よ
う

な
再

編
統

合
や
連

携
等
も

視
野

に
入

れ
、
他

の
国
立

大
学

や
公

私
立
大

学
、
国

立

研
究
開

発
法
人

を
は

じ
め

と
し
た

研
究
機

関
等

と
の

対
話
を

行
い
、

そ
の

役
割

や
ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

果
た
し

て
い
く

視
点

を
持

つ
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

 

（
２

）
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
抜
本

的
強

化

①
基

本
的

な
考

え
方

国
立

大
学
等
の

法
人

化
は

、
自
律

的
な
環

境
の

下
で

国
立
大

学
等
を

一
層

活
性

化
し
、

優
れ
た

教
育
や

特
色
あ

る
研

究
に

向
け
て

よ
り
積

極
的

な
取

組
を
促

し
、
よ

り
個

性
豊

か
な
魅

力
あ
る

国

立
大
学

等
を
実

現
す

る
こ

と
を
目

的
と
し

て
行

わ
れ

た
。
こ

の
趣
旨

を
踏

ま
え

、
国
立

大
学
法

人

等
が
真

に
自
律

し
た

経
営

体
と
な

る
上
で

は
、

経
営

力
の
強

化
に
向

け
た

法
令

や
税
制

と
い
っ

た

制
度
の

改
正
に

留
ま

ら
ず

、
制
度

の
趣
旨

を
踏

ま
え

て
そ
の

仕
組
み

が
存

分
に

活
用
さ

れ
る
こ

と

が
不
可

欠
で
あ

り
、

そ
の

た
め
に

は
、
国

立
大

学
法

人
等
に

関
わ
る

全
て

の
関

係
者
の

意
識
改

革

を
進
め

、
国
立

大
学

法
人

等
が
経

営
体
と

な
る

こ
と

の
認
識

が
共
有

さ
れ

て
い

る
こ
と

が
必

要
で

あ
る
。

 

そ
の
上

で
、
各

国
立

大
学

法
人
等

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能
強

化
の
方

向
性

に
沿

っ
て
、

各
法
人

が
行
う

教
育
・

研
究

及
び

社
会
貢

献
の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス
を

最
大
化

し
て

い
く

た
め
に

は
、
自

ら

が
有
す

る
経
営

資
源

の
棚

卸
し
を

行
っ
た

上
で

、
ど

の
よ
う

に
機
能

強
化

の
方

向
性
に

沿
っ
て

資

源
を
活

用
し
て

い
く

か
、

ま
た
、

ど
の
よ

う
な

経
営

資
源
を

充
実
さ

せ
て

い
く

か
と
い

っ
た
経

営

戦
略
を

構
築
し

て
い

く
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。

こ
の

経
営
戦

略
は
、

大
き

く
、

教
育
・

研
究
や

社

会
貢
献

に
必
要

と
な

る
資

金
を
ど

う
確
保

し
学

内
に

配
分
し

て
い
く

か
と

い
っ

た
財
務

戦
略
、

教

育
・
研

究
及
び

社
会

貢
献

を
行
う

上
で
必

要
と

な
る

人
材
を

如
何
に

確
保

、
育

成
し
、

配
置
し

て

い
く
か

、
ま
た

、
そ

の
評

価
や
処

遇
に
係

る
制

度
を

体
系
的

に
整
備

し
、

実
行

す
る
か

と
い
っ

た

人
事
戦

略
と
に

区
分

す
る

こ
と
が

で
き
る

が
、

国
立

大
学
法

人
等
に

お
い

て
は

、
自
ら

の
知

恵
を

総
動
員

し
、
多

様
な

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
か
ら

の
新

た
な

知
も
得

て
、
こ

れ
ら

の
戦

略
を
適

切
に

構
築

し
た
上

で
、
一

体
的

か
つ

効
果
的

に
実
行

し
て

い
く

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制

を
構

築
し
て

い
く

こ
と

が
求
め

ら
れ
る

。
 

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制

の
構

築
に
当

た
っ
て

は
、

各
法

人
の
戦

略
に
基

づ
い

て
、

各
法
人

が
実
質

的
に
動

き
や
す

い
形

と
な

っ
て
い

る
こ
と

が
重

要
で

あ
る
。

そ
の
素

地
と

し
て

、
法
人

の
長
は

リ

ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

を
十

分
に

発
揮
す

る
と
と

も
に

、
法

人
の
長

を
支
え

る
役

員
等

は
、
自

身
の
担

務

に
閉
じ

た
視
点

で
は

な
く

、
経
営

戦
略
に

基
づ

き
経

営
全
体

を
俯
瞰

し
つ

つ
担

務
の
責

任
を
果

た

す
意
識

を
持
ち

、
実

行
す

る
こ
と

が
求
め

ら
れ

る
。
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②
機

能
強

化
に

向
け

た
経
営

戦
略

の
構

築

（
財

務
戦

略
の

構
築

）
 

法
人

化
後
の
運

営
費

交
付

金
の
減

少
等
に

伴
い

、
各

法
人
の

財
務
状

況
の

窮
状

が
指
摘

さ
れ
る

が
、
運

営
費
交

付
金

や
外

部
資
金

を
含
む

法
人

内
の

全
資
金

が
法
人

本
部

及
び

各
部
局

で
ど
の

よ

う
に
確

保
さ
れ

て
い

る
か

、
ま
た

各
部
局

等
に

ど
の

よ
う
な

考
え
方

で
配

分
さ

れ
、
法

人
全
体

で

ど
の
よ

う
な
財

務
状

況
に

な
っ
て

い
る
の

か
、

と
い

っ
た
管

理
会
計

的
視

点
が

未
だ
に

不
十
分

な

点
が
見

ら
れ
る

こ
と

か
ら

、
財
務

戦
略
を

構
築

す
る

に
当
た

っ
て
は

、
ま

ず
、

法
人
内

の
資
金

の

流
れ
を

一
元
的

に
把

握
す

る
体
制

を
構
築

し
、

現
状

の
財
務

状
況
を

詳
ら

か
に

把
握
す

る
こ
と

が

必
要
で

あ
る
。

 

特
に

附
属
病
院

に
つ

い
て

は
、
事

業
規
模

に
占

め
る

割
合
が

高
い
こ

と
か

ら
、

法
人
の

財
務
へ

の
影
響

度
も
高

く
な

っ
て

い
る
こ

と
を
意

識
し

つ
つ

、
後
述

す
る
と

お
り

、
ど

の
よ
う

な
要
因

が

病
院
経

営
を
圧

迫
し

て
い

る
の
か

等
に
つ

い
て

の
分

析
を
進

め
、
分

析
に

基
づ

く
適
切

な
対
応

方

策
に
つ

い
て
検

討
を

進
め

る
と
と

も
に
、

そ
の

役
割

と
位
置

づ
け
の

明
確

化
及

び
組
織

の
在
り

方

を
検
討

す
る
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。
 

併
せ
て

、
資
金

に
加

え
、

自
ら
が

保
有
す

る
土

地
や

建
物
等

の
現
物

資
産

、
ま

た
、
知

の
資
産

の
棚
卸

し
も
行

う
こ

と
が

必
要
で

あ
り
、

こ
れ

ら
の

資
源
を

機
能
強

化
の

方
向

性
に
沿

っ
て
、

如

何
に
法

人
内
で

活
用

、
強

化
、
ま

た
配
分

し
、

強
み

や
特
色

を
伸
ば

し
て

い
く

か
、
ま

た
、
そ

れ

ら
を
如

何
に
価

値
化

し
、

自
ら
の

教
育
・

研
究

や
社

会
貢
献

と
い
っ

た
活

動
の

高
度
化

を
図

っ
て

い
く
か

と
い
っ

た
点

を
財

務
戦
略

で
明
ら

か
に

し
て

い
く
こ

と
が
必

要
と

な
る

。
そ
し

て
、
棚

卸

し
の
結

果
を
踏

ま
え

て
構

築
し
た

財
務
戦

略
に

基
づ

き
、
ミ

ッ
シ
ョ

ン
や

機
能

強
化
の

方
向
性

に

応
じ

て
、

保
有

す
る

資
産

や
資

産
の

ア
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

最
適

化
を

図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

ま
た
、

施
設
に

つ
い

て
は

、
維
持

管
理
や

小
規

模
修

繕
等
も

含
め
、

全
学

的
な

体
制
の

下
で
戦

略

的
な
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

体
制

を
整
備

す
る
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

。
さ
ら

に
、

現
有

施
設
の

機
能
や

使

い
方
を

前
提
と

す
る

の
で

は
な
く

、
自
ら

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン
や

機
能
強

化
の

方
向

性
に
応

じ
て
、

ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と

共
に

活
動
す

る
場
と

な
る

共
創

拠
点
化

を
進
め

る
視

点
も

重
要
で

あ
る

。

こ
れ

ら
財
務
状

況
の

分
析

と
財
務

戦
略
の

構
築

に
つ

い
て
は

、
法
人

の
長

と
担

当
役
員

な
ど
に

と
ど
ま

ら
ず
、

法
人

の
構

成
員
が

、
そ
れ

ぞ
れ

の
役

職
や
担

務
に
応

じ
た

必
要

な
認
識

を
共
有

し

つ
つ
、

法
人
全

体
で

必
要

な
取
組

を
進
め

る
こ

と
が

必
要
で

あ
る
。

こ
の

観
点

か
ら
、

構
成
員

の

認
識
共

有
が
不

十
分

で
あ

る
場
合

に
は
、

こ
れ

ら
の

情
報
に

つ
い
て

、
構

成
員

へ
の
適

切
な
情

報

共
有
の

仕
組
み

を
改

め
て

構
築
す

る
こ
と

も
必

要
で

あ
る
。

ま
た
、

国
立

大
学

法
人
等

は
営

利
を

追
求
す

る
法
人

で
は

な
い

こ
と
か

ら
、
例

え
ば
、
財

務
状
況

の
芳
し

く
な

い
こ

と
の
み

を
も
っ

て
、

当
該

部
局

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
問

題
が

あ
る

と
評

さ
れ

る
よ

う
な

情
報

の
共

有
で

あ
っ

て
は

な
ら
ず

、
こ
の

情
報

共
有

は
、
法

人
の
構

成
員

が
自

法
人
の

財
務
状

況
を

正
し

く
認
識

し
、
機

能

強
化
の

方
向
性

や
そ

の
課

題
、
ま

た
解
決

策
等

を
導

き
出
す

に
当
た

っ
て

必
要

な
情
報

と
し

て
共

有
す
る

た
め
に

行
う

こ
と

を
明
確

に
し
た

上
で

取
り

組
む
こ

と
が
必

要
で

あ
る

。
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ま
た
、

財
務
戦

略
を

各
法

人
の
機

能
強
化

の
方

向
性

や
人
事

戦
略
に

沿
っ

た
も

の
と
す

る
こ
と

は
当
然

の
こ
と

な
が

ら
、

明
ら
か

に
な
っ

た
財

務
状

況
な
ど

に
基
づ

き
、

後
述

す
る
よ

う
な
機

能

強
化
の

方
向
性

に
沿

っ
た

教
育
・

研
究
組

織
や

事
務

組
織
の

見
直
し

を
検

討
し

て
い
く

こ
と
が

求

め
ら
れ

る
。

 

（
人

事
戦

略
の

構
築

）
 

国
立

大
学
法
人

等
が

行
う

教
育
・

研
究
及

び
社

会
貢

献
を
担

う
の
は

人
で

あ
り

、
人
事

戦
略
を

如
何
に

構
築
す

る
か

は
、

国
立
大

学
法
人

等
の

経
営

戦
略
と

し
て
、

財
務

戦
略

と
並
ん

で
極
め

て

重
要
で

あ
る
。

つ
い

て
は

、
各
法

人
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
に

応
じ
て

、
強
化

す

べ
き
機

能
と
そ

れ
に

必
要

な
知
識

、
経
験

、
ス

キ
ル

、
人
数

な
ど
の

人
員

と
組

織
の
体

制
を
具

体

化
す
る

と
と
も

に
、

人
事

給
与
制

度
の
見

直
し

な
ど

人
事
給

与
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
高
度

化
を
図

っ

て
い
く

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
人

事
給
与

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

改
革
に

つ
い

て
は

、
各
国

立
大
学

法
人

等
が

取
り
組

む
上
で

の
基

本
的

な
考

え
方

や
検

討
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト

及
び

参
考

事
例

を
掲

載
し

た
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

6
を

文
部

科
学
省

に
お
い

て
策

定
し

て
い
る

が
、
現

状
は
、
研

究
者
に

関
す
る

内
容

が
中

心
と
な

っ
て
い

る
。

人
事
戦

略
の
構

築
に

当
た

っ
て
は
、
教
員
の

み
な

ら
ず
、
事
務

職
員
や

U
R
A
7
を
は
じ
め

と
す
る

研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
8
、

技
術

職
員

等
の

専
門

人
材
も

含
め

、
全

体
で

構
築

す
る

こ
と

が

必
要
で

あ
る
こ

と
を

踏
ま

え
、
各

法
人
が

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や
機

能
強
化

の
方

向
性

に
沿
っ

て
人
事

給

与
体
系

や
評
価

の
仕

組
み

を
構
築

し
や
す

い
よ

う
、

文
部
科

学
省
に

お
い

て
は

、
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン

に
加
え

る
べ
き

事
柄

に
つ

い
て
整

理
の
上

、
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

の
見
直

し
を

行
う

こ
と
が

求
め
ら

れ

る
。

 

ま
た
、

教
職
員

の
人

事
評

価
に
つ

い
て
は

、
例

え
ば

教
員
は

、
論
文

創
出

数
な

ど
ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
な

業
績

だ
け

に
よ

る
の

で
は

な
く

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
応

じ
た

教
育

、
産

学
連

携
、

社
会

貢
献

、

地
域

振
興

な
ど

必
要

な
観

点
を

入
れ

た
評

価
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

と
と

も
に

処
遇

に
反

映
す

る
な
ど

、
教
職

員
に

期
待

さ
れ
る

役
割
や

意
欲

、
能

力
を
高

め
る
仕

組
み

を
導

入
し
て

い
く
こ

と

が
求
め

ら
れ
る

。
さ

ら
に

、
個
々

の
教
員

の
勤

務
態

様
に
つ

い
て
、

例
え

ば
、

教
育
や

研
究
へ

の

専
念

等
の

分
担

の
見

直
し

や
エ

フ
ォ

ー
ト

の
重

み
付

け
等

も
教

員
の

キ
ャ

リ
ア

の
時

間
軸

に
も

留
意
し

つ
つ
検

討
し

、
教

育
、
研

究
及
び

社
会

貢
献

な
ど
、

そ
れ
ぞ

れ
の

パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス
を

最

大
化
す

る
環
境

の
構

築
に

取
り
組

む
こ
と

も
必

要
で

あ
る
。

 

ま
た
、

教
員
と

事
務

職
員

や
研
究

開
発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人
材

、
技
術

職
員

等
の

専
門
人

材
の
法

人
内
に

お
け
る

配
置

の
仕

方
や
人

数
の
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い
て

、
ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能
強

化
の

方
向

性
に
沿

っ
て
、

成
果

を
上

げ
る
観

点
は
も

と
よ

り
、

効
率
性

の
観
点

か
ら

見
直

す
こ
と

も
必

要
で

6
 
「
国
立
大
学
法
人
等
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成

3
1
年
２
月

2
5
日
）
、
「
国
立

大
学
法
人
等
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
追
補
版
）
」
（
令
和
３
年

1
2
月

2
1
日
）
 

7
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
A
dm
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r 

8
 
U
R
A
 
に
加
え
、
幅
広
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
携

わ
る
教
員
・
研
究
者
、
事
務
職
員
、
様
々
な
専
門
職
を
指
す
。
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あ
る
。

見
直
し

に
当

た
っ

て
は
、

機
能
強

化
の

方
向

性
に
沿

っ
た
将

来
の

理
想

的
な
教

員
、
事

務

職
員
、

研
究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

人
材
、

技
術

職
員

等
の
専

門
人
材

の
バ

ラ
ン

ス
を
予

め
人
事

戦

略
に
お

い
て
明

確
に

し
、

そ
れ
に

向
け
た

適
切

な
人

事
管
理

を
計
画

的
に

行
っ

て
い
く

こ
と
が

求

め
ら
れ

る
。

 

特
に

専
門
人
材

に
つ

い
て

は
、
法
人

化
以
降

の
業

務
の
複
雑

化
等
に

伴
い
、
財

務
、
経
営

企
画
、

法
務
等

の
分
野

に
お

け
る

人
材
や

、
組
織

運
営

に
必

要
な
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

、
I
R
（
イ
ン

ス
テ
ィ

チ

ュ
ー
シ

ョ
ナ
ル

リ
サ

ー
チ

）
に
係

る
人
材

、
研

究
開

発
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
人

材
や

技
術
系

職
員
等

の

専
門
知

識
や
経

営
マ

イ
ン

ド
を
有

す
る
人

材
の

必
要

性
が
高

ま
っ
て

き
て

い
る

。
こ
の

よ
う
な

人

材
を
如

何
に
採

用
、

育
成

し
、
学

内
に
適

切
に

配
置

し
て
い

く
の
か

、
ま

た
、

キ
ャ
リ

ア
パ
ス

を

ど
の
よ

う
に
構

築
し

て
い

く
か
と

い
っ
た

こ
と

を
検

討
の
上

、
具
体

の
仕

組
み

を
構
築

・
運
用

し

て
い
く

こ
と
も

求
め

ら
れ

る
。
ま

た
、
専

門
の

分
野

に
よ
っ

て
は
、

法
人

内
で

人
材
を

十
分

に
確

保
、
育

成
、
配

置
し

て
い

く
こ
と

が
難
し

い
こ

と
も

想
定
さ

れ
る
。

そ
し

て
、

専
門
人

材
の

ス
キ

ル
ア
ッ

プ
や
人

脈
の

幅
を

広
げ
る

観
点
か

ら
は

、
一

定
程
度

広
が
り

や
ボ

リ
ュ

ー
ム
を

も
っ

た
現

場
が
必

要
と
考

え
ら

れ
る

こ
と
か

ら
、
現

在
の

学
内

組
織
の

役
割
分

担
や

機
能

を
見
直

し
つ

つ
必

要
な

組
織

の
再

編
に

と
ど

ま
ら

ず
、

各
法

人
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能

強
化

の
方

向
性

を
踏

ま
え

、

他
法

人
と

の
連

携
に

よ
る

リ
ソ

ー
ス

の
共

有
化

や
一

部
機

能
の

統
合

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
も

必
要
で

あ
る
。

こ
の

よ
う

な
「
知

」
の
資

産
等

の
活

用
に
当

た
っ
て

は
研

究
開

発
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

人
材
が

重
要
な

役
割

を
果

た
す
こ

と
に
な

る
が

、
自

大
学
の

み
で
は

十
分

な
確

保
が
困

難
で
あ

る

こ
と
も

想
定
さ

れ
る

。
 

こ
う
い

っ
た
人

事
戦

略
に

つ
い
て

、
各
国

立
大

学
法

人
等
に

お
い
て

学
内

の
構

成
員
で

認
識
の

共
有
を

図
っ
た

上
で

、
丁

寧
に
取

組
を
進

め
て

い
く

こ
と
が

必
要
と

な
る

。
 

③
規

制
緩

和
さ

れ
た

制
度
の

活
用

と
更

な
る
規

制
緩
和

の
推

進

各
国

立
大
学
法

人
等

に
お

い
て
は

、
前
述

の
と

お
り

、
財
務

戦
略
を

立
案

す
る

に
当
た

り
、
自

ら
が
有

す
る
「

知
」

の
資

産
等
と

し
て
何

を
有

し
て

い
る
か

の
棚
卸

し
を

行
う

こ
と
が

必
要
で

あ

り
、
こ

れ
ら
の

資
産

を
ど

の
よ
う

に
活
用

し
て

い
く

か
を
検

討
す
る

こ
と

が
求

め
ら
れ

る
。
そ

の

際
、
法

人
化
以

降
進

め
ら

れ
て
き

た
規
制

緩
和

さ
れ

た
制
度

を
活
用

し
、

共
同

研
究
や

社
会
実

装

等
を
通

じ
て
、

法
人

の
活

動
を
継

続
的
に

維
持

・
発

展
さ
せ

て
い
く

た
め

の
新

た
な
財

源
を
確

保

す
る
視

点
を
持

つ
こ

と
が

必
要
で

あ
る
。

 

 
法
人

化
以

降
、

国
立
大

学
法
人

等
に

お
い

て
は
、

土
地
の

貸
付

対
象

、
余
裕

金
の
運

用
範

囲
、

長
期
借

入
や
債

権
の

発
行

対
象
、

ま
た
出

資
対

象
の

拡
大
等

の
規
制

緩
和

が
行

わ
れ
、

自
ら
が

有

す
る
資

産
や
知

を
価

値
化

す
る
仕

組
み
が

充
実

し
て

き
て
い

る
と
と

も
に

、
国

立
大
学

法
人
の

業

務
運
営

に
関
す

る
F
A
Q
等

を
通
し

て
、
緩

和
さ

れ
た

制
度
の

活
用
が

適
切

に
進

む
よ
う

、
実
務

上

の
あ

い
路

を
解

消
す

る
上

で
必

要
な

制
度

を
運

用
す

る
に

あ
た

っ
て

の
考

え
方

の
明

確
化

な
ど

が
図
ら

れ
て
き

て
い

る
が

、
こ
れ

ら
の
制

度
の

活
用

状
況
は

法
人
間

に
お

い
て

差
異
が

あ
る

状
況

と
な
っ

て
い
る

。
一

方
、

世
界
最

高
水
準

の
教

育
研

究
活
動

の
展
開

を
目

的
に

指
定
国

立
大
学

法

93
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人
制
度

9
が

設
け

ら
れ

、
他

の
法
人

に
先

行
し

て
規

制
緩

和
を

行
い

、
様

々
な

改
革

が
進

ん
で

い

る
。

 

「
知
」

の
高
付

加
価

値
化

に
取
り

組
み
、

そ
の

「
知

」
の
資

産
等
を

活
用

し
て

産
学
連

携
や
社

会
実

装
の

活
動

を
持

続
的

に
強

化
し

て
い

く
に

当
た

っ
て

は
、
「

産
学

官
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

強
化
の

た
め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
」

等
に
基

づ
き

、
戦

略
的
産

学
連
携

経
費

1
0
な
ど
質
の

高
い
産

学

連
携
活

動
を
持

続
的

に
行

う
た
め

に
必
要

な
経

費
や

、
目
標

を
超
え

た
成

果
が

上
が
っ

た
場
合

の

成
功
報

酬
の
設

定
が

有
効

で
あ
る

。
ま
た

、
共

同
研

究
等
の

価
値
に

応
じ

た
共

同
研
究

費
の
設

定

等
に
つ

い
て
、

共
同

研
究

の
パ
ー

ト
ナ
ー

で
あ

る
企

業
等
と

目
標
設

定
及

び
知

の
価
値

の
共
通

認

識
を
図

り
な
が

ら
、

適
切

な
価
値

付
け
を

行
っ

て
い

く
こ
と

や
、
大

学
知

財
ガ

バ
ナ
ン

ス
リ
ー

ダ

ー
の
活

用
に
よ

る
戦

略
的

な
知
財

の
獲
得

が
必

要
と

な
る
ほ

か
、
国

立
研

究
開

発
法
人

の
橋

渡
し

機
能
等

も
活
用

す
る

こ
と

も
有
効

と
考
え

ら
れ

る
。

さ
ら
に

、
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の
創

出
・
成

長

に
向
け

て
は
、

学
内

の
取

組
と
と

も
に
、

拠
点

都
市

な
ど
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に

参
画
し

て
、
学

内

に
は
な

い
リ
ソ

ー
ス

の
活

用
を
図

り
な
が

ら
取

組
を

進
め
る

こ
と
が

重
要

で
あ

る
。

 

国
に
お

い
て
は

、
後

述
す

る
と
お

り
、
各

国
立

大
学

法
人
等

に
お
い

て
「

知
」

の
高
付

加
価
値

化
を
進

め
る
に

当
た

っ
て

の
制
度

的
あ
い

路
に

つ
い

て
、
引

き
続
き

、
さ

ら
な

る
規
制

緩
和
も

含

め
、
適

切
な
見

直
し

を
行

っ
て
い

く
こ
と

が
求

め
ら

れ
、
そ

の
際
に

は
、

指
定

国
立
大

学
法
人

制

度
を
活

用
す
る

こ
と

も
考

え
ら
れ

る
。

 

④
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の
見

直
し

経
営

戦
略

の
立

案
、

実
行

に
当

た
っ

て
は

、
理

事
長

や
学

長
が

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
、

明
確
な

役
割
分

担
と

有
機

的
な
連

携
が
図

ら
れ

る
役

員
体
制

を
基
に

、
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制
を

構

築
す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。
そ

の
際
、

法
人

の
機

能
強
化

に
向
け

た
経

営
戦

略
の
内

容
や
規

模

に
応
じ

て
、
例

え
ば

、
国

立
大
学

法
人
法

に
お

い
て

可
能
と

さ
れ
て

い
る

経
営

と
教
学

の
分
離

を

行
う
こ

と
、
又

は
C
F
O
や

プ
ロ
ボ

ス
ト
と

い
っ

た
経

営
と
教

学
そ
れ

ぞ
れ

に
責

任
と
権

限
を
付

与

し
た
ポ

ス
ト
を

設
定

す
る

な
ど
、

各
国
立

大
学

法
人

等
の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
や

機
能

強
化
の

方
向
性

や

規
模
等

に
応
じ

た
適

切
な

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制

を
構

築
す
る

こ
と
が

必
要

と
な

る
。
ま

た
、
新

た

な
課
題

に
的
確

に
対

応
し

て
い
く

た
め
、

法
人

内
の

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制

に
つ

い
て
柔

軟
に
見

直

し
を
行

う
必
要

も
生

じ
得

る
も
の

と
考
え

る
。

 

特
に
、

各
国
立

大
学

法
人

等
の
運

営
が
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機
能

強
化
の

方
向

性
や

そ
れ
に

基
づ
く

経
営
戦

略
に
沿

っ
て

適
切

に
行
わ

れ
て
い

る
か

を
常

に
検
証

す
る
観

点
か

ら
は

、
ま
ず

は
、
学

長

9
 
国
立
大
学
法
人
法
第

3
4
条
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
国
立
大
学
法
人
の
う
ち
、
当
該
国
立
大
学
法
人
に

係
る

教
育
研
究
上
の
実

績
、
管
理
運
営
体
制
及
び
財
政

基
盤
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
の

展
開
が
相
当
程
度

見
込
ま
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申

請
に
よ
り
、
指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き

る
。
現
在
、
９
法
人
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

1
0
 
今
後
の
産
学
官

連
携
活
動
の
発
展
に
向
け
た
将
来
へ
の
投
資

や
、
そ
う
し
た
活
動
に
伴
う
リ
ス
ク
の
補
完
の
た
め

の

経
費
（
「
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
 
研
究
強
化
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成

2
8
年

1
1
月

3
0
日
 
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
促
進
産
学
官
対
話
会
議
））
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選
考
・

監
察
会

議
や

監
事

の
活
用

、
既
存

の
自

己
点

検
等
に

お
い
て

、
効

果
的

な
経
営

の
モ
ニ

タ

リ
ン
グ

が
図
ら

れ
て

い
る

か
を
振

り
返
り

、
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

の
結
果

に
応

じ
て

学
長
・

理
事
長

を

は
じ
め

役
員
の

責
任

を
明

確
に
す

る
方
策

の
構

築
や

、
学
長

・
理
事

長
や

役
員

の
担
務

に
応
じ

て

必
要
な

知
識
や

経
験
、
ま

た
、
資
質

を
明
確

化
し
、
経
営
の

高
度
化

を
図

る
こ

と
も
重

要
と
な

る
。

ま
た
、

法
人
と

し
て

一
定

の
規
模

を
確
保

し
て

、
多

様
な
財

源
で
活

動
の

拡
張

を
図
る

経
営
を

支

え
る
観

点
な
ど

か
ら

、
運

営
方
針

会
議
を

設
置

し
た

法
人
の

経
営
力

強
化

に
向

け
た
取

組
の
効

果

や
課
題

に
つ
い

て
、

他
の

法
人
の

参
考
と

な
る

よ
う

、
可
能

な
範
囲

で
共

有
さ

れ
る
こ

と
を
期

待

す
る
。

 

（
３

）
機

能
強

化
の

方
向
性

に
沿

っ
た

組
織
の

見
直
し

①
教

育
・

研
究

組
織

や
事
務

組
織

の
見

直
し

 
令
和

４
年
の

出
生

数
は

7
0

万
人
を

下
回

る
な

ど
、
我

が
国
の

少
子

化
は

避
け
る

こ
と
が

で
き

な
い
も

の
と
な

っ
て

い
る

。
国
立
大

学
に
つ

い
て

も
、
1
8
歳
人

口
が

減
少
す

る
中
に
お

い
て
、
日

本
人
学

部
学
生

の
規

模
の

縮
小
は

避
け
ら

れ
ず

、
教

育
の
質

を
持
続

的
に

確
保

し
て
い

く
た
め

に

は
、
学

部
定
員

を
含

め
、

現
在
の

学
部
の

規
模

や
組

織
の
在

り
方
に

つ
い

て
も

自
ら
の

ミ
ッ
シ

ョ

ン
や
機

能
強
化

の
方

向
性

に
沿
っ

て
見
直

し
を

図
っ

て
い
く

こ
と
が

不
可

欠
で

あ
る
。

一
方
、

前

述
の
と

お
り
、

国
立

大
学

法
人
等

に
は
、

総
体

と
し

て
、
地

域
社
会

を
先

導
す

る
人
材

の
育
成

と

地
域
産

業
の
振

興
と

い
う

ミ
ッ
シ

ョ
ン
を

果
た

す
こ

と
が
期

待
さ
れ

て
お

り
、

特
に
高

等
教
育

機

関
が
不

足
す
る

地
域

に
立

地
す
る

国
立
大

学
に

つ
い

て
は
、

他
の
高

等
教

育
機

関
の
状

況
等
を

考

慮
し
て

学
部
の

規
模

や
組

織
の
在

り
方
に

つ
い

て
検

討
を
行

う
こ
と

が
必

要
で

あ
る
。

 

ま
た
、
中

央
教

育
審
議

会
の
答
申

1
1
に
お
い

て
も
、
少

子
化
が

進
展
す

る
中

で
、
我
が
国

の
「
知

の
総
和

」
の
向

上
の

観
点

か
ら
、

修
士
・

博
士

課
程

へ
の
収

容
定
員

・
資

源
の

重
点
化

の
必
要

性

が
言
及

さ
れ
て

い
る

。
国

立
大
学

に
つ
い

て
も

各
法

人
の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
や

機
能

強
化
の

方
向
性

に

基
づ
き

な
が
ら

、
学

生
が

国
内
外

に
お
け

る
国

際
的

な
競
争

環
境
下

で
活

躍
で

き
る
よ

う
、
従

来

の
高
等

教
育
の

概
念

を
変

え
、
分

野
の
特

性
等

に
応

じ
て
、

学
部
か

ら
大

学
院

へ
の
収

容
定
員

・

資
源
の

シ
フ
ト

を
図

る
と

と
も
に

、
大
学

院
修

了
の

標
準
化

を
視
野

に
入

れ
た

検
討
を

行
う

こ
と

も
期
待

さ
れ
る

。
 

さ
ら
に

、
前
述

の
よ

う
な

グ
ロ
ー

バ
ル
化

が
進

展
す

る
社
会

に
お
い

て
は

、
自

国
の
人

材
の
育

成
を
自

国
の
人

材
の

み
の

環
境
で

行
う
の

で
は

な
く

、
如
何

に
海
外

か
ら

優
秀

な
人
材

を
惹
き

つ

け
る
か

と
い
う

視
点

を
持

つ
こ
と

が
必
要

で
あ

り
、

多
様
な

価
値
観

や
異

文
化

を
背
景

と
す
る

学

生
が
相

互
に
刺

激
を

与
え

な
が
ら

切
磋
琢

磨
し

視
野

を
広
げ

る
と
と

も
に

、
日

本
人
学

生
と
外

国

人
留
学

生
と
が

一
体

感
を

持
っ
て

と
も
に

学
ぶ

こ
と

が
で
き

る
よ
う

、
多

様
な

留
学
生

の
受
入

れ

1
1
 
「
我
が
国
の
「

知
の
総
和
」
向
上
の
未
来
像
～
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
～
（
答
申
）
」
（
令
和
７
年
２
月

2
1
日
 

中
央
教
育
審
議
会
）
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を
増
加

さ
せ
て

い
く

視
点

を
持
つ

こ
と
も

考
え

ら
れ

る
。
そ

の
際
に

は
、

留
学

生
の
受

入
れ
に

伴

う
環
境

構
築
に

か
か

る
コ

ス
ト
の

負
担
の

観
点

も
踏

ま
え
、

大
学
の

国
際

化
に

向
け
た

仕
組
み

を

整
え
る

べ
き
こ

と
に

留
意

が
必
要

で
あ
る

。
 

 
 
ま

た
、
各

国
立

大
学

等
に
は

研
究
の

実
施

を
主

な
役
割

と
す
る

附
置

研
究

所
や
研

究
セ
ン

タ
ー

等
の
各

種
組
織
（
以

下
「

附
置
研

究
所
等

」
と

い
う

。
）
が
設

置
さ

れ
て
お

り
、
こ
れ

ら
の
附

置
研

究
所

等
に

つ
い

て
も

、
各

国
立

大
学

法
人

等
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

機
能

強
化

の
方

向
性

に
沿

っ
て

、

そ
の
成

果
や
課

題
、

在
り

方
を
今

一
度
検

討
す

る
と

と
も
に

、
新
た

に
生

じ
る

研
究
分

野
や
一

定

の
規
模

を
持
つ

研
究

組
織

に
つ
い

て
、
よ

り
研

究
を

活
性
化

さ
せ
る

観
点

か
ら

、
そ
れ

ら
の
組

織

の
成
果

に
応
じ

て
、

既
存

の
附
置

研
究
所

等
と

の
入

替
え
や

再
編
等

を
図

る
な

ど
、
研

究
力
の

強

化
に
向

け
て
必

要
な

見
直

し
を
図

る
仕
組

み
を

導
入

し
、
機

能
さ
せ

る
こ

と
が

求
め
ら

れ
る
。

 

こ
の
よ

う
な
教

育
・

研
究

組
織
の

見
直
し

に
よ

っ
て

、
各
教

育
・
研

究
組

織
の

規
模
が

極
端
に

小
さ
く

な
る
場

合
に

は
、

多
様
な

教
育
の

提
供

が
困

難
と
な

る
こ
と

や
学

生
一

人
当
た

り
の

教
育

コ
ス
ト

が
よ
り

か
か

る
こ

と
、
ま

た
、
研

究
活

動
の

幅
が
限

定
さ
れ

る
こ

と
等

も
想
定

さ
れ

、
一

定
の
規

模
を
確

保
し

つ
つ

、
教
育

・
研
究

の
質

の
確

保
や
向

上
、
ま

た
、

こ
れ

ら
の
機

能
の

強
化

を
図
る

こ
と
も

重
要

な
視

点
と
考

え
ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
教

育
・
研

究
組

織
の

大
括
り

化
や
統

廃

合
、
他

の
大
学

と
の

連
携

に
よ
る

規
模
の

確
保

な
ど

を
検
討

し
て
い

く
こ

と
が

必
要
と

な
る
。

 

な
お
、

教
育
組

織
の

見
直

し
に
つ

い
て
は

、
進

学
を

検
討
す

る
高
校

生
を

は
じ

め
社
会

へ
の
影

響
を
踏

ま
え
、

長
期

的
な

見
通
し

を
早
い

段
階

で
示

し
て
社

会
か
ら

の
理

解
を

得
て
い

く
こ
と

が

必
要
で

あ
り

、
次

期
以
降

の
国
立

大
学
法

人
等

の
中

期
計
画

等
に
お

い
て

、
2
0
4
0
年
を

見
据

え
た

見
直
し

の
方
向

性
や

内
容

を
明
確

に
し
、

社
会

や
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
の

理
解

を
深
め

て
い

く
こ

と
が
必

要
で
あ

る
。

 

こ
れ

ら
教
育
・

研
究

組
織

の
見
直

し
と
併

せ
、

事
務

や
研
究

開
発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人
材

等
の
属

す
る
組

織
に
つ

い
て

も
、

教
育
・

研
究
及

び
こ

れ
ら

の
成
果

を
活
か

し
た

社
会

貢
献
の

活
動

を
効

果
的
か

つ
効
率

的
に

実
施

す
る
体

制
と
な

る
よ

う
、

人
事
戦

略
の
構

築
と

合
わ

せ
て
、

見
直
し

を

図
っ
て

い
く
こ

と
が

不
可

欠
で
あ

る
。
特

に
事

務
組

織
に
つ

い
て
は

、
本

検
討

会
の
論

点
整
理

に

お
い
て

も
指
摘

し
た

と
お

り
、
学

内
の
複

数
部

局
や

他
の
法

人
と
の

連
携

に
よ

る
リ
ソ

ー
ス

の
共

有
化
、
デ

ジ
タ
ル
・
A
I
等

を
活
用

し
た
効

率
化

な
ど

、
既
存
の

法
人
内

の
ル

ー
ル

に
縛

ら
れ
な

い

効
率
的

な
仕
組

み
を

構
築

す
る
こ

と
が
求

め
ら

れ
、

文
部
科

学
省
に

お
い

て
も

、
こ
う

い
っ
た

取

り
組
み

を
後
押

し
す

る
必

要
が
あ

る
。

 

②
附

属
施

設
の

見
直

し

国
立

大
学

等
に

附
属

す
る

施
設

と
し

て
法

令
に

お
い

て
設

置
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
も

の

と
し
て
、
附
属
学

校
、
附

属
病
院
、
農
場
、
演
習
林

、
家
畜
病

院
、
飼

育
場
又

は
牧
場
、
練
習
船

、

養
殖
施

設
、
薬

用
植

物
園

等
の
施

設
が
あ

り
、

こ
れ

ら
の
附

属
施
設

に
つ

い
て

も
前
述

の
教
育

・

研
究
組

織
と
併

せ
て

、
そ

の
規
模

等
を
見

直
す

こ
と

が
必
要

で
あ
る

。
特

に
、

附
属
病

院
と
附

属
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学
校
に

つ
い
て

は
、

国
立

大
学
法

人
全
体

の
財

務
へ

の
影
響

度
も
大

き
い

こ
と

か
ら
、

そ
れ
ぞ

れ

の
役
割

を
踏
ま

え
、

組
織

や
運
営

の
在
り

方
等

に
つ

い
て
、

重
点
的

に
見

直
し

を
進
め

て
い

く
こ

と
が
必

要
で
あ

る
。

 

附
属

病
院
は
、

教
育

・
研

究
及
び

そ
の
成

果
を

活
か

し
た
社

会
実
装

に
よ

り
、

医
療
人

材
の
養

成
等
を

通
じ
て

持
続

的
な

地
域
医

療
の
提

供
を

支
え

る
と
と

も
に
、

実
際

に
高

度
な
医

療
の

提
供

を
行
っ

て
い
る

点
で

、
特

に
全
国

的
か
つ

社
会

的
な

影
響
が

大
き
い

組
織

で
あ

る
。
現

在
、
物

価

の
高
騰

等
に
よ

り
、
こ
の

ま
ま
で

は
経
営

が
破

綻
し

か
ね
な

い
危
機

的
な

状
況

に
あ
り
、
ま
ず

は
、

各
法
人

に
お
い

て
詳

細
な

経
営
状

況
を
把

握
し

た
上

で
、
大

学
本
部

を
含

む
幹

部
職
員

が
主
体

的

に
経
営

改
善
や

ガ
バ

ナ
ン

ス
向
上

に
向
け

た
取

組
を

進
め
、

各
大
学

病
院

で
定

め
て
い

る
大
学

病

院
改
革

プ
ラ
ン

に
基

づ
く

大
学
病

院
の
魅

力
向

上
と

人
材
確

保
、
研

究
力

向
上

を
含
め

た
持

続
的

な
病
院

経
営
を

実
現

す
る

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
特

に
、
財

務
・
経

営
改

革
に

お
い
て

は
、
診

療

科
別
の

収
支
分

析
を

さ
ら

に
推
進

す
る
こ

と
で

経
営

の
効
率

化
を
図

る
と

と
も

に
、
大

学
病
院

の

貸
借
対

照
表
の

作
成

な
ど

資
産
状

況
の
把

握
の

在
り

方
を
検

討
し
、

将
来

の
地

域
で
の

医
療
需

要

を
見
据

え
た
設

備
・

施
設

投
資
計

画
を
策

定
す

る
な

ど
、
各

法
人
は

、
附

属
病

院
の
経

営
改
善

に

向
け
た

改
革
を

促
す

様
々

な
方
策

を
検
討

し
て

い
く

こ
と
が

必
要
で

あ
る

。
ま

た
、
教

育
・
研

究

エ
フ
ォ

ー
ト
を

確
保

し
効

率
的
な

診
療
を

実
施

す
る

た
め
に

も
、
社

会
か

ら
期

待
さ
れ

る
役
割

も

踏
ま
え

つ
つ
、

地
域

の
医

療
提
供

体
制
に

つ
い

て
自

治
体
を

含
め
た

ス
テ

ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と
の

対

話
と

コ
ス

ト
負

担
を

含
め

た
必

要
な

リ
ソ

ー
ス

の
分

担
を

積
極

的
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

。
ま
た

、
国

に
お

い
て
も

多
く
の

国
立

大
学

病
院
等

が
地
域

医
療

の
根

幹
を
支

え
て
い

る

現
状
に

鑑
み
、

そ
の

役
割

・
ミ
ッ

シ
ョ
ン

・
組

織
の

在
り
方

を
今
一

度
整

理
す

る
こ
と

が
必
要

で

あ
る
。

 

附
属
学

校
に
つ

い
て

は
、

国
立
の

教
員
養

成
大

学
・

学
部
が

地
域
に

お
け

る
教

員
養
成

機
能
の

維
持

に
加

え
、

多
様

化
す

る
教

育
課

題
に

対
応

す
る

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

に
当

た
り

、

そ
の
た

め
の
実

験
校

と
し

て
の
役

割
が
期

待
さ

れ
て

い
る
。

引
き
続

き
、

こ
の

よ
う
な

役
割
の

重

要
性
は

変
わ
ら

な
い

も
の

の
、
変

化
す
る

社
会

の
中

に
お
い

て
、
各

附
属

学
校

が
各
国

立
大
学

等

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強

化
の

方
向

性
に

照
ら

し
て

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
設

置
さ

れ
、

今
日

、

立
地
地

域
を
含

め
社

会
か

ら
ど
の

よ
う
な

役
割

が
期

待
さ
れ

て
お
り

、
そ

れ
ら

に
照
ら

し
て

運
営

の
実
態

は
ど
の

よ
う

に
な

っ
て
い

る
の
か

に
つ

い
て

、
改
め

て
法
人

内
及

び
関

係
者
で

検
証
を

行

う
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

ま
た
、

附
属
学

校
本

来
の

役
割
に

立
ち
返

っ
た

見
直

し
に
併

せ
、

教
員

養
成
大

学
・
学

部
の

在
り

方
に
つ

い
て
も

後
述

す
る

教
育
の

質
向
上

の
た

め
、

リ
ソ
ー

ス
の
共

有

化
を

は
じ

め
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
持

続
的

に
果

た
す

上
で

効
果

的
な

運
営

体
制

の
構

築
に

向
け

た
大

学
間
の

連
携
な

ど
の

見
直

し
を
行

う
こ
と

が
求

め
ら

れ
る
。

そ
の
上

で
、

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ
ー

と

の
対

話
も

通
じ

て
、

設
置

さ
れ

る
附

属
学

校
の

数
、

種
類

、
規

模
等

に
つ

い
て

の
整

理
を

行
い

、

そ
れ
を

踏
ま
え

て
必

要
な

見
直
し

を
実
行

す
る

こ
と

が
求
め

ら
れ
る

。
 

③
再

編
統

合
・

連
携

等

国
立

大
学
等
の

法
人

化
以

降
、
複

数
の
法

人
が

大
学

統
合
、

一
法
人

複
数

大
学

な
ど
の

統
合
を
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行
っ
て

い
る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
を

果
た

し
て
い

く
上
で

、
中

長
期

的
な
視

野
も
持

ち

つ
つ
、

如
何
に

機
能

強
化

を
図
る

か
と
い

う
検

討
の

結
果
と

し
て
、

様
々

な
連

携
方
策

が
講
じ

ら

れ
て
い

る
と
言

え
、
今

後
と
も
各

法
人
に

お
い

て
は

、
ミ
ッ
シ

ョ
ン

実
現
の

一
方
策
と

し
て
統

合
・

連
携
は

有
効
な

選
択

肢
に

な
る
と

考
え
ら

れ
る

。
 

特
に
、

前
述
の

教
育

・
研

究
組
織

の
見
直

し
な

ど
に

伴
い
、

法
人
や

大
学

と
し

て
の
規

模
が
極

端
に
小

さ
く
な

る
場

合
に

は
、
一

定
の
規

模
を

確
保

す
る
こ

と
で
教

育
・

研
究

の
質
や

機
能

の
強

化
を
図

る
と
い

う
観

点
に

加
え
、

効
率
的

な
法

人
・

大
学
運

営
と
い

う
観

点
か

ら
、
法

人
統
合

や

大
学
統

合
、
大

学
連

携
を

選
択
肢

と
し
て

い
く

こ
と

が
考
え

ら
れ
る

。
ま

た
、

自
ら
が

有
す
る

強

み
や
特

色
を
さ

ら
に

強
化

し
、
例

え
ば
、

研
究

面
で

の
ク
リ

テ
ィ
カ

ル
・

マ
ス

を
形
成

す
る

と
い

っ
た
観

点
か
ら

の
検

討
も

、
機
能

強
化
を

図
る

上
で

有
用
と

考
え
ら

れ
る

。
一

方
、
法

人
統
合

や

大
学
統

合
、
大

学
連

携
を

検
討
す

る
に
当

た
っ

て
は

、
統
合

や
連
携

の
効

果
で

見
込
む

内
容
を

具

体
に
示

し
な
が

ら
議

論
を

進
め
る

こ
と
が

求
め

ら
れ

、
国
に

お
い
て

は
、

統
合

や
連
携

を
検
討

す

る
国
立

大
学
法

人
等

に
対

し
て
、

過
去
の

統
合

の
先

行
事
例

に
つ
い

て
丁

寧
に

情
報
共

有
を
行

う

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

統
合
・

連
携
方

策
の

中
で

も
一
法

人
複
数

大
学

や
大

学
等
連

携
推
進

法
人

1
2
に
つ
い
て

は
、
教

育
の
多

様
性
や

規
模

の
確

保
、
都

道
府
県

等
の

行
政

間
の
越

境
を
通

じ
て

、
各

国
立
大

学
法
人

等

が
果

た
す

べ
き

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

実
現

し
て

い
く

と
い

う
観

点
か

ら
有

効
な

方
策

で
あ

る
と

考
え

ら
れ
、

効
果
的

な
活

用
が

期
待
さ

れ
る
。

 

ま
た
、

法
人
や

大
学

全
体

の
統
合

・
連
携

ま
で

は
至

ら
ず
と

も
、
一

部
の

機
能

に
つ
い

て
の
実

質
的
統

合
や
連

携
を

進
め

て
い
く

こ
と
も

一
案

で
あ

る
。
例

え
ば
、

一
定

の
規

模
が
機

能
強
化

に

有
効
と

考
え
ら

れ
る

産
学

連
携
・

ス
タ
ー

ト
ア

ッ
プ

創
出
・

成
長
支

援
機

能
、

汎
用
性

の
高
い

研

究
基
盤

設
備
、

共
通

事
務

や
各
種

シ
ス
テ

ム
の

共
用

化
の
実

施
、
地

域
の

様
々

な
ス
テ

ー
ク
ホ

ル

ダ
ー
と

の
連
携

や
戦

略
的

な
施
設

の
共
有

に
よ

る
共

創
拠
点

化
な
ど

、
機

能
面

に
応
じ

た
連
携

に

つ
い
て

、
コ
ス

ト
も

踏
ま

え
つ
つ

、
機
能

強
化

に
有

効
な
取

組
を
進

め
て

い
く

こ
と
も

必
要
で

あ

る
が
、

い
ず
れ

の
場

合
に

お
い
て

も
、
連

携
に

よ
り

見
込
ま

れ
る
効

果
を

具
体

的
に
見

込
ん
だ

上

で
、
検

討
を
進

め
て

い
く

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

こ
う
い

っ
た
再

編
統

合
・

連
携
に

つ
い
て

は
、

各
法

人
の
自

主
的
な

協
議

が
基

本
と
な

る
こ
と

は
当
然

で
あ
る

が
、

全
国

で
急
速

に
進
む

少
子

化
の

状
況
や

、
研
究

力
強

化
が

国
の
喫

緊
の
課

題

で
あ
る

こ
と
、

ま
た

、
国

立
大
学

等
の
設

置
が

法
令

に
定
め

ら
れ
る

事
項

で
あ

る
こ
と

を
踏
ま

え

れ
ば
、

法
人
と

国
が

、
そ

の
目
的

を
共
有

し
つ

つ
、

ス
テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー

の
状

況
も
踏

ま
え
、

よ

く
対
話

し
な
が

ら
建

設
的

に
議
論

を
進
め

る
こ

と
が

必
要
と

考
え
ら

れ
る

。
そ

の
際
、

人
口
減

少

等
を
踏

ま
え
れ

ば
、

広
域

的
な
視

点
が
重

要
に

な
る

こ
と
を

踏
ま
え

、
文

部
科

学
省
に

は
、
適

切

に
議
論

と
取
組

を
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

ト
し
て

い
く

こ
と

が
期
待

さ
れ
る

。
具

体
的

な
取
組

と
し
て

は
、

1
2
 
大
学
の
設
置
者

等
を
社
員
と
し

、
連
携
に
係
る
協
議
調
整
や
連
携
事
業
を
一
元
的
に
実
施

す
る
な
ど
の
業
務
を
行
う

一
般
社
団
法
人
で
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
す
る

も
の
。
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第
５

期
中

期
目

標
期

間
に

向
け

た
組

織
業

務
の

見
直

し
の

議
論

の
ス

キ
ー

ム
に

お
い

て
法

人
と

文
部
科

学
省
で

対
話

を
開

始
す
べ

き
で
あ

り
、

適
切

な
時
間

軸
を
持

ち
つ

つ
、

建
設
的

な
対
話

を

経
て
、

具
体
的

な
結

論
を

導
き
出

す
こ
と

が
、

未
来

に
責
任

を
持
つ

改
革

と
な

る
も
の

と
確
信

す

る
。

 

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上
に

向
け

た
取

組

①
教

育
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

社
会

が
大
き
な

転
換

点
を

迎
え
る

中
、
国

立
大

学
法

人
等
に

つ
い
て

も
、

如
何

に
海
外

か
ら
優

秀
な
人

材
を
惹

き
つ

け
る

か
と
い

う
視
点

を
持

つ
こ

と
が
必

要
で
あ

り
、
２
．
 （
３
）
で

も
述

べ
た

と
お
り

、
各
国

立
大

学
法

人
等
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強
化

の
方
向

性
に

沿
っ

て
大
学

の
国
際

化

を
進
め

て
い
く

こ
と

が
必

要
と
な

る
。
こ

れ
ま

で
も

各
国
立

大
学
法

人
等

に
お

い
て
は
、「

ス
ー
パ

ー
グ
ロ

ー
バ
ル

大
学

創
成

支
援
事

業
（
S
G
U
）
」

採
択

校
な
ど

を
中
心

と
し

て
、

留
学
モ

ビ
リ
テ

ィ
1
3
の
拡
大

が
見
ら

れ
る
が

、
一
層
の

国
際
化

に
向

け
て

、
国
内

外
か

ら
の
多

様
な

教
職
員

の
採
用

や

事
務
組

織
等
を

含
め

た
学

内
シ
ス

テ
ム
の

見
直

し
を

進
め
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。
 

特
に
昨

今
、
国

際
卓

越
研

究
大
学

を
中
心

と
し

て
海

外
か
ら

の
優
秀

な
研

究
者

の
獲
得

を
進
め

る
動
き

が
見
ら

れ
る

が
、

優
秀
な

研
究
者

を
惹

き
つ

け
て
い

く
た
め

に
は

、
研

究
者
の

処
遇

の
み

な
ら
ず

、
可
能

な
限

り
言

語
の
壁

を
低
く

す
る

な
ど

、
多
様

な
バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド
を

持
つ
者

が

で
き
る

だ
け
快

適
に

教
育

・
研
究

を
継
続

で
き

る
環

境
を
構

築
す
る

こ
と

が
不

可
欠
で

あ
り
、

国

際
卓

越
研

究
大

学
の

よ
う

に
世

界
最

高
水

準
の

研
究

の
展

開
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

牽
引

を
ミ

ッ
シ
ョ

ン
と
す

る
国

立
大

学
法
人

等
に
お

い
て

は
、

法
人
内

の
高
度

な
国

際
化

を
進
め

る
こ
と

が

求
め
ら

れ
る
。

 

ま
た

、
国
立
大

学
は

、
自

律
的
・

持
続
的

に
国

際
競

争
力
・

通
用
性

や
イ

ニ
シ

ア
テ
ィ

ブ
を
維

持
・
向

上
で
き

る
よ

う
、

外
国
人

留
学
生

受
入

れ
に

伴
う
体

制
整
備

に
係

る
コ

ス
ト
増

に
つ
い

て

適
切
な

負
担
を

外
国

人
留

学
生
に

求
め
て

い
く

こ
と

も
必
要

と
な
る

。
な

お
、

多
様
性

・
流
動

性

を
確
保

す
る
観

点
か

ら
は

、
性
別

や
年
齢

、
特

定
の

国
・
地

域
に
偏

ら
ず

幅
広

い
学
生

・
教
職

員

等
が
集

ま
る
多

様
な

場
を

実
現
す

る
こ
と

が
必

要
で

あ
り
、

学
生
や

教
職

員
の

リ
ク
ル

ー
ト
に

当

た
っ
て

は
留
意

す
る

こ
と

が
必
要

で
あ
る

。
 

②
博

士
等

の
高

度
人

材
の
育

成

国
立

大
学
法
人

等
に

お
い

て
は
、

こ
れ
ま

で
、

我
が

国
の
知

を
支
え

る
博

士
を

は
じ
め

と
す
る

研
究
人

材
の
養

成
に

大
き

な
貢
献

を
果
た

し
て

き
て

お
り

、
1
8
歳
人
口

が
減

少
す
る
中

、
我

が
国

の
知
の

総
和
を

向
上

さ
せ

て
い
く

た
め
に

も
、
引

き
続
き
、
こ

の
役
割

が
期

待
さ
れ
る
。
一
方
で

、

1
3
 
学
生
の
「
派
遣

や
受
入
れ
」「

往
来
」
を
意
味
す
る
。
「
s
tu
d
e
n
t
 
m
o
b
i
l
i
t
y
」
と
い
う
形
で
 
O
E
C
D
 
等
で
も
一
般

的

に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
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近
年
、

我
が
国

の
博

士
号

取
得
者

数
は
微

増
傾

向
に

あ
る
が

、
依
然

と
し

て
諸

外
国
と

比
し
て

低

い
状
況

に
留
ま

っ
て

お
り

、
2
0
4
0
年
に
お

け
る

人
口

1
0
0
万
人
当

た
り

の
博

士
号
取

得
者
を

世
界

ト
ッ
プ

レ
ベ
ル

に
引

き
上

げ
る
国

の
目
標

も
踏

ま
え

、
各
国

立
大
学

法
人

等
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強
化

の
方
向

性
に

沿
っ

て
、
従

来
の
高

等
教

育
の

概
念
を

変
え
、

大
学

院
修

了
の
標

準
化
を

視

野
に

入
れ

た
検

討
や

、
博

士
後

期
課

程
へ

の
進

学
に

よ
る

経
済

的
不

安
を

支
援

す
る

取
組

の
充

実
・
強

化
を
行

う
こ

と
が

期
待
さ

れ
る
。

ま
た

、
博

士
課
程

修
了
者

が
社

会
に

お
い
て

広
く
活

躍

で
き
る

よ
う
、

そ
の

環
境

の
整
備

に
努
め

る
こ

と
も

期
待
さ

れ
る
。

 

特
に

世
界

最
高

水
準

の
研

究
の

展
開

と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
牽

引
を

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

す
る

よ

う
な
国

立
大
学

法
人

等
に

つ
い
て

は
、
学

部
か

ら
大

学
院
へ

と
学
生

定
員

や
教

員
を
シ

フ
ト
さ

せ
、

他
大
学

の
学
生

を
大

学
院

で
受
入

れ
、
育

成
し

て
い

く
形
へ

と
教
育

の
仕

組
み

を
変
革

し
て
い

く

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

ま
た
、

博
士
人

材
が

多
様

な
フ
ィ

ー
ル
ド

で
活

躍
で

き
る
よ

う
、
博

士
人

材
の

社
会
的

評
価
の

向
上
と

認
知
の

拡
大

を
進

め
る
と

と
も
に

、
博

士
課

程
に
お

け
る
教

育
内

容
に

つ
い
て

、
社
会

の

ニ
ー
ズ

の
変
化

も
踏

ま
え

て
戦
略

的
に
変

革
し

て
い

く
こ
と

が
求
め

ら
れ

、
企

業
と
の

共
同
課

題

に
取
り

組
む

P
B
L
1
4
の
実
施

等
、
産

学
が

連
携
し

た
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
展

開
、
外
国

の
大
学

等
、
環
境

の
異
な

る
挑
戦

の
場

に
学

生
を
派

遣
し
、

指
導

教
員

を
超
え

て
い
く

よ
う

な
挑

戦
の
機

会
の
付

与

な
ど
の

工
夫
を

行
う

こ
と

に
加
え

て
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
の
た

め
の
組

織
的

な
支

援
体
制

の
整
備

や

イ
ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ

等
の

機
会
の

創
出
、

修
了

後
の

進
路
、

ロ
ー
ル

モ
デ

ル
の

把
握
・

公
表

等
の

取
組
を

充
実
す

る
こ

と
も

求
め
ら

れ
る
。

 

③
社

会
に

開
か

れ
た

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

実
施

我
が

国
の

産
業

等
の

持
続

的
な

発
展

や
社

会
に

お
い

て
新

た
な

価
値

を
生

み
出

し
て

い
く

た

め
に
は

、
リ
ス

キ
リ

ン
グ

に
留
ま

ら
ず
、

リ
カ

レ
ン

ト
教
育

1
5
を
行
っ
て

い
く

こ
と
が

求
め
ら

れ

る
が
、

我
が
国

に
お

い
て

は
、
例

え
ば
社

会
人

学
生

の
数
は

諸
外
国

に
比

べ
て

低
水
準

に
留

ま
る

な
ど
、

必
要
性

が
十

分
に

認
識
さ

れ
て
い

る
と

は
言

え
な
い

状
況
に

あ
る

。
 

こ
の
背

景
に
は

、
我

が
国

の
企
業

に
お
い

て
は

、
長

年
、
企

業
内
教

育
・

終
身

雇
用
と

い
っ
た

雇
用
労

働
慣
行

が
続

い
て

き
た
こ

と
に
よ

り
、

社
会

人
が
社

外
で
学

ぶ
機

会
を

求
め
る

必
要
が

な

か
っ
た

こ
と
に

も
起

因
す

る
と
考

え
ら
れ

る
が

、
国

立
大
学

法
人
等

に
お

い
て

も
、
法

人
の
ミ

ッ

シ
ョ
ン

や
強
み

・
特

色
に

応
じ
て

、
自
大

学
が

貢
献

で
き
る

と
考
え

ら
れ

る
事

柄
に
つ

い
て
、

社

会
が
抱

え
る
人

材
ニ

ー
ズ

等
の
調

査
と
分

析
を

行
っ

た
上
で

、
そ
の

規
模

や
内

容
に
応

じ
た
社

会

人
教
育

を
行
う

体
制

を
整

備
す
る

視
点
を

持
つ

こ
と

が
今
後

重
要
に

な
っ

て
く

る
。

 

1
4
 
P
r
o
j
e
c
t
 
B
a
s
e
d
 
L
e
a
r
n
i
n
g（

課
題
解
決
型
学
習
）
 

1
5
 
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
て
職
業
上
新
た
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
（
リ
ス
キ
リ
ン
グ
）

や
、
現
在
の
職
務
を
遂
行
す
る

上
で
求
め
ら
れ
る
能
力
・
ス
キ
ル
を
追
加
的
に
身
に
付
け
る
こ
と
（
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン

グ
）
の
双
方
を
含

む
と
と
も
に
、
職
業
と
は
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
技
術
や
教
養
等

に
関
す
る
学
び
直
し
も

含
む

も
の
。
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こ
の
た

め
、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育
に

力
を
入

れ
る

分
野

等
を
有

す
る
法

人
に

お
い

て
は
、

産
業
界

や
地
域

の
ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え
た

上
で
、

関
連

す
る

機
関
と

と
も
に

、
リ

カ
レ

ン
ト
教

育
に
必

要

な
リ
ソ

ー
ス
や

魅
力

的
な

環
境
を

確
保
・

構
築

し
つ

つ
、
受

益
者
へ

の
適

切
な

コ
ス
ト

負
担
を

求

め
る
こ

と
で
、

持
続

的
な

体
制
の

形
成
・

発
展

に
取

り
組
む

こ
と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

④
教

育
の

質
向

上
に

向
け
た

大
学

間
の

連
携

地
域

に
お
け
る

高
等

教
育

機
会
を

確
保
し

て
い

く
観

点
か
ら

、
特
に

、
公

私
立

大
学
の

数
や
種

類
が
限

ら
れ
た

地
方

に
所

在
す
る

国
立
大

学
に

お
い

て
は
、

地
域
産

業
等

の
中

核
と
な

る
高
度

専

門
人
材

、
さ
ら

に
は

地
域

経
済
を

支
え
、

地
域

活
性

化
の
担

い
手
と

な
る

地
域

中
核
人

材
等
の

育

成
な

ど
、

地
域

の
人

材
育

成
イ

ン
フ

ラ
の

ハ
ブ

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

こ
の
こ

と
を
踏

ま
え

、
自

ら
が
率

先
し
て

公
私

立
大

学
を
は

じ
め
と

し
た

地
域

の
高
等

教
育
機

関

と
と
も

に
、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活
用

し
つ
つ

、
地

域
の

大
学
に

所
属
す

る
学

生
に

、
よ
り

多
様
な

教

育
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
提

供
で

き
る
仕

組
み
を

整
備

す
る

こ
と
が

期
待
さ

れ
る

。
 

ま
た
、

各
国
立

大
学

自
ら

も
、
教

育
・
研

究
組

織
の

見
直
し

に
伴
い

、
十

分
な

教
育
課

程
が
自

大
学
の

み
で
は

提
供

で
き

な
く
な

る
恐
れ

も
あ

る
こ

と
か
ら

、
地
域

に
お

け
る

知
の
拠

点
と
し

て
、

地
域
の

他
大
学

や
、

大
都

市
に
所

在
す
る

大
学

と
の

連
携
強

化
に
向

け
た

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
形

成
・

強
化
等

の
取
組

を
進

め
、

よ
り
多

く
の
教

育
コ

ー
ス

を
提
供

し
て
い

く
こ

と
が

で
き
る

体
制

を
構

築
し
て

い
こ
と

が
求

め
ら

れ
る
。

 

⑤
教

育
の

適
切

な
価

値
付
け

と
便

益
を

受
け
る

主
体
間

で
の

負
担

・
投
資

の
考
え

方
・

留
意

点

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
等

に
伴

い
、

学
生

の
教

育
コ

ス
ト

も
上

昇
し

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
が

、
学
生

に
と
っ

て
は

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

経
験

や
、

将
来
の

職
業
に

つ
な

が
る

基

盤
を

得
る

上
で

の
投
資

の
側
面

が
あ

る
。

ま
た
、

社
会

に
と

っ
て
は

、
将
来

的
な
学

生
の

活
躍

に

よ
り
、

社
会
経

済
が

活
性

化
す
る

と
い
う

投
資

の
側

面
が
あ

る
。

こ
の

観
点

も
踏

ま
え

つ
つ

、
教

育
コ

ス
ト

を
ど

う
い

っ
た

主
体

が
ど

う
い

う
考

え
方

で
負

担
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

は
、

教
育

コ
ス

ト
が

ど
の

程
度

の
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

を
可

視
化

す
る

と

と
も

に
、

卒
業

後
の

学
生

の
便

益
が

ど
の

程
度

で
あ

る
か

と
い

う
こ

と
を

可
視

化
し

、
具

体
的

に

わ
か

り
や

す
く

学
内

外
に

積
極

的
に

発
信

し
て

い
く

こ
と

な
ど

も
通

じ
て

、
個

人
・

保
護

者
負

担

と
社

会
に

よ
る

負
担

の
在

り
方

に
つ

い
て

社
会

全
体

で
の

理
解

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。

 

 
 
な

お
、
国

に
お

い
て

は
、
そ
れ

ら
を

踏
ま

え
た

公
財
政

支
援
の

在
り

方
を

検
討
す

る
と
と

も
に

、

現
在

実
施

し
て

い
る
高

等
教
育

の
修

学
支

援
新
制

度
に
よ

る
効

果
な

ど
を
見

定
め
つ

つ
、

必
要

な

個
人
・

保
護
者

負
担

の
軽

減
に
取

り
組
ん

で
い

く
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。
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（
５

）
研

究
力

の
強

化
に
向

け
た

取
組

①
研

究
の

幅
の

確
保

国
立

大
学
法
人

等
は

我
が

国
の
多

様
な
研

究
の

基
盤

を
支
え

て
き
て

お
り

、
今

後
と
も

そ
の
よ

う
な
役

割
が
期

待
さ

れ
る

が
、
近

年
、
我

が
国

の
研

究
領
域

に
お
い

て
は

、
い

わ
ゆ
る

ス
モ
ー

ル

ア
イ
ラ

ン
ド
型

1
6
と
言
わ

れ
る
新

た
な
芽

と
な

る
挑

戦
的
な

研
究
領

域
へ

の
参

画
が
活

発
で
は

な

い
と
の

指
摘
も

あ
り

、
世

界
ト
ッ

プ
レ
ベ

ル
の

研
究

拠
点
と

し
て
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
が
期

待
さ
れ

る

国
立
大

学
法
人

等
に

お
い

て
は
、

研
究
の

多
様

性
確

保
の
観

点
か
ら

、
こ

れ
ら

の
分
野

へ
の
積

極

的
な
投

資
を
行

っ
て

い
く

こ
と
が

期
待
さ

れ
る

。

ま
た

、
我
が
国

の
大

学
等

の
研
究

力
を
総

体
と

し
て

向
上
さ

せ
る
た

め
、

こ
の

よ
う
な

国
立
大

学
法
人

等
に
お

い
て

は
、

大
学
等

の
強
み

や
特

色
を

伸
ば
し

、
学
問

の
進

展
、

社
会
の

変
化
に

応

じ
て

次
々

に
生

じ
る

新
た

な
学

問
分

野
や

融
合

領
域

に
迅

速
に

対
応

す
る

研
究

体
制

を
構

築
す

る
た
め

の
シ
ス

テ
ム

改
革

や
、
高

度
な
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

（
研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
人

材
・

技
術
職

員
等
の

専
門

人
材

、
施
設

・
設
備

・
機

器
の

共
用
等

）
の
体

制
構

築
を

行
う
こ

と
も

求
め

ら
れ
る

。
 

そ
の
際

、
自
法

人
だ

け
で

体
制
を

構
築
す

る
の

で
は

な
く
、

組
織
ご

と
の

取
組

に
加
え

、
大
学

や
大
学

共
同
利

用
機

関
同

士
、
他

機
関
と

の
連

携
を

図
り
、

取
組
の

多
様

性
を

確
保
し

つ
つ

、
確

実
か
つ

継
続
的

・
安

定
的

に
推
進

す
る
と

い
う

視
点

も
持
つ

こ
と
が

必
要

と
な

る
。

 

②
若

手
研

究
者
・

研
究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

人
材
等

の
育

成
・

確
保
と

国
際
的

流
動

性
の

確
保

各
国

立
大
学
法

人
等

に
お

い
て
は

、
前
述

の
機

能
強

化
に
応

じ
た
「

人
事

戦
略

の
構
築

」
で
も

言
及
し

た
と
お

り
、

各
法

人
の
ミ

ッ
シ
ョ

ン
や

機
能

強
化
の

方
向
性

に
沿

っ
て

、
教
育

・
研

究
組

織
や
教

職
員
配

置
の

見
直

し
を
進

め
る
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

が
、
現

在
、

国
立

大
学
法

人
等

に
お

い
て
は

、
若
手

研
究

者
の

構
成
割

合
が
低

い
状

況
が

指
摘
さ

れ
て
お

り
、

積
極

的
に
、

年
齢
構

成

の
バ

ラ
ン

ス
や

研
究

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

の
観

点
か

ら
の

業
務

分
担

を
適

正
化

し
て

い
く

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

若
手
研

究
者
等

の
育

成
・

確
保
に

向
け
て

は
若

手
か

ら
ト
ッ

プ
研
究

者
に

至
る

ま
で
意

欲
あ
る

研
究
者

に
魅
力

あ
る

研
究

環
境
を

提
供
す

る
と

と
も

に
、
安

定
し
た

環
境

の
下

、
挑
戦

的
な
研

究

に
打
ち

込
め
る

環
境

を
整

備
し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ
り

、
若
手

研
究

者
へ

の
支
援

強
化
・

処

遇
改
善

を
進
め

て
い

く
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。

特
に

、
優
秀

な
若
手

研
究

者
に

つ
い
て
は

P
I
1
7
と

1
6
 
研
究
領
域
を
他

の
研
究
領
域
と
の
関
与
の
強
さ
、
継
続
性
と
で
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
場
合
に
他
の
研
究
領
域
と
の
関

与

が
弱
く
、
継
続
性
が
な
い
研
究
領
域
を
指
す
。
小

規
模
な
研
究
が
多
く
、
最
も
研
究
数
が
多
い
た
め
、
入
れ
替
わ
り
が

活
発
な
領
域
で
あ
り
、
新
た
な

研
究
の
芽
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
研
究
領
域
と
言
わ
れ
る
。
 

1
7
 
P
r
i
n
c
i
p
a
l
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r。

研
究
代
表
者
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し
て
登

用
を
行

う
な

ど
、

慣
習
に

縛
ら
れ

ず
に

、
能

力
に
よ

る
適
切

な
評

価
と

ポ
ス
ト

の
配
分

を

行
っ
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

。
 

若
手
研

究
者
等

の
活

躍
の

場
・
機

会
の
拡
大
、
ま
た
、
流
動
性

確
保
を

進
め

る
に

あ
た
っ

て
は
、

外
国
の

大
学
等

、
そ

れ
ま

で
と
は

異
な
る

挑
戦

の
場

に
身
を

置
き
、

指
導

教
員

を
超
え

て
い
く

よ

う
な
挑

戦
を
後

押
し

す
る

環
境
を

提
供
し

て
い

く
こ

と
や
、

自
ら
強

み
を

有
す

る
分
野

等
に
お

い

て
企
業

等
と
の

組
織

的
な

連
携
・

協
力
や

共
同

研
究

等
に
取

り
組
む

と
と

も
に

、
ク
ロ

ス
ア
ポ

イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
等

を
活

用
し

た
人

材
交

流
等

の
取

組
を

積
極

的
に

推
進

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る
。

医
学
の

分
野

に
お

い
て
は

、
地
域

の
中

核
的

な
病
院

等
で
臨

床
を

主
た

る
業
務

と
す
る

若

手
医
師

が
継
続

し
て

研
究

に
携
わ

る
環
境

を
醸

成
す

る
こ
と

も
、
若

手
研

究
者

の
育
成

に
重

要
な

視
点
と

考
え
ら

れ
る

こ
と

か
ら
、

若
手
医

師
に

関
す

る
人
事

の
仕
組

み
の

工
夫

が
図
ら

れ
る

こ
と

も
期
待

さ
れ
る

。
 

ま
た
、

研
究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

人
材
や

技
術

職
員

等
を
含

め
た
研

究
推

進
体

制
の
構

築
も
重

要
で
あ

る
。
そ

の
際

、
こ

う
し
た

人
材
の

活
躍

を
促

進
す
る

た
め
の

処
遇

改
善

、
職
階

制
度
や

人

事
評
価

等
の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
構
築

、
研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
実

施
な
ど

に
よ

る
計

画
的
な

育
成
と

確

保
を
行

っ
て
い

く
こ

と
が

求
め
ら

れ
る
。

 

さ
ら
に

、
昨
今

の
情

勢
変

化
も
踏

ま
え
れ

ば
、

世
界

最
高
水

準
の
研

究
の

展
開

と
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
の

牽
引
を

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と
す

る
国
立

大
学

法
人

等
に
つ

い
て
は

、
諸

外
国

か
ら
の

優
秀
な

人

材
の
招

へ
い
に

、
よ

り
積

極
的
に

対
応
し

て
い

く
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。

そ
の

た
め
に

は
、
国

際

研
究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
一

層
強
化

し
て
い

く
こ

と
も

必
要
で

あ
り
、

政
府

関
連

在
外
拠

点
も
活

用

し
つ
つ

、
機
関

の
枠

を
超

え
た
国

際
頭
脳

循
環

や
国

際
共
同

研
究
を

推
進

す
る

と
と
も

に
、
組

織

的
な
研

究
力
の

向
上

に
向

け
て
、

企
業
研

究
者

や
若

手
研
究

者
、
女

性
研

究
者

、
外
国

人
研
究

者

な
ど
多

様
性
に

富
ん

だ
研

究
環
境

を
構
築

し
て

い
く

こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

③
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化

国
際

卓
越
研
究

大
学

制
度

や
地
域

中
核
・
特
色

あ
る

研
究
大

学
強
化

促
進

事
業
（
J
-
P
E
A
K
S
）
に

選
定

さ
れ

た
大

学
を

は
じ

め
世

界
最

高
水

準
の

研
究

の
展

開
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

牽
引

を
ミ

ッ
シ
ョ

ン
と
す

る
大

学
に

は
、
多

様
な
研

究
大

学
等

と
の
連

携
を
強

化
し

、
我

が
国
の

研
究
力

向

上
を
牽

引
し
て

い
く

こ
と

が
求
め

ら
れ
る

と
と

も
に

、
研
究

の
ハ
ブ

と
し

て
の

役
割
を

果
た
し

て

い
く
こ

と
が
期

待
さ

れ
る

。
 

大
学
共

同
利
用

機
関

や
共

同
利
用

・
共
同

研
究

拠
点

に
つ
い

て
は
、

各
大

学
に

お
け
る

研
究
者

の
高
度

な
研
究

基
盤

へ
の

ア
ク
セ

ス
が
必

ず
し

も
十

分
で
は

な
い
こ

と
か

ら
、

そ
れ
ぞ

れ
が
目

指

す
機
能

強
化
の

方
向

性
に

基
づ
き

、
組
織

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
強
化

や
、

組
織

・
分
野

を
超

え
た

連
携
・

人
材
流

動
の

ハ
ブ

機
関
と

し
て
の

機
能

強
化

に
よ
り

、
研
究

の
幅

や
裾

野
の
拡

大
を
図

っ

て
い
く

こ
と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

そ
の
際

、
大
学

共
同

利
用

機
関
に

つ
い
て

は
、

我
が

国
の
学

術
研
究

の
発

展
を

牽
引
し

、
研
究
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力
強
化

を
支
え

る
機

関
と

し
て
、

そ
の
意

義
、

成
果

や
課
題

を
整
理

し
つ

つ
、

検
証
を

行
い
、

そ

の
結
果

等
を
踏

ま
え

、
組

織
改
革

も
含
め

た
こ

れ
か

ら
の
在

り
方
等

に
つ

い
て

、
よ
り

我
が
国

全

体
の
研

究
活
動

が
活

性
化

し
、
発

展
す
る

た
め

に
必

要
な
見

直
し
を

実
施

し
、

具
体
的

な
検
討

を

行
う
こ

と
が
求

め
ら

れ
る

。
ま
た

、
我
が

国
の

研
究

力
強
化

に
向
け

、
研

究
基

盤
の
抜

本
的
な

強

化
に
よ

る
研
究

の
創

造
性
・
効
率
性
の

最
大

化
を
図

る
べ
く

、
A
I
時
代

に
ふ

さ
わ
し
い

科
学
研

究

の
在
り

方
へ
の

変
革

が
求

め
ら
れ

て
お
り

、
大

規
模

集
積
研

究
基
盤

の
整

備
・

運
用
、

集
積

さ
れ

る
設
備

等
の
自

動
化
・
自

律
化
・
遠

隔
化
等
、
情
報

基
盤
の

強
化

や
A
I
 f
o
r
 S
c
i
e
n
c
e
に
向

け
て

取
り
組

む
こ
と

が
重

要
な

も
の
と

な
っ
て

い
る

中
、

こ
う
し

た
機
能

を
有

す
る

大
学
共

同
利
用

機

関
に
お

い
て
は

、
変

革
の

原
動
力

と
な
れ

る
よ

う
共

同
利
用

・
共
同

研
究

拠
点

や
研
究

開
発
法

人

等
と
の

連
携
を

含
め

、
既

存
の
枠

組
み
を

超
え

て
機

能
強
化

を
図
っ

て
い

く
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
。
 

さ
ら
に

、
世
界

最
高

水
準

の
研
究

の
展
開

と
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
の
牽

引
を

ミ
ッ

シ
ョ
ン

と
す
る

国
立
大

学
法
人

等
に

お
い

て
は
、

先
端
的

な
共

用
研

究
設
備

等
と
技

術
専

門
人

材
に
よ

る
共
用

拠

点
を
形

成
し
、

全
国

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
構

築
す

る
と

と
も
に

、
共
用

の
場

を
活

か
し
て

、
研
究

の

進
展
を

牽
引
す

る
先

端
計

測
・
分

析
機
器

等
の

開
発

を
推
進

す
る
こ

と
が

期
待

さ
れ
る

。
 

④
研

究
イ

ン
テ

グ
リ
テ

ィ
・

研
究

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
確

保

国
立

大
学
法
人

等
が

そ
の

活
動
を

適
正
か

つ
持

続
的

に
行
っ

て
い
く

た
め

、
引

き
続
き

、
コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン
ス

の
徹

底
及

び
危
機

管
理
体

制
の

機
能

の
充
実

・
強
化

に
努

め
る

と
と
も

に
、
複

雑

な
国
際

情
勢
の

下
で

研
究

開
発
環

境
が
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の
進

展
に
合

わ
せ

て
変

化
す
る

中
で
、

経

済
安
全

保
障
と

オ
ー

プ
ン

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
を

両
立

し
て
い

く
こ
と

が
求

め
ら

れ
る
。

 

科
学
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
の

振
興
の

た
め

に
は

、
オ
ー

プ
ン
で

自
由

な
研

究
環
境

を
確
保

し
つ

つ
、

多
様

な
パ

ー
ト

ナ
ー

と
の

国
際

共
同

研
究

を
強

力
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
一

方
で

、

研
究
の

不
正
流

用
や

技
術

流
出
の

リ
ス
ク

も
指

摘
さ

れ
て
い

る
。
諸

外
国

の
研

究
機
関

等
と

対
等

な
立
場

で
国
際

共
同

研
究

を
推
進

す
る
た

め
に

は
、

安
全
保

障
貿
易

管
理

や
研

究
イ
ン

テ
グ
リ

テ

ィ
1
8
の

取
組

の
徹
底

に
よ

る
経
済

安
全
保

障
上

の
重

要
技
術

の
流
出

防
止

を
図

る
こ
と

に
加
え

、

研
究
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

の
確

保
に
係

る
取
組

の
高

度
化

を
推
進

す
る
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

。
 

⑤
研

究
の

適
切
な

価
値
付

け
と

便
益

を
受
け

る
主
体

間
で

の
負

担
・
投

資
の
考

え
方

・
留

意
点

物
価

上
昇
に
伴

い
、

研
究

コ
ス
ト

も
上
昇

し
て

い
く

こ
と
が

想
定
さ

れ
る

が
、

社
会
に

と
っ
て

は
、
深

い
基
礎

研
究

に
支

え
ら
れ

た
研
究

成
果

が
、

人
類
や

社
会
経

済
の

課
題

解
決
に

つ
な
が

る

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
を

生
む

こ
と
や

、
個
々

の
企

業
と

の
共
同

研
究
で

は
当

該
企

業
だ
け

で
は
生

み

出
せ
な

か
っ
た

新
た

な
サ

ー
ビ
ス

や
製
品

等
に

結
実

す
る
と

い
っ
た

投
資

の
側

面
が
あ

る
。
こ

の

観
点
も

踏
ま
え

つ
つ

、
研

究
コ
ス

ト
を
ど

う
い

っ
た

主
体
が

ど
う
い

う
考

え
方

で
負
担

し
て
い

く

1
8
 
研
究
イ
ン
テ
グ

リ
テ
ィ
は
、
研
究
の
国
際
化
や
オ
ー
プ
ン
化
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
新
た
に
確
保
が
求

め

ら
れ
る
、
研
究
の

健
 
全
性
・
公
正
性
を
意
味
す
る
。
（
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
「
研
究
活
動
の
国
際

化
、
オ
ー
プ
ン
化

に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
 
対
す
る
研
究
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
係
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
」

（
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
４
月
））

 

104



21
 

か
に
つ

い
て
は

、
研

究
コ

ス
ト
が

ど
の
程

度
の

も
の

と
な
っ

て
い
る

か
を

可
視

化
す
る

と
と
も

に
、

そ
の
便

益
に
つ

い
て

、
社

会
や
直

接
の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ
ー

に
積
極

的
に

発
信

し
、
特

に
個
々

の

共
同
研

究
等
に

つ
い

て
は

、
そ
の

負
担
と

投
資

の
考

え
方
を

、
共
同

研
究

先
の

企
業
等

と
認
識

の

共
有
を

図
る
こ

と
が

必
須

で
あ
る

。
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３
．

国
立

大
学

法
人

等
へ
の

支
援

の
考

え
方

（
１

）
社

会
情

勢
の

変
化
を

踏
ま

え
た

運
営
費

交
付
金

等
に

よ
る

支
援

国
立

大
学
法
人

運
営

費
交

付
金
及

び
施
設

整
備

費
補

助
金
は

、
法
人

化
以

降
、

各
法
人

の
ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
安
定

的
・
継
続

的
に
支

え
る
基

盤
的

な
資

金
と
し

て
機
能

し
て

き
た

。
し
か
し

な
が

ら
、

国
立

大
学

法
人

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
近

年
、

同
程

度
の

予
算

額
で

推
移

す
る

と
と

も
に

、

施
設
整

備
費
補

助
金

に
つ

い
て
は

補
正
予

算
と

併
せ

て
1
,
0
0
0
億
円

程
度

で
推

移
し
て

お
り
、

足

元
の
物

価
上
昇

に
よ

っ
て

実
質
的

な
目
減

り
が

生
じ

て
い
る

。
 

冒
頭
で

も
示
し

た
通

り
、

国
立
大

学
法
人

等
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

は
、
世

界
最

高
水

準
の
研

究
の
展

開
と
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
の

牽
引
、

高
度
専

門
人

材
の

育
成
、

地
域
産

業
の

振
興

と
い
う

、
成
長

戦

略
に
不

可
欠
な

も
の

で
あ

る
。
こ

れ
ら
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
実
現

を
担
う

、
意

欲
と

能
力
を

備
え
た

人

材
が
集

ま
り
、

そ
の

力
を

十
分
に

発
揮
で

き
る

環
境

の
構
築

に
向
け

て
、

安
定

的
・
継

続
的
な

活

動
を
支

え
る
運

営
費

交
付

金
等
の

基
盤
的

経
費

は
、

極
め
て

重
要
な

役
割

を
果

た
し
て

い
る
。

 

こ
の
よ

う
な
重

要
性

に
加

え
、
物

価
や
賃

金
が

上
昇

し
て
い

く
我
が

国
の

経
済

環
境
の

変
化
や

、

我
が

国
よ

り
も

は
る

か
に

速
い

ス
ピ

ー
ド

で
同

様
の

動
き

が
あ

る
国

際
社

会
の

中
で

の
国

際
頭

脳
循
環

に
我
が

国
も

よ
り

深
く
参

画
し
て

い
く

こ
と

が
不
可

欠
で
あ

る
こ

と
を

踏
ま
え

、
社

会
の

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
を

牽
引

す
る
視

点
か
ら

、
直

近
で

は
、
各

国
立
大

学
法

人
等

が
中
期

目
標

や
中

期
計
画

に
掲
げ

る
ミ

ッ
シ

ョ
ン
や

機
能
強

化
を

十
分

に
果
た

す
こ
と

が
で

き
る

よ
う
、

運
営
費

交

付
金
等

の
充
実

の
必

要
性

が
大
学

や
経
済

団
体

か
ら

の
提
言

1
9
に
お
い

て
言

及
さ
れ
て

い
る

。
 

国
立
大

学
法
人

等
が

掲
げ

る
ミ
ッ

シ
ョ
ン

や
機

能
強

化
の
方

向
性
は

２
．

で
記

載
し
た

と
お
り

、

社
会
の

大
き
な

転
換

点
を

迎
え
る

に
当
た

り
、

改
め

て
見
直

し
を
行

い
、

そ
れ

に
沿
っ

た
思
い

切

っ
た
改

革
を
実

行
し

て
い

く
こ
と

が
必
要

で
あ

る
と

と
も
に

、
基
盤

的
経

費
に

つ
い
て

も
、
適

切

な
イ
ン

セ
ン
テ

ィ
ブ

設
計

の
下
、

そ
の
よ

う
な

各
法

人
の
改

革
を
促

進
し

つ
つ

、
ミ
ッ

シ
ョ
ン

や

機
能
強

化
の
方

向
性

に
沿

っ
た
活

動
を
安

定
的

に
支

援
し
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
よ
う

、
そ
の

在

り
方

を
見

直
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
の

基
本

的
な

視
点

と
し

て
は

、
例

え
ば

、
 

・
各
法

人
が
掲

げ
る

ミ
ッ

シ
ョ
ン

や
機
能

強
化

の
方

向
性
に

沿
っ
た

活
動

に
安

定
的
に

取
り
組

む
こ
と

で
き
る

よ
う

、
基

盤
的
経

費
の
配

分
額

に
つ

い
て
中

期
目
標

期
間

中
の

見
通
し

を
立

て
や
す

い
明
快

な
配

分
ル

ー
ル
を

構
築
す

る
こ

と

・
上

記
の
考
え

方
を

ベ
ー

ス
と
し

つ
つ
、

各
法

人
が

掲
げ
る

ミ
ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強
化

の
方
向

性
に
応

じ
た
取

組
の

成
果

に
つ
い

て
、
指

標
等

を
基

に
何
ら

か
の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ
を

持
た

1
9
 
「
国
立
大
学
協

会
声
明
 
－
我
が
国
の
輝
け
る
未
来
の
た
め
に
－
」
（

令
和
６
年
６
月
７
日
 
（
一
社
）
国
立
大
学

協

会
）
、
「

わ
が
国
の

将
来
を
担
う
国
立
大
学
の
新
た
な
将
来
像
」
（
令
和
７
年
３
月

3
1
日
 （

一
社
）
国
立
大
学
協
会
）
、

「
F
U
T
U
R
E
 
D
E
S
I
G
N
 
2
0
4
0
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
 
～
公
正
・
公
平
で
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
～
」
（

令
和

６
年

1
2
月
９
日
 
（
一
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
）
、
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
拡
大
に
向
け

て
」
（

令
和
６
年

７
月

2
4
日
 （

公
社
）
経
済
同

友
会
）
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せ
る
仕

組
み
を

入
れ

る
と

と
も
に

、
そ
の

成
果

を
測

る
に
当

た
っ
て

は
、

大
き

な
改
革

を
進

め
る
観

点
と
、

シ
ン

プ
ル

な
評
価

の
仕
組

み
と

す
る

観
点
を

持
つ
こ

と
 

・
最

低
限
必
要

と
考

え
ら

れ
る
教

育
研
究

を
ベ

ー
ス

と
し
た

経
費
に

つ
い

て
は

、
社
会

経
済
状

況
の
変

化
に
左

右
さ

れ
ず

活
動
が

で
き
る

よ
う

、
物

価
等
の

変
動
に

対
応

さ
せ

る
観
点

も
含

め
、
安

定
性
を

よ
り

向
上

さ
せ
た

仕
組
み

と
す

る
こ

と

が
考
え

ら
れ

、
具

体
的
な

制
度
設

計
は

、
新

た
に
文

部
科
学

省
に
設

置
す

る
、
第
５
期

中
期
目

標

期
間
（

令
和

1
0
～
1
5
年

度
）
に

お
け
る

運
営

費
交

付
金
の

在
り
方

に
関

す
る

会
議
体

に
お
い

て

議
論
を

深
め
る

こ
と

を
期

待
す
る

。
 

ま
た
、
足
元
の

物
価

や
賃

金
の
上

昇
に
よ

り
、
研
究

者
や
職

員
の
採

用
で

競
合

す
る
民

間
企
業

や
公

務
員

の
賃

上
げ

に
準

じ
た

対
応

を
と

る
こ

と
が

経
営

上
困

難
と

判
断

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
や

、
教
育
・
研

究
の

現
場
に
お

け
る
施

設
や

設
備

の
更
新

の
停
滞

等
が

生
じ

て
お
り

、
こ

の
よ

う
な
状

況
を
放

置
す

れ
ば

、
我
が

国
の
知

の
拠

点
た

る
国
立

大
学
法

人
等

の
役

割
を
果

た
せ
な

く

な
る
と

の
危
機

感
が

あ
る

。
こ

の
こ

と
を

踏
ま
え
れ

ば
、
近
年
の

物
価
・
人

件
費
の
上

昇
等
も

踏

ま
え
つ

つ
、
科

学
の

フ
ロ

ン
テ
ィ

ア
開
拓

及
び

我
が

国
の
研

究
力
強

化
の

た
め

、
第
４

期
中
期

目

標
期
間

 （
令

和
４

～
９
年

度
）
に
お
い

て
も

、
国

立
大
学
法

人
運
営

費
交

付
金

や
施
設

整
備
費

補

助
金
等

の
基
盤

的
経

費
を

着
実
に

確
保
し

て
い

く
こ

と
が
強

く
求
め

ら
れ

る
。

 

 
特
に

附
属

病
院

に
つ
い

て
は
、

令
和

６
年

度
の
決

算
に
お

い
て

全
体

と
し
て

2
8
5
億

円
の

赤
字

が
生

じ
る

見
込

み
で

あ
り

、
現

在
の

状
況

を
放

置
す

る
と

、
附

属
病

院
の

経
営

が
成

り
立

た
ず

、

地
域
医

療
に
深

刻
な

影
響

を
及
ぼ

す
こ
と

が
想

定
さ

れ
る
。
附

属
病
院

に
関

し
て
は
、
２
．（

３
）

②
で
言

及
し
た

見
直

し
を

進
め
、
経
営
改

善
に

取
り

組
ん
で

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ
る

が
、
現

下

の
深
刻

な
状
況

を
踏

ま
え

る
と
、
診
療
に

係
る

経
費

に
つ
い

て
、
診

療
報

酬
等

で
対
応

す
る
こ

と

を
基
本

と
し
つ

つ
も

、
附

属
病
院

が
行
う

高
度

先
進

医
療
等

は
特
に

コ
ス

ト
の

増
加
が

指
摘
さ

れ

て
い
る

こ
と
か

ら
、
大
学

病
院
が

担
う
教

育
・
研
究

や
そ
の

前
提
と

な
る

経
営

基
盤
の

強
化
と

い

っ
た
観

点
も
含

め
て

、
緊

急
的
に

附
属
病

院
へ

の
支

援
を
検

討
す
る

こ
と

が
求

め
ら
れ

る
。

 

（
２

）
地

域
社

会
を

先
導
す

る
人

材
の

育
成
と

地
域
産

業
の

振
興

を
行
う

国
立
大

学
へ

の
支

援

 
 

今
後
、
２
．
で

記
載

し
た
内

容
に
基

づ
き

各
国

立
大
学

法
人
等

が
第

５
期

中
期
目

標
期
間

に
向

け
た
見

直
し
を

進
め

る
こ

と
が
期

待
さ
れ

る
が
、

そ
の
際
、
国

に
お

い
て
は

、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
や

機

能
強
化

の
方
向

性
に

応
じ

て
一
律

の
見
直

し
を

求
め

る
の
で

は
な
く
、

我
が

国
の
高
等

教
育
の

均

衡
あ
る

発
展
の

観
点

か
ら

、
国
立
大

学
に
よ

る
地

域
社
会

を
先
導
す

る
人

材
の

育
成
と

地
域
産

業

の
振
興

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

踏
ま
え

た
見
直

し
を

求
め

る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

特
に
、
学

部
学

生

定
員
に

つ
い
て

、
教
育

の
質
を
持

続
的
に

確
保

し
つ

つ
、
単
純

に
1
8
歳
人

口
の
減
少

に
併
せ

て
規

模
を
縮

小
す
る

と
い

う
こ

と
で
は

な
く
、
都

市
か

ら
地
方
へ

と
人
の

流
れ

を
変

え
て
い

く
と
い

う

視
点
を

持
ち
、

学
部

定
員

の
設
定

等
を
行

う
こ

と
が

求
め
ら

れ
る
。
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地
方
国

立
大
学

に
お

い
て

、
教
育

面
に
お

い
て

は
、

地
域
に

お
け
る

様
々

な
機

関
に
お

け
る
人

材
の
供

給
拠
点

と
し

て
の

役
割
も

果
た
し

て
お

り
、

今
後
と

も
そ
の

役
割

を
域

内
の
他

の
高
等

教

育
機
関

と
の
連

携
も

行
い

な
が
ら

果
た
し

て
い

く
こ

と
が
期

待
さ
れ

る
。

立
地

自
治
体

や
産
業

界

等
も
巻

き
込
ん

だ
上

で
、

地
域
構

想
推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

2
0
に
お
い

て
中

心
的
な

役
割
を

果

た
す
と

と
も
に

、
そ

れ
に

対
す
る

支
援
を

充
実

し
て

い
く
こ

と
が
望

ま
れ

る
。

 

ま
た
、

研
究
面

に
お

い
て

は
、
地

域
の
産

業
を

支
え

る
特
色

あ
る
研

究
の

進
展

が
見
ら

れ
る
と

と
も
に

、
今
後

、
地

域
に

お
け
る

新
し
い

産
業

を
育

成
し
て

い
く
核

と
し

て
の

役
割
も

期
待

さ
れ

る
。
国

に
お
い

て
、

そ
の

よ
う
な

地
方
国

立
大

学
の

役
割
に

配
慮
し

た
支

援
を

検
討
す

る
と
と

も

に
、
立

地
自
治

体
と

連
携

し
て
地

方
国
立

大
学

と
し

て
の
役

割
を
積

極
的

に
果

た
す
法

人
へ
の

支

援
も
充

実
し
て

い
く

こ
と

が
望
ま

れ
る
。

 

な
お
、

地
方
国

立
大

学
の

附
属
病

院
は
、

地
域

へ
の

医
師
の

輩
出
・

交
流

等
に

よ
る
地

域
医
療

人
材
の

再
教
育

の
機

能
等

を
含
め

、
地
域

医
療

に
お

け
る
最

後
の
砦

と
も

言
え

、
こ
の

機
能
不

全

は
地
域

医
療
の

崩
壊

を
意

味
す
る

。
こ
の

こ
と

か
ら

も
、
特

に
地
方

国
立

大
学

へ
の
附

属
病
院

の

支
援
に

当
た
っ

て
は

、
地

域
医
療

提
供
体

制
に

お
け

る
役
割

等
も
考

慮
す

る
こ

と
が
必

要
で
あ

る
。
 

（
３

）
大

学
の

機
能

強
化

を
促

進
す

る
た

め
の

施
策

国
立

大
学
法
人

等
の

教
育

・
研
究

を
支
え

て
い

く
た

め
に
は

、
基
盤

的
経

費
で

あ
る
運

営
費
交

付
金
以

外
に
も

、
各

法
人

の
教
育

・
研
究

の
質

を
高

め
て
い

く
観
点

か
ら

、
様

々
な
競

争
的
研

究

費
の
確

保
に
努

め
て

い
く

こ
と
が

期
待
さ

れ
る

が
、

機
関
等

向
け
の

競
争

的
研

究
費
に

つ
い
て

は
、

教
育
・

研
究
を

支
援

す
る

こ
と
だ

け
に
留

ま
ら

ず
、

採
択
の

条
件
や

配
分

の
仕

組
み
な

ど
に
お

い

て
、
２

．
で
記

載
し

た
よ

う
な
大

学
の
改

革
が

進
む

よ
う
な

仕
組
み

と
し

て
い

く
こ
と

が
求
め

ら

れ
る
。

 

一
方
、

法
人
化

以
降

、
国

立
大
学

法
人
等

の
収

益
に

占
め
る

競
争
的

研
究

費
等

外
部
資

金
の
割

合
は
増

加
し
て

い
る

が
、

研
究
費

獲
得
の

申
請

書
類

の
作
成

等
に
か

か
る

負
担

感
の
増

加
や
萌

芽

的
研
究

の
伸
び

悩
み

な
ど

も
指
摘

さ
れ
て

お
り

、
国

に
お
い

て
は
、

基
盤

的
経

費
と
競

争
的
研

究

費
の
役

割
を
踏

ま
え

た
フ

ァ
ン
デ

ィ
ン
グ

の
在

り
方

の
見
直

し
を
通

じ
、

各
国

立
大
学

法
人

等
の

教
育
・

研
究
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

の
最
大

化
に

向
け

た
環
境

構
築
を

図
っ

て
い

く
こ
と

が
必
要

で

あ
る
。

そ
の
際

、
競

争
的

研
究
費

で
整
備

し
た

教
育

の
質
の

向
上
や

研
究

力
強

化
に
向

け
た

取
組

が
競

争
的

研
究

費
に

よ
る

支
援

の
終

了
後

も
各

国
立

大
学

法
人

等
に

お
い

て
継

続
さ

れ
る

よ
う

、

国
際
卓

越
研
究

大
学

制
度

や
地
域

中
核
・

特
色

あ
る

研
究
大

学
強
化

促
進

事
業

と
い
っ

た
新
し

い

支
援
枠

組
み
の

成
果

等
も

踏
ま
え

つ
つ
、

そ
の

内
容

に
応
じ

て
、
大

学
の

財
務

基
盤
を

支
え
る

仕

組
み
に

つ
い
て

、
法

人
や

国
に
お

い
て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
視
点

で
検
討

、
工

夫
す

る
と
と

も
に
実

践

2
0
 
地
域
の
高
等
教

育
機
関
や
地
方
公
共
団
体
、
産
業
界
等
の
各
地
域
の
関
係
者
が
議
論
し
、

各
地
域
で
実
効
性
の
あ

る

取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
協
議

体
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す
る
こ

と
が
求

め
ら

れ
る

。
 

ま
た
、
２
．（

２
）
③

で
記
載
し

た
と
お

り
、
今
後

各
国
立

大
学
法

人
等

に
お

い
て
は

、
自
ら

が

有
す
る

知
の
高

付
加

価
値

化
に
努

め
て
い

く
こ

と
が

期
待
さ

れ
る
が

、
そ

れ
に

当
た
り

、
様
々

な

現
行
の

規
制
を

見
直

し
て

い
く
こ

と
が
必

要
に

な
る

と
考
え

ら
れ
る

。
 

（
４

）
政

府
を

挙
げ

た
大
学

支
援

策
の

検
討

国
立

大
学
法
人

等
は

我
が

国
の
高

等
教
育

、
学

術
及

び
科
学

技
術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

を
牽
引

す
る
と

と
も
に

、
世

界
の

知
に
貢

献
す
る

機
関

で
あ

り
、
国

立
大
学

法
人

等
の

浮
沈
は

我
が
国

の

未
来
を

大
き
く

左
右

す
る

。
ま
た
、
１
．
趣
旨
で

述
べ
た
よ

う
に
、
我
が

国
の

潜
在
力

を
活
か

し
、

「
知
・

人
へ
の

投
資

」
の

好
循
環

を
生
み

出
し

て
い

く
た
め

に
は
、

国
立

大
学

等
を
は

じ
め
と

す

る
高
等

教
育
へ

の
投
資

2
1
や
大
学

に
お
け

る
研

究
力

の
強
化

に
向
け

た
投

資
を

高
め
て

い
く
こ

と

が
求
め

ら
れ
る

。
そ

の
よ

う
な
視

点
に
立

っ
た

場
合

、
国
立

大
学
法

人
等

を
支

え
る
の

は
国
に

お

い
て

も
文

部
科

学
省

だ
け

で
は

な
く

、
多

く
の

府
省

庁
が

そ
れ

ぞ
れ

の
政

策
の

目
的

に
照

ら
し

、

政
府
全

体
で
国

立
大

学
法

人
等
を

支
え
て

い
く

と
い

う
視
点

を
持
つ

こ
と

が
必

要
で
あ

る
。

 

近
年
も

、
我
が

国
の

研
究

力
向
上

の
観
点

か
ら

、
国

際
卓
越

研
究
大

学
制

度
や

、
地
域

中
核
・

特
色
あ

る
研
究

大
学

総
合

振
興
パ

ッ
ケ
ー

ジ
の

策
定

等
に
よ

り
、
関

連
施

策
が

推
進
さ

れ
て
い

る

が
、
多

く
の
府

省
の

観
点

か
ら
国

立
大
学

法
人

等
を

見
た
と

き
に
、

そ
の

役
割

は
研
究

だ
け
で

は

な
く
、

様
々
な

分
野

の
高

度
人
材

育
成
や

社
会

貢
献

と
多
岐

に
わ
た

る
こ

と
か

ら
、
国

に
お
い

て

は
、
国

立
大
学

法
人

等
の

知
を
最

大
限
に

政
策

に
活

か
し
て

い
く
と

の
ス

タ
ン

ス
に
立

つ
べ
き

で

あ
り
、

各
府
省

の
政

策
課

題
に
国

立
大
学

法
人

等
の

力
を
活

か
し
て

い
く

体
制

を
、
文

部
科
学

省

が
中
心

と
な
っ

て
関

係
府

省
と
連

携
し
つ

つ
、

構
築

し
て
い

く
こ
と

が
期

待
さ

れ
る
。

 

そ
の
際

、
各
国

立
大

学
法

人
等
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン

や
機

能
強
化

の
方
向

性
、

ま
た

課
題
等

に
つ
い

て
、
各

府
省
に

は
な

か
な

か
見
え

づ
ら
い

と
い

う
課

題
も
あ

る
こ
と

か
ら

、
そ

う
い
っ

た
も
の

へ

の
理
解

が
深
ま

る
よ

う
、

文
部
科

学
省
に

お
い

て
は

、
有
用

な
情
報

の
共

有
な

ど
を
積

極
的
に

行

っ
て
い

く
こ
と

が
求

め
ら

れ
る
。

 

ま
た
、

多
様
な

政
策

課
題

の
解
決

等
に
向

け
て

国
立

大
学
法

人
等
の

知
が

適
切

に
活
用

さ
れ
る

と
い
う

こ
と
は

、
国

立
大

学
法
人

等
に
お

い
て

、
そ

の
ベ
ー

ス
と
な

る
教

育
・

研
究
の

活
動
が

持

続
的
か

つ
発
展

的
に

行
わ

れ
て
い

る
こ
と

が
大

前
提

と
な
る

。
こ
の

点
を

踏
ま

え
れ
ば

、
各
府

省

に
お
い

て
も
、

国
立

大
学

法
人
等

の
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
と

い
う
範

囲
に

お
い

て
、
国

立
大
学

法

人
等
へ

の
投
資

を
し

て
い

く
と
い

う
観
点

が
重

要
で

あ
り
、

適
切
な

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン
グ

が
な

さ
れ

2
1
 
我
が
国
の
経
済

規
模
（
G
D
P）

に
対
し
て
、
高
等
教
育
へ
の

公
財
政
支
出
は
 
0
.
7
％
と
、

O
E
C
D
 
諸
国
平
均
の
 
1
.
2
％

を
下
回
り
、
O
E
C
D
 
諸
国
の
中
で
極
め
て
低
い
水

準
に
あ
る
（
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
）
（
O
E
C
D
「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
a
t
 
a
 

G
l
a
n
c
e
 
2
0
2
4
」
（
令
和
６
年
９
月
）
）
。
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る
こ
と

を
求
め

る
。

 

こ
の
よ

う
な
考

え
方

や
取

組
は
、

政
府
内

の
み

に
留

ま
ら
ず

、
地
方

自
治

体
や

産
業
界

か
ら
国

立
大
学

法
人
等

へ
の

投
資

を
促
進

す
る
際

に
も

共
通

す
る
。

併
せ
て

、
産

業
界

や
個
人

か
ら
の

投

資
を
促

進
す
る

政
策

と
し

て
、
現

在
、
研

究
開

発
税

制
や
寄

附
税
制

の
優

遇
等

の
措
置

が
活
用
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。
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迎
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。
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１０.我が国の「知の総和」向上の未来像
～高等教育システムの再構築～（答申）について



高等教育全体の「規模」の適正化
①高等教育機関の機能強化
 意欲的な改革への支援（規模縮小しつつ、質向上、大学院
へのシフトに取り組む大学等への支援）

 連携推進（大学間連携をより緊密に行うための仕組み導入）

②高等教育機関全体の規模の適正化の推進
 厳格な設置認可審査（要件厳格化、履行が不十分な場合の私
学助成減額・不交付）

 再編・統合の推進（定員未充足や財務状況が厳しい大学等を
統合した場合のペナルティ措置緩和、再編・統合等を行う大
学等への支援）

 縮小への支援（一時的な減定員を容易にする仕組み創設）
 撤退への支援（卒業生の学籍情報の管理方策構築）

我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申）概要
中央教育審議会（令和７年２月21日）

１．今後の高等教育の目指すべき姿

２．今後の高等教育政策の方向性と具体的方策

３．機関別・設置者別の役割や連携の在り方 ４．高等教育改革を支える支援方策の在り方

①高等教育の価値を問い直し、②教育研究の高度化や情報公表により社会の信頼を
高め、③高等教育機関の必要コストを算出し、④公財政支援、社会からの投資等、
個人・保護者負担について持続可能な発展に資するような規模・仕組みを確保する。

我が国の「知の総和」の向上
目指す未来像の実現のためには、
「知の総和」（数×能力）を向上することが必須

 社会の変化 …世界：環境問題やAI進展等、国内：急速な少子化
 高等教育を取り巻く変化 …学修者本位の教育への転換等

 目指す未来像

 育成する人材像62.7万人 59.0万人 46.0万人（約27％減）
（2021） （2035） （2040）

大学進学者数推計
（出生低位・死亡低位）

質の向上 規模の適正化 アクセスの確保

①教育研究の観点（文理横断・融合教育等） ②学生への支援の観点
③機関の運営の観点 ④社会の中における機関の観点（地方創生）

高等教育への「アクセス」確保

機関ごとの違
い・

特色を生かし
つつ、自らの
役割を再定義
して改善

設置者別の役割・機能を踏まえ刷新
国立：学部定員規模の適正化（修士・博士への資源の重

点化等）、連携、再編・統合検討、地域のけん引役
公立：定員規模の適正化（見直しも含めた地域との継続

的対話、安易な公立化の回避）
私立：教育・経営改革や連携を通じた機能強化

規模適正化の推進
（設置認可厳格化、再編・統合、縮小、撤退）

公財政支援の充実
社会からの支援強化
個人・保護者負担の見直し

短期的
取組

教育コストの明確化・負担の仕組みの見直
し
高等教育への大胆な投資を進めるための新たな
財源の確保

中長期
的取組

…一人一人の多様な幸せと社会全体の豊かさ(well-being)の
実現を核とした、持続可能な活力ある社会

…持続可能な活力ある社会の担い手や創り手として、真に
人が果たすべきことを果たせる力を備え、人々と協働し
ながら、課題を発見し解決に導く、学び続ける人材

上記１～４までを踏まえた、制度改革や財政支援の取組や今後10年程度の工程を示した政策パッケージを策定し、具体的方策の実行に速やかに着手

①地理的観点からのアクセス確保
 地域構想推進プラットフォーム（仮称）(アクセ
ス確保策・地域の人材育成について議論を行
う協議体)の構築

 地域にとって真に必要な一定の質が担保された
高等教育機関への支援

 地域研究教育連携推進機構（仮称）(大学等
連携をより緊密に行うための仕組み)の導入

 地方創生の推進（国内留学、サテライト
キャンパス等）

②社会経済的観点からのアクセス確保
 経済的支援の充実（高等教育の修学支援新制
度等の着実な実施、企業等の代理返還の推進）

 高等教育機関入学前からの取組促進

教育研究の「質」の更なる高度化
①学修者本位の教育の更なる推進
 出口における質保証（厳格な成績評価・卒業認定）
 教育の質を評価する新たな評価制度へ移行 等

②多様な学生の受入れ促進
 留学生の定員管理見直し、技術流出防止対策の徹底
 通信教育の制度改善等

③大学院教育の改革
 学士・修士５年一貫教育の大幅拡充等

④研究力の強化
 業務負担軽減 等

⑤情報公表の推進
 大学間比較できる新たなデータプラットフォーム
（Univ-map(ユニマップ)（仮称））を新構築

高等教育
が

目指す姿

高等教育政策
の目的

重視すべき観
点
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我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申）要旨①
中央教育審議会（令和７年２月21日）

１．今後の高等教育の目指すべき姿

 目指す未来像の実現のためには、「知の総和」（数×能力）を向上することが必須
 「知の総和」の向上のためには、教育研究の質を上げ、意欲ある全ての人が高等教育を享受できるよう社会的に適切な規模の高等教育機会
を供給し、地理的・社会経済的な観点からのアクセス確保によって高等教育の機会均等の実現を図ることが必要

急速な少子化等を踏まえた高等教育
全体の「規模」の適正化を図りつつ、
それによって失われるおそれのある
「アクセス」確保策を講じるとともに、
「規模」の縮小をカバーし、知の総和
を向上するために教育研究の「質」を
高める

ア．未来社会を担う人材に必要な
資質・能力の育成（文理横断・
融合教育等）

イ．成長分野を創出・けん引する
人材等の育成

ウ．デジタル化の推進（AI活用等）
エ．国際競争の中での研究力強化

重
視
す
べ
き
観
点

高
等
教
育
政
策
の
目
的

「質」の向上

「規模」の適正化

「アクセス」確保

：教育研究の質の向上を図ることであり、
学生一人一人の能力を最大限高めること

：社会的に適切かつ必要な高等教育機会の
量的な確保

：地理的・社会経済的な観点からの高等教
育の機会均等の実現

３つの目的（価値）は、常
に調和するわけではなく、
トレードオフの関係になる
こともあり得るため、価値
の選択と調整が必要

高
等
教
育
が

目
指
す
姿

我が国の「知の総和」の向上

直
面
す
る
課
題

未
来
像
・
人
材
像

目指す未来像

育成する人材像

一人一人の多様な幸せと社会全体の豊かさ(well-being)
の実現を核とした、持続可能な活力ある社会

持続可能な活力ある社会の担い手や創り手として、真に
人が果たすべきことを果たせる力を備え、人々と協働し
ながら、課題を発見し解決に導く、学び続ける人材

62.7万人 59.0万人 46.0万人（約27％減）
（2021） （2035） （2040）

大学進学者数推計
（出生低位・死亡低位）

社会の変化

高等教育を取り巻く変化 学修者本位の教育への転換等

世界：環境問題、国際情勢の緊張化、AI進展 等
国内：急速な少子化、労働供給不足

①教育研究の観点 ②学生への支援の観
点

③機関の運営の観点 ④社会の中における機関の観点

ア．学生の多様性・流動性の
向上（留学生、社会人、障
害のある学生等）

イ．学生への経済的支援充実
（社会全体で支える学生の
学び）

ア．高等教育機関の多様性確
保

イ．高等教育機関の運営基盤
の確立（ガバナンス改革等)

ウ．国際化の推進
（留学モビリティ拡大等）

ア．社会との接続・連携強化
イ．人材育成等を核とした地方創
生の推進

ウ．初等中等教育との接続の強化
エ．情報公表による信頼獲得
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我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申）要旨②
中央教育審議会（令和７年２月21日）

２．今後の高等教育政策の方向性と具体的方策
①

（１）教育研究の「質」の更なる高度化

多様な学生の受入れ促進（外国人留学生や社会人等）
ア．多様な学生の受入れ推進
○多面的・総合的な入学者選抜の推進
○転編入学等の柔軟化
➣転編入学の増加を図るための定員管理の見直し 等

○障害のある学生への支援等

イ．留学モビリティ拡大
○外国人留学生等の受入れや日本人学生の派遣の推進、国際化のための体制整備
➣経済的支援の充実 ➣多文化共修環境整備 ➣留学生の定員管理方策の制度改善等

○適切な在籍管理、技術流出防止対策の徹底・強化 等

ウ．社会人の学びの場の拡大
○教育環境の整備
➣産業界と連携した教育プログラム開発

○産業界・地方公共団体等との組織レベルでの連携推進

エ．通信教育課程の質の向上
○時代の変化を踏まえた通信教育課程の在り方の見直し
➣通信教育課程の更なる質の向上のための制度改善や学生支援に向けた検討 等

研究力の強化
○研究の質向上に向けた研究環境の構築
➣研究開発マネジメント人材等の量的不足解消
・質向上

➣大学共同利用機関等の機能強化 等
○研究環境の低下要因を取り除くための業務
負担軽減の推進
➣研究と教育それぞれに重点を置く教員の活用
促進

➣形式的な会議の見直し 等

情報公表の推進
○情報公表の内容・方法の改善

➣高等教育機関の情報を横断的に比較
できる新たなデータプラットフォーム
（Univ-map(ユニマップ)（仮称））
の構築

○全国学生調査の活用

大学院教育の改革

ア．質の高い大学院教育の推進
○体系的な大学院教育課程の編成の推進
➣修士・博士５年一貫プログラムの構築(特に自然科学系)等

○学士課程から博士課程までの連続性向上・流動性促進
➣学士・修士５年一貫教育の大幅拡充（特に人文・社会科
学系）等

イ．幅広いキャリアパスの開拓推進
○多様なフィールドで一層活躍するための環境構築、
多様な進学者の受入れ促進
➣学位の質保証を前提とした社会人の修士・博士の１年
での学位取得推進 等

学修者本位の教育の更なる推進
ア．学びの質を高めるための教育内容・方法の改善
○学生が主体的・自律的に学修するための環境構築
➣教学マネジメント指針の見直し ➣同時履修科目の絞り込み促進
➣レイトスペシャライゼーションを促進するための定員管理制度の弾力化等

○「出口における質保証」の促進
➣厳格な成績評価や卒業認定の実施 ➣成績優秀者への称号授与 等

○高大接続を踏まえた大学入学者選抜等の改善
○遠隔・オンライン教育の推進

イ．新たな質保証・向上システムの構築
○大学設置基準及び設置認可審査の見直し
➣基幹教員の配置に係る基準や指導補助者の基準等について制度改善

○認証評価制度の見直し
➣在学中にどれくらい力を伸ばすことができたのか等を含む教育の質を数段階
で評価する新たな評価制度への移行
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我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申）要旨③
中央教育審議会（令和７年２月21日）

２．今後の高等教育政策の方向性と具体的方策②

（２）高等教育全体の「規模」の適正化

高等教育機関の機能強化

○意欲的な教育・経営改革を行うための支援
➣一定の規模縮小しつつ、質向上、大学院へ
のシフトを行う大学等への支援

➣デジタル、グリーン等の成長分野への学部
転換支援等の強化

➣職員の高度化の促進 等

○高等教育機関間の連携の推進
➣大学等連携をより緊密に行うための仕組み
の
導入や支援策の検討 等

高等教育全体の規模の適正化の推進

（３）高等教育への「アクセス」確保

地理的観点からのアクセス確保 社会経済的観点からのアクセス確保

○個人への経済的支援の充実
➣高等教育の修学支援新制度等の着実な実施
➣企業等による代理返還の普及促進 等

○高等教育機関入学前における取組促進
➣プッシュ型情報発信
➣アンコンシャス・バイアス（無意識の
思い込み）解消促進

➣キャリア教育促進 等

○厳格な設置認可審査への転換
➣審査時の財産保有要件や経営状況に関する要件厳格
化

➣設置計画の履行が不十分な場合の私学助成減額・
不交付 等

○再編・統合の推進
➣定員未充足や財務状況が厳しい大学等を統合した
場合のペナルティ措置緩和

➣再編・統合を行う大学等への支援 等

イ．都市から地方への動きの促進等
を通じた地方創生の推進

○地方創生を進めるための高等教育
機関への支援
➣国内留学 ➣学生寮整備
➣サテライトキャンパス
➣キャンパス移転

等の取組推進等

○遠隔・オンライン教育の推進
➣大学間連携による授業の共有化 等

○縮小への支援
➣一時的な減定員を戻すことを容易にする仕組み
の創設

➣早期の経営判断を促す指導の強化 等

○撤退への支援
➣在学生の卒業までの学修環境確保
➣卒業生の学籍情報の管理方策の構築
➣残余財産帰属の要件緩和 等

ア．地域ごとのアクセス確保を図るための仕組みの構築
○地域のアクセス確保・人材育成のための協議体構
築
➣地域構想推進プラットフォーム（仮称）（地域の高等教育
機関、地方公共団体、産業界など関係者が議論する協議
体）の構築

➣地方公共団体における高等教育振興担当部署の整備
（連携窓口の明確化等）促進

➣国における司令塔機能の強化 等

○協議体での検討を促す仕組みの整備
➣国による地域ごとの人口予測や分野ごとの産業・雇用
環境の変化等の量的・質的な情報提供

➣コーディネーターの育成・配置 等

○地域にとって真に必要な一定の質が担保された高
等教育機関への支援
➣協議体での議論を踏まえ、国が支援する仕組みの構築
➣地域研究教育連携推進機構（仮称）（大学等連携をよ
り緊密に行うための仕組み）の導入

等
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我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申）要旨④
中央教育審議会（令和７年２月21日）

３．機関別・設置者別の役割や連携の在り方

○公財政支援の充実
➣基盤的経費助成の十分な確保 ➣競争的資源配分の不断の見直しと充実

○社会からの支援強化
➣代理返還制度の活用推進 ➣寄附獲得の促進

○個人・保護者負担の見直し
➣個人・保護者負担の在り方について個人支援や機関補助とのバランスも勘案
し検討

短期的取組
(２～３年
以内まで)

○教育コストの明確化と負担の仕組みの見直し
➣授業料等の最低ライン設定や公的支援の仕組みの見直しに向けた検討

○高等教育への大胆な投資を進めるための新たな財源の確保
➣税制の在り方や寄附の充実等の検討

中長期的
取組

(５～10年
程度)

①高等教育の
価値
②高等教育へ
の信頼

③必要コストの
算出
④高等教育
投資の在り方

：高等教育は国力の源泉であり、高等教育
への投資は未来への先行投資

：学生の満足度を高め、成長が得られるよう
教育研究活動を高度化し、教育研究の成果
や効果を社会に対して情報公表

：教育コストを明確にした上で、社会に広く
その必要性を訴えかけていくことが必要

：公財政支援、社会からの投資・支援、個人・保
護者負担のどれか一つだけに依存するので
はなく、それぞれについて、高等教育の持
続可能な発展に資するような規模・仕組みを構
築

（１）機関別の役
割
①大学
（学士課程）

※「２．今後の高等教育政策の方向
性と具体的方策」を参照

②専門職大学・
専門職短期大学

実践力・創造力を備えた専門職業人
の育成促進

③大学院・
専門職大学院

※２（１）「③大学院教育の改革」
を参照

④短期大学
時代の変化に応じた役割を踏まえた
短大自身の変革、専攻科修了者の進
学ニーズを踏まえた制度改善

⑤高等専門学校 高専教育の高度化・国際化の推進

⑥専門学校 実践的な職業教育の推進、社会人・
留学生の受入れ拡大

①国立大学

社会を先導する人材を、地方をはじめ全国で育成するための教育機会の確保、
国として継続的に実施すべき多様な研究の実施

国立大学の学部定員規模の適正化（修士・博士への資源の重点化を図りつつ、国
際化や地域のアクセス確保にも配慮）や連携、再編・統合の推進に向けた検討
地域の高等教育機関のけん引役としての機能強化

②公立大学
地方公共団体の規模や実態、設置目的に応じた教育研究の実施

地域の実態を踏まえた教育研究の実施や定員規模の適正化（見直しも含め
た地域との継続的な対話、私立大学の安易な公立化の回避）

③私立大学
建学の精神に基づく多様性に富んだ教育研究の実施

意欲的な教育・経営改革や連携を通じた機能強化
規模適正化の推進（設置認可厳格化、再編・統合、縮小、撤退の支援）

（２）設置者別の役割

（３）機能や特性等に着目した政策の重視：それぞれの機能に即した高等教育機関の連携も含め、機能別分化の中で、教育研究の質向上につながる取組を
設置者の枠を超えて支援

上記１～４までを踏まえた、制度改革や財政支援の取組や今後10年程度の工程を示した政策パッケージを策定し、具体的方策の実行に速やかに着手

４．高等教育改革を支える支援方策の在り方

：機関ごとの違い・特色を生かしつつ、
自らの役割を再定義して改善

：役割や機能を踏まえつつ、自らのミッションを改めて見つめ直し、
時代の変化に応じて刷新し、自らの将来を定めていく必要

120



令和２年10月30日公表＜参考１＞新たな評価制度への移行・データベース構築（イメージ）

自己改善

自己点検・評価

教育研究活動

大学

各大学の学内での取組
（内部質保証）

第三者評価

大学の教育研究等の総合
的 な 状 況 （ 機 関 別 評
価）

大学評価基準への適合状
況を評価(適合・不適合)

対象：

結果：

対象：

結果：

社会へのアカウンタビリティ

・大学自らの情報公表

・大学ポートレート（※）による各
大学ごとの教育情報の公表
※各大学間の比較不可

・認証評価機関における認証評
価結果の公表

・国民が分かりやすい評価結果の
公表

・新たな評価におけるデータベースと
連携した新たなデータプラットフォー
ム（※）の構築
※各大学間の比較可能

・全国学生調査の結果のフィー
ドバック

現
行
の
仕
組
み

制
度
見
直
し
の
イ
メ
ー
ジ

・大学自らの情報公表の充実

質の改善に向けた組織的な活動
の実施

⇒学修者や進学希望者が各大学
の教育力を把握できるような情報
を公表

学部・研究科等

教育の質を数段階で示す
・定性的評価
・教育情報データベースを活
用した定量的評価

新たな評価制度への移行を通じて、事務手続等の負担軽減を実施

現在の認証評価

新たな評価制度
現在の内部質保証システムの充実
を図りつつ、新たな第三者評価への
連動・活用を通じて内部質保証制
度の更なる実質化を図る
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１．厳格な設置認可審査への転換

設置認可

○ 教員の配置基準等の改善
○ 財産保有や経営状況等の要件の厳格化
○ リスクシナリオ等に関する審査の在り方、審査プロ

セス等の抜本的見直し 等

２．設置計画不履行に対する措置
○ 設置計画の不履行（設置後、一度も定

員
充足率が一定の割合に満たない場合な
ど）に対する私学助成の減額・不交付措
置 等

３．意欲的な教育・経営改革への支援

○ 大学院シフト、留学生、社会人増加大学等への支援
○ 改革やチャレンジに取り組む大学への支援強化
○ 複数大学等の連携による経営改革の支援強化 等

設置計画
履行期間

４．縮小支援、撤退支援

○ 一時的な定員減の仕組みの構築
○ 経営指導の基準となる指標の見直し
○ 規模縮小や撤退に係る指導の強化、経営改善計画

の策定義務付け 等

＜参考２＞高等教育機関全体の規模の適正化（イメージ）

撤
退 縮小

完成年度後

新たな評価制度における教育の質の評価と情報公表
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令和２年10月30日公表

※地理的観点からのアクセス確保の観点からは、都市から地方への動きの促進等を通じた地方創生の推進も重要。

B大学

【大学間連携推進パターン】
地域アクセス確保に資する
共同での教育研究・組織運営
例：多様な学生の受入れ支援、

共同調達等

地方公共団体 産業界・
金融機関等

【産官学連携推進パターン】
左記に加え、地方創生に資する

産官学連携の取組実施

 連携開設科目の開設に加え、地域構想推進プラットフォーム（仮称）等
での議論を踏まえ、地域のアクセス確保・人材育成のための研究・教育の
連携（※）に取り組むことを推奨

地域における大学等間の連携枠組みの強化

地域研究教育連携推進機構（仮称）

 地域の将来ビジョンや大学等の研究・教育の構想・
推進策を地域全体で情報共有・共通認識

 大学等、地方公共団体、産業界等の地域関係者
が一体となって、国と連携しながら地域のアクセス確
保等の取組を支援

地域における協議体の実質化

・地域ごとの高等教育へのアクセス確保を図るための司令塔機能の強化（「地域大学振興室」の新設）
・関係省庁や地域の産官学金等関係者と連携した、地域の高等教育へのアクセス確保・人材育成や地方創生の取組の推進文部科学省

※地域により、地域の範囲の設定や、協議体の構築方法、協議体と大学等連携推進法人との関係・取組の進め方は多様であることに留意。

大学
短大
高専等

労・言等
地域関係者

地域のアクセス確保・
人材育成等の

在り方・取組を議論

県
市町村
担当部署

産業界
金融機関

コーディネーター配置

＜参考３＞地域の高等教育へのアクセス確保を図るための仕組み（イメージ）

従来

今後

従来

今後発展

連携開設科目を中心とした大学等連携推進法人(※)の取組

発展

地域構想推進プラットフォーム（仮称）

※地域連携プラットフォームの発展による構築等既存組織の活用も推奨

連携
強化

複数の大学等が地域関係者と恒常的に対話し、
連携を行うための地域連携プラットフォームの取組
※国による「ガイドライン」策定

国
支
援

※入試、多様な学生受入れ支援、キャリア支援等の業務、大学関係施設の共同管理・運営、
事務システムの共同化、共同調達などが想定。また、そのために必要な支援策についても検討。

※文部科学大臣が認定

※支援対象となる地域研究教育連携推進機構（仮称）の位置付けを検討

コーディネーター
配置

コーディネーター
配置 国

支
援

A大学 A大学 B大学

C短大
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は
じ

め
に

危
機

は
今

、
我

々
の

足
下

に
あ

る
。

そ
の

危
機

と
は

、
急

速
な

少
子

化
を

は
じ

め
と

し
た

国
内

外
の

諸

情
勢

の
急

激
な

変
化

に
ほ

か
な

ら
な

い
。

少
子

化
は

、
我

が
国

の
産

業
・

経
済

、
文

化
・

学
芸

な
ど

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
繁

栄
と

、
都

市
と

地
方

の
均

衡
あ

る
発

展
を

大
き

く
減

速
さ

せ
る

。
こ

れ
ら

は
目

を
そ

ら
す

こ
と

の
で

き
な

い
事

実
で

あ
り

、
我

々
は

ま
ず

、
こ

の
現

実
を

直
視

す
べ

き
で

あ
る

。
 

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
の

日
本

人
の

年
間

出
生

数
は

、
7
2
万

7
,
2
7
7
人

と
な

り
過

去
最

少
1
を

更
新

し
、

令
和

６
（

2
0
2
4
）
年

も
7
0
万

人
を

下
回

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。
出

生
低

位
推

計
に

よ
れ

ば
、
我

が
国

の

総
人

口
は

、
2
0
5
2
年

に
１

億
人

を
割

り
、

2
0
7
0
年

に
は

8
,
0
2
4
万

人
に

な
る

も
の

と
推

計
さ

れ
て

い
る

2
。
こ

れ
は

、
今

高
等

教
育

を
修

了
し

よ
う

と
す

る
者

が
社

会
の

中
枢

で
活

躍
す

る
よ

う
な

近
い

将
来

で
あ

る
。

 

ま
た

、
世

界
に

目
を

転
じ

れ
ば

、
分

断
化

す
る

国
際

情
勢

や
気

候
変

動
な

ど
の

環
境

問
題

、
A
I
の

進
展

に
よ

る
効

率
化

と
リ

ス
ク

等
、

社
会

を
取

り
巻

く
状

況
は

大
き

く
変

化
し

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
世

界
的

な
リ

ス
ク

に
さ

ら
さ

れ
る

中
に

お
い

て
、

平
和

を
尊

び
、

粘
り

強
い

対
話

を
通

じ
た

合
意

の
形

成
を

志
向

す
る

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

が
貢

献
で

き
る

こ
と

は
決

し
て

少
な

く
な

い
。

 

我
々

は
急

速
に

進
展

す
る

少
子

化
へ

の
対

応
や

世
界

的
な

リ
ス

ク
と

い
う

避
け

て
通

る
こ

と
の

で
き

な
い

課
題

に
真

正
面

か
ら

向
き

合
い

議
論

を
重

ね
て

き
た

。
教

育
の

現
状

を
変

革
で

き
な

け
れ

ば
、

国
力

は
著

し
く

低
下

す
る

こ
と

と
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

少
子

化
へ

は
決

し
て

規
模

や
活

動
の

縮
小

と
い

っ
た

後
ろ

向
き

な
対

応
で

は
な

く
、

こ
の

危
機

を
、

大
学

を
は

じ
め

と
す

る
高

等
教

育
機

関
の

活
動

を
強

じ
ん

な
も

の
と

し
、

国
内

外
の

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

全
体

の
活

性
化

を
促

す
好

機
3
 と

捉
え

、
こ

れ
ま

で
の

約
１

年
５

か
月

間
、

正
に

新
た

な
我

が
国

社
会

の
将

来
を

方
向

づ
け

る
最

大

の
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
つ

と
い

う
強

い
認

識
の

下
で

議
論

を
重

ね
て

き
た

。
 

大
学

を
は

じ
め

と
す

る
高

等
教

育
機

関
の

役
割

は
、

学
修

者
一

人
一

人
の

可
能

性
を

最
大

限
伸

ば
す

こ

と
に

よ
っ

て
社

会
の

発
展

の
原

動
力

と
な

る
優

れ
た

人
材

の
育

成
、

人
類

の
知

的
資

産
の

継
承

と
未

来
を

拓
く

新
し

い
知

の
創

造
、

知
的

資
源

を
活

用
し

た
社

会
の

発
展

や
文

化
の

創
造

、
国

際
協

力
へ

の
積

極
的

な
貢

献
等

幅
広

い
も

の
で

あ
り

、
個

人
の

み
な

ら
ず

社
会

全
体

に
も

価
値

あ
る

も
の

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
役

割
を

担
う

我
が

国
の

高
等

教
育

に
関

す
る

政
策

は
、「

計
画

と
規

制
」
か

ら
「

将
来

像
の

提
示

と
政

策

誘
導

」
へ

の
時

代
と

転
換

し
て

き
た

。
そ

の
中

で
、

大
学

へ
の

入
学

定
員

は
増

加
し

続
け

る
と

と
も

に
、

進
学

率
も

上
昇

し
て

き
た

。
し

か
し

、
こ

れ
か

ら
先

の
急

速
な

少
子

化
は

、
中

間
的

な
規

模
の

大
学

が
1

年
間

で
9
0
校

程
度

、
減

少
し

て
い

く
よ

う
な

規
模

で
進

ん
で

お
り

4
、
定

員
未

充
足

や
募

集
停

止
、
経

営

破
綻

に
追

い
込

ま
れ

る
高

等
教

育
機

関
が

更
に

生
じ

る
こ

と
は

避
け

ら
れ

な
い

。
高

等
教

育
の

規
模

が
縮

小
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

特
に

地
方

5
 に

お
い

て
は

、
質

の
高

い
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

1
 
明

治
3
2
（

1
8
9
9
）

年
の

統
計

開
始

以
来

。
 

2
 
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
「

日
本

の
将

来
推

計
人

口
（

令
和

５
年

推
計

）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
４

月
）

 
3
 
我

が
国

に
お

い
て

は
、
江

戸
時

代
後

期
に

人
口

停
滞

期
を

迎
え

た
が

、
幕

末
期

に
は

漢
学
・
国

学
・
算

学
・
医

学
・
洋

学
な

ど
数

多
く

の
私

塾
が

全
国

的
に

成
立

し
、

あ
る

種
の

知
的

成
熟

が
起

こ
っ

た
と

の
指

摘
も

あ
る

。
 

4
 
2
0
4
0
年

度
頃

の
大

学
・

短
期

大
学

へ
の

進
学

者
数

の
増

減
が

年
間

2
3
,
3
5
5
人

の
減

少
と

推
計

さ
れ

る
一

方
で

、
2
0
2
3
年

度
の

大
学

・
短

期
大

学
の

入
学

定
員

の
中

央
値

が
2
7
0
人

で
あ

る
こ

と
か

ら
推

計
。

 
5
 
 「
地

方
」
及

び
「

地
域

」
の

用
語

に
つ

い
て

は
、
地

理
的

な
特

性
に

着
目

す
る

場
合

は
「

地
方

」
を

、
機

能
的

な
特

性
に

着
目

す
る

場
合

は

「
地

域
」

を
用

い
る

。
ま

た
、
「

地
域

」
の

主
体

と
し

て
、

地
方

公
共

団
体

、
産

業
界

、
金

融
機

関
な

ど
、

様
々

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
が

想
定

さ
れ

る
。

加
え

て
、
「

地
域

」
の

範
囲

は
多

様
な

も
の

で
あ

り
、

例
え

ば
都

道
府

県
と

一
致

す
る

等
、

あ
ら

か
じ

め
画

定
す

る
こ

と
は
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な
い

事
態

も
想

定
さ

れ
る

。
こ

れ
ら

へ
の

対
応

は
待

っ
た

な
し

と
も

言
う

べ
き

状
況

に
あ

る
。

 

そ
し

て
、

高
等

教
育

機
関

の
偏

在
と

学
び

た
い

学
問

が
学

べ
な

い
と

い
う

影
響

を
直

接
受

け
る

の
は

、

未
来

を
創

り
出

す
若

者
で

あ
り

、
高

等
教

育
機

関
の

卒
業

生
の

規
模

縮
小

と
人

材
不

足
の

影
響

を
受

け
る

の
は

、
我

が
国

の
社

会
全

体
で

あ
る

。
若

者
の

夢
を

止
め

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

社
会

全
体

の
希

望
を

失
わ

せ
る

こ
と

は
決

し
て

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
全

て
の

人
が

、
我

が
国

で
暮

ら
し

て
い

て
よ

か
っ

た
と

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
を

創
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

大
学

を
は

じ
め

と
し

た
高

等
教

育
機

関
の

在
り

方
の

見
直

し
は

、
そ

の
場

し
の

ぎ
で

対
応

で
き

る
も

の

で
は

な
い

。
正

に
今

、
我

々
の

世
代

で
解

決
す

る
姿

勢
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

発
想

を
大

き
く

転
換

す
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
る

。
国

や
大

学
等

の
高

等
教

育
機

関
関

係
者

は
も

ち
ろ

ん
、

地
方

公
共

団
体

や
産

業
界

、
初

等
中

等
教

育
関

係
者

、
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
者

や
そ

の
保

護
者

等
、

ひ
い

て
は

社
会

全
体

が
、

高
等

教
育

に
対

す
る

マ
イ

ン
ド

を
変

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

本
答

申
が

、
今

後
の

高
等

教
育

、
ひ

い
て

は
我

が
国

の
未

来
を

創
造

し
て

い
く

に
当

た
っ

て
の

羅
針

盤

と
な

る
こ

と
を

願
っ

て
や

ま
な

い
。

 

妥
当

で
は

な
い

。
我

が
国

の
地

方
公

共
団

体
が

都
道

府
県
・
市

町
村

の
２

層
制

で
あ

る
こ

と
も

踏
ま

え
つ

つ
、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
等

の
議

論
の

下
で

、
交

通
網

の
整

備
状

況
や

歴
史

的
背

景
等

、
地

域
の

実
態

に
応

じ
た

ふ
さ

わ
し

い
地

域
の

単
位
（

範
囲

）
が

形
成

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。
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１
．

今
後

の
高

等
教

育
の

目
指

す
べ

き
姿

（
１

）
直

面
す

る
課

題
と

こ
れ

ま
で

の
高

等
教

育
政

策

世
界

で
は

、
気

候
変

動
な

ど
の

環
境

問
題

、
食

料
・

水
・

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

不
足

、
人

口
の

爆
発

的
な

増
加

、
緊

張
化

す
る

国
際

情
勢

、
世

界
経

済
の

不
安

定
化

、
A
I
の

進
展

に
よ

る
効

率
化

と
リ

ス
ク

な
ど

の
課

題
に

直
面

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

世
界

情
勢

に
加

え
、

我
が

国
に

お
い

て
、

最
も

重

要
な

課
題

の
一

つ
は

少
子

化
で

あ
る

。
1
8
歳

人
口

が
昭

和
4
1
 （
1
9
6
6
）
年

を
ピ

ー
ク

に
減

少
を

続
け

て

お
り

、
令

和
６
（

2
0
2
4
）
年

現
在

約
6
3
万

人
い

る
大

学
進

学
者

数
は

、
2
0
4
0
年

に
は

約
1
7
万

人
減

の

約
4
6
万

人
と

な
り

、
現

在
の

定
員

規
模

の
約

7
3
％

へ
と

大
幅

に
減

少
す

る
と

予
測

さ
れ

る
6
。
少

子
化

と
同

時
に

高
齢

化
も

進
む

こ
と

か
ら

、
生

産
年

齢
人

口
の

減
少

に
よ

る
様

々
な

分
野

で
の

労
働

供
給

の

不
足

が
予

測
さ

れ
、

超
高

齢
社

会
を

支
え

る
成

長
が

で
き

る
の

か
も

課
題

と
な

る
。

ま
た

、
産

業
界

で

は
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

D
X
）

等
に

対
応

で
き

る
人

材
を

求
め

て
い

る
が

、
我

が

国
は

デ
ジ

タ
ル

競
争

力
で

後
れ

を
取

っ
て

お
り

、
社

会
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

人
材

育
成

が
進

ま
な

け

れ
ば

一
層

の
人

材
不

足
が

懸
念

さ
れ

る
。
さ

ら
に

、
地

方
創

生
の

取
組

が
本

格
的

に
始

ま
っ

て
か

ら
1
0

年
が

経
過

し
、

成
果

も
見

ら
れ

る
一

方
で

、
地

方
が

厳
し

い
状

況
に

あ
る

こ
と

を
重

く
受

け
止

め
る

必

要
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

社
会

的
変

化
に

対
し

て
、

解
決

策
を

講
じ

て
い

く
こ

と
が

急
務

と
な

っ
て

い

る
7
。

社
会

の
変

化
に

伴
い

、
高

等
教

育
を

取
り

巻
く

状
況

も
変

化
し

て
い

る
8
 。

初
等

中
等

教
育

段
階

の

学
び

も
大

き
く

変
化

し
て

お
り

、
そ

れ
を

受
け

て
進

学
し

て
く

る
学

生
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

な
高

等

教
育

を
提

供
し

て
い

く
か

が
問

わ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
ま

た
、

学
生

の
学

修
時

間
が

依
然

と
し

て
短

い

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

が
、

各
大

学
で

の
学

び
の

質
と

量
を

確
保

す
る

た
め

の
仕

掛
け

で
あ

る
教

学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
は

道
半

ば
で

あ
り

、
学

修
者

本
位

の
教

育
を

実
現

す
べ

く
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン

ト
の

確
立

、
学

生
へ

の
教

育
支

援
体

制
の

整
備

等
、

不
断

の
取

組
が

不
可

欠
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
国

際

的
な

学
生

等
の

流
動

性
が

拡
大

し
、
留

学
生

獲
得

競
争

が
激

化
し

て
い

る
こ

と
や

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

 ・

リ
ス

キ
リ

ン
グ

の
必

要
性

の
高

ま
り

、
障

害
の

あ
る

学
生

へ
の

支
援

の
充

実
の

必
要

性
、

デ
ジ

タ
ル

化

へ
の

対
応

の
必

要
性

等
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
教

育
面

の
み

な
ら

ず
、

我
が

国
の

相
対

的
な

研

究
力

の
低

下
も

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
お

り
、

研
究

力
向

上
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
は

必
須

で

あ
る

。
加

え
て

、
高

等
教

育
機

関
と

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

に
関

し
て

も
各

地
域

で
差

が
見

ら
れ

る
。
 

こ
れ

ま
で

の
高

等
教

育
政

策
は

、
設

置
認

可
や

補
助

金
を

通
じ

た
「

量
」

に
関

す
る

政
策

、
制

度
改

正
を

通
じ

た
「

質
」

に
関

す
る

政
策

、
経

済
的

支
援

に
関

す
る

政
策

、
大

学
運

営
に

関
す

る
政

策
等

が

展
開

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

る
9
 が

、
上

記
の

よ
う

な
社

会
や

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
状

況
も

踏
ま

え
な

が
ら

必
要

な
手

立
て

を
講

じ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

6
 
今

後
の

進
学

動
向

等
の

変
化

に
よ

っ
て

、
当

該
推

計
に

変
動

が
あ

る
こ

と
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
 

7
 
補

論
１

参
照

。
 

8
 
補

論
２

参
照

。
 

9
 
補

論
３

参
照

。
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4
 

（
２

）
目

指
す

未
来

像

こ
の

よ
う

に
、

急
速

な
人

口
減

少
を

は
じ

め
と

す
る

社
会

変
化

や
高

等
教

育
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
を

踏
ま

え
、

我
々

が
目

指
す

未
来

像
と

は
、

一
人

一
人

の
多

様
な

幸
せ

1
0
 と

社
会

全
体

の
豊

か
さ

（
w
e
l
l
-
b
e
i
n
g
）
の

実
現

を
核

と
し

た
、
持

続
可

能
な

活
力

あ
る

社
会

で
あ

り
、
こ

の
よ

う
な

社
会

を
、

未
来

を
担

う
次

世
代

の
全

て
の

若
者

に
引

き
継

い
で

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

持
続

可
能

な
社

会
と

な
る

た
め

に
は

、
世

界
が

直
面

す
る

地
球

環
境

問
題

や
食

料
・

水
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

不
足

の
解

決
、

国
際

社
会

の
平

和
と

安
定

は
欠

か
せ

な
い

。

我
が

国
に

お
い

て
も

、
全

体
と

し
て

の
持

続
的

な
成

長
や

、
地

方
が

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
に

応
じ

て
発

展
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
女

性
や

高
齢

者
、

障
害

者
、

我
が

国
以

外
の

国

籍
を

持
つ

者
を

含
む

多
様

な
人

材
の

労
働

参
加

、
一

人
一

人
の

生
産

性
の

向
上

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や

先
端

研
究

の
成

果
が

も
た

ら
す

技
術

革
新

の
い

ず
れ

も
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
責

任
あ

る
国

際
社

会

の
一

員
と

し
て

、
我

が
国

が
国

際
的

な
規

範
の

形
成

を
主

導
し

て
い

く
上

で
、

我
が

国
の

発
言

力
や

国

際
プ

レ
ゼ

ン
ス

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
る

。
そ

し
て

、
多

様
な

人
々

が
理

解
し

、
尊

重
し

合

え
る

社
会

を
構

築
し

て
い

く
こ

と
も

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
 

（
３

）
育

成
す

る
人

材
像

こ
の

よ
う

な
未

来
像

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
資

質
・
能

力
と

は
、
生

成
A
I
等

の
技

術
革

新
が

進

む
社

会
1
1
に

お
い

て
A
I
に

代
替

さ
れ

る
の

で
は

な
く

、
A
I
を

は
じ

め
と

し
た

デ
ジ

タ
ル

等
の

最
先

端

の
技

術
も

使
い

こ
な

し
、

持
続

可
能

な
社

会
の

担
い

手
や

創
り

手
と

し
て

真
に

人
が

果
た

す
べ

き
こ

と

を
果

た
せ

る
力

と
い

え
る

。
こ

れ
は

、
 「
主

体
性

」
、「

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」
、「

創
造

力
」
、「

課
題

設
定
・

解
決

能
力

」
、
「

論
理

的
思

考
力

」
、
「

表
現

力
」
、
「

集
中

力
・

粘
り

強
さ

」
、
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
」

等
の

資
質

・
能

力
と

言
い

換
え

る
こ

と
も

で
き

、
一

人
一

人
が

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
に

応
じ

て
身

に

付
け

、
伸

ば
す

こ
と

で
、

そ
の

能
力

を
発

揮
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
1
2
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
基

盤
と

し
て

、
社

会
の

発
展

に
貢

献
す

る
志

や
、

人
間

力
1
3
も

求
め

ら
れ

る
。

 

そ
の

上
で

、
こ

の
よ

う
な

資
質

・
能

力
を

一
人

一
人

が
身

に
付

け
な

が
ら

、
社

会
・

生
活

基
盤

を
支

え
る

人
材

、
地

域
の

成
長

・
発

展
を

け
ん

引
す

る
人

材
、

世
界

最
先

端
の

分
野

や
グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争

環
境

で
活

躍
す

る
人

材
な

ど
の

厚
み

の
あ

る
多

様
な

人
材

を
育

成
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ

し
て

、
こ

の
よ

う
な

人
材

が
社

会
に

輩
出

さ
れ

て
い

く
中

で
、

多
様

な
文

化
的

背
景

に
基

づ
く

価
値

観

を
持

っ
た

人
々

が
協

働
し

、
各

々
が

持
つ

資
質

・
能

力
を

最
大

限
生

か
し

な
が

ら
、

身
近

な
も

の
か

ら

地
球

規
模

の
も

の
ま

で
様

々
な

課
題

を
発

見
し

、
解

決
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

ま
た

、
社

会
が

変
革

す
る

ス
ピ

ー
ド

が
今

後
よ

り
一

層
早

ま
っ

て
い

く
中

に
お

い
て

、
誰

も
が

生
涯

に
わ

た
り

意
欲

を
も

っ
て

学
び

続
け

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 

1
0
 
こ

の
幸

せ
と

は
、

経
済

的
な

豊
か

さ
だ

け
で

な
く

、
精

神
的

な
豊

か
さ

や
健

康
も

含
ま

れ
る

。
 

1
1
 
な

お
、

生
成

A
I
の

台
頭

が
産

業
界

に
お

い
て

中
間

管
理

職
の

存
在

に
大

き
な

変
化

を
も

た
ら

し
、

会
社

の
方

向
性

を
決

め
る

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

下
、

一
義

的
に

事
務

を
手

掛
け

る
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

の
占

め
る

割
合

が
飛

躍
的

に
高

ま
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

と
の

指
摘

も
あ

る
。

1
2
 
生

成
A
I
時

代
の

D
X
推

進
に

必
要

な
人

材
・

ス
キ

ル
（

リ
テ

ラ
シ

ー
レ

ベ
ル

）
と

し
て

、
①

マ
イ

ン
ド

・
ス

タ
ン

ス
（

変
化

を
い

と
わ

ず

学
び

続
け

る
）
や

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
（

倫
理

、
知

識
の

体
系

的
理

解
等

）
、
②

言
語

を
使

っ
て

対
話

す
る

以
上

は
必

要
と

な
る

指
示
（

プ

ロ
ン

プ
ト

）
の

習
熟

、
言

語
化

の
能

力
、
対

話
力
（

日
本

語
力

含
む

）
、
③

経
験

を
通

じ
て

培
わ

れ
る

、「
問

い
を

立
て

る
力

」・
「

仮
説

を
立

て
る

力
・

検
証

す
る

力
」

が
重

要
と

の
整

理
も

あ
る

。
（

デ
ジ

タ
ル

時
代

の
人

材
政

策
に

関
す

る
検

討
会

「
生

成
A
I
時

代
の

D
X
推

進
に

必

要
な

人
材

・
ス

キ
ル

の
考

え
方

2
0
2
4
～

変
革

の
た

め
の

生
成

A
I
へ

の
向

き
合

い
方

～
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
）

1
3
 
例

え
ば

、
人

間
力

戦
略

研
究

会
「

人
間

力
戦

略
研

究
会

報
告

書
」
（

平
成

1
5
（

2
0
0
3
）

年
４

月
）

も
参

照
。
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5
 

（
４

）
高

等
教

育
が

目
指

す
姿

こ
の

よ
う

な
人

材
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
研

究
を

通
じ

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
等

を
通

じ
て

、

上
記

に
掲

げ
る

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

、
高

等
教

育
が

目
指

す
姿

と
は

、
我

が
国

の
「

知
の

総
和

」

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
あ

る
。

 

「
知

の
総

和
」

は
、

人
の

数
と

、
人

の
能

力
の

掛
け

合
わ

せ
で

決
ま

る
。

高
等

教
育

機
関

は
、

未
来

を
担

う
人

材
の

育
成

や
、

社
会

の
新

た
な

価
値

の
創

出
に

欠
か

せ
な

い
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
教

育

と
研

究
の

機
能

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

強
化

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

社
会

に
貢

献
し

な
が

ら
、
「

知
の

総
和

」

を
向

上
す

る
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
そ

し
て

、
生

み
出

さ
れ

た
「

知
の

総
和

」

を
社

会
へ

と
実

装
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

高
等

教
育

機
関

の
果

た
し

続
け

る
役

割
こ

そ
、

我
が

国
が

更
な

る
成

長
・

発
展

を
遂

げ
て

い
く

に
当

た
っ

て
欠

か
せ

な
い

も
の

で
あ

る
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
で

学
ぼ

う
と

す
る

意
欲

が
あ

る
全

て
の

者
が

高
等

教
育

を
享

受
で

き
、

同
時

に
、

経
済

成
長

で
は

測
り

き
れ

な
い

、
幸

せ
や

生
き

が
い

、
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
る

個
人

が
成

長
で

き

る
場

、
そ

し
て

多
様

な
学

生
と

教
職

員
を

は
じ

め
と

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
集

う
場

と
し

て
の

高

等
教

育
機

関
の

役
割

も
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

踏
ま

え
、
 「
知

の
総

和
」
の

向
上

の
た

め
に

は
、
教

育
研

究
の

質
を

上
げ

、
社

会

的
に

適
切

な
規

模
の

高
等

教
育

機
会

を
確

保
し

、
地

理
的

・
社

会
経

済
的

な
観

点
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

確

保
に

よ
っ

て
高

等
教

育
の

機
会

均
等

の
実

現
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
こ

の
こ

と
が

高
等

教
育

政

策
の

目
的

と
な

る
。

そ
の

際
、

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

、
地

域
に

お
け

る
教

育
機

会
の

確
保

や
高

等

教
育

機
関

間
の

連
携

等
を

通
じ

た
高

等
教

育
の

機
能

強
化

が
最

も
重

要
と

な
る

。
特

に
、

地
方

の
高

等

教
育

機
関

が
担

う
多

面
的

な
役

割
を

考
慮

し
、

地
域

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。
 

関
連

し
て

、
高

等
教

育
政

策
に

お
い

て
重

視
す

べ
き

観
点

が
種

々
想

定
さ

れ
る

。
そ

の
際

、
高

等
教

育
の

担
い

手
は

、
国

内
外

の
様

々
な

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
て

、
設

置
者

の
違

い
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

や
特

色
を

生
か

し
て

、
互

い
に

協
力

と
切

磋さ

琢た
く

磨
を

し
な

が
ら

、
学

修
者

の
目

線
に

立
っ

た
教

育
の

充
実

や
、

研
究

力
の

強
化

、
ま

た
こ

れ
ら

の
成

果
を

生
か

し
た

社
会

貢
献

を
行

う
こ

と

が
で

き
る

よ
う

、
既

存
組

織
の

運
営

の
最

適
化

で
は

な
い

大
き

な
視

点
で

、
あ

る
べ

き
姿

を
追

求
す

る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
し

て
、
 「
知

の
総

和
」
を

我
が

国
の

成
長

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

は
、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ

た
技

術
進

歩
と

の
相

乗
効

果
も

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

上
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

を
実

現
す

る
た

め
に

、
よ

り
具

体
的

か
つ

実
効

性
あ

る
政

策
を

適
宜

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
講

じ
て

い
く

こ
と

が
必

須
で

あ
る

。
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（
５

）
高

等
教

育
政

策
の

目
的

「
知

の
総

和
」

の
向

上
の

た
め

に
高

等
教

育
政

策
を

実
施

す
る

上
で

、
政

策
目

的
（

追
求

す
べ

き
価

値
）

と
し

て
、
「

質
（

Q
u
a
l
i
t
y
）
」
「

規
模

（
S
i
z
e
）
」
「

ア
ク

セ
ス

（
A
c
c
e
s
s
）
」

を
設

定
す

る
。

 

①
「

質
」

に
つ

い
て

「
質

」
と

は
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
あ

り
、

学
生

一
人

一
人

の
能

力
を

最
大

限
高

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
、

特
に

教
育

の
質

の
向

上
に

当
た

っ
て

は
、
「

2
0
4
0

年
に

向
け

た
高

等
教

育
の

グ
ラ

ン
ド

デ

ザ
イ

ン
（

答
申

）
」（

以
下
「

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

」
と

い
う

。
）
で

も
列

記
さ

れ
て

い
る
「

何
を

学

び
、

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

か
」
、
「

学
ん

で
い

る
学

生
は

成
長

し
て

い
る

か
」
、
「

学
修

の
成

果
が

出
て

い
る

の
か

」
等

、
学

修
者

の
視

点
が

重
要

な
要

素
で

あ
る

。
そ

の
上

で
、

各
機

関
が

目
指

す
機

能
を

踏
ま

え
、

こ
の

よ
う

な
観

点
に

基
づ

く
質

の
高

い
教

育
を

通
じ

て
、

学

生
一

人
一

人
が

主
体

的
・

自
律

的
な

学
修

者
と

し
て

の
成

長
を

実
感

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

同
答

申
で

も
示

さ
れ

て
い

る
と

お
り

、
社

会
人

や
外

国
人

留
学

生
を

含
め

、
多

様

な
価

値
観

を
持

つ
多

様
な

人
材

が
学

び
合

う
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
 「
知

の
総

和
」

の
観

点
か

ら
は

、
大

学
院

で
学

ぶ
者

を
増

や
す

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

他
方

で
、

研
究

の
質

の
向

上
に

当
た

っ
て

は
、

大
学

は
常

に
独

自
性

と
先

進
性

に
満

ち
、

新
た

な
知

を
生

み
出

す
活

動
を

展
開

し
続

け
る

必
要

が
あ

る
1
4
。

 

②
「

規
模

」
に

つ
い

て

「
規

模
」

と
は

、
社

会
的

に
適

切
か

つ
必

要
な

高
等

教
育

機
会

を
量

的
に

確
保

す
る

こ
と

で
あ

る
。
 

進
学

者
の

観
点

か
ら

は
、
1
8
歳

で
入

学
す

る
学

生
の

進
学

率
は

継
続

的
に

上
昇

し
て

い
る

。
今

後
も

知
識

基
盤

社
会

が
一

層
進

展
す

る
中

で
、

大
学

進
学

率
は

一
定

程
度

上
昇

し
て

い
く

こ
と

が
想

定
さ

れ

て
い

る
。

1
8

歳
人

口
の

減
少

と
い

う
少

子
化

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、
「

知
の

総
和

」
を

実
現

す
る

た

め
の

適
切

な
高

等
教

育
が

行
わ

れ
る

よ
う

、
全

体
の

規
模

の
適

正
化

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。

そ
の

際
、

社
会

人
や

外
国

人
留

学
生

に
関

し
て

も
、

引
き

続
き

受
入

れ
を

促
進

す
る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
。

 

他
方

で
、

高
等

教
育

機
関

を
卒

業
し

た
者

に
対

す
る

需
要

を
考

慮
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
が

、
学

修
歴

や
資

格
と

具
体

的
な

仕
事

の
内

容
と

の
対

応
関

係
が

必
ず

し
も

明
確

で
な

い
我

が
国

の
社

会
状

況
に

お
い

て
、

高
等

教
育

機
関

の
卒

業
生

の
必

要
量

を
算

定
す

る
こ

と
に

限
界

は
あ

る
。

 

ま
ず

は
、

各
地

域
や

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
将

来
的

に
必

要
と

な
る

人
材

需
要

等
を

産
業

界
等

と
共

に
分

析
す

る
な

ど
し

な
が

ら
、

学
部

学
科

等
の

組
織

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
く

と
と

も
に

、
国

際

社
会

と
比

較
し

て
低

水
準

の
状

況
で

あ
る

大
学

院
修

了
者

の
増

加
に

向
け

た
取

組
等

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

③
「

ア
ク

セ
ス

」
に

つ
い

て

「
ア

ク
セ

ス
」

と
は

、
地

理
的

・
社

会
経

済
的

1
5
な

観
点

か
ら

の
高

等
教

育
の

機
会

均
等

の
実

現
を

1
4
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
質

保
証

シ
ス

テ
ム

部
会
「

新
た

な
時

代
を

見
据

え
た

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

改
善

・
充

実
に

つ
い

て
（

審
議

ま
と

め
）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
）

 
1
5
 
家

庭
の

世
帯

年
収

や
保

護
者

の
学

歴
等

に
よ

り
測

定
さ

れ
る

子
供

の
家

庭
背

景
。

 

132



7
 

図
る

こ
と

で
あ

る
。

 

性
別

や
居

住
地

、
家

庭
背

景
の

違
い

に
よ

っ
て

高
等

教
育

機
関

へ
の

進
学

率
が

異
な

る
と

い
う

現
状

が
あ

り
、

格
差

の
固

定
化

を
防

ぐ
観

点
か

ら
も

、
意

欲
の

あ
る

者
が

進
学

を
あ

き
ら

め
な

い
社

会
の

実

現
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
 

④
３

つ
の

目
的

の
関

係

「
質

」
、
「

規
模

」
、
「

ア
ク

セ
ス

」
の

３
つ

の
目

的
（

価
値

）
は

、
常

に
調

和
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

ト
レ

ー
ド

オ
フ

の
関

係
に

な
る

こ
と

も
あ

り
得

る
た

め
、

価
値

の
選

択
と

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の

た
め

、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
、
か

つ
効

果
的

に
達

成
す

る
た

め
の

制
度

及
び

資
源

配
分

の
在

り
方

に
つ

い
て

、

幅
広

い
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

議
論

を
踏

ま
え

な
が

ら
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

今
後

、
少

子
化

が
大

幅
に

進
展

し
、

特
に

、
学

士
課

程
段

階
へ

の
進

学
者

の
規

模
の

縮
小

が
進

ん
で

い
く

こ
と

に
な

る
が

、
そ

の
際

、
各

地
域

に
お

い
て

、
高

等
教

育
機

関
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

や
設

置

者
別

の
高

等
教

育
機

関
数

、
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
率

が
異

な
る

中
で

、
少

子
化

の
進

行
に

伴
う

経

営
環

境
の

深
刻

な
悪

化
や

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

機
能

不
全

等
に

よ
り

高
等

教
育

機
関

が
経

営
破

綻
に

至
る

こ
と

、
見

方
を

変
え

れ
ば

、
学

生
が

学
び

た
い

場
所

で
、

安
心

し
て

学
び

た
い

こ
と

を
学

ぶ
こ

と
が

で

き
る

条
件

・
環

境
が

確
保

で
き

な
く

な
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
個

々
の

高
等

教
育

機

関
や

進
学

者
に

委
ね

る
の

み
で

は
、

現
在

の
よ

う
な

都
市

部
へ

の
集

中
が

引
き

続
き

予
想

さ
れ

る
こ

と

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

事
態

を
防

ぎ
、

地
域

に
お

け
る

「
ア

ク
セ

ス
」

を
確

保
す

る
た

め
の

方
策

を
講

じ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、「
規

模
」
の

適
正

化
や
「

ア
ク

セ
ス

」
の

確
保

を
進

め
る

こ
と

を
契

機
と

し
て

、
今

後
の

我
が

国
の

社
会

を
活

性
化

し
、
「

知
の

総
和

」
を

向
上

し
て

い
く

た
め

に
は

、
「

質
」

の
向

上
は

不
可

欠
で

あ

る
。
今

後
の

高
等

教
育

機
関

は
、「

質
」
の

保
証

は
も

と
よ

り
、
常

に
教

育
研

究
の

質
を

向
上

す
る

た
め

の
不

断
の

取
組

を
行

っ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
、

そ
の

よ
う

な
取

組
を

行
う

機
関

こ
そ

が
、

高
等

教

育
を

提
供

す
べ

き
で

あ
る

。
 

す
な

わ
ち

、
今

後
の

高
等

教
育

政
策

の
展

開
に

当
た

っ
て

は
、

急
速

な
少

子
化

等
を

踏
ま

え
た

高
等

教
育

全
体

の
「

規
模

」
の

適
正

化
を

図
り

つ
つ

、
そ

れ
に

よ
っ

て
失

わ
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
「

ア
ク

セ

ス
」

確
保

策
を

講
じ

る
と

と
も

に
、
「

規
模

」
の

縮
小

を
カ

バ
ー

し
、
「

知
の

総
和

」
を

向
上

す
る

た
め

に
「

質
」

を
高

め
る

こ
と

で
、

高
等

教
育

シ
ス

テ
ム

を
再

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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（
６

）
重

視
す

べ
き

観
点

今
後

の
高

等
教

育
の

目
指

す
姿

を
実

現
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

特
に

以
下

に
示

す
教

育
研

究
の

観
点

、

学
生

へ
の

支
援

の
観

点
、

高
等

教
育

機
関

の
運

営
の

観
点

、
社

会
の

中
に

お
け

る
高

等
教

育
機

関
の

観

点
が

重
要

で
あ

る
。

 

①
教

育
研

究
の

観
点

ア
．

未
来

社
会

を
担

う
人

材
に

必
要

な
資

質
・

能
力

の
育

成

教
育

基
本

法
1
6
及

び
学

校
教

育
法

1
7
の

規
定

や
、

中
央

教
育

審
議

会
答

申
、

政
府

及
び

関
係

機
関

に

お
け

る
様

々
な

提
言
・
分

析
1
8
に

お
い

て
こ

れ
ま

で
示

さ
れ

て
き

た
、「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

段
階

」
に

お
け

る
高

等
教

育
機

関
が

育
成

す
る

こ
れ

か
ら

の
時

代
を

担
う

人
材

に
必

要
と

さ
れ

る
資

質
・
能

力
は

、
 「
2
1

世
紀

型
市

民
1
9
」
や
「

各
専

攻
分

野
を

通
じ

て
培

う
学

士
力

2
0
」
、「

2
0
4
0
年

に
必

要
と

さ
れ

る
人

材
2
1
」

の
よ

う
に

、
基

礎
的

で
普

遍
的

な
知

識
・
理

解
、
汎

用
的

な
技

能
等

が
中

核
と

さ
れ

て
い

る
。
こ

れ
は

、

（
３

）
で

示
し

た
今

後
育

成
す

る
人

材
像

と
も

重
な

る
。

特
に

、
我

が
国

の
学

士
課

程
教

育
は

、
特

定
の

学
問

分
野

に
基

づ
き

学
部

・
学

科
等

が
組

織
さ

れ
、

所
属

す
る

学
生

に
対

し
て

初
年

次
か

ら
専

門
教

育
を

実
施

す
る

形
が

多
く

み
ら

れ
る

が
、

現
代

は
、

専

門
を

生
か

す
た

め
の

前
提

と
な

る
基

礎
的

・
汎

用
的

な
能

力
や

分
野

を
超

え
た

専
門

知
を

組
み

合
わ

せ

て
、「

総
合

知
2
2
」
の

創
出
・
活

用
が

必
要

と
さ

れ
る

時
代

で
あ

る
。
情

報
基

盤
社

会
の

基
盤

的
リ

テ
ラ

シ
ー

を
身

に
つ

け
た

上
で

、
専

門
知

そ
の

も
の

の
深

掘
り

・
広

が
り

と
と

も
に

、
専

門
知

を
持

ち
寄

っ

て
多

様
な

他
者

と
対

話
し

、
交

流
・

融
合

・
連

携
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
知

の
活

力
を

生
み

出
す

こ

と
の

で
き

る
人

材
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
観

点
か

ら
、

リ
ベ

ラ
ル

・
ア

ー
ツ

教
育

2
3
を

中
核

に
据

え
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

文
理

1
6
 
平

成
1
8
年

法
律

第
1
2
0
号

 
1
7
 
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

 
1
8
 
教

育
未

来
創

造
会

議
「

我
が

国
の

未
来

を
け

ん
引

す
る

大
学

等
と

社
会

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
第

一
次

提
言

）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
５

月
）
、

未
来

人
材

会
議

「
未

来
人

材
ビ

ジ
ョ

ン
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
５

月
）
、

厚
生

労
働

省
「

令
和

４
年

版
労

働
経

済
の

分
析

－
労

働
者

の
主

体
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
へ

の
支

援
を

通
じ

た
労

働
移

動
の

促
進

に
向

け
た

課
題

－
」（

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

９
月

）
、
科

学
技

術
・
学

術

政
策

研
究

所
「

第
1
1
回

科
学

技
術

予
測

調
査

 
S
&
T
 
F
o
r
e
s
i
g
h
t
 
2
0
1
9
 

総
合

報
告

書
」
（

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
1
1
月

）
」
、

令
和

国
民

会

議
「
「

人
口

減
少

危
機

を
直

視
せ

よ
」

−
人

が
成

長
し

、
産

業
が

か
け

合
わ

さ
り

、
地

域
が

つ
な

が
る

−
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
６

月
）
、

一

般
社

団
法

人
日

本
経

済
団

体
連

合
会
「

提
言
「

新
し

い
時

代
に

対
応

し
た

大
学

教
育

改
革

の
推

進
‐

主
体

的
な

学
修

を
通

じ
た

多
様

な
人

材

の
育

成
に

向
け

て
–
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
１

月
）

等
を

参
照

。
 

1
9
  
専

攻
分

野
に

つ
い

て
専

門
性

を
有

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
思

考
力

、
判

断
力

、
俯

瞰
ふ

か
ん

 力
、

表
現

力
の

上
に

、
幅

広
い

教
養

を
身

に
付

け
、

高
い

公
共

性
・
倫

理
性

を
保

持
し

つ
つ

、
時

代
の

変
化

に
合

わ
せ

て
積

極
的

に
社

会
を

支
え

、
論

理
的

思
考

力
を

持
っ

て
社

会
を

改
善

し
て

い
く

資
質

を
有

す
る

人
材

（
中

央
教

育
審

議
会

「
我

が
国

の
高

等
教

育
の

将
来

像
（

答
申

）
」
（

平
成

1
7
（

2
0
0
5
）

年
１

月
）
）

 
2
0
 
(
1
)
知

識
・

理
解

、
(
2
)
汎

用
的

技
能

、
(
3
)
態

度
・

志
向

性
、

(
4
)
総

合
的

な
学

習
経

験
と

創
造

的
思

考
力

（
中

央
教

育
審

議
会

「
学

士
課

程
教

育
の

構
築

に
向

け
て

（
答

申
）
」
（

平
成

2
0
（

2
0
0
8
）

年
1
2
月

）
（

以
下

「
学

士
課

程
答

申
」

と
い

う
。
）
）

 
2
1
 
情

報
基

盤
社

会
に

お
い

て
、
基

礎
的

で
普

遍
的

な
知

識
・
理

解
等

に
加

え
て

、
数

理
・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
等

の
基

礎
的

な
素

養
を

持
ち

、

正
し

い
大

量
の

デ
ー

タ
を

扱
い

、
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る
能

力
。
人

工
知

能
（

A
I
）
等

の
技

術
革

新
が

進
む

中
に

お
い

て
は

、
A
I
に

果
た

せ
な

い
真

に
人

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
十

分
に

考
え

、
実

行
で

き
る

人
材

（
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
）

 
2
2
  
内

閣
府

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

事
務

局
「
「

総
合

知
」

の
基

本
的

考
え

方
及

び
戦

略
的

に
推

進
す

る
方

策
 

中
間

と
り

ま
と

め
」（

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

３
月

）
に

よ
れ

ば
、「

多
様

な
「

知
」
が

集
い

、
新

た
な

価
値

を
創

出
す

る
「

知
の

活
力

」
を

生
む

こ
と

」
で

あ

り
、
「

多
様

な
「

知
」

が
集

う
と

は
、

属
す

る
組

織
の

「
矩

」
を

超
え

、
専

門
領

域
の

枠
に

と
ら

わ
れ

な
い

多
様

な
「

知
」

が
集

う
こ

と
」
、

「
新

た
な

価
値

を
創

出
す

る
と

は
、

安
全

・
安

心
の

確
保

と
W
e
l
l
-
b
e
i
n
g
の

最
大

化
に

向
け

た
未

来
像

を
描

く
だ

け
で

な
く

、
社

会
実

装

に
向

け
た

具
体

的
な

手
段

も
見

出
し

、
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
こ

と
」
、「

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
「

知
の

活
力

」
を

生
む

こ
と

こ
そ

が
「

総
合

知
」
で

あ
り

、「
総

合
知

」
を

推
し

進
め

る
こ

と
が

、
科

学
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
力

を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。
」
と

さ
れ

て
い

る
。

 
2
3
 
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

の
起

源
は

、
古

代
ロ

ー
マ

に
お

け
る

自
由
（

l
i
b
e
r
a
l
）
市

民
に

必
要

な
学

芸
（

a
r
t
s
）
と

し
て

の
言

語
と

数
学

系
の

諸
科

に
あ

り
、

生
産

階
級

で
あ

る
奴

隷
（

s
e
r
v
i
l
e
）

の
技

芸
（

a
r
t
s
）

に
対

し
て

い
っ

た
。

そ
れ

は
、

中
世

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

大
学

に
お

い

134
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横
断

・
文

理
融

合
教

育
2
4
を

通
じ

た
課

題
解

決
力

等
の

涵か
ん

養
に

重
点

を
置

い
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

に
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

そ
の

際
、

現
代

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

等
の

進
展

を
踏

ま
え

れ
ば

、
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
A
I
に

関
す

る
基

礎
的

な
理

解
や

リ
テ

ラ
シ

ー
に

加
え

、
情

報
や

A
I
を

適
切

に

利
活

用
す

る
能

力
等

は
市

民
的

素
養

と
し

て
培

う
こ

と
が

ま
す

ま
す

重
要

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
も

留
意

が
必

要
で

あ
る

2
5
。

 

ま
た

、
専

門
知

の
深

さ
と

併
せ

て
、
俯

瞰
ふ

か
ん

的
・
横

断
的

な
視

野
、
異

な
る

複
数

の
学

問
分

野
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

用
い

て
思

考
す

る
こ

と
の

で
き

る
、
い

わ
ば
「

文
理

複
眼

」
的

な
思

考
力

等
を

涵か
ん

養
す

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 

あ
わ

せ
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
よ

り
一

国
で

は
解

決
で

き
な

い
課

題
に

世
界

が
直

面
す

る
中

、

外
国

人
留

学
生

と
の

交
流

や
留

学
等

に
よ

る
国

際
経

験
を

通
じ

て
多

様
性

や
異

文
化

を
尊

重
す

る
姿

勢
を

養
い

、
国

際
社

会
の

一
員

と
し

て
国

際
的

な
視

野
を

持
ち

地
域

社
会

の
活

性
化

や
日

本
の

成
長

を

支
え

る
人

材
の

育
成

が
急

務
で

あ
る

。
 

イ
．

成
長

分
野

を
創

出
・

け
ん

引
す

る
人

材
等

の
育

成

デ
ジ

タ
ル

化
の

加
速

度
的

な
進

展
と

脱
炭

素
の

世
界

的
な

潮
流

は
、

こ
れ

ま
で

の
産

業
構

造
を

抜
本

的
に

変
革

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
労

働
需

要
の

在
り

方
に

も
変

化
を

も
た

ら
す

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。

そ
の

よ
う

な
状

況
に

お
い

て
、

我
が

国
の

持
続

的
な

成
長

・
発

展
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
成

長
が

見

込
ま

れ
る

分
野

や
複

雑
化

す
る

地
域

課
題

の
解

決
を

リ
ー

ド
す

る
高

度
専

門
人

材
が

不
可

欠
で

あ
り

、

そ
の

育
成

の
中

核
を

担
う

の
は

大
学

、
専

門
職

大
学

、
高

等
専

門
学

校
等

の
高

等
教

育
機

関
で

あ
る

。
 

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
デ

ジ
タ

ル
・

半
導

体
、

グ
リ

ー
ン

2
6
等

の
人

類
の

新
た

な
課

題
に

挑
戦

し
て

い
く

成
長

分
野

へ
の

転
換

や
、

農
業

、
観

光
等

の
地

域
を

支
え

る
分

野
の

振
興

、
前

述
の

文
理

横

て
、

文
法

・
修

辞
・

論
理

の
言

語
系

３
学

（
t
r
i
v
i
u
m
）

と
算

術
・

幾
何

・
天

文
・

音
楽

の
数

学
系

４
学

（
q
u
a
d
r
i
v
i
u
m
）

の
７

自
由

学
芸

と
し

て
哲

学
（

学
芸

）
部

に
定

着
し

、
特

定
の

職
業

か
ら

の
拘

束
を

受
け

る
神
・
法
・
医

の
専

門
職

学
部

の
諸

学
芸

に
対

し
て

自
由

な
学

芸

と
さ

れ
、

ま
た

一
方

で
そ

れ
ら

の
教

育
の

た
め

の
基

礎
学

芸
と

位
置

づ
け

ら
れ

た
。

近
代

の
そ

れ
は

ア
メ

リ
カ

の
大

学
で

確
立

し
た

概
念

で
、
自

由
人

に
相

応
し

い
、
特

定
の

職
業

の
た

め
で

は
な

い
、
一

般
的

な
知

力
を

開
発

す
る

学
芸

を
意

味
し

、
言

語
・
数

学
系

の
諸

科
と

人

文
科

学
、

社
会

科
学

、
自

然
科

学
の

諸
学

芸
を

指
す

。
こ

れ
ら

の
諸

科
は

学
芸

（
文

芸
）

科
学

学
部

（
f
a
c
u
l
t
y
 o
f
 a
r
t
s
 (
l
e
t
t
e
r
）

a
n
d
 

s
c
i
e
n
c
e
s
 
）
等

を
構

成
し

、
古

典
的

な
神
・
法
・
医

及
び

近
代

的
な

工
、
農

、
経

営
、
教

育
等

の
専

門
職

学
部
（

p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 s
c
h
o
o
l
s
）

に
お

け
る

職
業

系
諸

科
に

対
す

る
。
一

部
に

、
近

代
科

学
と

そ
の

生
み

出
す

技
術
（

s
c
i
e
n
c
e
 a
n
d
 t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
）
の

知
を

別
種

の
も

の
と

み
て

、
そ

れ
ら

を
除

い
た

諸
科

を
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

と
み

る
向

き
も

あ
る

。
な

お
、
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

は
教

養
と

訳
さ

れ
る

が
、
教

養

の
英

訳
が

カ
ル

チ
ャ

ー
つ

ま
り

文
化

一
般

で
あ

る
の

に
対

し
て

、
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

は
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
（

方
法

）
を

持
っ

た
諸

科
目

で
あ

り
、
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ
・
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
も

、
一

般
教

育
に

加
え

リ
ベ

ラ
ル
・
ア

ー
ツ

分
野

の
専

攻
の

学
習

が
課

さ
れ

る
の

が
通

常
で

あ
る

。
（

学
士

課
程

答
申

）
 

2
4
 
 「

文
理

横
断

」
と

「
文

理
融

合
」

に
つ

い
て

は
区

別
を

せ
ず

、
人

文
・

社
会

科
学

、
自

然
科

学
な

ど
の

様
々

な
学

問
分

野
を

横
断

的
に

学

び
、
学

修
の

幅
を

広
げ

る
よ

う
な

教
育

を
総

称
し

て
「

文
理

横
断
・
文

理
融

合
教

育
」
と

し
て

い
る

。
学

生
が

様
々

な
学

問
分

野
を

学
ぶ

こ

と
を

「
文

理
横

断
」
、

人
文

・
社

会
科

学
系

の
学

問
と

自
然

科
学

系
の

知
見

を
組

み
合

わ
せ

た
文

理
融

合
的

な
学

問
、

例
え

ば
環

境
学

等
を

「
文

理
融

合
」

と
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

2
5
 
デ

ジ
タ

ル
時

代
の
「

読
み
・
書

き
・
そ

ろ
ば

ん
」
で

あ
る

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
に

関
す

る
、
大

学
、
高

等
専

門
学

校
の

正
規

課
程

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
う

ち
、
一

定
の

要
件

を
満

た
し

た
優

れ
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

文
部

科
学

大
臣

が
認

定
 ・
選

定
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

大
学

等
の

教
育

実
践

を
後

押
し

す
る

 「
数

理
・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・
A
I
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

制
度

」
が

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
よ

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

2
6
  
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
目

標
を

表
明

す
る

国
・

地
域

が
増

加
し

世
界

的
に

脱
炭

素
の

機
運

が
高

ま
る

中
、

我
が

国
に

お
い

て
も

 
2
0
3
0

年
度

の
温

室
効

果
ガ

ス
4
6
％

削
減

、
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
と

い
う

国
際

公
約

を
掲

げ
、

気
候

変
動

問
題

に
対

し
て

国

家
を

挙
げ

て
対

応
す

る
強

い
決

意
を

表
明

し
て

い
る

。（
 

「
G
X
 
実

現
に

向
け

た
基

本
方

針
～

今
後

1
0
年

を
見

据
え

た
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
～

 （
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
1
0
日

閣
議

決
定

）
」
）
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1
0
 

断
・

文
理

融
合

教
育

の
推

進
等

の
機

能
強

化
を

通
じ

、
産

学
官

が
一

体
と

な
っ

て
、

未
来

社
会

を
創

出

し
、

け
ん

引
す

る
高

度
専

門
人

材
を

育
成

す
る

べ
き

で
あ

る
2
7
。

 

そ
の

上
で

、
今

後
、

社
会

の
変

化
に

応
じ

て
、

そ
の

時
々

の
新

た
な

成
長

分
野

等
に

対
し

て
、

高
等

教
育

機
関

が
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

ウ
．

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

高
等

教
育

の
デ

ジ
タ

ル
化

は
、
デ

ジ
タ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
（

D
i
g
i
t
i
z
a
t
i
o
n
）

2
8
、
デ

ジ
タ

ラ
イ

ゼ
ー

シ

ョ
ン
（

D
i
g
i
t
a
l
i
z
a
t
i
o
n
）

2
9
、
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

D
X
）

3
0
の

３
つ

の
ス

テ
ー

ジ
に

分
け

ら
れ

る
。

現
在

、
一

部
の

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

先
進

的
な

取
組

が
な

さ
れ

て
い

る
も

の

の
、

我
が

国
に

お
け

る
高

等
教

育
の

デ
ジ

タ
ル

化
が

十
分

に
進

ん
で

い
る

と
は

言
え

な
い

。
 

今
後

は
、

教
学

面
で

は
対

面
授

業
と

遠
隔

授
業

の
長

所
を

組
み

合
わ

せ
る

な
ど

し
た

新
た

な
授

業
形

態
の

発
展

や
教

育
・
学

修
デ

ー
タ

の
分

析
に

よ
る

学
修

支
援

や
教

育
改

善
、
A
I
等

を
活

用
し

た
よ

り
効

果
的

な
教

育
内

容
・
方

法
の

開
発

、
仮

想
現

実
（

V
R
）

3
1
や

拡
張

現
実
（

A
R
）

3
2
を

用
い

た
新

し
い

学
修

体
験

の
提

供
等

に
よ

る
高

等
教

育
の

進
化

に
よ

り
、

学
生

一
人

一
人

の
学

び
の

質
を

よ
り

一
層

高
め

て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

3
3
。

 

ま
た

、
経

営
面

で
は

、
生

成
A
I
を

含
む

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
様

々
な

デ
ー

タ
を

組
織

内

あ
る

い
は

連
携

す
る

機
関

と
一

元
化

、
共

通
化

す
る

こ
と

で
業

務
の

効
率

化
を

高
め

る
と

と
も

に
、

人

的
リ

ソ
ー

ス
の

軽
減

が
図

ら
れ

る
な

ど
、

各
高

等
教

育
機

関
の

生
産

性
の

向
上

等
が

期
待

さ
れ

る
。

 

エ
．

国
際

競
争

の
中

で
の

研
究

力
の

強
化

科
学

技
術

の
進

歩
は

、
社

会
変

革
に

必
須

で
あ

り
、

持
続

可
能

性
と

強
じ

ん
性

を
備

え
、

国
民

の
安

全
と

安
心

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

一
人

一
人

が
多

様
な

幸
せ

を
実

感
で

き
る

社
会

の
実

現
を

可
能

に

す
る

の
も

科
学

技
術

、
特

に
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

の
発

展
で

あ
る

。
我

が
国

に
お

け
る

少
子

高
齢

化

等
の

課
題

に
お

い
て

も
、

ま
た

世
界

全
体

に
お

け
る

環
境

問
題

等
の

課
題

の
解

決
に

も
科

学
技

術
の

革

新
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

を
支

え
る

の
が

研
究

で
あ

る
。

 

研
究

面
に

お
い

て
は

、
価

値
創

造
の

源
泉

と
な

る
基

礎
研

究
・

学
術

研
究

は
ど

の
研

究
が

い
つ

知
の

限
界

を
突

破
す

る
の

か
、

あ
る

い
は

社
会

的
有

用
性

を
持

つ
の

か
、

に
わ

か
に

判
断

で
き

な
い

こ
と

を

踏
ま

え
、

中
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

て
卓

越
性

と
多

様
性

を
戦

略
的

に
維

持
・

強
化

し
、

知
的

ス
ト

ッ

ク
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
と

な
る

。

重
厚

で
多

様
な

知
的

ス
ト

ッ
ク

は
、

そ
れ

自
体

が
知

的
・

文
化

的
価

値
を

持
ち

、
長

期
的

に
は

社
会

的
・

経
済

的
価

値
を

創
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

価
値

創
造

の
仕

組
み

が
大

き
く

変
わ

る
現

代
に

お

2
7
 
教

育
未

来
創

造
会

議
「

我
が

国
の

未
来

を
け

ん
引

す
る

大
学

等
と

社
会

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
第

一
次

提
言

）
」

に
お

い
て

も
、「

デ
ジ

タ

ル
、

人
工

知
能

、
グ

リ
ー

ン
（

脱
炭

素
化

な
ど

）
、

農
業

、
観

光
な

ど
科

学
技

術
や

地
域

振
興

の
成

長
分

野
を

け
ん

引
す

る
高

度
専

門
人

材

の
育

成
」

の
重

要
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
2
8
 
ア

ナ
ロ

グ
又

は
物

理
的

な
形

式
か

ら
デ

ジ
タ

ル
形

式
へ

の
単

な
る

変
更

で
あ

り
、

情
報

の
デ

ジ
タ

ル
化

と
情

報
の

整
理

が
含

ま
れ

る
。

2
9
 
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

教
育

の
プ

ロ
セ

ス
の

個
々

の
高

度
化

や
大

学
教

育
に

新
し

い
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

。
3
0
 
高

等
教

育
の

D
X
は

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

基
に

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
、
教

育
を

提
供

す
る

モ
デ

ル
を

変
革

す
る

と
と

も
に

、
組

織
、

プ
ロ

セ
ス

を
変

革
す

る
こ

と
。

3
1
 
V
i
r
t
u
a
l
 R
e
a
l
i
t
y
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
に

C
G
等

で
人

工
的

な
環

境
を

作
り

出
し

、
あ

た
か

も
そ

こ
に

い
る

か
の

よ
う

な
感

覚
を

体
験

で

き
る

技
術

の
こ

と
。

3
2
 
A
u
g
m
e
n
t
e
d
 R
e
a
l
i
t
y
。
現

実
世

界
の

風
景

に
デ

ジ
タ

ル
情

報
を

重
ね

合
わ

せ
、
実

際
は

存
在

し
な

い
も

の
を

表
示

さ
せ

た
り

、
リ

ア
ル

タ

イ
ム

に
様

々
な

情
報

を
提

供
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

技
術

の
こ

と
。

3
3
  
文

部
科

学
省

「
大

学
・

高
専

に
お

け
る

遠
隔

教
育

の
実

施
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
（

周
知

）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
３

月
）
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1
1
 

い
て

は
、

教
育

研
究

の
自

由
が

保
障

さ
れ

て
い

る
大

学
こ

そ
が

、
国

力
の

源
泉

と
な

る
こ

と
を

再
確

認

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

そ
し

て
、

新
た

な
知

を
社

会
的

・
経

済
的

価
値

の
創

造
に

結
び

付
け

、
更

な

る
人

材
育

成
と

持
続

的
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
進

め
て

い
く

た
め

に
も

、
大

学
の

研
究

力
を

引

き
上

げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

3
4
。

そ
の

際
、

研
究

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

や
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

の

確
保

の
視

点
も

踏
ま

え
つ

つ
、

国
際

頭
脳

循
環

の
推

進
も

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
現

在
、

高
い

能
力

の
あ

る
学

生
が

、
知

の
創

出
の

中
核

を
担

う
博

士
人

材
に

な
る

こ
と

を

躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
研

究
を

通
じ

た
我

が
国

の
存

在
感

を
高

め
て

い
く

上
で

も
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
個

々
の

学
生

・
研

究
者

の
独

創
的

な
発

想
と

多
様

な
挑

戦
を

支
え

て
い

く
と

と

も
に

、
組

織
の

枠
を

超
え

て
知

を
結

集
し

、
教

育
研

究
環

境
を

整
備

し
て

い
く

こ
と

や
、

大
学

院
教

育

改
革

の
取

組
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 

加
え

て
、

研
究

力
強

化
に

向
け

、
研

究
者

を
魅

力
あ

る
職

業
に

す
る

た
め

、
若

手
か

ら
ト

ッ
プ

研
究

者
に

至
る

ま
で

意
欲

あ
る

研
究

者
に

、
魅

力
あ

る
研

究
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

、
特

に
、

安
定

し
た

環

境
の

下
、

挑
戦

的
な

研
究

に
打

ち
込

め
る

よ
う

な
若

手
研

究
者

へ
の

支
援

強
化

が
重

要
で

あ
る

3
5
。

 

②
学

生
へ

の
支

援
の

観
点

ア
．

学
生

の
多

様
性

・
流

動
性

の
向

上

我
が

国
に

お
い

て
、
こ

れ
ま

で
大

学
等

は
「

1
8
歳

で
入

学
し

て
く

る
日

本
人

学
生

を
中

心
と

し
た

教

育
体

制
（

1
8
歳

中
心

主
義

）
」
と

し
て

認
識

さ
れ

て
き

た
。
し

か
し

、
今

後
は

、
社

会
人

や
外

国
人

留
学

生
な

ど
年

齢
や

国
籍

、
性

別
を

問
わ

な
い

幅
広

い
学

生
が

集
ま

る
多

様
な

場
と

し
て

い
く

こ
と

を
実

現

す
る

こ
と

を
よ

り
一

層
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

 

そ
の

上
で

、
転

入
学

や
編

入
学

等
の

各
高

等
教

育
機

関
の

間
の

接
続

を
含

め
た

流
動

性
を

高
め

、
学

生
が

よ
り

多
様

な
学

修
機

会
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
実

現
し

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
3
6
。

 

ま
た

、
障

害
の

あ
る

学
生

が
障

害
を

理
由

に
修

学
を

断
念

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

体
制

や
環

境
を

整
え

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

人
生

1
0
0
年

時
代

を
見

据
え

、
様

々
な

年
齢

や
経

験
を

持
つ

者
が

相
互

に
刺

激
を

与
え

な

が
ら

切
磋さ

琢た
く

磨
す

る
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

を
持

っ
た

学
生

が
学

修

で
き

る
体

制
が

必
要

と
な

る
。

社
会

の
変

化
が

激
し

い
時

代
で

は
、

必
要

と
さ

れ
る

知
識

・
ス

キ
ル

、

態
度

及
び

価
値

観
を

身
に

付
け

、
そ

れ
を

適
切

に
更

新
し

て
い

く
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ

が
一

層
求

め
ら

れ
る

。
そ

し
て

、
我

が
国

全
体

で
学

び
直

し
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
等

教
育

と

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

中
心

と
す

る
生

涯
教

育
・

生
涯

学
習

の
新

た
な

ス
タ

イ
ル

が
創

造
さ

れ
、

ひ
い

て

は
、
学

び
続

け
る

社
会
（

L
e
a
r
n
i
n
g
 s
o
c
i
e
t
y
）
の

形
成

へ
と

つ
な

げ
、
 「
知

の
総

和
」
の

向
上

を
促

進

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
4
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

教
育

と
研

究
を

両
輪

と
す

る
高

等
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
～

教
育

研
究

機
能

の
高

度
化

を
支

え
る

教

職
員

と
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
～

（
審

議
ま

と
め

）
」
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
２

月
）

 
3
5
 
内

閣
府

総
合

科
学

技
術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議
「

研
究

力
強

化
・
若

手
研

究
者

支
援

総
合

パ
ッ

ケ
ー

ジ
」（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

１
月

）
 

3
6
 
遠

方
の

高
等

教
育

機
関

間
で

単
位

互
換

協
定

を
結

ぶ
な

ど
し

て
、

国
内

交
換

留
学

を
実

施
し

て
い

る
事

例
も

あ
る

。
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1
2
 

イ
．

学
生

へ
の

経
済

的
支

援
の

充
実

日
本

国
憲

法
第

2
6
条

第
１

項
は
「

す
べ

て
国

民
は

、
法

律
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
そ

の
能

力
に

応
じ

て
、
ひ

と
し

く
教

育
を

受
け

る
権

利
を

有
す

る
。
」
こ

と
を

定
め

、
国

民
に

教
育

を
受

け
る

権
利

を

保
障

し
て

い
る

。
こ

の
条

項
の

精
神

を
実

現
す

べ
く

、
教

育
基

本
法

第
４

条
第

３
項

は
「

国
及

び
地

方

公
共

団
体

は
、
能

力
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
経

済
的

理
由

に
よ

っ
て

修
学

が
困

難
な

者
に

対
し

て
、

奨
学

の
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」
こ

と
を

規
定

し
、
教

育
の

機
会

均
等

を
実

現
す

る
た

め
の

国
及

び
地

方
公

共
団

体
の

責
務

を
定

め
て

い
る

。
 

高
等

教
育

の
受

益
者

は
学

生
本

人
で

あ
る

と
同

時
に

、
社

会
全

体
で

あ
る

。
す

な
わ

ち
、

我
が

国
の

将
来

の
社

会
、

経
済

、
文

化
の

発
展

を
支

え
る

人
材

育
成

と
い

う
観

点
か

ら
は

、
高

等
教

育
で

の
修

学

を
経

て
、

経
済

的
に

安
定

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
者

が
増

加
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
の

生

活
保

護
費

や
医

療
費

、
失

業
給

付
等

の
抑

制
が

見
込

ま
れ

る
と

い
っ

た
社

会
全

体
に

対
す

る
経

済
的

な

効
果

も
期

待
で

き
る

。
 

意
欲

の
あ

る
学

生
が

、
学

校
種

の
別

、
設

置
者

の
別

に
か

か
わ

ら
ず

、
高

等
教

育
段

階
へ

の
進

学
を

断
念

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

ま
た

進
学

し
た

学
生

が
学

資
の

捻
出

の
た

め
長

時
間

の
ア

ル
バ

イ
ト

を

強
い

ら
れ

る
こ

と
な

く
、

学
業

に
十

分
に

専
念

で
き

る
よ

う
、

学
生

の
学

び
を

社
会

全
体

で
支

え
る

こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
視

点
の

下
、
こ

れ
ま

で
貸

与
型

奨
学

金
を

通
じ

た
支

援
や

、
奨

学
金

返
還

の
負

担
軽

減
、

「
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
」

の
導

入
・

拡
充

、
地

方
公

共
団

体
や

企
業

等
に

よ
る

奨
学

金
の

返

還
支

援
等

の
取

組
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

も
、

こ
れ

ら
の

取
組

を
着

実
に

進
め

た
上

で
、

そ
の

実

施
状

況
や

効
果

等
を

検
証

し
つ

つ
、

高
等

教
育

費
の

負
担

軽
減

に
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。

 

③
高

等
教

育
機

関
の

運
営

の
観

点

ア
．

高
等

教
育

機
関

の
多

様
性

の
確

保

教
育

基
本

法
第

７
条

第
１

項
で

は
、「

大
学

は
、
学

術
の

中
心

と
し

て
、
高

い
教

養
と

専
門

的
能

力
を

培
う

と
と

も
に

、
深

く
真

理
を

探
究

し
て

新
た

な
知

見
を

創
造

し
、

こ
れ

ら
の

成
果

を
広

く
社

会
に

提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
も

の
」

と
規

定
し

て
お

り
、

大
学

に
は

、
教

育
、

研

究
、

社
会

貢
献

の
役

割
が

明
示

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
た

、
学

校
教

育
法

で
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

高
等

教
育

機
関

の
目

的
が

規
定

さ
れ

、
そ

れ
を

達
成

す
る

た
め

、
世

界
水

準
の

教
育

研
究

の
推

進
や

、
地

域
に

お
け

る
人

材
育

成
、
産

業
振

興
へ

の
貢

献
等

、
様

々

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、

多
様

な
高

等
教

育
機

関
を

形
成

し
て

お
り

、
引

き
続

き
、

こ

れ
ら

の
高

等
教

育
機

関
そ

の
も

の
の

多
様

性
の

確
保

を
図

る
べ

き
で

あ
る

3
7
。

 

さ
ら

に
、

高
等

教
育

機
関

が
多

様
性

を
発

揮
す

る
た

め
に

は
、

各
機

関
は

自
ら

の
強

み
や

特
色

を
意

識
し

て
発

展
の

方
向

を
明

確
に

す
る

こ
と

の
み

な
ら

ず
、

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

や
大

学
等

連

携
推

進
法

人
の

仕
組

み
等

を
活

用
し

、
複

数
の

高
等

教
育

機
関

が
連

携
す

る
こ

と
で

、
各

機
関

が
機

能

を
補

い
合

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
持

つ
強

み
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

も
必

要
で

あ
る

3
8
。

 

3
7
 
年

齢
や

職
業

、
障

害
な

ど
多

様
な

背
景

を
持

つ
学

生
の

受
入

れ
に

お
い

て
は

、
通

信
制

の
高

等
教

育
機

関
が

果
た

す
役

割
も

大
き

い
。

 
3
8
 
な

お
、

大
学

や
地

方
公

共
団

体
が

大
学

校
と

連
携

す
る

事
例

も
存

在
す

る
。
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1
3
 

イ
．

高
等

教
育

機
関

の
運

営
基

盤
の

確
立

こ
れ

ま
で

の
累

次
の

法
改

正
に

よ
り

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

改
革

は
着

実
に

実
施

さ
れ

て
き

た
3
9
。

こ
れ

ら
の

取
組

を
踏

ま
え

つ
つ

、
今

後
、

高
等

教
育

機
関

が
、

地
域

社
会

や
産

業
界

等
の

声
や

期
待

に
応

え
る

た
め

に
は

、
自

ら
の

特
色

や
強

み
を

把
握

し
、

発
揮

す
る

た
め

に
必

要
な

体
制

の
整

備
を

図

り
、

そ
の

体
制

を
不

断
に

見
直

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
社

会
等

か
ら

の
信

頼
を

得
て

今
後

も

持
続

可
能

な
発

展
を

遂
げ

る
た

め
に

は
、

自
ら

が
主

体
性

を
も

っ
て

実
効

性
の

あ
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
改

革

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

自
ら

の
取

組
を

対
外

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
、

高
等

教
育

機
関

の
公

共
性

を

更
に

高
め

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

あ
わ

せ
て

、
高

等
教

育
機

関
が

自
ら

の
判

断
で

社
会

の
変

化
等

に
対

応
し

て
多

様
で

特
色

の
あ

る
活

動
を

展
開

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
教

育
研

究
の

質
が

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提

と
し

た
上

で
、

自
主

性
・

自
律

性
を

よ
り

向
上

さ
せ

る
た

め
の

取
組

を
講

じ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。

 

ま
た

、「
知

の
総

和
」
の

向
上

に
向

け
て

、
教

育
研

究
の

質
を

高
め

る
た

め
の

人
的
・
物

的
両

面
で

の

環
境

整
備

は
欠

か
せ

な
い

。
こ

の
た

め
、

教
育

研
究

を
支

え
る

基
盤

的
経

費
助

成
や

競
争

的
資

源
配

分

に
よ

る
公

財
政

支
援

、
民

間
か

ら
の

投
資

や
社

会
か

ら
の

寄
附

、
高

等
教

育
の

社
会

的
・

私
的

便
益

を

踏
ま

え
た

授
業

料
等

を
含

む
個

人
・

保
護

者
負

担
等

、
様

々
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

組
み

合
わ

せ
た

多
元

的

で
き

め
細

か
な

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
・

シ
ス

テ
ム

を
引

き
続

き
維

持
・

発
展

さ
せ

な
が

ら
、

高
等

教
育

段

階
に

対
す

る
教

育
支

出
全

体
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

際
、

高
等

教
育

機
関

の
在

り
方

は
多

様
で

あ
る

も
の

の
、

例
え

ば
、

研
究

大
学

を
志

向
す

る
大

学
に

お
い

て
は

、
我

が
国

全
体

の
研

究
力

を
向

上
さ

せ
、

新
た

な
価

値
創

造
を

行
う

た
め

に
、

公
的

な

財
政

支
援

は
も

と
よ

り
、

産
学

協
創

や
卒

業
生

を
含

む
関

係
者

か
ら

の
寄

附
、

さ
ら

に
は

基
金

等
の

運

用
等

を
通

し
て

、
新

し
い

資
金

の
流

れ
を

生
み

出
し

続
け

、
持

続
的

に
発

展
し

て
い

く
こ

と
等

が
求

め

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
上

記
と

重
な

り
合

う
部

分
は

あ
る

も
の

の
、

地
域

の
中

核
と

な
る

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

も
、

国
か

ら
の

財
政

支
援

は
も

と
よ

り
、

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

、
企

業
と

の
共

同
研

究
や

寄
附

金

等
に

よ
っ

て
多

様
な

財
源

に
支

え
ら

れ
、

高
等

教
育

機
関

の
持

続
可

能
性

の
あ

る
発

展
が

期
待

さ
れ

る
。
 

ウ
．

国
際

化
の

推
進

高
等

教
育

の
質

の
高

度
化

の
た

め
に

は
、

学
生

や
教

員
等

の
多

様
性

・
流

動
性

の
向

上
と

と
も

に
、

国
や

地
域

を
越

え
た

活
動

が
日

常
的

に
展

開
さ

れ
る

中
で

、
留

学
モ

ビ
リ

テ
ィ

4
0
の

拡
大

や
そ

の
基

盤

と
な

る
高

等
教

育
機

関
の

国
際

化
が

不
可

欠
で

あ
る

。
 

世
界

各
国

が
留

学
生

獲
得

に
し

の
ぎ

を
削

る
中

、
よ

り
多

様
で

優
秀

な
外

国
人

留
学

生
が

日
本

社
会

へ
の

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

と
し

て
我

が
国

の
高

等
教

育
機

関
で

学
び

、
積

極
的

に
定

着
で

き
る

よ
う

に
す

る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
あ

わ
せ

て
、

海
外

で
学

び
、

様
々

な
分

野
に

挑
戦

す
る

日
本

人
学

生
を

大
幅

に

増
や

す
た

め
に

、
国

内
外

で
日

本
人

学
生

と
外

国
人

学
生

に
よ

る
多

文
化

共
修

4
1
の

た
め

の
環

境
整

備

や
海

外
と

の
大

学
間

連
携

等
の

強
化

を
進

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

、
留

学
モ

ビ
リ

テ

3
9
 
補

論
３

参
照

。
 

4
0
 
学

生
の
「

派
遣

や
受

入
れ

」「
往

来
」
を

意
味

す
る

。「
s
t
u
d
e
n
t
 m
o
b
i
l
i
t
y
」
と

い
う

形
で

 
O
E
C
D
 
等

で
も

一
般

的
に

使
用

さ
れ

て
い

る
。

 
4
1
 
大

学
等

が
教

育
研

究
活

動
を

行
う

国
内

外
の

地
域

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
抽

出
か

ら
分

析
、
解

決
策

の
検

討
及

び
提

案
、
社

会

実
装

に
至

る
ま

で
の

過
程

に
お

い
て

、
日

本
人

学
生

と
外

国
人

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

文
化

的
多

様
性

を
生

か
し

共
に

学
修

す
る

こ
と

。
 

139



1
4
 

ィ
を

一
層

推
進

し
、

我
が

国
の

高
等

教
育

の
国

際
通

用
性

・
競

争
力

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 

ま
た

、
我

が
国

の
研

究
が

世
界

の
知

と
多

様
性

を
取

り
込

み
、

世
界

の
知

の
発

展
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
世

界
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
主

要
な

一
角

に
位

置
付

け
ら

れ
、

国
際

社
会

の
期

待
に

応
え

存

在
感

を
発

揮
し

て
い

く
た

め
、

国
際

頭
脳

循
環

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
国

際
共

同
研

究
を

更
に

推
進

す

る
こ

と
で

、
我

が
国

の
国

際
競

争
力

を
維

持
・

強
化

し
て

い
く

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

④
社

会
の

中
に

お
け

る
高

等
教

育
機

関
の

観
点

ア
．

社
会

と
の

接
続

及
び

連
携

の
強

化

大
卒

に
求

め
ら

れ
る

資
質

と
技

能
の

国
際

比
較

調
査

4
2
に

よ
れ

ば
、

我
が

国
で

は
、

大
学

で
取

得
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
の

認
識

に
つ

い
て

、
大

学
教

員
は

、
理

論
的

思
考

や
分

析
力

、

知
識

適
用

力
や

問
題

特
定

・
解

決
力

等
の

技
能

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
が

必
要

と
考

え
る

一
方

で
、

企
業

は

対
人

関
係

や
自

己
管

理
力

及
び

協
調

性
等

の
資

質
的

な
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
を

重
視

す
る

と
い

う
相

違
が

あ
る

4
3
。

 

今
後

は
、

一
人

一
人

の
学

生
が

密
度

の
濃

い
主

体
的

な
学

修
を

通
じ

て
「

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

」
に

定
め

る
資

質
・

能
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

、
す

な
わ

ち
「

出
口

に
お

け
る

質
保

証
」

の
取

組

を
充

実
・

強
化

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

4
4
。

ま
た

、
企

業
等

に
お

い
て

も
、

高
等

教
育

機
関

に
対

し

て
「

出
口

に
お

け
る

質
保

証
」

を
求

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
採

用
選

考
活

動
に

お
い

て
学

修
成

果
や

学

業
へ

の
取

組
状

況
を

適
切

に
評

価
す

る
こ

と
な

ど
の

積
極

的
な

発
信

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
学

び
の

評

価
と

と
も

に
、

就
職

・
採

用
活

動
の

際
に

は
、

そ
の

活
動

が
学

生
の

学
業

に
支

障
を

来
さ

な
い

よ
う

、

企
業

等
の

理
解

・
協

力
を

得
な

が
ら

、
円

滑
に

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
就

職
活

動
の

在
り

方

に
つ

い
て

産
学

で
議

論
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

4
5
。

な
お

、
高

等
教

育
段

階
に

お
け

る

職
業

教
育

の
在

り
方

と
し

て
、

専
門

職
大

学
・

専
門

職
大

学
院

や
専

門
学

校
の

職
業

実
践

専
門

課
程

に

お
い

て
は

、
教

育
課

程
編

成
等

に
つ

い
て

、
企

業
等

と
の

連
携

が
制

度
化

さ
れ

て
お

り
、

こ
う

し
た

取

組
の

充
実

も
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
は

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
4
6
に

向
け

て
、

公
共

財
と

し
て

、
一

層
の

ス

ピ
ー

ド
感

を
も

っ
て

生
ま

れ
た

研
究

成
果

を
社

会
へ

実
装

し
還

元
す

る
こ

と
に

加
え

、
自

ら
新

た
な

社

会
的

価
値

を
創

造
し

、
我

が
国

を
ど

う
変

え
て

い
く

の
か

に
つ

い
て

建
設

的
な

提
案

を
し

て
い

く
こ

と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

さ
ら

に
、

高
等

教
育

機
関

と
産

業
界

等
と

が
積

極
的

な
対

話
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

高
等

教
育

機
関

と
企

業
等

と
の

接
続

及
び

産
学

連
携

を
、

教
育

及
び

研
究

の
両

面
で

よ
り

一
層

強
化

し
て

い
く

べ
き

で

あ
る

。
 

4
2
 
平

成
2
4
（

2
0
1
2
）

年
に

文
部

科
学

省
の

支
援

の
下

に
設

置
さ

れ
た

研
究

大
学

1
2
校

（
北

海
道

大
学

、
東

北
大

学
、

筑
波

大
学

、
東

京
大

学
、
東

京
工

業
大

学
、
一

橋
大

学
、
早

稲
田

大
学

、
慶

應
義

塾
大

学
、
名

古
屋

大
学

、
京

都
大

学
、
大

阪
大

学
、
九

州
大

学
）
を

参
加

大
学

と
す

る
「

教
育

改
革

推
進

懇
話

会
」
の
「

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ
・
ワ

ー
キ

ン
グ

」
に

よ
っ

て
平

成
2
6
 （
2
0
1
4
）
年

か
ら

３
回

に
わ

た
っ

て
実

施
。

 
4
3
 
ま

た
、
欧

州
と

日
本

の
比

較
分

析
の

結
果

、
日

本
の

大
学

教
員

の
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
認

識
は

欧
州

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

近
い

傾
向

に
あ

り
、

日
本

の
企

業
人

の
認

識
に

独
自

性
が

あ
る

。
 

4
4
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

学
修

者
本

位
の

大
学

教
育

の
実

現
に

向
け

た
今

後
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
）

 
4
5
 
就

職
問

題
懇

談
会

「
令

和
7
年

度
大

学
、

短
期

大
学

及
び

高
等

専
門

学
校

卒
業

・
修

了
予

定
者

に
係

る
就

職
に

つ
い

て
（

申
合

せ
）
」
（

令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
４

月
）

 
4
6
 
科

学
的

な
発

見
又

は
発

明
、
新

商
品

又
は

新
役

務
の

開
発

そ
の

他
の

創
造

的
活

動
を

通
じ

て
新

た
な

価
値

を
生

み
出

し
、
こ

れ
を

普
及

す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

済
社

会
の

大
き

な
変

化
を

創
出

す
る

こ
と

。
（

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

基
本

法
（

平
成

７
年

法
律

第
1
3
0
号

）

第
２

条
第

１
項

）
 

140



1
5
 

イ
．

人
材

育
成

等
を

核
と

し
た

地
方

創
生

の
推

進

東
京

一
極

集
中

の
是

正
や

、
災

害
や

感
染

症
等

に
対

す
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
有

す
る

強
く

し
な

や
か

な
国

土
形

成
が

引
き

続
き

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

こ
の

よ
う

な
中

で
、

地
方

の
高

等
教

育
機

関
が

、
地

域
社

会
の

持
続

的
な

発
展

を
け

ん
引

し
な

が
ら

地
方

創
生

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
は

、
今

後
、

高
等

教
育

機
関

の
果

た
す

べ
き

役
割

と
し

て
よ

り
重

要

と
な

る
。

 

高
等

教
育

機
関

が
地

方
創

生
を

推
進

し
て

い
く

た
め

に
は

、
地

域
の

発
展

に
向

け
て

、
地

方
公

共
団

体
、

産
業

界
、

金
融

機
関

等
、

地
域

の
様

々
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
一

体
と

な
っ

て
取

組
を

進
め

て

い
く

と
と

も
に

国
が

そ
れ

を
支

援
す

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
 

そ
の

上
で

、
教

育
研

究
を

通
じ

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

優
秀

な
人

材
を

輩
出

す
る

と
と

も
に

、

学
修

機
会

の
提

供
、

技
術

革
新

の
た

め
の

研
究

開
発

、
開

発
し

た
技

術
の

実
証

実
験

、
社

会
実

装
の

先

導
モ

デ
ル

の
提

示
、

地
域

課
題

の
解

決
や

産
官

と
の

共
創

に
よ

る
新

産
業

や
雇

用
の

創
出

等
を

行
っ

て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

我
が

国
の

地
域

産
業

の
中

に
は

、
地

域
か

ら
直

接
グ

ロ
ー

バ
ル

に

展
開

す
る

こ
と

で
世

界
が

直
面

す
る

課
題

解
決

に
貢

献
で

き
る

事
例

も
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
恩

恵
を

地

域
に

も
た

ら
す

人
材

を
地

域
の

高
等

教
育

機
関

を
核

と
し

て
育

成
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

一
方

、
地

域
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

も
、

域
内

を
中

心
と

し
た

高
等

教
育

機
関

と
一

体
と

な
っ

て
地

方
創

生
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

地
域

の
人

材
育

成
や

課
題

解
決

の

在
り

方
を

議
論

す
る

こ
と

が
第

一
歩

と
な

る
。

そ
の

際
、

地
域

の
高

等
教

育
機

関
の

み
な

ら
ず

、
地

方

公
共

団
体

、
産

業
界

、
金

融
機

関
等

、
様

々
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
関

与
し

、
協

働
す

る
こ

と
が

重

要
で

あ
る

。
特

に
、

地
域

の
将

来
像

に
つ

い
て

議
論

を
す

る
際

に
は

、
地

方
公

共
団

体
の

役
割

は
欠

く

こ
と

が
で

き
な

い
。

現
に

、
地

方
公

共
団

体
で

は
、

高
等

教
育

に
関

す
る

行
政

は
国

の
役

割
で

あ
る

中

で
、

多
く

の
都

道
府

県
に

お
い

て
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
業

務
を

行
っ

て
い

る
部

署
が

設
置

さ
れ

て

い
る

4
7
が

、
今

後
、

地
域

の
将

来
像

に
つ

い
て

議
論

を
す

る
際

に
は

、
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

つ

い
て

地
方

公
共

団
体

が
更

に
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

各
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
は

、

設
置

者
の

枠
を

超
え

て
大

学
等

の
高

等
教

育
機

関
を

一
層

活
用

し
、

地
方

創
生

に
関

す
る

取
組

を
構

想

し
て

い
く

よ
う

な
機

能
の

構
築

・
強

化
が

期
待

さ
れ

る
。

加
え

て
、

人
材

が
地

域
に

定
着

す
る

た
め

に

は
、

地
域

に
対

す
る

当
事

者
意

識
を

醸
成

す
る

機
会

が
重

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

産
業

界
や

地
方

公

共
団

体
は

自
ら

を
教

育
研

究
の

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

開
放

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
地

域
の

産
業

基
盤

の

維
持

発
展

の
た

め
の

人
材

育
成

に
対

す
る

積
極

的
な

投
資

も
期

待
さ

れ
る

。
 

こ
の

よ
う

に
、

地
域

の
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
人

材
育

成
等

を
通

じ
て

地
域

活
性

化
を

図
る

こ
と

は
、

我
が

国
の

多
様

な
文

化
を

生
か

し
た

多
様

な
教

育
研

究
の

場
を

形
成

す
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、

日

本
全

国
や

世
界

各
国

か
ら

優
秀

な
学

生
が

集
ま

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

多
様

な
文

化
的

背
景

を
持

つ

学
生

が
キ

ャ
ン

パ
ス

で
過

ご
す

中
で

、
そ

の
高

等
教

育
機

関
を

育
ん

だ
地

域
の

魅
力

を
知

る
と

と
も

に
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
す

る
こ

と
で

、
そ

の
地

域
へ

の
愛

着
や

誇
り

が
醸

成
さ

れ
、

卒
業

後
も

地

域
に

関
わ

り
続

け
る

よ
う

に
な

る
と

い
う

好
循

環
が

生
ま

れ
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
魅

力
あ

る
地

域

の
高

等
教

育
機

関
の

存
在

が
、

地
方

に
在

住
す

る
進

学
希

望
者

に
と

っ
て

の
学

び
の

場
と

な
っ

て
い

く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

4
7
 
文

部
科

学
省

「
地

方
公

共
団

体
と

高
等

教
育

機
関

の
連

携
の

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
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1
6
 

ウ
．

初
等

中
等

教
育

と
の

接
続

の
強

化

初
等

中
等

教
育

段
階

に
お

い
て

は
、
 「
知

識
及

び
技

能
」
、「

思
考

力
、
判

断
力

、
表

現
力

等
」
、「

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性
等

」
の

資
質

・
能

力
の

３
つ

の
柱

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す

と
と

も
に

、
高

等
学

校
で

の
「

総
合

的
な

探
究

の
時

間
」

や
「

理
数

探
究

」
等

に
お

け
る

問
題

発
見

・

課
題

解
決

的
な

学
習

活
動

の
充

実
が

図
ら

れ
る

な
ど

の
教

育
内

容
の

変
化

や
、

１
人

１
台

端
末

の
導

入

に
よ

る
新

た
な

教
育

手
法

の
展

開
等

、
高

等
教

育
機

関
へ

進
学

す
る

生
徒

の
学

び
に

変
化

が
み

ら
れ

る
。
 

そ
の

よ
う

な
中

、
高

等
学

校
段

階
ま

で
に

培
わ

れ
た

資
質

・
能

力
を

高
等

教
育

に
お

い
て

ど
の

よ
う

に
伸

ば
し

て
い

く
か

と
い

う
高

大
接

続
の

視
点

か
ら

高
等

教
育

段
階

に
お

け
る

学
修

の
在

り
方

を
再

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
、

初
等

中
等

教
育

段
階

に
お

け
る

多
様

な
学

び
に

対
応

し
た

大
学

入
学

者

選
抜

の
改

善
を

促
進

す
る

な
ど

、
初

等
中

等
教

育
と

高
等

教
育

と
の

接
続

の
強

化
を

図
る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
4
8
。

 

ま
た

、
初

等
中

等
教

育
機

関
と

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

の
下

、
実

際
に

高
等

教
育

機
関

で
扱

わ
れ

て
い

る
研

究
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
課

題
の

発
見

や
仮

説
の

設
定

、
そ

れ
ら

を
裏

付
け

る
実

験
や

調
査

の

組
み

立
て

方
、

一
連

の
課

題
解

決
の

プ
ロ

セ
ス

を
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
発

表
す

る
方

法
等

を
大

学
教

員

等
が

児
童

生
徒

に
指

導
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
あ

る
が

、
こ

う
し

た
取

組
は

、
研

究
の

魅
力

を
伝

え
、

よ

り
適

切
な

進
路

選
択

に
資

す
る

だ
け

で
な

く
、

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

や
学

び
に

向
か

う
力

、

人
間

性
等

を
総

合
的

に
伸

ば
す

観
点

か
ら

も
有

効
で

あ
る

。
 

さ
ら

に
、

高
等

学
校

卒
業

者
の

学
科

別
進

学
状

況
は

、
普

通
科

に
比

べ
、

農
業

科
や

工
業

科
等

の
専

門
学

科
か

ら
の

大
学

等
進

学
率

は
低

い
現

状
が

あ
り

、
学

科
に

関
わ

ら
ず

、
高

校
生

が
希

望
す

る
高

等

教
育

機
関

へ
の

進
学

を
促

進
す

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

エ
．

情
報

公
表

に
よ

る
信

頼
獲

得

各
高

等
教

育
機

関
が

、
学

生
等

の
内

部
か

ら
の

声
と

と
も

に
、

進
学

希
望

者
、

保
護

者
、

地
域

社
会

や
産

業
界

等
の

外
部

か
ら

の
期

待
に

応
え

、
積

極
的

に
説

明
責

任
を

果
た

し
て

い
く

と
い

う
観

点
か

ら

は
、

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

教
育

研
究

の
成

果
や

効
果

に
つ

い
て

社
会

に
対

し
て

情
報

公
表

を
続

け

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

に
加

え
て

、
経

営
状

況
等

も
含

め
た

高
等

教
育

機
関

の

基
本

的
な

情
報

に
つ

い
て

、
各

機
関

が
積

極
的

に
公

表
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

際
、

社
会

が
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

発
信

し
な

け
れ

ば
、

社
会

か
ら

の
適

切
な

信
頼

を
獲

得
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
こ

と
に

留
意

す
べ

き
で

あ
る

。
 

4
8
 
な

お
、

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
枠

組
み

に
、

教
育

委
員

会
が

参
画

し
て

い
る

例
も

あ
る

。
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２
．

今
後

の
高

等
教

育
政

策
の

方
向

性
と

具
体

的
方

策

（
１

）
教

育
研

究
の

「
質

」
の

更
な

る
高

度
化

「
知

の
総

和
」

の
向

上
に

当
た

っ
て

は
、

学
生

一
人

一
人

が
能

力
を

最
大

限
高

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

予
測

不
可

能
な

時
代

に
あ

っ
て

、
学

生
一

人
一

人
が

自
ら

の
可

能
性

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
価

値
観

を
持

つ
人

材
が

協
働

し
て

社
会

と
世

界
に

貢
献

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に

す
る

た
め

に
は

、「
何

を
学

び
、
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

」
を

中
核

に
据

え
た

学
修

者
本

位
の

教
育

を
更

に
発

展
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 

そ
の

際
、

多
様

な
価

値
観

や
異

文
化

を
持

つ
者

が
相

互
に

刺
激

を
与

え
な

が
ら

切
磋さ

琢た
く

磨
す

る
場

は
、

高
等

教
育

機
関

と
し

て
の

教
育

研
究

の
質

の
高

度
化

に
資

す
る

こ
と

か
ら

、
社

会
人

や
外

国
人

留

学
生

な
ど

多
様

な
価

値
観

が
集

ま
る

キ
ャ

ン
パ

ス
を

実
現

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

さ
ら

に
、
知

の
生

産
、
価

値
創

造
を

先
導

す
る

大
学

院
が

果
た

す
べ

き
役

割
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。

博
士

人
材

は
、

深
い

専
門

知
識

と
、

課
題

発
見

・
解

決
能

力
等

の
汎

用
的

能
力

に
基

づ
き

、
新

た
な

知

を
創

造
し

、
活

用
す

る
こ

と
で

、
社

会
の

変
革

、
学

術
の

発
展

、
国

際
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

主

導
し

、
社

会
全

体
の

成
長

・
発

展
を

け
ん

引
す

る
こ

と
が

で
き

る
重

要
な

存
在

で
あ

る
。

学
生

一
人

一

人
の

能
力

を
最

大
限

伸
ば

し
て

い
く

と
い

う
観

点
か

ら
も

、
大

学
院

教
育

を
抜

本
的

に
充

実
す

る
と

と

も
に

、
博

士
人

材
の

増
加

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

あ
わ

せ
て

、
大

学
の

基
本

的
な

役
割

は
教

育
と

研
究

、
社

会
貢

献
に

あ
る

が
、

教
育

と
研

究
の

バ
ラ

ン
ス

の
捉

え
方

は
大

学
ご

と
に

様
々

で
あ

り
、

学
士

課
程

、
修

士
・

博
士

課
程

、
専

門
職

課
程

、
短

期

大
学

士
課

程
と

い
っ

た
各

課
程

段
階

で
も

異
な

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
に

、
大

学
等

で
は

、
学

生

の
意

欲
を

踏
ま

え
た

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
教

育
と

研
究

と
の

関
係

を
踏

ま
え

つ
つ

、

常
に

独
自

性
と

先
進

性
に

満
ち

、
新

た
な

知
を

生
み

出
す

活
動

を
展

開
し

続
け

る
環

境
を

整
え

、
研

究

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

そ
し

て
、

教
育

研
究

の
質

の
高

度
化

に
向

け
た

取
組

が
社

会
全

体
か

ら
の

適
切

な
評

価
を

得
ら

れ
る

こ
と

で
、

初
め

て
取

組
が

実
質

化
し

て
い

く
こ

と
を

踏
ま

え
れ

ば
、

高
等

教
育

機
関

が
、

在
学

生
や

進

学
希

望
者

は
も

と
よ

り
、

地
域

社
会

や
産

業
界

等
、

社
会

全
体

へ
の

説
明

責
任

を
積

極
的

に
果

た
す

た

め
に

、
情

報
公

表
を

更
に

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

①
学

修
者

本
位

の
教

育
の

更
な

る
推

進

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

に
お

い
て

は
、
2
0
4
0
年

と
い

う
将

来
を

見
据

え
た

我
が

国
の

高
等

教
育

が

目
指

す
べ

き
姿

と
し

て
、「

学
修

者
本

位
の

教
育

の
実

現
」
を

う
た

っ
て

お
り

、
こ

の
理

念
は

引
き

続
き

重
要

で
あ

る
。

 

今
後

、
一

人
一

人
の

学
生

が
よ

り
一

層
、
必

要
な

能
力

を
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

学
び

の
質

を
高

め
る

た
め

の
教

育
内

容
・

方
法

の
不

断
の

改
善

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
改

善
を

制
度

的

に
担

保
す

る
質

保
証

・
向

上
シ

ス
テ

ム
の

改
善

・
充

実
も

不
可

欠
で

あ
る

。
 

ア
．

学
び

の
質

を
高

め
る

た
め

の
教

育
内

容
・

方
法

の
改

善

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

に
つ

い
て

は
、

個
々

の
学

生
の

学
修

の
質

と
量

を
充

実
す

る
こ

と
が

何
よ
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り
も

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
授

業
方

法
や

シ
ラ

バ
ス

の
内

容
の

充
実

、
厳

格
な

成
績

評
価

や
卒

業

認
定

の
実

施
、

学
修

支
援

体
制

の
整

備
等

、
学

生
が

主
体

的
・

自
律

的
に

学
修

す
る

た
め

の
環

境
構

築

を
促

進
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

各
大

学
等

が
更

に
教

育
力

を
向

上
さ

せ
、

全
学

的
な

教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

を
図

る
こ

と
が

必
須

で
あ

る
。

 

具
体

的
に

は
、

大
学

等
に

お
い

て
育

成
す

べ
き

力
を

学
生

が
確

実
に

身
に

付
け

る
た

め
に

、
三

つ
の

方
針

4
9
に

基
づ

い
て

個
々

の
授

業
科

目
ご

と
で

は
な

い
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

確

立
し

、
教

育
課

程
の

体
系

化
・

構
造

化
を

行
い

、
シ

ラ
バ

ス
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
、

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

を
通

じ
て

学
生

等
へ

分
か

り
や

す
く

示
す

こ
と

、
博

士
後

期
課

程
に

お

け
る

プ
レ

F
D
5
0
を

含
む

組
織

的
か

つ
体

系
的

な
F
D
5
1
・

S
D
5
2
の

実
施

を
通

じ
た

教
職

員
の

能
力

向
上

を

図
る

こ
と

、
学

修
成

果
に

関
す

る
情

報
を

把
握

・
測

定
す

る
こ

と
等

を
通

じ
た

教
育

内
容

の
質

向
上

に

向
け

た
取

組
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
一

人
一

人
の

学
生

が
深

い
学

修
成

果
を

得
ら

れ

る
授

業
設

計
を

行
う

と
と

も
に

、
シ

ラ
バ

ス
等

に
そ

の
内

容
が

適
切

に
記

載
さ

れ
、

そ
の

内
容

等
に

依

拠
し

た
授

業
が

着
実

に
実

施
さ

れ
る

と
と

も
に

、
授

業
設

計
の

段
階

で
学

生
に

必
要

な
学

修
量

を
明

示

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

5
3
。

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
か

ら
輩

出
す

る
人

材
が

ど
の

よ
う

な
資

質
・

能
力

を
身

に
付

け
る

の
か

を
可

視
化

し
、

社
会

か
ら

の
理

解
を

得
る

観
点

か
ら

は
、

単
に

「
よ

い
教

育
を

し
て

い
る

」
と

い
う

だ
け

で

は
な

く
、
 「
社

会
に

出
た

後
に

評
価

さ
れ

る
人

材
を

育
成

し
て

い
る

」
こ

と
を

念
頭

に
、
学

生
の

資
質
・

能
力

を
引

き
出

し
、

ど
の

よ
う

に
学

修
目

標
の

達
成

に
向

け
て

指
導

し
て

い
く

か
、

と
い

う
視

点
で

教

育
課

程
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

も
大

学
等

の
重

要
な

責
務

で
あ

る
。

個
々

の
学

生
の

希
望

や
学

修
の

進

度
を

踏
ま

え
つ

つ
、
主

体
的

な
学

修
と

体
系

的
な

履
修

を
確

立
さ

せ
る

と
と

も
に

、「
卒

業
認

定
・
学

位

授
与

の
方

針
」

に
定

め
ら

れ
た

学
修

目
標

の
達

成
を

念
頭

に
、

個
人

と
し

て
の

目
標

の
設

定
や

達
成

状

況
の

確
認

を
促

し
、

自
分

の
将

来
を

見
据

え
ら

れ
る

き
め

細
か

な
履

修
指

導
5
4
や

学
修

支
援

5
5
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
特

に
履

修
指

導
を

行
う

際
に

は
、

教
員

や
、

教
員

と
対

等
の

立
場

で
学

生
の

学

修
者

本
位

の
学

び
を

支
え

る
職

員
を

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

配
置

す
る

こ
と

も
視

野

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

さ
ら

に
、
俯

瞰
ふ

か
ん

的
・
横

断
的

な
視

野
、
複

数
の

異
な

る
視

点
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

用
い

て
思

考
す

る
力

を
育

成
す

る
観

点
か

ら
、

複
数

の
学

問
分

野
を

通
じ

て
基

礎
的

・
汎

用
的

な
能

力
を

身
に

付
け

る
教

育

4
9
 
 「
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
の

方
針
（

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
）
」
、「

教
育

課
程

編
成
・
実

施
の

方
針
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
」
、

「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
」

の
三

つ
の

方
針

。
以

下
同

じ
。

 
5
0
 
学

識
を

教
授

す
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
た

め
の

機
会

。
 

5
1
 
F
a
c
u
l
t
y
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 （
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
と

は
、
教

員
が

授
業

内
容
・
方

法
を

改
善

し
向

上
さ

せ
る

た
め

の

組
織

的
な

取
組

を
指

す
。

 
5
2
 
S
t
a
f
f
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 （
ス

タ
ッ

フ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
と

は
、
職

員
全

員
を

対
象

と
し

た
、
管

理
運

営
や

教
育
・
研

究
支

援
ま

で

を
含

め
た

資
質

向
上

の
た

め
の

組
織

的
な

取
組

を
指

す
。

な
お

、
「

職
員

」
に

は
、

教
授

等
の

教
員

や
学

長
等

の
大

学
執

行
部

、
技

術
職

員

等
も

含
ま

れ
る

。
 

5
3
 
学

士
課

程
段

階
に

お
い

て
、
準

備
学

修
に

関
す

る
具

体
的

な
指

示
を

設
定

し
て

い
る

大
学

は
、

9
1
.
9
％

に
達

し
て

い
る

も
の

の
、

準
備

学

修
に

必
要

な
学

修
時

間
の

目
安

を
設

定
す

る
大

学
は

7
4
.
6
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。（
文

部
科

学
省
「

令
和

４
年

度
の

大
学

に
お

け
る

教
育

内
容

等
の

改
革

状
況

に
つ

い
て

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
0
月

）
）

 
5
4
 
こ

う
し

た
取

組
は

、
海

外
の

大
学

で
は

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

と
し

て
広

く
普

及
し

て
い

る
が

、
日

本
で

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

等
の

専
門

職
の

配
置

を
行

っ
て

い
る

大
学

は
全

体
の

約
9
.
0
％

に
と

ど
ま

る
。
（

文
部

科
学

省
「

令
和

４
年

度
の

大
学

に
お

け
る

教
育

内
容

等
の

改
革

状
況

に
つ

い
て

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
0
月

）
）

5
5
 
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ア

シ
ス

タ
ン

ト
（

T
A
）
が

少
人

数
討

論
ク

ラ
ス

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

参
画

す
る

な
ど

、
密

度
の

濃
い

主
体

的
な

学
修

を
可

能
と

す
る

取
組

も
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
際

、
T
A

に
対

す
る

組
織

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
仕

組
み

を
導

入
す

る
こ

と
等

も
想

定
さ

れ
る

。
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1
9
 

や
、

実
践

的
な

教
育

研
究

を
実

施
す

る
な

ど
、

柔
軟

な
教

育
課

程
を

編
成

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。

ま
た

、
入

学
後

の
学

修
等

を
通

じ
て

興
味

関
心

を
持

つ
学

問
分

野
が

変
わ

る
者

も
少

な
か

ら
ず

い
る

中

で
、

学
修

者
一

人
一

人
の

志
向

に
応

じ
て

そ
の

可
能

性
を

最
大

限
伸

長
す

る
観

点
か

ら
レ

イ
ト

ス
ペ

シ

ャ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
取

組
を

進
め

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

加
え

て
、
 「
出

口
に

お
け

る
質

保
証

」
の

観
点

か
ら

、
学

生
に

対
す

る
厳

格
な

成
績

評
価

や
卒

業
認

定

を
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

上
で

、
成

績
が

不
十

分
な

学
生

に
は

進
級

・
卒

業
を

認
め

な

い
こ

と
や

、
成

績
優

秀
者

に
対

す
る

表
彰

制
度

を
設

け
る

こ
と

な
ど

も
求

め
ら

れ
る

。
 

さ
ら

に
、

初
等

中
等

教
育

段
階

に
お

い
て

、
近

年
、

高
等

学
校

段
階

に
お

け
る

文
理

横
断

的
な

学
び

の
充

実
の

必
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

。
そ

の
よ

う
な

変
化

を
踏

ま
え

た
対

応
も

重
要

で
あ

り
、

大
学

と

高
等

学
校

と
の

架
け

橋
と

な
る

大
学

入
学

者
選

抜
に

お
い

て
も

、
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
導

入
5
6
や

総
合

型
・

学
校

推
薦

型
に

よ
る

入
学

者
の

増
加

5
7
等

、
大

き
な

変
化

を
遂

げ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

大
学

入
学

者
選

抜
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

大
学

・
高

等
学

校
の

関
係

者

を
含

め
た

議
論

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

一
方

、
遠

隔
・

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
5
8
に

つ
い

て
は

、
高

等
教

育
を

空
間

的
、

時
間

的
制

約
か

ら
解

放

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

環
境

で
経

験
の

全
て

が
代

替
し

得
る

も
の

で
は

な
い

こ

と
に

留
意

し
つ

つ
5
9
、

推
進

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

6
0
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
学

生
が

主
体

的
・

自
律

的
に

学
修

す
る

た
め

の
環

境
構

築
の

促
進

・
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

確
立

し
、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

等
の

学
修

支
援

体
制

を
整

備
す

る
た

め
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

の
見

直
し

等
を

行
う

。

・
適

切
な

学
修

時
間

を
確

保
す

る
た

め
、
１

科
目

当
た

り
の

単
位

数
の

設
定

に
つ

い
て

整
理

を

行
う

。
密

度
の

濃
い

主
体

的
な

学
修

を
可

能
と

す
る

た
め

、
ク

ォ
ー

タ
ー

制
6
1
の

導
入

促
進

等

を
通

じ
た

、
同

時
に

履
修

す
る

授
業

科
目

数
の

絞
り

込
み

を
促

進
す

る
。

・
大

学
等

に
お

け
る

汎
用

的
な

能
力

育
成

や
文

理
横

断
・

文
理

融
合

教
育

6
2
、

実
践

的
な

教
育

研
究

の
実

施
を

促
進

す
る

柔
軟

な
教

育
課

程
編

成
等

を
、

制
度

改
善

等
に

よ
り

支
援

す
る

。

・
レ

イ
ト

ス
ペ

シ
ャ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
等

の
柔

軟
な

教
育

課
程

編
成

に
よ

り
、
入

学
後

に
学

修

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

そ
れ

を
可

能
に

す
る

た
め

の
定

員
管

理
制

度
の

弾
力

化
の

制
度

改

5
6
 
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
１

月
か

ら
実

施
。

 
5
7
 
令
和
６
（
20
24
）
年
度
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
入
試
方
法
別
入
学
者
割
合
（
国
公
私
計
）
は
、
総
合
型
選
抜

16
.1
％
、
学
校
推
薦
型
選
抜

35
.0
％
、

一
般
選
抜

47
.5
％
（
文
部
科
学
省
「
令
和
６
年
度
国
公
私
立
大
学
・
短
期
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
状
況
」（

令
和
６
（
20
24
）
年

11
月
））
。
 

5
8
 
平
成

13
年
文
部
科
学
省
告
示
第

51
号（

大
学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
大
学
が
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
等
）

に
お
い
て
、
同
時
双
方
向
型
（
テ
レ
ビ
会
議
方
式
等
）、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
方
式
等
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
 

5
9
 
大

学
等

は
全

人
格

な
教

育
の

場
で

あ
り

、
授

業
内

外
に

お
い

て
教

員
と

学
生

と
の

間
で

質
問

等
の

相
互

の
や

り
取

り
を

す
る

こ
と

や
学

生

同
士

の
会

話
や

議
論

を
通

じ
た

知
識

の
拡

大
や

考
え

方
の

深
化

を
図

る
こ

と
も

重
要

で
あ

り
、

大
学

等
に

お
け

る
全

て
の

経
験

が
オ

ン
ラ

イ
ン

環
境

で
代

替
し

得
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

に
留

意
が

必
要

で
あ

る
（

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

質
保

証
シ

ス
テ

ム
部

会
「

新
た

な

時
代

を
見

据
え

た
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
改

善
・

充
実

に
つ

い
て

（
審

議
ま

と
め

）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
）

参
照

）
。

6
0
 
多

種
多

様
な

科
目

が
開

設
さ

れ
て

い
る

放
送

大
学

と
他

の
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

、
他

の
高

等
教

育
機

関
に

在
籍

す
る

学
生

の

多
様

な
学

修
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
を

促
進

す
る

た
め

に
好

事
例

の
周

知
等

に
よ

り
取

組
を

支
援

す
る

こ
と

等
も

想
定

さ
れ

る
。

6
1
 
１

学
年

複
数

学
期

制
の

授
業

形
態

の
一

つ
で

あ
る

４
学

期
制

。
通

年
制

や
２

学
期

制
の

伝
統

的
セ

メ
ス

タ
ー

制
に

比
べ

、
同

一
科

目
の

週

複
数

回
講

義
の

実
施

等
に

よ
る

集
中

し
た

学
修

が
可

能
と

な
り

、
教

育
効

果
が

高
ま

る
こ

と
等

が
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

6
2
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

学
修

者
本

位
の

大
学

教
育

の
実

現
に

向
け

た
今

後
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
）

も
参

照
。
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2
0
 

善
を

行
う

。
 

○
「

出
口

に
お

け
る

質
保

証
」

の
促

進
6
3

・
学

修
成

果
の

可
視

化
を

一
層

促
進

す
る

た
め

、
学

生
に

対
す

る
厳

格
な

成
績

評
価

（
G
P
A
の

見
直

し
等

）
や

卒
業

認
定

の
実

施
6
4
、

成
績

優
秀

者
へ

の
称

号
授

与
6
5
を

含
む

学
生

自
ら

の
学

修
成

果
を

社
会

に
対

し
て

示
す

取
組

等
6
6
に

つ
い

て
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

の
見

直
し

等

を
行

う
。

・
卒

業
後

の
進

路
や

学
生

の
満

足
度

等
を

含
め

た
各

高
等

教
育

機
関

の
自

律
的

な
情

報
発

信
の

た
め

、
国

に
お

け
る

定
期

的
な

調
査

の
実

施
や

結
果

の
公

表
等

に
よ

り
取

組
を

促
進

す
る

。

・
国

際
的

な
動

向
を

踏
ま

え
た

学
修

歴
証

明
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

現
状

を
整

理
し

た
上

で
、
各

高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
取

組
を

促
進

す
る

た
め

に
実

態
把

握
や

国
際

連
携

の
取

組
を

実
施

す

る
。

○
高

大
接

続
を

踏
ま

え
た

大
学

入
学

者
選

抜
等

の
改

善

・
高

等
学

校
段

階
に

お
け

る
文
・
理

の
早

期
の

学
習

コ
ー

ス
分

け
か

ら
の

転
換

に
向

け
、
拠

点

校
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
を

進
め

る
な

ど
、
高

等
学

校
段

階
に

お
け

る
文

理
横

断
・
文

理
融

合
教

育
を

推
進

す
る

。

・
大

学
で

学
び

、
卒

業
す

る
た

め
に

必
要

な
能

力
・
適

性
等

を
備

え
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る

入
学

者
選

抜
が

行
わ

れ
る

よ
う

、
各

大
学

に
お

い
て

適
切

な
教

科
・
科

目
の

試
験

を
課

す
な

ど
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

の
理

念
を

徹
底

す
る

。

○
遠

隔
・

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
の

推
進

・
遠

隔
教

育
の

課
題

と
利

点
を

踏
ま

え
た

遠
隔

教
育

の
質

の
保

証
・

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

対
面

授
業

と
遠

隔
授

業
を

効
率

的
に

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
教

育
の

充
実

等
を

促

進
す

る
。

・
遠

隔
・

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
を

活
用

し
た

、
同

一
地

域
内

や
他

地
域

、
海

外
と

の
大

学
間

連
携

に
よ

る
授

業
の

共
有

化
な

ど
の

取
組

を
、

質
の

確
保

を
前

提
と

し
た

上
で

促
進

す
る

。

・
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
国

際
協

働
学

習
の

充
実

の
た

め
、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
の

促
進

や
、

好
事

例
の

周
知

等
を

行
う

。

イ
．

新
た

な
質

保
証

・
向

上
シ

ス
テ

ム
の

構
築

「
知

の
総

和
」

の
向

上
に

向
け

、
一

人
一

人
の

能
力

が
高

ま
る

よ
う

に
し

て
い

く
た

め
に

は
、

こ
れ

ま
で

累
次

の
答

申
で

述
べ

て
き

た
質

的
転

換
、

質
保

証
を

更
に

発
展

さ
せ

、
質

向
上

を
よ

り
重

視
す

る

視
点

か
ら

、
新

た
な

高
等

教
育

の
質

保
証

・
向

上
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

6
3
 
同

上
 

6
4
 
修

業
年

限
を

超
え

て
一

定
期

間
在

籍
し

て
い

る
者

に
つ

い
て

は
、

設
置

認
可

審
査

や
私

学
助

成
に

お
い

て
、

一
定

の
条

件
（

成
績

不
振

の

学
生

へ
の

個
別

指
導

等
）

を
満

た
す

場
合

に
は

、
収

容
定

員
を

超
過

し
た

学
生

に
つ

い
て

除
外

さ
れ

る
取

扱
い

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
 

6
5
 
ア

メ
リ

カ
等

に
お

い
て

は
、

優
れ

た
成

績
を

維
持

し
た

場
合

、
卒

業
時

に
優

等
生

と
認

め
る

制
度

（
L
a
t
i
n
 H
o
n
o
r
s
）

を
持

つ
大

学
が

あ

る
。

 
6
6
 
卒

業
要

件
と

し
て

1
2
4
単

位
以

上
の

修
得

と
共

に
、
各

大
学

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

や
建

学
の

精
神

に
基

づ
き

独
自

の
卒

業
要

件
を

定
め

る
場

合

も
あ

り
、

こ
れ

に
よ

っ
て

、
各

大
学

等
が

独
自

性
を

持
っ

た
質

の
保

証
に

つ
な

げ
て

い
る

こ
と

に
も

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
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質
保

証
・

向
上

シ
ス

テ
ム

は
、

大
学

設
置

基
準

、
設

置
認

可
審

査
、

認
証

評
価

、
情

報
公

表
等

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

上
で

、
時

代
の

変
化

を
踏

ま
え

た
教

育
環

境
の

充
実

の
観

点
や

新

陳
代

謝
を

促
す

観
点

か
ら

、
設

置
基

準
の

見
直

し
や

、
設

置
認

可
審

査
の

見
直

し
等

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
認

証
評

価
制

度
に

つ
い

て
は

、
評

価
疲

れ
と

い
う

声
も

あ
る

中
で

、
 「
評

価
の

た
め

の
評

価
」

か
ら

脱
却

し
、

評
価

の
在

り
方

や
内

容
、

活
用

方
法

等
を

含
め

、
質

確
保

と
負

担
軽

減
の

バ
ラ

ン
ス

を

踏
ま

え
た

制
度

の
抜

本
的

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
6
7
。

そ
の

際
、

新
た

な
評

価
制

度
は

、
単

に
評

価
基

準
に

対
す

る
適

合
・

不
適

合
を

判
定

す
る

の
で

は
な

く
、

在
学

中
に

ど
れ

く
ら

い
力

を
伸

ば
す

こ
と

が

で
き

た
の

か
と

い
っ

た
大

学
等

の
教

育
の

質
を

数
段

階
で

示
す

な
ど

、
多

様
で

高
度

な
研

究
活

動
に

も

裏
打

ち
さ

れ
た

高
等

教
育

に
よ

る
付

加
価

値
を

明
確

化
す

る
仕

組
み

と
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

際
、

結

果
に

つ
い

て
国

民
に

対
し

て
分

か
り

や
す

く
公

表
す

る
た

め
の

工
夫

を
す

る
こ

と
で

、
社

会
的

な
評

価

の
一

層
の

促
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
教

育
の

質
が

十
分

に
担

保
さ

れ
て

い

な
い

機
関

に
つ

い
て

は
撤

退
を

促
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

さ
ら

に
、

新
た

な
評

価
制

度
に

お
い

て
は

、
そ

の
評

価
に

用
い

る
各

大
学

の
教

育
情

報
を

容
易

に
提

出
可

能
な

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
整

備
す

る
な

ど
し

て
、

現
行

の
仕

組
み

よ
り

も
高

等
教

育
機

関
側

・
評

価

機
関

側
双

方
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
大

学
設

置
基

準
及

び
設

置
認

可
審

査
等

の
見

直
し

・
社

会
的

な
必

要
性

や
持

続
可

能
で

質
の

高
い

学
修

環
境
・
研

究
環

境
で

あ
る

か
と

い
う

視
点

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

重
視

す
る

こ
と

と
し

、
通

信
教

育
課

程
を

含
め

、
基

幹
教

員
の

配
置

に
係

る
基

準
や

指
導

補
助

者
の

基
準

等
に

つ
い

て
制

度
改

善
を

行
う

。

・
設

置
認

可
審

査
に

お
い

て
、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

見
直

し
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
従

来
の

学

問
分

野
に

収
ま

ら
な

い
分

野
の

審
査

を
行

う
体

制
を

整
備

す
る

。

・
教

育
の

質
に

影
響

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

定
員

超
過

に
対

す
る

私
学

助
成

の
配

分
に

お
い

て
一

層
の

厳
格

化
を

行
う

。

○
認

証
評

価
制

度
の

見
直

し

・
認

証
評

価
に

お
け

る
各

高
等

教
育

機
関

の
負

担
軽

減
を

踏
ま

え
つ

つ
、
教

育
・
学

修
や

研
究

の
質

を
一

層
高

め
る

た
め

、
例

え
ば

学
部
・
研

究
科

等
に

応
じ

た
定

性
的

評
価

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、
教

育
研

究
情

報
に

基
づ

く
定

量
的

評
価

を
行

い
、
こ

れ
ら

に
基

づ
き

在
学

中
に

ど
れ

く
ら

い
力

を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
た

の
か

と
い

っ
た

大
学

等
の

教
育

の
質

を
数

段
階

で
示

し

た
上

で
公

表
す

る
な

ど
、

新
た

な
評

価
制

度
へ

移
行

す
る

た
め

の
制

度
改

善
を

行
う

。

・
上

記
の

新
た

な
評

価
制

度
に

お
け

る
評

価
の

結
果

公
表

に
つ

い
て

、
評

価
を

受
け

る
高

等
教

育
機

関
の

長
所

や
特

色
、
指

摘
事

項
を

簡
潔

に
ま

と
め

た
要

約
資

料
を

作
成

す
る

な
ど

、
国

民

に
対

し
て

分
か

り
や

す
い

仕
組

み
を

構
築

す
る

。

・
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

事
務

手
続

の
軽

減
を

図
る

観
点

や
、
新

た
な

評
価

制
度

の
充

実

6
7
 
見

直
し

に
お

い
て

は
、
国

際
的

な
評

価
機

関
に

よ
る

評
価

 （
例

え
ば

、
ビ

ジ
ネ

ス
教

育
分

野
に

お
い

て
は

、
ア

メ
リ

カ
を

拠
点

と
す

る
A
A
C
S
B

（
T
h
e
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 t
o
 A
d
v
a
n
c
e
 C
o
l
l
e
g
i
a
t
e
 S
c
h
o
o
l
s
o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
）
、

欧
州

を
拠

点
と

す
る

E
F
M
D
（

E
u
r
o
p
e
a
n
 F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 f
o
r
 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
）
、

英
国

を
拠

点
と

す
る

A
M
B
A
（

T
h
e
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 o
f
 M
B
A
s
）

等
が

あ
る

。
）

と
の

整
合

性
に

も
留

意
が

必

要
で

あ
る

。
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の
観

点
か

ら
、
評

価
に

お
け

る
デ

ー
タ

活
用

の
た

め
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
に

つ
い

て
検

討

す
る

。
 

②
外

国
人

留
学

生
や

社
会

人
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
学

生
の

受
入

れ
促

進

一
人

一
人

が
そ

の
可

能
性

を
最

大
限

発
揮

し
、

今
後

の
社

会
で

生
き

て
い

く
能

力
を

獲
得

し
、

我
が

国
の

「
知

の
総

和
」

を
向

上
す

る
た

め
に

は
、

高
等

教
育

機
関

が
、

教
育

を
提

供
す

る
側

が
考

え
る

画

一
的

な
教

育
の

場
か

ら
、

多
様

な
価

値
観

を
持

つ
多

様
な

人
材

が
集

ま
る

こ
と

で
相

互
作

用
が

生
ま

れ
、

新
た

な
価

値
が

創
造

さ
れ

る
場

（
多

様
な

価
値

観
が

集
ま

る
キ

ャ
ン

パ
ス

）
に

転
換

す
る

こ
と

が
求

め

ら
れ

る
。

 

多
様

な
価

値
観

が
集

ま
る

キ
ャ

ン
パ

ス
の

実
現

に
向

け
て

、
「

1
8

歳
中

心
主

義
」

と
い

う
前

提
を

改

め
、

多
様

な
日

本
人

学
生

の
受

入
れ

、
留

学
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
拡

大
、

社
会

人
の

受
入

れ
、

通
信

教
育

課

程
の

質
の

向
上

、
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
支

え
る

環
境

整
備

等
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

ア
．

多
様

な
学

生
の

受
入

れ
推

進

大
学

進
学

者
数

が
大

幅
に

減
少

す
る

こ
と

に
伴

い
入

学
者

選
抜

に
お

け
る

選
抜

機
能

も
低

下
す

る

中
、

多
様

な
背

景
を

持
つ

学
生

が
入

学
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

多
様

な
評

価
方

法
に

よ
り

受

験
生

を
丁

寧
に

見
る

入
学

者
選

抜
や

、
横

の
流

動
性

を
確

保
す

る
こ

と
で

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

適
性

に

応
じ

た
教

育
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
す

る
た

め
の

転
編

入
学

等
を

柔
軟

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

障
害

の
あ

る
学

生
に

つ
い

て
も

、
障

害
を

理
由

に
修

学
を

断
念

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

体
制

や
環

境
を

整
え

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
が

人
材

育
成

や
「

知
」

の
創

造
の

拠
点

と
し

て
社

会
に

価
値

を
提

供
し

続
け

る
た

め
に

も
、

キ
ャ

ン
パ

ス
全

体
が

有
機

的
に

連
携

し
、

あ
ら

ゆ
る

分
野

、
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

、
あ

ら

ゆ
る

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

共
創

で
き

る
拠

点
「

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
モ

ン
ズ

6
8
」

と
な

る
こ

と
も

必
要

で

あ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
多

面
的

・
総

合
的

な
入

学
者

選
抜

の
推

進

・
高

等
学

校
ま

で
の

探
究

学
習

や
学

校
内

外
で

意
欲

的
に

取
り

組
ん

だ
活

動
6
9
等

に
よ

り
得

ら

れ
た

学
習

成
果

を
各

大
学

の
個

別
入

試
に

お
け

る
評

価
に

活
用

す
る

こ
と

を
推

進
す

る
た

め

に
、

高
等

教
育

機
関

に
対

し
て

探
究

学
習

等
の

活
動

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

高
等

学
校

と
大

学
と

の
連

携
促

進
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。

・
今

後
の

高
等

学
校

段
階

に
お

け
る

教
育

課
程

等
の

見
直

し
の

動
向

を
見

据
え

つ
つ

、
入

学
者

選
抜

の
改

善
を

促
す

た
め

、
必

要
な

大
学

入
学

者
選

抜
実

施
要

項
の

改
訂

を
行

う
。

6
8
 
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

モ
ン

ズ
（

共
創

拠
点

）
と

は
、

大
学

等
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

を
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
関

わ
り

合
い

様
々

な

価
値

を
生

み
出

す
場
・
空

間
と

し
て

い
く

考
え

方
で

あ
る

。（
国

立
大

学
法

人
等

の
施

設
整

備
の

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

協
力

者
会

議
「

我

が
国

の
未

来
の

成
長

を
見

据
え

た
「

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
コ

モ
ン

ズ
（

共
創

拠
点

）
」
の

更
な

る
展

開
に

向
け

て
」（

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年

1
0

月
）
）

 
6
9
 
生

徒
会

活
動

、
部

活
動

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル
（

S
S
H
）
を

始
め

と
す

る
各

高
等

学
校

に
お

け
る

課
題

研
究

、
そ

の
他

生
徒

が
自

ら
関

わ
っ

て
き

た
諸

活
動

、
専

門
高

校
の

校
長

会
や

民
間

事
業

者
等

が
実

施
す

る
資

格
・
検

定
等

、
各

種
大

会
・
コ

ン
ク

ー
ル

等
、
留

学
・
海

外
経

験
等

、
特

色
あ

る
教

育
課

程
を

実
施

す
る

学
校

に
お

け
る

学
習

活
動

等
（

文
部

科
学

省
「

令
和

7
年

度
大

学
入

学
者

選
抜

実
施

要
項

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
）
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2
3
 

○
転

編
入

学
等

の
柔

軟
化

・
単

位
互

換
・

科
目

等
履

修
・

履
修

証
明

制
度

、
単

位
累

積
加

算
に

よ
る

学
位

授
与

制
度

の
活

用
を

促
進

す
る

た
め

に
制

度
の

情
報

を
整

理
し

周
知

す
る

。

・
他

の
高

等
教

育
機

関
か

ら
の

転
編

入
学

の
増

加
を

図
る

た
め

に
、

転
編

入
学

生
を

受
け

入
れ

る
際

の
定

員
の

扱
い

に
つ

い
て

制
度

改
善

を
行

う
。

○
障

害
の

あ
る

学
生

へ
の

支
援

・
高

等
教

育
進

学
機

会
の

拡
大

に
向

け
て

、
障

害
の

あ
る

学
生

支
援

に
関

す
る

学
長

を
は

じ
め

全
て

の
教

職
員

の
理

解
増

進
の

取
組

を
推

進
す

る
。

・
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
各

学
生

と
の

建
設

的
対

話
を

踏
ま

え
た

適
切

な
支

援
の

実
施

の
た

め
、

障
害

学
生

支
援

の
大

学
等

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

等
の

活
用

を
促

進
す

る
7
0
。

○
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
支

え
る

環
境

整
備

・
留

学
生

、
社

会
人

、
女

性
学

生
等

の
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
支

え
る

環
境

の
整

備
の

た
め

に
施

設
整

備
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

イ
．

留
学

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

拡
大

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

み
、

世
界

各
国

が
留

学
生

獲
得

に
し

の
ぎ

を
削

る
中

で
、

質
の

高
い

教
育

研
究

を
行

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
優

秀
な

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

を
進

め
る

具
体

的
な

方
策

を
実

行
し

、

併
せ

て
高

い
志

を
有

す
る

日
本

人
学

生
の

海
外

派
遣

を
拡

大
し

、
留

学
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
推

進
し

て
い

く

と
と

も
に

、
高

等
教

育
機

関
の

国
際

化
を

図
り

、
多

様
な

価
値

観
や

異
文

化
を

持
つ

学
生

が
相

互
に

刺

激
を

与
え

な
が

ら
切

磋さ

琢た
く

磨
す

る
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

現
す

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

。
 

そ
の

た
め

に
、

日
本

人
の

海
外

派
遣

に
関

し
て

は
、

短
期

の
留

学
の

み
な

ら
ず

、
海

外
の

大
学

に
お

け
る

単
位

認
定

や
学

位
取

得
を

目
指

し
て

中
長

期
に

留
学

す
る

学
生

の
増

加
も

含
め

、
早

期
か

ら
の

留

学
機

運
醸

成
に

向
け

た
取

組
や

、
留

学
し

や
す

い
環

境
の

整
備

、
留

学
の

た
め

の
奨

学
金

等
を

充
実

さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
各

高
等

教
育

機
関

は
、

自
ら

の
強

み
や

特
色

を
踏

ま
え

、
様

々
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

諸
外

国
の

留
学

生
の

動
向

を
分

析
し

、
優

秀
な

留
学

生
を

よ
り

引
き

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
教

育
環

境
を

、
他

機

関
と

の
連

携
も

含
め

て
提

供
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

外
国

人
留

学
生

が
日

本
人

学
生

と
一

体
感

を
持

っ
て

共
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
質

の
高

い
教

育
研

究
活

動
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
相

応
の

負
担

が
生

じ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
適

正
な

対
価

を
徴

収
し

つ
つ

、
外

国
人

留
学

生
へ

の
き

め
細

か
な

支

援
を

持
続

的
・

安
定

的
に

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
一

方
、

安
全

保
障

貿
易

管
理

や
、

学
業

成
績

及

び
資

格
外

活
動

の
状

況
等

を
的

確
に

把
握

し
つ

つ
在

籍
管

理
を

徹
底

す
る

こ
と

に
よ

り
、

誰
も

が
安

全

に
安

心
し

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

担
保

す
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
日

本
語

教
育

機

7
0
 
障

害
の

あ
る

学
生

の
修

学
支

援
に

関
す

る
検

討
会

「
障

害
の

あ
る

学
生

の
修

学
支

援
に

関
す

る
検

討
会

報
告
（

第
三

次
ま

と
め

）
」（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）
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関
認

定
法

7
1
を

踏
ま

え
、

日
本

語
教

育
機

関
と

の
連

携
の

進
展

も
期

待
さ

れ
る

。
 

加
え

て
、

優
秀

な
外

国
人

教
員

を
採

用
す

る
こ

と
は

、
教

育
研

究
の

水
準

の
向

上
や

国
際

化
に

資
す

る
こ

と
か

ら
、

外
国

人
教

員
の

採
用

に
つ

い
て

、
一

層
積

極
的

に
考

慮
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

あ
わ

せ
て

、
我

が
国

の
初

等
中

等
教

育
段

階
に

お
い

て
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

が
増

加
し

て
お

り
、

留
学

以
外

の
在

留
資

格
に

よ
る

外
国

籍
の

生
徒

の
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
も

増
え

て
い

く

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

中
で

の
対

応
も

求
め

ら
れ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
外

国
人

留
学

生
等

の
受

入
れ

推
進

・
我

が
国

へ
の

留
学

希
望

者
に

対
す

る
早

期
か

ら
の

リ
ク

ル
ー

ト
や

、
日

本
の

強
み

で
あ

る
学

問
分

野
の

ア
ピ

ー
ル

、
卒

業
後

の
定

着
に

関
す

る
取

組
等

に
関

す
る

戦
略

的
な

広
報
・
情

報
発

信
を

強
化

す
る

。

・
高

等
教

育
機

関
が

所
在

す
る

地
方

公
共

団
体

の
ニ

ー
ズ

や
状

況
に

合
わ

せ
た

外
国

人
留

学
生

を
受

け
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

、
高

等
教

育
機

関
と

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

強
化

を
促

進
す

る
7
2
。

・
外

国
人

留
学

生
受

入
れ

の
た

め
の

入
学

者
選

抜
に

つ
い

て
、
各

高
等

教
育

機
関

で
十

分
な

能

力
等

を
有

し
て

い
る

か
を

適
切

に
判

定
す

る
よ

う
徹

底
す

る
。

・
一

定
の

質
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
上

で
、
優

秀
な

外
国

人
留

学
生

の
受

入

れ
強

化
に

つ
な

が
る

弾
力

的
な

定
員

管
理

方
策

に
つ

い
て

検
討

し
、

制
度

改
善

を
行

う
。

・
大

学
に

お
け

る
秋

季
入

学
や

ク
ォ

ー
タ

ー
制

な
ど

学
事

暦
の

多
様

化
・
柔

軟
化

を
推

進
す

る
。
 

・
外

国
語

に
よ

る
授

業
の

充
実

・
増

加
、
外

国
人

留
学

生
向

け
の

日
本

語
教

育
、
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
、
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
そ

の
他

学
修

支
援
・
相

談
体

制
の

充
実

に
向

け
た

各
高

等
教

育
機

関

の
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
大

学
の

体
制

強
化

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
適

切
な

対
価

の
徴

収
を

奨
励

す
る

。

・
外

国
人

留
学

生
の

増
加

に
対

応
す

る
た

め
の

日
本

人
学

生
と

の
交

流
も

含
め

た
生

活
・
学

業

支
援

体
制

及
び

環
境

の
整

備
や

、
学

生
寮

等
の

施
設

整
備

を
推

進
す

る
。

・
外

国
人

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
企

業
と

大
学

等
の

連
携

強
化

等
を

通
じ

て
、
外

国
人

留
学

生

が
国

内
企

業
等

へ
就

職
す

る
た

め
に

必
要

な
ス

キ
ル

の
養

成
や

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。

・
日

本
語

指
導

が
必

要
な

生
徒

の
進

学
促

進
の

た
め

、
高

等
学

校
等

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
に

関
す

る
調

査
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
留

学
以

外
の

在
留

資
格

に
よ

る
外

国
籍

学
生

が
大

学
生

活
を

円
滑

に
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
学

業

等
支

援
の

充
実

に
向

け
て

、
大

学
等

に
お

け
る

支
援

体
制

整
備

等
に

係
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

を
行

う
。

・
政

府
関

連
在

外
拠

点
や

駐
日

外
国

公
館

等
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

○
日

本
人

学
生

の
派

遣
の

推
進

・
休

学
や

留
年

を
せ

ず
に

留
学

し
や

す
い

環
境

の
提

供
の

た
め

に
高

等
教

育
機

関
の

国
際

通
用

7
1
 
日

本
語

教
育

の
適

正
か

つ
確

実
な

実
施

を
図

る
た

め
の

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

等
に

関
す

る
法

律
（

令
和

５
年

法
律

第
4
1
号

）
 

7
2
  
な

お
、

そ
の

際
、

外
国

人
留

学
生

の
家

族
を

含
む

日
本

で
の

生
活

に
資

す
る

幅
広

い
情

報
の

提
供

等
に

配
慮

す
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
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2
5
 

性
向

上
に

向
け

た
体

制
整

備
の

促
進

や
、
産

業
界

へ
多

様
な

採
用

活
動

を
行

う
よ

う
働

き
か

け

を
行

う
。

 

・
留

学
の

た
め

の
奨

学
金

等
、

経
済

的
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

・
日

本
企

業
に

よ
る

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

機
会

の
提

供
や

留
学

等
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
の

積
極

的
な

評
価

等
、
産

業
界

の
協

力
も

得
る

こ
と

で
留

学
経

験
者

を
受

け
入

れ
る

企
業

と
大

学

等
の

連
携

を
強

化
す

る
。

○
国

際
化

に
対

応
で

き
る

組
織

体
制

の
整

備

・
外

国
人

留
学

生
の

支
援

等
へ

の
負

担
か

ら
教

員
本

来
の

教
育

研
究

活
動

が
お

ろ
そ

か
に

な
る

こ
と

等
が

な
い

よ
う

、
実

態
把

握
を

踏
ま

え
つ

つ
、
国

際
的

な
業

務
に

精
通

し
た

職
員

の
育

成

等
を

含
め

た
大

学
の

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ
・
管

理
体

制
の

強
化

等
、
大

学
の

国
際

化
を

支

援
す

る
。

・
国

内
外

に
お

け
る

我
が

国
の

学
位

や
称

号
の

透
明

性
や

比
較

可
能

性
を

高
め

る
た

め
の

資
格

枠
組

み
の

検
討

を
加

速
化

す
る

。

・
国

内
大

学
等

の
海

外
分

校
設

置
に

係
る

環
境

整
備

の
推

進
や

、
当

該
分

校
等

を
活

用
し

た
多

文
化

共
修

環
境

整
備

を
促

進
す

る
。

○
適

切
な

在
籍

管
理

、
技

術
流

出
防

止
対

策
の

徹
底

・
強

化

・
適

切
な

在
籍

管
理

を
行

う
た

め
の

基
準

の
周

知
、
在

籍
管

理
非

適
正

校
等

の
大

学
等

名
の

公

表
、
私

学
助

成
の

厳
格

な
対

応
、
留

学
生

数
等

の
情

報
公

開
の

強
化

等
、
適

切
な

在
籍

管
理

の

徹
底

・
強

化
を

図
る

。

・
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
安

全
保

障
貿

易
管

理
を

含
む

各
機

関
の

規
模

と
実

情
に

応
じ

た
研

究
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

取
組

や
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

7
3
の

確
保

に
係

る
取

組
の

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
を

推
進

す
る

た
め

の
支

援
の

充
実

を
図

る
。

ウ
．

社
会

人
の

学
び

の
場

の
拡

大

人
生

1
0
0
年

時
代

に
お

い
て

は
、
人

々
は

、「
教

育
・
仕

事
・
老

後
」
と

い
う

３
ス

テ
ー

ジ
の

単
線

型

の
人

生
で

は
な

く
、

教
育

と
仕

事
の

行
き

来
、

高
等

教
育

機
関

の
間

や
産

業
界

の
間

の
行

き
来

な
ど

の

あ
る

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ジ
の

人
生

を
送

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
我

が
国

で
は

、
依

然
と

し

て
単

線
型

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
で

あ
り

、
定

め
ら

れ
た

期
間

内
で

進
級

し
た

り
、

就
職

し
た

り
す

る
こ

と

が
前

提
と

な
る

考
え

方
が

強
い

が
、

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ジ
の

人
生

へ
の

変
化

が
予

想
さ

れ
る

中
に

お
い

て

は
、

こ
の

単
線

的
年

齢
中

心
主

義
か

ら
脱

却
し

、
様

々
な

キ
ャ

リ
ア

の
可

能
性

を
模

索
す

る
時

間
と

柔

軟
性

を
持

つ
仕

組
み

づ
く

り
が

重
要

で
あ

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
我

が
国

の
社

会
人

の
学

修
意

欲
は

諸
外

国
と

比
べ

て
極

め
て

低
く

、
産

業
界

も
人

材
投

資
が

低
調

で
資

格
取

得
が

可
能

な
教

育
課

程
を

除
き

、
社

会
人

教
育

の
場

と
し

て
大

学
等

が
十

分

に
活

用
さ

れ
て

い
な

い
現

状
が

あ
る

。
こ

れ
は

、
社

会
人

に
な

っ
て

か
ら

高
等

教
育

機
関

で
学

修
す

る

こ
と

の
意

義
を

見
い

だ
す

こ
と

が
で

き
ず

、
産

業
界

も
大

学
等

を
活

用
す

る
意

義
や

必
要

性
を

感
じ

て

7
3
 
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

は
、
研

究
の

国
際

化
や

オ
ー

プ
ン

化
に

伴
う

新
た

な
リ

ス
ク

に
対

し
て

新
た

に
確

保
が

求
め

ら
れ

る
、
研

究
の

健

全
性

・
公

正
性

を
意

味
す

る
。
（

統
合

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
推

進
会

議
「

研
究

活
動

の
国

際
化

、
オ

ー
プ

ン
化

に
伴

う
新

た
な

リ
ス

ク
に

対
す

る
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

の
確

保
に

係
る

対
応

方
針

に
つ

い
て

」
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
４

月
）
）
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い
な

い
実

態
も

あ
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

に
つ

い
て

、
高

等
教

育
機

関
は

社
会

か

ら
の

期
待

や
信

頼
を

得
ら

れ
て

い
な

い
と

い
う

危
機

感
を

持
つ

べ
き

で
あ

る
。

高
等

教
育

機
関

で
は

、

地
域

社
会

の
持

続
的

な
発

展
を

け
ん

引
し

つ
つ

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
魅

力
的

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
経

営
者

や
公

務
員

等
を

含
め

た
社

会
人

が
学

び
や

す
い

教
育

環
境

を
整

備

す
る

こ
と

や
、

学
び

直
し

に
よ

る
個

人
・

企
業

の
成

長
の

効
果

を
示

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

特
に

、
地

域
の

中
核

と
な

る
高

等
教

育
機

関
は

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

に
も

力
を

入
れ

る
必

要
が

あ
り

、

地
方

公
共

団
体

や
地

元
企

業
等

の
産

業
界

と
の

連
携

を
よ

り
一

層
強

め
、

高
等

学
校

等
を

卒
業

し
て

就

職
し

た
者

を
含

め
地

域
の

中
核

的
産

業
を

担
っ

て
い

る
人

材
の

高
度

化
や

、
地

域
の

将
来

を
担

う
人

材

を
輩

出
す

る
地

方
創

生
の

拠
点

と
な

っ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
社

会
人

が
学

び
や

す
い

教
育

環
境

の
整

備

・
国

に
お

い
て

、
社

会
人

や
産

業
界

に
と

っ
て

魅
力

的
な

教
育

を
行

う
た

め
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

高
等

教
育

機
関

が
産

業
界

と
連

携
し

て
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
等

を
行

う
た

め
の

体
制

整
備

へ
の

支
援

を
行

う
。

・
科

目
等

履
修

生
等

を
相

当
数

受
け

入
れ

る
場

合
に

お
け

る
受

入
れ

人
数

等
を

勘
案

し
た

、
教

育
環

境
の

質
の

担
保

の
在

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
う

7
4
。

・
各

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
担

当
す

る
教

員
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
付

与
が

な
さ

れ
る

よ
う

大
学

等
に

積
極

的
に

呼
び

か
け

を
行

う
。

・
社

会
人

の
主

体
的

な
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
を

推
進

す
る

た
め

に
、

教
育

訓
練

給
付

制
度

や
人

材
開

発
支

援
助

成
金

等
の

支
援

策
の

情
報

発
信

を
図

る
。

○
高

等
教

育
機

関
と

産
業

界
・

地
方

公
共

団
体

等
と

の
組

織
レ

ベ
ル

で
の

連
携

推
進

・
企

業
の

成
長

に
直

結
し

、
か

つ
高

等
教

育
機

関
に

し
か

で
き

な
い

こ
と

を
目

指
し

た
産

学
協

働
体

制
に

よ
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
モ

デ
ル

の
構

築
を

支
援

す
る

。

・
中

小
企

業
の

社
員

や
経

営
者

を
念

頭
に

置
い

た
、

地
方

創
生

・
地

域
産

業
の

発
展

に
資

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
地

域
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

を
支

援
す

る
。

・
地

域
の

社
会

人
と

学
生

が
共

に
学

ぶ
キ

ャ
ン

パ
ス

の
実

現
や

地
方

公
共

団
体

や
産

業
界

と
の

共
創

拠
点

の
整

備
の

充
実

、
地

域
と

連
携

し
た

地
域

産
業

振
興

・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

創
出

の
た

め
の

拠
点

整
備

の
た

め
に

施
設

整
備

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

エ
．

通
信

教
育

課
程

の
質

の
向

上

幅
広

い
年

齢
層

と
約

半
数

の
有

職
者

の
学

生
で

構
成

さ
れ

る
通

信
教

育
課

程
の

果
た

す
役

割
も

重

要
で

あ
る

。
通

信
教

育
課

程
は

、
学

生
の

年
齢

、
職

業
、

学
歴

が
多

様
で

あ
り

、
高

等
教

育
機

関
既

卒

者
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
も

含
め

て
「

だ
れ

で
も

」
「

い
つ

で
も

」
「

ど
こ

で
も

」
学

ぶ
こ

と
を

保
障

す
る

7
4
 
平

成
1
9
 （
2
0
0
7
）
年

の
大

学
設

置
基

準
等

の
一

部
改

正
に

よ
っ

て
、
科

目
等

履
修

生
等

を
相

当
数

受
け

入
れ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
基

幹

教
員

数
 （
専

任
教

員
数

）
や

校
地
・
校

舎
の

面
積

数
の

基
準

を
考

慮
し

て
、
教

育
に

支
障

の
な

い
よ

う
、
そ

れ
ぞ

れ
相

当
数

の
基

幹
教

員
 （
専

任
教

員
）
や

校
地
・
校

舎
の

面
積

を
増

加
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
 （
大

学
設

置
基

準
第

3
1
条

第
４

項
）
。
科

目
等

履
修

生
等

の
履

修
等

の

実
態

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
一

律
に

基
準

を
設

け
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

こ
と

に
留

意
が

必
要

で
あ

る
。
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シ
ス

テ
ム

を
体

現
し

て
い

る
。
近

年
、
通

信
制

大
学
（

学
部

）
に

お
い

て
、
1
8
歳

～
2
2
歳

の
年

齢
層

の

学
生

の
割

合
や

最
終

学
歴

が
高

等
学

校
卒

業
者

の
割

合
が

増
加

し
つ

つ
あ

り
、

若
年

層
学

生
の

受
入

れ

と
い

う
点

で
は

平
成

初
期

の
頃

と
の

類
似

性
を

見
せ

つ
つ

あ
る

一
方

で
、
5
0
歳

以
上

の
年

齢
層

の
学

生

の
割

合
も

増
加

し
て

い
る

な
ど

、
社

会
人

を
中

心
と

し
つ

つ
も

、
よ

り
多

様
な

年
齢

・
属

性
の

学
生

が

利
用

し
て

い
る

7
5
。

他
方

で
、

こ
う

し
た

学
生

の
年

齢
や

属
性

に
つ

い
て

は
、

資
格

取
得

・
リ

カ
レ

ン

ト
等

の
学

生
の

学
修

目
的

や
学

問
分

野
等

に
応

じ
て

、
大

学
ご

と
に

異
な

る
特

性
が

見
ら

れ
る

。

ま
た

、
情

報
技

術
の

進
歩

を
踏

ま
え

、
大

学
通

信
教

育
の

手
法

も
、

伝
統

的
な

印
刷

教
材

等
と

ス
ク

ー
リ

ン
グ

に
よ

る
授

業
の

み
な

ら
ず

、
メ

デ
ィ

ア
を

利
用

し
て

行
う

授
業

の
活

用
が

広
が

っ
て

い
る

。
 

今
後

、
通

信
教

育
課

程
の

質
の

向
上

の
た

め
に

は
、

通
学

課
程

と
は

異
な

る
通

信
教

育
課

程
と

し
て

の
特

色
と

大
学

ご
と

の
学

生
属

性
等

の
特

性
の

双
方

を
踏

ま
え

た
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
対

面
性

が
確

保
で

き
る

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
授

業
等

の
更

な
る

活
用

や
教

育

支
援

体
制

の
充

実
等

が
求

め
ら

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
時

代
の

変
化

を
踏

ま
え

た
通

信
教

育
課

程
の

在
り

方
の

見
直

し

・
通

信
教

育
課

程
の

特
色

等
を

踏
ま

え
た

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

立
、

学
生

の
多

様
な

属
性

等
に

対
応

し
た

き
め

細
か

な
教

育
支

援
体

制
の

構
築

促
進

や
情

報
公

表
を

更
に

促
進

す
る

た
め

に
、

大
学

通
信

教
育

に
関

す
る

実
態

調
査

を
行

い
、

通
信

教
育

課
程

の
更

な
る

質
の

向
上

の
た

め
の

制
度

改
善

や
学

生
へ

の
支

援
の

見
直

し
に

向
け

た
検

討
等

を
行

う
。

・
放

送
大

学
に

お
い

て
、

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

、
よ

り
効

果
的

な
次

世
代

遠
隔

高
等

教
育

モ
デ

ル
の

開
発

や
他

大
学

へ
の

普
及

展
開

を
図

る
。

ま
た

、
放

送
大

学
と

私
立

大
学

通
信

教
育

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

③
大

学
院

教
育

の
改

革

大
学

院
は

、「
創

造
性

豊
か

な
優

れ
た

研
究
・
開

発
能

力
を

持
つ

研
究

者
等

の
養

成
」
、「

高
度

な
専

門

的
知

識
・

能
力

を
持

つ
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
」
、
「

確
か

な
教

育
能

力
と

研
究

能
力

を
兼

ね
備

え
た

大
学

教
員

の
養

成
」

及
び

「
知

識
基

盤
社

会
を

多
様

に
支

え
る

高
度

で
知

的
な

素
養

の
あ

る
人

材
の

育

成
」

と
い

う
４

つ
の

人
材

育
成

機
能

7
6
を

担
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
高

等
教

育
の

中
で

も
と

り
わ

け

大
学

院
は

、
知

の
生

産
、

価
値

創
造

を
先

導
す

る
「

知
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
」

を
育

成
す

る
役

割

を
中

心
に

担
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

存
在

で
あ

る
7
7
。

 

近
年

、
国

内
外

に
お

け
る

国
際

的
な

競
争

環
境

が
年

々
高

ま
る

一
方

で
、
今

後
1
8
歳

人
口

が
減

少
す

7
5
 
平

成
６
（

1
9
9
4
）
年

、
平

成
2
1
 （
2
0
0
9
）
年

、
令

和
６

 （
2
0
2
4
）
年

の
変

化
を

み
る

と
、
通

信
制

大
学
（

学
部

）
の

学
生

に
占

め
る

1
8
～

2
2
歳

の
学

生
割

合
は

、
2
4
％

、
９

％
、

1
9
％

で
あ

り
、

5
0
歳

以
上

の
学

生
割

合
は

、
７

％
、

2
1
％

、
3
2
％

で
あ

り
、

学
生

に
占

め
る

有
職

者
（

学
校

基
本

調
査

上
、
「

無
職

」
と

「
そ

の
他

」
を

除
い

た
者

と
し

て
集

計
）

の
割

合
は

、
5
2
％

、
4
6
％

、
4
8
％

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

通

信
制

大
学

（
学

部
）

の
入

学
者

の
う

ち
最

終
学

歴
が

高
等

学
校

卒
業

の
者

の
割

合
は

、
平

成
６

（
1
9
9
4
）

年
が

5
0
％

、
平

成
2
1
（

2
0
0
9
）

年
が

2
6
％

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
が

3
2
％

で
あ

る
。

 
7
6
 
中

央
教

育
審

議
会
「

新
時

代
の

大
学

院
教

育
－

国
際

的
に

魅
力

あ
る

大
学

院
教

育
の

構
築

に
向

け
て

－
（

答
申

）
」（

平
成

1
7
 （
2
0
0
5
）
年

９
月

）
 

7
7
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

2
0
4
0
年

を
見

据
え

た
大

学
院

教
育

の
あ

る
べ

き
姿

～
社

会
を

先
導

す
る

人
材

の
育

成
に

向
け

た
体

質
改

善
の

方
策

～
（

審
議

ま
と

め
）
」
（

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
１

月
）
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8
 

る
中

に
お

い
て

、
大

学
院

で
の

高
度

な
教

育
を

受
け

た
よ

り
多

く
の

修
士

7
8
・

博
士

人
材

が
多

様
な

フ

ィ
ー

ル
ド

で
活

躍
す

る
社

会
の

実
現

7
9
が

欠
か

せ
な

い
。

 

こ
の

よ
う

な
社

会
の

実
現

に
向

け
て

は
、

優
秀

で
多

様
性

に
富

む
学

生
が

大
学

院
に

進
学

し
、

質
の

高
い

教
育

研
究

が
行

わ
れ

、
修

了
者

が
高

い
専

門
性

と
汎

用
的

能
力

を
有

す
る

人
材

と
し

て
社

会
か

ら

高
い

評
価

を
受

け
る

と
と

も
に

、
そ

れ
に

よ
り

更
に

魅
力

的
な

学
修

環
境

が
整

え
ら

れ
、

優
秀

な
学

生

が
集

ま
る

、
と

い
う

好
循

環
を

作
り

出
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
に

は
、

公
平

・
公

正
を

前

提
と

し
つ

つ
、

社
会

人
や

学
外

か
ら

の
進

学
も

促
進

さ
れ

る
よ

う
な

多
様

な
入

学
者

の
受

入
れ

に
取

り

組
み

、
一

人
一

人
の

能
力

を
全

面
的

に
引

き
上

げ
る

質
の

高
い

大
学

院
教

育
を

推
進

し
、

大
学

院
修

了

者
、
特

に
博

士
人

材
の

社
会

的
評

価
の

向
上

と
認

知
の

拡
大

を
進

め
、
幅

広
い

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
開

拓
・

拡
充

し
て

い
く

こ
と

を
並

行
し

て
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

そ
の

上
で

、
博

士
人

材
の

育
成
・
活

躍
に

関
し

て
は

、
2
0
4
0
年

に
お

け
る

人
口

1
0
0
万

人
当

た
り

の

博
士

号
取

得
者

数
を

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

に
引

き
上

げ
る

こ
と

8
0
を

目
指

し
、

施
策

を
展

開
す

る
こ

と

が
適

当
8
1
で

あ
る

。
当

面
は

、
多

く
が

修
士

課
程

修
了

後
に

就
職

を
希

望
す

る
自

然
科

学
系

に
つ

い
て

は
、

博
士

課
程

進
学

者
の

増
加

を
、

ま
た

、
多

く
が

学
士

課
程

修
了

後
に

就
職

を
希

望
す

る
人

文
・

社

会
科

学
系

に
つ

い
て

は
、

修
士

課
程

進
学

者
の

増
加

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

こ
の

目
標

を
実

現
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

大
学

院
を

持
つ

全
て

の
大

学
が

競
争

的
環

境
の

下
で

、
自

主
的

・
自

律
的

に
、

修
士

・
博

士
課

程
と

学
士

課
程

の
量

的
な

構
成

や
、

学
士

課
程

か
ら

直
接

進
学

す

る
者

・
外

国
人

留
学

生
・

社
会

人
学

生
等

の
構

成
割

合
、

量
的

拡
大

に
伴

う
大

学
院

の
組

織
編

制
や

研

究
指

導
体

制
等

に
つ

い
て

、
よ

り
良

い
在

り
方

を
模

索
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
そ

の
上

で
、

学
士

・

修
士

の
５

年
一

貫
教

育
の

推
進

等
の

施
策

も
講

じ
な

が
ら

大
学

院
修

了
を

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

に
し

て
い

く
と

い
っ

た
発

想
の

転
換

や
、

研
究

型
大

学
を

中
心

に
、

学
部

か
ら

大
学

院
教

育
へ

の
収

容
定

員
・

資

源
の

シ
フ

ト
を

率
先

し
て

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
踏

ま
え

た
大

胆

な
変

革
に

向
け

た
大

学
の

取
組

を
促

進
す

る
こ

と
や

、
必

要
に

応
じ

て
大

学
院

設
置

基
準

を
は

じ
め

と

す
る

法
令

等
を

見
直

す
こ

と
な

ど
、

大
学

の
取

組
を

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ア
．

質
の

高
い

大
学

院
教

育
の

推
進

学
生

一
人

一
人

の
能

力
を

最
大

限
高

め
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

大
学

院
に

お
い

て
、

よ
り

質
の

高
い

教
育

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

質
の

高
い

教
育

と
は

、
高

度
な

専
門

的
知

識
と

課
題

発
見

・
解

決

能
力

等
の

汎
用

的
能

力
を

育
成

し
、

学
生

自
身

も
そ

れ
ら

の
能

力
の

意
味

や
重

要
性

を
自

覚
で

き
る

よ

う
に

す
る

こ
と

で
あ

る
。

特
に

、
博

士
課

程
に

お
い

て
は

、
研

究
活

動
や

博
士

論
文

執
筆

の
過

程
で

身

に
つ

く
専

門
知

識
だ

け
で

な
い

様
々

な
能

力
等

を
定

義
し

評
価

す
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
、

こ
の

ト
ラ

ン

ス
フ

ァ
ラ

ブ
ル

ス
キ

ル
8
2
の

育
成

も
大

学
院

教
育

に
お

い
て

重
要

な
要

素
で

あ
る

。

7
8
 
専

門
職

大
学

院
の

課
程

を
修

了
し

た
者

に
対

し
て

授
与

す
る
「

修
士
（

専
門

職
）
」
、「

法
務

博
士
（

専
門

職
）
」
、「

教
職

修
士
（

専
門

職
）
」

の
学

位
を

含
む

。
 

7
9
 
文

部
科

学
省

「
博

士
人

材
活

躍
プ

ラ
ン

～
博

士
を

と
ろ

う
～

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）

 
8
0
 
こ

れ
は

、
2
0
4
0
年

に
お

け
る

人
口

1
0
0
万

人
当

た
り

の
博

士
号

取
得

者
を

2
0
2
0
年

度
比

約
３

倍
と

す
る

規
模

で
あ

る
。

 
8
1
 
文

部
科

学
省

「
博

士
人

材
活

躍
プ

ラ
ン

～
博

士
を

と
ろ

う
～

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）

 
8
2
 
T
r
a
n
s
f
e
r
a
b
l
e
 S
k
i
l
l
s
 ：
一

つ
の

文
脈

で
得

た
ス

キ
ル

の
う

ち
、
そ

の
文

脈
以

外
の

場
面

で
も

活
用

で
き

る
汎

用
的

な
ス

キ
ル

の
こ

と
。

大
学

院
教

育
に

お
い

て
は

、
研

究
を

中
心

と
し

た
様

々
な

活
動

の
中

で
身

に
付

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
、
研

究
・
開

発
以

外
の

幅
広

い
業

務

で
も

活
用

で
き

る
ス

キ
ル

の
こ

と
を

指
す

。
例

え
ば

、
論

理
的
・
抽

象
的

思
考

力
、
課

題
発

見
・
解

決
力

、
最

先
端

の
知

に
ア

ク
セ

ス
し

整

理
す

る
力

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

、
チ

ー
ム

で
協

働
す

る
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
力

、
起

業
ス

キ
ル

、
メ

ン
タ

リ
ン

グ
・

指
導

ス
キ

ル
な

ど
。
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質
の

高
い

大
学

院
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
学

士
課

程
か

ら
博

士
課

程
ま

で
、「

ど
の

よ
う

な
人

材
を

育
成

す
る

か
」
、
「

何
を

ど
の

よ
う

に
学

び
、

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
か

」
を

明
確

に
し

、
最

適
な

教
育

の
姿

を
体

系
的

・
具

体
的

に
構

想
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
大

学
は

、

自
ら

設
定

し
た

人
材

養
成

目
的

を
最

も
適

切
な

形
で

実
現

で
き

る
よ

う
に

、
大

学
院

に
お

け
る

研
究

科
・

専
攻

等
の

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
柔

軟
に

見
直

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

8
3
。

 

ま
た

、
各

高
等

教
育

機
関

は
自

ら
の

強
み

や
特

色
を

踏
ま

え
つ

つ
、

大
学

院
進

学
者

を
増

や
す

上
で

は
、

体
系

的
な

教
育

課
程

を
編

成
す

る
こ

と
で

、
学

士
課

程
か

ら
博

士
課

程
ま

で
縦

の
連

続
性

の
向

上

を
図

る
と

と
も

に
、

多
様

な
学

生
の

受
入

れ
を

増
や

す
上

で
は

、
転

学
・

編
入

学
・

復
学

を
柔

軟
に

す

る
こ

と
で

、
横

の
流

動
性

を
促

進
す

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

高
度

な
教

育
研

究
を

行
う

大

学
院

が
国

際
的

な
魅

力
を

高
め

て
い

く
た

め
に

、
大

学
院

進
学

時
に

お
け

る
学

生
の

囲
い

込
み

を
改

め
、

学
生

に
対

し
て

は
学

士
課

程
と

は
異

な
る

機
関

へ
の

移
動

を
奨

励
し

、
学

生
の

流
動

性
を

高
め

る
こ

と

で
、

多
様

な
視

点
や

発
想

を
も

つ
学

生
が

切
磋さ

琢た
く

磨
し

な
が

ら
能

力
を

磨
い

て
い

く
こ

と
が

で
き

る

教
育

研
究

環
境

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
さ

ら
に

、
各

大
学

に
お

い
て

学
士
・
修

士
や

修
士
・

博
士

の
一

貫
教

育
の

実
施

を
検

討
す

る
際

は
、

上
記

の
点

に
も

留
意

し
つ

つ
、

大
学

の
役

割
や

機
能

も

踏
ま

え
な

が
ら

教
育

課
程

を
編

成
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
体

系
的

な
大

学
院

教
育

課
程

の
編

成
の

推
進

・
博

士
課

程
に

お
い

て
、

専
門

的
な

知
識

・
研

究
能

力
の

み
な

ら
ず

、
論

理
的

思
考

力
等

の
汎

用
的

能
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

の
重

要
性

を
明

確
に

す
る

た
め

、
大

学
院

設
置

基
準

等
の

改
正

も
見

据
え

た
検

討
を

進
め

る
。

・
大

学
院

教
育

の
質

保
証

や
円

滑
な

学
位

授
与

等
の

教
育

改
善

の
取

組
、

修
士

・
博

士
課

程
の

５
年

一
貫

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

（
指

導
教

員
の

共
通

理
解

の
徹

底
及

び
研

究
科

又
は

専
攻

に
お

け
る

指
導

体
制

の
組

織
的

改
革

の
推

進
を

含
む

）
を

推
進

す
る

た
め

に
、

こ
れ

ま
で

の
大

学
院

改
革

の
成

果
8
4
の

横
展

開
を

図
る

8
5
。

・
徹

底
し

た
国

際
化

と
産

学
連

携
の

促
進

、
組

織
改

革
・

推
進

体
制

等
の

基
盤

構
築

を
通

じ
た

博
士

人
材

の
育

成
機

能
の

強
化

を
図

る
大

学
院

改
革

の
取

組
を

推
進

す
る

。

○
学

士
課

程
か

ら
博

士
課

程
ま

で
の

連
続

性
の

向
上

と
流

動
性

の
促

進

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

環
境

の
醸

成
や

内
部

進
学

抑
制

に
よ

り
、

流
動

性
に

支
え

ら
れ

た
多

様
性

を
確

保
す

る
な

ど
、

大
学

が
全

体
と

し
て

そ
の

機
能

を
強

化
し

、
そ

の
役

割
を

し
っ

か
り

と
果

8
3
 
人

文
科

学
・

社
会

科
学

系
の

大
学

院
に

は
小

規
模

・
分

散
的

な
専

攻
が

多
く

、
今

後
は

、
複

数
の

大
学

院
間

の
連

携
に

よ
る

教
育

研
究

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

発
揮

し
た

チ
ー

ム
型

の
教

育
研

究
や

組
織

的
な

就
職

支
援

体
制

へ
の

転
換

を
進

め
、

学
生

の
関

心
に

沿
っ

た
き

め
細

か
な

指
導

が
な

さ
れ

る
環

境
の

構
築

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

の
指

摘
も

あ
る

。

（
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

人
文

科
学
・
社

会
科

学
系

に
お

け
る

大
学

院
教

育
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
1
2
月

）
）

 
8
4
 
「

博
士

課
程

教
育

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
、
「

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
等

。
 

8
5
 
５

年
一

貫
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
構

築
に

当
た

り
、
各

大
学

の
判

断
に

よ
り

、「
博

士
論

文
研

究
基

礎
力

審
査

」
の

合
格

を
、
修

士
論

文
又

は

特
定

課
題

の
研

究
成

果
の

審
査

と
試

験
の

合
格

に
代

え
て

、
博

士
課

程
の

前
期

の
課

程
を

修
了

し
修

士
の

学
位

を
授

与
す

る
要

件
と

し
て

課
す

こ
と

も
可

能
で

あ
る

。
（

大
学

院
設

置
基

準
第

1
6
条

の
２

）
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3
0
 

た
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

具
体

的
な

対
応

策
の

検
討

を
進

め
る

。
 

・
国

内
外

に
お

け
る

国
際

的
な

競
争

環
境

下
で

活
躍

で
き

る
よ

う
、

優
秀

な
学

生
が

学
士

・
修

士
課

程
を

５
年

間
で

履
修

す
る

大
学

を
大

幅
に

拡
充

す
る

た
め

、
適

切
な

学
修

時
間

の
確

保
や

教
育

研
究

の
質

の
確

保
を

前
提

と
し

た
制

度
改

善
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

8
6
。

・
学

生
の

海
外

研
究

活
動

や
留

学
機

会
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

大
学

院
教

育
研

究
の

国
際

化
や

優
秀

な
留

学
生

の
受

入
れ

を
促

進
す

る
。

イ
．

幅
広

い
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

開
拓

の
推

進

大
学

院
に

お
け

る
教

育
に

つ
い

て
は

、
学

修
者

の
個

々
の

ニ
ー

ズ
の

み
な

ら
ず

、
産

業
界

や
国

際
社

会
な

ど
幅

広
い

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
積

極
的

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

す
る

と
と

も
に

、
社

会
で

の

活
躍

状
況

を
可

視
化

し
、

キ
ャ

リ
ア

構
築

に
係

る
組

織
的

支
援

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
一

方

で
、

企
業

に
お

け
る

採
用

拡
大

や
処

遇
改

善
、

従
業

員
の

博
士

号
取

得
支

援
な

ど
の

取
組

や
協

力
は

欠

か
せ

ず
、

こ
う

し
た

産
業

界
に

お
け

る
積

極
的

な
取

組
が

進
む

よ
う

、
産

学
官

が
一

層
、

連
携

し
て

い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
8
7
。

こ
の

よ
う

な
出

口
戦

略
な

く
し

て
、

博
士

号
取

得
者

数
の

増
加

は
望

め
な

い
。

 

ま
た

、
大

学
院

進
学

者
の

増
加

の
た

め
に

は
、

前
述

の
大

学
院

教
育

の
質

の
確

保
に

加
え

て
、

初
等

中
等

教
育

か
ら

高
等

教
育

段
階

ま
で

大
学

院
進

学
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

取
組

を
切

れ
目

な
く

実
施

し
、

早
期

か
ら

大
学

院
教

育
の

見
通

し
を

示
す

こ
と

に
よ

り
、

多
様

で
優

秀
な

者
の

進
学

を

促
進

し
て

い
く

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
学

生
が

安
心

し
て

研
究

に
打

ち
込

め
る

環
境

を
実

現

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
の

流
動

性
の

確
保

に
留

意
し

つ
つ

、
学

士
課

程
か

ら
円

滑

に
修

士
課

程
に

進
学

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
有

機
的

な
接

続
を

図
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

さ
ら

に
、

社
会

人
に

つ
い

て
は

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
の

需
要

を
捉

え
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

活
用

も
図

り
な

が
ら

修
士

号
8
8
・

博
士

号
の

取
得

者
数

の
増

加
を

図
っ

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
当

た
っ

て
は

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
大

学
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

し

て
明

確
に

位
置

付
け

、
全

学
的

な
体

制
を

整
備

し
た

上
で

、
制

約
の

多
い

社
会

人
が

受
講

し
や

す
い

教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
8
9
。

特
に

、
学

位
取

得
を

目
指

す
課

程
に

お
い

て
は

、
長

期
履

修
制

度
は

も
と

よ
り

、
学

位
の

質
保

証
に

留
意

し
つ

つ
、

早
期

修
了

制
度

9
0
を

積
極

的

8
6
 
そ

の
際

、
十

分
な

単
位

を
修

得
し

つ
つ

も
や

む
を

得
な

い
理

由
か

ら
退

学
す

る
学

生
に

対
す

る
一

定
の

配
慮

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で

あ
る

。
 

8
7
 
デ

ン
マ

ー
ク

に
お

い
て

は
、
博

士
課

程
を

目
指

す
学

生
が

所
属

大
学

と
民

間
企

業
と

の
合

意
の

下
、
博

士
研

究
の

テ
ー

マ
を

国
に

応
募

し
、

そ
れ

が
採

用
さ

れ
れ

ば
国

か
ら

補
助

金
が

出
さ

れ
、
企

業
に

雇
用

さ
れ

る
と

同
時

に
博

士
課

程
学

生
と

し
て

大
学

院
に

も
入

学
し

、
給

与
と

学
位

の
両

方
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

「
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 
P
h
D
」

と
い

う
仕

組
み

が
あ

る
。

 
8
8
 
専

門
職

大
学

院
の

課
程

を
修

了
し

た
者

に
対

し
て

授
与

す
る
「

修
士
（

専
門

職
）
」
、「

法
務

博
士
（

専
門

職
）
」
、「

教
職

修
士
（

専
門

職
）
」

の
学

位
を

含
む

。
 

8
9
 
学

位
を

授
与

す
る

課
程

の
み

な
ら

ず
、
学

位
を

授
与

し
な

い
短

期
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
大

き
な

社
会

の
期

待
が

あ
る

こ
と

に
留

意
す

べ
き

で
あ

る
。

 
9
0
 
修

士
課

程
（

博
士

前
期

課
程

）
の

在
学

期
間

は
、

優
れ

た
業

績
を

上
げ

た
者

に
つ

い
て

は
、

１
年

以
上

在
学

す
れ

ば
足

り
る

も
の

と
さ

れ

て
い

る
（

大
学

院
設

置
基

準
第

1
6
条

）
。
ま

た
、
博

士
後

期
課

程
の

在
学

期
間

は
、
優

れ
た

研
究

業
績

を
上

げ
た

者
に

つ
い

て
は

、
１

年
以

上
在

学
す

れ
ば

足
り

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
（

大
学

院
設

置
基

準
第

1
8
条

第
３

項
）
。
た

だ
し

、
博

士
課

程
（

標
準

修
業

年
限

５
年

）
の

在

学
期

間
は

最
短

３
年

で
あ

る
た

め
、
修

士
課

程
を

１
年

で
修

了
し

た
者

が
博

士
課

程
で

優
れ

た
研

究
業

績
を

上
げ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
修

士
課

程
の

１
年

の
在

学
期

間
に

１
年

を
加

え
た

２
年

の
在

学
期

間
で

博
士

課
程

を
修

了
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
な

お
、
早

期
修

了
の

仕
組

み
を

活
用

し
て

、
一

定
の

研
究

業
績

を
有

す
る

社
会

人
を

対
象

に
１

年
で

博
士

号
の

取
得

を
可

能
と

し
て

い
る

大
学

に
お

い
て

、
学

位
の

質

を
担

保
す

る
観

点
か

ら
、

博
士

の
学

位
に

ふ
さ

わ
し

い
研

究
水

準
及

び
能

力
に

達
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

複
数

回
の

審
査

で
判

断
し

て
い

る
事

例
も

あ
る

。
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1
 

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
意

欲
と

能
力

の
あ

る
社

会
人

が
１

年
で

修
士

の
学

位
取

得
9
1
を

可
能

と
す

る
こ

と
や

、
意

欲
と

能
力

に
加

え
一

定
の

研
究

実
績

を
有

す
る

社
会

人
が

１
年

で
博

士
の

学
位

取
得

を
可

能

と
す

る
こ

と
な

ど
、

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
工

夫
を

積
極

的
に

進
め

て
い

く
べ

き
で

あ
る

9
2
。

 

加
え

て
、

大
学

院
レ

ベ
ル

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
提

供
は

、
こ

れ
か

ら
進

路
を

選
択

し
て

い
く

大
学

院
生

が
社

会
人

や
企

業
等

と
の

接
点

を
増

や
し

て
い

く
良

い
機

会
と

も
な

り
、

大
学

・
企

業
・

学
生

の

相
互

理
解

の
促

進
に

も
つ

な
が

り
得

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
博

士
人

材
が

多
様

な
フ

ィ
ー

ル
ド

で
一

層
活

躍
す

る
た

め
の

環
境

構
築

・
博

士
人

材
と

民
間

企
業

と
の

接
続

に
当

た
っ

て
民

間
企

業
、

大
学

等
が

取
り

組
む

こ
と

が
奨

励
さ

れ
る

よ
う

な
内

容
に

つ
い

て
ま

と
め

た
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

・
周

知
す

る
。

・
博

士
課

程
修

了
者

の
活

躍
状

況
を

可
視

化
す

る
と

と
も

に
、

博
士

人
材

の
採

用
拡

大
や

処
遇

改
善

に
つ

い
て

優
れ

た
取

組
を

行
っ

て
い

る
企

業
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

有
す

る
博

士
人

材
、

ア
カ

デ
ミ

ア
か

ら
産

業
界

へ
の

人
材

流
動

の
事

例
を

発
掘

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

事
例

集
を

作
成

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
博

士
人

材
と

し
て

社
会

で
活

躍
す

る
魅

力
を

広
く

社
会

に
発

信
す

る
。

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

多
様

化
へ

の
対

応
の

た
め

、
キ

ャ
リ

ア
構

築
に

係
る

組
織

的
支

援
の

取
組

が
促

進
さ

れ
る

よ
う

、
よ

り
実

践
的

で
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

に
つ

な
が

る
ジ

ョ
ブ

型
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

、
キ

ャ
リ

ア
開

発
・
育

成
コ

ン
テ

ン
ツ

の
提

供
等

を
進

め
る

取
組

を
推

進
す

る
。
 

・
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル
（

S
S
H
）
で

の
博

士
人

材
の

積
極

的
採

用
や

博
士

教
諭

と
し

て
の

活
躍

を
促

進
す

る
。

・
博

士
人

材
の

国
や

地
方

公
共

団
体

等
の

公
的

機
関

で
の

活
躍

を
促

進
す

る
た

め
、

博
士

号
取

得
者

の
国

家
公

務
員

へ
の

採
用

や
職

務
内

容
、

処
遇

等
の

状
況

に
つ

い
て

実
態

調
査

を
行

い
、

好
事

例
の

横
展

開
を

図
る

と
と

も
に

、
課

題
分

析
等

を
行

っ
た

上
で

更
な

る
充

実
策

を
講

じ
る

。
 

・
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

・
若

手
研

究
者

の
処

遇
向

上
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

の
た

め
、

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
9
3
に

よ
る

キ
ャ

リ
ア

支
援

情
報

を
提

供
す

る
。

○
多

様
な

進
学

者
の

受
入

れ
促

進

・
早

期
か

ら
の

大
学

院
進

学
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

の
た

め
に

、
初

等
中

等
教

育
段

階
で

9
1
 
教

師
人

材
に

関
し

て
は
「

多
様

な
専

門
性

を
有

す
る

質
の

高
い

教
職

員
集

団
の

形
成

を
加

速
す

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

2
5
日

中
央

教
育

審
議

会
諮

問
）
」

に
お

い
て

、
社

会
人

等
が

大
学

院
で

の
教

職
に

関
す

る
学

修
に

よ
っ

て
教

員
免

許
の

取
得

が
可

能
な

仕
組

み
の

構
築

な
ど

に
つ

い
て

、
中

央
教

育
審

議
会

で
の

検
討

が
要

請
さ

れ
て

お
り

、
当

該
検

討
と

も
連

携
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で

あ
る

。
 

9
2
 
社

会
人

が
短

期
で

学
位

取
得

を
可

能
と

す
る

以
下

の
①

②
の

仕
組

み
を

活
用

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
①

修
士

課
程

に
お

い
て

は
、
主

と
し

て
実

務
の

経
験

を
有

す
る

者
に

対
し

て
教

育
を

行
う

場
合

に
、
教

育
研

究
上

の
必

要
が

あ
り

、
か

つ
、
昼

間
と

併
せ

て
夜

間
等

に
授

業

又
は

研
究

指
導

を
行

う
等

、
教

育
上

支
障

を
生

じ
な

い
と

き
は

、
研

究
科

、
専

攻
又

は
学

生
の

履
修

上
の

区
分

に
応

じ
、
標

準
修

業
年

限
を

１
年

以
上

２
年

未
満

の
期

間
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
大

学
院

設
置

基
準

第
３

条
第

３
項

）
。

②
大

学
院

は
、

入
学

前
に

当
該

大
学

院
及

び

他
の

大
学

院
に

お
い

て
修

得
し

た
単

位
（

入
学

資
格

を
有

し
た

後
修

得
し

た
も

の
に

限
る

。
）

を
当

該
大

学
院

に
お

い
て

修
得

し
た

も
の

と

み
な

し
、

当
該

単
位

の
修

得
に

よ
り

当
該

大
学

院
の

修
士

課
程

又
は

博
士

課
程

（
博

士
後

期
課

程
を

除
く

。
）

の
教

育
課

程
の

一
部

を
履

修

し
た

と
認

め
る

と
き

は
、
当

該
単

位
数

、
そ

の
修

得
に

要
し

た
期

間
そ

の
他

を
勘

案
し

て
１

年
を

超
え

な
い

範
囲

で
当

該
大

学
院

が
定

め
る

期
間

在
学

し
た

も
の

と
み

な
し

、
在

学
期

間
を

短
縮

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
大

学
院

設
置

基
準

第
1
8
条

）
。

 
9
3
 
科

学
技

術
振

興
機

構
が

運
営

す
る

、
研

究
者

・
研

究
支

援
者

・
技

術
者

等
の

研
究

人
材

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
・

能
力

開
発

を
情

報
面

か
ら

支

援
す

る
研

究
人

材
の

た
め

の
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

で
あ

る
J
R
E
C
-
I
N
 
P
o
r
t
a
l
を

活
用

。
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の
課

題
発

見
・
解

決
能

力
等

を
育

む
探

究
学

習
や

体
系

的
・
系

統
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

、

高
等

学
校

段
階

に
お

け
る

先
進

的
な

理
数

系
教

育
の

充
実

を
図

る
。

 

・
学

士
課

程
の

学
生

が
大

学
院

や
大

学
院

生
を

知
る

機
会

の
拡

大
を

図
る

た
め

に
、

各
種

取
組

事
例
（

大
学

院
生

の
学

士
課

程
の

ゼ
ミ

へ
の

T
A
と

し
て

の
参

加
、
学

士
課

程
と

大
学

院
の

合
同

ゼ
ミ

の
実

施
、

大
学

院
の

授
業

科
目

の
先

取
り

履
修

、
学

士
課

程
等

学
生

向
け

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
等

）
の

取
組

事
例

集
の

作
成

・
周

知
を

行
う

。

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育
・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
を

望
む

社
会

人
や

産
業

界
、
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

企
業

や
地

方
公

共
団

体
等

と
必

要
な

人
材

像
や

求
め

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
活

用
方

策
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

場
を

設
け

、
継

続
的

な
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
の

実
施

に
向

け
た

支
援

を
行

う
。

・
学

生
が

安
心

し
て

研
究

に
打

ち
込

め
る

環
境

を
実

現
す

る
た

め
、

博
士

課
程

の
学

生
に

対
す

る
生

活
費

相
当

額
の

支
援

を
引

き
続

き
充

実
す

る
と

と
も

に
、

日
本

学
術

振
興

会
特

別
研

究
員

に
対

す
る

支
援

の
拡

充
を

図
る

。

・
意

欲
と

能
力

（
博

士
に

つ
い

て
は

研
究

実
績

を
含

む
）

の
あ

る
社

会
人

が
１

年
で

修
士

や
博

士
の

学
位

取
得

を
可

能
と

す
る

た
め

、
早

期
修

了
制

度
の

積
極

的
な

導
入

を
推

進
す

る
。

・
社

会
人

の
主

体
的

な
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
を

推
進

す
る

た
め

に
、

教
育

訓
練

給
付

制
度

や
人

材
開

発
支

援
助

成
金

等
の

支
援

策
の

情
報

発
信

を
図

る
。
【

再
掲

】

・
多

様
な

博
士

人
材

の
育

成
や

研
究

活
動

を
支

え
る

施
設

整
備

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

④
研

究
力

の
強

化

研
究

を
重

視
す

る
大

学
に

お
け

る
研

究
力

の
強

化
に

つ
い

て
は

、
科

学
技

術
政

策
の

観
点

か
ら

見
て

も
様

々
な

論
点

が
あ

る
も

の
の

、「
教

育
」
と
「

研
究

」
を

両
輪

と
す

る
大

学
教

育
に

お
い

て
、
質

の
高

い
教

育
を

行
い

つ
つ

、
質

の
高

い
研

究
成

果
を

創
出

す
る

た
め

に
は

、
研

究
者

が
教

育
研

究
に

専
念

で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
そ

の
た

め
の

環
境

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
研

究

環
境

を
更

に
向

上
さ

せ
る

観
点

と
、

研
究

環
境

の
低

下
要

因
を

取
り

除
く

観
点

の
双

方
が

重
要

で
あ

る
。
 

研
究

環
境

を
更

に
向

上
さ

せ
る

観
点

か
ら

は
、

前
述

の
と

お
り

大
学

院
教

育
の

改
革

を
進

め
る

と
と

も
に

、
研

究
者
（

教
員

）
へ

の
適

切
な

評
価

や
給

与
等

へ
の

反
映

を
進

め
る

こ
と

や
、
U
E
A
9
4
の

よ
う

な

教
育

の
専

門
家

、
U
R
A
9
5
等

の
大

学
等

の
運

営
組

織
に

係
る

研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

人
材

9
6
、
技

術
職

員
、

事
務

組
織

の
機

能
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
U
E
A

や
研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
等

は
、

求
め

ら
れ

る
業

務
が

幅
広

い
一

方
で

人
材

の
不

足
、

適
切

な
評

価
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

確

立
の

難
し

さ
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な

人
材

を
含

め
た

学
内

環
境

を
整

備
し

て
い

く
こ

と

が
求

め
ら

れ
る

。
あ

わ
せ

て
、

博
士

人
材

を
事

務
職

員
や

研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

人
材

と
し

て
も

積

極
的

に
採

用
し

、
大

学
の

経
営

力
強

化
を

図
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。

ま
た

、
研

究
活

動
に

必
要

不
可

欠
で

あ
る

研
究

設
備

・
機

器
に

つ
い

て
、

機
関

の
経

営
戦

略
と

明
確

に
結

び
つ

け
、

機
関

全
体

と
し

て
戦

略
的

に
導

入
・

更
新

・
共

用
等

を
図

る
仕

組
み

の
一

層
の

強
化

が

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

個
々

の
大

学
に

属
さ

な
い

大
学

の
共

同
利

用
の

研
究

所
と

し
て

、
高

度
な

技
術

職
員

等
も

9
4
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
 

9
5
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
 

9
6
 
U
R
A
に

加
え

、
幅

広
く

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

に
携

わ
る

教
員

・
研

究
者

、
事

務
職

員
、

様
々

な
専

門
職

を
指

す
。
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含
め

て
優

れ
た

研
究

環
境

を
提

供
す

る
大

学
共

同
利

用
機

関
等

の
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

一
方

、
研

究
環

境
の

低
下

要
因

を
取

り
除

く
観

点
か

ら
は

、
教

育
研

究
以

外
の

業
務

を
必

要
最

小
限

に
抑

え
、

研
究

時
間

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

教
育

者
と

し
て

の
側

面
と

研
究

者
と

し
て

の

側
面

を
持

ち
合

わ
せ

て
い

る
教

員
の

研
究

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

高
め

る
上

で
、

教
員

が
特

に
研

究
時

間

と
研

究
資

金
に

お
い

て
制

約
が

あ
る

と
感

じ
て

い
る

こ
と

、
特

に
、

管
理

運
営

業
務

の
負

担
軽

減
が

課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
に

着
目

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

形
式

的
な

会
議

の
廃

止
や

運

用
の

見
直

し
、
大

学
入

学
者

選
抜

に
お

け
る

負
担

軽
減

等
、
業

務
負

担
軽

減
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

9
7
。

 

ま
た

、
我

が
国

全
体

の
研

究
力

向
上

の
た

め
に

は
、

そ
の

け
ん

引
役

と
な

る
研

究
大

学
が

、
民

間
企

業
や

国
内

外
の

研
究

機
関

・
大

学
等

と
も

連
携

し
つ

つ
、

卓
越

し
た

研
究

成
果

を
生

み
出

す
こ

と
を

組

織
と

し
て

追
求

し
、

そ
の

た
め

の
改

革
に

大
学

を
挙

げ
て

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ

う
し

た
改

革
の

灯
を

絶
や

さ
ず

更
に

活
性

化
さ

せ
、

各
大

学
に

よ
る

研
究

力
向

上
に

向
け

た
改

革
を

継

続
的

・
安

定
的

に
後

押
し

す
る

必
要

が
あ

る
9
8
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
研

究
の

質
向

上
に

向
け

た
研

究
環

境
構

築

・
大

学
の

研
究

者
（

教
員

）
の

意
欲

と
能

力
を

引
き

出
す

た
め

、
研

究
業

績
等

を
加

味
し

て
公

平
か

つ
定

期
的

に
評

価
結

果
を

昇
給

や
賞

与
等

給
与

へ
反

映
す

る
こ

と
を

促
進

す
る

9
9
。

・
質

の
高

い
大

学
院

教
育

の
推

進
や

幅
広

い
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

開
拓

推
進

等
を

通
じ

て
、

大
学

院
教

育
の

改
革

を
進

め
る

。

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
競

争
力

の
あ

る
研

究
者

の
創

出
や

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

向
け

て
、

政
府

関
連

在
外

拠
点

も
活

用
し

つ
つ

、
国

際
頭

脳
循

環
や

国
際

共
同

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

組
織

的
な

研
究

力
の

向
上

に
向

け
て

、
企

業
研

究
者

や
若

手
研

究
者

、
女

性
研

究
者

な
ど

多
様

性
に

富
ん

だ
研

究
環

境
の

構
築

を
支

援
す

る
。

・
我

が
国

全
体

の
研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
の

量
的

不
足

の
解

消
及

び
質

の
向

上
や

、
適

切
な

処
遇

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

を
図

る
た

め
に

、
科

学
技

術
振

興
機

構
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
機

関
に

お
け

る
人

材
育

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
大

学
や

研
究

機
関

に
お

い
て

研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

人
材

に
係

る
人

事
制

度
を

構
築

す
る

等
の

体
制

構
築

を
促

進
す

る
1
0
0
。

・
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

、
機

関
全

体
と

し
て

戦
略

的
に

研
究

設
備

・
機

器
の

持
続

的
な

整
備

、
幅

広
い

研
究

者
へ

の
共

用
、
運

営
の

要
で

あ
る

専
門

性
を

有
す

る
人

材
（

技
術

職
員

等
）

の
持

続
的

な
確

保
・

資
質

向
上

を
図

る
仕

組
み

の
構

築
（

コ
ア

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

化
）

を
促

進
す

る
。

・
大

学
共

同
利

用
機

関
及

び
共

同
利

用
・

共
同

研
究

拠
点

が
中

核
と

な
り

、
意

欲
・

能
力

の
あ

9
7
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

教
育

と
研

究
を

両
輪

と
す

る
高

等
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
～

教
育

研
究

機
能

の
高

度
化

を
支

え
る

教

職
員

と
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
～

（
審

議
ま

と
め

）
」
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
２

月
）

 
9
8
 
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
「

第
７

期
科

学
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

基
本

計
画

に
向

け
た

学
術

分
科

会
と

し
て

の
意

見
」（

令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
８

月
）

 
9
9
 
文

部
科

学
省
「

国
立

大
学

法
人

等
人

事
給

与
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
改

革
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
～

教
育

研
究

力
の

向
上

に
資

す
る

魅
力

あ
る

人
事

給
与

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
構

築
に

向
け

て
～

」
（

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
２

月
）

 
1
0
0
 
科

学
技

術
・

学
術

審
議

会
人

材
委

員
会

研
究

開
発

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

に
関

わ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

・
人

材
 
に

係
る

ワ
ー

キ
ン

グ
・
グ

ル
ー

プ
 「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

向
け

た
研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
・
人

材
に

係
る

課
題

の
整

理
と

今
後

の
在

り
方

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
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3
4
 

る
研

究
者

に
高

度
か

つ
効

率
的

な
研

究
支

援
機

能
を

提
供

し
、

保
有

す
る

最
先

端
の

研
究

設
備

等
を

活
用

し
た

共
同

利
用

・
共

同
研

究
に

よ
る

若
手

研
究

者
や

技
術

職
員

等
の

人
材

育
成

機
能

を
も

担
う

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

 

・
国

際
卓

越
研

究
大

学
制

度
や

、
地

域
の

中
核

大
学

や
特

定
分

野
に

強
み

を
持

つ
大

学
に

対
す

る
支

援
等

を
通

じ
て

ト
ッ

プ
層

や
上

位
に

続
く

層
の

大
学

の
研

究
力

の
抜

本
的

な
底

上
げ

を
図

り
、

各
大

学
に

よ
る

研
究

力
向

上
に

向
け

た
改

革
を

継
続

的
・

安
定

的
に

後
押

し
す

る
。

○
研

究
環

境
の

低
下

要
因

を
取

り
除

く
た

め
の

業
務

負
担

軽
減

の
推

進

・
学

内
等

で
行

わ
れ

て
い

る
各

種
会

議
に

つ
い

て
、

本
来

の
設

置
趣

旨
に

立
ち

返
り

、
形

骸
化

し
て

い
な

い
か

、
効

率
化

で
き

る
観

点
は

な
い

か
等

の
視

点
か

ら
再

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
た

見
直

し
を

行
う

こ
と

を
促

進
す

る
。

・
各

大
学

に
お

け
る

ト
ッ

プ
研

究
者

に
係

る
人

事
配

置
の

一
環

と
し

て
、

研
究

と
教

育
そ

れ
ぞ

れ
に

重
点

を
置

く
教

員
の

活
用

、
バ

イ
ア

ウ
ト

制
度

1
0
1
の

活
用

や
教

員
の

機
能

や
実

際
の

業
務

内
容

等
に

応
じ

た
評

価
等

を
促

進
す

る
1
0
2
。

・
大

学
入

学
者

選
抜

に
関

す
る

業
務

に
つ

い
て

、
業

務
合

理
化

の
観

点
か

ら
、

教
員

は
選

抜
の

本
質

的
な

部
分

に
中

心
的

に
関

与
す

る
こ

と
を

周
知

し
、

各
大

学
等

に
お

い
て

大
学

入
学

者
選

抜
を

支
え

る
専

門
人

材
の

職
務

の
確

立
・

育
成

・
配

置
等

を
促

進
す

る
1
0
3
。

⑤
情

報
公

表
の

推
進

高
等

教
育

機
関

等
か

ら
の

適
切

な
情

報
発

信
が

な
け

れ
ば

、
規

模
や

立
地

、
知

名
度

等
に

よ
る

入
学

者
選

抜
の

選
抜

性
の

高
低

に
よ

り
高

等
教

育
機

関
の

淘と
う

汰
が

進
む

こ
と

と
な

り
、

教
育

研
究

の
質

の

高
度

化
に

向
け

た
取

組
が

社
会

全
体

か
ら

の
適

切
な

評
価

を
得

ら
れ

な
い

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

し
ま

う
。

 

留
学

生
や

社
会

人
を

含
め

た
多

様
な

進
学

希
望

者
が

自
ら

の
目

的
に

合
う

大
学

を
選

ぶ
こ

と
が

で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
や

、
修

士
・

博
士

課
程

へ
の

進
学

を
決

断
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

各

高
等

教
育

機
関

の
持

つ
、

教
育

研
究

に
関

す
る

情
報

の
公

表
を

よ
り

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

そ
の

た
め

の
一

つ
の

手
法

と
し

て
、
我

が
国

の
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
は

、
平

成
2
7
 （
2
0
1
5
）
年

か
ら

、

大
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

る
自

律
的

な
運

営
が

な
さ

れ
て

お
り

、
各

大
学

の
多

様
な

教
育

情
報

の
発

信

に
一

定
の

効
果

を
発

揮
し

て
き

た
。

一
方

で
、

国
公

立
版

と
私

学
版

と
で

情
報

を
提

供
す

る
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

が
異

な
る

た
め

に
大

学
の

教
育

研
究

の
質

に
関

わ
る

重
要

な
情

報
が

必
ず

し
も

分
か

り
や

す
く

示
さ

れ
て

い
な

い
と

い
っ

た
課

題
が

指
摘

1
0
4
さ

れ
て

い
る

。
前

述
の

新
た

な
評

価
制

度
に

お
い

て

は
、

新
た

な
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

情
報

を
活

用
す

る
こ

と
と

し
、

高
等

教
育

機
関

側
・

評
価

機
関

側
の

双

1
0
1
 
競

争
的

研
究

費
の

直
接

経
費

の
使

途
を

拡
大

し
、
研

究
代

表
者

本
人

の
希

望
に

よ
り

研
究

機
関

と
合

意
を

す
る

こ
と

で
、
そ

の
者

が
担

っ

て
い

る
業

務
の

う
ち

研
究

以
外

の
業

務
の

代
行

に
係

る
経

費
の

支
出

を
可

能
と

す
る

制
度

（
競

争
的

研
究

費
に

関
す

る
関

係
府

省
連

絡
会

申
し

合
わ

せ
 「
競

争
的

研
究

費
の

直
接

経
費

か
ら

研
究

以
外

の
業

務
の

代
行

に
係

る
経

費
を

支
出

可
能

と
す

る
見

直
し
（

バ
イ

ア
ウ

ト
制

度

の
導

入
）

に
つ

い
て

」
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
1
0
月

）
）

 
1
0
2
 
総

合
科

学
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議
「

研
究

に
専

念
す

る
時

間
の

確
保

－
研

究
力

強
化
・
若

手
研

究
者

支
援

総
合

パ
ッ

ケ
ー

ジ
フ

ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
－

」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
３

月
）

1
0
3
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

（
追

補
）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
２

月
）

1
0
4
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
質

保
証

シ
ス

テ
ム

部
会
「

新
た

な
時

代
を

見
据

え
た

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

改
善
・
充

実
に

つ
い

て
（

審
議

ま
と

め
）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
）

160



3
5
 

方
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

が
、

当
該

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
の

連
携

も
含

め
て

、

諸
外

国
の

状
況

も
参

照
し

な
が

ら
、

大
学

ポ
ー

ト
レ

ー
ト

で
培

っ
て

き
た

実
践

や
知

見
を

生
か

し
つ

つ
、

単
純

な
数

値
に

限
ら

ず
高

等
教

育
機

関
を

横
断

的
に

比
較

す
る

観
点

か
ら

、
設

置
者

別
で

は
な

い
新

た

な
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
U
n
i
v
-
m
a
p
（

ユ
ニ

マ
ッ

プ
）
（

仮
称

）
）

を
構

築
し

、
情

報
公

表
を

更

に
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
学

修
者

や
進

学
希

望
者

が
、

各
高

等
教

育
機

関
の

教
育

力

を
把

握
す

る
に

当
た

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

情
報

が
必

要
で

あ
る

か
と

い
う

観
点

か
ら

公
表

項
目

を
検

討

し
て

い
く

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
学

則
に

記
載

さ
れ

て
い

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
本

来
は

、
社

会
一

般
に

対
し

て
示

さ
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

た
め

、
学

則
の

公
表

を
促

進
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

あ
わ

せ
て

、
大

学
の

負
担

軽

減
の

観
点

か
ら

学
則

変
更

等
の

届
出

事
項

の
整

理
を

行
う

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

さ
ら

に
、

学
生

目
線

か
ら

大
学

教
育

や
学

び
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
に

国
が

試
行

実
施

し
て

い
る

「
全

国
学

生
調

査
」

に
つ

い
て

、
学

生
の

学
修

成
果

に
関

す
る

情
報

を
他

の
大

学
・

学
部

間
で

ベ
ン

チ

マ
ー

ク
で

き
る

と
い

う
利

点
を

十
分

に
生

か
す

形
で

、
そ

の
調

査
結

果
を

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

て

積
極

的
に

活
用

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
情

報
公

表
の

内
容

・
方

法
の

改
善

・
国

に
お

い
て

、
各

大
学

の
魅

力
を

視
覚

化
す

る
た

め
の

新
た

な
指

標
を

作
成

す
る

。

・
多

様
な

教
育

活
動

の
状

況
を

国
内

外
の

様
々

な
者

に
分

か
り

や
す

く
発

信
す

る
た

め
、

大
学

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
情

報
や

、
学

修
成

果
や

教
育

成
果

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

の
公

表
を

更
に

促
進

す
る

1
0
5
と

と
も

に
、
利

用
者

に
と

っ
て

の
利

便
性

向
上

を
図

る
た

め
の

高
等

教
育

機

関
間

の
多

様
な

比
較

分
析

が
可

能
と

な
る

情
報

の
可

視
化

を
進

め
る

。

・
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

事
務

手
続

の
軽

減
を

図
る

観
点

や
、

新
た

な
評

価
制

度
の

充
実

の
観

点
か

ら
、

評
価

に
お

け
る

デ
ー

タ
活

用
の

た
め

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
【

再
掲

】

・
学

則
の

公
表

の
義

務
付

け
と

と
も

に
各

届
出

事
項

の
見

直
し

を
行

う
。

○
全

国
学

生
調

査
の

活
用

・
全

国
学

生
調

査
の

全
校

参
加

に
向

け
、

参
加

等
に

関
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
設

定
を

行
う

と
と

も
に

、
円

滑
な

調
査

の
実

施
に

向
け

て
体

制
の

整
備

を
行

う
。

・
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

I
R

等
を

通
じ

た
自

己
点

検
評

価
と

認
証

評
価

で
の

全
国

学
生

調
査

の
結

果
の

活
用

を
促

進
す

る
た

め
に

周
知

等
を

行
う

。

1
0
5
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

」
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
1
月

）
に

お
い

て
、

学
修

成
果

を
中

心
に

、
幅

広

く
公

表
す

べ
き

情
報

の
例

を
提

示
。
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3
6
 

（
２

）
高

等
教

育
全

体
の

「
規

模
」

の
適

正
化

高
等

教
育

行
政

は
、「

高
等

教
育

計
画

の
策

定
と

各
種

規
制

」
の

時
代

か
ら
「

将
来

像
の

提
示

と
政

策

誘
導

」
の

時
代

へ
移

行
し

1
0
6
、

こ
れ

ま
で

大
学

入
学

定
員

数
は

緩
や

か
に

増
加

し
て

い
る

。
 

現
在

の
き

っ
抗

し
つ

つ
あ

る
高

等
教

育
へ

の
進

学
希

望
者

数
と

高
等

教
育

機
関

の
収

容
定

員
と

の

需
給

バ
ラ

ン
ス

が
、
今

後
は

、
急

速
な

少
子

化
の

進
行

等
の

中
で

、
1
8
歳

で
入

学
す

る
学

生
の

減
少

に

よ
り

超
過

供
給

状
態

に
な

り
、

定
員

充
足

率
の

よ
り

一
層

の
悪

化
が

見
込

ま
れ

、
各

高
等

教
育

機
関

が

最
低

限
確

保
す

る
べ

き
学

生
数

を
確

保
で

き
ず

、
経

営
状

況
の

悪
化

に
よ

り
、

教
育

研
究

の
「

質
」

を

維
持

で
き

な
く

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
各

高
等

教
育

機
関

は
、
も

は
や

 「
1
8
歳

中
心

主

義
」
を

維
持

し
た

ま
ま

で
は

、
現

在
の

規
模

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
の

認
識

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

認
識

の
下

、
 「
1
8
歳

」「
国

内
」「

対
面

」
に

こ
だ

わ
ら

ず
、
こ

れ
ま

で
前

提
と

し
て

考
え

ら
れ

て
き

た
「

学
生

」
概

念
を

見
直

し
、
多

様
な

学
生

が
入

学
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
1
0
7
。
多

様
な

価
値

観
が

集
ま

る
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

現
す

る
こ

と
で

、
前

述
の

と
お

り
、

教
育

研
究

の
「

質
」

の

更
な

る
高

度
化

に
資

す
る

こ
と

に
な

る
。

 

一
方

で
、
1
8
歳

人
口

の
減

少
率

や
進

学
率

の
状

況
等

を
踏

ま
え

、
各

大
学

の
収

容
定

員
を

適
正

に
し

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
が

、
今

後
、

超
過

供
給

状
態

に
よ

り
適

切
な

高
等

教
育

機
会

の
提

供
が

で

き
な

く
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

設
置

基
準

や
審

査
の

在
り

方
に

お
い

て
も

、
経

営
の

観
点

か

ら
安

易
な

設
置

を
抑

制
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

抜
本

的
な

見
直

し
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、

高
等

教
育

機
関

の
機

能
強

化
の

観
点

か
ら

も
、

設
置

者
の

枠
を

超
え

た
、

高
等

教
育

機
関

間
の

連
携

、

再
編

・
統

合
、

縮
小

、
撤

退
の

議
論

を
避

け
る

こ
と

は
で

き
な

い
状

況
で

あ
り

、
高

等
教

育
全

体
の

適

正
な

規
模

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

際
、

各
地

域
や

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
地

域
に

お
け

る
将

来
推

計
人

口
、

進
学

者
数

や
産

業
別

就
業

者
数

の
見

込
み

、
専

攻
す

る
学

問
分

野
ご

と
の

学
部

学
科

の
定

員
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
適

正

な
規

模
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

①
高

等
教

育
機

関
の

機
能

強
化

高
等

教
育

機
関

の
機

能
強

化
に

向
け

て
は

、
高

等
教

育
機

関
の

新
陳

代
謝

の
促

進
や

将
来

を
見

据
え

た
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
は

じ
め

、
意

欲
的

な
教

育
・

経
営

改
革

を
行

う
大

学
等

へ
の

支
援

の
強

化
、

高
等

教

育
機

関
間

の
連

携
の

促
進

等
の

取
組

が
重

要
で

あ
る

。
 

意
欲

的
な

教
育

・
経

営
改

革
を

行
う

大
学

等
へ

の
支

援
に

当
た

っ
て

は
、

よ
り

質
の

高
い

教
育

研
究

を
行

う
た

め
に

率
先

し
て

規
模

の
縮

小
等

を
図

る
大

学
等

や
、

成
長

分
野

の
人

材
育

成
に

向
け

て
新

陳

代
謝

を
図

る
大

学
等

へ
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

高
等

教
育

機
関

間
で

の
連

携
構

築
を

図
る

際
に

は
、

大
学

等
の

単
な

る
存

続
を

目
的

と
し

た
考

え
に

立
つ

の
で

は
な

く
、

地
域

全
体

で
当

該
地

域
を

支
え

る
人

材
を

育
成

し
、

地
域

の
発

展
を

け
ん

引
し

て

い
く

と
い

う
理

念
を

共
有

し
た

上
で

、
各

高
等

教
育

機
関

が
有

す
る

特
徴

や
強

み
・

弱
み

、
学

位
プ

ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

、
資

源
等

を
深

く
理

解
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

こ
の

過
程

を
経

る
こ

と
で

、
連

携

1
0
6
 
中

央
教

育
審

議
会

「
我

が
国

の
高

等
教

育
の

将
来

像
（

答
申

）
」
（

平
成

1
7
（

2
0
0
5
）

年
１

月
）

 
1
0
7
 
た

だ
し

、
高

等
教

育
機

関
が

社
会

等
か

ら
の

信
頼

を
得

て
今

後
も

持
続

可
能

な
発

展
を

遂
げ

る
た

め
に

は
、
定

員
充

足
率

を
満

た
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

よ
う

な
、
単

な
る

数
合

わ
せ

の
た

め
に

学
生

を
受

け
入

れ
る

こ
と

は
、
厳

に
慎

む
べ

き
で

あ
る

。
こ

れ
は

、
修

業
年

限
内

で

学
修

活
動

に
用

い
る

こ
と

が
で

き
る

学
生

の
時

間
が

有
限

で
あ

る
と

い
う

視
点

か
ら

捉
え

て
も

、
「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」
に

基

づ
く

教
育

課
程

を
履

修
し
「

卒
業

認
定
・
学

位
授

与
の

方
針

」
に

定
め

ら
れ

た
学

修
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
は

、
学

生
が

入
学

段
階

で
一

定
の

資
質

・
能

力
等

を
備

え
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
で

あ
る

。
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を
契

機
と

し
て

把
握

し
た

資
源

を
活

用
し

て
、

よ
り

教
育

の
質

を
上

げ
る

こ
と

に
つ

な
が

る
こ

と
も

期

待
さ

れ
る

。
そ

の
際

、
各

大
学

に
お

け
る

教
育

課
程

編
成

に
当

た
っ

て
は

、
連

携
を

促
進

す
る

観
点

か

ら
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

に
も

留
意

が
必

要
で

あ
る

1
0
8
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
間

で
の

連
携

を
支

え
る

た
め

に
は

、
入

学
者

選
抜

、
留

学
や

就
職

、
厚

生
補

導
、

図
書

1
0
9
、

教
務

の
一

部
等

の
機

能
を

柔
軟

に
共

有
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

な
お

、
大

学
間

連
携

の
取

組
の

推
進

に
当

た
っ

て
は

、
学

生
募

集
で

競
合

関
係

に
あ

る
実

態
も

踏
ま

え
た

仕
組

み
を

講
じ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
意

欲
的

な
教

育
・

経
営

改
革

を
行

う
た

め
の

支
援

・
一

定
の

学
士

課
程

定
員

の
規

模
縮

小
を

し
つ

つ
、

質
の

向
上

と
連

動
し

て
規

模
縮

小
を

実
施

す
る

大
学

、
収

容
定

員
・

資
源

を
学

部
か

ら
大

学
院

へ
シ

フ
ト

す
る

大
学

、
質

を
確

保
し

た
上

で
留

学
生

や
社

会
人

を
増

加
す

る
大

学
等

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

・
大

学
等

が
持

つ
知

的
資

産
の

継
承

・
発

展
の

機
能

に
留

意
し

つ
つ

、
大

学
・

高
専

機
能

強
化

支
援

事
業

を
通

じ
た

デ
ジ

タ
ル

・
グ

リ
ー

ン
等

の
成

長
分

野
へ

の
学

部
転

換
等

の
支

援
等

、
改

革
や

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

取
り

組
む

大
学

へ
の

支
援

を
強

化
す

る
。

・
付

加
価

値
を

創
造

す
る

新
た

な
私

立
大

学
へ

転
換

す
る

た
め

の
教

育
研

究
面

の
構

造
転

換

や
、

複
数

大
学

等
の

連
携

に
よ

る
経

営
効

率
化

・
開

設
科

目
等

の
相

互
補

完
等

を
通

じ
た

経
営

改
革

の
支

援
を

強
化

す
る

。

・
各

種
デ

ー
タ

や
知

見
・

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

フ
ル

活
用

す
る

体
制

の
構

築
等

に
よ

り
、

各
大

学
等

の
主

体
的

な
経

営
判

断
や

、
文

部
科

学
省

、
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

よ
る

「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

支
援

」
を

推
進

す
る

。

・
産

業
界

や
社

会
人

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
、

各
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
教

育
改

善
を

促
進

す
る

た
め

に
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

・
評

価
の

体
制

整
備

を
支

援
す

る
。

・
高

度
で

専
門

的
な

知
識

を
有

す
る

高
い

資
質

・
能

力
を

も
っ

た
職

員
の

採
用

・
育

成
を

促
進

す
る

。

○
高

等
教

育
機

関
間

の
連

携
の

推
進

・
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

仕
組

み
を

発
展

さ
せ

、
各

地
域

に
お

け
る

地
理

的
観

点
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

確
保

策
や

地
域

の
人

材
育

成
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

議
論

を
行

う
協

議
体

（
地

域
構

想
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（

仮
称

）
）

を
構

築
す

る
。

・
大

学
等

連
携

推
進

法
人

制
度

を
発

展
さ

せ
、

連
携

開
設

科
目

の
設

置
に

と
ど

ま
ら

な
い

活
用

を
支

援
し

、
大

学
等

連
携

を
よ

り
緊

密
に

行
う

た
め

の
仕

組
み

（
地

域
研

究
教

育
連

携
推

進
機

1
0
8
 
学

士
課

程
答

申
で

示
さ

れ
た
「

各
専

攻
分

野
を

通
じ

て
培

う
学

士
力

～
学

士
課

程
共

通
の

学
習

成
果

に
関

す
る

参
考

指
針

～
」
を

踏
ま

え

る
と

と
も

に
、
日

本
学

術
会

議
の
「

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
」
等

も
参

考
と

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
 

1
0
9
 
な

お
、
大

学
図

書
館

は
、
こ

れ
ま

で
、
大

学
に

お
け

る
学

生
の

学
習

や
大

学
が

行
う

高
等

教
育

と
学

術
研

究
活

動
全

般
を

支
え

る
重

要
な

学
術

情
報

基
盤

と
し

て
、
社

会
全

体
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

の
進

展
と

学
術

情
報

流
通

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
、
学

術
情

報
の

体
系

的
な

収

集
・

蓄
積

・
公

開
や

、
大

学
に

お
け

る
教

育
・

研
究

に
対

す
る

支
援

な
ど

の
役

割
・

機
能

を
担

っ
て

き
た

。
（

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

情

報
委

員
会

オ
ー

プ
ン

サ
イ

エ
ン

ス
時

代
に

お
け

る
大

学
図

書
館

の
在

り
方

検
討

部
会

「
オ

ー
プ

ン
サ

イ
エ

ン
ス

時
代

に
お

け
る

大
学

図
書

館
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

審
議

の
ま

と
め

）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
１

月
）
）
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構
（

仮
称

）
）

の
導

入
や

支
援

策
の

検
討

を
行

う
。

 

・
遠

隔
教

育
の

課
題

と
利

点
を

踏
ま

え
た

遠
隔

教
育

の
質

の
保

証
・

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

対
面

授
業

と
遠

隔
授

業
を

効
率

的
に

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
教

育
の

充
実

等
を

促
進

す
る

。
【

再
掲

】

・
複

数
大

学
等

の
連

携
に

よ
る

経
営

効
率

化
・

開
設

科
目

等
の

相
互

補
完

等
を

通
じ

た
経

営
改

革
の

支
援

を
強

化
す

る
【

再
掲

】
。

・
D
X
等

の
活

用
を

通
じ

て
客

観
的

な
経

営
診

断
を

踏
ま

え
た
「

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
支

援
」
を

充

実
し

、
各

法
人

の
主

体
的

な
判

断
を

促
す

と
と

も
に

、
連

携
・

統
合

等
を

希
望

す
る

学
校

法
人

へ
の

経
営

相
談

等
を

含
め

、
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

お
け

る
高

度
な

経
営

相
談

支
援

の
実

現
を

図
る

。

②
高

等
教

育
機

関
全

体
の

規
模

の
適

正
化

の
推

進

高
等

教
育

全
体

の
規

模
の

適
正

化
に

つ
い

て
は

、
高

等
教

育
機

関
以

外
の

機
関

に
お

け
る

再
編

等
に

関
す

る
施

策
の

例
も

参
考

に
し

つ
つ

、
地

域
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
再

編
・

統
合

や

縮
小

、
撤

退
を

支
援

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

際
に

は
、
大

学
、
専

門
職

大
学
・
専

門
職

短
期

大
学

、
大

学
院
・
専

門
職

大
学

院
、
短

期
大

学
、

高
等

専
門

学
校

、
専

門
学

校
と

い
っ

た
機

関
別

、
あ

る
い

は
、

国
公

私
立

の
設

置
者

別
の

区
分

に
関

係

な
く

、
全

て
の

高
等

教
育

機
関

に
と

っ
て

、
決

し
て

他
人

事
で

は
な

い
と

い
う

認
識

を
強

く
持

つ
必

要

が
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

前
提

と
し

た
上

で
、

新
た

な
大

学
・

学
部

等
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
学

問
分

野
へ

の
転

換
な

ど
新

陳
代

謝
も

必
要

で
あ

る
一

方
で

、
今

後
、

大
学

進
学

者
数

の
大

幅
な

減
少

が

見
込

ま
れ

る
と

い
う

高
等

教
育

全
体

を
取

り
巻

く
劇

的
な

変
化

に
的

確
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ

の
た

め
、

国
の

施
策

に
お

い
て

は
、

設
置

認
可

審
査

か
ら

撤
退

の
支

援
ま

で
一

貫
し

た
取

組
が

求
め

ら

れ
る

と
と

も
に

、
大

学
等

に
お

い
て

も
、
1
8
歳

人
口

が
減

少
す

る
こ

と
や

地
域

の
人

材
需

給
等

も
踏

ま

え
つ

つ
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
・

ア
ン

ド
・

ビ
ル

ド
を

は
じ

め
学

内
に

お
け

る
組

織
や

定
員

に
関

す
る

検
討

を

十
分

行
う

必
要

が
あ

る
。

上
記

を
踏

ま
え

、
設

置
認

可
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

、
教

学
面

に

お
い

て
は

質
の

高
さ

や
社

会
的

な
必

要
性

を
求

め
、

経
営

面
に

お
い

て
は

財
産

保
有

要
件

や
私

学
助

成

交
付

要
件

の
厳

格
化

を
図

る
な

ど
、

抜
本

的
な

見
直

し
を

図
る

1
1
0
 
1
1
1
。

 

そ
の

上
で

、
各

々
の

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

自
ら

の
強

み
・

弱
み

や
取

り
巻

く
外

部
環

境
等

の
現

状
を

適
切

に
認

識
し

、
自

ら
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

再
確

認
し

、
少

子
化

を
踏

ま
え

た
適

正
な

規
模

の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

各
機

関
の

検
討

の
結

果
、

地
域

や
産

業
の

ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

学
部

・
学

科
等

の
再

編
や

、
研

究
大

学
を

志
向

す
る

大
学

に
お

け
る

収
容

定
員

・
資

源

の
学

部
か

ら
大

学
院

へ
の

シ
フ

ト
、

地
域

あ
る

い
は

地
域

外
の

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

、
統

合
等

、

1
1
0
 
収

容
定

員
管

理
に

お
い

て
、

現
在

は
、

1
0
0
％

を
数

名
で

も
下

回
る

と
「

未
充

足
」

と
位

置
付

け
ら

れ
る

こ
と

で
課

題
と

捉
え

ら
れ

る
傾

向
に

あ
る

が
、
地

域
に

お
け

る
ア

ク
セ

ス
確

保
の

観
点

も
踏

ま
え

、
教

育
の

質
や

経
営

上
の

影
響

等
の

観
点

か
ら

実
質

的
に

定
員

の
充

足
状

況
を

把
握

す
る

た
め

に
、
「

定
員

充
足

」
「

未
充

足
」

の
考

え
方

に
つ

い
て

多
少

の
幅

を
も

た
せ

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 
1
1
1
 
設

置
認

可
申

請
時

に
他

の
申

請
大

学
等

の
情

報
を

十
分

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

実
態

も
あ

る
が

、
各

大
学

等
に

お
い

て
は

、
積

極

的
な

情
報

収
集

と
適

切
な

市
場

調
査

の
実

施
が

望
ま

れ
る

。
設

置
認

可
審

査
の

過
程

に
お

い
て

も
、
十

分
な

情
報

収
集

と
市

場
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

た
計

画
と

な
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
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3
9
 

そ
れ

ぞ
れ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
応

じ
た

再
編

 ・
統

合
、
縮

小
1
1
2
、
撤

退
等

を
進

め
て

い
く

こ
と

も
求

め
ら

れ
る

。
な

お
、

高
等

教
育

機
関

間
の

連
携

、
統

合
等

に
当

た
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

高
等

教
育

機
関

に

お
け

る
三

つ
の

方
針

や
建

学
の

精
神

と
の

整
合

性
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
少

子
化

が
進

む
中

で
、

地
方

の
中

小
規

模
の

私
立

大
学

の
経

営
は

厳
し

く
な

っ
て

お
り

、
近

年
で

は
、

私
立

大
学

か
ら

公
立

大
学

に
設

置
者

が
変

更
さ

れ
る

事
例

が
見

ら
れ

る
。

こ
れ

ま
で

も
、

地

方
公

共
団

体
や

議
会

に
お

い
て

私
立

大
学

の
公

立
化

が
真

に
地

域
に

貢
献

す
る

も
の

と
な

る
か

検
討

が
行

わ
れ

る
と

と
も

に
、

将
来

的
に

見
込

ま
れ

る
経

営
見

通
し

や
財

政
負

担
の

「
見

え
る

化
」

が
進

め

ら
れ

て
い

る
。

私
立

大
学

の
公

立
化

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

安
易

な
設

置
は

避
け

る
必

要
が

あ
り

、

地
方

公
共

団
体

に
お

い
て

は
、

地
域

の
人

材
需

要
や

将
来

の
運

営
の

見
通

し
等

も
十

分
に

吟
味

す
る

な

ど
、

慎
重

に
検

討
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
経

営
・

教
学

面
に

お
い

て
一

定
の

質
が

確
保

で
き

な
い

高
等

教
育

機
関

に
つ

い
て

は
、

学
生

保
護

の
観

点
及

び
高

等
教

育
全

体
へ

の
信

頼
確

保
の

観
点

か
ら

、
撤

退
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
そ

の

た
め

の
仕

組
み

の
構

築
が

求
め

ら
れ

る
。

 

こ
れ

ま
で

は
、

大
学

が
募

集
停

止
・

廃
止

と
な

っ
て

も
、

ほ
と

ん
ど

が
近

隣
の

大
学

で
学

業
を

継
続

す
る

か
、

在
学

生
が

卒
業

す
る

ま
で

存
続

す
る

な
ど

し
て

き
た

。
し

か
し

、
今

後
は

急
激

な
経

営
状

況

の
悪

化
等

に
よ

り
、

学
生

の
学

び
の

継
続

を
確

保
で

き
ず

に
廃

止
と

な
る

高
等

教
育

機
関

が
現

れ
な

い

と
も

限
ら

な
い

。
そ

れ
に

よ
っ

て
、

最
も

被
害

を
受

け
る

の
は

学
生

で
あ

り
、

学
生

保
護

の
観

点
か

ら

は
、

全
体

の
規

模
を

円
滑

に
適

正
化

し
て

い
く

と
と

も
に

、
急

な
破

綻
を

避
け

る
た

め
の

取
組

や
破

綻

し
た

場
合

の
手

続
や

取
扱

い
に

つ
い

て
必

要
な

仕
組

み
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
厳

格
な

設
置

認
可

審
査

へ
の

転
換

・
社

会
的

な
必

要
性

や
持

続
可

能
で

質
の

高
い

学
修

環
境

・
研

究
環

境
で

あ
る

か
と

い
う

視
点

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

重
視

す
る

こ
と

と
し

、
通

信
教

育
課

程
を

含
め

、
基

幹
教

員
の

配
置

に
係

る
基

準
や

指
導

補
助

者
の

基
準

等
に

つ
い

て
制

度
改

善
を

行
う

。
【

再
掲

】

・
学

校
法

人
の

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

審
査

に
お

い
て

、
新

た
に

大
学

等
を

設
置

す
る

場
合

の
財

産
保

有
要

件
や

経
営

状
況

等
に

関
す

る
要

件
の

厳
格

化
を

図
る

な
ど

財
務

基
準

の
見

直
し

を
図

る
。

・
学

校
法

人
の

寄
附

行
為

（
変

更
）

認
可

審
査

に
お

い
て

、
経

営
状

況
が

悪
化

し
た

場
合

等
の

対
応

方
針

（
リ

ス
ク

シ
ナ

リ
オ

）
や

学
生

確
保

の
見

通
し

等
に

関
す

る
審

査
の

在
り

方
、

審
査

プ
ロ

セ
ス

等
を

抜
本

的
に

見
直

す
。

リ
ス

ク
シ

ナ
リ

オ
を

遵
守

し
な

い
場

合
や

、
学

部
等

の
設

置
後

に
完

成
年

度
を

迎
え

て
も

定
員

充
足

率
が

一
定

の
割

合
に

満
た

な
い

場
合

等
、

設
置

計
画

の
履

行
が

十
分

に
な

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
私

学
助

成
の

減
額
・
不

交
付

措
置

を
講

ず
る

。
 

・
大

学
の

地
域

貢
献

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

公
表

に
基

づ
き

、
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
と

さ
れ

る
地

方
大

学
に

対
す

る
支

援
の

在
り

方
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
私

立
大

学
の

公
立

化
に

お
い

て
、

地
方

公
共

団
体

が
地

域
の

人
材

需
要

や
将

来
の

運
営

の
見

通
し

等
も

十
分

に
吟

味
す

る
な

ど
、

留
意

す
べ

き
事

項
等

の
明

確
化

を
行

う
。

1
1
2
 
縮

小
と

は
定

員
規

模
の

縮
小

を
指

す
が

、
S
/
T
比

の
向

上
も

含
め

た
丁

寧
な

教
育

が
行

わ
れ

る
な

ど
、
よ

り
活

力
あ

る
取

組
に

繋
げ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
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4
0
 

○
再

編
・

統
合

の
推

進

・
定

員
未

充
足

や
財

務
状

況
が

厳
し

い
大

学
等

を
統

合
し

た
場

合
の

ペ
ナ

ル
テ

ィ
措

置
（

設
置

認
可

審
査

、
私

学
助

成
、

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

の
機

関
要

件
等

）
を

緩
和

す
る

た
め

の
制

度
改

善
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

・
再

編
・
統

合
時

の
留

意
点

1
1
3
等

を
整

理
し

た
学

校
法

人
向

け
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

1
1
4
を

踏
ま

え

つ
つ

、
既

に
こ

れ
ま

で
行

わ
れ

て
き

た
再

編
・

統
合

の
課

題
を

整
理

し
た

実
施

事
例

を
作

成
す

る
な

ど
、
再

編
・
統

合
を

検
討

す
る

際
に

有
益

な
情

報
を

高
等

教
育

機
関

関
係

者
に

周
知

す
る

。
 

・
D
X
等

の
活

用
を

通
じ

て
客

観
的

な
経

営
診

断
を

踏
ま

え
た
「

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
支

援
」
を

充

実
し

、
各

法
人

の
主

体
的

な
判

断
を

促
す

と
と

も
に

、
連

携
・

統
合

等
を

希
望

す
る

学
校

法
人

へ
の

経
営

相
談

等
を

含
め

、
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

お
け

る
高

度
な

経
営

相
談

支
援

の
実

現
を

図
る

。
【

再
掲

】

・
設

置
者

の
枠

を
超

え
た

再
編

・
統

合
に

つ
い

て
課

題
や

実
施

す
る

た
め

の
方

策
の

整
理

を
行

う
。

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

た
大

学
等

の
再

編
・

統
合

に
資

す
る

よ
う

な
支

援
方

策
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

○
縮

小
へ

の
支

援

・
一

定
の

条
件

を
満

た
す

場
合

に
一

時
的

に
減

少
さ

せ
た

定
員

を
一

部
又

は
全

部
戻

す
こ

と
を

容
易

に
す

る
仕

組
み

の
創

設
等

、
収

容
定

員
の

引
下

げ
に

対
す

る
大

学
等

の
忌

避
感

の
緩

和
の

た
め

の
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

・
一

定
の

学
士

課
程

定
員

の
規

模
縮

小
を

し
つ

つ
、

質
の

向
上

と
連

動
し

て
規

模
縮

小
を

実
施

す
る

大
学

、
収

容
定

員
・

資
源

を
学

部
か

ら
大

学
院

へ
シ

フ
ト

す
る

大
学

、
質

を
確

保
し

た
上

で
留

学
生

や
社

会
人

を
増

加
す

る
大

学
等

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。
【

再
掲

】

・
縮

小
、

撤
退

等
の

学
校

法
人

の
速

や
か

な
経

営
判

断
を

着
実

に
促

す
た

め
、

学
校

法
人

へ
の

経
営

指
導

の
基

準
と

な
る

指
標

や
学

校
法

人
向

け
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

等
を

見
直

す
。

ま
た

、
収

容
定

員
充

足
率

や
経

営
状

況
等

が
一

定
の

基
準

に
該

当
す

る
場

合
に

対
し

て
は

、
規

模
縮

小
や

撤
退

に
係

る
指

導
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
私

学
助

成
の

交
付

要
件

と
し

て
経

営
改

善
に

関
す

る
計

画
の

策
定

を
義

務
付

け
、

進
捗

状
況

等
を

配
分

に
反

映
さ

せ
る

。

○
撤

退
へ

の
支

援

・
学

生
募

集
停

止
を

行
っ

た
学

部
等

に
つ

い
て

、
情

報
の

公
表

や
教

育
の

質
に

係
る

客
観

的
指

標
等

に
お

い
て

減
額

措
置

を
受

け
て

い
な

い
こ

と
等

を
要

件
に

、
継

続
的

な
教

育
研

究
活

動
を

支
援

す
る

。

・
縮

小
、

撤
退

等
の

学
校

法
人

の
速

や
か

な
経

営
判

断
を

着
実

に
促

す
た

め
、

学
校

法
人

へ
の

経
営

指
導

の
基

準
と

な
る

指
標

や
学

校
法

人
向

け
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

等
を

見
直

す
。

ま
た

、
収

容
定

員
充

足
率

や
経

営
状

況
等

が
一

定
の

基
準

に
該

当
す

る
場

合
に

対
し

て
は

、
規

模
縮

小
や

撤
退

に
係

る
指

導
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
私

学
助

成
の

交
付

要
件

と
し

て
経

営
改

善
に

関
す

1
1
3
 
な

お
、

統
合

等
に

当
た

っ
て

は
、

デ
ュ

ー
・

デ
リ

ジ
ェ

ン
ス

（
取

引
前

の
適

正
評

価
手

続
）

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

1
1
4
 
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
「

学
校

法
人

の
経

営
改

善
等

の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

≪
第

２
次

改
訂

版
≫

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）
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る
計

画
の

策
定

を
義

務
付

け
、

進
捗

状
況

等
を

配
分

に
反

映
さ

せ
る

。
【

再
掲

】
 

・
学

校
法

人
が

解
散

す
る

場
合

等
に

お
け

る
、

在
学

生
の

卒
業

ま
で

の
学

修
環

境
確

保
等

の
学

生
保

護
の

仕
組

み
、

卒
業

生
・

修
了

生
の

学
籍

情
報

の
管

理
方

策
の

構
築

 

1
1
5
や

残
余

財
産

の
帰

属
の

要
件

緩
和

の
た

め
の

制
度

改
善

を
行

う
。

1
1
5
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

学
修

者
本

位
の

大
学

教
育

の
実

現
に

向
け

た
今

後
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
）

を
受

け
た

検
討

の
具

体
化

。
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（
３

）
高

等
教

育
へ

の
「

ア
ク

セ
ス

」
確

保

高
等

教
育

全
体

の
規

模
を

適
正

化
し

つ
つ

、
意

欲
の

あ
る

者
の

教
育

機
会

を
確

保
し

、
誰

も
が

進
学

を
あ

き
ら

め
な

い
社

会
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
質

の
高

い
高

等
教

育
へ

の
「

ア
ク

セ
ス

」
に

つ
い

て
、

地
理

的
観

点
と

社
会

経
済

的
観

点
の

両
面

か
ら

対
策

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。

 

地
域

に
よ

っ
て

高
等

教
育

機
関

へ
の

進
学

率
や

進
学

者
収

容
力

が
異

な
る

と
と

も
に

、
少

子
化

の
中

で
、

地
方

の
私

立
大

学
ほ

ど
学

生
数

が
減

少
し

、
厳

し
い

経
営

状
況

に
陥

る
傾

向
に

あ
る

一
方

で
、

経

済
的

な
理

由
を

含
め

様
々

な
理

由
で

地
元

を
離

れ
る

こ
と

が
で

き
な

い
進

学
希

望
者

が
い

る
こ

と
か

ら
、

地
理

的
観

点
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

確
保

の
た

め
の

方
策

を
講

じ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

あ
わ

せ
て

、
意

欲
の

あ
る

学
生

が
、

家
庭

の
経

済
的

理
由

か
ら

高
等

教
育

段
階

へ
の

進
学

を
断

念
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
ま

た
進

学
し

た
学

生
が

学
資

の
捻

出
の

た
め

長
時

間
の

ア
ル

バ
イ

ト
を

強
い

ら

れ
る

こ
と

な
く

、
学

業
に

十
分

に
専

念
で

き
る

よ
う

、
経

済
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

た
め

の

方
策

を
引

き
続

き
講

じ
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
社

会
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

た

め
の

方
策

を
講

じ
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
地

方
創

生
や

少
子

化
へ

の
対

応
と

し
て

、
地

域
に

お
い

て
、「

学
び

」
、
 「
仕

事
」
と
「

多
様

な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

実
現

し
や

す
い

環
境

」
が

そ
ろ

う
こ

と
も

、
今

後
の

我
が

国
の

発
展

に
は

重
要

で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

、
高

等
教

育
機

関
に

ど
の

よ
う

な
役

割
が

果
た

せ
る

の
か

と
い

う
観

点
も

重
要

で

あ
る

。

①
地

理
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

に
お

い
て

は
、

地
域

の
高

等
教

育
機

関
が

高
等

教
育

と
い

う
役

割
を

超
え

て
、

地
域

社
会

の
核

と
な

り
、

産
業

界
や

地
方

公
共

団
体

等
と

と
も

に
将

来
像

の
議

論
や

具
体

的
な

連

携
・

交
流

等
の

方
策

に
つ

い
て

議
論

す
る

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
や

国
公

私
立

の
枠

組

み
を

超
え

た
連

携
の

仕
組

み
と

し
て

大
学

等
連

携
推

進
法

人
の

導
入

等
が

示
さ

れ
た

。
 

こ
れ

ら
の

取
組

は
幾

つ
か

の
地

域
で

始
ま

っ
て

お
り

、
地

域
の

全
大

学
が

参
画

し
て

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
進

学
・

就
職

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
る

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
例

や
、

多
数

の

連
携

開
設

科
目

の
設

置
に

よ
り

教
養

教
育

の
充

実
や

多
様

な
学

生
交

流
に

取
り

組
ん

で
い

る
例

が
あ

る
。

一
方

で
、

現
状

の
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

は
、

強
い

当
事

者
意

識
、

問
題

解
決

に
向

け

た
ス

ピ
ー

ド
感

に
課

題
が

あ
る

と
の

指
摘

や
、

連
携

開
設

科
目

の
設

置
に

と
ど

ま
ら

な
い

、
大

学
等

連

携
推

進
法

人
を

活
用

し
た

教
育

連
携

の
取

組
を

更
に

先
に

進
め

て
い

く
べ

き
で

は
な

い
か

と
の

指
摘

も
あ

る
。

高
等

教
育

機
関

の
規

模
の

適
正

化
が

図
ら

れ
て

い
く

中
で

は
、

今
後

、
各

高
等

教
育

機
関

が
自

ら
の

強
み

や
弱

み
を

把
握

し
、

各
地

域
に

お
け

る
志

願
動

向
や

人
材

需
要

、
他

の
高

等
教

育
機

関
が

持
つ

特

色
等

を
踏

ま
え

、
各

機
関

の
強

み
を

伸
ば

し
、

連
携

・
再

編
等

を
通

じ
て

互
い

に
機

能
を

補
完

す
る

中

で
、

求
め

ら
れ

る
分

野
を

学
べ

る
高

等
教

育
の

機
会

を
確

保
す

る
こ

と
が

よ
り

一
層

重
要

と
な

る
。

 

特
に

、
近

年
、

地
方

の
高

等
教

育
機

関
を

中
心

に
、

入
学

者
数

の
減

少
に

よ
る

学
生

募
集

停
止

が
相

次
い

で
い

る
。
進

学
希

望
者

の
立

場
に

立
て

ば
、
個

別
の

高
等

教
育

機
関

の
存

続
以

前
の

問
題

と
し

て
、

そ
の

地
域

で
の

学
び

の
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

極
め

て
重

要
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う

な
背

景
も

あ
る

中
で

高
等

教
育

機
関

の
再

編
・

統
合

や
縮

小
、

撤
退

を
、

市
場

経
済

に
お

け
る

選
択

に

委
ね

る
の

み
で

は
、

仮
に

、
地

域
に

一
定

の
進

学
希

望
や

人
材

需
要

が
存

在
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

個
別

の
高

等
教

育
機

関
の

経
営

判
断

の
み

を
も

っ
て

地
域

か
ら

学
び

の
機

会
が

縮
減

・
消

滅
す

る
こ

と
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と
な

り
、

地
方

に
在

住
す

る
高

等
教

育
進

学
希

望
者

の
教

育
機

会
の

確
保

に
多

大
な

支
障

が
生

じ
る

お

そ
れ

が
あ

る
。

ま
た

、
地

域
の

人
材

需
給

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

、
地

域
の

生
活

や
産

業
の

基
盤

に
大

き

な
影

響
を

与
え

る
お

そ
れ

も
あ

る
。

そ
の

た
め

、
各

地
域

に
お

い
て

高
等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

の

具
体

策
を

早
急

に
講

じ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

こ
の

た
め

、
国

に
お

い
て

、
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

一
定

の
質

が
担

保
さ

れ
た

高
等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

等
、

地
理

的
観

点
か

ら
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

を
図

る
た

め
の

仕
組

み

の
構

築
や

都
市

か
ら

地
方

へ
の

動
き

の
促

進
等

を
通

じ
た

地
方

創
生

推
進

の
た

め
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

地
方

に
お

い
て

も
高

等
教

育
を

受
け

る
機

会
や

高
等

教
育

機
関

の
維

持
が

図
ら

れ
、
地

理
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保
に

も
資

す
る

こ
と

と
な

る
。
あ

わ
せ

て
、

高
等

教
育

機
関

卒
業

後
の

地
元

へ
の

定
着

や
、

多
様

な
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

地
域

産
業

の

発
展

等
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
と

な
る

。
 

ア
．

地
域

ご
と

の
ア

ク
セ

ス
確

保
を

図
る

た
め

の
仕

組
み

の
構

築

地
域

に
と

っ
て

真
に

必
要

な
一

定
の

質
が

担
保

さ
れ

た
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
等

地
理

的
観

点

か
ら

高
等

教
育

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
確

保
を

図
る

仕
組

み
の

構
築

に
当

た
っ

て
は

、
国

に
お

い
て

各

地
域

と
の

連
携

・
協

力
体

制
を

早
急

に
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

そ
の

際
、

学
問

分
野

・
領

域
を

残
す

こ
と

に
固

執
し

て
、

地
域

に
お

け
る

高
等

教
育

機
関

の
収

容
定

員
を

人
口

減
少

に
合

わ
せ

て
一

律
に

縮
小

す
る

と
、

定
員

が
充

足
し

て
も

経
営

基
盤

が
脆ぜ

い

弱
に

な
る

高
等

教
育

機
関

が
多

数
出

る
こ

と
と

な
る

。
一

方
で

、
一

部
の

高
等

教
育

機
関

に
機

能
を

集
約

す
る

こ

と
も

容
易

で
は

な
い

。
高

等
教

育
機

関
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

歴
史

に
お

い
て

、
強

み
と

特
色

を
生

か
し

た

教
育

研
究

を
行

っ
て

き
て

お
り

、
そ

れ
ぞ

れ
が

持
つ

多
様

な
教

育
研

究
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
す

こ
と

の

で
き

な
い

方
法

は
、

効
率

性
が

悪
く

、
損

失
も

大
き

い
。

し
た

が
っ

て
、

今
後

、
高

等
教

育
機

関
が

存

続
し

、
連

携
・

協
力

体
制

を
構

築
し

て
い

く
に

当
た

っ
て

、
ま

ず
必

要
な

こ
と

は
、

教
育

研
究

に
お

け

る
強

み
や

特
色

を
よ

り
明

確
に

し
な

が
ら

改
善

を
進

め
る

こ
と

で
あ

る
。

 

そ
こ

で
、

各
高

等
教

育
機

関
が

持
つ

強
み

や
特

色
を

生
か

し
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

ア
ク

セ
ス

確
保

を
図

り
、

地
域

に
必

要
な

人
材

を
育

成
す

る
た

め
に

、
ま

ず
は

、
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

仕

組
み

を
発

展
さ

せ
、

各
地

域
の

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
状

況
や

課
題

、
将

来
の

人
材

需
要

等
を

地
域

の

高
等

教
育

機
関

が
共

通
に

認
識

し
、

地
方

公
共

団
体

や
産

業
界

等
地

域
の

関
係

者
も

一
体

と
な

っ
て

具

体
的

な
取

組
に

向
か

う
こ

と
が

で
き

る
場

の
構

築
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
、

地
域

の
高

等
教

育

機
関

や
地

方
公

共
団

体
、

産
業

界
等

の
各

地
域

の
関

係
者

が
議

論
し

、
各

地
域

で
実

効
性

の
あ

る
取

組

を
推

進
す

る
た

め
の

協
議

体
（

地
域

構
想

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 （
仮

称
）
）
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
協

議
体

の
構

築
は

、
各

地
域

の
高

等
教

育
を

取
り

巻
く

状
況

や
課

題
に

つ
い

て
地

域
の

高
等

教
育

機
関

が
共

通
認

識
を

持
ち

、
地

方
公

共
団

体
や

産
業

界
等

地
域

の
関

係
者

も
一

体
と

な
っ

て

具
体

的
な

取
組

に
向

か
う

こ
と

が
で

き
る

場
と

し
て

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

着
実

に
段

階

を
踏

ん
で

進
め

る
こ

と
を

前
提

と
し

つ
つ

、
原

則
と

し
て

地
域

の
全

て
の

高
等

教
育

機
関

を
含

む
関

係

機
関

が
参

加
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

仕
組

み
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
設

置
認

可
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審
査

や
財

政
支

援
等

に
当

た
っ

て
こ

の
よ

う
な

協
議

体
で

の
議

論
の

内
容

を
考

慮
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

そ
し

て
、

協
議

体
の

構
築

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

高
等

教
育

機
関

の
関

与
は

も
と

よ
り

、
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
体

制
整

備
や

国
に

お
け

る
司

令
塔

機
能

の
整

備
、

産
業

界
の

協
力

等
も

重
要

で
あ

る
。
 

ま
た

、
各

機
関

や
地

域
に

お
い

て
検

討
を

促
す

た
め

に
は

、
各

地
域

に
お

い
て

、
地

域
に

お
け

る
志

願
動

向
や

人
材

需
要

の
情

報
収

集
や

整
理

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
国

に
お

い
て

も
、

関
係

省
庁

の

連
携

に
よ

り
、

地
域

ご
と

の
人

口
予

測
や

将
来

的
な

産
業

構
造

の
変

化
に

応
じ

た
産

業
分

野
ご

と
の

人

材
需

要
1
1
6
等

に
つ

い
て

、
よ

り
詳

細
な

量
的
・
質

的
な

情
報

を
収

集
・
提

供
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

さ
ら

に
、

協
議

体
に

お
い

て
議

論
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
が

重
要

で
あ

り
、

協
議

体
が

情
報

共
有

を
行

う
段

階
に

あ
る

の
か

、
産

学
官

金
の

連
携

体
制

の
構

築
や

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
の

構
築

等
を

具
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
段

階
で

あ
る

か
で

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
な

る

人
材

に
求

め
ら

れ
る

経
験

・
見

識
は

異
な

る
。

そ
の

た
め

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

候
補

と
な

る
人

材

は
、

高
等

教
育

関
係

者
の

み
な

ら
ず

様
々

な
業

界
に

裾
野

を
広

げ
て

求
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま

た
、

協
議

体
の

議
論

の
進

捗
段

階
に

応
じ

て
、

求
め

ら
れ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

・
育

成
を

戦

略
的

に
進

め
る

必
要

も
あ

る
。

 

そ
の

上
で

、
強

い
当

事
者

意
識

を
持

っ
た

大
学

間
連

携
の

取
組

や
実

効
性

あ
る

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
協

議
体

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

も
連

携
し

つ
つ

、
連

携
開

設
科

目
の

開

設
に

と
ど

ま
ら

な
い

大
学

等
連

携
推

進
法

人
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
た

め
、

同
制

度
を

発
展

さ
せ

た

「
地

域
研

究
教

育
連

携
推

進
機

構
 （
仮

称
）
」
の

活
用

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
に

と
っ

て
真

に

必
要

な
一

定
の

質
が

担
保

さ
れ

た
高

等
教

育
機

関
へ

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

地
理

的
観

点
か

ら
の

高

等
教

育
機

関
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

た
め

の
取

組
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
地

域
構

想

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム
（

仮
称

）
に

お
け

る
議

論
を

経
て

、
地

域
研

究
教

育
連

携
推

進
機

構
（

仮
称

）

の
取

組
へ

発
展

す
る

こ
と

や
、

こ
れ

ら
が

相
互

に
連

携
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

地
域

に
お

け
る

議
論

や

大
学

等
間

の
連

携
が

活
性

化
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
地

域
の

ア
ク

セ
ス

確
保

・
人

材
育

成
の

た
め

の
協

議
体

の
構

築

・
各

地
域

に
お

け
る

地
理

的
観

点
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

確
保

策
や

地
域

の
人

材
育

成
の

在
り

方
な

ど
、

大
学

等
に

お
け

る
研

究
・

教
育

の
構

想
や

そ
の

推
進

に
つ

い
て

、
地

域
内

の
高

等
教

育
機

関
、

地
方

公
共

団
体

、
産

業
界

、
金

融
機

関
等

の
地

域
の

関
係

者
が

継
続

的
に

議
論

を
行

う
協

議
体

（
地

域
構

想
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（

仮
称

）
）

1
1
7
を

国
と

連
携

し
て

構
築

す
る

。

・
協

議
体

の
議

論
へ

の
参

画
が

期
待

さ
れ

る
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
、

地
域

の
関

係
者

と
の

継
続

的
な

連
携

の
た

め
の

窓
口

の
明

確
化

等
、

地
域

に
お

け
る

高
等

教
育

振
興

に
関

す
る

担
当

部
署

の
整

備
を

促
進

す
る

。

1
1
6
 
例

え
ば

、
経

済
産

業
省

の
産

業
構

造
審

議
会

経
済

産
業

政
策

新
機

軸
部

会
で

は
、

過
去

3
0
年

の
産

業
構

造
変

化
を

産
業

別
・

地
域

別
に

分
析

し
て

、
2
0
4
0
年

頃
の

将
来

見
通

し
を

検
討

し
て

お
り

、
そ

の
よ

う
な

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

 
1
1
7
 
検

討
に

当
た

っ
て

は
、
確

保
す

べ
き

地
理

的
ア

ク
セ

ス
の

範
囲

、
各

地
域

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
学

問
分

野
や

教
育

水
準

、
議

論
を

行
う

地
域

の
範

囲
の

整
理

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、
地

理
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

み
な

ら
ず

、
構

成
員

の
属

性
を

踏
ま

え
、
リ

カ
レ

ン

ト
教

育
等

に
つ

い
て

議
論

す
る

こ
と

も
有

効
と

考
え

ら
れ

る
。
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・
地

方
大

学
の

振
興

1
1
8
や

高
等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

に
当

た
っ

て
、
国

に
お

け
る

司
令

塔

機
能

を
果

た
す

た
め

に
責

任
あ

る
体

制
を

整
備

す
る

な
ど

組
織

体
制

の
充

実
・

強
化

を
行

う
。

○
議

論
を

行
う

協
議

体
に

お
い

て
検

討
を

促
す

た
め

の
仕

組
み

の
整

備

・
各

地
域

に
お

い
て

、
地

域
に

お
け

る
志

願
動

向
や

人
材

需
要

の
情

報
収

集
や

整
理

が
可

能
と

な
る

よ
う

、
国

に
お

い
て

、
関

係
省

庁
の

連
携

に
よ

り
、

地
域

ご
と

の
人

口
予

測
や

分
野

ご
と

の
産

業
・

雇
用

環
境

の
変

化
等

に
つ

い
て

、
よ

り
詳

細
な

量
的

・
質

的
な

情
報

を
収

集
・

提
供

す
る

。

・
議

論
を

行
う

協
議

体
に

お
い

て
、

地
域

の
実

態
や

今
後

の
見

通
し

を
客

観
的

に
踏

ま
え

た
議

論
を

円
滑

に
行

う
た

め
に

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

な
る

人
材

の
育

成
・

配
置

を
進

め
る

。

○
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

一
定

の
質

が
担

保
さ

れ
た

高
等

教
育

機
関

へ
の

支
援

・
各

地
域

の
実

情
や

協
議

体
で

の
議

論
等

を
踏

ま
え

、
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

一
定

の
質

が
担

保
さ

れ
た

高
等

教
育

機
関

に
つ

い
て

、
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

連
携

・
再

編
等

の
計

画
策

定
や

各
計

画
の

実
行

を
国

が
支

援
す

る
た

め
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
地

方
公

共
団

体
、

産
業

界
、

金
融

機
関

等
、

地
域

の
様

々
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
よ

る
支

援
を

促
進

す
る

。

・
地

域
に

と
っ

て
不

可
欠

な
専

門
人

材
の

輩
出

や
、

地
方

就
職

率
、

上
記

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
よ

る
支

援
の

状
況

等
も

踏
ま

え
た

、
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
と

さ
れ

る
地

方
大

学
に

対
す

る
支

援
の

在
り

方
を

検
討

す
る

。

・
リ

ソ
ー

ス
の

少
な

い
地

域
の

小
規

模
大

学
で

あ
っ

て
も

互
い

に
強

み
を

発
揮

し
た

り
、

更
な

る
高

等
教

育
機

関
間

の
連

携
の

取
組

を
推

進
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
地

域
の

大
学

を
は

じ
め

と
す

る
高

等
教

育
機

関
が

産
学

官
金

な
ど

地
域

の
関

係
者

と
協

働
し

て
研

究
・

教
育

の
連

携
を

行
う

 「
地

域
研

究
教

育
連

携
推

進
機

構
（

仮
称

）
」
の

仕
組

み
1
1
9
を

導
入

し
、
活

用
を

促
す

。

イ
．

都
市

か
ら

地
方

へ
の

動
き

の
促

進
等

を
通

じ
た

地
方

創
生

の
推

進

急
速

な
少

子
化

が
先

行
す

る
地

方
に

お
い

て
は

進
学

者
の

絶
対

数
が

減
少

す
る

一
方

、
地

方
か

ら
東

京
都

を
は

じ
め

と
す

る
大

都
市

圏
へ

の
進

学
者

の
流

入
傾

向
に

目
立

っ
た

変
化

は
な

く
、

地
方

か
ら

東

京
一

極
集

中
に

関
す

る
諸

課
題

に
対

し
て

厳
し

い
目

が
向

け
ら

れ
て

い
る

。
分

野
に

よ
り

差
異

は
あ

れ
、

そ
の

課
題

や
フ

ィ
ー

ル
ド

は
大

都
市

圏
で

完
結

す
る

も
の

で
は

な
く

、
多

様
な

出
身

地
域

の
学

生
が

共

に
学

び
、

大
学

の
魅

力
・

競
争

力
を

高
め

、
多

様
性

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

欠
か

せ
な

い
。

都
市

と

地
方

双
方

が
持

続
的

に
成

長
・

発
展

し
、

大
都

市
圏

の
高

等
教

育
機

関
が

各
地

域
の

知
の

拠
点

形
成

や

1
1
8
 
地

方
大

学
の

振
興

方
策

に
つ

い
て

は
、
地

方
の

高
等

教
育

機
関

が
果

た
す

多
面

的
な

役
割

も
十

分
考

慮
の

上
、
様

々
な

手
法

が
考

え
ら

れ

る
が

、
例

え
ば

、
学

部
構

成
や

教
育

課
程

見
直

し
な

ど
教

育
研

究
の

充
実

、
高

等
教

育
機

関
間

の
連

携
強

化
、
地

方
へ

の
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
設

置
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

充
実

等
へ

の
支

援
が

考
え

ら
れ

る
。

1
1
9
 
「

地
域

研
究

教
育

連
携

推
進

機
構

（
仮

称
）
」

の
具

体
的

な
取

組
内

容
と

し
て

は
、

連
携

開
設

科
目

の
開

設
に

加
え

、
入

試
業

務
や

留
学

生
を

含
め

た
多

様
な

学
生

の
受

入
れ

支
援

業
務

、
大

学
院

生
を

含
め

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
業

務
の

連
携

実
施

、
共

同
調

達
、
教

務
・
人

事
・
財

務
等

の
事

務
シ

ス
テ

ム
の

共
同

化
、
学

生
寮

等
大

学
関

係
施

設
の

共
同

管
理
・
運

営
、
産

学
連

携
・
地

方
創

生
の

取
組

の
連

携
実

施
等

が
考

え
ら

れ
る

と
と

も
に

、
教

育
研

究
組

織
の

共
同

運
営

や
そ

の
た

め
に

必
要

な
支

援
策

な
ど

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
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高
等

教
育

を
受

け
る

機
会

の
維

持
に

配
意

す
る

な
ど

、
都

市
か

ら
地

方
へ

の
動

き
の

促
進

等
の

地
方

創

生
の

推
進

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
国

と
し

て
も

、
企

業
の

地
方

移

転
等

や
、
地

域
資

源
を

生
か

し
た

付
加

価
値

を
高

め
る

産
業
・
事

業
の

創
出

を
推

進
1
2
0
し

て
お

り
、
こ

の
動

き
と

軌
を

一
に

し
て

高
等

教
育

の
振

興
を

通
じ

た
地

方
創

生
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
都

市
か

ら
地

方
へ

の
動

き
の

促
進

等
の

取
組

と
し

て
、

東
京

圏
と

地
方

圏
と

の
間

で
異

な
る

課
題

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
て

、
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

方
策

を
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

大
学

進
学

希
望

者
に

対
す

る
大

学
入

学
定

員
（

大
学

進
学

者
収

容
力

）
が

1
0
0
％

を
超

え
る

東
京

都

や
京

都
府

の
よ

う
な

大
都

市
圏

に
お

い
て

は
、

大
学

進
学

者
収

容
力

の
都

道
府

県
格

差
の

縮
小

を
目

指

す
と

と
も

に
、

地
方

圏
の

大
学

等
と

の
連

携
を

進
め

る
こ

と
が

、
均

衡
あ

る
国

土
の

発
展

や
地

方
創

生

の
観

点
か

ら
も

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
一

定
の

学
士

課
程

定
員

の
規

模
縮

小
を

し
つ

つ
社

会
人

や

留
学

生
を

抜
本

的
に

増
加

す
る

大
学

、
収

容
定

員
・

資
源

を
学

部
か

ら
大

学
院

へ
シ

フ
ト

す
る

大
学

、

質
の

向
上

と
連

動
し

て
規

模
縮

小
を

実
施

す
る

大
学

等
に

対
す

る
支

援
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

ま
た

、
国

内
留

学
の

促
進

や
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
の

設
置

、
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

の
支

援
等

を
す

る

こ
と

で
、

地
方

と
の

交
流

や
地

方
移

転
を

促
進

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

1
2
1
。

 

他
方

で
、

大
学

進
学

者
収

容
力

が
1
0
0
％

未
満

の
道

県
に

お
い

て
は

、
地

方
の

高
等

教
育

機
関

の
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
上

述
の

地
域

ご
と

の
ア

ク
セ

ス
確

保
を

図
る

た
め

の
仕

組
み

の
構

築
が

必
要

で

あ
る

。
 

あ
わ

せ
て

、
対

面
授

業
と

遠
隔

・
オ

ン
ラ

イ
ン

教
育

と
の

双
方

の
良

さ
を

生
か

し
、

全
国

か
ら

ア
ク

セ
ス

で
き

る
、

よ
り

多
様

か
つ

実
践

的
な

学
修

が
可

能
と

な
る

環
境

を
整

え
て

い
く

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。 な

お
、

東
京

2
3

区
内

の
大

学
学

部
の

収
容

定
員

を
原

則
と

し
て

増
加

で
き

な
い

こ
と

と
す

る
定

員

規
制

に
つ

い
て

は
、
令

和
1
0
 （
2
0
2
8
）
年

３
月

ま
で

の
間

に
、
地

域
に

お
け

る
若

者
の

修
学

及
び

就
業

の
状

況
そ

の
他

法
律

1
2
2
の

施
行

の
状

況
に

つ
い

て
検

討
を

加
え

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

必
要

な
措

置

を
講

ず
る

も
の

と
さ

れ
て

お
り

、
引

き
続

き
、

そ
の

政
策

効
果

に
つ

い
て

検
証

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
地

方
創

生
を

進
め

る
た

め
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

支
援

・
地

方
の

高
等

教
育

機
関

の
振

興
を

通
じ

た
魅

力
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
地

方
と

都
市

部
の

高
等

教
育

機
関

間
で

の
編

入
学

、
大

都
市

圏
の

高
等

教
育

機
関

の
学

生
の

国
内

留
学

や
学

生
寮

等
の

施
設

整
備

、
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
の

設
置

、
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

・
大

都
市

圏
の

高
等

教
育

機
関

の
各

教
育

研
究

分
野

の
課

題
や

フ
ィ

ー
ル

ド
を

踏
ま

え
た

、
地

方
の

高
等

教
育

機
関

や
地

方
公

共
団

体
、

各
地

域
の

議
論

を
行

う
協

議
体

等
と

連
携

し
た

取
組

1
2
0
 
内

閣
官

房
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
実

現
会

議
事

務
局

・
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

事
務

局
「

地
方

創
生

1
0
年

の
取

組
と

今
後

の
推

進
方

向
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）

 
1
2
1
 
都

市
部

と
地

方
の

学
生

の
交

流
の

観
点

か
ら

は
、

地
方

短
大

か
ら

の
編

入
学

（
２

＋
２

）
の

促
進

も
考

え
ら

れ
る

。
 

1
2
2
 
地

域
に

お
け

る
大

学
の

振
興

及
び

若
者

の
雇

用
機

会
の

創
出

に
よ

る
若

者
の

修
学

及
び

就
業

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

3
0
年

法
律

第
3
7
号

）
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を
促

進
す

る
た

め
に

好
事

例
の

周
知

等
を

行
う

。
 

・
地

域
の

経
済

・
社

会
に

と
っ

て
不

可
欠

な
専

門
人

材
の

育
成

に
貢

献
し

て
い

る
大

学
等

へ
配

慮
す

る
観

点
か

ら
、

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

に
お

け
る

機
関

要
件

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

○
学

士
課

程
の

規
模

縮
小

を
進

め
る

大
学

へ
の

支
援

・
一

定
の

学
士

課
程

定
員

の
規

模
縮

小
を

し
つ

つ
、

質
の

向
上

と
連

動
し

て
規

模
縮

小
を

実
施

す
る

大
学

、
収

容
定

員
・

資
源

を
学

部
か

ら
大

学
院

へ
シ

フ
ト

す
る

大
学

、
質

を
確

保
し

た
上

で
留

学
生

や
社

会
人

を
増

加
す

る
大

学
等

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。
【

再
掲

】

○
遠

隔
・

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
の

推
進

・
遠

隔
教

育
の

課
題

と
利

点
を

踏
ま

え
た

遠
隔

教
育

の
質

の
保

証
・

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

対
面

授
業

と
遠

隔
授

業
を

効
率

的
に

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
教

育
の

充
実

等
を

促
進

す
る

。
【

再
掲

】

・
遠

隔
・

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
を

活
用

し
た

、
同

一
地

域
内

や
他

地
域

、
海

外
と

の
大

学
間

連
携

に
よ

る
授

業
の

共
有

化
な

ど
の

取
組

を
、

質
の

確
保

を
前

提
と

し
た

上
で

促
進

す
る

。
【

再
掲

】
 

・
放

送
大

学
に

お
い

て
、

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

、
よ

り
効

果
的

な
次

世
代

遠
隔

高
等

教
育

モ
デ

ル
の

開
発

や
他

大
学

へ
の

普
及

展
開

を
図

る
。

ま
た

、
放

送
大

学
と

私
立

大
学

通
信

教
育

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。
【

再
掲

】

②
社

会
経

済
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保

経
済

的
観

点
か

ら
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

に
つ

い
て

は
、

教
育

の
質

の
向

上
の

た
め

に
必

要
な

コ
ス

ト
、
社

会
全

体
に

も
た

ら
す

価
値

、
私

的
便

益
の

大
き

さ
な

ど
を

総
合

的
に

踏
ま

え
て

、

公
費

に
よ

る
機

関
補

助
と

個
人

・
保

護
者

負
担

額
の

在
り

方
を

決
定

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の

個
人

・
保

護
者

負
担

額
に

対
し

、
負

担
能

力
等

に
応

じ
て

、
授

業
料

減
免

や
給

付
型

奨
学

金
等

の
個

人

支
援

を
行

う
こ

と
が

基
本

的
な

考
え

方
と

な
る

。
 

個
人

支
援

に
つ

い
て

は
、
 「
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
」
等

に
よ

り
一

定
の

進
展

を
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

高
等

教
育

費
の

負
担

軽
減

に
つ

い
て

、
そ

の
実

施
状

況
や

効
果

等
を

検
証

し
つ

つ
、

取
組

を

着
実

に
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

あ
わ

せ
て

、
入

学
前

の
授

業
料

・
入

学
金

の
た

め
の

資
金

の
用

意

に
苦

慮
す

る
世

帯
へ

の
更

な
る

配
慮

、
支

援
の

早
期

化
に

向
け

た
方

策
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
公

費
に

よ
る

支
援

の
み

な
ら

ず
、

民
間

資
金

等
の

活
用

を
通

じ
て

、
個

人
の

選
択

を
支

援
し

て
い

く
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

例
え

ば
、

企
業

等
に

よ
る

貸
与

型
奨

学
金

の
代

理
返

還
の

取
組

が
広

が

り
を

見
せ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
間

接
的

に
、

個
人

支
援

へ
の

民
間

資
金

の
投

入
を

通
じ

て
、

高
等

教

育
費

を
社

会
で

負
担

す
る

取
組

と
言

え
る

。
 

さ
ら

に
、

現
在

の
個

人
支

援
は

「
対

象
者

が
制

度
の

存
在

を
知

り
、

申
請

し
な

け
れ

ば
活

用
で

き
な

い
」

と
い

う
特

徴
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

近
年

の
対

象
拡

大
を

踏
ま

え
た

情
報

提
供

、
利

用
者

の

申
請

の
み

に
よ

ら
ず

支
援

を
届

け
る

方
策

等
に

係
る

検
討

や
、

こ
れ

ら
制

度
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い

く
た

め
の

体
制

整
備

が
急

務
で

あ
る

。
特

に
、

高
等

教
育

段
階

の
支

援
情

報
は

、
高

等
学

校
へ

の
進

路

選
択

に
も

影
響

し
得

る
た

め
、

将
来

の
進

路
選

択
の

幅
を

狭
め

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
義

務
教

育
段

階

か
ら

の
周

知
が

重
要

で
あ

る
。
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経
済

的
な

観
点

の
み

な
ら

ず
、

社
会

的
観

点
か

ら
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

に
つ

い
て

も
様

々
な

事
情

へ
の

考
慮

が
必

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
高

等
学

校
段

階
で

の
学

習
で

継
続

が
難

し
か

っ

た
な

ど
の

事
情

や
、

保
護

者
の

学
歴

や
職

業
な

ど
家

庭
の

社
会

的
、

文
化

的
な

背
景

の
違

い
が

児
童

生

徒
の

学
力

や
進

路
に

影
響

を
与

え
て

い
る

状
況

等
へ

配
慮

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、
保

護
者

、

学
校

、
社

会
に

よ
る

学
び

や
性

別
役

割
分

担
に

係
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
バ

イ
ア

ス
1
2
3
等

に
配

慮
す

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
各

学
校

段
階

を
通

じ
た

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
進

路
指

導
の

充
実

を

図
る

こ
と

や
、

幼
少

期
か

ら
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
バ

イ
ア

ス
の

排
除

に
係

る
社

会
的

機
運

の
醸

成
を

図
る

こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

特
に

、
世

界
に

伍
す

る
研

究
大

学
か

ら
地

域
の

人
材

育
成

を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
す

る

大
学

ま
で

、
多

様
な

視
点

や
優

れ
た

発
想

を
取

り
入

れ
た

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

向
け

て
、

特
に

女
子

学
生

の
占

め
る

割
合

の
少

な
い

理
工

系
や

、
女

性
の

視
点

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
更

な
る

成

長
が

期
待

さ
れ

、
地

域
活

性
化

に
も

つ
な

が
る

農
学

系
等

の
分

野
の

学
問

を
専

攻
す

る
女

性
の

増
加

な

ど
、

女
性

活
躍

の
た

め
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
個

人
へ

の
経

済
的

支
援

の
充

実

・
高

等
教

育
の

経
済

的
負

担
軽

減
に

つ
い

て
、

実
施

状
況

や
効

果
等

を
検

証
し

つ
つ

、
取

組
を

着
実

に
進

め
る

。

・
企

業
等

に
よ

る
貸

与
型

奨
学

金
の

代
理

返
還

の
普

及
を

促
進

す
る

た
め

に
、

税
制

上
の

取
扱

い
等

も
含

め
、

一
層

の
情

報
発

信
を

図
る

。

○
高

等
教

育
機

関
入

学
前

に
お

け
る

取
組

促
進

・
低

所
得

者
世

帯
に

係
る

入
学

前
の

授
業

料
の

納
付

猶
予

等
を

促
進

す
る

た
め

に
、

先
進

的
な

取
組

を
実

施
し

て
い

る
大

学
等

の
取

組
を

取
り

ま
と

め
、

大
学

等
に

提
示

す
る

。

・
経

済
的

負
担

軽
減

に
関

す
る

早
期

か
ら

の
幅

広
い

情
報

提
供

を
促

進
す

る
た

め
に

、
義

務
教

育
段

階
で

の
周

知
や

地
方

公
共

団
体

を
は

じ
め

と
し

た
多

様
な

主
体

に
よ

る
プ

ッ
シ

ュ
型

の
情

報
発

信
を

強
化

す
る

。

・
幼

児
期

の
教

育
現

場
等

に
お

け
る

固
定

的
な

性
別

役
割

分
担

意
識

や
無

意
識

の
思

い
込

み

（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

・
バ

イ
ア

ス
）

の
解

消
に

資
す

る
方

策
に

つ
い

て
の

調
査

研
究

等
も

踏
ま

え
、

各
学

校
段

階
で

の
教

育
現

場
等

に
お

け
る

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
・

バ
イ

ア
ス

の
解

消
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

・
女

子
中

高
生

の
理

工
系

へ
の

進
学

を
促

進
す

る
た

め
に

、
保

護
者

・
教

員
も

含
め

た
地

域
に

お
け

る
取

組
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
各

学
校

段
階

に
お

い
て

、
社

会
で

活
躍

す
る

女
性

に
よ

る
講

演
等

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
等

に
よ

り
、

自
分

ら
し

い
生

き
方

を
実

現
し

て
い

く
キ

ャ
リ

ア
発

達
を

促
す

た
め

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
進

す
る

。

1
2
3
 
例

え
ば

理
工

系
へ

の
進

学
を

選
択

す
る

女
子

生
徒

が
少

な
い

実
態

等
が

あ
る

。
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３
．

機
関

別
・

設
置

者
別

の
役

割
や

連
携

の
在

り
方

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

機
関

別
・

設
置

者
別

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

明
治

期
以

来
の

歴
史

的
経

緯
や

制
度

上
の

位
置

づ
け

等
も

考
慮

し
、

ま
た

、
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
で

再
整

理
さ

れ

た
役

割
等

も
踏

ま
え

た
上

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
高

等
教

育
機

関
が

持
つ

特
色

と
強

み
を

最
大

限
生

か
し

て
、

高
等

教
育

の
在

り
方

を
再

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

そ
の

際
、

例
え

ば
、

国
立

大
学

に
お

い
て

も
大

学
ご

と
に

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

多
様

化
・

明
確

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
や

、
デ

ジ
タ

ル
や

グ
リ

ー
ン

等
の

成
長

分
野

へ
の

学
部

転
換

等
支

援
を

通
じ

た
大

学
改

革
、「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
の

導
入

等
も

進
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
そ

の
役

割
の

在
り

方
や

果
た

す
べ

き
役

割
・

機
能

に
つ

い
て

改
め

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
学

び
の

複
線

化
・

多
様

化
や

運
営

基
盤

の
強

化
の

観
点

か
ら

、
国

公
私

立
の

設
置

形
態

の
枠

組
み

を
超

え
て

、
教

育
研

究
や

事
務

の
連

携
を

進
め

る
な

ど
、

各
高

等
教

育
機

関
の

強
み

を
生

か
し

た

連
携

も
必

要
で

あ
る

。
 

（
１

）
機

関
別

の
役

割

我
が

国
に

お
い

て
は

、
大

学
 （
学

士
課

程
）
 ・
大

学
院

に
加

え
、
専

門
職

大
学

院
・
専

門
職

大
学
・
専

門
職

短
期

大
学

や
、

短
期

大
学

、
高

等
専

門
学

校
、

専
門

学
校

の
多

様
な

高
等

教
育

機
関

が
設

け
ら

れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
学

校
種

ご
と

に
制

度
目

的
や

修
業

年
限

、
学

位
授

与
の

有
無

、
教

育
内

容
等

に

違
い

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

色
に

応
じ

た
多

様
な

高
等

教
育

が
展

開
さ

れ
て

い
る

。
 

今
後

、
こ

れ
ら

の
機

関
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
を

踏
ま

え
、

以
下

に
掲

げ
る

機
関

ご
と

の
違

い
や

特
色

を
生

か
し

つ
つ

、
各

機
関

が
自

ら
の

役
割

を
再

定
義

し
て

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
 

①
大

学
（

学
士

課
程

）

大
学

は
、

学
術

の
中

心
と

し
て

、
高

い
教

養
と

専
門

的
能

力
を

培
う

と
と

も
に

、
深

く
真

理
を

探
究

し
て

新
た

な
知

見
を

創
造

し
、

こ
れ

ら
の

成
果

を
広

く
社

会
に

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

の
発

展

に
寄

与
す

る
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

 

そ
し

て
、

高
度

な
研

究
活

動
か

ら
生

涯
学

習
機

会
の

提
供

に
至

る
ま

で
、

後
期

中
等

教
育

修
了

後
の

教
育

研
究

に
対

す
る

多
様

な
要

請
を

受
け

止
め

る
高

等
教

育
の

中
核

的
機

関
と

し
て

、
社

会
の

各
分

野

で
活

躍
で

き
る

優
れ

た
人

材
の

養
成

・
確

保
、

人
類

の
知

的
資

産
の

継
承

と
未

来
を

拓
く

新
し

い
知

の

創
造

、
社

会
の

発
展

や
文

化
創

造
へ

の
積

極
的

貢
献

、
知

的
資

源
を

活
用

し
た

国
際

協
力

等
、

様
々

な

面
に

お
い

て
社

会
を

リ
ー

ド
し

、
社

会
の

発
展

を
支

え
て

い
く

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
期

待

さ
れ

て
い

る
。

 

こ
の

よ
う

な
視

点
も

踏
ま

え
、

今
後

は
、

社
会

の
変

化
を

見
通

し
、

機
動

的
に

対
応

し
つ

つ
、

国
際

的
な

通
用

性
・

共
通

性
の

確
保

に
も

十
分

留
意

し
な

が
ら

一
層

そ
の

教
育

研
究

機
能

を
高

め
て

い
く

必

要
が

あ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

※
「

２
．

今
後

の
高

等
教

育
政

策
の

方
向

性
と

具
体

的
方

策
」

を
参

照
。
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②
専

門
職

大
学

・
専

門
職

短
期

大
学

専
門

職
大

学
・

専
門

職
短

期
大

学
は

、
産

業
界

と
密

接
に

連
携

し
て

実
践

的
な

職
業

教
育

を
行

う
こ

と
で

、
高

度
な

実
践

力
と

豊
か

な
創

造
力

を
備

え
た

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
 

長
期

の
学

外
実

習
（

臨
地

実
務

実
習

）
や

実
務

家
教

員
に

よ
る

実
践

的
な

教
育

等
を

経
た

卒
業

生
が

、

成
長

分
野

を
け

ん
引

す
る

人
材

、
あ

る
い

は
地

域
の

担
い

手
と

な
る

人
材

と
し

て
活

躍
し

始
め

て
い

る
。

今
後

は
、

人
材

育
成

の
実

績
等

を
発

信
し

、
新

た
な

大
学

制
度

と
し

て
の

社
会

的
認

知
度

を
向

上
さ

せ

て
い

く
と

と
も

に
、

産
業

界
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

分
野

を
拡

大
す

る
こ

と
の

み
な

ら
ず

、
職

業
教

育

を
担

う
他

の
学

校
種

と
の

接
続

等
の

機
能

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

も
期

待
さ

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
実

践
力

・
創

造
力

を
備

え
た

専
門

職
業

人
の

育
成

促
進

・
「

出
口

に
お

け
る

質
保

証
」

等
の

取
組

を
進

め
、

専
門

職
大

学
・

専
門

職
短

期
大

学
制

度
の

更
な

る
普

及
を

図
る

。

・
産

業
界

等
と

の
積

極
的

な
対

話
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

成
長

が
見

込
ま

れ
る

分
野

や
複

雑
化

す
る

地
域

課
題

の
解

決
を

リ
ー

ド
す

る
人

材
育

成
を

一
層

促
進

す
る

。

※
上

記
の

ほ
か

、
「

２
．

今
後

の
高

等
教

育
政

策
の

方
向

性
と

具
体

的
方

策
」

を
参

照
。

③
大

学
院

・
専

門
職

大
学

院

大
学

院
は

、
学

術
の

理
論

と
応

用
を

教
授

研
究

し
、

そ
の

深
奥

を
き

わ
め

、
又

は
高

度
の

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
職

業
を

担
う

た
め

の
深

い
学

識
と

卓
越

し
た

能
力

を
培

い
、

文
化

の
進

展
に

寄
与

す
る

こ

と
が

期
待

さ
れ

て
お

り
、

我
が

国
の

「
知

の
総

和
」

の
向

上
に

当
た

っ
て

、
今

後
、

特
に

重
要

な
役

割

を
担

う
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

す
な

わ
ち

、
新

た
な

知
を

創
造

し
、

社
会

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
も

た
ら

す
こ

と
が

で
き

る
質

の
高

い
博

士
人

材
の

増
加

を
図

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

た
め

に
は

、
自

ら
の

後
継

者
を

育
成

す

る
と

い
う

教
員

の
意

識
や

、「
博

士
＝

研
究

者
」
と

い
う

我
が

国
で

の
一

般
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

変
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

各
国

で
の

博
士

号
取

得
者

数
が

増
え

て
い

る
1
2
4
中

、
国

際
的

な
人

材
獲

得
競

争
の

激
化

を
背

景
に

、

我
が

国
の

企
業

に
お

け
る

博
士

人
材

の
活

躍
や

処
遇

の
向

上
に

関
す

る
議

論
が

産
業

界
に

お
い

て
も

進
め

ら
れ

る
な

ど
、

近
年

、
博

士
人

材
の

活
躍

の
場

を
広

げ
る

社
会

変
革

の
兆

し
が

生
ま

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

変
化

の
兆

し
を

確
実

な
も

の
と

す
る

た
め

に
は

、
産

学
の

あ
ら

ゆ
る

層
に

お
い

て
対

話
と

連

携
の

取
組

を
地

道
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
を

望
む

社
会

人
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

展
開

し
て

い
く

こ
と

も
、

大
学

院
の

重
要

な
機

能
の

一
つ

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

高
度

専

門
職

業
人

の
養

成
を

目
的

と
す

る
専

門
職

大
学

院
を

は
じ

め
と

し
た

大
学

院
は

、
引

き
続

き
、

産
業

界

等
と

協
働

し
、

社
会

人
が

学
び

や
す

い
環

境
を

整
備

し
つ

つ
、

学
生

が
専

門
的

・
実

践
的

な
知

識
や

幅

広
い

知
見

・
視

野
等

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

労
働

生
産

性
の

向

上
等

に
寄

与
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

1
2
4
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

科
学

技
術

指
標

2
0
2
4
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
８

月
）
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5
1
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

※
 「

２
．

今
後

の
高

等
教

育
政

策
の

方
向

性
と

具
体

的
方

策
」

中
の
「
（

１
）

教
育

研
究

の
「

質
」

の
更

な
る

高
度

化
」

の
「

③
大

学
院

教
育

の
改

革
」

を
参

照
。

④
短

期
大

学

短
期

大
学

は
、

短
期

大
学

士
の

学
位

が
取

得
で

き
る

と
と

も
に

、
教

養
教

育
と

専
門

教
育

の
体

系
的

な
教

育
課

程
編

成
、

小
規

模
で

き
め

細
か

い
教

育
の

実
施

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

密
着

し
た

ア
ク

セ

ス
の

し
や

す
さ

な
ど

の
特

長
を

有
し

た
機

関
で

あ
り

、
深

く
専

門
の

学
芸

を
教

授
研

究
し

、
職

業
や

実

際
生

活
に

必
要

な
能

力
を

有
す

る
専

門
職

業
人

材
を

育
成

す
る

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
特

に
、

短
期

大

学
へ

の
入

学
者

の
う

ち
約

７
割

は
、

当
該

短
期

大
学

と
同

じ
都

道
府

県
内

に
所

在
す

る
高

等
学

校
等

卒

業
生

で
あ

り
1
2
5
、
大

学
と

比
較

し
て

そ
の

割
合

が
高

い
1
2
6
。
ま

た
、
設

置
者

別
に

は
、
公

立
短

期
大

学

は
1
2

道
県

に
、

私
立

短
期

大
学

は
全

国
に

幅
広

く
分

布
す

る
各

地
域

に
根

差
し

た
高

等
教

育
機

関
で

あ
り

、
各

地
方

公
共

団
体

、
地

域
の

産
業

界
等

と
の

連
携

を
強

め
な

が
ら

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
基

盤

と
な

る
人

材
を

養
成

し
て

い
る

と
言

え
る

。

一
方

で
、

進
学

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
伴

い
、

近
年

多
く

の
短

期
大

学
が

４
年

制
大

学
へ

の
転

換
や

、
学

生
募

集
停

止
を

し
て

い
く

中
で

、
学

修
期

間
が

短
期

で
あ

る
こ

と
や

各
地

域
で

身
近

に
あ

る
機

関
と

し

て
の

強
み

を
生

か
し

つ
つ

、
フ

ァ
ー

ス
ト

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
容

易
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
高

等
教

育
機

関

と
し

て
、

各
短

期
大

学
の

特
性

に
応

じ
、

編
入

学
の

促
進

等
に

よ
る

大
学

と
の

連
携

・
接

続
を

強
化

す

る
と

と
も

に
、

留
学

生
や

社
会

人
な

ど
多

様
な

学
生

が
学

ぶ
環

境
を

整
え

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
各

短
期

大
学

の
特

性
に

応
じ

た
取

組
推

進

・
時

代
の

変
化

に
応

じ
た

役
割

を
踏

ま
え

つ
つ

、
短

期
大

学
自

身
の

変
革

を
促

し
、

そ
の

特
性

に
応

じ
た

学
び

の
多

様
性

の
確

保
等

が
図

ら
れ

る
よ

う
支

援
を

行
う

。

・
短

期
大

学
の

専
攻

科
修

了
者

の
大

学
院

へ
の

進
学

ニ
ー

ズ
等

を
含

め
、

短
期

大
学

制
度

の
改

善
の

検
討

を
行

う
。

⑤
高

等
専

門
学

校

高
等

専
門

学
校

は
、
中

学
校

卒
業

後
の

1
5
歳

の
学

生
を

受
け

入
れ

、
早

い
段

階
か

ら
人

間
力

を
育

み

な
が

ら
、

理
論

だ
け

で
な

く
実

験
・

実
習

や
P
B
L

1
2
7
に

よ
る

実
践

力
の

修
得

に
重

点
を

置
い

た
５

年
一

貫
の

技
術

者
教

育
を

行
う

高
等

教
育

機
関

と
し

て
、

社
会

貢
献

を
見

据
え

た
実

践
的

・
創

造
的

な
技

術

者
を

養
成

す
る

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
 

特
に

今
後

は
、

地
域

の
産

業
や

成
長

分
野

を
け

ん
引

す
る

人
材

育
成

の
強

化
、

起
業

家
教

育
の

推
進

や
大

学
・
大

学
院

と
の

接
続

強
化

と
い

っ
た

教
育

の
高

度
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
学

生
の

海
外

派
遣
・

留
学

生
の

受
入

れ
推

進
、

日
本

型
高

専
教

育
制

度
の

海
外

展
開

等
に

よ
る

教
育

の
国

際
化

を
進

め
て

い

く
こ

と
に

よ
り

、
高

等
専

門
学

校
の

教
育

の
質

を
高

め
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

1
2
5
 
文

部
科

学
省

「
令

和
６

年
度

学
校

基
本

統
計

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

）
 

1
2
6
 
大

学
へ

の
入

学
者

の
う

ち
、

当
該

大
学

と
同

じ
都

道
府

県
内

に
所

在
す

る
高

等
学

校
卒

業
生

の
割

合
は

約
４

割
。

 
1
2
7
 
P
r
o
j
e
c
t
 
B
a
s
e
d
 
L
e
a
r
n
i
n
g
（

課
題

解
決

型
学

習
）
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2
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
高

専
教

育
の

高
度

化
・

国
際

化
の

推
進

・
デ

ジ
タ

ル
・

半
導

体
等

の
成

長
分

野
を

け
ん

引
す

る
技

術
者

の
育

成
、

高
専

発
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

創
出

に
向

け
た

起
業

家
教

育
、

高
専

と
大

学
・

大
学

院
と

の
接

続
を

強
化

す
る

な
ど

、
産

業
界

と
も

連
携

し
つ

つ
、

社
会

課
題

解
決

を
見

据
え

た
教

育
の

高
度

化
を

推
進

す
る

。

・
世

界
と

渡
り

あ
え

る
技

術
者

育
成

に
向

け
て

学
生

の
海

外
派

遣
等

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

留
学

生
の

受
入

れ
や

海
外

に
お

け
る

日
本

型
高

専
教

育
の

導
入

支
援

を
継

続
す

る
な

ど
、

教
育

の
国

際
化

を
推

進
す

る
。

⑥
専

門
学

校

専
門

学
校

は
、

社
会

や
産

業
の

ニ
ー

ズ
に

即
応

し
つ

つ
多

様
な

教
育

を
柔

軟
に

展
開

し
、

実
践

的
な

職
業

教
育

を
行

う
機

関
で

あ
り

、
社

会
基

盤
を

支
え

る
た

め
に

必
要

な
人

材
を

育
成

す
る

役
割

を
担

っ

て
い

る
。

 

今
後

は
、

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
に

学
校

教
育

法
が

改
正

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

専
攻

科
に

よ

る
学

び
の

継
続

や
学

び
直

し
の

機
会

の
促

進
、

自
己

点
検

評
価

の
充

実
と

外
部

評
価

の
推

進
等

を
行

い
、

一
層

の
教

育
の

質
の

確
保

に
努

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
地

域
等

で
の

産
学

連
携

に
よ

る
職

業
教

育
機

能
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

留
学

生
や

社
会

人
の

受
入

れ
促

進
を

図
る

な
ど

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
人

材
育

成
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
実

践
的

な
職

業
教

育
の

推
進

・
教

育
の

質
保

証
を

図
る

た
め

の
自

己
点

検
評

価
の

充
実

や
外

部
評

価
を

よ
り

一
層

促
進

す
る

と
と

も
に

、
職

業
実

践
専

門
課

程
の

取
組

を
更

に
推

進
す

る
。

○
社

会
人

・
留

学
生

の
受

入
れ

拡
大

・
社

会
人

学
生

の
受

入
れ

を
拡

大
す

る
た

め
に

、
関

係
省

庁
と

文
部

科
学

省
と

の
連

携
（

例
え

ば
、

教
育

訓
練

給
付

金
制

度
の

周
知

等
）

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
専

攻
科

の
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
。

・
優

秀
な

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

促
進

及
び

卒
業

後
の

定
着

に
向

け
て

、
卒

業
後

の
就

職
機

会
の

拡
大

に
資

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。
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3
 

（
２

）
設

置
者

別
の

役
割

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

国
公

私
立

大
学

の
設

置
者

別
の

役
割

に
つ

い
て

、
そ

の
原

型
は

、

明
治

1
0
 （
1
8
7
7
）
年

に
東

京
大

学
が

創
設

さ
れ

た
頃

ま
で

さ
か

の
ぼ

る
。
そ

の
後

、
政

府
は

帝
国

大
学

に
対

し
て

重
点

的
に

投
資

を
行

い
、

国
家

の
枢

要
に

応
じ

た
教

育
研

究
を

展
開

し
て

き
た

。
一

方
で

、

数
多

く
の

公
私

立
の

専
門

教
育

機
関

が
設

立
さ

れ
、
大

正
７
（

1
9
1
8
）
年

に
大

学
令

が
公

布
さ

れ
た

後
、

大
正

期
だ

け
で

も
４

の
公

立
大

学
、

2
2
の

私
立

大
学

が
認

可
さ

れ
た

。
 

戦
後

は
、

戦
前

に
あ

っ
た

国
家

枢
要

の
人

材
を

育
成

す
る

と
い

う
国

立
大

学
の

性
格

は
薄

れ
る

と
と

も
に

、
進

学
需

要
の

高
ま

り
の

中
で

、
私

立
大

学
が

量
的

な
拡

大
の

主
た

る
担

い
手

と
な

っ
て

い
っ

た
。
 

ま
た

、
国

立
大

学
は

法
人

化
に

よ
り

、
国

の
行

政
組

織
の

一
部

か
ら

各
国

立
大

学
が

独
立

し
た

法
人

格
を

も
つ

国
立

大
学

法
人

と
な

り
、

自
主

性
・

自
律

性
を

持
っ

た
大

学
運

営
が

行
わ

れ
る

こ
と

と
な

っ

た
。

一
方

、
学

生
へ

の
経

済
的

支
援

に
お

い
て

は
、

国
公

私
立

全
て

が
対

象
と

さ
れ

、
加

え
て

、
成

長

分
野

を
け

ん
引

す
る

大
学

・
高

等
専

門
学

校
の

機
能

強
化

に
向

け
、

基
金

を
通

じ
た

支
援

に
よ

る
理

工

農
系

分
野

の
教

育
や

地
域

の
専

門
人

材
の

育
成

を
担

う
私

立
大

学
の

増
加

、
国

公
私

立
を

通
じ

た
競

争

的
資

金
の

充
実

に
よ

る
研

究
大

学
の

機
能

強
化

等
に

よ
り

、
国

立
、

公
立

、
私

立
大

学
と

い
う

枠
組

み

だ
け

で
は

そ
れ

ぞ
れ

に
期

待
さ

れ
る

役
割

や
機

能
を

明
確

に
分

け
る

こ
と

は
難

し
く

な
っ

て
い

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

設
置

者
が

設
置

す
る

機
関

が
有

す
る

本
質

的
な

役
割

、
す

な
わ

ち
、

大
き

な
公

的
資

金
を

基
盤

と
す

る
国

立
大

学
に

つ
い

て
は

、
国

立
と

い
う

設
置

形
態

に
由

来
し

て
本

来

求
め

ら
れ

る
役

割
を

よ
り

一
層

発
揮

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

と
と

も
に

、
各

地
方

公
共

団
体

に

よ
る

地
方

財
政

を
基

盤
と

す
る

公
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

設
置

者
で

あ
る

地
方

公
共

団
体

の
設

置
目

的

に
沿

っ
て

、
私

立
大

学
に

つ
い

て
は

建
学

の
精

神
に

の
っ

と
っ

た
自

主
性

と
公

共
性

の
バ

ラ
ン

ス
を

図

り
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
色

を
生

か
し

た
役

割
を

果
た

し
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

前
章

ま
で

に
掲

げ
た

と
お

り
、

今
後

、
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

な
ど

、
高

等
教

育
機

関
全

体
を

取
り

巻
く

状
況

が
大

き
く

変
化

し
て

い
く

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

中
、

各
大

学
に

お
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ

の
設

置
者

別
の

役
割

や
機

能
を

踏
ま

え
つ

つ
、

自
ら

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
改

め
て

見
つ

め
直

し
、

時
代

の

変
化

に
応

じ
て

刷
新

し
、

自
ら

の
将

来
を

定
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

①
国

立
大

学

国
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

世
界

最
高

水
準

の
研

究
・

教
育

の
実

施
や

先
導

的
・

実
験

的
な

教
育

・
研

究
の

実
施

、
社

会
的

・
経

済
的

な
観

点
か

ら
の

需
要

は
必

ず
し

も
多

く
は

な
い

が
重

要
な

学
問

分
野

の

継
承

・
発

展
、

そ
し

て
、

全
国

的
な

高
等

教
育

の
機

会
均

等
の

確
保

に
つ

い
て

、
重

要
な

役
割

が
求

め

ら
れ

て
き

た
。

 

他
方

で
、
法

人
化

か
ら

2
0
年

が
経

過
し

、
国

立
大

学
は

そ
れ

ぞ
れ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
応

じ
、
学

問
分

野
や

地
域

の
特

性
も

踏
ま

え
た

多
様

な
展

開
を

す
る

と
と

も
に

、
学

生
に

対
す

る
経

済
的

支
援

の
充

実

等
に

よ
り

、
在

籍
す

る
学

生
の

社
会

経
済

的
背

景
に

も
変

化
が

生
じ

て
き

て
い

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
も

踏
ま

え
た

上
で

、
国

立
大

学
に

つ
い

て
は

、
社

会
を

先
導

す
る

人
材

を
、

地
方

を
は

じ
め

全
国

で
育

成
す

る
た

め
の

教
育

機
会

の
確

保
、

国
と

し
て

継
続

的
に

実
施

す
べ

き
多

様
な

研

究
の

実
施

と
い

う
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

社
会

環
境

が
変

化
す

る
中

で
、

各
大

学
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン

に
応

じ
て

、
よ

り
そ

の
機

能
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
1
8
歳

人
口

が
今

後
、
大

幅
に

減
少

し
て

い
く

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

中
、
学

士
課

程

の
定

員
規

模
を

見
直

す
こ

と
も

避
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。
そ

の
際

、
我

が
国

全
体

の
 「
知
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の
総

和
」

の
向

上
の

観
点

か
ら

、
修

士
・

博
士

課
程

へ
の

収
容

定
員

・
資

源
の

重
点

化
に

よ
る

、
大

学

院
の

強
化

・
充

実
や

、
多

様
性

の
確

保
に

向
け

た
外

国
人

留
学

生
や

社
会

人
学

生
の

受
入

れ
拡

大
、

新

た
な

学
問

融
合

領
域

へ
の

資
源

の
重

点
化

な
ど

各
大

学
の

実
態

を
踏

ま
え

る
と

と
も

に
、

地
方

に
お

い

て
国

立
大

学
が

果
た

す
高

等
教

育
へ

の
地

域
の

ア
ク

セ
ス

確
保

と
い

う
観

点
も

踏
ま

え
、

定
員

の
在

り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
文

理
横

断
・

文
理

融
合

教
育

の
必

要
性

が
高

ま
る

と
と

も
に

、
分

野
を

超
え

た
研

究
が

今
後

更
に

進
ん

で
い

く
中

に
お

い
て

、
よ

り
安

定
的

か
つ

戦
略

的
な

経
営

を
確

立
す

る
観

点
か

ら
、

大
学

間

の
連

携
強

化
は

も
と

よ
り

、
再

編
・

統
合

等
に

よ
っ

て
基

盤
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

も
求

め
ら

れ
る

。
 

他
方

で
、

国
立

大
学

は
実

際
に

、
地

域
社

会
を

担
う

学
生

の
受

皿
で

あ
り

、
地

域
社

会
を

先
導

す
る

学
生

を
育

て
て

い
る

こ
と

に
留

意
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

、
地

方
に

お
け

る
高

等
教

育
機

関
の

ア
ク

セ

ス
確

保
の

在
り

方
を

議
論

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
国

立
大

学
は

公
私

立
大

学
や

地
方

公
共

団
体

等
の

連

携
の

中
心

と
な

っ
て

け
ん

引
し

、
地

方
の

発
展

に
お

い
て

役
割
・
責

任
を

果
た

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
定

員
規

模
の

適
正

化

・
今

後
の

1
8
歳

人
口

減
少

や
、
地

域
の

高
等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

、
知

の
高

度
化

、
国

際

化
を

は
じ

め
と

す
る

多
様

性
の

確
保

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
の

必
要

性
を

踏
ま

え
た

、
学

士
課

程
、

修
士

・
博

士
課

程
の

定
員

の
適

正
化

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

○
連

携
、

再
編

・
統

合
の

推
進

・
よ
り

多
層
的
か
つ
広
範
な
教
育
研
究
を
行
う
と
と
も
に
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
観
点
か
ら

、
大

学
間
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
大
学
や
分
野
ご
と
の
状
況
を
踏
ま
え
た
再
編
・
統

合
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
に
十
分
留
意
し
つ
つ
検
討
を
行
う
。
 

○
地

域
の

高
等

教
育

機
関

の
け

ん
引

役
と

し
て

の
機

能
強

化

・
各

地
域

社
会

を
先

導
す

る
学

生
の

育
成

や
大

学
等

連
携

に
お

け
る

け
ん

引
役

と
し

て
の

機
能

強
化

を
推

進
す

る
。

②
公

立
大

学

公
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

設
置

者
で

あ
る

地
方

公
共

団
体

の
規

模
や

地
域

の
実

態
、

そ
れ

ぞ
れ

の
設

置
目

的
に

応
じ

て
、

今
後

、
当

該
地

方
公

共
団

体
が

講
じ

る
各

種
政

策
の

実
現

に
向

け
た

人
材

の
受

入

れ
・

養
成

、
各

地
域

の
社

会
・

経
済

・
文

化
の

向
上

発
展

へ
の

貢
献

か
ら

国
際

社
会

へ
の

貢
献

ま
で

幅

広
く

含
め

た
教

育
・

研
究

の
推

進
と

と
も

に
、

地
域

の
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
、

地
域

活
性

化

の
推

進
、

行
政

課
題

の
解

決
と

い
っ

た
役

割
を

担
っ

て
き

た
。

引
き

続
き

、
地

方
公

共
団

体
の

規
模

や

実
態

、
設

置
目

的
に

応
じ

た
教

育
研

究
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

ま
た

、
地

理
的

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
確

保
を

図
る

た
め

の
仕

組
み

の
構

築
に

当
た

っ
て

は
、

公
立

大
学

が
地

方
公

共
団

体
の

直
接

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
教

育
を

行
っ

て
き

た
特

長
や

地
方

公
共

団
体

と
常

に
向

き
合

っ
て

き
た

知
見

を
生

か
し

て
、

地
域

の
産

学
官

の
連

携
に

積
極

的
な

役
割

を
果

た
す

こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。
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さ
ら
に
、
今

後
、
少
子
化
が
更
に
進
展
す
る
中
で
、
公
立
大
学
の
定
員
規
模
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討

も
周

辺
の

高
等
教

育
機

関
の
状

況
な

ど
地
域

の
実

態
を
踏

ま
え

つ
つ
行

う
と

と
も
に

、
前

述
の
と

お
り

、

私
立
大
学
の
公
立
化
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
安
易
な
設
置
は
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
人
材
需

要

や
将
来
の
運
営
の
見
通
し
等
を
十
分
に
吟
味
す
る
な
ど
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

た
教

育
研

究
の

実
施

や
定

員
規

模
の

適
正

化

・
地

域
に

根
差

し
た

教
育

機
関

と
し

て
の

役
割

を
果

た
せ

る
よ

う
、

定
員

規
模

の
見

直
し

も
含

め
、

地
域

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
継

続
的

な
対

話
の

機
会

を
確

保
す

る
。

・
大

学
の

地
域

貢
献

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

公
表

に
基

づ
き

、
地

域
に

と
っ

て
真

に
必

要
と

さ
れ

る
地

方
大

学
に

対
す

る
支

援
の

在
り

方
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
私

立
大

学
の

公
立

化
に

お
い

て
、

地
方

公
共

団
体

が
地

域
の

人
材

需
要

や
将

来
の

運
営

の
見

通
し

等
も

十
分

に
吟

味
す

る
な

ど
、

留
意

す
べ

き
事

項
等

の
明

確
化

を
行

う
。
【

再
掲

】

③
私

立
大

学

私
立

大
学

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
建

学
の

精
神

に
基

づ
き

自
主

性
と

公
共

性
の

バ
ラ

ン
ス

を
図

り
な

が
ら

、

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
即

応
し

、
多

様
性

に
富

む
と

と
も

に
、

独
創

的
な

教
育

研
究

の
推

進
、

幅
広

い
年

齢

層
に

及
ぶ

社
会

の
中

核
と

な
る

人
材

の
教

育
機

会
の

保
障

や
国

民
の

知
的

水
準

の
向

上
、

大
学

の
独

自

性
に

沿
っ

た
知

識
・

技
術

の
創

造
拠

点
の

形
成

と
い

っ
た

役
割

を
担

っ
て

き
た

。
そ

の
よ

う
な

中
で

、

学
士

課
程

学
生

の
約

８
割

の
教

育
を

担
い

、
多

様
な

社
会

経
済

的
背

景
・

ニ
ー

ズ
を

持
っ

た
学

生
に

対

し
て

門
戸

を
開

く
こ

と
に

よ
り

、
我

が
国

社
会

を
支

え
る

人
材

育
成

に
貢

献
し

、
特

に
地

方
に

お
い

て

は
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
や

地
域

に
と

っ
て

不
可

欠
な

専
門

人
材

の
輩

出
等

に
も

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

き
た

。
 

今
後

も
引

き
続

き
、

建
学

の
精

神
や

そ
れ

を
踏

ま
え

た
現

代
的

な
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
自

主
性

と
公

共
性

の
バ

ラ
ン

ス
を

図
り

な
が

ら
、

多
様

性
に

富
ん

だ
教

育
研

究
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
期

待

さ
れ

る
。

ま
た

、
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
に

お
い

て
、

建
学

の
精

神
や

私
立

大
学

だ
か

ら
こ

そ

担
う

こ
と

の
で

き
る

役
割

を
生

か
し

て
、

他
大

学
等

と
積

極
的

な
連

携
の

中
で

一
翼

を
担

う
こ

と
も

期

待
さ

れ
る

。
 

一
方

で
、

国
立

大
学

や
公

立
大

学
と

同
様

に
、

私
立

大
学

に
つ

い
て

も
今

後
の

更
な

る
少

子
化

を
見

据
え

た
定

員
規

模
の

見
直

し
は

不
可

避
で

あ
り

、
意

欲
的

な
教

育
・

経
営

改
革

や
、

規
模

の
適

正
化

を

図
る

大
学

へ
の

支
援

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
機

能
強

化
や

規
模

の
適

正
化

の
推

進

・
意

欲
的

な
教

育
・

経
営

改
革

や
連

携
を

通
じ

た
機

能
強

化
、

定
員

規
模

の
適

正
化

を
図

る
大

学
等

へ
の

支
援

を
行

う
。

※
 「
２

．
今

後
の

高
等

教
育

政
策

の
方

向
性

と
具

体
的

方
策

」
中

の
「
（

２
）
高

等
教

育
全

体
の

「
規

模
」

の
適

正
化

」
を

参
照

。
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（
３

）
機

能
や

特
性

等
に

着
目

し
た

政
策

の
重

視

大
学

に
お

け
る

人
材

育
成

は
、

対
象

と
す

る
学

生
の

知
識

・
能

力
や

育
成

す
る

人
材

像
に

よ
っ

て
教

育
内

容
や

手
法

等
に

違
い

が
あ

り
、

各
大

学
が

有
す

る
教

育
資

源
を

最
大

限
に

生
か

し
て

、
強

み
を

構

築
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

各
大

学
の

教
育

研
究

機
能

を
最

大
化

す
る

た
め

に
は

、
例

え
ば

、

総
合

的
な

教
養

教
育

を
重

視
す

る
大

学
や

、
専

門
職

業
人

養
成

や
特

定
の

専
門

的
分

野
の

教
育

を
行

う

大
学

、
研

究
を

重
視

す
る

大
学

等
の

機
能

に
着

目
し

た
上

で
、

学
部

及
び

大
学

院
の

収
容

定
員

・
資

源

の
最

適
化

を
行

い
つ

つ
、

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

応
じ

た
教

育
研

究
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
各

高
等

教
育

機
関

全
体

と
し

て
機

能
別

に
分

化
し

て
い

く
方

向
に

向
か

う
中

で
は

、
各

機
関

が
持

つ
機

能
や

特
性

等
を

よ
り

強
化

す
る

た
め

に
、

地
域

や
設

置
者

の
枠

組
み

を
超

え
、

そ
れ

ぞ
れ

の

機
能

に
即

し
た

高
等

教
育

機
関

間
の

連
携

も
、

今
後

ま
す

ま
す

重
要

と
な

っ
て

い
く

も
の

と
考

え
ら

れ

る
。

 

そ
の

た
め

、
政

府
に

お
い

て
も

、
設

置
者

別
を

超
え

て
、

そ
の

機
能

や
特

性
に

応
じ

た
支

援
を

講
じ

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
機

能
や

特
性

に
応

じ
た

支
援

の
推

進

・
各

高
等

教
育

機
関

の
機

能
や

特
性

に
応

じ
た

教
育

研
究

の
質

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
を

設
置

者
の

枠
を

超
え

て
支

援
す

る
。

182



5
7
 

４
．

高
等

教
育

改
革

を
支

え
る

支
援

方
策

の
在

り
方

（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

①
高

等
教

育
の

価
値

高
等

教
育

改
革

を
支

え
る

支
援

を
考

え
る

に
当

た
っ

て
は

、
「

社
会

は
高

等
教

育
の

価
値

を
認

め
て

い
る

の
か

」
を

改
め

て
問

い
直

す
必

要
が

あ
る

。
高

等
教

育
は

、
学

生
個

人
や

進
学

希
望

者
、

保
護

者

に
と

っ
て

の
価

値
に

と
ど

ま
ら

ず
、

本
来

、
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
「

社
会

の
た

め
」

の
存

在
で

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

れ
ま

で
も

累
次

の
答

申
等

1
2
8
で

指
摘

さ
れ

て
き

た
よ

う
に

、
高

等
教

育
は

、
社

会
・

生
活

基
盤

を
支

え
る

人
材

、
地

域
の

成
長

・
発

展
を

け
ん

引
す

る
人

材
、

世
界

最
先

端
の

分
野

や

グ
ロ

ー
バ

ル
な

競
争

環
境

で
活

躍
す

る
人

材
な

ど
の

厚
み

の
あ

る
多

様
な

人
材

育
成

、
学

術
研

究
に

よ

る
知

の
創

出
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
等

の
役

割
を

担
う

国
力

の
源

泉
で

あ
り

、
高

等
教

育
へ

の
投

資
は

未

来
へ

の
先

行
投

資
と

考
え

る
べ

き
で

あ
る

。
 

事
実

、
高

等
教

育
の

投
資

は
個

人
、
企

業
、
社

会
に

対
し

て
高

い
収

益
、
確

か
な

恩
恵

を
も

た
ら

す
。

 

高
等

教
育

を
受

け
た

学
生

か
ら

の
視

点
に

着
目

す
る

と
、

学
力

、
能

力
、

技
能

が
身

に
付

き
、

そ
れ

ら
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
産

性
が

上
が

り
、

こ
れ

に
伴

い
高

い
賃

金
や

職
位

、
安

定
し

た
雇

用

機
会

や
社

会
的

地
位

が
望

め
る

1
2
9
。
な

お
、
選

抜
性

の
低

い
大

学
に

お
い

て
も

、
大

学
教

育
の

経
済

的

効
果

が
存

在
す

る
と

の
研

究
結

果
も

存
在

す
る

1
3
0
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
の

卒
業

生
を

雇
用

す
る

企
業

等
も

、
従

業
員

が
高

等
教

育
で

身
に

付
け

た
高

い
能

力
等

を
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

、
大

学
と

の
共

同
研

究
等

を
通

じ
て

学
術

研
究

の
成

果
を

社
会

へ

と
反

映
さ

せ
る

こ
と

も
で

き
る

。
さ

ら
に

、
社

会
全

体
に

と
っ

て
も

、
高

等
教

育
が

普
及

す
る

こ
と

は
、

健
全

な
民

主
主

義
の

形
成

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

生
産

力
が

向
上

し
て

我
が

国
の

税
収

入
の

拡
大

・

安
定

を
も

た
ら

し
、

犯
罪

率
の

抑
制

や
公

的
健

康
保

険
の

負
担

軽
減

な
ど

社
会

的
費

用
の

抑
制

に
も

貢

献
す

る
1
3
1
。

 

こ
の

よ
う

に
、

高
等

教
育

は
、

そ
れ

を
受

け
た

者
だ

け
で

な
く

、
そ

れ
を

受
け

な
か

っ
た

者
や

社
会

全
体

に
も

恩
恵

を
与

え
る

正
の

外
部

性
が

高
く

、
そ

の
提

供
を

専
ら

市
場

に
委

ね
た

場
合

に
は

、
適

正

な
規

模
の

教
育

が
提

供
さ

れ
な

く
な

る
性

質
を

有
す

る
と

さ
れ

る
。

 

加
え

て
、

近
年

の
科

学
技

術
の

進
展

は
、

技
術

を
開

発
す

る
者

に
と

っ
て

の
み

な
ら

ず
、

技
術

を
使

用
す

る
者

た
ち

に
と

っ
て

も
高

度
な

教
育

を
要

求
す

る
に

至
っ

た
。

次
々

と
生

ま
れ

る
新

技
術

、
日

々

仕
様

が
変

わ
る

機
器

や
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

に
対

し
、

こ
れ

ら
の

必
要

性
を

見
定

め
、

情
報

を
収

集

し
、

適
切

な
活

用
方

法
を

見
い

だ
し

、
新

た
な

生
産

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

た
め

に

は
、

高
次

の
リ

テ
ラ

シ
ー

、
思

考
力

、
判

断
力

等
を

育
て

る
高

等
教

育
が

不
可

欠
と

な
り

、
そ

の
傾

向

は
今

後
一

層
加

速
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

 

1
2
8
 
教

育
再

生
実

行
会

議
「

教
育

立
国

実
現

の
た

め
の

教
育

投
資
・
教

育
財

源
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

第
八

次
提

言
）
」（

平
成

2
7
 （
2
0
1
5
）
年

７
月

）
、

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

、
「

教
育

振
興

基
本

計
画

（
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
６

月
1
6
日

閣
議

決
定

）
」

等
 

1
2
9
 
松

塚
ゆ

か
り

『
概

説
 
教

育
経

済
学

』
1
3
8
頁

（
日

本
評

論
社

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
）

 
1
3
0
 
選

抜
性

が
低

く
収

容
定

員
が

充
足

し
て

い
な

い
大

学
等

に
つ

い
て

は
、
そ

の
こ

と
の

み
を

も
っ

て
直

ち
に

教
育

力
が

低
い

と
評

価
す

る
よ

う
な

風
潮

も
散

見
さ

れ
る

が
、
教

育
投

資
収

益
率

に
係

る
研

究
に

お
い

て
は

、
大

学
へ

進
学

す
る

こ
と

に
よ

る
投

資
収

益
率

は
プ

ラ
ス

に
な

る
と

さ
れ

、
特

に
、

選
抜

性
が

低
い

と
さ

れ
る

大
学

に
進

学
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
一

定
の

教
育

投
資

収
益

率
が

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

、

ま
た

、
教

育
の

社
会

的
効

果
の

存
在

も
念

頭
に

置
く

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
（

第
1
0
回

高
等

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

部
会
（

令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
９

月
2
7
日

）
に

お
け

る
資

料
１

（
島

氏
提

出
資

料
）

を
参

照
）
。

 
1
3
1
 
文

部
科

学
省

委
託

事
業
「

教
育

改
革

の
総

合
的

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

～
教

育
投

資
の

効
果

分
析

に
関

す
る

調
査

研
究

～
 （
国

立
大

学

法
人

東
北

大
学

）
」
（

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
３

月
）
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②
高

等
教

育
へ

の
信

頼

上
記

の
高

等
教

育
の

価
値

は
、

国
内

外
の

多
く

の
研

究
で

指
摘

さ
れ

て
き

た
こ

と
で

は
あ

る
も

の
の

、

高
等

教
育

機
関

が
そ

の
よ

う
な

価
値

を
生

み
出

す
場

と
し

て
、

社
会

的
な

信
頼

を
得

ら
れ

て
い

な
い

の

で
は

な
い

か
と

の
指

摘
も

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

信
頼

を
得

る
た

め
に

は
、

高
等

教
育

機
関

を
卒

業
、

修

了
し

た
者

が
自

身
の

成
長

を
は

じ
め

と
し

た
教

育
の

価
値

を
会

得
し

て
社

会
で

活
躍

す
る

と
と

も
に

、

産
業

界
等

と
の

人
材

交
流

や
共

同
研

究
等

の
連

携
の

強
化

を
通

じ
て

、
当

該
機

関
に

お
け

る
教

育
研

究

や
地

域
貢

献
に

よ
り

社
会

か
ら

理
解

を
得

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
観

点
か

ら
、

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

学
生

の
満

足
度

を
高

め
、

成
長

が
得

ら
れ

る
よ

う
教

育
研

究
活

動
を

高
度

化
し

て
い

く
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
強

み
や

役
割

を
生

か
し

た
活

動

を
行

い
つ

つ
、

得
ら

れ
た

教
育

研
究

の
成

果
や

効
果

に
つ

い
て

社
会

に
対

し
て

情
報

公
表

を
続

け
て

い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
各

機
関

に
お

い
て

は
、

果
た

す
べ

き
役

割
や

機
能

の
強

化
、

教
育

研

究
の

質
の

一
層

の
向

上
を

実
現

す
る

た
め

、
機

関
内

に
お

け
る

適
切

な
資

源
配

分
や

効
率

化
を

前
提

と

し
つ

つ
必

要
な

財
源

を
確

保
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

国
と

し
て

も
、

高
等

教
育

機
関

や
社

会
に

対
し

て
、

高
等

教
育

へ
の

信
頼

を
得

ら
れ

る
よ

う
な

働
き

か
け

を
一

層
行

う
べ

き
で

あ
る

。
 

③
必

要
コ

ス
ト

の
算

出

各
機

関
で

は
、

厳
し

い
財

政
状

況
の

中
、

十
分

な
人

件
費

や
研

究
費

の
確

保
の

困
難

、
施

設
・

設
備

の
老

朽
化

が
要

因
と

な
り

、
教

育
研

究
活

動
に

大
き

な
影

響
を

与
え

か
ね

な
い

問
題

が
生

じ
て

い
る

と

の
指

摘
が

あ
る

1
3
2
。
質

の
高

い
教

育
研

究
を

行
っ

て
い

く
た

め
に

は
、
優

れ
た

教
職

員
や

学
生

を
引

き

付
け

る
環

境
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

コ
ス

ト
を

賄
う

こ
と

が
で

き
る

安
定

的

な
財

務
基

盤
を

確
立

す
る

こ
と

は
不

可
欠

で
あ

る
。

 

そ
の

際
、

高
等

教
育

の
価

値
が

社
会

的
に

信
頼

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

公
私

か
ら

の
資

源
投

入
を

呼
び

込
む

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
信

頼
を

高
め

る
の

み
な

ら
ず

、
高

等
教

育

に
係

る
費

用
の

全
体

像
が

社
会

的
に

共
有

さ
れ

な
け

れ
ば

、
最

低
限

投
入

す
べ

き
資

源
量

に
つ

い
て

議

論
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
各

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

教
育

研
究

の
成

果
や

効

果
を

含
め

、
徹

底
し

た
情

報
公

表
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。
加

え
て

、
国

に
お

い
て

は
、

教
育

・
研

究

の
そ

れ
ぞ

れ
の

特
性

を
踏

ま
え

、
現

在
必

ず
し

も
視

覚
化

さ
れ

て
い

な
い

教
育

コ
ス

ト
に

つ
い

て
、

現

代
的

な
高

等
教

育
機

関
を

取
り

巻
く

環
境

や
、

よ
り

質
の

高
い

教
育

研
究

の
実

施
も

念
頭

に
、

必
要

と

な
る

コ
ス

ト
を

明
確

に
し

た
上

で
、

そ
れ

に
基

づ
き

、
高

等
教

育
機

関
全

体
で

の
必

要
コ

ス
ト

を
算

出

し
、

社
会

に
広

く
そ

の
必

要
性

を
訴

え
か

け
て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

 

④
高

等
教

育
投

資
の

在
り

方

上
記

①
で

述
べ

た
よ

う
に

、
高

等
教

育
は

、
社

会
・

生
活

基
盤

を
支

え
る

人
材

、
地

域
の

成
長

・
発

展
を

け
ん

引
す

る
人

材
、

世
界

最
先

端
の

分
野

や
グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争
環

境
で

活
躍

す
る

人
材

な
ど

の

厚
み

の
あ

る
多

様
な

人
材

育
成

を
通

じ
て

、
個

人
に

も
社

会
に

も
便

益
を

与
え

る
も

の
で

あ
る

と
と

も

に
、

社
会

の
新

た
な

知
の

創
出

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
当

た
っ

て
極

め
て

重
要

な
役

割
を

担
う

も
の

で

あ
る

。
こ

の
た

め
、
高

等
教

育
に

対
す

る
投

資
は

未
来

へ
の

先
行

投
資

と
し

て
、
大

胆
な

投
資

を
進

め
、

1
3
2
 
ま

た
、

生
成

A
I
を

含
む

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
経

営
コ

ス
ト

の
低

減
が

図
ら

れ
る

こ
と

に
も

留
意

。
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5
9
 

我
が

国
の

成
長

の
た

め
に

更
な

る
強

化
を

図
っ

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
視

点
も

踏
ま

え
、
「

知
の

総
和

」
の

向
上

に
向

け
て

、
O
E
C
D

諸
国

な
ど

諸
外

国
に

お
け

る
公

財
政

支
援

な
ど

教
育

投
資

の
状

況
1
3
3
も

踏
ま

え
、
教

育
研

究
を

支
え

る
基

盤
的

経
費

助
成

や
競

争

的
資

源
配

分
の

拡
充

、
企

業
を

は
じ

め
民

間
か

ら
の

寄
附

金
や

社
会

、
地

方
公

共
団

体
か

ら
の

投
資

等

を
含

め
た

多
様

な
財

源
の

確
保

の
観

点
も

含
め

、
今

後
の

高
等

教
育

機
関

や
学

生
へ

の
支

援
方

策
を

講

じ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

際
、

上
記

２
に

掲
げ

た
高

等
教

育
政

策
の

方
向

性
と

具
体

的
方

策
や

、
上

記
３

に
掲

げ
た

機
関

別
・

設
置

者
別

の
役

割
や

連
携

の
在

り
方

に
加

え
、

機
能

や
特

性
に

応
じ

た
政

策
を

重
視

し
て

い
く

観

点
も

踏
ま

え
つ

つ
、

質
の

高
い

高
等

教
育

を
実

現
す

る
た

め
の

高
等

教
育

の
財

務
構

造
と

し
て

、
公

財

政
支

援
、

社
会

か
ら

の
投

資
・

支
援

、
個

人
・

保
護

者
負

担
の

そ
れ

ぞ
れ

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
2
0
4
0

年
以

降
の

社
会

を
見

据
え

つ
つ

も
、

そ
こ

に
至

る
ま

で
の

時
系

列
に

沿
っ

た
方

策
も

含
め

て
、

具
体

的

に
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
1
3
4
。

 

そ
し

て
、

公
財

政
支

援
、

社
会

か
ら

の
投

資
・

支
援

、
個

人
・

保
護

者
負

担
の

ど
れ

か
一

つ
だ

け
に

依
存

す
る

の
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
高

等
教

育
の

持
続

可
能

な
発

展
に

資
す

る
よ

う
な

規

模
・

仕
組

み
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ア
．

公
財

政
支

援

公
財

政
支

援
に

つ
い

て
は

、
大

き
く

は
機

関
補

助
と

個
人

支
援

が
あ

る
。

機
関

補
助

は
、

国
立

大
学

法
人

運
営

費
交

付
金

や
私

学
助

成
等

の
大

学
等

に
対

し
て

直
接

的
に

行
わ

れ
る

財
政

支
援

で
あ

り
、

大

学
等

が
安

定
的

・
継

続
的

に
教

育
研

究
活

動
を

行
っ

て
い

く
た

め
に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

大
学

を
取

り
巻

く
財

務
状

況
が

悪
化

す
る

と
の

意
見

1
3
5
も

あ
る

中
で

、
基

盤
的

経
費

助
成

を
十

分
に

確

保
し

、
安

定
し

た
財

務
基

盤
を

支
え

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

一
方

で
、

機
関

補
助

に
は

、
優

れ

た
研

究
や

特
定

の
目

的
に

資
す

る
研

究
等

を
推

進
す

る
た

め
に

配
分

す
る

競
争

的
資

源
配

分
も

あ
り

1
3
6
、

近
年

で
は

、
世

界
最

高
水

準
の

研
究

大
学

の
実

現
に

向
け

た
「

国
際

卓
越

研
究

大
学

制
度

」
や

、

地
域

の
中

核
大

学
や

特
定

分
野

に
強

み
を

持
つ

大
学

に
対

す
る

、
各

大
学

の
強

み
や

特
色

を
生

か
し

た

取
組

の
支

援
等

、
研

究
大

学
に

対
す

る
支

援
の

仕
組

み
も

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、

基

盤
的

経
費

助
成

と
競

争
的

資
源

配
分

は
、

そ
れ

ぞ
れ

固
有

の
機

能
や

特
長

を
生

か
し

つ
つ

、
補

完
し

合

い
な

が
ら

活
用

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

個
人

支
援

は
、

奨
学

金
や

授
業

料
減

免
な

ど
の

学
生

に
対

し
て

行
わ

れ
る

財
政

支
援

で
あ

り
、

間
接

的
に

高
等

教
育

機
関

へ
の

公
財

政
支

援
と

な
る

。
こ

れ
は

、
後

述
の

個
人

・
保

護
者

負
担

の
観

点
を

踏

ま
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

1
3
3
 
現

在
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

補
論

３
の

４
（

２
）

を
参

照
。

 
1
3
4
 
こ

の
費

用
の

負
担

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、
高

等
教

育
の

成
果

を
受

益
す

る
主

体
が

そ
れ

ぞ
れ

負
担

す
る

こ
と

と
な

る
が

、
そ

の
負

担
割

合
に

つ
い

て
は

、
公

財
政

や
家

計
の

状
況

と
と

も
に

、
背

後
に

あ
る

社
会

観
、
教

育
観

、
既

存
の

制
度

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
た

め
、
様

々

な
考

え
方

が
あ

る
。
そ

の
た

め
、
企

業
、
社

会
か

ら
の

投
資

を
行

い
つ

つ
、
高

等
教

育
を

受
け

る
こ

と
に

よ
る

私
的

便
益

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

個
人

負
担

と
公

財
政

支
援

の
適

正
な

バ
ラ

ン
ス

を
追

求
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 
1
3
5
 
例

え
ば

、
一

般
社

団
法

人
国

立
大

学
協

会
理

事
会

「
国

立
大

学
協

会
声

明
－

我
が

国
の

輝
け

る
未

来
の

た
め

に
－

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
等

。
ま

た
、
大

学
病

院
は

医
学

部
の

教
育

研
究

の
た

め
の

必
置

の
附

属
施

設
で

あ
る

が
、
増

収
と

経
営

効
率

を
追

求
し

た
運

営
が

行
わ

れ
る

一
方

で
、
地

域
の

医
療

機
関

で
は

担
う

こ
と

が
で

き
な

い
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
提

供
等

に
加

え
、
近

年
の

物
価

等
の

高
騰

な

ど
に

よ
り

支
出

は
そ

れ
以

上
に

増
加

し
て

お
り

、
各

大
学

病
院

に
お

い
て

経
営

改
善

に
係

る
努

力
を

継
続

し
て

も
な

お
増

収
減

益
傾

向
が

長
く

続
い

て
い

る
と

い
う

指
摘

が
あ

り
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

に
は

国
立

大
学

病
院

の
半

分
以

上
で

経
常

損
益

が
赤

字
と

な
っ

て
い

る
。
 

1
3
6
 
競

争
的

資
源

配
分

に
は

、
個

人
支

援
型

の
も

の
も

あ
る

。
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6
0
 

こ
れ

ら
の

公
財

政
支

援
を

バ
ラ

ン
ス

良
く

組
み

合
わ

せ
な

が
ら

、
高

等
教

育
機

関
の

総
収

入
を

拡
大

し
、

高
等

教
育

の
質

の
向

上
、

規
模

の
適

正
化

及
び

ア
ク

セ
ス

確
保

を
共

に
実

現
し

て
い

く
こ

と
が

必

要
で

あ
る

。
 

イ
．

社
会

か
ら

の
投

資
・

支
援

高
等

教
育

の
社

会
的

便
益

の
大

き
さ

を
考

え
れ

ば
、

企
業

等
か

ら
の

寄
附

金
や

社
会

、
地

方
公

共
団

体
か

ら
の

投
資

の
拡

大
な

ど
を

図
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
 

卒
業

後
の

個
人

負
担

と
な

る
貸

与
型

奨
学

金
に

つ
い

て
も

、
企

業
等

や
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

返
還

支
援

制
度

な
ど

、
社

会
に

お
い

て
、

そ
の

個
人

負
担

を
軽

減
す

る
取

組
が

よ
り

一
層

拡
充

し
て

い
く

こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

多
様

な
資

金
調

達
に

よ
る

こ
と

で
、

高
等

教
育

機
関

の
経

営
基

盤
の

確
立

・
強

化
が

図
ら

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

た
め

、
国

と
し

て
も

、
寄

附
税

制
を

は
じ

め
、

企
業

等
や

社
会

か
ら

の
投

資
・

支
援

を

呼
び

込
む

た
め

の
制

度
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
特

に
、

寄
附

を
戦

略
的

か
つ

継
続

的
に

集
め

る
た

め

に
は

組
織

体
制

の
構

築
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

高
等

教
育

機
関

が
寄

附
を

集
め

る
た

め
の

専
門

人

材
の

育
成

・
確

保
や

専
任

組
織

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

国
が

支
援

を
行

う
こ

と
が

重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

高
等

教
育

機
関

と
し

て
も

、
寄

附
の

継
続

的
な

獲
得

に
向

け
て

、
経

営
層

の
積

極

的
な

関
与

、
組

織
体

制
の

整
備

、
同

窓
会

組
織

と
の

連
携

、
社

会
貢

献
活

動
の

情
報

発
信

な
ど

の
取

組
1
3
7
が

重
要

で
あ

る
。

 

ウ
．

個
人

・
保

護
者

負
担

授
業

料
等

は
教

育
役

務
の

提
供

等
、

在
学

契
約

に
基

づ
く

大
学

の
学

生
に

対
す

る
給

付
の

対
価

と
し

て
の

性
質

を
有

し
て

い
る

1
3
8
。

国
立

大
学

等
の

場
合

は
、

教
育

の
機

会
均

等
に

配
慮

す
る

観
点

か
ら

、

国
が

標
準

額
を

設
定

し
、

一
定

の
範

囲
内

で
法

人
が

定
め

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

公
立

大

学
や

私
立

大
学

等
の

場
合

は
、

質
の

高
い

活
動

を
行

う
た

め
に

掛
か

る
費

用
の

観
点

等
を

踏
ま

え
な

が

ら
設

置
者

が
定

め
て

い
る

。
 

高
等

教
育

機
関

で
は

、
社

会
の

進
展

に
対

応
し

た
よ

り
高

度
な

教
育

活
動

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

そ
れ

に
伴

い
必

要
な

費
用

（
コ

ス
ト

）
も

大
き

く
な

っ
て

い
く

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か

ら
、

そ
の

費
用

を
誰

が
ど

の
よ

う
に

負
担

し
て

い
く

の
か

を
考

え
る

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
者

の
理

解

が
不

可
欠

で
あ

る
。

特
に

授
業

料
に

つ
い

て
は

、
個

人
や

保
護

者
か

ら
理

解
を

得
ら

れ
る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

高
等

教
育

機
関

が
提

供
す

る
教

育
の

内
容

や
、

将
来

の
私

的
便

益
の

見
込

み
等

を

明
ら

か
に

し
、

個
人

・
保

護
者

に
と

っ
て

、
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
が

将
来

へ
の

投
資

に
値

す
る

も

の
で

あ
る

こ
と

が
理

解
さ

れ
る

よ
う

に
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

そ
の

上
で

、
将

来
へ

の
投

資
と

し
て

高
等

教
育

機
関

へ
の

進
学

を
望

ん
で

も
、

経
済

的
理

由
で

進
学

を
諦

め
な

く
て

も
良

い
よ

う
、

個
人

や
保

護
者

の
負

担
に

対
し

て
手

厚
い

支
援

を
行

い
、

軽
減

を
図

る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

進
学

機
会

を
保

障
す

る
観

点
か

ら
は

、
給

付
型

奨
学

金
や

授
業

料

減
免

な
ど

の
高

等
教

育
費

の
負

担
軽

減
に

つ
い

て
、

そ
の

実
施

状
況

や
効

果
等

を
検

証
し

つ
つ

、
取

組

1
3
7
 
寄

附
の

う
ち

遺
贈

に
関

連
し

て
、
卒

業
生

等
に

対
し

て
、
制

度
に

つ
い

て
の

講
演

や
個

別
相

談
に

応
じ

る
「

相
続
・
遺

贈
セ

ミ
ナ

ー
」
を

実
施

し
て

い
る

大
学

の
例

も
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
取

組
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 
1
3
8
 
最

判
平

成
1
8
年

1
1
月

2
7
日

民
集

6
0
巻

9
号

3
4
3
7
頁
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6
1
 

を
着

実
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

1
3
9
。

 

1
3
9
 
な

お
、
一

部
の

地
域

で
は

、
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

各
地

方
公

共
団

体
の

独
自

財
源

を
上

乗
せ

し
て

支
援

対
象

を
拡

大
し

て
い

る
取

組
も

あ
り

、
学

生
の

負
担

軽
減

に
一

定
の

意
義

が
あ

る
一

方
で

、
国

で
こ

れ
ら

の
取

組
を

一
律

に
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
は

地
方

自

治
と

の
関

係
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。
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6
2
 

（
２

）
今

後
取

る
べ

き
方

策

①
短

期
的

取
組

上
記

の
基

本
的

な
考

え
方

を
踏

ま
え

、
答

申
後

２
～

３
年

程
度

ま
で

に
実

施
す

べ
き

取
組

と
し

て
、

公
財

政
支

援
の

観
点

、
社

会
か

ら
の

投
資

・
支

援
の

観
点

、
個

人
・

保
護

者
負

担
の

観
点

か
ら

、
施

策

を
充

実
さ

せ
、

高
等

教
育

の
持

続
可

能
な

発
展

に
資

す
る

よ
う

な
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で

あ
る

。
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
公

財
政

支
援

の
充

実

・
国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
や

私
学

助
成

等
の

基
盤

的
経

費
助

成
を

十
分

に
確

保
す

る
。

・
科

学
研

究
費

助
成

事
業

（
科

研
費

）
等

の
制

度
改

革
を

は
じ

め
と

す
る

競
争

的
資

源
配

分
の

不
断

の
見

直
し

と
充

実
を

図
る

。

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

た
大

学
等

の
再

編
・

統
合

に
資

す
る

よ
う

な
支

援
方

策
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。
【

再
掲

】

・
教

育
コ

ス
ト

算
定

基
準

の
策

定
等

に
向

け
て

、
諸

外
国

の
状

況
も

含
め

、
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

教
育

コ
ス

ト
等

の
実

情
に

つ
い

て
、

整
理

分
析

を
行

う
。

○
社

会
か

ら
の

支
援

強
化

・
企

業
の

担
い

手
と

な
る

奨
学

金
返

還
者

に
つ

い
て

企
業

に
よ

る
代

理
返

還
制

度
の

活
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

社
会

か
ら

の
寄

附
の

充
実

や
大

学
債

の
発

行
促

進
に

向
け

た
取

組
を

強
化

す
る

。

・
寄

附
の

獲
得

や
産

学
連

携
等

を
促

進
す

る
た

め
、

高
度

な
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
高

い
資

質
・

能
力

を
持

っ
た

職
員

の
採

用
・

育
成

を
行

う
な

ど
、

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

体
制

整
備

を
推

進
す

る
。

○
個

人
・

保
護

者
負

担
の

見
直

し

・
近

年
の

物
価

や
人

件
費

の
変

化
、

教
育

活
動

に
係

る
費

用
を

考
慮

し
た

個
人

・
保

護
者

負
担

の
在

り
方

に
つ

い
て

個
人

支
援

や
機

関
補

助
と

の
バ

ラ
ン

ス
も

勘
案

し
つ

つ
検

討
す

る
。

・
高

等
教

育
の

経
済

的
負

担
軽

減
に

つ
い

て
、

実
施

状
況

や
効

果
等

を
検

証
し

つ
つ

、
取

組
を

着
実

に
進

め
る

。
【

再
掲

】

②
中

長
期

的
取

組

上
記

の
取

組
を

実
施

し
つ

つ
、

高
等

教
育

の
持

続
可

能
な

発
展

に
資

す
る

よ
う

な
規

模
・

仕
組

み
の

確
保

に
向

け
て

、
教

育
コ

ス
ト

の
明

確
化

と
負

担
の

仕
組

み
の

見
直

し
な

ど
に

つ
い

て
中

長
期

的
な

国

の
取

組
の

検
討

を
行

い
、
答

申
後

５
～

1
0
年

程
度

で
、
高

等
教

育
の

財
務

構
造

の
改

革
を

進
め

て
い

く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

将
来

的
に

は
、

新
た

な
評

価
制

度
等

も
踏

ま
え

た
、

設
置

者
別

か
ら

機

能
別

へ
の

資
源

配
分

の
転

換
の

在
り

方
に

つ
い

て
整

理
し

て
い

く
こ

と
も

望
ま

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

取

組
を

通
じ

て
、

我
が

国
の

成
長

を
支

え
る

高
等

教
育

に
対

す
る

大
胆

な
投

資
を

社
会

全
体

で
進

め
て

い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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6
3
 

＜
具

体
的

方
策

＞
 

○
教

育
コ

ス
ト

の
明

確
化

と
負

担
の

仕
組

み
の

見
直

し

・
各

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

教
育

コ
ス

ト
の

明
確

化
に

資
す

る
よ

う
、

教
育

コ
ス

ト
の

算
定

基
準

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、
基

準
に

基
づ

く
授

業
料

等
の

学
納

金
の

最
低

ラ
イ

ン
の

設
定

1
4
0

や
、

各
高

等
教

育
機

関
の

機
能

や
特

性
に

応
じ

た
公

的
支

援
の

仕
組

み
の

見
直

し
等

、
高

等
教

育
に

関
わ

る
必

要
コ

ス
ト

の
負

担
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

○
高

等
教

育
へ

の
大

胆
な

投
資

を
進

め
る

た
め

の
新

た
な

財
源

の
確

保

・
社

会
・

生
活

基
盤

を
支

え
る

人
材

、
地

域
の

成
長

・
発

展
を

け
ん

引
す

る
人

材
、

世
界

最
先

端
の

分
野

や
グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争
環

境
で

活
躍

す
る

人
材

な
ど

の
厚

み
の

あ
る

多
様

な
人

材
育

成
、

社
会

の
知

の
創

出
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
、

世
界

の
知

と
多

様
性

を
取

り
込

む
国

際
化

を
通

じ
て

我
が

国
の

社
会

の
成

長
・

発
展

を
支

え
る

高
等

教
育

へ
の

大
胆

な
投

資
を

進
め

る
た

め
、

高
等

教
育

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

将
来

的
な

便
益

も
踏

ま
え

た
税

の
在

り
方

や
寄

附
の

充
実

等
、

多
様

な
財

源
の

確
保

に
向

け
た

検
討

を
行

う
1
4
1
。

1
4
0
 
設

定
に

あ
た

っ
て

は
、

各
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

 
1
4
1
 
例

え
ば

、
特

定
分

野
の

産
業

振
興

等
を

行
う

場
合

に
は

、
併

せ
た

人
材

育
成

の
支

援
等

、
関

係
省

庁
の

連
携

に
よ

り
当

該
施

策
全

体
を

底

支
え

す
る

枠
組

み
の

構
築

も
考

え
ら

れ
る

。
 

189



6
4
 

お
わ

り
に

本
答

申
が

提
言

し
た

「
知

の
総

和
」

の
向

上
と

、
そ

の
た

め
に

、
教

育
研

究
の

質
を

上
げ

、
社

会
的

に

適
切

な
規

模
の

高
等

教
育

機
会

を
確

保
し

、
地

理
的

・
社

会
経

済
的

な
観

点
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

確
保

に
よ

っ
て

高
等

教
育

の
機

会
均

等
の

実
現

を
図

る
こ

と
は

、
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

の
高

等
教

育
の

在
り

方
を

基
礎

付
け

る
も

の
で

あ
り

、
各

高
等

教
育

機
関

や
国

が
自

ら
の

責
任

を
も

っ
て

、
本

答
申

を
生

か
し

た
改

革
を

進
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

加
え

て
、
高

等
教

育
改

革
を

支
え

る
支

援
方

策
で

示
し

た
と

お
り

、
公

財
政

支
援

、
社

会
か

ら
の

投
資

 ・

支
援

、
個

人
・

保
護

者
負

担
に

よ
り

、
我

が
国

の
高

等
教

育
の

持
続

可
能

な
発

展
に

資
す

る
よ

う
な

仕
組

み
を

作
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

1
8
歳

人
口

が
急

激
に

減
少

す
る

の
は

2
0
3
5
年

頃
で

あ
る

。
あ

と
1
0
年

あ
る

で
は

な
く

、
た

っ
た

1
0

年
し

か
な

い
。

こ
の

期
間

に
、

国
に

お
い

て
必

要
な

制
度

改
正

や
支

援
措

置
を

講
じ

る
と

と
も

に
、

各
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
は

、
本

答
申

で
示

し
た

質
、

規
模

、
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
必

要
性

を
認

識
し

、
議

論
を

重
ね

た
上

で
、

実
行

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
意

味
で

も
、

本
答

申
を

手
に

取
っ

た
全

て
の

者
が

、
今

直
ち

に
改

革
に

取
り

組
む

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

そ
の

た
め

に
は

本
答

申
で

示
し

た
内

容
に

つ
い

て
、

各
高

等
教

育
機

関
の

執
行

部
や

教
職

員
は

も
と

よ
り

、
進

学
希

望
者

や
学

生
、

そ
の

保
護

者
、

地
域

社
会

、
産

業
界

な
ど

様
々

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

く
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

そ
し

て
、

本
答

申
で

提
言

し
た

改
革

が
実

行
さ

れ
て

い
く

中
に

お
い

て
、

未
来

の
社

会
を

支
え

る
学

修

者
が

自
ら

主
体

的
・

自
律

的
に

学
び

、
多

様
な

価
値

観
を

持
つ

人
々

と
協

働
し

て
、

社
会

や
世

界
に

貢
献

し
て

い
く

た
め

の
力

を
身

に
付

け
て

い
く

こ
と

も
一

層
期

待
さ

れ
る

。
 

そ
の

上
で

、
本

審
議

会
と

し
て

は
、
国

に
対

し
て

、
2
0
4
0
年

ま
で

に
大

学
学

部
進

学
者

の
規

模
が

約
2
7
％

減
少

す
る

こ
と

等
の

予
測

を
踏

ま
え

た
、
制

度
改

革
や

財
政

支
援

に
つ

い
て

、
今

後
1
0
年

程
度

に
取

り
組

む
べ

き
事

項
に

係
る

工
程

を
示

し
た

政
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

策
定

1
4
2
し

、
本

答
申

に
記

載
し

た
具

体
的

方
策

の
実

行
に

速
や

か
に

着
手

す
る

こ
と

を
求

め
る

。
 

1
4
2
 
政

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
策

定
に

当
た

っ
て

は
、

政
策

の
優

先
順

位
付

け
や

効
果

検
証

の
仕

組
み

の
構

築
等

に
も

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
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6
5
 

（
補

論
１

）
近

年
の

社
会

を
取

り
巻

く
変

化

中
央

教
育

審
議

会
で

は
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
1
1
月

に
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
を

取
り

ま
と

め

た
。

そ
の

後
、

文
部

科
学

省
に

お
い

て
同

答
申

に
基

づ
き

、
制

度
改

正
を

は
じ

め
様

々
な

施
策

が
講

じ

ら
れ

、
各

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

も
着

実
に

改
革

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
後

も
社

会
は

急
激

に
変

化
し

て
お

り
、

特
に

、
我

が
国

に
お

け
る

急
速

な
少

子
化

を
は

じ
め

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

ま
ん

延
を

契
機

と
し

た
社

会
・
経

済
の

非
対

面
化
・

非
接

触
化

や
生

成
A
I
の

台
頭

、
研

究
力

の
低

下
、
国

際
情

勢
の

不
安

定
化

等
、
社

会
を

取
り

巻
く

状
況

は
大

き
く

変
化

し
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

な
世

界
の

急
激

な
変

化
や

、
我

が
国

に
お

け
る

社
会

的
、

経
済

的
な

様
々

な
変

化
、

教
育

研
究

に
関

す
る

各
種

改
革

の
進

展
等

を
踏

ま
え

、
新

た
な

時
代

の
高

等
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

１
．

急
速

な
少

子
化

の
進

行
 

高
等

教
育

機
関

へ
の

主
た

る
進

学
者

で
あ

る
1
8
歳

人
口

は
、

昭
和

4
1
（

1
9
6
6
）

年
の

約
2
4
9
万

人

を
ピ

ー
ク

に
、

平
成

４
（

1
9
9
2
）

年
の

約
2
0
5
万

人
を

経
て

、
大

幅
に

減
少

を
続

け
て

お
り

、
令

和
６

（
2
0
2
4
）
年

に
は

約
1
0
6
万

人
と

ピ
ー

ク
か

ら
半

減
し

て
い

る
。
仮

に
急

速
な

少
子

化
に

伴
う

1
8
歳

人

口
の

減
少

が
推

計
ど

お
り

に
進

行
す

れ
ば

、
2
0
4
0
年

に
は

、
約

7
4
万

人
1
4
3
、

現
在

の
規

模
と

比
較

す

る
と

約
6
7
％

に
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

て
い

る
。

 

一
方

で
、
こ

の
間

の
大

学
進

学
率

は
、
昭

和
5
1
 （
1
9
7
6
）
年

か
ら

平
成

４
（

1
9
9
2
）
年

ま
で

の
高

等

教
育

計
画

の
時

代
を

除
き

、
ほ

ぼ
右

肩
上

が
り

に
上

昇
し

、
こ

れ
に

伴
い

、
大

学
進

学
者

数
も

昭
和

4
1

（
1
9
6
6
）

年
の

約
2
9
万

人
か

ら
現

在
1
4
4
の

約
6
3
万

人
へ

と
倍

増
し

て
い

る
。

 

2
0
4
0
年

代
の

大
学

進
学

率
を

、
過

去
４

年
間
（

平
成

3
0
 （
2
0
1
8
）
～

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
）
の

都

道
府

県
別
・
男

女
別

の
進

学
率

の
伸

び
率

等
を

条
件

に
お

い
て

、
機

械
的

に
試

算
1
4
5
す

る
と

、
2
0
4
0
年

の
大

学
進

学
者

数
は

約
4
6
万

人
、

2
0
5
0
年

ま
で

の
1
0
年

間
は

4
5
万

人
前

後
で

推
移

す
る

と
推

計
さ

れ
る

。
 

２
．

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
に

伴
う

労
働

供
給

の
不

足
 

産
業

界
を

取
り

巻
く

状
況

も
変

化
し

て
い

る
。

世
界

の
G
D
P

に
占

め
る

我
が

国
の

割
合

は
平

成
1
2

（
2
0
0
0
）

年
時

点
で

は
8
.
3
％

で
あ

っ
た

が
、

2
0
6
0
年

に
は

2
.
7
％

ま
で

低
下

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ

て
い

る
1
4
6
。
ま

た
、
我

が
国

の
世

界
競

争
力

1
4
7
は

平
成

４
（

1
9
9
2
）
年

ま
で

１
位

で
あ

っ
た

が
、
令

和

1
4
3
 
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所
「

日
本

の
将

来
推

計
人

口
（

令
和

５
年

推
計

）
」
の

出
生

低
位

 ・
死

亡
低

位
を

基
に

推
計

。
こ

れ
は

、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
ま

で
の

実
績

値
を

基
に

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
1
0
月

1
日

現
在

の
男

女
別

年
齢

各
歳

別
人

口
を

基
準

人
口

と
し

て
将

来

人
口

の
推

計
を

行
っ

て
い

る
。

 
1
4
4
 
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
５

月
１

日
現

在
（

文
部

科
学

省
「

令
和

６
年

度
学

校
基

本
統

計
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

）
）

 
1
4
5
 
推

計
1
8
歳

人
口

に
推

計
大

学
進

学
率

を
乗

じ
、

外
国

人
留

学
生

等
の

入
学

者
数

を
足

し
て

試
算

。
こ

の
中

で
、

推
計

大
学

進
学

率
は

過

去
４

年
間

の
都

道
府

県
別
・
男

女
別

の
進

学
率

の
伸

び
率

に
よ

っ
て

、
今

後
2
0
5
0
年

ま
で

大
学

進
学

率
が

上
昇

す
る

と
仮

定
し

て
推

計
し

、

外
国

人
留

学
生

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
一

時
的

な
減

少
を

踏
ま

え
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

数
が

維
持

さ
れ

る

と
推

定
し

て
い

る
。

 
1
4
6
 
W
o
r
l
d
 
B
a
n
k
「

W
o
r
l
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
s
」
、

O
E
C
D
「

T
h
e
 
L
o
n
g
 
G
a
m
e
:
 
F
i
s
c
a
l
 
O
u
t
l
o
o
k
s
 
t
o
 
2
0
6
0
 
U
n
d
e
r
l
i
n
e
 
N
e
e
d
 

f
o
r
 
S
t
r
u
c
t
u
r
a
l
 
R
e
f
o
r
m
」
（

2
0
2
1
年

1
0
月

）
 

1
4
7
 
I
M
D
「

W
o
r
l
d
 
C
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
n
e
s
s
 
R
a
n
k
i
n
g
」
（

2
0
2
4
年

６
月

）
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6
6
 

６
（

2
0
2
4
）

年
は

3
8
位

に
ま

で
順

位
を

落
と

し
て

い
る

。
 

1
8
歳

人
口

の
減

少
の

み
な

ら
ず

、
我

が
国

の
生

産
年

齢
人

口
（

1
5
～

6
4
歳

）
の

割
合

は
、

2
0
3
0
年

に
は

5
7
.
3
％

に
ま

で
減

少
し

、
O
E
C
D
加

盟
国

中
最

下
位

に
な

る
こ

と
が

予
測

さ
れ

て
い

る
1
4
8
。

そ
の

際
、

生
産

年
齢

人
口

数
も

約
7
,
0
7
6
万

人
と

な
り

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
の

約
7
,
5
0
9
万

人
と

比
較

し

て
1
0
年

で
4
3
0
万

人
以

上
減

少
す

る
こ

と
と

な
る

。
今

後
、
様

々
な

分
野

で
人

材
が

不
足

し
、
労

働
需

要
に

対
し

て
労

働
供

給
が

明
白

に
不

足
す

る
「

労
働

供
給

制
約

社
会

」
の

到
来

が
予

測
さ

れ
る

。
 

そ
し

て
、

産
業

構
造

も
変

化
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

例
え

ば
、

産
業

別
に

就
業

者
数

の
推

計
を

み
る

と
、

医
療

・
福

祉
分

野
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
の

8
9
7
万

人
か

ら
、

2
0
3
0
年

に
9
5
0
万

人
～

1
,
0
1
0
万

人
に

、
2
0
4
0
年

に
9
8
5
万

人
～

1
,
1
0
6
万

人
に

増
加

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

一
方

で
、

現

時
点

で
最

大
の

規
模

を
有

す
る

卸
売

・
小

売
業

分
野

は
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
の

1
,
0
3
0

万
人

か
ら

、

2
0
3
0
年

に
9
9
7
万

人
～

1
,
0
1
8
万

人
に

、
2
0
4
0
年

に
9
3
8
万

人
～

9
6
6
万

人
に

減
少

す
る

こ
と

が
見

込

ま
れ

る
1
4
9
。

 

更
に

詳
細

1
5
0
に

、
我

々
の

生
活

を
担

う
サ

ー
ビ

ス
（

生
活

維
持

サ
ー

ビ
ス

）
の

７
分

類
1
5
1
に

事
務

職

等
1
5
2
を

加
え

た
計

８
分

類
で

分
析

す
る

と
、

事
務

職
等

は
2
0
4
0
年

に
お

い
て

も
需

給
が

ほ
ぼ

均
衡

す

る
の

に
対

し
て

、
我

々
の

生
活

を
担

う
分

厚
い

ボ
リ

ュ
ー

ム
ゾ

ー
ン

の
分

野
は

全
面

的
に

供
給

が
不

足

す
る

。
こ

れ
は

、
例

え
ば

、
ド

ラ
イ

バ
ー

の
供

給
制

約
に

よ
り

配
達

が
全

く
で

き
な

い
地

域
が

生
ま

れ

る
こ

と
や

、
必

要
な

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
な

い
と

い
う

こ
と

を
意

味
す

る
。

ま
た

、
全

産
業

で

み
る

と
、
2
0
4
0
年

に
は

東
京

都
以

外
の

全
て

の
道

府
県

に
お

い
て

労
働

供
給

が
不

足
す

る
状

況
が

推
定

さ
れ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
未

来
が

予
測

さ
れ

る
中

で
、

社
会

的
イ

ン
フ

ラ
機

能
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

担
い

手
が

、
生

成
A
I
を

含
む

技
術

革
新

を
活

用
し

て
、
よ

り
少

な
い

労
働

時
間

で
、
よ

り
付

加
価

値
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
で

、
労

働
生

産
性

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

な
お

、
一

般
労

働
者

の
月

額
賃

金
は

、
平

成
1
2
 （
2
0
0
0
）
年

以
降

お
お

む
ね

減
少

か
横

ば
い

傾
向

で

推
移

し
て

い
た

が
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
に

お
い

て
3
1
万

8
,
3
0
0
円

と
、

前
年

か
ら

2
.
1
％

増
加

し
、

昭
和

5
1
（

1
9
7
6
）

年
以

降
で

最
高

額
と

な
っ

て
い

る
1
5
3
。

 

３
．

D
X
・

G
X
等

の
進

展
に

伴
う

人
材

需
要

の
変

化
 

デ
ジ

タ
ル

化
の

急
速

な
進

展
は

、
世

界
に

対
す

る
根

本
的

な
構

造
変

化
を

も
た

ら
す

と
と

も
に

発
展

可
能

性
を

有
し

て
い

る
。

特
に

、
昨

今
で

は
、

我
が

国
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

遅
れ

が
露

呈
し

た
こ

と
を

受

け
て

、
政

府
や

企
業

等
に

お
い

て
様

々
な

取
組

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
社

会
全

体
の

デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

D
X
）

は
加

速
し

て
き

て
い

る
。

こ
の

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

D
X
）
の

中
核

を
な

す
技

術
が

生
成

A
I
を

含
む

A
I
で

あ
り

、
A
I
を

作
り

、
生

か
し

、

多
様

性
を

内
包

し
た

持
続

可
能

な
社

会
の

在
り

方
や

新
し

い
社

会
に

ふ
さ

わ
し

い
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を

1
4
8
 
O
E
C
D
「

L
o
o
k
i
n
g
 
t
o
 
2
0
6
0
：

L
o
n
g
-
t
e
r
m
 
g
l
o
b
a
l
 
g
r
o
w
t
h
 
p
r
o
s
p
e
c
t
s
」
（

2
0
1
2
年

1
1
月

）
 

1
4
9
 
独

立
行

政
法

人
労

働
政

策
研

究
所

・
研

修
機

構
「

2
0
2
3
年

度
版

 
労

働
力

需
給

の
推

計
（

速
報

）
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）

 
1
5
0
 
リ

ク
ル

ー
ト

ワ
ー

ク
ス

研
究

所
「

未
来

予
測

2
0
4
0
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
３

月
）

 
1
5
1
 
①

自
動

車
運

転
従

事
者

、
配

達
員

、
倉

庫
作

業
従

事
者

、
鉄

道
運

転
従

事
者

等
、

②
建

設
・

土
木

作
業

従
事

者
、

電
気

工
事

従
事

者
等

、

③
製

品
製

造
・

加
工

処
理

従
事

者
、
機

械
組

立
従

事
者

、
機

械
整

備
・

修
理

従
事

者
等

、
④

小
売

店
主

・
店

長
、
販

売
店

員
、
商

品
訪

問
・

移
動

販
売

従
事

者
等

、
⑤

介
護

職
員

、
訪

問
介

護
従

事
者

、
⑥

飲
食

物
調

理
従

事
者

、
接

客
・

給
仕

職
業

従
事

者
、

⑦
医

師
、

歯
科

医
師

、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

保
健

師
、

助
産

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
職

の
７

分
野

1
5
2
 
事

務
従

事
者

、
技

術
者

（
機

械
技

術
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
）
、

教
員

、
専

門
職

業
従

事
者

等
1
5
3
 
厚

生
労

働
省

「
令

和
５

年
賃

金
構

造
基

本
統

計
調

査
の

概
況

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）
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7
 

デ
ザ

イ
ン

し
、

そ
し

て
、

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

が
で

き
る

人
材

が
ま

す
ま

す
求

め
ら

れ
て

い

る
1
5
4
。

 

し
か

し
、
デ

ジ
タ

ル
競

争
力

に
つ

い
て

、
我

が
国

の
競

争
力

は
著

し
く

低
い

1
5
5
。
労

働
力

不
足

に
直

面
す

る
我

が
国

の
多

く
の

産
業

は
、
サ

ー
ビ

ス
を

維
持
・
拡

大
す

る
た

め
に

、
I
T
で

補
完

す
る

必
要

性

が
生

じ
て

い
る

が
、

人
材

の
リ

ス
キ

リ
ン

グ
が

停
滞

し
た

場
合

、
2
0
3
0
年

に
は

先
端

I
T
人

材
が

5
4
.
5

万
人

不
足

す
る

と
の

試
算

も
あ

る
1
5
6
。
ま

た
、
業

務
で

重
要

な
分

野
と

異
な

る
学

問
分

野
の

出
身

者
の

割
合

は
、

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

・
情

報
シ

ス
テ

ム
開

発
分

野
で

約
1
0
％

と
突

出
し

て
高

い
1
5
7
。

そ
の

ほ
か

、

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

（
D
X
）

の
取

組
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

の
課

題
と

し
て

人
材

不
足

を
掲

げ
る

企
業

は
、
ア

メ
リ

カ
 （
2
0
.
7
％

）
や

ド
イ

ツ
（

3
3
.
0
％

）
と

比
較

し
て

日
本
（

4
1
.
7
％

）

は
高

い
割

合
を

示
し

て
い

る
1
5
8
。

 

さ
ら

に
、
A
I
、
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
マ

テ
リ

ア
ル

、
半

導
体

、
B
e
y
o
n
d
 5
G
 （
6
G
）
等

は
我

が
国

の
経

済
・

社
会

を
支

え
る

基
盤

的
な

技
術

で
あ

る
と

と
も

に
、

フ
ュ

ー
ジ

ョ
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

量
子

技

術
等

が
新

た
な

産
業

の
芽

と
な

る
技

術
1
5
9
と

な
っ

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
中

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
け

る
我

が
国

の
戦

略
的

自
律

性
・

不
可

欠
性

を
確

立
す

る
た

め
に

も
、

こ
れ

ら
の

重
要

分
野

を

担
い

、
け

ん
引

す
る

人
材

の
育

成
も

急
務

で
あ

る
。

例
え

ば
、

我
が

国
の

成
長

と
安

全
保

障
の

両
面

か

ら
重

要
な

位
置

づ
け

に
あ

る
半

導
体

産
業

に
つ

い
て

は
、

今
後

1
0

年
間

で
少

な
く

と
も

４
万

人
程

度

の
人

材
が

追
加

で
必

要
に

な
る

と
見

込
ま

れ
て

い
る

1
6
0
。

加
え

て
、
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

、
グ

リ
ー

ン
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ

ョ
ン

（
G
X
）

1
6
1
が

進
め

ら
れ

る
中

、
脱

炭
素

に
向

け
た

潮
流

は
、

新
た

な
産

業
構

造
へ

の
転

換
を

も
た

ら
し

、
特

に
化

石
燃

料
に

関
連

す
る

産
業

の
雇

用
を

減
少

さ
せ

る
一

方
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

で

新
た

な
雇

用
を

創
出

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

1
6
2
。

 

上
記

の
よ

う
な

産
業

構
造

の
変

化
が

見
込

ま
れ

る
中

で
、

意
識

・
行

動
面

を
含

め
た

仕
事

に
必

要
な

能
力

等
1
6
3
も

、
平

成
2
7
 （
2
0
1
5
）
年

に
は

、
注

意
深

さ
・
ミ

ス
が

な
い

こ
と

、
責

任
感
・
ま

じ
め

さ
が

重
視

さ
れ

て
い

る
が

、
2
0
5
0
年

に
は

、
問

題
発

見
力

、
的

確
な

予
測

、
革

新
性

が
一

層
求

め
ら

れ
る

と

予
測

さ
れ

て
い

る
1
6
4
。

そ
の

上
で

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争
環

境
で

戦
え

る
人

材
育

成
も

重
要

で
あ

り
、

諸
外

国
に

お
い

て
は

博
士

号
取

得
者

数
が

増
加

す
る

1
6
5
 な

ど
教

育
年

限
が

伸
び

高
学

歴
化

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

た
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

 

1
5
4
 
統

合
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

推
進

会
議

「
A
I
戦

略
2
0
2
2
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
）

 
1
5
5
 
I
M
D
「

W
o
r
l
d
 
D
i
g
i
t
a
l
 
C
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
n
e
s
s
 
R
a
n
k
i
n
g
 
2
0
2
4
」
（

2
0
2
4
年

1
1
月

）
 

1
5
6
 
経

済
産

業
省

委
託

事
業

「
I
T
人

材
需

給
に

関
す

る
調

査
（

み
ず

ほ
情

報
総

研
株

式
会

社
）
」
（

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
３

月
）

 
1
5
7
  
内

閣
府

委
託

事
業

「
令

和
３

年
度

(
2
0
2
1

年
度

)
産

業
界

と
教

育
機

関
の

人
材

の
質

的
・

量
的

需
給

マ
ッ

チ
ン

グ
状

況
調

査
」
（

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
）

 
1
5
8
 
総

務
省

委
託

事
業

 「
デ

ジ
タ

ル
・
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

経
済

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
に

関
す

る
調

査
研

究
報

告
書
（

株
式

会

社
情

報
通

信
総

合
研

究
所

）
」

(
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
３

月
)
 
 

1
5
9
 
「

統
合

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
2
0
2
4
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
４

日
閣

議
決

定
）
」

 
1
6
0
 
経

済
産

業
省

商
務

情
報

政
策

局
「

半
導

体
・

デ
ジ

タ
ル

産
業

戦
略

」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
６

月
）

 
1
6
1
 
G
r
e
e
n
 T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 ：
産

業
革

命
以

来
の

化
石

エ
ネ

ル
ギ

ー
中

心
の

産
業

構
造
・
社

会
構

造
を

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
中

心
へ

転
換

す
る

こ
と
（

 
「

G
X
 
実

現
に

向
け

た
基

本
方

針
～

今
後

1
0
年

を
見

据
え

た
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
～

 （
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

２
月

1
0
日

閣
議

決
定

）
」
）

 
1
6
2
 
O
E
C
D
「

G
r
e
e
n
 
G
r
o
w
t
h
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
s
 
2
0
1
7
」
（

2
0
1
7
年

６
月

）
 

1
6
3
 
独

立
行

政
法

人
労

働
政

策
研

究
・

研
修

機
構

「
職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
Ⅱ

」
（

平
成

2
7
（

2
0
1
5
）

年
５

月
）

 
1
6
4
 
経

済
産

業
省

「
未

来
人

材
ビ

ジ
ョ

ン
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
５

月
）

 
1
6
5
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

科
学

技
術

指
標

2
0
2
4
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
８

月
）

 

193



6
8
 

４
．

地
方

創
生

の
現

状
 

ま
ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

法
1
6
6
が

施
行

さ
れ

、
地

方
創

生
の

取
組

が
本

格
的

に
始

ま
っ

て
か

ら
1
0

年
が

経
過

し
た

。
こ

の
間

、
各

地
方

公
共

団
体

に
お

い
て

は
、

地
域

の
課

題
を

自
ら

把
握

し
、

そ
の

解

決
に

向
け

て
行

政
と

民
間

、
住

民
等

が
連

携
し

た
取

組
が

行
わ

れ
、

暮
ら

し
や

す
さ

の
向

上
に

加
え

、

地
域

に
よ

っ
て

は
人

口
増

加
や

、
平

成
2
5
 （
2
0
1
3
）
年

当
時

の
人

口
推

計
の

値
を

上
回

る
と

こ
ろ

も
あ

り
、
こ

の
中

に
は

地
方

創
生

の
取

組
の

成
果

と
言

え
る

も
の

が
一

定
数

あ
る

と
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、

国
全

体
で

見
た

と
き

に
人

口
減

少
や

東
京

圏
へ

の
一

極
集

中
等

の
大

き
な

流
れ

を
変

え
る

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
地

方
が

厳
し

い
状

況
に

あ
る

こ
と

を
重

く
受

け
止

め
る

必
要

が
あ

る
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
 

1
6
7
。

 

特
に

、
東

京
圏

へ
の

過
度

な
一

極
集

中
に

つ
い

て
、

東
京

圏
へ

の
転

入
超

過
数

を
み

る
と

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

っ
て

、
一

時
、

流
入

が
弱

ま
っ

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
は

約

9
.
4
万

人
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

は
約

1
1
.
5
万

人
と

な
る

な
ど

、
東

京
圏

へ
の

人
の

流
れ

が
再

び
強

ま

り
つ

つ
あ

る
。

特
に

、
進

学
や

就
職

を
契

機
と

し
て

1
0
代

後
半

及
び

2
0
代

の
若

者
の

転
入

超
過

が
続

い
て

お
り

、
そ

の
傾

向
は

男
性

よ
り

も
女

性
に

お
い

て
顕

著
で

あ
る

1
6
8
。

こ
の

1
0
年

の
取

組
と

し
て

、
高

等
教

育
関

係
で

は
、

例
え

ば
、

地
方

大
学

・
産

業
創

生
法

1
6
9
に

基

づ
き

、
東

京
2
3
区

内
の

大
学

学
部

の
収

容
定

員
を

、
平

成
3
0
 （
2
0
1
8
）
年

1
0
月

か
ら

令
和

1
0
 （
2
0
2
8
）

年
３

月
ま

で
の

間
、

原
則

と
し

て
増

加
で

き
な

い
こ

と
と

す
る

定
員

規
制

が
導

入
さ

れ
る

と
と

も
に

、

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

を
通

じ
て

、
こ

れ
ま

で
全

国
で

産
学

官
連

携
に

よ
る

地
域

の
取

組

を
支

援
し

て
お

り
、

地
域

に
お

け
る

大
学

の
振

興
及

び
若

者
の

雇
用

創
出

に
向

け
た

取
組

が
具

体
化

し

て
い

る
。

 

1
6
6
 
平

成
2
6
年

法
律

第
1
3
6
号

 
1
6
7
 
内

閣
官

房
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
実

現
会

議
事

務
局

・
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

事
務

局
「

地
方

創
生

1
0
年

の
取

組
と

今
後

の
推

進
方

向
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）

 
1
6
8
 
同

上
 

1
6
9
 
地

域
に

お
け

る
大

学
の

振
興

及
び

若
者

の
雇

用
機

会
の

創
出

に
よ

る
若

者
の

修
学

及
び

就
業

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

3
0
年

法
律

第
3
7
号

）
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6
9
 

（
補

論
２

）
近

年
の

高
等

教
育

を
取

り
巻

く
変

化

１
．

初
等

中
等

教
育

段
階

の
学

び
の

変
化

 

中
央

教
育

審
議

会
に

お
い

て
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

１
月

に
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
 「
「

令
和

の
日

本
型

学

校
教

育
」

の
構

築
を

目
指

し
て

～
全

て
の

子
供

た
ち

の
可

能
性

を
引

き
出

す
，

個
別

最
適

な
学

び
と

，

協
働

的
な

学
び

の
実

現
～

（
答

申
）
」

で
は

、
指

導
の

個
別

化
1
7
0
と

学
習

の
個

性
化

1
7
1
を

通
じ

た
「

個

別
最

適
な

学
び

」
と

、
探

究
的

な
学

習
や

体
験

活
動

等
を

通
じ

、
子

供
同

士
で

、
あ

る
い

は
地

域
の

方
々

を
は

じ
め

多
様

な
他

者
と

協
働

し
な

が
ら

、
あ

ら
ゆ

る
他

者
を

価
値

の
あ

る
存

在
と

し
て

尊
重

し
、

様
々

な
社

会
的

な
変

化
を

乗
り

越
え

、
持

続
可

能
な

社
会

の
創

り
手

と
な

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

必

要
な

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

「
協

働
的

な
学

び
」

と
を

一
体

的
に

充
実

す
る

こ
と

の
重

要
性

が
示

さ

れ
て

い
る

。
 

ま
た

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

以
降

、
G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

よ
る

１
人

１
台

端
末

や
高

速
通

信
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
等

に
よ

り
、

距
離

や
場

所
、

時
間

の
制

約
が

取
り

払
わ

れ
、

様
々

な
国

や
地

域

と
の

交
流

が
容

易
に

な
る

と
と

も
に

、
へ

き
地

に
お

け
る

教
育

環
境

の
充

実
や

、
登

校
で

き
な

い
子

供

の
学

び
や

交
流

の
機

会
の

充
実

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
の

特
性

を
生

か
し

た
障

害

の
あ

る
子

供
や

外
国

人
児

童
生

徒
等

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
の

向
上

も
期

待
さ

れ
る

。

さ
ら

に
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
３

月
の

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
に

よ
り

、
高

等
学

校
に

お
い

て
も

、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
が

「
総

合
的

な
探

究
の

時
間

」
に

名
称

変
更

さ
れ

、
生

徒
が

主
体

的
に

課
題

を

自
ら

発
見

し
、

多
様

な
人

と
協

働
し

な
が

ら
課

題
を

解
決

す
る

探
究

学
習

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

２
．

進
学

率
に

お
け

る
地

域
間

や
男

女
間

の
格

差
 

都
道

府
県

別
高

等
学

校
新

卒
者

の
大

学
、

短
期

大
学

、
専

門
学

校
へ

の
進

学
率

は
、

全
体

的
に

上
昇

し
て

い
る

も
の

の
、
地

域
に

よ
っ

て
差

が
あ

り
、
令

和
６

 （
2
0
2
4
）
年

度
に

お
い

て
、
京

都
府
（

8
6
.
1
％

）

が
最

も
高

く
、
宮

崎
県

 （
6
3
.
0
％

）
が

最
も

低
く

な
っ

て
お

り
、
2
3
.
1
ポ

イ
ン

ト
の

差
が

あ
る

1
7
2
。
ま

た
、

大
学

進
学

率
を

男
女

別
に

み
る

と
、

ほ
ぼ

全
て

の
都

道
府

県
で

男
性

の
方

が
女

性
よ

り
も

高
く

、

男
女

の
進

学
率

の
差

は
、
山

梨
県
（

1
5
.
6
ポ

イ
ン

ト
）
、
滋

賀
県

 （
1
0
.
8
ポ

イ
ン

ト
）
、
北

海
道
（

1
0
.
3

ポ
イ

ン
ト

）
、

埼
玉

県
（

9
.
8
ポ

イ
ン

ト
）

の
順

に
高

い
1
7
3
。

 

収
容

率
と

大
学

進
学

率
は

正
の

相
関

関
係

に
あ

り
、

収
容

率
が

高
い

都
道

府
県

ほ
ど

、
進

学
率

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。
大

都
市

が
あ

る
都

道
府

県
に

、
私

立
学

校
を

中
心

に
大

学
及

び
短

期
大

学
が

集
中

し

て
お

り
、
そ

の
学

校
数

に
比

例
し

て
入

学
者

数
も

多
い

傾
向

に
あ

る
1
7
4
。
特

に
、
東

京
都

や
京

都
府

の

よ
う

に
そ

の
進

学
者

収
容

力
が

1
5
0
％

を
超

え
る

実
態

も
あ

る
。

 

ま
た

、
各

都
道

府
県

の
専

攻
分

野
別

入
学

定
員

の
割

合
（

大
学

及
び

短
期

大
学

）
は

様
々

で
あ

る
が

、

例
え

ば
、
大

都
市

圏
で

あ
る

東
京

や
京

阪
神

で
は

、
人

文
・
社

会
科

学
分

野
の

占
め

る
割

合
が

大
き

く
、

1
7
0
 
教

師
が

支
援

の
必

要
な

子
供

に
よ

り
重

点
的

な
指

導
を

行
う

こ
と

等
で

効
果

的
な

指
導

を
実

現
す

る
こ

と
や

、
子

供
一

人
一

人
の

特
性

や

学
習

進
度

、
学

習
到

達
度

等
に

応
じ

、
指

導
方

法
・

教
材

や
学

習
時

間
等

の
柔

軟
な

提
供

・
設

定
を

行
う

こ
と

等
。

 
1
7
1
 
子

供
の

興
味

・
関

心
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
方

向
性

等
に

応
じ

、
探

究
に

お
い

て
課

題
の

設
定

、
情

報
の

収
集

、
整

理
・

分
析

、
ま

と
め

・

表
現

を
行

う
等

、
教

師
が

子
供

一
人

一
人

に
応

じ
た

学
習

活
動

や
学

習
課

題
に

取
り

組
む

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
子

供
自

身
の

学
習

が

最
適

と
な

る
よ

う
調

整
す

る
こ

と
。

 
1
7
2
 
文

部
科

学
省

「
令

和
６

年
度

学
校

基
本

統
計

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

）
 

1
7
3
 
同

上
 

1
7
4
 
文

部
科

学
省

「
令

和
５

年
度

全
国

大
学

一
覧

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
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7
0
 

理
学

・
工

学
・

農
学

分
野

の
占

め
る

割
合

が
小

さ
い

傾
向

に
あ

る
1
7
5
。

 

他
方

で
、

設
置

者
別

に
入

学
定

員
充

足
率

を
み

る
と

、
国

公
立

大
学

は
全

国
的

に
定

員
充

足
し

て
い

る
が

、
私

立
大

学
は

地
方

に
お

い
て

定
員

を
充

足
し

て
い

な
い

傾
向

に
あ

る
1
7
6
。

 

都
道

府
県

別
高

等
学

校
新

卒
者

の
地

域
別

大
学

進
学

者
数

比
率

1
7
7
を

み
る

と
、
東

日
本

で
は

、
東

京

圏
へ

の
進

学
が

３
割

を
超

え
る

県
が

相
当

数
あ

り
、

東
京

圏
出

身
者

は
東

京
圏

の
大

学
へ

の
進

学
割

合

が
高

い
。

こ
れ

に
対

し
て

、
西

日
本

で
は

、
東

京
圏

へ
の

進
学

は
１

割
程

度
に

と
ど

ま
り

、
自

県
又

は

域
内

の
大

学
へ

の
進

学
割

合
が

高
い

傾
向

に
あ

る
。

 

３
．

学
修

時
間

に
関

す
る

課
題

 

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

で
は

、
大

学
生

の
授

業
以

外
の

学
修

時
間

が
非

常
に

短
い

実
態

が
改

善
さ

れ
な

い
中

で
、

質
保

証
の

重
要

性
や

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

立
を

は
じ

め
と

し
た

取
組

の
必

要
性

が

示
さ

れ
、

各
大

学
等

に
お

い
て

も
改

善
の

努
力

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
 

こ
の

よ
う

な
中

で
、

依
然

と
し

て
学

生
の

学
修

時
間

は
短

く
、

特
に

授
業

時
間

外
の

学
修

量
が

実
質

化
さ

れ
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

と
の

調
査

結
果

が
あ

る
。

 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

全
国

学
生

調
査

の
結

果
に

よ
る

と
、

大
学

２
年

生
は

、
授

業
へ

の
出

席
時

間

に
つ

い
て

、
３

分
の

２
以

上
の

学
生

が
週

1
6
時

間
以

上
、

４
割

の
学

生
が

週
2
1
時

間
以

上
で

あ
る

な

ど
、

授
業

へ
の

出
席

時
間

が
長

い
一

方
で

、
予

習
・

復
習

・
課

題
等

授
業

に
関

す
る

学
修

に
つ

い
て

は

週
５

時
間

以
下

の
学

生
が

4
9
％

を
占

め
て

い
る

。
ま

た
、
授

業
と

直
接

関
係

し
な

い
自

主
的

な
学

修
時

間
1
7
8
が

週
５

時
間

以
下

の
学

生
も

8
2
％

を
占

め
る

。
こ

の
よ

う
に

、
授

業
へ

の
出

席
時

間
に

比
し

て
学

修
時

間
が

短
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
最

終
学

年
の

学
生

に
つ

い
て

は
、

授
業

へ
の

出
席

時
間

は
６

割
以

上
の

学
生

が
週

５
時

間
以

下
と

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

に
伴

い
、

授
業

に
関

す
る

学
修

も
週

５
時

間
以

下
の

学
生

が
約

８
割

を
占

め

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
最

終
学

年
の

学
生

は
、

授
業

へ
の

出
席

及
び

授
業

に
関

す
る

学
修

時
間

が
短

い

一
方

で
、
約

３
割

の
学

生
が

卒
業

論
文
・
卒

業
研

究
・
卒

業
制

作
に

週
2
1
時

間
以

上
、
２

割
の

学
生

が

週
3
1

時
間

以
上

と
多

く
の

時
間

を
費

や
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
最

終
学

年
の

学
生

で
あ

っ
て

も
、

約
４

割
の

学
生

は
卒

業
論

文
等

を
行

う
時

間
が

５
時

間
以

下
で

あ
り

、
学

修
時

間
が

極
め

て
短

い

学
生

も
一

定
数

い
る

。
 

短
期

大
学

に
つ

い
て

も
、

予
習

・
復

習
・

課
題

等
授

業
に

関
す

る
学

修
が

５
時

間
以

下
の

学
生

の
割

合
は

7
5
％

で
あ

り
、

授
業

と
直

接
関

係
し

な
い

自
主

的
な

学
修

が
５

時
間

以
下

の
割

合
も

8
1
％

を
占

め
、

学
修

時
間

の
短

さ
は

大
学

と
同

様
に

課
題

で
あ

る
。

 

他
方

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
が

広
く

浸
透

す
る

な
ど

学
修

の
方

法
が

多
様

化
し

て
い

る
ほ

か
、

大
学

に
よ

っ
て

は
、

独
自

の
調

査
で

十
分

な
授

業
外

学
修

時

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

い
う

結
果

が
出

て
い

る
と

の
声

も
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
て

、
単

に
大

学
が

学
生

の
学

修
時

間
の

み
に

問
題

の
所

在
を

求
め

る
の

で
は

な
く

、
教

員
自

身
が

授
業

外
学

修
の

手
段

と
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と

1
7
5
 
同

上
 

1
7
6
 
文

部
科

学
省

「
令

和
４

年
度

全
国

大
学

一
覧

」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
５

月
）
、

文
部

科
学

省
「

令
和

５
年

度
学

校
基

本
統

計
」
（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
1
2
月

）
、

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

「
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

 
私

立
大

学
・

短
期

大
学

等
入

学
志

願
動

向
」
（

令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
９

月
）

 
1
7
7
 
文

部
科

学
省

「
令

和
６

年
度

学
校

基
本

統
計

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

）
 

1
7
8
 
学

問
に

関
す

る
読

書
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
実

技
の

練
習

、
資

格
試

験
の

勉
強

等
の

学
修

時
間
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7
1
 

や
、

シ
ラ

バ
ス

へ
の

授
業

外
学

修
の

内
容

や
時

間
の

記
載

等
を

通
じ

て
ど

の
よ

う
に

学
生

に
働

き
か

け

て
い

く
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

４
．

国
際

的
な

学
生

等
の

流
動

性
の

拡
大

と
留

学
生

獲
得

競
争

の
激

化
 

世
界

の
留

学
生

数
は

平
成

1
2
 （
2
0
0
0
）
年

の
約

1
6
0
万

人
か

ら
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

の
約

6
4
0
万

人

と
約

４
倍

に
増

加
し

て
お

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
に

伴
い

、
学

生
の

流
動

性
も

加
速

し
て

い
る

。

し
か

し
、

日
本

か
ら

海
外

の
高

等
教

育
機

関
へ

の
留

学
者

数
は

、
非

英
語

圏
の

主
要

国
よ

り
低

い
水

準

に
あ

り
、
コ

ロ
ナ

禍
以

前
へ

の
回

復
も

途
上

で
あ

る
1
7
9
。
ま

た
、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

加
速

に
伴

い
、
世

界
規

模
で

優
秀

な
外

国
人

留
学

生
の

獲
得

競
争

が
激

化
す

る
中

、
世

界
に

占
め

る
日

本
の

留
学

生
受

入

れ
割

合
は

低
下

が
み

ら
れ

る
一

方
で

、
2
0
0
0

年
と

比
べ

て
大

き
く

シ
ェ

ア
を

伸
長

し
て

い
る

国
1
8
0
も

あ
る

。
 

具
体

的
に

は
、
我

が
国

の
大

学
等

が
把

握
す

る
日

本
人

学
生

の
海

外
留

学
者

数
1
8
1
は

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
は

、
全

体
で

5
8
,
1
6
2
人

で
あ

り
、

そ
の

う
ち

、
３

か
月

未
満

が
3
4
,
8
9
8
人

、
３

か
月

以
上

１

年
未

満
が

2
0
,
6
9
5
人

と
な

っ
て

い
る

1
8
2
。
ま

た
、
O
E
C
D
、
ユ

ネ
ス

コ
、
米

国
国

際
教

育
研

究
所

 （
I
I
E
）

等
の

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
の

統
計

を
も

と
に

、
文

部
科

学
省

が
集

計
し

た
、

海
外

の
機

関
が

把
握

し
て

い
る

日
本

人
の

海
外

留
学

者
数
（

主
に

長
期

留
学

）
は

、
4
1
,
6
1
2
人

で
あ

っ
た

1
8
3
。
さ

ら
に

、
日

本
の

若
者

は
「

外
国

留
学

を
し

た
い

と
思

わ
な

い
」

と
答

え
る

者
が

５
割

を
超

え
る

な
ど

、
日

本
の

若
者

が

内
向

き
志

向
で

あ
る

と
指

摘
さ

れ
て

い
る

1
8
4
。
そ

の
背

景
と

し
て

、
経

済
的

問
題

や
語

学
力

不
足

、
留

年
や

就
職

へ
の

不
安

等
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
1
8
5
。

 

一
方

、
日

本
の

大
学

、
大

学
院

に
お

け
る

外
国

人
留

学
生

割
合

に
つ

い
て

、
学

士
課

程
は

約
３

％
、

修
士

課
程

は
約

1
1
％

、
博

士
課

程
は

約
2
2
％

と
、

い
ず

れ
も

O
E
C
D

平
均

の
そ

れ
ぞ

れ
約

５
％

、
約

1
4
％

、
約

2
4
％

よ
り

低
い

割
合

と
な

っ
て

い
る

1
8
6
。
ま

た
、
我

が
国

の
外

国
人

留
学

生
の

出
身

国
・
地

域
は

中
国

、
ネ

パ
ー

ル
、
ベ

ト
ナ

ム
、
韓

国
の

順
に

上
位

1
0
か

国
を

ア
メ

リ
カ

以
外

全
て

ア
ジ

ア
諸

国

が
占

め
て

お
り

、
偏

在
が

見
ら

れ
る

1
8
7
。
さ

ら
に

、
専

門
学

校
の

外
国

人
留

学
生

の
割

合
は

、
全

体
と

し
て

は
1
2
％

程
度

と
推

計
さ

れ
、

出
身

国
等

の
偏

在
も

同
じ

傾
向

に
あ

り
、

こ
の

1
0
年

で
比

べ
る

と

よ
り

東
ア

ジ
ア

以
外

の
ア

ジ
ア

諸
国

か
ら

の
来

日
が

増
え

る
傾

向
が

あ
る

1
8
8
。

 

ま
た

、
国

境
を

越
え

た
大

学
間

競
争

は
、
世

界
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

等
1
8
9
の

影
響

も
あ

り
激

化
し

て
お

り
、

国
家

を
巻

き
込

ん
だ

競
争

に
発

展
し

て
い

る
。

世
界

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
等

は
、

大
学

の
国

際
的

な

1
7
9
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
(
I
I
E
)
 
「

P
r
o
j
e
c
t
 
A
t
l
a
s
,
 
G
l
o
b
a
l
 
M
o
b
i
l
i
t
y
 
T
r
e
n
d
s
」
（

2
0
2
3
年

）
 

1
8
0
 
カ

ナ
ダ

な
ど

 
1
8
1
 
高

等
学

校
卒

業
後

に
直

接
海

外
の

大
学

へ
進

学
し

た
者

等
、
大

学
等

が
把

握
で

き
な

い
留

学
生

を
捕

捉
で

き
て

い
な

い
こ

と
に

留
意

が
必

要
。

 
1
8
2
 
日

本
学

生
支

援
機

構
「

2
0
2
2
（

令
和

４
）

年
度

日
本

人
学

生
留

学
状

況
調

査
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
５

月
）

 
1
8
3
 
O
E
C
D
加

盟
国

に
つ

い
て

は
O
E
C
D
が

公
表

し
て

い
る

「
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 a
t
 a
 G
l
a
n
c
e
」
、

そ
の

他
の

国
・

地
域

に
つ

い
て

は
ユ

ネ
ス

コ
統

計

局
に

よ
る

統
計

や
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
(
I
I
E
)
「

O
p
e
n
 
D
o
o
r
s
」

等
、

各
国

等
が

発
表

し
て

い
る

数
値

を
も

と

に
し

て
お

り
、

調
査

時
点

や
調

査
対

象
は

、
国

・
地

域
に

よ
っ

て
異

な
る

。
 

1
8
4
 
内

閣
府

「
我

が
国

と
諸

外
国

の
若

者
の

意
識

に
関

す
る

調
査

（
平

成
3
0
年

度
）
」
（

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
６

月
）

 
1
8
5
 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

「
学

生
の

海
外

留
学

に
関

す
る

調
査

2
0
2
2
（

株
式

会
社

マ
ク

ロ
ミ

ル
）
」

(
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
３

月
)
 

1
8
6
 
O
E
C
D
「

E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
a
t
 
a
 
G
l
a
n
c
e
 
2
0
2
3
」
（

2
0
2
3
年

９
月

）
 

1
8
7
 
日

本
学

生
支

援
機

構
「

2
0
2
3
（

令
和

５
）

年
度

外
国

人
留

学
生

在
籍

状
況

調
査

結
果

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
５

月
）

 
1
8
8
 
日

本
学

生
支

援
機

構
「

2
0
2
1
（

令
和

３
）

年
度

外
国

人
留

学
生

在
籍

状
況

調
査

結
果

」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
）

及
び

文
部

科
学

省

「
令

和
３

年
度

学
校

基
本

統
計

」
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
2
月

）
に

基
づ

き
推

計
、

分
析

。
 

1
8
9
 
主

な
世

界
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

と
し

て
は

、
英

国
「

T
i
m
e
s
 H
i
g
h
e
r
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 W
o
r
l
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 R
a
n
k
i
n
g
s
」

や
、

同
じ

く
英

国
の

大
学

評
価

機
関

ク
ア

ク
ア

レ
リ

・
シ

モ
ン

ズ
が

発
表

す
る

「
Q
S
世

界
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

」
等

が
挙

げ
ら

れ
る

。
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7
2
 

評
価

を
知

り
、

大
学

の
教

育
・

研
究

力
の

向
上

の
た

め
の

一
助

と
な

る
一

方
で

、
大

学
の

教
育

・
研

究

力
は

、
多

面
的

に
測

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
同

ラ
ン

キ
ン

グ
の

順
位

の
み

で
評

価
す

る
こ

と
は

で
き

な

い
こ

と
に

も
留

意
が

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、
初

等
中

等
教

育
段

階
1
9
0
に

在
籍

す
る

外
国

人
児

童
生

徒
は

平
成

2
0
 （
2
0
0
8
）
年

度
に

お
い

て
8
1
,
0
0
4
人

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
６

 （
2
0
2
4
）
年

度
に

お
い

て
1
4
9
,
0
1
5
人

と
大

き
く

増
加

し

て
い

る
1
9
1
。
特

に
、
公

立
の

学
校

に
在

籍
す

る
日

本
語

指
導

が
必

要
な

外
国

人
児

童
生

徒
1
9
2
は

、
平

成

2
6
（

2
0
1
4
）

年
度

に
は

2
9
,
1
9
8
人

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
は

5
7
,
7
1
8
人

で

約
２

倍
の

増
と

な
っ

て
い

る
1
9
3
。
各

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、
こ

の
よ

う
な

状
況

の
変

化
を

踏
ま

え
た

体
制

の
整

備
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

 

加
え

て
、

日
本

語
教

育
機

関
1
9
4
に

在
籍

す
る

生
徒

は
平

成
2
3
（

2
0
1
1
）

年
度

に
お

い
て

2
5
,
6
2
2
人

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

い
て

9
0
,
7
1
9
人

と
大

き
く

増
加

し
て

い
る

1
9
5
。

 

５
．

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
・

リ
ス

キ
リ

ン
グ

の
必

要
性

の
高

ま
り

 

人
生

1
0
0
年

時
代

は
、

同
一

年
齢

で
の

単
線

的
な

学
び

や
進

路
選

択
を

前
提

と
し

た
人

生
の

モ
デ

ル

か
ら

、
一

人
一

人
の

学
ぶ

時
期

や
進

路
が

複
線

化
す

る
人

生
の

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ジ
モ

デ
ル

へ
と

転
換

す

る
こ

と
が

予
測

さ
れ

て
お

り
、

こ
う

し
た

社
会

の
構

造
的

な
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
学

校
教

育
に

お

け
る

学
び

の
多

様
化

と
と

も
に

、
社

会
人

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育
・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
1
9
6
を

は
じ

め
と

す
る

生
涯

学
習

の
必

要
性

が
高

ま
っ

て
い

る
。

 

国
際

比
較

に
よ

れ
ば

、
成

人
学

習
の

参
加

率
が

高
い

国
は

労
働

生
産

性
が

高
い

傾
向

を
示

し
て

い

る
 

1
9
7
。

一
方

、
日

本
企

業
の

O
J
T
以

外
の

人
材

投
資

（
G
D
P
比

）
は

、
諸

外
国

と
比

較
し

て
最

低
水

準

か
つ

低
下

傾
向

に
あ

る
1
9
8
。
ま

た
、
社

外
学

習
・
自

己
啓

発
を

行
っ

て
い

な
い

個
人

の
割

合
は

半
数

を

超
え

て
お

り
、

諸
外

国
と

比
し

て
非

常
に

高
く

な
っ

て
い

る
1
9
9
。

 

他
方

、
外

部
教

育
機

関
を

活
用

し
て

い
る

企
業

の
う

ち
８

割
を

超
え

る
企

業
が

民
間

の
教

育
訓

練
機

関
を

活
用

す
る

一
方

で
、
高

等
教

育
機

関
を

利
用

す
る

企
業

は
約

２
割

と
少

な
い

2
0
0
た

め
、
こ

の
よ

う

な
状

況
を

踏
ま

え
た

対
応

策
が

求
め

ら
れ

る
。

 

1
9
0
 
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
、

高
等

学
校

、
中

等
教

育
学

校
、

特
別

支
援

学
校

（
小

学
部

、
中

学
部

、
高

等
部

）
 

1
9
1
 
文

部
科

学
省
「

平
成

2
0
年

度
学

校
基

本
統

計
」（

平
成

2
0
 （

2
0
0
8
）
年

1
2
月

）
、

文
部

科
学

省
「

令
和

６
年

度
学

校
基

本
統

計
」（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
2
月

）
 

1
9
2
 
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

と
は

、
日

本
語

で
日

常
会

話
が

十
分

に
で

き
な

い
児

童
生

徒
若

し
く

は
日

常
会

話
が

で
き

て
も

学
年

相

当
の

学
習

言
語

が
不

足
し

、
学

習
活

動
へ

の
参

加
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

児
童

生
徒

（
日

本
国

籍
を

有
す

る
者

を
含

む
）

を
指

す
。

 
1
9
3
 
文

部
科

学
省

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

の
受

入
状

況
等

に
関

す
る

調
査

結
果

に
つ

い
て

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
８

月
）

 
1
9
4
 
令

和
６
（

2
0
2
4
）
年

４
月

に
、
日

本
語

教
育

の
適

正
か

つ
確

実
な

実
施

を
図

る
た

め
の

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

等
に

関
す

る
法

律
（

令

和
５

年
法

律
第

4
1
号

）
が

施
行

さ
れ

、
日

本
語

教
育

機
関

の
認

定
制

度
と

認
定

日
本

語
教

育
機

関
の

教
員

の
資

格
が

創
設

さ
れ

た
。
な

お
、

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

制
度

で
は

、
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

第
１

回
目

の
申

請
に

つ
い

て
、

同
年

1
0
月

に
初

回
の

認
定

が
行

わ
れ

た
。

 
1
9
5
 
日

本
学

生
支

援
機

構
「

2
0
2
3
（

令
和

５
）

年
度

外
国

人
留

学
生

在
籍

状
況

調
査

結
果

」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
５

月
）

 
1
9
6
 
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

は
、
社

会
変

化
へ

の
対

応
や

自
己

実
現

を
図

る
た

め
の

①
リ

ス
キ

リ
ン

グ
（

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
即

し
て

職
業

上
新

た
に

求
め

ら
れ

る
能

力
・

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
こ

と
）
、

②
ア

ッ
プ

ス
キ

リ
ン

グ
（

現
在

の
職

務
を

遂
行

す
る

上
で

求
め

ら
れ

る
能

力
・

ス
キ

ル
を

追
加

的
に

身
に

付
け

る
こ

と
）
、

③
職

業
と

は
直

接
的

に
は

結
び

つ
か

な
い

技
術

や
教

養
等

を
身

に
付

け
る

こ
と

、
を

内
包

し
た

社
会

人
の

学
び

直
し

を
意

味
す

る
。

1
9
7
 
加

藤
か

お
り
「

大
学

学
位

取
得

者
の

成
人

教
育

参
加

に
関

す
る

国
際

比
較

」（
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

８
月

）
、
公

益
財

団
法

人
日

本
生

産
性

本
部

「
労

働
生

産
性

の
国

際
比

較
2
0
2
3
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
1
2
月

）
を

基
に

文
部

科
学

省
作

成
。

1
9
8
 
内

閣
府

「
国

民
経

済
計

算
」
、

J
I
P
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

を
利

用
し

、
学

習
院

大
学

宮
川

努
教

授
が

推
計

。
1
9
9
 
パ

ー
ソ

ル
総

合
研

究
所

「
グ

ロ
ー

バ
ル

就
業

実
態

・
成

長
意

識
調

査
（

2
0
2
2
年

）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
1
1
月

）
2
0
0
 
文

部
科

学
省

委
託

事
業
「

社
会

人
の

大
学

等
に

お
け

る
学

び
直

し
の

実
態

把
握

に
関

す
る

調
査

研
究
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
デ

ザ
イ

ン
＆

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ズ
株

式
会

社
）
」
（

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
３

月
）
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６
．

障
害

の
あ

る
学

生
の

増
加

 

我
が

国
に

お
け

る
近

年
の

障
害

者
施

策
と

し
て

は
、
平

成
1
8
 （
2
0
0
6
）
年

の
国

連
総

会
に

お
け

る
障

害
者

の
権

利
に

関
す

る
条

約
の

採
択

と
平

成
1
9
 （
2
0
0
7
）
年

の
我

が
国

の
同

条
約

へ
の

署
名

が
行

わ
れ

た
。
そ

の
後

も
、
平

成
2
3
 （
2
0
1
1
）
年

の
障

害
者

基
本

法
2
0
1
の

改
正

や
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

の
障

害
者

差
別

解
消

法
2
0
2
の

改
正

、
そ

の
他

関
係

法
令

が
整

備
さ

れ
る

と
と

も
に

、
平

成
3
0
 （
2
0
1
8
）
年

に
障

害

者
基

本
計

画
（

第
四

次
）

が
策

定
さ

れ
、

そ
の

推
進

が
図

ら
れ

て
き

た
。

障
害

者
差

別
解

消
法

の
改

正

に
よ

っ
て

、
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
４

月
よ

り
、

我
が

国
の

大
学

・
短

期
大

学
・

高
等

専
門

学
校

で
は

、

従
来

禁
止

さ
れ

て
い

た
障

害
者

に
対

す
る

不
当

な
差

別
的

取
扱

い
に

加
え

、
合

理
的

配
慮

2
0
3
の

提
供

も

全
て

の
大

学
・

短
期

大
学

・
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
法

的
に

義
務

付
け

ら
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

大
学
・
短

期
大

学
・
高

等
専

門
学

校
に

お
け

る
障

害
の

あ
る

学
生

の
在

籍
者

数
は

、
平

成
2
6
 （
2
0
1
4
）

年
の

1
4
,
1
2
7
人

か
ら

令
和

５
 （
2
0
2
3
）
年

に
は

5
8
,
1
4
1
人

と
1
0
年

間
で

約
４

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

そ
れ

に
併

せ
て

、
合

理
的

配
慮

の
提

供
を

受
け

て
い

る
学

生
数

も
増

加
し

て
い

る
2
0
4
。

 

７
．

我
が

国
の

研
究

力
の

低
下

 

近
年

、
我

が
国

の
相

対
的

な
研

究
力

の
低

下
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

研
究

力
を

測
る

主
要

な
指

標
で

あ
る

論
文

指
標

に
つ

い
て

は
、

2
0
0
0

年
代

前
半

か
ら

国
際

的
な

地
位

の
低

下
が

続
い

て
い

る
状

況
2
0
5

で
あ

る
。

本
指

標
の

み
を

も
っ

て
研

究
力

を
判

断
す

る
こ

と
は

必
ず

し
も

適
当

で
は

な
い

が
、

こ
の

よ

う
な

状
況

は
深

刻
に

受
け

止
め

、
今

後
は

多
角

的
な

分
析

を
し

つ
つ

、
研

究
力

向
上

に
向

け
た

取
組

を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。
 

論
文

数
に

お
け

る
日

本
の

順
位

は
、
2
0
年

前
（

1
9
9
9
－

2
0
0
1
年

平
均

値
）
は

第
２

位
で

あ
っ

た
が

、

直
近
（

2
0
1
9
－

2
0
2
1
年

平
均

値
）
は

第
５

位
で

あ
り

、
2
0
0
0
年

代
前

半
か

ら
順

位
が

低
下

し
て

い
る

 

2
0
6
。

ま
た

、
T
o
p
1
0
％

補
正

論
文

数
2
0
7
に

お
け

る
日

本
の

順
位

は
、

2
0
年

前
は

第
４

位
で

あ
っ

た
が

、
直

近

は
第

1
3
位

で
あ

る
。
さ

ら
に

、
T
o
p
１

％
補

正
論

文
数

に
お

け
る

日
本

の
順

位
は

、
2
0
年

前
は

第
４

位

で
あ

っ
た

が
、

直
近

は
第

1
2
位

で
あ

る
2
0
8
。

 

一
方

、
我

が
国

の
論

文
数

分
布

を
論

文
数

規
模

の
近

い
英

国
、

ド
イ

ツ
と

比
較

す
る

と
、

上
位

大
学

の
論

文
数

は
日

本
の

方
が

多
い

が
、

上
位

に
続

く
層

の
論

文
数

は
英

国
、

ド
イ

ツ
の

方
が

多
く

な
っ

て

い
る

。
ま

た
、

日
本

は
論

文
数

規
模

の
小

さ
い

大
学

の
数

が
多

い
と

い
う

特
徴

が
あ

る
2
0
9
。

 

論
文

数
の

増
減

に
は

複
合

的
な

要
因

が
影

響
す

る
も

の
の

、
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
の

分
析

2
0
1
 
昭

和
4
5
年

法
律

第
8
4
号

 
2
0
2
 
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
6
5
号

）
 

2
0
3
 
大

学
等

に
お

け
る

合
理

的
配

慮
と

は
、
「

障
害

の
あ

る
者

が
、

他
の

者
と

平
等

に
「

教
育

を
受

け
る

権
利

」
を

享
有

・
行

使
す

る
こ

と
を

確
保

す
る

た
め

に
、

大
学

等
が

必
要

か
つ

適
当

な
変

更
・

調
整

を
行

う
こ

と
で

あ
り

、
障

害
の

あ
る

学
生

に
対

し
、

そ
の

状
況

に
応

じ
て

、

大
学

等
に

お
い

て
教

育
を

受
け

る
場

合
に

個
別

に
必

要
と

さ
れ

る
も

の
」
で

あ
り

、
か

つ
「

大
学

等
に

対
し

て
、
体

制
面

、
財

政
面

に
お

い

て
、
均

衡
を

失
し

た
又

は
過

度
の

負
担

を
課

さ
な

い
も

の
」
と

定
義

さ
れ

て
い

る
。（

障
害

の
あ

る
学

生
の

修
学

支
援

に
関

す
る

検
討

会
「

障

害
の

あ
る

学
生

の
修

学
支

援
に

関
す

る
検

討
会

報
告

（
第

三
次

ま
と

め
）
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
）
）

 
2
0
4
 
日

本
学

生
支

援
機

構
「

令
和

５
年

度
（

2
0
2
3
年

度
）
大

学
、
短

期
大

学
及

び
高

等
専

門
学

校
に

お
け

る
障

害
の

あ
る

学
生

の
修

学
支

援
に

関
す

る
実

態
調

査
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
８

月
）

 
2
0
5
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

科
学

研
究

の
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
2
0
2
3
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
８

月
）

 
2
0
6
 
同

上
 

2
0
7
 
論

文
の

被
引

用
数

が
各

年
各

分
野
（

2
2
分

野
）
の

上
位

1
0
％
（

１
％

）
に

入
る

論
文

数
が

T
o
p
1
0
％
（

１
％

）
論

文
数

で
あ

る
。
T
o
p
1
0
％

（
１

％
）
補

正
論

文
数

と
は

、
T
o
p
1
0
％
（

１
％

）
論

文
数

の
抽

出
後

、
実

数
で

論
文

数
の

1
/
1
0
(
1
/
1
0
0
)
と

な
る

よ
う

に
補

正
を

加
え

た
論

文
数

を
指

す
。

 
2
0
8
 
ク

ラ
リ

ベ
イ

ト
社

W
e
b
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
 
X
M
L
（

S
C
I
E
,
2
0
2
2
年

末
バ

ー
ジ

ョ
ン

)
を

基
に

、
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
が

集
計

。
 

2
0
9
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

研
究

論
文

に
着

目
し

た
日

英
独

の
大

学
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
2
0
1
9
―

大
学

の
個

性
を

活
か

し
、

国
全

体
と

し
て

の
水

準
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

―
」
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
３

月
）

 

199



7
4
 

に
よ

れ
ば

、
近

年
の

減
少

要
因

と
し

て
は

、
教

員
の

研
究

時
間

割
合

の
低

下
、

教
員

数
の

伸
び

悩
み

、

博
士

課
程

在
籍

者
数

の
減

少
や

原
材

料
費

2
1
0
 の

よ
う

な
直

接
的

に
研

究
の

実
施

に
関

わ
る

支
出

額
の

減
少

と
い

っ
た

要
因

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

2
1
1
。
ま

た
、
若

手
を

は
じ

め
、
研

究
者

を
取

り
巻

く
状

況
は

厳
し

く
、

研
究

者
の

魅
力

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
も

課
題

と
認

識
さ

れ
て

い
る

2
1
2
。

 

大
学

等
教

員
2
1
3
の

研
究

時
間

割
合

は
低

下
傾

向
に

あ
り

、
年

間
職

務
活

動
時

間
を

平
成

2
0
（

2
0
0
8
）

年
度

と
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

と
で

比
較

す
る

と
、

年
間

総
職

務
時

間
が

約
１

割
強

減
少

し
、

研
究

時

間
が

約
３

割
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

、
年

間
職

務
活

動
時

間
割

合
を

比
較

す
る

と
、

教
育

活
動

が
令

和

５
 （
2
0
2
3
）
年

度
3
0
.
4
％
（

平
成

2
0
 （
2
0
0
8
）
年

度
2
6
.
9
％

）
、
研

究
活

動
が

3
2
.
2
％
（

同
3
9
.
1
％

）
、

社
会

サ
ー

ビ
ス

活
動

が
1
7
.
8
％
（

同
1
4
.
7
％

）
、
そ

の
他

職
務

活
動
（

学
内

事
務

等
）
が

1
9
.
7
％
（

同

1
9
.
3
％

）
と

な
っ

て
い

る
2
1
4
。

こ
の

中
の

う
ち

、
学

内
事

務
等

の
大

学
の

管
理

運
営

業
務

に
つ

い
て

、

教
員

が
継

続
し

て
負

担
を

感
じ

て
い

る
傾

向
2
1
5
が

続
い

て
い

る
2
1
6
。

 

我
が

国
の

大
学

院
博

士
課

程
の

入
学

者
数

は
、
平

成
1
5
 （
2
0
0
3
）
年

度
を

ピ
ー

ク
に

減
少

傾
向

に
あ

り
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
約

1
.
4
万

人
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
修

士
課

程
在

籍

者
を

対
象

と
し

た
調

査
に

よ
る

と
、
博

士
課

程
進

学
で

は
な

く
就

職
を

選
ん

だ
理

由
に

つ
い

て
、「

経
済

的
に

自
立

し
た

い
」
、「

社
会

に
出

て
仕

事
が

し
た

い
」
と

の
理

由
の

ほ
か

に
、「

博
士

課
程

に
進

学
す

る

と
生

活
の

経
済

的
見

通
し

が
立

た
な

い
」
、
「

博
士

課
程

に
進

学
す

る
と

修
了

後
の

就
職

が
心

配
で

あ
る

」

等
、

博
士

課
程

へ
の

進
学

が
キ

ャ
リ

ア
や

収
入

に
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
影

響
を

与
え

る
こ

と
を

懸
念

す
る

回

答
が

３
割

を
上

回
っ

て
い

る
2
1
7
。
ま

た
、
博

士
の

学
位

授
与

者
数

も
平

成
1
8
 （
2
0
0
6
）
年

の
約

1
.
8
万

人
か

ら
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
は

約
1
.
6
万

人
へ

と
減

少
し

て
い

る
。

人
口

1
0
0
万

人
当

た
り

の
博

士
号

取
得

者
を

み
て

も
、

我
が

国
は

1
2
6
人

と
、

英
国

（
3
4
2
人

）
、

ド
イ

ツ
（

3
3
0
人

）
の

約
３

分
の

１
と

な
っ

て
い

る
2
1
8
。

 

世
界

の
研

究
者

の
主

な
流

動
の

状
況

を
見

る
と

、
ア

メ
リ

カ
と

欧
州

、
中

国
が

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
中

核
に

位
置

し
て

い
る

2
1
9
。
一

方
で

、
我

が
国

は
、
中
・
長

期
の

海
外

へ
の

研
究

者
の

派

遣
者

数
は

近
年

減
少

傾
向

に
あ

る
上

、
中

・
長

期
の

海
外

か
ら

の
研

究
者

の
受

入
れ

者
数

は
横

ば
い

な

い
し

は
減

少
傾

向
2
2
0
で

あ
る

な
ど

、
我

が
国

は
、
世

界
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
中

で
国

際
頭

脳
循

環

の
流

れ
に

出
遅

れ
て

い
る

。

８
．

高
等

教
育

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
進

展
 

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

末
か

ら
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
社

会
全

体
と

高

2
1
0
 
研

究
に

必
要

な
試

作
品

費
、

消
耗

器
材

費
、

実
験

用
小

動
物

の
購

入
費

、
餌

代
等

の
費

用
 

2
1
1
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

長
期

の
イ

ン
プ

ッ
ト

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
を

用
い

た
日

本
の

大
学

の
論

文
生

産
の

分
析

」

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
４

月
）

 
2
1
2
 
内

閣
府

総
合

科
学

技
術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議
「

研
究

力
強

化
・
若

手
研

究
者

支
援

総
合

パ
ッ

ケ
ー

ジ
」（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

１
月

）
 

2
1
3
 
国

公
私

立
の

大
学

の
学

部
、

短
期

大
学

、
高

等
専

門
学

校
、

大
学

附
置

研
究

所
及

び
大

学
共

同
利

用
機

関
等

に
所

属
す

る
教

員
 

2
1
4
 
学

問
分

野
別

、
職

階
別

等
に

よ
り

傾
向

が
異

な
る

こ
と

に
留

意
が

必
要
（

特
に

、
教

員
数

が
多

い
保

健
分

野
の

教
員

に
お

け
る

診
療

活
動

時
間

割
合

か
ら

の
一

定
の

影
響

に
留

意
が

必
要

）
。

 
2
1
5
 
研

究
時

間
の

制
約

の
質

問
に

お
い

て
負

担
感

を
感

じ
て

い
る

項
目

の
上

位
と

し
て

継
続

し
て

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 
2
1
6
 
文

部
科

学
省

「
令

和
５

年
度

大
学

等
に

お
け

る
フ

ル
タ

イ
ム

換
算

デ
ー

タ
に

関
す

る
調

査
」
（

令
和

７
（

2
0
2
5
）

年
１

月
）

 
2
1
7
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

修
士

課
程

（
６

年
制

学
科

を
含

む
）

在
籍

者
を

起
点

と
し

た
追

跡
調

査
（

令
和

3
年

度
修

了
（

卒
業

）

予
定

者
）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
１

月
）

 
2
1
8
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

科
学

技
術

指
標

2
0
2
4
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
８

月
）

 
2
1
9
 
O
E
C
D
「

S
c
i
e
n
c
e
,
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
I
n
d
u
s
t
r
y
 
S
c
o
r
e
b
o
a
r
d
 
2
0
1
7
」
（

2
0
1
7
年

1
1
月

）
 

2
2
0
 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

「
研

究
者

の
交

流
に

関
す

る
調

査
（

公
益

財
団

法
人

未
来

工
学

研
究

所
）
」

(
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
３

月
)
。

2
0
0
2

年
以

降
、

独
立

行
政

法
人

等
は

減
少

す
る

一
方

で
、

国
立

大
学

等
は

ほ
ぼ

同
じ

レ
ベ

ル
で

推
移

し
て

き
て

い
る

。
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等
教

育
機

関
の

デ
ジ

タ
ル

変
革

が
加

速
し

て
い

る
。

 

大
学

に
お

い
て

は
、
遠

隔
授

業
の

活
用

が
進

ん
で

い
る

。
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
遠

隔
授

業
 

2
2
1

を
実

施
す

る
大

学
は

平
成

3
0
 （
2
0
1
8
）
年

度
に

お
い

て
2
8
.
4
％

で
あ

っ
た

と
こ

ろ
、
令

和
４

 （
2
0
2
2
）

年
度

に
は

7
0
.
6
％

と
５

年
で

約
2
.
5
倍

に
増

加
し

て
い

る
2
2
2
。
こ

の
よ

う
な

変
化

の
中

で
、
オ

ン
ラ

イ

ン
を

活
用

し
て

日
本

人
学

生
と

外
国

人
の

学
生

が
共

に
学

ぶ
「

国
際

協
働

学
習

」
を

実
施

す
る

動
き

が

広
が

っ
た

。

ま
た

、
大

学
通

信
教

育
に

お
い

て
は

、
４

つ
の

授
業

形
式

2
2
3
の

う
ち

、
学

生
か

ら
評

価
の

高
い

も
の

は
、

従
来

は
面

接
授

業
（

ス
ク

ー
リ

ン
グ

）
で

あ
っ

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
を

経
て

、
遠

隔
授

業
が

最
上

位

と
な

っ
た

2
2
4
。

 

一
方

で
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
お

い
て

、
通

学
制

の
大

学
の

授
業

に
お

け
る

受
講

形
態

の
平

均

は
、
対

面
授

業
が

7
7
％

、
同

時
双

方
向

型
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

が
９

％
、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
型

オ
ン

ラ
イ

ン

授
業

が
1
1
％

、
そ

の
他

実
習

等
が

２
％

と
対

面
授

業
が

中
心

と
な

っ
て

い
る

2
2
5
。

 

ま
た

、
諸

外
国

に
お

い
て

は
、

学
修

歴
証

明
の

国
際

的
な

通
用

性
や

信
頼

性
向

上
、

学
生

の
流

動
性

向
上

等
の

観
点

か
ら

、
卒

業
・

修
了

証
明

書
等

の
学

修
歴

証
明

の
デ

ジ
タ

ル
化

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。

他
方

で
、

我
が

国
で

は
、

デ
ジ

タ
ル

形
式

で
発

行
・

保
管

・
共

有
で

き
る

学
修

歴
証

明
書

を
導

入
し

て

い
る

大
学

は
ご

く
少

数
で

あ
る

2
2
6
。

 

９
．

高
等

教
育

機
関

と
地

方
公

共
団

体
と

の
連

携
 

地
方

公
共

団
体

と
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
状

況
に

つ
い

て
、
地

方
公

共
団

体
2
2
7
に

お
い

て
、
域

内

の
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
を

担
当

す
る

部
署

は
9
0
％

以
上

が
設

置
し

て
い

る
も

の
の

、
当

該
部

署
の

業
務

量
に

占
め

る
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
業

務
の

割
合

は
平

均
で

４
割

弱
、

ま
た

、
最

頻
値

は
２

割

程
度

と
い

う
状

況
で

あ
り

、
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
業

務
を

主
た

る
業

務
と

す
る

部
署

が
設

置
さ

れ

て
い

る
例

は
、

全
国

的
に

限
ら

れ
て

い
る

。
 

ま
た

、
地

方
公

共
団

体
の

う
ち

９
割

前
後

は
域

内
の

大
学

・
短

期
大

学
と

更
に

連
携

を
強

化
す

る
必

要
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
り

2
2
8
、
高

等
教

育
機

関
2
2
9
の

う
ち

７
割

も
地

方
公

共
団

体
と

の
更

な
る

連

携
強

化
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、

必
要

性
を

感
じ

て
は

い
る

も
の

の
、

更
な

る
連

携

に
当

た
っ

て
の

課
題

と
し

て
、

地
方

公
共

団
体

側
、

高
等

教
育

機
関

側
と

も
に

、
連

携
す

る
た

め
の

専

2
2
1
 
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
遠

隔
授

業
と

は
、
大

学
設

置
基

準
第

2
5
条

第
２

項
に

定
め

る
、
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

を
高

度
に

利
用

し
て

、

当
該

授
業

を
行

う
教

室
以

外
の

場
所

で
履

修
さ

せ
る

授
業

の
こ

と
。

 
2
2
2
 
文

部
科

学
省

「
令

和
４

年
度

の
大

学
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
改

革
状

況
に

つ
い

て
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
0
月

）
 

2
2
3
 
①

印
刷

教
材

等
に

よ
る

授
業
（

印
刷

教
材

等
に

よ
る

自
学

自
習

と
与

え
ら

れ
た

課
題

の
学

習
成

果
を

報
告

し
、
こ

れ
に

添
削

指
導

を
受

け

て
進

め
る

授
業

方
法

）
、
②

放
送

授
業
（

放
送
（

ラ
ジ

オ
や

テ
レ

ビ
）
を

利
用

す
る

授
業

方
法

）
、
③

面
接

授
業
（

講
師

と
の

直
接

の
対

面
授

業
）
、

④
メ

デ
ィ

ア
を

利
用

し
て

行
う

授
業

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
式

の
遠

隔
授

業
）

 
2
2
4
 
私

立
大

学
通

信
教

育
協

会
「

学
生

生
活

実
態

調
査

（
令

和
３

年
度

）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
２

月
）

 
2
2
5
 
文

部
科

学
省

「
令

和
４

年
度

全
国

学
生

調
査

（
第

３
回

試
行

実
施

）
」
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
７

月
）

 
2
2
6
 
文

部
科

学
省

「
令

和
４

年
度

の
大

学
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
改

革
状

況
に

つ
い

て
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
0
月

）
 

令
和

３
年

度
に

お
い

て
、

大
学

全
体

で
卒

業
・

修
了

証
明

書
の

デ
ジ

タ
ル

化
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
利

用
し

て
発

行
・

保
管

・
共

有
で

き
る

よ
う

デ
ジ

タ
ル

形
式

に
変

換
す

る
こ

と
）
を

行
っ

て
い

る
大

学
は

3
0
大

学
（

3
.
9
％

）
で

あ
っ

た
。
た

だ
し

、
回

答
に

は
本

調
査

で
定

義
す

る
「

学
修

歴
証

明
書

の
デ

ジ
タ

ル
化

」
に

該
当

し
な

い
コ

ン
ビ

ニ
発

行
や

メ
ー

ル
送

付
も

含
ま

れ
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

に
留

意
が

必

要
。

 
2
2
7
 
全

て
の

都
道

府
県

と
指

定
都

市
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
回

答
率

は
8
3
.
6
％

。
 

2
2
8
 
高

等
専

門
学

校
と

更
な

る
連

携
を

強
化

す
る

と
考

え
る

地
方

公
共

団
体

は
８

割
、
専

門
学

校
と

更
な

る
連

携
を

強
化

す
る

と
考

え
る

地
方

公
共

団
体

は
６

割
と

な
っ

て
い

る
。

 
2
2
9
 
全

て
の

大
学

、
短

期
大

学
、

高
等

専
門

学
校

、
専

修
学

校
専

門
課

程
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
回

答
率

は
4
1
.
9
％

。
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7
6
 

門
家

あ
る

い
は

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
不

足
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

さ
ら

に
、
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
2
3
0
は

、
全

国
に

少
な

く
と

も
2
7
3
件

存
在

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

2
3
1
。

 

加
え

て
、
大

学
等

連
携

推
進

法
人

は
、
令

和
６
（

2
0
2
4
）
年

1
0
月

時
点

に
お

い
て

、
全

国
で

８
法

人

（
2
6
大

学
２

団
体

）
が

認
定

さ
れ

て
い

る
。

 

2
3
0
 
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

は
、
「

大
学

等
の

み
な

ら
ず

、
地

方
公

共
団

体
、

産
業

界
等

の
様

々
な

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

た
恒

常
的

な
議

論
の

場
を

構
築

し
、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

現
状
・
課

題
を

把
握

し
た

上
で

将
来

の
目

標
を

共
有

し
、
絵

に
描

い
た

餅
で

終
わ

る

こ
と

な
く

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

た
連

携
協

力
の

抜
本

的
な

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
大

学
等

の
活

性
化

や
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
の

策
定

、
高

等
教

育
機

会
の

確
保

や
地

域
人

材
の

確
保

、
大

学
等

を
含

め
た

地
域

社
会

の
維

持
発

展
を

図
る

た
め

の
仕

組
み

」
で

あ
る

。

（
文

部
科

学
省

高
等

教
育

局
「

地
域

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
1
0
月

）
）

2
3
1
 
文

部
科

学
省

「
地

方
公

共
団

体
と

高
等

教
育

機
関

の
連

携
の

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
６

月
）
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7
 

（
補

論
３

）
こ

れ
ま

で
の

高
等

教
育

政
策

今
後

の
高

等
教

育
全

体
の

適
正

な
規

模
を

視
野

に
入

れ
た

、
地

域
に

お
け

る
質

の
高

い
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
に

当
た

り
、

こ
れ

ま
で

の
高

等
教

育
政

策
を

概
観

す

る
こ

と
と

す
る

。
 

１
．
「

量
」

に
関

す
る

政
策

 

（
１

）
量

的
拡

大
に

対
す

る
計

画
と

規
制

戦
後

、
高

等
教

育
の

量
的

拡
大

が
急

速
に

進
み

、
昭

和
3
8
 （
1
9
6
3
）
年

に
は

大
学
・
短

期
大

学
進

学

率
が

1
5
％

を
超

え
、

日
本

の
高

等
教

育
は

「
エ

リ
ー

ト
段

階
」

か
ら

「
マ

ス
段

階
」

へ
移

行
2
3
2
し

た
。
 

中
央

教
育

審
議

会
「

今
後

に
お

け
る

学
校

教
育

の
総

合
的

な
拡

充
整

備
の

た
め

の
基

本
的

施
策

に
つ

い
て
（

答
申

）
」（

昭
和

4
6
 （
1
9
7
1
）
年

６
月

）
で

は
、
高

等
教

育
の
「

マ
ス

段
階

」
へ

の
移

行
と

社
会

の
複

雑
高

度
化

を
踏

ま
え

、
高

等
教

育
の

質
の

維
持

・
向

上
に

向
け

て
、

高
等

教
育

の
多

様
化

、
弾

力

化
、

開
放

化
と

と
も

に
、

国
が

高
等

教
育

の
全

体
規

模
等

を
計

画
す

る
必

要
性

が
指

摘
さ

れ
た

。
 

昭
和

5
1
 （
1
9
7
6
）
年

に
は

、
高

等
教

育
の

規
模

の
目

途
等

を
示

し
た

高
等

教
育

計
画

が
策

定
さ

れ
た

。

５
次

に
わ

た
っ

て
策

定
さ

れ
た

高
等

教
育

計
画

は
、

各
計

画
に

お
い

て
若

干
の

変
遷

は
あ

る
も

の
の

、

大
枠

と
し

て
は

、
特

に
必

要
性

の
高

い
場

合
に

お
い

て
の

み
、

大
学

、
学

部
等

の
新

設
や

定
員

増
を

認

め
る

こ
と

と
さ

れ
（

大
学

等
の

新
増

設
の

原
則

抑
制

）
、
加

え
て

工
業
（

場
）
等

制
限

区
域

や
政

令
市

、

都
市

部
に

お
い

て
は

、
地

域
間

格
差

是
正

の
観

点
か

ら
大

学
等

の
新

増
設

は
抑

制
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
。
 

（
２

）
設

置
認

可
に

お
け

る
規

制
の

緩
和

総
合

規
制

改
革

会
議

第
一

次
答

申
で

の
指

摘
等

2
3
3
を

踏
ま

え
、
学

校
教

育
法

等
の

改
正

に
よ

り
、
平

成
1
5
 （
2
0
0
3
）
年

、
届

出
制

の
導

入
や

認
可

抑
制

方
針

の
撤

廃
、
設

置
審

査
の

準
則

化
等

、
大

学
等

の

設
置

認
可

制
度

の
見

直
し

が
行

わ
れ

た
。
ま

た
、
こ

の
事

前
規

制
の

緩
和

と
併

せ
て

、
平

成
1
6
 （
2
0
0
4
）

年
に

は
第

三
者

評
価

に
よ

る
大

学
等

の
認

証
評

価
制

度
が

導
入

さ
れ

た
。

 

設
置

認
可

に
お

け
る

規
制

の
緩

和
に

よ
り

、
大

学
は

一
層

新
し

い
分

野
へ

の
挑

戦
や

機
動

的
な

組
織

再
編

が
可

能
と

な
り

、
新

増
設

が
活

発
化

し
た

。
平

成
1
7
 （
2
0
0
5
）
年

度
に

は
大

学
・
短

期
大

学
進

学

率
が

5
0
％

を
超

え
、

日
本

の
高

等
教

育
は

「
マ

ス
段

階
」

か
ら

「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
段

階
」

へ
移

行
し

、

同
年

度
以

降
、

大
学

入
学

定
員

数
は

緩
や

か
に

増
加

を
続

け
て

い
る

。
 

一
方

、
緩

和
直

後
に

は
、

大
学

設
置

に
求

め
ら

れ
る

基
本

的
理

解
や

準
備

の
不

足
し

た
申

請
や

数
値

基
準

さ
え

満
た

せ
ば

よ
い

と
い

う
意

識
の

低
い

申
請

が
一

部
に

見
ら

れ
る

な
ど

の
事

例
が

あ
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

大
学

設
置

・
学

校
法

人
審

議
会

か
ら

審
査

方
針

・
基

準
の

見
直

し
や

厳
正

な
審

査
を

求

め
る

指
摘

が
な

さ
れ

た
。

 

2
3
2
 
ア

メ
リ

カ
の

社
会

学
者

マ
ー

チ
ン

・
ト

ロ
ウ

は
、

高
等

教
育

へ
の

進
学

率
が

1
5
％

を
超

え
る

と
高

等
教

育
は

「
エ

リ
ー

ト
段

階
」

か
ら

「
マ

ス
段

階
」

へ
、

進
学

率
が

5
0
％

を
超

え
る

と
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

段
階

」
へ

移
行

す
る

と
し

て
い

る
。

 
2
3
3
 
総

合
規

制
改

革
会

議
第

一
次

答
申
（

平
成

1
3
 （

2
0
0
1
）
年

1
2
月

）
や

中
央

教
育

審
議

会
答

申
「

大
学

の
質

の
保

証
に

係
る

新
た

な
シ

ス

テ
ム

の
構

築
に

つ
い

て
」（

平
成

1
4
 （
2
0
0
2
）
年

８
月

）
を

踏
ま

え
、
設

置
認

可
制

度
が

見
直

さ
れ

た
。
総

合
規

制
改

革
会

議
第

一
次

答
申

で
は

、
大

学
や

学
部

の
設

置
に

つ
い

て
、

競
争

的
な

環
境

の
整

備
に

よ
る

教
育

研
究

の
活

性
化

、
質

向
上

等
が

提
言

さ
れ

た
。
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（
３

）
「

計
画

と
規

制
」

か
ら

「
将

来
像

の
提

示
と

政
策

誘
導

」
へ

1
8
歳

人
口

の
減

少
傾

向
や

大
学

等
の

認
可

抑
制

方
針

の
撤

廃
を

踏
ま

え
、
平

成
1
7
 （
2
0
0
5
）
年

１
月

に
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
中

央
教

育
審

議
会

「
我

が
国

の
高

等
教

育
の

将
来

像
（

答
申

）
」

で
は

、
「

高
等

教
育

計
画

の
策

定
と

各
種

規
制

」
の

時
代

か
ら

「
将

来
像

の
提

示
と

政
策

誘
導

」
の

時
代

へ
と

移
行

す

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

。
同

答
申

で
は

、
今

後
の

国
の

果
た

す
べ

き
役

割
と

し
て

、
①

高
等

教
育

の
在

る

べ
き

姿
や

方
向

性
等

の
提

示
、

②
制

度
的

枠
組

み
の

設
定

・
修

正
、

③
質

の
保

証
シ

ス
テ

ム
の

整
備

、

④
高

等
教

育
機

関
・

社
会

・
学

習
者

に
対

す
る

各
種

の
情

報
提

供
、

⑤
財

政
支

援
等

を
挙

げ
た

。

同
答

申
で

は
、

学
修

者
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

へ
の

対
応

や
各

教
育

機
関

の
個

性
・

特
色

の
明

確
化

、
緩

や
か

な
機

能
別

分
化

、
国
・
地

方
公

共
団

体
・
産

業
界

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

等
に

も
言

及
さ

れ
て

い
る

。
 

な
お

、「
高

等
教

育
計

画
の

策
定

と
各

種
規

制
」
の

時
代

か
ら
「

将
来

像
の

提
示

と
政

策
誘

導
」
の

時

代
へ

と
い

う
方

針
は

、
そ

の
後

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
で

も
引

き
継

が
れ

て
い

る
。

 

（
４

）
定

員
未

充
足

や
定

員
超

過
へ

の
対

応
強

化
等

近
年

、
定

員
未

充
足

と
、

都
市

部
を

中
心

と
す

る
定

員
超

過
が

問
題

視
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

私
学

助
成

の
交

付
に

つ
い

て
、
定

員
未

充
足

大
学

へ
の

減
額

率
強

化
（

平
成

1
9
 （
2
0
0
7
）
年

度
～

）
や

定
員

超
過

大
学

の
不

交
付

基
準

の
厳

格
化
（

平
成

2
8
 （
2
0
1
6
）
年

度
～

）
等

が
図

ら
れ

る
と

と
も

に
、
情

報

公
表

状
況

や
教

育
の

質
に

係
る

指
標

に
基

づ
く

交
付

額
の

増
減

措
置

も
行

わ
れ

て
い

る
。

 

一
方

、
1
8
歳

人
口

が
減

少
す

る
中

で
入

学
定

員
未

充
足

の
私

立
大

学
の

割
合

は
、
平

成
1
7
 （
2
0
0
5
）

年
度

の
約

3
0
％

か
ら

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

約
5
3
％

へ
上

昇
し

、
定

員
未

充
足

大
学

が
私

立
大

学
全

体
の

過
半

数
を

占
め

る
に

至
っ

て
い

る
。

 

２
．
「

質
」

に
関

す
る

政
策

 

（
１

）
大

学
設

置
基

準
の

大
綱

化

平
成

３
（

1
9
9
1
）

年
２

月
に

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

大
学

審
議

会
「

大
学

教
育

の
改

善
に

つ
い

て
（

答

申
）
」
を

受
け

、
同

年
に

大
学

設
置

基
準

が
改

正
さ

れ
、
各

大
学

が
多

様
で

特
色

あ
る

教
育

課
程

を
編

成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
大

学
教

育
の

基
本

的
枠

組
み

を
定

め
て

い
る

大
学

設
置

基
準

が
大

幅
に

簡

素
化

・
大

綱
化

さ
れ

る
と

と
も

に
、

大
学

に
よ

る
自

己
点

検
・

評
価

が
努

力
義

務
化

2
3
4
さ

れ
た

。
 

大
学

設
置

基
準

の
簡

素
化

・
大

綱
化

に
よ

り
、

多
く

の
大

学
で

教
育

課
程

の
改

革
や

教
育

研
究

組
織

の
改

革
が

進
み

、
少

人
数

教
育

の
実

施
や

学
際

的
な

学
部
・
学

科
等

の
設

置
が

推
進

さ
れ

た
。
一

方
で

、

教
養

教
育

2
3
5
の

弱
体

化
に

つ
な

が
っ

た
と

の
指

摘
や

、
体

系
的

な
教

育
課

程
の

編
成

に
つ

な
が

っ
て

い

な
い

と
の

指
摘

も
な

さ
れ

る
中

で
、

教
育

の
充

実
に

焦
点

を
当

て
た

平
成

2
0
（

2
0
0
8
）

年
1
2
月

の
中

央
教

育
審

議
会
「

学
士

課
程

教
育

の
構

築
に

向
け

て
（

答
申

）
」
及

び
平

成
2
4
 （
2
0
1
2
）
年

８
月

の
同

審

議
会
「

新
た

な
未

来
を

築
く

た
め

の
大

学
教

育
の

質
的

転
換

に
向

け
て
（

答
申

）
」
の

２
つ

の
答

申
が

取

り
ま

と
め

ら
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

に
お

け
る

三
つ

の
方

針
を

明
確

に
し

、
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て

の
体

系
的

な
教

育
の

展
開

を
求

め
る

こ
と

が
提

言
さ

れ
た

。
答

申
を

受
け

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
や

ル
ー

ブ

リ
ッ

ク
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

も
活

用
し

た
教

育
課

程
の

体
系

化
や

教
育

手
法

の
新

た
な

工

2
3
4
 
平

成
1
1
 （
1
9
9
9
）
年

に
は

大
学

設
置

基
準

の
改

正
に

よ
り

、
実

施
及

び
そ

の
結

果
の

公
表

が
義

務
化

さ
れ

、
そ

の
後

、
平

成
1
3
 （
2
0
0
1
）

年
の

学
校

教
育

法
改

正
に

よ
り

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

と
結

果
の

公
表

に
係

る
規

定
が

法
律

上
明

示
さ

れ
た

。
 

2
3
5
 
教

養
教

育
に

つ
い

て
は

、
中

央
教

育
審

議
会
「

新
し

い
時

代
に

お
け

る
教

養
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
 （
答

申
）
」（

平
成

1
4
 （
2
0
0
2
）
年

２
月

）
、

中
央

教
育

審
議

会
「

我
が

国
の

高
等

教
育

の
将

来
像

（
答

申
）
」
（

平
成

1
7
（

2
0
0
5
）

年
１

月
）

等
を

参
照

。
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夫
の

導
入

も
進

め
ら

れ
、
そ

の
後

、
三

つ
の

方
針

の
公

表
義

務
化

2
3
6
や

文
理

横
断
・
文

理
融

合
教

育
の

推
進

2
3
7
等

に
関

す
る

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

（
２

）
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
構

築

従
来

、
我

が
国

の
質

保
証

シ
ス

テ
ム

は
、

大
学

設
置

基
準

等
の

関
係

法
令

等
に

基
づ

く
設

置
認

可
審

査
に

よ
る

事
前

規
制

型
で

あ
っ

た
。

 

平
成

３
（

1
9
9
1
）

年
の

自
己

点
検

・
評

価
の

導
入

以
降

、
そ

の
運

用
が

定
着

し
て

き
た

も
の

の
、

第

三
者

評
価

は
未

成
熟

で
あ

り
、

大
学

の
質

保
証

シ
ス

テ
ム

全
体

と
し

て
は

不
十

分
な

状
態

に
あ

る
と

の

認
識

の
下

、
平

成
1
4
 （
2
0
0
2
）
年

８
月

に
中

央
教

育
審

議
会
「

大
学

の
質

の
保

証
に

係
る

新
た

な
シ

ス

テ
ム

の
構

築
に

つ
い

て
（

答
申

）
」
が

取
り

ま
と

め
ら

れ
、
日

本
の

高
等

教
育

の
国

際
競

争
力

強
化

及
び

国
際

的
通

用
性

確
保

の
必

要
性

の
観

点
か

ら
も

、
前

述
の

認
証

評
価

制
度

が
導

入
さ

れ
た

。

認
証

評
価

制
度

に
つ

い
て

は
、

評
価

の
負

担
が

重
い

、
大

学
の

主
体

的
な

改
善

シ
ス

テ
ム

と
の

連
動

が
不

十
分

、
と

い
っ

た
指

摘
が

な
さ

れ
、
こ

れ
ら

の
指

摘
を

踏
ま

え
、「

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
」
の

構

築
、

評
価

の
効

率
化

等
の

改
善

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
 

ま
た

、
大

学
の

自
己

点
検

・
評

価
や

認
証

評
価

に
加

え
、

大
学

に
係

る
情

報
を

大
学

自
身

が
社

会
に

積
極

的
に

公
表

す
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
て

き
た

。
平

成
1
1
 （
1
9
9
9
）
年

に
は

、
大

学
設

置
基

準
等

が
改

正
さ

れ
、

各
大

学
に

お
け

る
教

育
研

究
活

動
等

の
状

況
に

つ
い

て
、

広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通

じ
て

、
積

極
的

に
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
た

。
そ

の
後

も
、

学
校

教
育

法
、

学
校

教

育
法

施
行

規
則

2
3
8
等

の
改

正
に

よ
り

、
公

表
す

べ
き

必
要

な
教

育
情

報
が

法
令

上
明

確
化

さ
れ

て
き

た
。
 

こ
の

よ
う

に
、

我
が

国
の

大
学

の
質

保
証

は
、

大
学

設
置

基
準

、
設

置
認

可
審

査
、

認
証

評
価

、
情

報
公

表
等

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

、
大

学
と

し
て

最
低

限
の

水
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

保
証

す
る

事

前
規

制
の

長
所

と
、

大
学

の
多

様
性

に
配

慮
し

つ
つ

、
恒

常
的

に
大

学
の

質
を

保
証

す
る

事
後

チ
ェ

ッ

ク
の

長
所

を
組

み
合

わ
せ

た
形

で
設

計
さ

れ
て

い
る

2
3
9
。

（
３

）
学

修
者

本
位

の
教

育
へ

の
転

換

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

で
は

、
2
0
4
0
年

に
は

大
学

進
学

者
数

が
約

5
1
万

人
（

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
現

在
の

８
割

程
度

）
と

な
る

と
の

推
計

を
示

し
、

規
模

の
適

正
化

の
検

討
や

社
会

人
や

外
国

人
留

学

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
体

質
へ

の
転

換
を

高
等

教
育

機
関

に
求

め
る

と
と

も
に

、
今

後
必

要
と

さ

れ
る

人
材

を
育

成
す

る
に

当
た

り
、
「

学
修

者
本

位
の

教
育

へ
の

転
換

」
が

提
言

さ
れ

た
。

 

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

に
お

い
て

示
さ

れ
た

改
革

方
針

は
、
順

次
検

討
・
実

施
が

な
さ

れ
て

き
た

。

例
え

ば
、

教
育

研
究

体
制

の
多

様
性

と
柔

軟
性

の
確

保
の

観
点

か
ら

は
、

多
様

化
す

る
教

員
の

働
き

方

に
対

応
し

た
実

務
家

教
員

の
登

用
や

複
数

大
学

等
で

の
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

等
が

促
進

さ
れ

る
よ

う
、

従
来

の
専

任
教

員
の

概
念

を
、

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

係
る

責
任

性
を

明
確

化
し

た
基

幹
教

員

に
改

め
る

大
学

設
置

基
準

の
改

正
が

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
に

実
施

さ
れ

た
。

ま
た

同
時

に
、

大
学

の
創

意
工

夫
に

基
づ

く
先

導
的

な
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
内

部
質

保
証

の
体

制
が

十
分

機
能

し
て

い
る

こ

2
3
6
 
平

成
2
8
 （
2
0
1
6
）
年

に
学

校
教

育
法

施
行

規
則

が
改

正
さ

れ
、
三

つ
の

方
針

を
各

大
学

で
策

定
・
公

表
す

る
こ

と
が

義
務

付
け

ら
れ

た
。

 
2
3
7
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

学
修

者
本

位
の

大
学

教
育

の
実

現
に

向
け

た
今

後
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
）

等
。

 
2
3
8
 
昭

和
2
2
年

文
部

省
令

第
1
1
号

 
2
3
9
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
質

保
証

シ
ス

テ
ム

部
会
「

新
た

な
時

代
を

見
据

え
た

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

改
善
・
充

実
に

つ
い

て
（

審
議

ま
と

め
）
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
）
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と
等

を
要

件
と

す
る

教
育

課
程

等
に

係
る

特
例

制
度

も
導

入
さ

れ
た

。
 

教
育

の
質

の
保

証
と

情
報

公
表

の
観

点
か

ら
は

、
学

修
者

本
位

の
教

育
の

実
現

を
図

る
た

め
の

教
育

改
善

に
取

り
組

み
つ

つ
、

社
会

に
対

す
る

説
明

責
任

を
果

た
し

て
い

く
大

学
運

営
の

在
り

方
を

示
す

教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

針
が

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
に

策
定

さ
れ

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
に

は
大

学
入

学
者

選
抜

に
関

す
る

記
載

が
追

補
さ

れ
た

。
 

ま
た

、
各

大
学

の
教

育
改

善
に

生
か

す
こ

と
、

我
が

国
の

大
学

に
対

す
る

社
会

の
理

解
を

深
め

る
一

助
と

す
る

こ
と

等
を

目
的

と
し

て
、

学
生

目
線

か
ら

の
大

学
教

育
や

学
び

の
実

態
が

把
握

で
き

る
よ

う

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
以

降
、

全
国

学
生

調
査

が
試

行
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

既
に

多
く

の
大

学
に

お
い

て
「

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
針

」
を

踏
ま

え
た

教
学

の
改

善
・

改
革

の
取

組
や

全
国

学
生

調
査

の
結

果
を

活
用

し
た

教
学

I
R

の
充

実
等

、
学

修
者

本
位

の
教

育
の

実
現

に
向

け

た
積

極
的

な
取

組
が

進
展

し
つ

つ
あ

る
。

一
方

、
こ

う
し

た
意

欲
的

な
教

育
改

革
等

に
真

剣
に

取
り

組

む
大

学
と

改
善

の
努

力
が

不
十

分
な

大
学

と
に

二
極

化
し

て
い

る
と

い
う

指
摘

や
、

教
学

の
改

善
・

改

革
に

係
る

取
組

が
形

式
的
・
表

層
的

な
レ

ベ
ル

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

と
い

う
指

摘
も

あ
る

2
4
0
。
例

え
ば

、

三
つ

の
方

針
の

達
成

状
況

を
点

検
・

評
価

し
て

い
る

大
学

は
年

々
増

加
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に

は
9
1
.
7
％

に
達

し
て

い
る

が
、
三

つ
の

方
針

に
基

づ
く

教
育

の
成

果
を

点
検
・
評

価
す

る
た

め
の

学
位

を
与

え
る

課
程

共
通

の
考

え
方

や
尺

度
を

策
定

し
て

い
る

大
学

は
7
4
.
0
%
、

学
修

状
況

の
分

析
や

教
育

改
善

を
支

援
す

る
体

制
の

構
築

を
し

て
い

る
大

学
は

6
6
.
1
%
、

全
学

的
な

教
育

目
標

等
と

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
の

整
合

性
を

検
証

す
る

全
学

的
な

委
員

会
を

設
置

し
て

い
る

大
学

は
4
8
.
9
%
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
2
4
1
、

策
定

・
公

表
し

た
三

つ
の

方
針

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
取

組
に

つ
い

て
更

な
る

進
展

が
必

要
で

あ
る

。
 

他
方

、
上

記
の

よ
う

な
大

学
運

営
等

に
関

す
る

制
度

改
正

に
加

え
、

学
生

個
人

の
能

力
や

適
性

に
応

じ
た

教
育

を
行

う
た

め
の

制
度

改
善

も
行

わ
れ

て
き

た
。

 

高
等

教
育

に
お

い
て

は
、

一
人

一
人

の
能

力
・

適
性

に
応

じ
た

教
育

を
進

め
る

観
点

等
か

ら
、

大
学

へ
の

飛
び

入
学

や
早

期
卒

業
2
4
2
が

制
度

化
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、
高

等
学

校
段

階
に

在
籍

す
る

生
徒

が

大
学

等
に

お
い

て
学

修
等

を
行

っ
た

場
合

に
、

高
等

学
校

長
の

判
断

に
よ

り
在

籍
校

の
単

位
と

し
て

認

定
す

る
こ

と
も

制
度

化
さ

れ
て

い
る

。
 

さ
ら

に
、

高
等

学
校

教
育

と
大

学
教

育
の

円
滑

な
連

携
・

接
続

の
観

点
か

ら
、

学
び

の
多

様
化

を
推

進
す

る
た

め
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

1
0
月

に
、
科

目
等

履
修

生
と

し
て

大
学

で
一

定
の

単
位

を
修

得
し

た
、

大
学

入
学

資
格

を
有

さ
な

い
高

等
学

校
の

生
徒

等
に

つ
い

て
、

当
該

大
学

へ
の

入
学

後
に

修
業

年

限
へ

の
通

算
を

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
2
4
3
。

 

加
え

て
、

大
学

へ
の

飛
び

入
学

者
は

高
等

学
校

等
を

中
途

退
学

し
て

入
学

す
る

た
め

、
入

学
後

に
大

学
を

中
途

退
学

す
る

な
ど

し
て

進
路

変
更

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
、

当
該

学
生

は
高

等
学

校
等

卒
業

の

扱
い

と
な

ら
ず

、
就

職
や

資
格

試
験

等
の

受
験

に
お

い
て

困
難

が
生

じ
て

い
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
大

学

の
飛

び
入

学
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
観

点
か

ら
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
か

ら
は

飛
び

入
学

者
に

2
4
0
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

学
修

者
本

位
の

大
学

教
育

の
実

現
に

向
け

た
今

後
の

振
興

方
策

に
つ

い
て
（

審
議

ま
と

め
）
」（

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
２

月
）

 
2
4
1
 
文

部
科

学
省

「
令

和
４

年
度

の
大

学
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
改

革
状

況
に

つ
い

て
」
（

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
1
0
月

）
 

2
4
2
 
学

生
の

能
力

や
多

様
な

学
修

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
弾

力
的

な
取

扱
い

が
で

き
る

よ
う

、
学

部
段

階
に

お
い

て
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

優
秀

な

成
績

で
修

得
し

た
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

は
３

年
以

上
在

学
す

れ
ば

卒
業

を
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
早

期
卒

業
制

度
、

大
学

院
段

階
に

お
い

て
特

に
優

れ
た

業
績

を
上

げ
た

者
に

つ
い

て
修

士
課

程
で

は
１

年
以

上
在

学
す

れ
ば

修
了

を
認

め
る

こ
と

等
が

で
き

る
と

い
う

早
期

修
了

制
度

が
そ

れ
ぞ

れ
導

入
さ

れ
て

い
る

。
 

2
4
3
 
学

校
教

育
法

施
行

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

省
令

（
令

和
３

年
文

部
科

学
省

令
第

4
9
号

）
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対
す

る
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

を
有

す
る

こ
と

を
認

定
す

る
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
審

査
が

開
始

さ
れ

た
2
4
4
。

 

こ
の

間
、
平

成
2
6
 （
2
0
1
4
）
年

に
国

際
連

携
教

育
課

程
制

度
（

ジ
ョ

イ
ン

ト
・
デ

ィ
グ

リ
ー
・
プ

ロ

グ
ラ

ム
）

が
創

設
さ

れ
、

我
が

国
と

外
国

の
大

学
が

連
携

し
た

質
の

高
い

教
育

課
程

の
提

供
を

可
能

と

す
る

な
ど

、
我

が
国

の
高

等
教

育
の

国
際

競
争

力
及

び
国

際
通

用
性

確
保

の
た

め
の

取
組

も
推

進
さ

れ

た
。

 

（
４

）
大

学
院

教
育

の
改

善

大
学

院
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
7
 （
2
0
0
5
）
年

９
月

の
中

央
教

育
審

議
会
「

新
時

代
の

大
学

院
教

育
－

国
際

的
に

魅
力

あ
る

大
学

院
教

育
の

構
築

に
向

け
て

－
（

答
申

）
」
に

お
い

て
、
教

育
課

程
の

組
織

的
展

開
の

強
化

に
よ

る
大

学
院

教
育

の
実

質
化

や
国

際
的

な
通

用
性

、
信

頼
性

の
向

上
に

関
す

る
方

策
等

が

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
平

成
3
1
 （
2
0
1
9
）
年

１
月

に
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
の

審
議

ま
と

め
2
4
5
に

お
い

て
、
知

の
生

産
、
価

値
創

造
を

先
導

す
る
「

知
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
」

の
養

成
に

向
け

た
大

学
院

教
育

の
改

善
方

策
が

示
さ

れ
た

。
 

当
該

審
議

ま
と

め
に

基
づ

き
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
に

三
つ

の
方

針
の

策
定

・
公

表
の

義
務

化
、

学

位
論

文
に

係
る

評
価

に
当

た
っ

て
の

基
準

の
公

表
の

義
務

化
、

博
士

後
期

課
程

学
生

を
対

象
と

し
た

プ

レ
F
D
の

設
定

又
は

プ
レ

F
D
に

関
す

る
情

報
提

供
の

努
力

義
務

化
、

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

・
プ

ラ
ン

 

2
4
6

の
明

示
の

努
力

義
務

化
と

い
っ

た
制

度
改

正
2
4
7
が

行
わ

れ
た

。

さ
ら

に
、

博
士

人
材

が
活

躍
す

る
た

め
の

方
策

及
び

大
学

院
教

育
の

充
実

や
学

生
へ

の
支

援
方

策
を

中
心

と
し

た
、

文
部

科
学

省
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

施
策

等
に

つ
い

て
、

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
３

月
に

「
博

士
人

材
活

躍
プ

ラ
ン

～
博

士
を

と
ろ

う
～

」
が

取
り

ま
と

め
ら

れ
、

公
表

さ
れ

て
い

る
2
4
8
。

 

３
．

経
済

的
支

援
に

関
す

る
政

策
 

全
国

の
高

等
教

育
機

関
を

対
象

と
し

た
国

の
奨

学
金

事
業

は
、

経
済

的
に

困
難

な
者

を
対

象
と

し
て

お
り

、
無

利
子
・
貸

与
型

の
制

度
の

開
始

は
昭

和
1
8
 （
1
9
4
3
）
年

に
遡

る
。
昭

和
5
9
 （
1
9
8
4
）
年

に
は

有
利

子
奨

学
金

が
、
平

成
1
1
 （
1
9
9
9
）
年

に
は

貸
与

対
象

を
拡

充
し

た
「

き
ぼ

う
2
1
プ

ラ
ン

奨
学

金
」

（
有

利
子

・
貸

与
型

）
が

導
入

さ
れ

、
高

等
教

育
進

学
の

ニ
ー

ズ
の

大
幅

な
拡

大
を

支
え

て
き

た
。

平

成
2
9
 （
2
0
1
7
）
年

以
降

は
、
学

力
及

び
世

帯
年

収
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

予
算

上

の
制

約
か

ら
無

利
子

奨
学

金
の

貸
与

を
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
「

残
存

適
格

者
」

を
解

消
し

、
基

準
を

満

た
す

希
望

者
全

員
に

対
し

て
奨

学
金

の
貸

与
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

高
等

教
育

の
拡

大
に

伴
っ

て
、

奨

学
金

も
、

高
等

教
育

を
支

え
る

社
会

的
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

言
え

る
。
 

ま
た

、
近

年
は

、
低

所
得

世
帯

を
対

象
と

し
た

支
援

が
大

幅
に

拡
充

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
、

政
府

と
し

て
初

と
な

る
給

付
型

奨
学

金
制

度
が

導
入

さ
れ

た
。

 

2
4
4
 
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
審

査
規

則
（

令
和

４
年

文
部

科
学

省
令

第
1
8
号

）
 

2
4
5
 
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
「

2
0
4
0

年
を

見
据

え
た

大
学

院
教

育
の

あ
る

べ
き

姿
～

社
会

を
先

導
す

る
人

材
の

育
成

に
向

け
た

体
質

改
善

の
方

策
～

（
審

議
ま

と
め

）
」
（

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
１

月
）

 
2
4
6
 
各

大
学

院
に

お
け

る
授

業
料

、
入

学
料

そ
の

他
の

大
学

院
が

徴
収

す
る

費
用

及
び

修
学

に
係

る
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
る

た
め

の
措

置

に
関

す
る

情
報

。
 

2
4
7
 
学

校
教

育
法

施
行

規
則

及
び

大
学

院
設

置
基

準
の

一
部

を
改

正
す

る
省

令
（

令
和

元
年

文
部

科
学

省
令

第
1
3
号

）
 

2
4
8
 
博

士
人

材
の

育
成
・
活

躍
に

向
け

て
は

、
一

般
社

団
法

人
日

本
経

済
団

体
連

合
会

も
令

和
６
（

2
0
2
4
）
年

２
月

に
「

博
士

人
材

と
女

性
理

工
系

人
材

の
育

成
・

活
躍

に
向

け
た

提
言

－
高

度
専

門
人

材
が

牽
引

す
る

新
た

な
日

本
の

経
済

社
会

の
創

造
－

」
を

公
表

し
て

い
る

。
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そ
の

ほ
か

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
は

、
住

民
税

非
課

税
世

帯
及

び
そ

れ
に

準
ず

る
世

帯
に

つ
い

て
、

授
業

料
・

入
学

金
の

免
除

・
減

額
と

給
付

型
奨

学
金

の
大

幅
な

拡
充

を
行

う
「

高
等

教
育

の
修

学

支
援

新
制

度
」

が
開

始
さ

れ
、

し
っ

か
り

と
し

た
進

路
へ

の
意

識
や

進
学

意
欲

が
あ

れ
ば

、
低

所
得

者

世
帯

の
者

が
高

等
教

育
機

関
に

進
学

す
る

機
会

が
拡

充
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

か
ら

は
、

こ
の

対
象

が
負

担
軽

減
の

必
要

性
の

高
い

多
子

世
帯

（
子

供
３

人
以

上
を

扶
養

す
る

世
帯

）

や
私

立
理

工
農

系
の

学
生

の
中

間
所

得
層

に
拡

充
さ

れ
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
住

民
税

非
課

税
世

帯
の

進

学
率

2
4
9
は

、
平

成
3
0
 （
2
0
1
8
）
年

度
に

約
4
0
％

と
推

計
さ

れ
た

と
こ

ろ
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
に

は

約
6
9
％

と
な

っ
て

お
り

、
同

制
度

が
進

学
の

後
押

し
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

加
え

て
、

令
和

７
（

2
0
2
5
）

年
度

か
ら

は
、

多
子

世
帯

の
学

生
に

対
し

て
、

所
得

制
限

を
設

け
ず

、

国
が

定
め

る
一

定
の

額
ま

で
授

業
料
・
入

学
金

を
無

償
と

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
2
5
0
な

ど
、
教

育
費

負

担
軽

減
の

取
組

が
進

展
し

て
い

る
。

 

さ
ら

に
、

大
学

院
段

階
に

お
い

て
は

、
修

士
課

程
、

博
士

前
期

課
程

及
び

専
門

職
学

位
課

程
の

授
業

料
に

つ
い

て
、

令
和

６
年

度
か

ら
、

修
了

後
の

所
得

に
応

じ
た

「
後

払
い

」
を

可
能

と
す

る
仕

組
み

が

創
設

さ
れ

る
と

と
も

に
、
博

士
後

期
課

程
学

生
に

対
し

て
は

、
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
事

業
（

D
C
）

や
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

S
P
R
I
N
G
）

等
に

よ
る

生
活

費
相

当
額

の
支

援
の

充
実

も

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

各
大

学
に

よ
る

大
学

院
生

に
対

す
る

授
業

料
の

減
免

等
や

日
本

学
生

支
援

機

構
奨

学
金

の
業

績
優

秀
者

返
還

免
除

制
度

2
5
1
の

利
用

も
着

実
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 

４
．

大
学

運
営

に
関

す
る

政
策

 

（
１

）
大

学
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
改

革
の

推
進

平
成

1
3
（

2
0
0
1
）

年
に

は
、

文
部

科
学

省
が

「
大

学
（

国
立

大
学

）
の

構
造

改
革

の
方

針
―
活

力
に

富
み

国
際

競
争

力
の

あ
る

国
公

私
立

大
学

づ
く

り
の

一
環

と
し

て
―
」

を
提

示
し

、
国

立
大

学
に

つ
い

て
、

再
編

・
統

合
、

法
人

化
、

第
三

者
評

価
の

導
入

等
を

提
言

し
た

。
有

識
者

会
議

で
の

検
討

や
国

会

で
の

審
議

を
経

て
、
平

成
1
6
 （
2
0
0
4
）
年

に
国

立
大

学
は

国
立

大
学

法
人

へ
移

行
し

た
。
法

人
化

以
降

、

平
成

2
6
 （
2
0
1
4
）
年

に
国

立
大

学
法

人
の

学
長

選
考

の
透

明
化

に
係

る
改

正
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

に

法
人

の
長

と
大

学
の

長
の

役
割

分
担

を
可

能
（

一
法

人
複

数
大

学
制

度
の

導
入

等
）

と
す

る
改

正
、

令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
に

学
長

選
考

会
議

の
権

限
強

化
に

係
る

改
正

が
行

わ
れ

て
き

た
。

そ
の

後
、

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
に

も
、

大
規

模
な

国
立

大
学

法
人

で
あ

る
特

定
国

立
大

学
法

人
の

運
営

に
対

す
る

監
督

を

強
化

す
る

た
め

、
運

営
方

針
会

議
を

設
置

す
る

等
の

特
例

を
定

め
る

な
ど

の
法

改
正

が
実

施
さ

れ
た

。
 

法
人

化
の

結
果

、
各

大
学

に
お

い
て

学
長

を
中

心
と

し
た

機
能

的
な

運
営

が
実

現
さ

れ
た

、
教

育
・

学
生

支
援

の
充

実
が

図
ら

れ
た

と
の

意
見

が
あ

る
2
5
2
。

 

他
方

、
平

成
1
6
 （
2
0
0
4
）
年

か
ら

一
定

期
間

、
国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
の

減
額

が
続

い
た

こ

と
2
5
3
に

つ
い

て
は

、
法

人
化

が
企

図
し

た
効

果
を

減
殺

し
て

い
る

と
の

指
摘

が
あ

る
2
5
4
。
国

立
大

学
法

2
4
9
 
大

学
、
短

期
大

学
、
大

学
・
短

期
大

学
の

通
信

教
育

部
及

び
放

送
大

学
、
専

門
学

校
、
高

等
専

門
学

校
（

４
・
５

年
生

）
、
高

等
学

校
（

専

攻
科

）
 

2
5
0
 
「

こ
ど

も
未

来
戦

略
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
1
2
月

1
2
日

閣
議

決
定

）
」

 
2
5
1
 
大

学
院

で
第

一
種

奨
学

金
の

貸
与

を
受

け
た

学
生

で
あ

っ
て

、
貸

与
期

間
中

に
特

に
優

れ
た

業
績

を
上

げ
た

者
を

対
象

に
、
そ

の
奨

学
金

の
全

額
又

は
半

額
を

返
還

免
除

す
る

制
度

。
 

2
5
2
 
文

部
科

学
省

「
国

立
大

学
法

人
化

後
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
（

中
間

ま
と

め
）
」
（

平
成

2
2
（

2
0
1
0
）

年
７

月
）

 
2
5
3
 
法

人
化

以
降

は
減

少
が

続
い

た
が

、
平

成
2
7
（

2
0
1
5
）

年
以

降
は

同
額

程
度

が
毎

年
度

措
置

さ
れ

て
い

る
。

 
2
5
4
 
文

部
科

学
省

「
国

立
大

学
法

人
化

後
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
（

中
間

ま
と

め
）
」
（

平
成

2
2
（

2
0
1
0
）

年
７

月
）

 

208



8
3
 

人
化

か
ら

2
0

年
が

経
過

し
た

今
、

そ
の

現
状

と
成

果
や

課
題

等
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
が

求
め

ら

れ
る

2
5
5
。

 

ま
た

、
私

立
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

に
つ

い
て

は
、
昭

和
2
4
 （
1
9
4
9
）

年
に

制
定

さ
れ

た
私

立
学

校
法

2
5
6
に

関
し

、
平

成
1
6
 （
2
0
0
4
）
年

に
理

事
会

の
設

置
等

を
は

じ
め

と
し

た
管

理
運

営
制

度
の

改
善

等
の

改
正

、
平

成
2
6
 （
2
0
1
4
）
年

に
所

轄
庁

に
よ

る
措

置
命

令
の

整
備

等
の

改
正

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

に
監

事
機

能
の

強
化

等
の

改
正

が
行

わ
れ

て
き

た
。
そ

の
後

、
令

和
５
（

2
0
2
3
）

年
に

も
、「

執
行

と
監

視
・
監

督
の

役
割

の
明

確
化
・
分

離
」
の

考
え

方
に

基
づ

き
、
理

事
・
理

事
会

、

監
事

及
び

評
議

員
・

評
議

員
会

の
権

限
分

配
を

整
理

す
る

な
ど

、
学

校
法

人
の

管
理

運
営

制
度

を
抜

本

的
に

改
善

す
る

法
改

正
が

実
施

さ
れ

た
。

今
後

は
、

同
法

の
改

正
等

を
踏

ま
え

、
学

校
法

人
が

主
体

性

を
も

っ
て

実
効

性
の

あ
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
改

革
を

着
実

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

（
２

）
大

学
に

お
け

る
財

務
構

造
の

変
容

大
学

へ
の

公
的

な
財

政
支

援
と

し
て

は
、

基
盤

的
経

費
（

運
営

費
交

付
金

、
私

学
助

成
、

施
設

整
備

費
補

助
金

）
に

加
え

、
多

様
で

独
創

的
な

研
究

に
継

続
的

・
発

展
的

に
取

り
組

む
た

め
、

科
学

研
究

費

助
成

事
業

（
科

研
費

）
等

の
競

争
的

研
究

費
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、

近
年

で
は

、
新

た
な

仕
組

み

で
あ

る
世

界
最

高
水

準
の

研
究

大
学

の
実

現
に

向
け

た
「

国
際

卓
越

研
究

大
学

制
度

」
や

、
地

域
の

中

核
大

学
や

特
定

分
野

に
強

み
を

持
つ

大
学

に
対

す
る

、
各

大
学

の
強

み
や

特
色

を
生

か
し

た
取

組
の

支

援
等

が
行

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
や

グ
リ

ー
ン

等
の

成
長

分
野

を
け

ん
引

す
る

高
度

専
門

人

材
の

育
成

に
向

け
て

、
意

欲
あ

る
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
成

長
分

野
へ

の
学

部
転

換
等

の
改

革
に

予

見
可

能
性

を
も

っ
て

踏
み

切
れ

る
よ

う
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

第
２

次
補

正
予

算
に

お
い

て
措

置
さ

れ
た

基
金

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

機
能

強
化

支
援

事
業

に
よ

り
、

機
動

的
か

つ
継

続
的

な
支

援
が

行

わ
れ

て
い

る
。

 

さ
ら

に
、

学
生

個
人

の
私

費
負

担
に

係
る

支
援

（
個

人
支

援
）

に
つ

い
て

も
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年

度
に

「
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
」

が
開

始
さ

れ
る

な
ど

、
大

幅
な

拡
充

が
進

ん
で

い
る

。
 

基
盤

的
経

費
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
こ

と
が

我
が

国
に

お
け

る
研

究
力

低
下

の
一

因
で

あ
る

と
の

指
摘

2
5
7
は

あ
る

も
の

の
、

こ
の

よ
う

に
、

高
等

教
育

機
関

の
財

政
は

、
国

内
的

の
み

な
ら

ず
国

際
的

な
競

争

的
環

境
の

中
に

あ
っ

て
、

高
等

教
育

機
関

が
持

つ
多

様
な

機
能

に
応

じ
て

、
基

盤
的

経
費

助
成

と
競

争

的
資

源
配

分
を

有
効

に
組

み
合

わ
せ

て
支

援
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

上
記

の
個

人
支

援

や
各

大
学

の
奨

学
金

や
授

業
料

減
免

な
ど

に
よ

っ
て

経
済

的
に

困
難

な
家

庭
を

支
え

つ
つ

、
授

業
料

等

の
私

費
負

担
を

設
定

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
大

学
の

教
育

研
究

活
動

の
質

の
向

上
と

学
生

支
援

の
双

方

の
目

線
に

立
っ

た
多

元
的

で
き

め
細

か
な

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
・

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
て

き
た

。
し

か

し
な

が
ら

、
我

が
国

の
経

済
規

模
（

G
D
P
）

に
対

し
て

、
高

等
教

育
へ

の
公

財
政

支
出

は
0
.
7
％

2
5
8
と

、

O
E
C
D
諸

国
平

均
の

1
.
3
％

を
下

回
り

2
5
9
、

O
E
C
D
諸

国
の

中
で

極
め

て
低

い
水

準
に

あ
る

2
6
0
。

 

2
5
5
 
国

立
大

学
法

人
等

の
機

能
強

化
に

向
け

た
検

討
会

「
国

立
大

学
法

人
等

の
機

能
強

化
に

向
け

て
の

論
点

整
理

」
（

令
和

７
（

2
0
2
5
）

年
１

月
）

 
2
5
6
 
昭

和
2
4
年

法
律

第
2
7
0
号

 
2
5
7
 
文

部
科

学
省

「
国

立
大

学
法

人
化

後
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
（

中
間

ま
と

め
）
」
（

平
成

2
2
（

2
0
1
0
）

年
７

月
）

 
2
5
8
 
参

照
年

度
は

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

 
2
5
9
 
O
E
C
D
「

E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
a
t
 
a
 
G
l
a
n
c
e
 
2
0
2
3
」
（

2
0
2
3
年

９
月

）
 

2
6
0
 
な

お
、

国
民

１
人

当
た

り
G
D
P

に
対

す
る

初
等

教
育

段
階

か
ら

高
等

教
育

段
階

ま
で

の
在

学
者

１
人

当
た

り
公

財
政

教
育

支
出

の
割

合
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な
お

、
授

業
料

に
つ

い
て

は
、
国

立
大

学
の

授
業

料
の

標
準

額
は

平
成

1
7
 （
2
0
0
5
）
年

以
降

据
え

置

か
れ

て
お

り
、

公
立

大
学

に
つ

い
て

は
国

立
大

学
の

標
準

額
と

ほ
ぼ

同
水

準
で

推
移

、
ま

た
、

私
立

大

学
の

初
年

次
授

業
料

は
上

昇
基

調
に

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
財

政
支

援
の

ほ
か

、
質

の
高

い
高

等
教

育
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
寄

附
等

を
通

じ
た

社
会

か
ら

の
支

援
も

重
要

な
要

素
で

あ
る

。
寄

附
額

2
6
1
の

推
移

は
、
平

成
2
7
 （
2
0
1
5
）
年

に
は

2
,
2
5
8

億
円

だ
っ

た
と

こ
ろ

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
に

お
い

て
も

2
,
4
1
2
億

円
と

、
累

次
の

税
制

改
正

を
通

じ

て
緩

や
か

な
増

加
傾

向
に

あ
る

も
の

の
諸

外
国

と
の

差
は

依
然

と
し

て
大

き
い

状
況

に
あ

る
。

（
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

）
は

、
日

本
：
2
2
.
2
％

、
O
E
C
D
諸

国
平

均
：
2
2
.
7
％

と
な

っ
て

い
る
（

O
E
C
D
 「
O
E
C
D
.
 S
t
a
t
」
）
。
当

該
数

値
に

つ
い

て
は

、
初

等
教

育
段

階
か

ら
高

等
教

育
段

階
ま

で
の

公
財

政
教

育
支

出
を

在
学

者
数

で
除

す
る

た
め

、
在

学
者

数
（

特
に

、
高

等
教

育
段

階

に
お

い
て

は
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
率

）
の

多
寡

に
影

響
を

受
け

る
こ

と
に

留
意

が
必

要
。

 
2
6
1
 
国

立
大

学
、

公
立

大
学

、
大

学
を

設
置

す
る

学
校

法
人

へ
の

寄
附

額
の

合
計

。
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（
理

 
由

）
 

今
、
学

校
で

学
ん

で
い

る
子

供
た

ち
が

社
会

の
中

心
に

な
っ

て
活

躍
す

る
2
1
世

紀
半

ば
の

社
会

は
、
あ

ら
ゆ

る
側

面
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
日

本
社

会
の

仕
組

み
の

延
長

線
上

で
は

対
応

で
き

な
い

事
態

に
直

面
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

、
我

が
国

の
高

等
教

育
は

、
今

ま
さ

に
歴

史
の

転
換

点
に

立
っ

て
い

ま
す

。
 

と
り

わ
け

、
少

子
化

は
、

我
が

国
が

直
面

す
る

最
大

の
危

機
で

す
。

2
0
2
2
年

の
出

生
数

は
7
7
万

7
5
9

人
と

な
り

、
統

計
を

開
始

し
た

1
8
9
9
年

以
来

、
最

少
の

数
字

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

ま
ま

で
は

、
1
0
0

万
人

の
大

都
市

が
毎

年
１

つ
消

滅
す

る
よ

う
な

ス
ピ

ー
ド

で
人

口
減

少
が

進
む

こ
と

も
予

想
さ

れ
、

我
が

国
は

、
ま

さ
に

社
会

機
能

を
維

持
で

き
る

か
ど

う
か

の
瀬

戸
際

と
呼

ぶ
べ

き
状

況
に

置
か

れ
て

い
る

と
言

え
ま

す
。
こ

う
し

た
状

況
に

歯
止

め
を

か
け

、
2
0
3
0
年

代
に

入
る

ま
で

に
少

子
化

の
流

れ
を

反
転

さ
せ

る

た
め

に
、

政
府

を
挙

げ
て

少
子

化
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

少
子

化
の

進
行

の
中

で
、

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

進
学

者
数

の
推

移
を

見
る

と
、

主
た

る
進

学

者
で

あ
る

1
8
歳

人
口

が
、

ピ
ー

ク
時

で
あ

る
1
9
6
6
年

の
約

2
4
9
万

人
か

ら
2
0
2
2
年

に
は

約
1
1
2
万

人

へ
と

半
分

を
大

き
く

割
り

込
む

中
で

、
大

学
進

学
者

数
は

約
2
9
万

人
か

ら
約

6
4
万

人
へ

と
そ

の
規

模
を

拡
大

し
続

け
て

き
ま

し
た

。
し

か
し

、
仮

に
急

速
な

少
子

化
に

伴
う

1
8
歳

人
口

の
減

少
が

推
計

ど
お

り
に

進
行

す
れ

ば
、

今
後

の
大

学
進

学
率

の
伸

び
を

加
味

し
て

も
、

2
0
4
0
年

の
大

学
入

学
者

数
は

約
5
1
万

人

に
、

さ
ら

に
は

2
0
5
0
年

ま
で

の
1
0
年

間
は

5
0
万

人
前

後
で

推
移

す
る

と
推

計
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

少
子

化
の

進
行

以
外

に
も

、
高

等
教

育
を

取
り

巻
く

状
況

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

 

コ
ロ

ナ
禍

を
契

機
と

し
て

遠
隔

教
育

が
急

速
に

普
及

し
、

そ
の

可
能

性
と

課
題

が
明

確
に

な
っ

た
こ

と

は
、

学
生

や
教

職
員

が
キ

ャ
ン

パ
ス

に
集

ま
っ

て
行

わ
れ

て
き

た
従

来
の

高
等

教
育

の
在

り
方

を
抜

本
的

に
変

え
る

こ
と

も
予

測
さ

れ
ま

す
。

ま
た

、
ウ

ク
ラ

イ
ナ

情
勢

を
は

じ
め

国
際

情
勢

が
不

安
定

化
し

、
世

界
経

済
の

停
滞

や
国

際
的

分
断

の
進

行
の

懸
念

も
高

ま
っ

て
い

る
中

で
、

留
学

生
交

流
や

高
等

教
育

機
関

の
国

際
交

流
も

大
き

な
転

換
期

を
迎

え
て

い
ま

す
。

加
え

て
、

我
が

国
の

研
究

力
低

下
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
中

で
、

研
究

力
の

強
化

が
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
、
文

部
科

学
省

で
は

、
2
0
1
8
年

の
答

申
「

2
0
4
0
年

に
向

け
た

高
等

教
育

の
グ

ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

」
（

以
下

「
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
」

と
い

う
。
）

以
降

、
学

修
者

本
位

の
教

育
へ

の
転

換
を

図
り

、
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

針
の

策
定

や
大

学
設

置
基

準
等

の
改

正
等

を
行

う
な

ど
高

等
教

育
の

質
を

高
め

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
ま

た
、

教
育

と
両

輪
で

あ
る

研
究

に
つ

い
て

も
、

国
際

卓
越

研
究

大
学

制
度

や
地

域
中

核
・

特
色

あ
る

研
究

大
学

強
化

促
進

事
業

な
ど

の
仕

組
み

を
創

設
し

て
い

ま
す

。
一

方
で

、
初

等
中

等
教

育
段

階
に

お
い

て
は

、
G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

よ
る

１
人

１
台

端
末

等
の

I
C
T

環
境

の
整

備
の

進
展

や
、

高
等

学
校

で
の

「
総

合
的

な
探

究
の

時
間

」
等

に
お

け
る

問
題

発
見

・
課

題
解

決
的

な
学

習
活

動
の

充
実

な
ど

、
今

後
高

等
教

育
機

関
へ

進
学

す
る

生
徒

の
学

び
に

も
変

化
が

見
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
教

育
費

負
担

の
軽

減
策

と
し

て
、

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

が
導

入
さ

れ
、

低
所

得
者

世

帯
の

進
学

率
が

着
実

に
上

昇
し

つ
つ

あ
り

ま
す

。
加

え
て

、
2
0
2
3
年

５
月

の
G
7
富

山
・

金
沢

教
育

大
臣

会
合

で
は

国
際

教
育

交
流

が
重

要
な

取
組

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。
さ

ら
に

、
政

府
全

体
で

は
、

デ
ジ

タ
ル

の
力

を
活

用
し

た
地

方
創

生
や

、
リ

ス
キ

リ
ン

グ
に

よ
る

能
力

向
上

支
援

な
ど

の
労

働
市

場
改

革
も

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

そ
の

よ
う

な
中

で
、

一
人

一
人

の
実

り
あ

る
生

涯
と

我
が

国
の

持
続

的
な

成
長

・
発

展
を

実
現

し
、

人

類
社

会
が

調
和

あ
る

発
展

を
し

て
い

く
た

め
に

は
、

人
材

育
成

と
知

的
創

造
活

動
の

中
核

で
あ

る
高

等
教
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育
機

関
が

一
層

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
と

り
わ

け
、

今
後

の
複

雑
に

変
化

す
る

社
会

に
お

い
て

は
、

基
礎

的
で

普
遍

的
な

知
識

・
理

解
と

汎
用

的
な

技
能

に
加

え
て

、
そ

の
知

識
を

活
用

で
き

、
ジ

レ
ン

マ
を

克
服

す
る

こ
と

も
含

め
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

持
ち

、
自

律
的

に
責

任
あ

る
行

動
を

と
れ

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

が
特

に
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
学

生
が

文
理

横
断

的
に

こ
う

し
た

知
識

、
ス

キ
ル

、
態

度
及

び
価

値
観

を
身

に
付

け
、
A
I
に

は
果

た
せ

な
い

真
に

人
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

十
分

に
考

え
、

実
行

で
き

る
よ

う
、

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

初
等

中
等

教
育

段
階

に
お

け
る

取
組

も
踏

ま
え

、
そ

の
よ

う
な

人
材

の
育

成
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
ま

た
、

社
会

に
出

た
後

も
、

新
た

に
必

要
と

さ
れ

る
知

識
、

ス
キ

ル
、

態
度

及
び

価
値

観
を

身
に

付
け

、
ま

た
そ

れ
を

更
新

し
て

い
く

た
め

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

も
一

層
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

こ
の

よ
う

な
人

材
の

育
成

が
、

ひ
い

て
は

個
人

及
び

社
会

の
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
（

W
e
l
l
-
b
e
i
n
g
）

の
実

現
に

つ
な

が
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

 

こ
の

よ
う

な
要

請
に

応
え

、
高

等
教

育
機

関
が

求
め

ら
れ

る
役

割
を

真
に

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
た

め
に

は
、

今
後

の
高

等
教

育
全

体
の

適
正

な
規

模
を

視
野

に
入

れ
た

地
域

に
お

け
る

質
の

高
い

高
等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

の
在

り
方

や
、

国
公

私
の

設
置

者
別

や
機

関
別

等
の

役
割

分
担

の
在

り
方

の
明

確
化

な
ど

を
図

り
つ

つ
、

各
機

関
の

教
育

研
究

の
質

の
一

層
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

こ
れ

ら
を

実
現

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

以
上

の
よ

う
な

問
題

意
識

の
下

、
中

長
期

的
な

観
点

か
ら

、
概

ね
2
0
4
0
年

以
降

の
社

会
を

見
据

え
て

、

目
指

す
べ

き
高

等
教

育
の

姿
や

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

方
策

な
ど

の
高

等
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

次
の

事
項

を
中

心
に

御
審

議
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

第
一

は
、

2
0
4
0
年

以
降

の
社

会
を

見
据

え
た

高
等

教
育

が
目

指
す

べ
き

姿
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。
 

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

で
は

、
2
0
4
0
年

の
展

望
と

高
等

教
育

が
目

指
す

べ
き

姿
が

提
示

さ
れ

、
同

答

申
等

を
受

け
て

、
入

学
か

ら
卒

業
ま

で
一

貫
し

た
教

学
の

改
善

・
改

革
の

取
組

や
大

学
教

育
や

学
生

生
活

に
関

す
る

学
生

調
査

の
結

果
を

活
用

し
た

教
学

I
R

の
充

実
な

ど
、

学
修

者
本

位
の

教
育

の
実

現
に

向
け

た
積

極
的

な
取

組
が

進
展

し
つ

つ
あ

り
ま

す
。

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

答
申

で
示

さ
れ

た
高

等
教

育
が

目
指

す
べ

き
姿

を
前

提
と

し
つ

つ
も

、
同

答
申

以
降

の
社

会
的

、
経

済
的

な
様

々
な

変
化

を
踏

ま
え

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

を
担

う
人

材
に

必
要

と
さ

れ
る

資
質

・
能

力
の

育
成

に
向

け
た

高
等

教
育

機
関

の
役

割
の

一
層

の
発

揮
の

た
め

に
、
今

後
更

に
取

り
組

む
べ

き
具

体
的

方
策

に
つ

い
て

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。
そ

の
際

、

デ
ジ

タ
ル

化
、

脱
炭

素
化

等
の

世
界

的
な

潮
流

に
伴

う
産

業
構

造
の

変
化

を
見

据
え

た
成

長
分

野
を

け
ん

引
す

る
人

材
の

育
成

や
、

知
の

生
産

、
価

値
創

造
を

担
う

「
知

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

」
を

育
成

す
る

大
学

院
教

育
の

改
革

、
社

会
人

や
留

学
生

等
の

受
入

れ
に

よ
る
「

多
様

な
価

値
観

が
集

ま
る

キ
ャ

ン
パ

ス
」

の
重

要
性

も
念

頭
に

置
き

つ
つ

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

第
二

に
、

今
後

の
高

等
教

育
全

体
の

適
正

な
規

模
を

視
野

に
入

れ
た

、
地

域
に

お
け

る
質

の
高

い
高

等

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

の
在

り
方

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

前
述

の
と

お
り

、
2
0
4
0
年

以
降

の
我

が
国

の
大

学
入

学
者

数
は

、
仮

に
留

学
生

等
の

受
入

れ
拡

大
が

相

当
程

度
進

展
し

た
と

し
て

も
、
2
0
2
2
年

と
比

較
し

て
大

き
く

減
少

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
、
高

等
教

育
機

関
の

機
能

強
化

等
の

観
点

か
ら

も
、

設
置

者
の

枠
を

超
え

た
、

高
等

教
育

機
関

間
の

連
携

、
再

編
・

統
合
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の
議

論
は

避
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

 

ま
た

、
地

域
に

よ
っ

て
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
率

や
進

学
者

収
容

力
が

異
な

る
と

と
も

に
、

少
子

化

の
中

で
、

地
方

の
私

立
大

学
ほ

ど
学

生
数

が
減

少
し

、
厳

し
い

経
営

状
況

に
陥

る
傾

向
に

あ
る

な
ど

、
高

等
教

育
機

関
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

も
異

な
っ

て
い

ま
す

。
 

こ
う

し
た

状
況

等
も

踏
ま

え
、

今
後

の
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
確

保
の

在
り

方
に

つ
い

て
考

え
る

必

要
が

あ
り

ま
す

。
特

に
、

各
機

関
の

理
念

や
使

命
、

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
高

等
教

育
の

実
現

に
向

け
、
既

存
の

学
部
・
学

科
等

の
構

成
や

教
育

課
程

の
見

直
し

な
ど

の
教

育
研

究
の

充
実

に
関

す
る

方
策

や
、

高
等

教
育

機
関

間
の

連
携

の
強

化
に

関
す

る
方

策
、

再
編

・
統

合
等

を
促

進
す

る
方

策
、

教
育

や
経

営
に

関
す

る
情

報
の

公
表

に
係

る
方

策
を

は
じ

め
、

今
後

の
高

等
教

育
全

体
の

適
正

な
規

模
も

視
野

に
入

れ
な

が
ら

、
地

域
に

お
け

る
質

の
高

い
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

確
保

す
る

た
め

の
抜

本
的

な
構

造
改

革
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

。
そ

の
際

、
地

方
の

高
等

教
育

機
関

が
果

た
す

多
面

的
な

役
割

に
つ

い
て

も
十

分
に

考
慮

し
つ

つ
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

第
三

に
、

国
公

私
の

設
置

者
別

等
の

役
割

分
担

の
在

り
方

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

第
一

及
び

第
二

の
検

討
事

項
を

踏
ま

え
、

高
等

教
育

全
体

の
目

指
す

べ
き

姿
を

議
論

し
て

い
く

際
に

は
、

設
置

者
別

や
機

関
別

の
観

点
か

ら
の

議
論

も
必

要
に

な
り

ま
す

。
 

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

国
公

私
の

設
置

者
別

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

明
治

期
以

来
の

歴

史
的

経
緯

や
制

度
上

の
位

置
付

け
等

も
考

慮
し

、
ま

た
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
答

申
で

再
整

理
さ

れ
た

役
割

等
も

踏
ま

え
た

上
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

高
等

教
育

機
関

が
持

つ
「

特
色

」
と

「
強

み
」

を
最

大
限

に
生

か
し

て
、

高
等

教
育

の
在

り
方

を
再

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

国
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

世
界

最
高

水
準

の
教

育
研

究
の

先
導

、
知

の
多

様
性

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の

源
泉

と
な

る
学

問
分

野
の

継
承

・
発

展
、

全
国

的
な

高
等

教
育

の
機

会
均

等
の

確
保

等
や

、
全

国
の

知
的

イ
ン

フ
ラ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
集

積
機

能
を

活
か

し
た

貢
献

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

公
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

設
置

者
で

あ
る

各
地

方
公

共
団

体
の

高
等

教
育

政
策

の
中

心
的

役
割

を
担

い
、

教
育

機
会

の
均

等
や

地
域

活
性

化
の

推
進

、
行

政
課

題
の

解
決

へ
の

貢
献

と
い

っ
た

役
割

・
機

能
等

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

私
立

大
学

に
つ

い
て

は
、
学

部
学

生
の

約
８

割
の

教
育

を
担

い
、「

建
学

の
精

神
」
に

基
づ

く
多

様
な

教
育

研
究

を
通

じ
て

我
が

国
の

高
等

教
育

の
中

核
基

盤
を

支
え

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
地

方
に

あ
る

中
小

規
模

の
私

立
大

学
は

、
地

域
社

会
の

維
持

に
不

可
欠

な
専

門
人

材
の

輩
出

や
、

高
等

教
育

の
多

様
性

や
機

会
均

等
の

維
持

向
上

に
現

に
役

割
を

果
た

し
て

い
ま

す
。

機
関

別
で

は
、
短

期
大

学
は

、
地

方
の

進
学

機
会

の
確

保
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、
教

育
・

保
育

、
看

護
、

介
護

等
の

多
様

な
人

材
養

成
機

能
を

担
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

高
等

専
門

学
校

は
５

年
一

貫
の

専
門

的
な

技
術

教
育

に
よ

る
実

践
的

・
創

造
的

な
技

術
者

養
成

に
、

専
門

職
大

学
は

理
論

と
実

務
を

架
橋

し
た

教
育

に
よ

る
専

門
職

業
人

の
養

成
に

、
そ

れ
ぞ

れ
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、

専
門

学
校

も
、
医

療
・
福

祉
、
工

業
系

、
I
T
系

な
ど

、
地

域
産

業
や

地
域

社
会

の
維

持
に

不
可

欠
な

専
門

人
材

の
輩

出
を

し
て

い
ま

す
。

 

一
方

で
、

例
え

ば
、

国
立

大
学

に
お

い
て

も
大

学
ご

と
に

そ
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

多
様

化
が

進
ん

で
い

る

こ
と

や
、

デ
ジ

タ
ル

や
グ

リ
ー

ン
等

の
成

長
分

野
へ

の
学

部
再

編
等

支
援

を
通

じ
た

大
学

改
革

の
促

進
な

ど
の

政
策

の
進

展
も

重
要

な
変

化
で

す
。

 

こ
う

し
た

期
待

や
変

化
、

さ
ら

に
は

少
子

化
の

急
速

な
進

行
や

デ
ジ

タ
ル

化
・

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展

な
ど

社
会

が
大

き
く

変
化

し
て

い
る

中
で

、
国

公
私

の
設

置
者

別
や

機
関

別
等

の
役

割
分

担
の

在
り

方
や
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果
た

す
べ

き
役

割
・

機
能

等
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
実

現
の

た
め

の
具

体
的

方
策

に
つ

い
て

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

第
四

に
、

高
等

教
育

の
改

革
を

支
え

る
支

援
方

策
の

在
り

方
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。
 

未
来

を
支

え
る

人
材

の
育

成
や

学
術

研
究

に
よ

る
知

の
創

出
等

の
役

割
を

担
う

高
等

教
育

は
国

力
の

源
泉

で
あ

り
、

高
等

教
育

へ
の

投
資

は
未

来
へ

の
投

資
で

す
。

各
機

関
に

お
い

て
は

、
そ

の
果

た
す

べ
き

役
割

や
機

能
の

強
化

、
教

育
研

究
の

質
の

一
層

の
向

上
を

実
現

す
る

た
め

、
各

機
関

内
に

お
け

る
適

切
な

資
源

配
分

や
効

率
化

を
前

提
と

し
つ

つ
必

要
な

財
源

を
確

保
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、
厳

し
い

財
政

状
況

の
中

、
各

機
関

に
お

い
て

は
、
十

分
な

人
件

費
や

研
究

費
の

確
保

が
困

難
と

な
り

、

教
育

研
究

活
動

に
大

き
な

影
響

を
与

え
か

ね
な

い
問

題
が

生
じ

て
い

る
と

の
指

摘
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

我
が

国
の

高
等

教
育

段
階

に
対

す
る

教
育

支
出

に
お

い
て

は
、
O
E
C
D
諸

国
平

均
と

比
べ

て
家

計
負

担
の

割

合
が

２
倍

程
度

と
高

い
現

状
に

も
あ

り
ま

す
。

第
一

か
ら

第
三

ま
で

の
検

討
事

項
も

踏
ま

え
、

教
育

研
究

を
支

え
る

基
盤

的
経

費
や

競
争

的
研

究
費

等
の

充
実

、
民

間
か

ら
の

投
資

を
含

め
た

多
様

な
財

源
の

確
保

の
観

点
も

含
め

た
、

今
後

の
高

等
教

育
機

関
や

学
生

へ
の

支
援

方
策

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

以
上

が
中

心
的

に
御

審
議

を
お

願
い

し
た

い
事

項
で

あ
り

ま
す

が
、

こ
の

他
に

も
、

高
等

教
育

の
在

り

方
に

関
し

、
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。
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参
考

２
 

答
申

ま
で

の
審

議
経

過
 

＜
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
＞

 

中
央

教
育

審
議

会
（

第
1
3
7
回

）
 

９
月

2
5
日

（
月

）
1
6
:
0
0
-
1
8
:
0
0
 

・
急
速
な
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
の
将
来
社
会
を
見
据
え
た
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
諮
問
）

大
学

分
科

会
（

第
1
7
5
回

）
 

1
0
月

2
5
日

（
水

）
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
 

・
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

の
将

来
社

会
を

見
据

え
た

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

特
別

部
会

（
第

１
回

）
 

1
1
月

2
9
日

（
水

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
 

・
部

会
長

の
選

任
等

に
つ

い
て

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

部
会

の
運

営
に

つ
い

て

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】

「
大

学
進

学
率

6
0
％

時
代

の
高

等
教

育
を

考
え

る
た

め
に

」
 

（
濱

中
義

隆
 
国

立
教

育
政

策
研

究
所

高
等

教
育

研
究

部
長

）
 

【
意

見
発

表
】

 

「
急

速
な

少
子

化
の

進
行

と
高

等
教

育
の

未
来

」
 

 
 

（
吉

見
俊

哉
 
委

員
）

 

大
学

分
科

会
（

第
1
7
6
回

）
 

1
2
月

2
2
日

（
金

）
1
5
:
0
0
-
1
7
:
0
0
 

・
高

等
教

育
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
部

会
の

議
論

に
つ

い
て

＜
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
＞

 

特
別

部
会

（
第

２
回

）
 

１
月

2
6
日

（
金

）
1
4
:
0
0
-
1
6
:
3
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
意

見
発

表
】

「
大

学
間

連
携

に
よ

る
教

育
・

研
究

強
化

が
拓

く
就

学
の

機
会

」
 
 
 
（

松
塚

ゆ
か

り
 
委

員
）

 

「
大

学
へ

の
期

待
 

－
労

働
研

究
の

立
場

か
ら

－
」

 
 

 
 
（

堀
有

喜
衣

 
委

員
）

 

特
別

部
会

（
第

３
回

）
 

２
月

2
7
日

（
火

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
3
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
意

見
発

表
】

「
社
会
環
境
の
変
化
と
大
学
教
育
へ
の
期
待
 
～
高
大
社
接
続
の
視
点
か
ら
～
」（

小
林
浩
 委

員
）
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「
地

方
に

お
け

る
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

い
か

に
維

持
す

る
の

か
 

－
地

方
小

規
模

大
学

か
ら

の
提

言
－

」
 

 
 

（
大

森
昭

生
 
委

員
）

 

大
学

分
科

会
（

第
1
7
7
回

）
 

３
月

1
2
日

（
火

）
1
6
:
0
0
-
1
8
:
0
0
 

・
高

等
教

育
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
部

会
の

議
論

に
つ

い
て

特
別

部
会

（
第

４
回

）
 

３
月

2
7
日

（
水

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
意

見
発

表
】

「
大

学
教

育
の

多
様

化
に

向
け

て
」

 
 
 

 
 
 
（

伊
藤

公
平

 
委

員
）

 

「
少

子
化

の
急

速
な

進
行

と
高

等
教

育
の

あ
り

方
」

 
 

 
（

両
角

亜
希

子
 
委

員
）

 

特
別

部
会

（
第

５
回

）
 

４
月

2
6
日

（
金

）
1
6
:
0
0
-
1
8
:
3
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
意

見
発

表
】

「
地

域
に

お
け

る
大

学
の

在
り

方
に

つ
い

て
 

-
地

方
大

学
の

役
割

・
使

命
に

つ
い

て
-
」

 

（
中

村
和

彦
 
委

員
）

 

「
地

方
大

学
に

お
け

る
ア

ク
セ

ス
と

人
流

」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

濱
田

州
博

 
委

員
）

 

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】
 

「
高

等
教

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

在
り

方
を

考
え

る
 

-地
域

に
よ

る
進

学
先

の
違

い
に

着
目

し
て

-」
 

（
朴

澤
泰

男
 
国

立
教

育
政

策
研

究
所

高
等

教
育

研
究

部
総

括
研

究
官

）
 

特
別

部
会

（
第

６
回

）
 

５
月

3
1
日

（
金

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
3
0
 

・
生

涯
学

習
分

科
会

に
お

け
る

議
論

の
整

理
に

つ
い

て

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】

「
大
学
通
信
教
育
の
規
模
と
ア
ク
セ
ス
と
質
」
 

（
高

橋
陽

一
 
公

益
財

団
法

人
私

立
大

学
通

信
教

育
協

会
理

事
長

）
 

「
高

等
教

育
の

在
り

方
と

デ
ジ

タ
ル

改
革

 
‐

学
習

者
本

位
の

教
育

の
在

り
方

‐
」

 

（
井
上
雅
裕
 慶

應
義
塾
大
学
大
学
院
特
任
教
授
、
公
益
社
団
法
人
日
本
工
学
教
育
協
会
理
事
）
 

【
意

見
発

表
】

 

「
多

様
な

価
値

観
が

集
ま

る
キ

ャ
ン

パ
ス

の
実

現
 

‐
短

期
大

学
の

機
能

の
再

構
築

‐
」

 

（
大

野
博

之
 
委

員
）

 

・
中

間
ま

と
め

（
素

案
）

に
つ

い
て
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特
別

部
会

（
第

７
回

）
 

６
月

2
8
日

（
金

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
3
0
 

・
中

間
ま

と
め

（
案

）
に

つ
い

て

大
学

分
科

会
 （
第

1
7
8
回

）
 ・
特

別
部

会
 （
第

８
回

）
 
７

月
1
9
日

（
金

）
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
 

・
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

の
将

来
社

会
を

見
据

え
た

我
が

国
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

中
間

ま
と

め
（

案
）

に
つ

い
て

「
中

間
ま

と
め

」
公

表
 

８
月

８
日

（
木

）
 

中
央

教
育

審
議

会
（

第
1
3
9
回

）
 

８
月

2
7
日

（
火

）
1
5
:
0
0
-
1
7
:
0
0
 

・
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

の
将

来
社

会
を

見
据

え
た

高
等

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

中
間

ま
と

め
に

つ
い

て

特
別

部
会

（
第

９
回

）
 

９
月

1
0
日

（
火

）
1
0
:
0
0
-
1
5
:
0
0
 

（
休

憩
1
1
:
4
5
-
1
2
:
4
5
）

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】

「
少

子
化

・
社

会
変

革
を

踏
ま

え
た

高
等

教
育

の
課

題
と

支
援

方
策

に
つ

い
て

」
 

（
林

隆
之

 
政

策
研

究
大

学
院

大
学

教
授

）
 

・
中

間
ま

と
め

に
関

す
る

関
係

団
体

ヒ
ア

リ
ン

グ

一
般

社
団

法
人

国
立

大
学

協
会

（
益

一
哉

 
副

会
長

、
梅

原
出

 
理

事
）

 

専
門

職
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
北

畑
隆

生
 
会

長
）

 

一
般

社
団

法
人

公
立

大
学

協
会

（
浅

井
清

文
 
会

長
）

 

全
国

知
事

会
（

牧
野

利
香

 
愛

知
県

副
知

事
）

 

一
般

社
団

法
人

全
国

高
等

専
門

学
校

連
合

会
（

大
塚

友
彦

 
会

長
）

 

全
国

専
修

学
校

各
種

学
校

総
連

合
会

（
関

口
正

雄
 
常

任
理

事
）

 

特
別

部
会

（
第

1
0
回

）
 

９
月

2
7
日

（
金

）
9
:
0
0
-
1
1
:
3
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】

「
設

置
主

体
別

の
大

学
の

役
割

に
基

づ
く

支
援

方
策

」
（

島
一

則
 
東

北
大

学
教

授
）

 

・
中

間
ま

と
め

に
関

す
る

関
係

団
体

ヒ
ア

リ
ン

グ

全
国

公
立

短
期

大
学

協
会

（
柳

沢
幸

治
 
会

長
）

 

日
本

私
立

短
期

大
学

協
会

（
麻

生
隆

史
 
会

長
）

 

日
本

私
立

大
学

協
会

（
小

原
芳

明
 
会

長
）
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一
般

社
団

法
人

日
本

私
立

大
学

連
盟

（
曄

道
佳

明
 
副

会
長

）
 

大
学

分
科

会
 （
第

1
7
9
回

）
 ・
特

別
部

会
 （
第

1
1
回

）
 
1
0
月

1
6
日
（

水
）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

特
別

部
会

（
第

1
2
回

）
 

1
1
月

1
2
日
（

火
）
1
6
:
0
0
-
1
8
:
3
0
 

・
今

後
の

高
等

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

】

「
和

歌
山

市
の

取
組

 
ふ

る
さ

と
で

学
び

働
け

る
ま

ち
」

 
 

（
尾

花
正

啓
 
和

歌
山

市
長

）
 

・
答

申
素

案
に

つ
い

て

特
別

部
会

（
第

1
3
回

）
 

1
2
月

４
日

（
水

）
1
3
:
0
0
-
1
5
:
3
0
 

・
答

申
案

に
つ

い
て

大
学

分
科

会
 （
第

1
8
0
回

）
 ・
特

別
部

会
 （
第

1
4
回

）
 
1
2
月

1
3
日
（

金
）
1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0
 

・
答

申
案

に
つ

い
て

中
央

教
育

審
議

会
（

第
1
4
0
回

）
 

1
2
月

2
5
日
（

水
）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
 

・
急

速
な

少
子

化
が

進
行

す
る

中
で

の
将

来
社

会
を

見
据

え
た

高
等

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

答
申

（
案

）
に

つ
い

て

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
 

 
 

 
1
2
月

2
6
日
（

木
）
～

令
和

７
年

１
月

1
5
日
（

水
）
 

＜
令

和
７

（
2
0
2
5
）

年
＞

 

大
学

分
科

会
 （
第

1
8
1
回

）
 ・
特

別
部

会
 （
第

1
5
回

）
 
１

月
2
8
日

（
火

）
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0
 

・
答

申
案

に
つ

い
て

中
央

教
育

審
議

会
（

第
1
4
1
回

）
 

２
月

2
1
日

（
金

）
1
0
:
0
0
-
1
2
:
0
0
 

・
我

が
国

の
「

知
の

総
和

」
向

上
の

未
来

像
 
～

高
等

教
育

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

～
（

答
申

）
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参
考

３
 

第
１

２
期

中
央

教
育

審
議

会
委

員
 

令
和

５
年

３
月

1
0
日

発
令

 

（
5
0
音

順
）

 

会
長

 
 

荒
 

瀬
 

克
 

己
 

独
立

行
政

法
人

教
職

員
支

援
機

構
理

事
長

 

副
会

長
 

永
 

田
 

恭
 

介
 

 
筑

波
大

学
長

 

副
会

長
 

橋
 

本
 

雅
 

博
 

 
住

友
生

命
保

険
相

互
会

社
取

締
役

会
長

、
日

本
経

済
団

体
連

合
会

教
育
・
大

学
改

革
推

進
委

員
長
 

青
 

海
 

 
 

正
 

 
東

京
都

大
田

区
立

志
茂

田
中

学
校

校
長

、
全

日
本

中
学

校
長

会
会

長
 

秋
 
田

 
喜

 
代

 
美

 
 

学
習

院
大

学
文

学
部

教
授

、
東

京
大

学
名

誉
教

授
 

安
 
孫

 
子

 
尋

 
美

 
 

株
式

会
社

ニ
ト

リ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
取

締
役

、
人

材
教

育
部

ゼ
ネ

ラ
ル

マ
ネ

ジ
ャ

ー
 

今
 

村
 

久
 

美
 

 
認

定
特

定
非

営
利

活
動

法
人

カ
タ

リ
バ

代
表

理
事

 

植
 

村
 

洋
 

司
 

 
東

京
都

中
央

区
立

久
松

小
学

校
校

長
 

全
国

連
合

小
学

校
長

会
会

長
 

内
 

田
 

隆
 

志
 

 
東

京
都

立
三

田
高

等
学

校
校

長
、

全
国

高
等

学
校

長
協

会
会

長
 

内
 
田

 
由

 
紀

 
子

 
 

京
都

大
学

人
と

社
会

の
未

来
研

究
院

院
長

・
教

授
 

金
 

田
 

 
 

淳
 

 
公

益
社

団
法

人
日

本
P
T
A
全

国
協

議
会

元
会

長
 

清
 

原
 

慶
 

子
 

 
杏

林
大

学
客

員
教

授
、

前
東

京
都

三
鷹

市
長

 

熊
 

平
 

美
 

香
 

 
一

般
財

団
法

人
ク

マ
ヒ

ラ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
財

団
代

表
理

事
 

後
 

藤
 

景
 
 
子

 
 

奈
良

国
立

大
学

機
構

特
任

教
授

 

坂
 

本
 

雅
 

彦
 

 
東

京
都

教
育

委
員

会
教

育
長

、
全

国
都

道
府

県
教

育
委

員
会

連
合

会
会

長
 

貞
 

広
 

斎
 

子
 

 
千

葉
大

学
副

学
長

・
教

育
学

部
教

授
 

 

清
 

水
 

信
 

一
 

 
学

校
法

人
武

蔵
野

東
学

園
特

別
参

与
 

戸
 

ヶ
 

﨑
 

勤
 

 
埼

玉
県

戸
田

市
教

育
委

員
会

教
育

長
 

奈
 

須
 

正
 

裕
 

 
上

智
大

学
総

合
人

間
科

学
部

教
授

 

萩
 
原

 
な

 
つ

 
子

 
 

独
立

行
政

法
人

国
立

女
性

教
育

会
館

理
事

長
 

日
 
比

 
谷

 
潤

 
子

 
 

国
際

基
督

教
大

学
名

誉
教

授
 

古
 
沢

 
由

 
紀

 
子

 
 

読
売

新
聞

東
京

本
社

編
集

委
員

 

堀
 

田
 

龍
 

也
 

 
東

京
学

芸
大

学
教

職
大

学
院

教
授

 

湊
 

 
 

長
 

博
 

 
京

都
大

学
総

長
 

村
 

岡
 

嗣
 

政
 

 
山

口
県

知
事

 

村
 

田
 

 
 

治
 

 
関

西
学

院
大

学
名

誉
教

授
 

吉
 

岡
 

知
 

哉
 

 
独

立
行

政
法

人
日

本
学

生
支

援
機

構
理

事
長

 

吉
 

田
 

 
 

晋
 

 
学

校
法

人
富

士
見

丘
学

園
理

事
長

、
富

士
見

丘
中

学
高

等
学

校
長

、
日

本
私

立
中

学
高

等
学

校
連

合
会

会
長
 

渡
 

辺
 

弘
 

司
 

 
日

本
学

校
保

健
会

副
会

長
、

日
本

医
師

会
常

任
理

事
 

計
2
9
名

 

※
令

和
６

年
1
0
月

3
0
日

時
点
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第
１

２
期

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

委
員

 

委
 

 
員

：
令

和
５

年
３

月
1
0
日

発
令

 

臨
時

委
員

：
令

和
５

年
５

月
1
7
日

発
令

 

（
5
0
音

順
）

 

（
委

 
 

員
）

 

分
科

会
長

 
 
 
永

 
田

 
恭

 
介

 
 

 
筑

波
大

学
長

 

副
分

科
会

長
 
 
村

 
田

 
 

 
治

 
関

西
学

院
大

学
名

誉
教

授
 

副
分

科
会

長
 
 
吉

 
岡

 
知

 
哉

 
 

 
独

立
行

政
法

人
日

本
学

生
支

援
機

構
理

事
長

 

熊
 

平
 

美
 

香
 

一
般

財
団

法
人

ク
マ

ヒ
ラ

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

財
団

代
表

理
事

 

後
 

藤
 

景
 

子
 

 
 

奈
良

国
立

大
学

機
構

特
任

教
授

 

橋
 

本
 

雅
 

博
 

 
 

住
友

生
命

保
険

相
互

会
社

取
締

役
会

長
 

 
 

日
本

経
済

団
体

連
合

会
教

育
・

大
学

改
革

推
進

委
員

長
 

日
比

谷
 

潤
 

子
 

 
 

国
際

基
督

教
大

学
名

誉
教

授
 

古
 

沢
 

由
紀

子
 

 
 

読
売

新
聞

東
京

本
社

編
集

委
員

 

湊
 

 
 

長
 

博
 

 
 

京
都

大
学

総
長

 

（
臨

時
委

員
）

 

麻
 

生
 

隆
 

史
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